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解
説
目
録
に
つ
い
て

一
、
こ
の
目
録
は
、
二
〇
二
二
年
三
月
現
在
、
弊
社
営
業
部
に
在
庫
し
て
い
る
書
目
の
解
説
目
録
で
す
。

一
、
こ
の
目
録
中
の
定
価
は
二
〇
二
二
年
四
月
現
在
で
表
示
し
ま
し
た
。
二
〇
二
二
年
五
月
以
降
定
価
が

変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
諒
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
価
は
税
込
み
で
す
。

一
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
コ
ー
ド
に
「
◆
」
印
が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
電
子
書
籍
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
各
電
子
書
籍
販
売
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

一
、
お
求
め
の
書
目
が
小
売
書
店
の
店
頭
に
な
い
場
合
は
、
そ
の
書
店
に
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

一
、
復
刊
ご
希
望
の
書
目
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
岩
波
文
庫
編
集
部
宛
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
〇
二
二
年
四
月

岩
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岩
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岩
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◇
分
類
は
、上
記
の
と
お
り
で
す
が
、

各
分
野
ご
と
に
、
お
よ
そ
の
年
代

順
に
排
列
し
て
あ
り
ま
す
。

◇
解
説
目
録
の
番
号
は
、
著
者
別
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
小
売
書
店
店

頭
の
排
列
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
ま

す
の
で
、
同
一
著
作
者
の
作
品
は

一
括
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
著
者
別
番
号
の
＊
印
は
重
出
を
意

味
し
ま
す
。

◇
各
書
目
の
説
明
文
の
下
の
８
桁
の

数
字
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
（
国
際
標
準

図
書
番
号
）の
商
品
コ
ー
ド
で
す
。

た
だ
し
、
国
コ
ー
ド
(4
)お
よ
び

小
社
出
版
社
コ
ー
ド
(00
)は
省
略

し
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、

印
の

つ
い
て
い
る
も
の
は
、
国
コ
ー
ド

の
前
に
Ｅ
Ａ
Ｎ
書
籍
出
版
業
コ
ー

ド
(978
)が
つ
き
ま
す
。ご
注
文
の

際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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青1Ȃ1

世

阿

弥

野
上
豊
一
郎
・
西
尾
実
校
訂

風

㗡

花

伝
（
花
伝
書
）

六
三
八
円

一
般
に
『
花
伝
書
』
と
し
て
知
ら
れ
る
『
風
㗡
花
伝
』
は
、
亡
父
観
阿
弥
の
遺
訓

に
も
と
づ
く
世
阿
弥
（
一
三
六
四

？
―
一
四
四
三

）
最
初
の
能
芸
論
書
で
、
能
楽
の
聖
典
と

し
て
連
綿
と
読
み
つ
が
れ
て
き
た
。
室
町
時
代
以
後
日
本
文
学
の
根
本
精
神
を
成

し
て
い
た
「
幽
玄
」「
物
真
似
」
の
本
義
を
徹
底
的
に
論
じ
て
い
る
点
で
、
堂
々

た
る
芸
術
表
現
論
と
し
て
今
日
も
な
お
価
値
を
失
わ
な
い
。

330011Ȃ4◆

青2Ȃ1

宮

本

武

蔵

渡

辺

一

郎
校
注

五

輪

書
七
〇
四
円

一
身
の
切
合
い
に
勝
ち
数
人
の
戦
い
に
勝
つ
の
が
武
士
と
い
う
も
の
だ
、
そ
れ
に

は
、
と
い
っ
て
武
蔵
（
一
五
八
四

―
一
六
四
五

）
は
、
構
え
方
、
足
の
踏
み
方
、
目
の
つ
け

方
等
を
つ
ぶ
さ
に
述
べ
、
相
手
の
強
弱
を
知
っ
て
先
に
し
か
け
よ
と
も
説
く
。
本

書
が
長
く
読
み
つ
が
れ
て
き
た
の
も
、
剣
法
の
奥
義
が
、
具
体
的
・
合
理
的
に
書

か
れ
て
い
る
か
ら
に
相
違
な
い
。
読
み
易
さ
に
意
を
用
い
た
。

330021Ȃ1◆

青8Ȃ1～3

山

本

常

朝

和
⁋
哲
郎
・
古
川
哲
史
校
訂

葉

隠
全
三
冊

上
・
下
各
七
九
二
円

中
七
二
六
円

鍋
島
藩
士
・
山
本
常
朝
（
一
六
五
九

―
一
七
一
九

）
の
口
述
に
成
っ
た
同
藩
の
記
録
で
、
鍋

島
藩
に
仕
え
る
武
士
た
ち
の
修
養
の
書
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
果
し
合
い
や
殉
死
と

い
っ
た
血
腥
い
出
来
事
に
常
朝
は
武
士
道
の
真
実
を
見
た
の
で
あ
る
。「
武
士
道

と
い
ふ
は
死
ぬ
事
と
見
付
け
た
」
本
書
は
乱
世
を
生
き
た
武
士
た
ち
の
到
達
し
た

峻
烈
な
人
生
哲
学
の
極
点
を
鋭
く
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

330081Ȃ5

青10Ȃ1

貝

原

益

軒

石

川

謙
校
訂

養よ
う

生じ
ょ
う

訓く
ん

・
和
俗
童
子
訓

九
九
〇
円

健
康
・
長
寿
を
保
つ
た
め
の
心
構
え
、
具
体
的
な
食
㕒
法
な
ど
養
生
の
道
を
、
和

漢
の
事
跡
を
引
用
し
つ
つ
平
易
に
述
べ
た
『
養
生
訓
』
は
、
科
学
的
健
康
管
理
の

方
法
を
儒
教
道
徳
と
結
び
つ
け
て
説
い
た
書
と
し
て
江
戸
時
代
広
く
庶
民
の
間
に

読
ま
れ
た
。
わ
が
国
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
教
育
論
の
書
で
あ
る
『
和
俗
童
子
訓
』

と
と
も
に
現
代
人
に
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

330101Ȃ3

青10Ȃ2

石

川

謙
校
訂

貝
原
益
軒

大

和

俗

訓
八
五
八
円

江
戸
時
代
最
大
の
朱
子
学
者
で
あ
る
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇

―
一
七
一
四

）
の
著
し
た
教
訓

書
の
ひ
と
つ
。
一
般
の
人
び
と
を
対
象
と
し
て
、
儒
教
に
基
づ
く
修
身
と
礼
法
と

を
俗
語
で
綴
る
。
全
Ἣ
は
、
格
物
致
知
を
説
く
「
為
学
」、
誠
意
正
心
の
「
心

術
」、
修
身
斉
家
の
「
躬
行
」
の
三
大
項
目
、
そ
れ
ぞ
れ
二
巻
に
、「
衣
服
・
言

語
」
と
「
応
接
」
の
二
項
目
を
配
し
た
八
巻
よ
り
な
る
。

330102Ȃ1

日 本 思 想1
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青18Ȃ1

西

川

如

見

飯
島
忠
夫
・
西
川
忠
幸
校
訂

町
人
Ṛ
・
百
姓
Ṛ
・
長
崎
夜
話
草

九
九
〇
円

西
川
如
見
は
宋
学
を
修
め
、
天
文
暦
算
に
長
じ
、
ま
た
先
儒
の
諸
説
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
説
を
参
酌
し
て
発
見
す
る
所
多
か
っ
た
江
戸
時
代
の
学
者
。
そ
の
著
書
二
〇

冊
余
の
う
ち
か
ら
Ḥ
ん
だ
こ
の
三
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
人
道
徳
、
農
民
経
済
、
長

崎
古
事
等
を
、
そ
の
博
識
を
駆
使
し
て
通
俗
に
談
話
風
に
書
か
れ
た
処
世
修
養
の

書
。
江
戸
時
代
の
道
徳
を
知
る
上
に
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
名
著
で
あ
る
。

330181Ȃ1

青18Ȃ2

西

川

如

見

飯
島
忠
夫
・
西
川
忠
幸
校
訂

日
本
水
土
考
・
水
土
解
弁
・
増
補
華
夷
通
商
考

七
二
六
円

西
川
如
見
（
一
六
四
八

―
一
七
二
四

）
は
江
戸
時
代
中
期
の
天
文
・
地
理
学
者
で
長
崎
の

人
。「
日
本
水
土
考
」
と
「
水
土
解
弁
」
の
二
著
は
、
日
本
が
美
し
い
風
土
を
持

ち
、
地
理
的
条
件
の
相
違
に
よ
っ
て
他
の
諸
国
と
は
異
な
っ
た
優
れ
た
国
柄
で
あ

る
ゆ
え
ん
を
論
じ
た
も
の
。「
増
補
華
夷
通
商
考
」
は
、
長
崎
に
い
て
見
聞
し
た

海
外
諸
国
の
事
情
を
、
主
と
し
て
通
商
の
関
係
か
ら
述
べ
た
地
理
書
。

330182ȂX

青20Ȃ1

杉

田

玄

白

緒

方

富

雄
校
Ḽ

蘭ら
ん

学が
く

事こ
と

始は
じ
め

六
六
〇
円

福
沢
諭
吉
は
友
人
と
と
も
に
繰
り
返
し
『
蘭
学
事
始
』
を
読
ん
だ
が
、『
タ
ー
ヘ

ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
の
原
書
を
前
に
し
た
玄
白
た
ち
が
「
艫
舵
な
き
船
の
大
海
に

乗
り
出
だ
せ
し
が
如
く
」
た
だ
た
だ
呆
然
と
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
と
あ
る
条
に
至

る
や
、
常
に
感
涙
し
無
言
に
終
っ
た
と
い
う
。
蘭
学
創
始
に
あ
ず
か
っ
た
先
人
た

ち
の
苦
闘
の
記
録
は
今
も
鮮
烈
な
感
動
を
よ
ぶ
。

330201ȂX◆

青21Ȃ2

広

瀬

豊
編

吉
田
松
陰
書
簡
集

七
九
二
円

安
政
の
大
獄
に
連
座
し
て
二
九
歳
の
若
さ
で
刑
死
し
た
吉
田
松
陰
は
、
よ
く
手
紙

を
書
い
た
人
で
あ
る
。
全
集
に
収
め
ら
れ
た
書
簡
は
九
〇
〇
通
を
越
え
る
。
そ
の

な
か
か
ら
、
松
陰
の
人
柄
や
思
想
を
も
っ
と
も
よ
く
伝
え
る
興
味
深
い
内
容
の
一

〇
〇
通
を
選
ん
で
、
年
代
順
に
配
列
し
た
。
各
書
簡
ご
と
に
末
尾
に
編
者
に
よ
る

懇
切
な
解
説
と
注
釈
を
付
し
て
、
通
読
の
便
を
計
っ
た
。

330212Ȃ5

青23Ȃ1

牧

野

伸

顕
序

島し
ま

津づ

斉な
り

彬あ
き
ら

言
行
録

七
九
二
円

藩
政
改
革
、
殖
産
興
業
政
策
を
勧
め
た
Ḉ
摩
藩
主
島
津
斉
彬
（
一
八
〇
九

―
一
八
五
八

）
は

活
眼
達
識
な
開
国
論
者
で
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
を
見
る
こ
と
な
く
病
没
し
た
。

「
撮
影
術
」「
蒸
気
船
製
造
」「
洋
式
砲
術
」
な
ど
を
意
欲
的
に
学
び
、
藩
内
の
製

糖
、
陶
磁
器
製
造
、
甘
Ḗ
酒
製
造
の
奨
励
・
改
良
を
率
先
し
て
行
な
い
、
広
い
見

識
を
も
っ
た
斉
彬
の
先
駆
的
な
思
想
を
う
か
が
い
知
る
一
書
で
あ
る
。

330231Ȃ1

日 本 思 想 2
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青24Ȃ1

吉

田

光

由

大

矢

真

一
校
注

塵

劫

記
九
二
四
円

江
戸
初
期
の
和
算
書
で
、
書
名
は
仏
教
語
の
「
塵
点
劫
」
に
由
来
し
、「
永
遠
の

書
」
と
い
っ
た
意
。
題
名
の
通
り
初
版
以
後
大
い
に
流
行
、
明
治
の
中
頃
ま
で
に

数
百
の
異
版
を
生
む
。
日
常
生
活
上
・
職
業
上
必
要
な
様
々
の
実
用
問
題
・
数
学

遊
び
を
図
と
共
に
豊
富
に
載
せ
た
便
利
な
実
用
書
で
あ
り
、
し
か
も
全
体
が
し
っ

か
り
し
た
数
学
的
体
系
を
な
し
て
い
る
。
底
本
に
は
寛
永
二
十
年
版
を
採
用
。

330241Ȃ9

青26Ȃ1

柳

生

宗

矩

渡

辺

一

郎
校
注

兵へ
い

法ほ
う

家

伝

書

付
新
陰
流
兵
法
目
録
事

七
二
六
円

柳
生
宗
矩
（
一
五
七
一

―
一
六
四
六

）
は
、
徳
川
将
軍
秀
忠
・
家
光
の
兵
法
師
範
で
あ
っ

た
。
五
十
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
こ
の
道
の
滋
味
を
得
た
、
と
い
う
宗
矩
は
、
以
来

㗨
々
と
伝
書
を
書
き
つ
い
だ
。
行
政
官
僚
へ
の
転
進
を
機
に
、
新
陰
流
の
技
法
・

理
論
を
集
大
成
し
て
『
兵
法
家
伝
書
』
を
完
成
。
十
余
年
後
に
書
か
れ
た
『
五
輪

書
』
と
と
も
に
近
世
武
道
書
の
二
大
巨
峰
と
い
わ
れ
る
。

330261Ȃ3

青27Ȃ1

西
山
松
之
助
校
注

南

方

録

一
一
一
一
円

利
休
が
集
大
成
し
た
わ
び
茶
の
根
本
的
理
論
を
説
く
と
と
も
に
、
利
休
の
茶
会
の

詳
細
な
記
録
に
も
と
づ
い
て
そ
の
実
技
を
体
系
づ
け
た
書
。
特
に
カ
ネ
ワ
リ
の
法

則
と
い
う
独
特
の
き
び
し
い
茶
法
実
演
の
美
学
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え
な
が
ら

詳
述
し
た
部
分
は
、
利
休
の
茶
道
精
神
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
圧
巻
で
あ
る
。
数

多
い
茶
書
の
中
で
も
最
も
重
要
視
さ
れ
て
き
た
古
典
。
図
版
多
数
。

330271Ȃ0

青32Ȃ1

海
老
沢
有
道
校
Ḽ

長
崎
版

ど
ち
り
な

き
り
し
た
ん

六
三
八
円

安
土
・
桃
山
期
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
外
国
人
宣
教
師
が
来
日
し
て
積
極
的
な
布
教
活
動

を
行
っ
た
。
表
題
の
「
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
」
と
は
〝
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
〟

の
意
で
、
問
答
形
式
に
よ
る
教
理
書
で
あ
る
。
万
人
に
教
え
を
説
く
た
め
に
平
易

な
俗
文
体
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
南
蛮
文
化
の
興
隆
を
伝
え
る
の
み
な
ら

ず
、
国
語
㗦
料
と
し
て
も
価
値
が
高
い
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
印
刷
。

330321Ȃ0

青46Ȃ3

平

田

篤

胤

子

安

宣

邦
校
注

仙
境
異
聞
・
勝
五
郎
再
生
記
聞

一
一
七
七
円

文
政
三
年
、
浅
草
観
音
堂
の
前
に
ふ
い
に
現
れ
た
少
年
寅
吉
。
幼
い
頃
山
人
（
天

狗
）
に
連
れ
去
ら
れ
、
そ
の
も
と
で
生
活
・
修
行
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
「
異

界
か
ら
の
帰
還
者
」
に
江
戸
の
町
は
沸
き
、
知
識
人
ら
が
連
日
質
問
を
浴
び
せ
か

け
る
。
彼
ら
へ
の
応
答
か
ら
㗨
第
に
構
成
さ
れ
て
ゆ
く
「
異
界
」
の
す
が
た
。
江

戸
後
期
社
会
の
多
層
的
な
異
界
関
心
の
集
大
成
的
な
記
録
。

330463Ȃ2

日 本 思 想3
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青50Ȃ1

井

伊

直

弼

戸

田

勝

久
校
注

茶ち
ゃ

湯の
ゆ

一い
ち

会え

集し
ゅ
う

・
閑か
ん

夜や

茶ち
ゃ

話わ

九
九
〇
円

幕
末
の
大
老
井
伊
直
弼
（
一
八
一
五

―
六
〇

）
は
、
井
伊
家
一
四
男
に
生
ま
れ
、「
埋
木

舎
」
と
み
ず
か
ら
が
名
づ
け
た
彦
根
城
下
の
屋
敷
で
過
ご
し
た
部
屋
住
み
時
代
よ

り
文
武
諸
芸
に
親
し
み
、
茶
湯
に
深
く
傾
倒
し
た
。「
一
期
一
会
」
の
茶
会
に
相

対
す
る
主
客
の
心
得
を
詳
し
く
記
し
た
『
茶
湯
一
会
集
』
に
は
、
そ
の
境
地
が
示

さ
れ
る
。
多
く
の
茶
書
か
ら
直
弼
が
学
び
抄
し
た
『
閑
夜
茶
話
』
を
併
収
。

330501Ȃ0

青100Ȃ1

巌

本

善

治
編

勝

部

真

長
校
注

新
訂

海か
い

舟し
ゅ
う

座ざ

談だ
ん

一
一
一
一
円

卓
越
し
た
政
治
手
腕
を
も
っ
て
崩
壊
直
前
の
徳
川
幕
府
に
重
き
を
な
し
、
維
新
後

は
海
軍
ᷭ
・
枢
密
顧
問
官
と
し
て
明
治
新
政
府
に
参
与
し
た
海
舟
（
一
八
二
三

―
九
九

）

が
、
そ
の
五
十
年
に
及
ぶ
政
治
生
活
を
ふ
り
か
え
っ
て
語
る
体
験
談
。
歴
史
的
証

言
と
し
て
貴
重
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
筆
録
者
巌
本
の
筆
は
海
舟
の
語
り
口
を
巧

み
に
う
つ
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
人
柄
を
い
き
い
き
と
伝
え
る
。

331001Ȃ2

青101Ȃ1

山

田

済

斎
編

西

郷

南

洲

遺

訓

付
手
抄
言
志
録
及
遺
文

五
七
二
円

明
治
三
年
、
教
を
乞
う
た
酒
井
忠
篤
ら
に
説
い
た
「
南
洲
翁
遺
訓
」
を
は
じ
め
と

し
て
、
佐
藤
一
斎
『
言
志
四
録
』
か
ら
自
ら
Ḥ
び
座
右
の
誡
め
と
し
て
い
た
「
手

抄
言
志
録
」、
ま
た
折
り
に
ふ
れ
て
天
地
自
然
を
語
り
、
人
倫
の
道
・
経
国
の
要

諦
を
示
し
た
問
答
、
書
簡
の
ほ
か
、
遺
教
・
逸
話
な
ど
を
収
め
て
、
こ
の
巨
人
の

精
髄
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
光
を
あ
て
よ
う
と
す
る
。

331011ȂX

青102Ȃ1

福

沢

諭

吉

松

沢

弘

陽
校
注

文

明

論

之

概

略

一
一
一
一
円

国
の
独
立
は
目
的
な
り
。
今
の
我
が
文
明
は
こ
の
目
的
に
達
す
る
の
術
な
り
―
西

洋
心
酔
と
保
守
主
義
の
相
確
執
す
る
明
治
初
期
、
文
明
の
本
質
を
論
じ
、
文
明
は

文
明
自
ら
に
意
味
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
今
最
も
優
先
す
べ
き
課
題
は
日
本
国
の

独
立
で
あ
り
、
西
洋
文
明
を
学
ぶ
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
と
説
く
。『
学
問
の
す

ゝ
め
』
と
共
に
時
代
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
福
沢
の
代
表
的
著
作
。

331021Ȃ7◆

青102Ȃ2

福

沢

諭

吉

富

田

正

文
校
訂

新
訂

福

翁

自

伝

一
一
七
七
円

明
治
三
十
年
、
福
沢
は
六
十
年
の
生
涯
を
口
述
し
、
の
ち
そ
の
速
記
文
に
全
面
加

筆
し
て
『
自
伝
』
を
書
き
あ
げ
る
。
語
る
に
値
す
る
生
涯
、
自
ら
そ
れ
を
生
き
た

秀
れ
た
語
り
手
と
い
う
希
有
な
条
件
が
こ
こ
に
無
類
の
自
伝
文
学
を
生
ん
だ
。
近

代
日
本
の
激
動
期
を
背
景
に
、
常
に
野
に
あ
っ
て
独
立
不
羈
を
つ
ら
ぬ
い
た
精
神

の
歩
み
が
大
ら
か
に
語
ら
れ
て
い
る
。

（
解
説

小
泉
信
三
、
富
田
正
文
）
331022Ȃ5◆

日 本 思 想 4
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青102Ȃ3

福

沢

諭

吉

学

問

の

す

ゝ

め
八
五
八
円

「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
と
言
え
り
」。
著
名
な
こ
の

一
文
で
始
ま
る
本
書
は
、
近
代
日
本
最
大
の
啓
蒙
家
で
あ
る
著
者
が
、
生
来
平
等

な
人
間
に
差
異
を
も
た
ら
す
の
は
学
問
の
有
無
に
よ
る
と
説
く
。
彼
の
す
す
め
る

学
問
と
は
、
西
洋
実
学
の
批
判
的
摂
取
で
あ
る
。
明
治
の
人
心
を
啓
発
し
た
そ
の

言
は
、
一
世
紀
を
経
た
今
日
も
清
新
で
あ
る
。

（
解
説

小
泉
信
三
）
331023Ȃ3◆

青102Ȃ4

山

住

正

己
編

福
沢
諭
吉
教
育
論
集

九
九
〇
円

「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
」
は
、
福
沢
の
基
本
理
念
を
あ
ら
わ
す
有
名
な
言

葉
で
あ
る
。
そ
の
一
身
を
独
立
さ
せ
る
た
め
の
啓
蒙
と
教
育
に
彼
の
生
涯
は
捧
げ

ら
れ
た
。
政
治
と
教
育
の
関
係
、
道
徳
教
育
の
あ
り
方
、
学
校
経
営
の
方
針
か
ら

教
科
書
の
検
定
等
々
に
い
た
る
ま
で
、
福
沢
の
提
起
し
た
諸
問
題
と
そ
の
主
張

は
、
今
日
な
お
わ
れ
わ
れ
に
示
唆
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
。

331024Ȃ1

青102Ȃ5

中

村

敏

子
編

福
沢
諭
吉
家
族
論
集

八
八
〇
円

一
貫
し
て
女
性
問
題
に
関
心
を
も
ち
、
個
人
の
自
由
・
独
立
、
男
女
平
等
を
主
張

し
た
福
沢
諭
吉
。
そ
の
家
族
を
中
心
と
し
た
人
間
関
係
に
つ
い
て
の
主
要
な
論
説

を
集
成
。
福
沢
の
人
間
社
会
に
関
す
る
構
想
と
い
う
そ
の
思
想
の
全
体
像
の
な
か

で
、
女
性
に
か
ん
す
る
議
論
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
、
そ
の
点
が
わ

か
る
よ
う
に
編
ま
れ
た
。

331025ȂX

青102Ȃ6

慶

應

義

塾
編

福
沢
諭
吉
の
手
紙

一
〇
六
七
円

伊
藤
博
文
・
板
垣
退
助
・
井
上
馨
・
大
隈
重
信
・
岩
崎
弥
之
助
ら
明
治
の
元
勲
、

実
業
家
や
友
人
・
家
族
に
あ
て
た
福
沢
諭
吉
の
手
紙
一
一
八
通
を
収
録
。「
Ⅰ
原

点
」「
Ⅱ
慶
應
義
塾
―
理
念
と
経
営
」「
Ⅲ
理
財
と
実
業
」「
Ⅳ
民
権
と
国
権
―
こ

と
ば
を
武
器
と
し
て
」「
Ⅴ
人
間
交
際
」「
Ⅵ
家
庭
と
日
常
」
の
六
部
構
成
と
し

て
、
希
有
な
思
想
家
福
沢
諭
吉
の
人
間
像
を
浮
彫
り
に
す
る
。

331026Ȃ8

青103Ȃ1

西

村

茂

樹

吉

田

熊

㗨
校

日

本

道

徳

論
五
七
二
円

維
新
後
「
明
六
社
」
の
創
立
に
参
加
し
国
民
道
徳
の
振
興
に
努
力
し
た
西
村
茂
樹

（
一
八
二
八

―
一
九
〇
二

）
が
、
当
時
の
首
相
伊
藤
博
文
を
先
頭
と
す
る
極
端
な
欧
化
主
義

的
風
潮
を
憂
慮
し
、
日
本
道
徳
の
再
建
の
方
途
に
つ
い
て
述
べ
る
。
伝
統
的
な
儒

教
を
基
本
と
し
て
こ
れ
に
西
洋
の
精
密
な
学
理
を
結
合
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
説
い

た
こ
の
書
物
は
、
近
代
日
本
思
想
史
の
重
要
な
る
文
献
で
あ
ろ
う
。

331031Ȃ4

日 本 思 想5
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青106Ȃ1

同

志

社
編

新に
い

島じ
ま

襄じ
ょ
う

の
手
紙

一
一
二
二
円

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
創
始
者
新
島
襄
（
一
八
四
三

―
一
八
九
〇

）
は
、

幕
末
の
一
八
六
四
年
に
国
禁
を
冒
し
て
渡
米
し
て
大
学
で
学
び
、
さ
ら
に
岩
倉
使

節
団
に
同
行
し
て
欧
州
を
視
察
、
九
年
後
に
帰
国
し
て
同
志
社
英
学
校
を
創
立
し

た
。
以
後
、
教
育
者
と
し
て
の
生
涯
を
送
る
。「
書
簡
の
人
」
と
い
わ
れ
る
彼
の

数
多
い
私
信
の
中
か
ら
九
十
六
通
を
選
び
、
そ
の
生
涯
と
思
想
を
た
ど
る
。

331061Ȃ6

青106Ȃ2

同

志

社
編

新
島
襄

教
育
宗
教
論
集

九
二
四
円

「
自
由
教
育
、
自
治
教
会
、
両
者
併
行
、
国
家
万
歳
」

。
教
育
活
動
と
併
行

し
て
、
教
会
の
設
立
や
キ
リ
ス
ト
者
の
育
成
に
渾
身
の
情
熱
を
注
い
だ
新
島
襄

（
一
八
四
三

―
九
〇

）。
キ
リ
ス
ト
教
を
ベ
ー
ス
と
す
る
教
育
と
教
会
と
い
う
二
つ
の
要
素

を
起
爆
剤
と
し
て
、
封
建
日
本
を
打
破
し
精
神
的
な
近
代
化
を
成
し
遂
げ
よ
う
と

し
た
新
島
独
自
の
教
育
お
よ
び
宗
教
思
想
を
知
る
う
え
で
不
可
欠
の
㗦
料
。

331062Ȃ5◆

青106Ȃ3

同

志

社
編

新

島

襄

自

伝

―
手
記
・
紀
行
文
・
日
記
―一

一
二
二
円

日
本
初
の
私
立
大
学
設
立
を
目
指
し
た
新
島
襄
は
、
青
年
時
代
に
鎖
国
令
を
犯
し

て
函
館
か
ら
密
出
国
し
、
十
九
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
異
文
化
の
清
新

な
空
気
に
ふ
れ
て
、
文
明
開
化
期
の
日
本
に
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
病
気
と
闘
い

な
が
ら
、
教
育
と
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
を
通
じ
て
日
本
の
近
代
化
に
挺
身
し
た
新
島

の
波
瀾
に
富
ん
だ
生
涯
を
、
残
さ
れ
た
自
筆
の
記
録
に
よ
り
跡
づ
け
る
。

331063Ȃ2◆

青108Ȃ1

陸

羯

南

近

時

政

論

考
六
一
六
円

明
治
中
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
日
刊
新
聞
「
東
京
電
報
」「
日
本
」
を
舞

台
に
盛
ん
な
言
論
活
動
を
行
な
っ
た
陸
羯
南
（
一
八
五
七

―
一
九
〇
七

）
が
、
両
紙
に
発
表

し
た
社
説
を
の
ち
に
単
行
本
と
し
た
も
の
で
、「
近
時
政
論
考
」
を
本
Ἣ
と
し
、

「
自
由
主
義
如
何
」「
近
時
憲
法
考
」
を
併
せ
収
め
る
。
い
ず
れ
も
明
治
初
期
の
思

想
史
、
憲
法
史
の
研
究
に
不
可
欠
の
政
論
で
あ
る
。

（
解
説

植
手
通
有
）
331081Ȃ0

青109Ȃ1

横
山
源
之
助

日
本
の
下
層
社
会

一
一
二
二
円

日
本
㗦
本
主
義
が
一
人
だ
ち
す
る
明
治
三
十
年
前
後
。
横
山
源
之
助
（
一
八
七
〇

―
一
九

一
五

）
は
労
働
者
・
貧
民
に
深
い
同
情
を
よ
せ
、
実
態
調
査
に
も
と
づ
く
ル
ポ
ル
タ

ー
ジ
ュ
の
数
々
を
世
に
問
う
た
。
本
書
は
そ
の
集
成
で
あ
り
、
工
場
労
働
者
を
は

じ
め
職
人
・
都
市
の
極
貧
者
・
小
作
人
等
の
生
活
が
生
々
し
く
詳
細
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。
明
治
期
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
白
眉
。

（
解
説

立
花
雄
一
）
331091Ȃ8

日 本 思 想 6
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青110Ȃ1

桑
原
武
夫
・
島
田
虔
㗨
訳
・
校
注

中
江
兆
民

三さ
ん

酔す
い

人じ
ん

経け
い

綸り
ん

問も
ん

答ど
う

八
五
八
円

一
度
酔
え
ば
即
ち
政
治
を
論
じ
哲
学
を
論
じ
て
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
南
海
先

生
の
も
と
に
、
あ
る
日
洋
学
紳
士
、
豪
㑹
君
と
い
う
二
人
の
客
が
訪
れ
た
。
㗨
第

に
酔
を
発
し
た
三
人
は
、
談
論
風
発
、
大
い
に
天
下
の
趨
勢
を
論
じ
る
。
民
権
運

動
の
現
実
に
鍛
え
抜
か
れ
た
強
靱
な
思
想
の
所
産
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
民
主

主
義
の
可
能
性
を
追
求
し
た
兆
民
第
一
の
㑹
作
。
現
代
語
訳
と
注
を
付
す
。

331101Ȃ9

青110Ȃ2

松

永

昌

三
編

中
江
兆
民
評
論
集

一
一
七
七
円

中
江
兆
民
（
一
八
四
七

―
一
九
〇
一

）
は
国
会
開
設
運
動
の
最
中
に
『
東
洋
自
由
新
聞
』
を

創
刊
。
民
権
の
基
本
を
理
論
的
に
、
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
名
文
で
説
い
た
社

説
は
、
若
者
た
ち
の
心
を
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
っ
た
。
以
来
、
そ
の
晩
年
ま
で
に
新
聞

雑
誌
に
発
表
し
た
代
表
的
な
論
説
を
収
録
す
る
。
と
ら
わ
れ
な
い
精
神
、
と
ら
わ

れ
の
な
い
思
想
を
持
つ
こ
と
を
強
調
し
た
兆
民
の
論
説
は
今
も
新
鮮
で
あ
る
。

331102Ȃ7

青111Ȃ1

伊

藤

博

文

宮

沢

俊

義
校
Ḽ

憲

法

義

解
九
二
四
円

大
日
本
帝
国
憲
法
お
よ
び
皇
室
典
範
の
逐
条
説
明
書
。
法
制
局
長
官
・
井
上
毅
が

原
案
を
起
草
し
、
憲
法
制
定
を
主
導
し
た
伊
藤
博
文
の
名
前
で
一
八
八
九
年
に
公

刊
さ
れ
た
。
明
治
政
府
の
準
公
式
的
な
憲
法
解
説
書
で
あ
り
、
明
治
日
本
が
西
欧

立
憲
主
義
と
遭
遇
し
た
跡
が
刻
み
込
ま
れ
た
重
要
な
㗦
料
で
あ
る
。
旧
版
を
読
み

や
す
く
組
み
な
お
し
、
解
説
を
新
た
に
付
し
た
。

（
解
説

坂
本
一
登
）
331119Ȃ6

青113Ȃ1

田

口

卯

吉

嘉

治

隆

一
校
訂

日

本

開

化

小

史
七
九
二
円

明
治
の
史
学
者
・
経
済
学
者
で
あ
り
、
政
治
家
・
実
業
家
で
あ
っ
た
田
口
卯
吉

（
一
八
五
五

―
一
九
〇
五

）
が
、
バ
ッ
ク
ル
、
ギ
ゾ
ー
な
ど
外
来
の
文
明
史
に
範
を
と
り
つ

つ
経
済
事
情
と
精
神
文
化
の
相
関
関
係
を
軸
に
し
て
日
本
史
を
通
観
し
た
著
名
な

史
論
。
豊
か
な
学
殖
に
基
づ
い
て
西
洋
の
新
思
想
と
日
本
古
来
の
伝
統
と
を
渾
然

と
統
一
し
た
こ
の
文
明
史
論
は
、
わ
が
国
近
代
史
学
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

331131Ȃ0

青114Ȃ1

陸

奥

宗

光

中

塚

明
校
注

新
訂

蹇

蹇

録

―
日
清
戦
争
外
交
秘
録
―

一
二
四
三
円

日
清
戦
争
当
時
の
外
務
大
臣
、
陸
奥
宗
光
（
一
八
八
四

―
九
七

）
の
外
交
回
顧
録
。
日
清

戦
争
に
際
し
、
国
際
政
治
の
動
向
を
透
徹
し
た
眼
で
洞
察
し
、
卓
越
し
た
識
見
を

以
て
外
交
に
あ
た
っ
た
宗
光
の
㗡
を
彷
彿
と
さ
せ
る
名
著
。
諸
刊
本
の
異
同
を
綿

密
に
校
訂
、
推
敲
に
推
敲
を
重
ね
た
と
い
わ
れ
る
本
書
の
成
立
事
情
が
初
め
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
書
名
は
、「
蹇
蹇
匪
躬
」
と
い
う
『
易
経
』
の
言
葉
に
よ
る
。

331141Ȃ8

日 本 思 想7
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青115Ȃ1

岡

倉

覚

三

村

岡

博
訳

茶

の

本
五
〇
六
円

外
国
に
あ
っ
た
著
者
が
、
故
国
恋
し
さ
の
思
い
を
茶
事
の
物
語
に
よ
せ
、
そ
れ
を

英
文
に
写
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
一
書
店
か
ら
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
茶
の
会

に
関
す
る
種
々
の
閑
談
や
感
想
を
通
し
て
人
道
を
語
り
老
荘
と
禅
那
と
を
説
き
芸

術
の
鑑
賞
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
日
本
の
精
神
的
所
産
の
最
も
美
し
い
面
を
見
事

に
捉
え
得
た
名
著
と
し
て
広
く
読
ま
れ
て
来
た
。

（
解
説

福
原
麟
太
郎
）
331151Ȃ5◆

青116Ȃ2

植
村
正
久
・
奥
野
昌
綱
・
松
山
高
吉
編

新

Ḥ

讃

美

歌
八
五
八
円

島
崎
藤
村
や
国
木
田
独
歩
な
ど
の
日
本
近
代
文
学
、
殊
に
新
体
詩
や
浪
漫
主
義
を

生
み
出
す
源
泉
と
な
っ
た
、
明
治
期
の
記
念
碑
的
讃
美
歌
集
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
二
大
教
派
で
あ
る
日
本
基
督
一
致
教
会
と
日
本
組
合
基
督
教
会
と
の
初
の
共
通

讃
美
歌
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
現
在
歌
わ
れ
て
い
る
讃
美
歌
の
礎
と
な
っ
た
。
楽

譜
三
十
曲
を
掲
載
。

（
注
・
解
説

下
山
孃
子
）
331162Ȃ2

青118Ȃ1

新
渡
戸
稲
造

矢
内
原
忠
雄
訳

武

士

道
七
二
六
円

「
武
士
道
は
そ
の
表
徴
た
る
桜
花
と
同
じ
く
、
日
本
の
土
地
に
固
有
の
花
で
あ

る
」。
こ
う
述
べ
る
新
渡
戸
（
一
八
六
二

―
一
九
三
三

）
は
、
武
士
道
の
淵
源
・
特
質
、
民

衆
へ
の
感
化
を
考
察
し
、
武
士
道
が
い
か
に
し
て
日
本
の
精
神
的
土
壌
に
開
花
結

実
し
た
か
を
説
き
明
か
す
。「
太
平
洋
の
懸
橋
」
た
ら
ん
と
志
し
た
人
に
ふ
さ
わ

し
く
、
そ
の
論
議
は
常
に
世
界
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
展
開
さ
れ
る
。

331181Ȃ7◆

青119Ȃ1

内

村

鑑

三

キ
リ
ス
ト
信
徒
の
な
ぐ
さ
め

六
三
八
円

「
不
敬
事
件
」
に
よ
り
苛
烈
な
批
判
を
受
け
た
内
村
鑑
三
（
一
八
六
一

―
一
九
三
〇

）
は
、

さ
ら
に
重
病
、
失
業
、
愛
妻
の
死
、
極
貧
、
信
仰
共
同
体
か
ら
の
疎
隔
と
い
う
幾

重
も
の
苦
難
に
襲
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
逆
境
か
ら
の
自
己
の
再
生
を
綴
っ
た
本
書

は
、
万
人
に
「
な
ぐ
さ
め
」
の
あ
り
か
た
を
示
す
。
発
行
三
十
年
を
記
念
し
た
特

別
版
（
一
九
二
三
）
を
底
本
と
し
た
決
定
版
。

（
注
・
解
説

鈴
木
範
久
）
381513Ȃ7

青119Ȃ2

内

村

鑑

三

鈴

木

範

久
訳

余
は
い
か
に
し
て
キ
リ
ス
ト
信
徒
と
な
り
し
か

一
一
七
七
円

幕
末
か
ら
明
治
へ
、
激
動
の
時
代
を
生
き
た
内
村
が
、
自
ら
の
魂
の
変
容
を
記
し

た
記
録
。
札
幌
農
学
校
に
進
学
し
た
青
年
は
、
上
級
生
に
強
制
さ
れ
て
キ
リ
ス
ト

信
徒
と
な
り
、
新
し
い
自
分
と
世
界
を
知
る
。
二
十
四
歳
で
単
身
渡
米
、
養
護
院

で
働
き
大
学
に
通
う
な
か
で
天
命
を
悟
る
。
㑹
出
し
た
宗
教
家
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
「
聖
地
」
ア
メ
リ
カ
と
明
治
日
本
で
、
何
を
見
、
経
験
し
た
の
か
。
新
訳
。

381512Ȃ0◆
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青119Ȃ3

内

村

鑑

三

鈴

木

範

久
訳

代

表

的

日

本

人
七
九
二
円

内
村
鑑
三
（
一
八
六
一

―
一
九
三
〇

）
は
、「
代
表
的
日
本
人
」
と
し
て
西
郷
隆
盛
・
上
杉

鷹
山
・
二
宮
尊
徳
・
中
江
藤
樹
・
日
蓮
の
五
人
を
あ
げ
、
そ
の
生
涯
を
叙
述
す

る
。
日
清
戦
争
の
始
ま
っ
た
一
八
九
四
年
に
書
か
れ
た
本
書
は
岡
倉
天
心
『
茶
の

本
』、
新
渡
戸
稲
造
『
武
士
道
』
と
共
に
、
日
本
人
が
英
語
で
日
本
の
文
化
・
思

想
を
西
欧
社
会
に
紹
介
し
た
代
表
的
な
著
作
で
あ
る
。
読
み
や
す
い
新
訳
。

331193Ȃ0◆

青119Ȃ4

内

村

鑑

三

後こ
う

世せ
い

へ
の
最
大
遺
物
・

デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話

五
九
四
円

普
通
の
人
間
に
と
っ
て
実
践
可
能
な
人
生
の
真
の
生
き
方
と
は
何
か
。
我
々
は
後

世
に
何
を
遺
し
て
ゆ
け
る
の
か
。
明
治
二
十
七
年
の
夏
期
学
校
に
お
け
る
講
演

「
後
世
へ
の
最
大
遺
物
」
は
、
人
生
最
大
の
こ
の
根
本
問
題
に
つ
い
て
熱
っ
ぽ
く

語
り
か
け
る
、「
何
人
に
も
遺
し
得
る
最
大
遺
物

そ
れ
は
勇
ま
し
い
高
尚
な

る
生
涯
で
あ
る
」
と
。「
デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話
」
を
併
収
。
（
解
説

鈴
木
範
久
）
331194Ȃ3◆

青119Ȃ9

内

村

鑑

三

宗

教

座

談品
切

「
私
は
教
師
で
も
牧
師
で
も
神
学
者
で
も
何
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」。
内
村
の
思

想
・
行
動
の
中
核
を
な
す
信
仰
と
は
学
問
的
真
理
で
は
な
く
、
自
身
の
生
に
根
ざ

し
た
「
事
実
」
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
信
じ
る
の
か
、
な
に
を
祈
る
の
か

一
九
〇

〇
年
、「
た
だ
の
普
通
の
信
者
」
と
し
て
率
直
な
言
葉
で
語
ら
れ
た
理
想
的
人

間
・
社
会
論
は
、
今
な
お
新
鮮
で
あ
る
。

（
注
・
解
説

鈴
木
範
久
）
331199Ȃ8◆

青119Ȃ10

内

村

鑑

三

ヨ

ブ

記

講

演
七
九
二
円

罪
の
な
い
人
に
な
ぜ
災
い
が
ふ
り
か
か
る
の
か
、
な
ぜ
神
は
黙
し
て
い
る
の
か

深
遠
な
問
い
を
人
間
に
投
げ
か
け
る
旧
約
聖
書
「
ヨ
ブ
記
」
を
、
内
村
は

「
実
に
個
人
的
な
る
が
故
に
ま
た
普
遍
的
」
な
「
魂
の
実
験
録
」
と
と
ら
え
た
。

神
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
人
ヨ
ブ
の
物
語
に
寄
り
添
い
、
徹
底
的
に
「
読
む
」
こ
と
に

よ
っ
て
蘇
ら
せ
る
、
血
の
か
よ
っ
た
講
演
録
。

（
注
・
解
説

鈴
木
範
久
）
381511Ȃ3◆

青120Ȃ2

山

路

愛

山

足

利

尊

氏
九
二
四
円

山
路
愛
山
は
見
直
さ
れ
る
べ
き
平
民
史
家
で
あ
る
。
本
書
は
明
治
四
二
年
当
時
桂

内
閣
の
言
論
弾
圧
の
下
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
愛
山
は
「
逆
賊
」
尊
氏
を

正
し
い
史
眼
を
も
っ
て
洞
察
し
、
か
の
中
興
政
治
に
お
け
る
自
信
に
み
ち
た
進
出

や
武
家
一
統
の
政
権
を
う
ち
た
て
る
た
め
に
公
家
政
権
の
支
柱
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

奪
っ
て
ゆ
く
政
治
家
尊
氏
の
面
目
を
明
快
・
直
勁
な
筆
を
も
っ
て
描
い
て
い
る
。

331202Ȃ3

日 本 思 想9
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青120Ȃ3～4

山

路

愛

山

徳

川

家

康
全
二
冊

上
・
下
各
一
〇
一
二
円

明
治
民
間
史
学
の
巨
星
、
山
路
愛
山
（
一
八
六
五

―
一
九
一
七

）
が
晩
年
に
書
き
上
げ
た
家

康
伝
の
先
駆
的
業
績
。
徳
川
氏
の
発
祥
か
ら
江
戸
幕
府
開
設
を
経
て
家
康
の
死
ま

で
を
論
ず
る
。
家
康
を
は
じ
め
、
信
長
・
秀
吉
・
三
成
等
に
対
す
る
的
確
な
人
物

評
価
や
東
日
本
と
西
日
本
の
社
会
の
相
違
に
つ
い
て
の
鋭
い
考
察
が
光
る
愛
山
史

論
の
最
高
㑹
作
。
愛
山
小
伝
と
引
用
史
料
一
覧
を
付
す
。

331203Ȃ1

青120Ȃ5～6

山

路

愛

山

豊

臣

秀

吉
全
二
冊

上
品
切

下
一
一
〇
〇
円

十
六
世
紀
と
い
う
激
動
の
時
代
を
背
景
に
、
豊
臣
秀
吉
の
生
涯
を
織
田
信
長
・
徳

川
家
康
な
ど
と
対
比
さ
せ
つ
つ
浮
き
彫
り
に
し
た
史
論
。
尾
張
の
一
足
軽
、
木
下

藤
吉
郎
か
ら
天
下
を
統
一
し
て
太
閤
に
成
り
あ
が
っ
た
㑹
物
の
㗡
が
エ
ピ
ソ
ー
ド

豊
か
に
描
き
だ
さ
れ
る
。
明
治
を
代
表
す
る
史
論
家
、
山
路
愛
山
（
一
八
六
五

―
一
九
一

七

）
の
㑹
作
評
伝
。
原
題
＝
豊
太
閤
。

（
解
説

朝
尾
直
弘
）
331205Ȃ8

青121Ȃ1

福

田

英

子

妾

の

半

生

涯
七
二
六
円

備
前
岡
山
の
一
藩
士
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
女
性
解
放
運
動
の
先
駆
者
と
な
っ
た

著
者
（
一
八
六
五

―
一
九
二
七

）
が
、
明
治
十
八
年
、
自
由
党
左
派
が
企
て
た
大
阪
事
件
を

中
心
に
、
き
び
し
く
波
瀾
に
満
ち
た
半
生
を
率
直
に
語
っ
た
自
伝
。
自
由
民
権
運

動
が
高
揚
し
た
明
治
中
期
の
一
断
面
を
描
く
貴
重
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
明

治
政
治
史
研
究
・
日
本
女
性
史
研
究
上
の
必
読
書
。
（
注
・
解
説

絲
屋
寿
雄
）
331211Ȃ2

青122Ȃ1

宮

崎

滔

天

島
田
虔
㗨
・
近
藤
秀
樹
校
注

三

十

三

年

の

夢

一
三
八
六
円

㗨
兄
弥
蔵
の
中
国
革
命
論
に
共
鳴
し
た
宮
崎
滔
天
（
一
八
七
一

―
一
九
二
二

）
は
、
来
日
し

た
孫
文
に
初
め
て
出
会
っ
て
以
来
熱
烈
に
そ
の
支
持
者
と
な
り
、
私
利
私
欲
を
度

外
視
し
て
中
国
革
命
支
援
の
た
め
東
奔
西
走
、
東
ア
ジ
ア
各
地
を
駆
け
め
ぐ
っ

た
。
明
治
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
、
革
命
家
滔
天
の
波
瀾
万
丈
の
半
生
＝
三
三
歳
ま

で
を
描
い
た
自
叙
伝
。
㗦
料
を
博
捜
、
詳
細
で
読
み
や
す
い
注
を
付
す
。

331221ȂX

青124Ȃ1

西
田
幾
多
郎

善

の

研

究

一
〇
五
六
円

真
の
実
在
と
は
何
か
、
善
と
は
何
か
、
宗
教
と
は
、
神
と
は
何
か

。
主
観
と

客
観
が
分
か
た
れ
る
前
の
「
純
粋
経
験
」
を
手
が
か
り
に
、
人
間
存
在
に
関
す
る

根
本
的
な
問
い
を
考
え
抜
い
た
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇

―
一
九
四
五

）。
東
洋
の
伝
統
を

踏
ま
え
、
西
洋
的
思
考
の
枠
組
自
体
を
も
考
察
対
象
と
し
た
本
書
は
、
以
後
百
余

年
、
日
本
の
哲
学
の
座
標
軸
で
あ
り
続
け
る
。

（
注
解
・
解
説

藤
田
正
勝
）
331241Ȃ4◆
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青124Ȃ2

西
田
幾
多
郎

思

索

と

体

験
八
五
八
円

『
善
の
研
究
』
を
も
っ
て
学
問
的
出
発
を
な
し
た
著
者
は
以
後
孜
々
と
し
て
思
索

を
深
め
多
く
の
体
系
的
著
作
を
残
し
て
敗
戦
の
年
に
没
し
た
。
本
書
は
そ
れ
ら
大

著
の
あ
い
間
に
書
か
れ
た
論
文
・
小
品
の
う
ち
京
都
時
代
初
期
の
作
品
を
ま
と
め

た
も
の
。
リ
ッ
ケ
ル
ト
や
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
思
想
に
触
れ
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
親
鸞
、

八
雲
、
更
に
は
親
友
藤
岡
作
太
郎
に
思
い
を
馳
す
。

（
解
説

下
村
寅
太
郎
）
331242Ȃ2

青124Ȃ3

西
田
幾
多
郎

続
思
索
と
体
験
・『
続
思
索
と
体
験
』
以
後

九
九
〇
円

『
続
思
索
と
体
験
』
は
冒
頭
四
Ἣ
の
専
門
論
文
に
、
京
大
を
還
暦
退
官
す
る
心
境

を
述
べ
た
「
或
教
授
の
退
職
の
辞
」
そ
の
他
多
く
の
随
想
を
集
録
。『「
続
思
索
と

体
験
」
以
後
』
は
絶
筆
「
私
の
論
理
に
つ
い
て
」
の
ほ
か
故
人
を
追
慕
す
る
小
品

を
多
く
収
め
る
。『
思
索
と
体
験
』
と
と
も
に
い
わ
ば
西
田
の
自
叙
伝
で
あ
り
、

西
田
哲
学
へ
の
こ
の
上
な
い
入
門
書
。

（
解
説

下
村
寅
太
郎
）
331243Ȃ0

青124Ȃ4

上

田

閑

照
編

西
田
幾
多
郎
哲
学
論
集
Ⅰ

―
場
所
・
私
と
汝
他
六
Ἣ
―一

一
一
一
円

西
田
の
処
女
作
『
善
の
研
究
』
に
お
け
る
「
純
粋
経
験
」
の
立
場
は
第
二
の
著
作

『
自
覚
に
お
け
る
直
観
と
反
省
』
が
示
す
よ
う
に
「
自
覚
」
に
、
更
に
転
回
し
て

「
場
所
」
へ
と
深
ま
っ
た
。
こ
の
「
場
所
」
こ
そ
西
田
哲
学
の
全
展
開
の
最
要
所

を
な
す
。
Ⅰ
で
は
「
場
所
」
及
び
「
場
所
」
に
至
る
思
索
を
跡
づ
け
る
論
文
と

「
私
と
汝
」
等
八
Ἣ
を
収
め
、
西
田
哲
学
完
成
途
上
の
著
者
の
格
闘
を
ḷ
る
。

331244Ȃ9

青124Ȃ5

上

田

閑

照
編

西
田
幾
多
郎
哲
学
論
集
Ⅱ

―
論
理
と
生
命
他
四
Ἣ
―

一
一
七
七
円

「
場
所
」
の
考
え
を
「
歴
史
的
実
在
の
世
界
」
へ
と
具
体
化
し
た
西
田
は
、
さ
ら

に
思
索
を
深
め
る
。
Ⅱ
で
は
、
生
活
世
界
と
生
死
界
と
が
浸
透
し
あ
う
論
理
的
構

造
を
究
明
し
、
創
造
的
世
界
の
創
造
的
要
素
と
し
て
働
き
つ
つ
、
世
界
の
深
み
に

生
死
す
る
人
間
の
生
命
の
根
源
に
迫
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
非
連
続
の
連
続
、
行
為

的
直
観
、
歴
史
的
身
体
な
ど
、
西
田
哲
学
の
重
要
な
思
考
が
創
出
さ
れ
る
。

331245Ȃ7

青124Ȃ6

上

田

閑

照
編

西
田
幾
多
郎
哲
学
論
集
Ⅲ

―
自
覚
に
つ
い
て
他
四
Ἣ
―一

一
七
七
円

Ⅲ
に
は
、「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
な
ど
、
最
晩
年
の
六
年
間
に
書
か
れ
た
論

文
よ
り
五
Ἣ
を
集
録
。
表
題
作
は
、
直
観
と
反
省
の
内
的
結
合
と
し
て
の
自
覚
の

立
場
か
ら
、「
私
と
汝
」「
個
は
個
に
対
し
て
個
」
と
い
う
著
者
の
一
貫
し
て
追
求

し
た
問
題
が
究
極
的
に
提
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
孜
々
と
し
て
思
索
を
深
め
て

き
た
西
田
は
、
敗
戦
間
近
の
一
九
四
五
年
六
月
に
死
去
。

331246Ȃ5

日 本 思 想11



001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 1222/04/04 11:01  v3.60

青124Ȃ8

上

田

薫
編

西
田
幾
多
郎
歌
集

八
五
八
円

西
田
哲
学
は
、
人
間
西
田
幾
多
郎
の
実
人
生
で
の
苦
悩
と
そ
の
超
克
の
足
跡
と
も

言
わ
れ
る
。
思
索
と
宗
教
的
境
涯
の
深
ま
り
は
、
哲
学
論
文
よ
り
も
短
歌
の
形
で

よ
り
端
的
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
西
田
の
短
歌
は
、
哲
学
者
の
内
面
を

如
実
に
伝
え
る
貴
重
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
三
人
の
親
族
に
よ
る
回
想
記
を

併
せ
て
収
録
。
西
田
の
生
涯
を
理
解
す
る
た
め
の
第
一
級
の
㗦
料
で
あ
る
。

331248Ȃ3

青124Ȃ9

田

中

裕
編

西
田
幾
多
郎
講
演
集

九
九
〇
円

西
田
幾
多
郎
は
、
難
解
な
論
文
を
書
き
継
い
だ
書
斎
の
学
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
。
然
し
、
西
田
は
壇
上
に
立
ち
、
聴
衆
に
熱
く
問
い
掛
け
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の

先
哲
の
如
き
人
で
も
あ
っ
た
。
ᷢ
渋
と
評
さ
れ
る
自
身
の
思
想
を
解
説
し
、
何
よ

り
哲
学
す
る
こ
と
の
意
義
を
知
っ
て
ほ
し
い
の
思
い
を
込
め
た
講
演
は
、
優
れ
た

西
田
哲
学
入
門
と
な
っ
た
。「
語
る
哲
学
者
」
西
田
の
講
演
集
を
ま
と
め
る
。

331249Ȃ0◆

青124Ȃ10

藤

田

正

勝
編

西
田
幾
多
郎
書
簡
集

一
〇
六
七
円

西
田
幾
多
郎
は
、
実
人
生
で
は
苦
し
み
と
悲
哀
の
渦
中
を
生
き
た
。
家
族
の
死
と

病
気
、
子
供
、
親
族
へ
の
想
い
、
大
拙
を
始
め
、
旧
友
と
の
生
涯
に
わ
た
る
交

情
、
大
学
の
同
僚
、
門
下
に
示
し
た
配
慮
と
学
問
へ
の
厳
し
い
㗡
勢
、
戦
時
下
で

の
国
難
へ
の
批
判
を
書
簡
に
よ
り
伝
え
た
書
簡
の
中
で
、
率
直
、
明
快
な
言
葉
で

自
己
の
想
い
を
認
め
た
。
哲
人
の
素
顔
を
伝
え
る
書
簡
を
精
選
す
る
。

381284Ȃ6

青125Ȃ1

幸

徳

秋

水

山

泉

進
校
注

帝

国

主

義
七
二
六
円

「
帝
国
主
義
は
い
わ
ゆ
る
愛
国
主
義
を
経
と
な
し
、
い
わ
ゆ
る
軍
国
主
義
を
緯
と

な
し
て
、
も
っ
て
織
り
成
せ
る
の
政
策
に
あ
ら
ず
や
」。
明
治
三
十
四
年
に
刊
行

さ
れ
た
本
書
で
、
幸
徳
秋
水
（
一
八
七
一

―
一
九
一
一

）
は
帝
国
主
義
の
本
質
を
喝
破
。
該

博
な
知
識
を
駆
使
し
、
レ
ー
ニ
ン
、
ホ
ブ
ソ
ン
に
先
駆
け
て
複
雑
な
帝
国
主
義
の

構
造
を
え
ぐ
り
出
し
た
本
書
の
先
見
性
は
、
今
な
お
光
輝
を
失
わ
な
い
。

331251Ȃ1

青125Ȃ3

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン

幸

徳

秋

水
訳

ṵパ

ὄン

の

略

取
九
九
〇
円

明
治
四
一
年
末
秘
密
出
版
さ
れ
た
最
初
の
邦
訳
。
ゾ
ラ
が
こ
れ
こ
そ
真
の
詩
だ
と

嘆
賞
し
た
原
典
の
名
文
を
秋
水
は
非
常
な
苦
心
と
細
心
の
心
づ
か
い
を
も
っ
て
訳

出
し
た
。
わ
が
近
代
思
想
史
上
の
ひ
と
つ
の
代
表
作
と
し
て
、
ま
た
大
正
期
ア
ナ

ー
キ
ズ
ム
運
動
の
経
典
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
記
念
す
べ
き
訳
書
で
あ

る
。
山
川
均
「
当
時
の
思
い
出
」
を
付
す
。

（
解
説

塩
田
庄
兵
衛
）
331253Ȃ8
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青125Ȃ5

幸

徳

秋

水

基キ
リ

督ス
ト

抹

殺

論
七
二
六
円

明
治
四
三
年
、
天
皇
暗
殺
計
画
の
首
謀
者
と
し
て
捕
わ
れ
た
秋
水
は
、
翌
年
同
志

一
一
名
と
と
も
に
秘
密
裁
判
に
よ
っ
て
闇
に
葬
ら
れ
た
。
こ
の
「
大
逆
事
件
」
の

獄
中
で
脱
稿
し
た
本
書
は
著
者
の
「
最
後
の
文
章
に
し
て
生
前
の
遺
稿
」。
西
欧

に
お
け
る
科
学
的
聖
書
批
判
に
基
づ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
神
話
説
を
展
開
し
、
歴
史

的
存
在
と
し
て
の
イ
エ
ス
を
否
定
す
る
。

（
解
説

林
茂
、
隅
谷
三
喜
男
）
331255Ȃ4

青129Ȃ1

片

山

潜

日
本
の
労
働
運
動

一
一
二
二
円

第
一
部
は
片
山
潜
（
一
八
五
九

―
一
九
三
三

）
が
西
川
光
二
郎
と
一
緒
に
書
い
た
「
日
本
の

労
働
運
動
」
で
、「
日
本
の
下
層
社
会
」
と
と
も
に
、
明
治
年
代
の
労
働
運
動
が

生
ん
だ
二
大
文
献
。
第
二
部
は
、
著
者
が
一
九
一
八
年
ア
メ
リ
カ
亡
命
時
代
に
書

い
た
日
本
労
働
運
動
の
批
判
的
な
概
観
で
あ
る
。
著
者
が
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
を

受
け
て
、
社
会
主
義
思
想
を
も
ち
始
め
た
頃
の
著
作
。
（
校
訂

山
辺
健
太
郎
）
331291Ȃ0

青131Ȃ1

岡

義

武
編

吉
野
作
造
評
論
集

一
〇
一
二
円

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
期
の
思
想
的
指
導
者
で
あ
っ
た
吉
野
作
造
（
一
八
七
八

―
一
九

三
三

）
は
、
第
一
㗨
世
界
大
戦
末
期
か
ら
満
州
事
変
前
後
に
か
け
て
、
数
多
く
の
す

ぐ
れ
た
政
治
評
論
を
の
こ
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
民
本
主
義
を
提
唱
し
、
こ
の
運

動
の
烽
火
と
な
っ
た
「
憲
法
の
本
義
を
説
い
て
そ
の
有
終
の
美
を
済
す
の
途
を
論

ず
」
を
は
じ
め
、
彼
の
基
本
的
思
想
を
あ
ら
わ
す
評
論
二
十
Ἣ
を
精
選
し
た
。

331311Ȃ9

青132Ȃ1

河

上

肇

大

内

兵

衛
解
題

貧

乏

物

語
七
九
二
円

第
一
㗨
世
界
大
戦
下
の
日
本
で
、
社
会
問
題
化
し
は
じ
め
た
「
貧
乏
」
の
問
題
を

直
視
し
た
河
上
肇
（
一
八
七
九

―
一
九
四
六

）
は
、
な
ぜ
多
数
の
人
が
貧
乏
し
て
い
る
の

か
、
そ
し
て
い
か
に
し
て
貧
乏
を
根
治
し
う
る
か
を
古
今
東
西
の
典
籍
を
駆
使
し

な
が
ら
説
き
明
か
す
、
富
者
の
奢
侈
廃
止
こ
そ
貧
乏
退
治
の
第
一
策
で
あ
る
と
。

大
正
五
年
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
連
載
、
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
書
。

331321Ȃ6◆

青132Ȃ7

杉

原

四

郎
編

河

上

肇

評

論

集
八
三
六
円

名
著
『
貧
乏
物
語
』
の
著
者
と
し
て
名
高
い
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
者
、
河
上
肇

（
一
八
七
九

―
一
九
四
八

）
の
代
表
的
な
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
等
十
七
Ἣ
を
精
選
。
彼
の
多
岐

に
わ
た
る
論
稿
か
ら
、
文
明
論
を
は
じ
め
、
農
業
問
題
、
婦
人
問
題
、
労
働
運

動
、
宗
教
な
ど
を
論
じ
た
評
論
に
、
ᷱ
田
民
蔵
・
河
上
秀
宛
書
簡
や
全
集
未
収
録

の
「
教
育
家
の
社
会
的
待
遇
」
を
加
え
、
彼
の
思
索
の
歩
み
を
明
ら
か
に
し
た
。

331327Ȃ5

日 本 思 想13
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青132Ȃ8

河

上

肇

西
欧
紀
行

祖
国
を
顧
み
て

九
二
四
円

一
九
一
三
年
一
〇
月
、
三
六
歳
の
著
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅
立
っ
た
。
パ
リ
で
は

島
崎
藤
村
と
出
会
っ
て
論
戦
を
交
わ
し
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
第
一
㗨
大
戦
の
開
戦
に

遭
遇
し
て
敵
国
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
か
ら
慌
た
だ
し
く
退
去
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ロ

ン
ド
ン
と
そ
の
郊
外
の
農
村
で
暮
ら
す
。
初
め
て
西
欧
文
明
と
出
会
い
、
故
国
に

書
き
送
っ
た
河
上
肇
（
一
九
七
九

―
一
九
四
六

）
の
東
西
文
明
論
。
（
解
説

住
谷
一
彦
）
331328Ȃ3

青133Ȃ1

宮

崎

市

定

礪

波

護
編

中

国

文

明

論

集

一
一
一
一
円

広
範
な
分
野
に
わ
た
る
実
証
的
研
究
で
中
国
史
を
体
系
的
に
捉
え
な
お
し
、
画
期

的
な
業
績
を
の
こ
し
た
宮
崎
市
定
（
一
九
〇
一

―
九
五

）
の
膨
大
な
論
考
の
中
か
ら
、
中

国
文
明
の
特
色
を
述
べ
た
十
四
Ἣ
を
収
め
る
。「
中
国
に
お
け
る
奢
侈
の
変
遷
」

「
東
洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
西
洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」「
中
国
火
葬
考
」「
中
国
の

歴
史
思
想
」「
中
国
商
人
気
質
」
な
ど
、
中
国
史
を
考
え
る
た
め
の
珠
玉
の
論
集
。
331331Ȃ3

青133Ȃ3～4

宮

崎

市

定

中

国

史
全
二
冊

上
一
〇
六
七
円

下
一
二
四
三
円

内
藤
湖
南
以
来
の
京
都
東
洋
史
学
の
学
風
を
継
承
、
発
展
さ
せ
た
宮
崎
市
定
（
一
九

〇
一

―
九
五

）。
本
書
は
唐
と
宋
の
間
に
明
確
な
時
代
の
分
岐
を
見
る
独
自
の
理
論
に

基
づ
い
た
通
史
で
あ
る
。
歴
史
と
は
何
か
を
問
い
、
主
な
時
代
区
分
論
を
紹
介

し
、
古
代
か
ら
最
近
世
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
徴
を
述
べ
て
、
歴
史
学
は
事

実
の
論
理
の
体
系
で
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

（
解
説

井
上
裕
正
）
331333Ȃ6

青134Ȃ2

飛
鳥
井
雅
道
編

大

杉

栄

評

論

集
九
九
〇
円

関
東
大
震
災
の
時
、
憲
兵
隊
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た
大
杉
栄
（
一
八
八
五

―
一
九
二
三

）

は
、
百
年
近
く
前
に
す
で
に
現
代
の
問
題
を
鋭
く
予
感
し
、
自
ら
の
身
体
と
感
性

で
格
闘
し
て
い
た
先
見
的
思
想
家
で
あ
る
。
自
由
な
徹
底
し
た
個
人
主
義
者
に
し

て
社
会
主
義
者
た
る
大
杉
の
炸
裂
す
る
精
神
の
動
き
、
流
れ
を
再
構
成
で
き
る
よ

う
、
一
九
一
二
年
か
ら
二
三
年
ま
で
の
評
論
三
九
Ἣ
を
年
代
順
に
配
列
、
収
録
。

331342Ȃ9

青135Ȃ1

細
井
和
喜
蔵

女

工

哀

史

一
二
四
三
円

紡
績
業
は
日
本
の
㗦
本
主
義
の
発
展
に
あ
ず
か
っ
た
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
。

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
細
井
は
、
こ
の
産
業
を
底
辺
で
支
え
た
女
子
労
働
者
た
ち
の
苛

酷
き
わ
ま
り
な
い
生
活
を
自
ら
の
体
験
と
調
査
に
基
づ
い
て
克
明
に
記
録
し
た
。

本
書
を
繙
く
者
は
誰
し
も
、
近
代
㗦
本
主
義
の
残
し
た
傷
痕
の
い
か
に
深
く
醜
い

か
を
し
た
た
か
に
思
い
知
ら
さ
れ
ず
に
い
な
い
。

（
解
説

大
河
内
一
男
）
331351Ȃ8
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＊青135Ȃ2

細
井
和
喜
蔵

奴

隷

―
小
説
・
女
工
哀
史
１
―

一
三
八
六
円

『
女
工
哀
史
』
著
者
は
、
力
あ
る
小
説
家
で
も
あ
っ
た
！

二
八
歳
の
没
後
刊
行

さ
れ
た
『
奴
隷
』『
工
場
』
は
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
里
と
大
阪
を
舞
台
と
す
る
自

伝
的
連
作
小
説
。
幼
く
し
て
両
親
を
失
い
、
機
屋
の
奉
公
人
と
し
て
働
き
始
め
た

少
年
は
、
近
代
化
の
歯
車
が
高
速
で
回
り
、
労
働
者
た
ち
を
㚌
み
込
む
中
を
生
き

る
。
故
郷
丹
後
の
美
し
く
も
酷
い
情
景
と
共
に
描
く
。

（
解
説

松
本
満
）
331352Ȃ7

＊青135Ȃ3

細
井
和
喜
蔵

工

場

―
小
説
・
女
工
哀
史
２
―

一
三
八
六
円

失
意
の
自
殺
未
遂
か
ら
生
還
し
た
機
械
工
・
江
治
は
、
紡
織
工
場
の
奴
隷
労
働
解

放
の
た
め
身
を
捧
げ
よ
う
と
誓
う
。
巧
妙
な
会
社
の
労
務
政
策
、
出
世
の
た
め
の

密
告
、
会
社
に
立
て
つ
く
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
女
工
た
ち
。
二
八
歳
で
没
し
た

『
女
工
哀
史
』
著
者
（
一
八
九
七

─
一
九
二
五

）
が
工
場
現
場
の
女
と
男
の
生
身
の
㗡
を
描

く
迫
力
の
小
説
。『
奴
隷
』
続
編
。

（
解
説

鎌
田
慧
、
松
本
満
）
331353Ȃ4

青136Ȃ1～2

野
呂
栄
太
郎

初
版

日
本
㗦
本
主
義
発
達
史
全
二
冊

上
・
下
各
九
二
四
円

マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
か
ら
、
日
本
㗦
本
主
義
の
生
成
・
発
展
を
分
析
し
た
最
初

の
日
本
㗦
本
主
義
発
達
史
。
そ
の
後
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
、
特
に
日
本
㗦
本
主

義
発
達
史
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
記
念
碑
的
著
作
。
従
来
の
岩
波
文
庫
版

で
は
省
略
さ
れ
て
い
た
二
論
文
を
補
い
、
初
版
（
一
九
三
○
年
刊
）
の
構
成
を
再

現
し
て
刊
行
。
島
木
健
作
の
回
想
文
を
付
す
。

（
解
説

大
石
嘉
一
郎
）
331361Ȃ5

青137Ȃ3

荒

畑

寒

村

谷

中

村

滅

亡

史
七
二
六
円

田
中
正
造
か
ら
足
尾
鉱
毒
事
件
を
世
に
訴
え
る
た
め
に
是
非
書
い
て
ほ
し
い
と
依

頼
さ
れ
た
荒
畑
寒
村
（
一
八
八
七

―
一
九
八
一

）
が
、
明
治
四
〇
年
、
土
地
収
用
法
に
よ
り

谷
中
村
が
強
制
的
に
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
接
し
、
一
気
に
書
き
上
げ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
谷
中
村
滅
亡
の
惨
状
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
著
者
の
熱

意
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
社
会
科
学
の
古
典
。

（
解
説

鎌
田
慧
）
331373Ȃ9

青138Ȃ1

柳

田

国

男

遠と
お

野の

物も
の

語が
た
り

・
山
の
人
生

一
〇
六
七
円

数
千
年
来
の
常
民
の
習
慣
・
俗
信
・
伝
説
に
は
必
ず
や
深
い
人
間
的
意
味
が
あ
る

は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
攻
究
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
の
は
不
当
で
は
な
い
か
。
柳
田

の
学
問
的
出
発
点
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
陸
中
遠
野
郷
に
伝
わ
る
口
碑
を
簡
古
か
つ

気
品
あ
る
文
章
で
書
き
と
め
た
『
遠
野
物
語
』、
お
よ
び
『
山
の
人
生
』
は
、
柳

田
学
の
展
開
を
画
す
る
記
念
碑
的
労
作
で
あ
る
。

（
解
説

桑
原
武
夫
）
331381ȂX◆

日 本 思 想15



001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 1622/04/04 11:02  v3.60

青138Ȃ3

柳

田

国

男

木

綿

以

前

の

事

一
一
一
一
円

無
数
無
名
の
人
々
は
、
そ
の
昔
、
い
か
な
る
日
常
生
活
を
営
ん
で
い
た
か
。
柳
田

は
愛
読
書
『
俳
諧
七
部
集
』
の
中
に
庶
民
の
「
小
さ
な
人
生
」
を
一
つ
一
つ
発
見

し
て
ゆ
く
。
衣
服
・
食
物
・
生
活
器
具
な
ど
女
性
の
生
き
方
と
関
わ
り
の
深
い
テ

ー
マ
を
め
ぐ
る
十
九
の
佳
Ἣ
の
い
ず
れ
に
も
、
社
会
を
賢
く
す
る
の
が
学
問
の
目

的
だ
と
す
る
著
者
の
主
張
と
念
願
が
息
づ
い
て
い
る
。

（
解
説

益
田
勝
実
）
331383Ȃ6

青138Ȃ4

柳

田

国

男

こ
ど
も
風
土
記
・
母
の
手
毬
歌

九
二
四
円

日
本
の
各
地
に
伝
わ
る
子
供
の
遊
び
の
種
々
相
と
そ
の
背
後
に
潜
む
も
の
を
書
き

と
め
た
短
文
集
『
こ
ど
も
風
土
記
』。「
社
会
と
人
生
と
を
周
囲
の
書
物
の
間
か

ら
、
覚
え
て
ゆ
く
よ
う
な
路
を
開
き
た
い
」
と
願
っ
て
書
か
れ
た
『
母
の
手
毬

歌
』。
文
化
残
留
の
担
い
手
と
し
て
の
子
供
た
ち
を
見
つ
め
る
柳
田
の
優
し
い
ま

な
ざ
し
が
行
間
か
ら
ほ
の
ぼ
の
と
感
取
さ
れ
る
。

（
解
説

益
田
勝
実
）
331384Ȃ4

青138Ȃ6

柳

田

国

男

海

上

の

道
九
九
〇
円

遠
い
昔
、
日
本
民
族
の
祖
先
た
ち
は
い
か
な
る
経
路
を
た
ど
っ
て
こ
の
列
島
に
移

り
住
ん
だ
か
。
彼
ら
は
稲
作
技
術
を
携
え
て
遥
か
南
方
か
ら
「
海
上
の
道
」
を
北

上
し
、
沖
縄
の
島
づ
た
い
に
渡
来
し
た
の
だ
…
…
。
ヤ
シ
の
実
の
漂
着
・
宝
貝
の

分
布
・
ネ
ズ
ミ
の
移
住
な
ど
一
見
小
さ
な
事
実
を
手
掛
り
に
、
最
晩
年
の
柳
田
が

生
涯
の
蓄
積
を
傾
け
て
構
想
し
た
雄
大
な
仮
説
。

（
解
説

大
江
健
三
郎
）
331386Ȃ0◆

青138Ȃ7

柳

田

国

男

蝸

牛

考
八
五
八
円

蝸
牛
を
表
わ
す
方
言
は
、
京
都
を
中
心
と
し
て
デ
デ
ム
シ
→
マ
イ
マ
イ
→
カ
タ
ツ

ム
リ
→
ツ
ブ
リ
→
ナ
メ
ク
ジ
の
よ
う
に
日
本
列
島
を
同
心
円
状
に
分
布
す
る
。
そ

れ
は
こ
の
語
が
歴
史
的
に
同
心
円
の
外
側
か
ら
内
側
に
む
か
っ
て
順
㗨
変
化
し
て

き
た
か
ら
だ
、
と
柳
田
国
男
は
推
定
し
た
。
す
な
わ
ち
わ
が
国
の
言
語
地
理
学
研

究
に
一
時
期
を
画
し
た
方
言
周
圏
論
の
提
唱
で
あ
る
。

（
解
説

柴
田
武
）
331387Ȃ9

青138Ȃ8

柳

田

国

男

野
草
雑
記
・
野
鳥
雑
記品

切

タ
ン
ポ
ポ
、
ツ
ク
シ
、
ペ
ン
ペ
ン
草
。
ヒ
バ
リ
、
カ
ラ
ス
、
そ
し
て
「
我
々
の

雀
」。「
時
は
幾
か
え
り
も
同
じ
処
を
眺
め
て
い
る
者
に
の
み
神
秘
を
説
く
の
で
あ

っ
た
。」
人
間
の
最
も
身
近
な
友
で
あ
り
続
け
て
き
た
野
の
草
花
・
鳥
た
ち
を
見

つ
め
、
彼
ら
が
も
つ
無
数
の
呼
び
名
・
昔
話
に
人
々
の
心
を
読
み
と
る
。
柳
田
国

男
の
観
察
眼
と
叙
情
性
が
生
き
生
き
と
溶
け
あ
う
随
筆
集
。（
解
説

室
井
光
広
）
331388Ȃ6◆
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青138Ȃ9

柳

田

国

男

孤

猿

随

筆品
切

は
な
れ
猿
に
送
り
狼
、
狐
の
飛
脚
、
化
け
る
猫
。「
こ
の
事
実
を
、
ま
こ
と
こ
の

世
の
中
に
存
在
す
る
も
の
と
、
見
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
ぬ
と
い
う
所
に
歴
史
が
あ

る
の
で
あ
る
」。
動
物
た
ち
は
人
間
の
生
活
と
感
情
の
な
か
で
ど
ん
な
位
置
を
占

め
て
き
た
の
か
。
伝
承
・
物
語
・
記
録
を
織
り
交
ぜ
、
飼
い
犬
や
庭
の
ど
ら
猫
ま

で
、「
小
さ
な
真
実
」
の
考
察
は
自
由
に
架
橋
す
る
。

（
解
説

室
井
光
広
）
331389Ȃ3◆

青138Ȃ10

柳

田

国

男

婚

姻

の

話

一
〇
六
七
円

人
は
ど
う
や
っ
て
結
婚
相
手
を
見
つ
け
、
子
を
な
す
の
か
？
「
嫁
入
」
で
は
な

く
「
聟
入
」
が
婚
姻
の
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
、
娘
宿
・
若
者
宿
の
結
婚
相
手
の
選

択
や
性
教
育
の
場
と
し
て
の
機
能
、
家
に
お
け
る
主
婦
の
権
威
な
ど
。
本
書
は
、

婚
姻
に
お
け
る
個
人
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
戦
後
直
後
、
今
後
の
結
婚
問
題
を
考

え
る
た
め
に
提
示
さ
れ
た
味
わ
い
深
い
読
み
物
で
あ
る
。（
解
説

上
野
千
鶴
子
）
381220Ȃ4◆

青138Ȃ11

柳

田

国

男

都

市

と

農

村
九
二
四
円

昭
和
初
期
の
小
作
争
議
が
頻
発
し
た
時
代
、
農
政
官
と
し
て
出
発
し
た
柳
田
は
、

農
村
の
疲
弊
と
農
民
の
貧
困
を
、
農
村
内
部
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
都
市
と

の
関
係
で
と
ら
え
た
。
田
舎
か
ら
都
市
へ
の
人
の
流
入
を
歴
史
的
に
た
ど
り
、
文

化
全
体
を
み
つ
め
る
な
か
で
、
具
体
的
な
希
望
と
し
て
農
民
に
よ
る
協
同
組
合
運

営
を
提
言
。
現
代
に
お
い
て
も
示
唆
に
富
む
一
書
。

（
解
説

赤
坂
憲
雄
）
381221Ȃ1◆

青139Ȃ1～2

南

方

熊

楠

十

二

支

考
全
二
冊

上
一
二
四
三
円

下
一
一
六
六
円

虎
。
馬
。
犬
。
鶏
。
十
二
支
の
動
物
は
い
ず
れ
も
人
間
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、

人
類
の
歴
史
と
と
も
に
成
長
し
て
、
説
話
と
な
っ
て
私
た
ち
の
生
活
と
結
び
つ
い

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
物
に
つ
い
て
、
古
今
東
西
の
典
籍
を
渉
猟
し
尽
く
し
た
著

者
（
一
八
六
七

―
一
九
四
一

）
が
、
年
の
始
め
に
蘊
蓄
を
傾
け
た
結
果
が
本
書
で
あ
る
。
奔

放
な
語
り
口
で
自
在
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
知
の
ἠ
宴
。

（
解
説

宮
田
登
）
331391Ȃ7

青140Ȃ9

今

井

修
編

津
田
左
右
吉
歴
史
論
集

一
一
七
七
円

中
国
古
代
の
宗
教
政
治
思
想
研
究
、
日
本
古
代
史
の
批
判
的
研
究
、
生
活
と
思
想

の
歴
史
的
関
係
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
記
述
し
た
大
著
『
文
学
に
現
は
れ
た
る
我
が

国
民
思
想
の
研
究
』
で
大
き
な
足
跡
を
遺
し
た
津
田
左
右
吉
（
一
八
七
三

―
一
九
六
一

）。

そ
の
代
表
的
な
歴
史
論
─
─
歴
史
観
、
研
究
方
法
論
と
そ
の
観
点
か
ら
の
同
時
代

思
潮
批
判
を
編
年
順
に
収
録
し
て
、
そ
の
思
想
を
ḷ
る
。

331409Ȃ3

日 本 思 想17
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青141Ȃ1～5

久

米

邦

武
編

田

中

彰
校
注

特
命
全

権
大
使

米
欧
回
覧
実
記
全
五
冊

一
・
五
Ą品
切

二
Ą一
〇
五
六
円
三
Ą一
一
〇
〇
円
四
Ą九
四
六
円

明
治
四
年
、
岩
倉
使
節
団
は
新
た
な
統
一
国
家
創
出
の
意
欲
に
燃
え
て
米
欧
十
二

カ
国
歴
訪
の
旅
へ
出
る
。
建
国
百
年
の
ア
メ
リ
カ
、
貿
易
・
工
業
立
国
の
「
島

国
」
英
国
、
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ン
一
年
後
の
パ
リ
、
ビ
ス
マ
ル
ク
治
下
プ
ロ
イ
セ

ン
等
。
書
記
官
と
し
て
随
行
し
た
久
米
の
貪
婪
で
精
彩
に
富
ん
だ
筆
は
、
議
会
か

ら
牢
獄
、
黒
人
街
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
手
話
点
字
、
花
街
に
ま
で
及
ぶ
。

331411Ȃ5

青142Ȃ1

戸

坂

潤

日
本
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論

一
二
四
三
円

世
界
的
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
を
み
た
一
九
三
○
年
代
。
日
中
戦
争
へ
突
入
し
た

わ
が
国
の
思
想
界
は
、
急
速
に
「
日
本
主
義
」
へ
と
傾
斜
し
た
。
鋭
い
時
代
感
覚

と
論
理
的
一
貫
性
を
も
っ
て
時
代
と
妥
協
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
著
者
は
、
こ
う

し
た
日
本
主
義
が
、
明
治
以
来
の
自
由
主
義
の
限
界
性
に
も
と
づ
く
こ
と
を
看
破

す
る
。
そ
の
透
徹
し
た
批
判
は
今
日
な
お
清
新
で
あ
る
。
（
解
説

古
在
由
重
）
331421Ȃ2

青143Ȃ1

羽

仁

五

郎

明
治
維
新
史
研
究

一
三
八
六
円

明
治
維
新
史
に
初
め
て
世
界
史
的
観
点
を
う
ち
た
て
た
「
東
洋
に
お
け
る
㗦
本
主

義
の
形
成
」
な
ど
維
新
史
研
究
の
基
調
を
な
す
論
文
五
Ἣ
を
収
録
。
幕
末
の
人
民

大
衆
闘
争
の
革
命
的
意
義
を
指
摘
し
た
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
治
安
維
持
法
下
の
き

び
し
い
制
約
の
な
か
で
書
き
つ
が
れ
た
。「
生
き
た
日
本
人
民
の
生
活
と
た
た
か

い
の
歴
史
」
が
躍
動
す
る
不
朽
の
名
著
。

（
解
説

井
上
清
、
芝
原
拓
自
）
331431ȂX

青144Ȃ1

和

⁋

哲

郎

古

寺

巡

礼
九
九
〇
円

大
正
七
年
の
五
月
、
二
十
代
の
和
⁋
は
唐
招
提
寺
・
薬
師
寺
・
法
隆
寺
・
中
宮
寺

な
ど
奈
良
付
近
の
寺
々
に
遊
ん
だ
さ
い
、
飛
鳥
・
奈
良
の
古
建
築
・
古
美
術
に
相

対
し
、
そ
の
印
象
を
若
さ
と
情
熱
を
こ
め
て
書
き
と
め
た
。
鋭
く
繊
細
な
直
観
、

自
由
な
想
像
力
の
飛
翔
、
東
西
両
文
化
に
わ
た
る
該
博
な
知
識
が
一
体
と
な
っ

た
、
み
ご
と
な
美
の
世
界
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

（
解
説

谷
川
徹
三
）
331441Ȃ7◆

青144Ȃ2

和

⁋

哲

郎

風

土

―
人
間
学
的
考
察
―

一
一
一
一
円

風
土
と
は
単
な
る
自
然
環
境
で
は
な
く
し
て
、
人
間
の
精
神
構
造
の
中
に
刻
み
こ

ま
れ
た
自
己
了
解
の
仕
方
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
著
者
は
モ
ン
ス

ー
ン
・
沙
漠
・
牧
場
と
い
う
風
土
の
三
類
型
を
設
定
し
、
日
本
を
は
じ
め
世
界
各

地
域
の
民
族
・
文
化
・
社
会
の
特
質
を
見
事
に
浮
彫
り
に
し
た
。
今
日
な
お
論
議

を
よ
ん
で
や
ま
ぬ
比
較
文
化
論
の
一
大
労
作
で
あ
る
。

（
解
説

井
上
光
貞
）
331442Ȃ5◆

日 本 思 想 18

001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 1922/04/04 11:02  v3.60

青144Ȃ8

坂

部

恵
編

和
⁋
哲
郎
随
筆
集

九
二
四
円

『
古
寺
巡
礼
』『
風
土
』
な
ど
の
著
作
を
通
じ
て
、
ひ
ろ
く
世
に
親
し
ま
れ
て
き
た

和
⁋
哲
郎
（
一
八
八
九

―
一
九
六
〇

）
は
、
第
一
級
の
随
筆
の
書
き
手
で
も
あ
っ
た
。
和
⁋

の
エ
ッ
セ
イ
は
、
彼
の
発
想
と
思
索
の
原
点
を
端
的
に
示
し
て
、
学
問
的
著
作
理

解
の
よ
き
補
い
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
平
明
な
文
体
で
読
書
の
楽
し
み
を
堪
能
さ

せ
て
く
れ
る
。「
面
と
ペ
ル
ソ
ナ
」「
埋
も
れ
た
日
本
」
等
二
十
五
Ἣ
を
精
選
。

331448Ȃ4

青144Ȃ9～12

和

⁋

哲

郎

倫

理

学
全
四
冊

一
・
二
Ą品
切

三
・
四
Ą各
一
一
〇
〇
円

和
⁋
哲
郎
の
主
著
で
あ
り
、
近
代
日
本
最
大
の
体
系
的
哲
学
書
。
東
西
の
古
典
を

渉
猟
し
、
現
象
学
・
人
類
学
・
社
会
学
・
地
理
学
な
ど
最
新
の
学
知
を
総
合
、
共

同
存
在
と
し
て
の
人
間
を
律
す
る
「
根
本
理
法
」
と
し
て
の
倫
理
学
を
打
ち
立
て

た
。
倫
理
学
原
理
か
ら
共
同
体
論
、
そ
し
て
歴
史
哲
学
に
い
た
る
一
大
構
想
は
、

余
人
の
追
随
を
許
さ
ぬ
壮
大
な
規
模
で
屹
立
す
る
。

（
解
説

熊
野
純
彦
）
331449Ȃ4

青144Ȃ13

和

⁋

哲

郎

人
間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学

九
二
四
円

倫
理
と
は
何
で
あ
る
か
─
─
主
著
『
倫
理
学
』
の
方
法
論
的
序
説
と
さ
れ
て
き
た

本
書
で
和
⁋
は
、
カ
ン
ト
か
ら
マ
ル
ク
ス
に
い
た
る
西
洋
哲
学
の
人
間
観
を
十
分

に
咀
嚼
し
た
上
で
、
人
倫
の
体
系
と
し
て
倫
理
学
を
建
設
す
る
と
い
う
独
自
の
構

想
を
提
示
。
孤
立
的
か
つ
共
同
的
な
人
間
存
在
の
根
本
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
。

和
⁋
倫
理
学
へ
の
格
好
の
入
門
書
。

（
解
説

子
安
宣
邦
）
381104Ȃ7

青144Ȃ14～17

和

⁋

哲

郎

日
本
倫
理
思
想
史
全
四
冊

一
Ą一
一
八
八
円

二
Ą品
切

三
・
四
Ą各
一
一
二
二
円

『
倫
理
学
』
と
並
ぶ
和
⁋
哲
郎
の
主
著
。
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
倫
理
思
想
の
展

開
と
そ
れ
を
支
え
る
社
会
構
造
の
変
遷
を
、
宗
教
か
ら
文
学
ま
で
視
野
に
収
め
た

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
き
出
す
試
み
は
、
日
本
思
想
の
通
史
と
し
て
い
ま
だ
唯
一

の
も
の
。
戦
後
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
こ
れ
自
体
が
近
代
日
本
の
思
惟

の
可
能
性
と
困
難
を
照
ら
す
生
き
た
史
料
で
あ
る
。
（
注
・
解
説

木
村
純
二
）
381105Ȃ4

青145Ȃ3

波
多
野
精
一

宗
教
哲
学
序
論
・
宗
教
哲
学

一
三
八
六
円

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
思
想
の
基
盤
と
し
、
日
本
の
宗
教
哲
学
を
確
立
し
た
波
多
野

精
一
の
代
表
作
で
あ
る
宗
教
哲
学
三
部
作
の
う
ち
、『
宗
教
哲
学
』（
一
九
三
五

年
）、『
宗
教
哲
学
序
論
』（
一
九
四
〇
年
）
を
収
録
。
宗
教
の
本
質
は
、
理
性
的

価
値
と
絶
対
的
実
在
と
の
合
一
に
あ
り
、
宗
教
的
体
験
の
徹
底
的
な
反
省
的
自
己

理
解
に
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。

（
注
解
・
解
説

Ἑ
名
定
道
）
331453Ȃ1

日 本 思 想19
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青146Ȃ1

九

鬼

周

造

「
い
き
」
の
構
造
他
二
Ἣ

七
九
二
円

日
本
民
族
に
独
自
の
美
意
識
を
あ
ら
わ
す
語
「
い
き
（
粋
）」
と
は
何
か
。「
運
命

に
よ
っ
て
〈
諦
め
〉
を
得
た
〈
媚
態
〉
が
〈
意
気
地
〉
の
自
由
に
生
き
る
の
が

〈
い
き
〉
で
あ
る
」

九
鬼
は
「
い
き
」
の
現
象
を
そ
の
構
造
と
表
現
か
ら
明

快
に
把
え
て
み
せ
た
あ
と
、
こ
う
結
論
す
る
。
再
評
価
の
気
運
高
い
表
題
作
に
加

え
『
風
流
に
関
す
る
一
考
察
』『
情
緒
の
系
図
』
を
併
収
。（
解
説

多
田
道
太
郎
）
331461Ȃ1◆

青146Ȃ2

菅

野

昭

正
編

九
鬼
周
造
随
筆
集品

切

『「
い
き
」
の
構
造
』
で
知
ら
れ
る
哲
学
者
九
鬼
周
造
（
一
八
八
八

―
一
九
四
一

）
は
、
ま
た

情
趣
に
満
ち
た
味
わ
い
深
い
随
筆
の
書
き
手
で
も
あ
っ
た
。
敬
愛
し
て
い
た
岡
倉

天
心
の
思
い
出
と
母
へ
の
慕
情
と
が
、
幼
い
日
の
回
想
の
う
ち
に
美
し
く
綴
ら
れ

た
「
根
岸
」「
岡
倉
覚
三
氏
の
思
い
出
」、
偶
然
論
を
語
り
な
が
ら
人
生
の
無
常
に

思
い
を
は
せ
る
「
青
海
波
」
な
ど
、
二
十
四
Ἣ
を
精
選
し
た
。

331462ȂX◆

青146Ȃ3

九

鬼

周

造

偶

然

性

の

問

題

一
二
五
四
円

あ
ら
ゆ
る
事
象
は
ゆ
く
り
な
い
め
ぐ
り
⁊
い
で
あ
り
、
そ
の
邂
逅
の
源
泉
に
原
始

偶
然
が
厳
存
す
る

。
古
今
東
西
に
わ
た
る
文
献
的
研
究
と
実
質
的
具
体
的
な

現
実
観
察
に
拠
り
、
偶
然
性
を
定
言
的
偶
然
、
仮
説
的
偶
然
、
離
接
的
偶
然
の
三

つ
に
大
別
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
形
而
上
学
的
思
索
を
展
開
し
、
偶
然
性
の
本
質
を
解

明
し
た
九
鬼
周
造
（
一
八
八
八

―
一
九
四
一

）
の
主
著
。

（
注
解
・
解
説

小
浜
善
信
）
331463Ȃ0◆

青146Ȃ4

九

鬼

周

造

小

浜

善

信
編

時

間

論
他
二
Ἣ

一
一
二
二
円

一
九
二
八
年
に
パ
リ
近
郊
ポ
ン
テ
ィ
ニ
ー
で
行
わ
れ
た
二
つ
の
講
演
を
ま
と
め
た

『
時
間
論
』（
原
文
フ
ラ
ン
ス
語
、
九
鬼
の
最
初
の
著
作
）
を
中
心
に
、
九
鬼
周
造

の
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
「
時
間
」
に
関
す
る
論
考
を
ま
と
め
る
。
時
間
は
可
逆
的

か
不
可
逆
的
か
、
時
間
は
ど
の
よ
う
な
構
造
を
も
っ
た
も
の
な
の
か
を
明
晰
な
論

理
を
も
っ
て
問
う
、
九
鬼
独
自
の
「
永
遠
回
帰
」
の
思
想
。

331464Ȃ7◆

青147Ȃ3

穂

積

陳

重

復

讐

と

法

律

一
〇
六
七
円

他
人
か
ら
害
を
受
け
れ
ば
復
讐
の
感
情
が
お
き
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

讐
に
は
讐
で
報
い
た
な
ら
ば
、
人
は
死
傷
し
、
一
家
は
崩
壊
、
部
族
も
ま
た
亡
び

る
や
も
し
れ
ぬ
。
こ
の
危
険
を
避
け
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
私
的
制
裁
か
ら
公

的
制
裁
へ
と
移
行
し
た
か
を
、
ロ
ー
マ
法
・
周
礼
は
も
と
よ
り
古
事
記
・
旧
約
聖

書
・
コ
ー
ラ
ン
な
ど
か
ら
豊
富
な
例
証
を
用
い
て
説
述
。
（
解
説

杉
山
晴
康
）
331473Ȃ5
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青149Ȃ1

三

木

清

パ
ス
カ
ル
に
お
け
る
人
間
の
研
究

七
四
八
円

三
木
哲
学
の
基
礎
を
築
い
た
書
。
主
体
的
真
実
性
、
パ
ト
ス
等
、
の
ち
の
著
者
の

諸
根
本
概
念
は
も
と
よ
り
、
全
く
異
質
な
世
界
を
問
題
に
す
る
唯
物
史
観
研
究

も
、
独
自
な
弁
証
法
も
『
構
想
力
の
論
理
』
も
『
親
鸞
』
も
、
そ
の
萌
芽
は
こ
の

処
女
作
に
す
べ
て
含
ま
れ
る
。
問
い
の
追
求
と
し
て
、
出
発
点
は
到
着
点
を
含
む

と
い
う
。
初
学
者
の
た
め
に
懇
切
な
注
を
付
す
。

（
解
説

㛞
田
啓
三
郎
）
331491Ȃ3

青151Ȃ1

橋

本

進

吉

古
代
国
語
の
音お
ん

韻い
ん

に
就
い
て
他
二
Ἣ

七
二
六
円

奈
良
時
代
に
は
現
代
よ
り
は
る
か
に
多
く
の
音
が
言
い
分
け
、
聴
き
分
け
ら
れ
て

い
た
。
万
葉
仮
名
に
整
然
た
る
使
い
分
け
が
あ
る
の
は
そ
の
反
映
で
あ
る
。
表
題

作
は
「
上
代
特
殊
仮
名
遣
」
の
発
見
者
自
ら
が
発
見
の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
り
つ
つ

そ
の
学
問
的
意
義
を
平
易
明
晰
に
語
っ
た
記
念
す
べ
き
講
演
記
録
。
他
に
「
駒
の

い
な
な
き
」「
国
語
音
韻
の
変
遷
」
を
収
め
る
。

（
解
説

大
野
晋
）
331511Ȃ1

青152Ȃ2

吉
川
幸
㗨
郎

漱

石

詩

注品
切

漢
詩
が
、
殊
に
簡
潔
で
締
ま
っ
た
句
が
好
き
だ
、
と
い
っ
て
い
た
漱
石
は
、
み
ず

か
ら
も
折
々
に
漢
詩
を
書
き
、『
明
暗
』
執
筆
の
な
か
ば
か
ら
の
百
日
間
は
、
そ

れ
を
日
課
と
し
た
。
漢
詩
は
小
説
と
同
じ
く
漱
石
の
思
想
の
表
現
で
あ
る
、
と
評

し
た
中
国
文
学
者
が
、
学
生
時
代
か
ら
死
の
直
前
ま
で
に
作
ら
れ
た
う
ち
一
六
〇

首
に
丹
念
な
注
釈
を
加
え
、
そ
の
思
想
遍
歴
の
跡
を
描
き
出
す
。

331522Ȃ7◆

青154Ȃ1

徳

富

蘇

峰

吉

田

松

陰
八
五
八
円

明
治
の
元
勲
は
す
で
に
位
高
く
志
満
ち
て
意
欲
を
失
な
い
、
今
や
維
新
の
大
業
は

な
か
ば
荒
廃
し
た
と
い
う
切
実
な
認
識
か
ら
、
で
は
現
状
を
い
か
に
打
破
す
る
か

の
精
神
的
課
題
を
、
松
陰
像
に
結
晶
さ
せ
た
蘇
峰
。
そ
の
若
々
し
い
筆
致
は
、
本

書
を
㑹
出
し
た
史
論
・
人
物
論
た
ら
し
め
て
い
る
。
明
治
二
十
六
年
版
を
底
本
に

し
、
読
み
や
す
さ
に
意
を
用
い
た
。

（
注
・
解
説

植
手
通
有
）
331541Ȃ3

青155Ȃ1

中

川

久

定
編

林

達

夫

評

論

集

一
〇
六
七
円

歴
史
家
と
し
て
批
評
家
と
し
て
ま
た
編
集
者
と
し
て
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
、
政

治
・
思
想
・
文
化
の
動
向
に
つ
ね
に
鋭
い
批
判
の
矢
を
放
っ
て
き
た
林
達
夫
。
稀

有
な
ま
で
の
自
由
な
精
神
に
支
え
ら
れ
、
驚
く
ほ
ど
多
岐
の
領
域
に
わ
た
っ
て
展

開
す
る
そ
の
著
作
す
べ
て
を
貫
く
批
評
精
神
と
は
何
な
の
か
。
こ
こ
に
十
八
Ἣ
を

精
選
し
て
、
林
達
夫
の
精
神
の
ス
タ
イ
ル
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

331551Ȃ0
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青157Ȃ1

日
本
戦
没
学
生
記
念
会
編

新
版

き
け

わ
だ
つ
み
の
こ
え

―
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
―一

二
一
〇
円

酷
薄
な
状
況
の
中
で
、
最
後
ま
で
鋭
敏
な
魂
と
明
晰
な
知
性
を
失
う
ま
い
と
努

め
、
祖
国
と
愛
す
る
者
の
未
来
を
憂
い
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
学
徒
兵
た
ち
。
一

九
四
九
年
の
刊
行
以
来
、
無
数
の
読
者
の
心
を
と
ら
え
続
け
て
き
た
戦
没
学
生
た

ち
の
手
記
を
、
戦
後
五
十
年
を
機
に
あ
ら
た
め
て
原
点
に
立
ち
か
え
っ
て
見
直

し
、
新
し
い
世
代
に
読
み
つ
が
れ
て
い
く
決
定
版
と
し
て
刊
行
す
る
。

331571Ȃ5◆

青157Ȃ2

日
本
戦
没
学
生
記
念
会
編

新
版
第
二
集

き
け

わ
だ
つ
み
の
こ
え

―
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
―一

二
四
三
円

戦
局
が
破
滅
的
様
相
を
呈
し
始
め
た
一
九
四
三
年
十
二
月
、
学
業
を
中
断
さ
れ
て

戦
地
に
向
か
っ
た
学
生
た
ち
が
、
死
と
直
面
し
つ
つ
思
索
を
重
ね
て
遺
し
た
手

記
。
六
三
年
に
『
戦
没
学
生
の
遺
書
に
見
る
15
年
戦
争
』
の
表
題
で
刊
行
さ
れ
た

（
の
ち
『
第
二
集

き
け

わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
と
改
題
）。
長
く
読
み
継
が
れ
る

こ
と
を
願
い
、
学
徒
出
陣
六
十
年
を
期
し
て
新
た
に
校
訂
し
直
し
た
新
版
。

331572Ȃ3◆

青158Ȃ1

吉
野
源
三
郎

君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か

一
〇
六
七
円

著
者
が
コ
ペ
ル
少
年
の
精
神
的
成
長
に
託
し
て
語
り
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
は
何

か
。
そ
れ
は
、
人
生
い
か
に
生
く
べ
き
か
と
問
う
と
き
、
常
に
そ
の
問
い
が
社
会

科
学
的
認
識
と
は
何
か
と
い
う
問
題
と
切
り
離
す
こ
と
な
く
問
わ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
著
者
の
没
後
追
悼
の
意
を
こ
め
て
書
か
れ

た
「『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』
を
め
ぐ
る
回
想
」（
丸
山
真
男
）
を
付
載
。

331581Ȃ2

青161Ȃ1

石

黒

忠

悳

懐

旧

九

十

年

一
〇
五
六
円

医
を
志
し
て
江
戸
に
出
、
維
新
に
際
会
し
て
一
時
中
断
す
る
が
再
開
、
山
県
有
朋

ら
の
知
遇
を
得
て
陸
軍
軍
医
制
度
の
創
立
・
確
立
に
尽
力
し
た
石
黒
の
自
伝
。

「
近
代
医
学
事
始
」
と
も
い
う
べ
き
苦
労
話
、
徴
兵
制
度
・
兵
食
問
題
な
ど
、
近

代
日
本
の
一
側
面
が
内
側
か
ら
語
ら
れ
興
味
つ
き
な
い
。
俊
秀
な
軍
医
と
し
て
の

森
ᷞ
外
も
活
写
さ
れ
て
い
る
。「
祖
父
忠
悳
の
こ
と
」（
原
も
と
子
）
を
付
す
。

331611Ȃ8

＊青162Ȃ1

山

川

菊

栄

武

家

の

女

性
七
二
六
円

幕
末
の
下
級
武
士
の
家
に
生
れ
育
っ
た
母
千
世
の
昔
話
を
も
と
に
、
武
士
の
家
庭

と
女
性
の
日
常
の
暮
ら
し
を
女
性
の
眼
で
生
き
生
き
と
描
き
出
し
た
庶
民
生
活

史
。
動
乱
に
明
け
暮
れ
る
水
戸
藩
で
女
性
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
躾
を
受
け
て
暮
し

て
い
た
の
か
が
、
巧
み
な
筆
致
で
描
か
れ
る
。
女
性
解
放
運
動
の
優
れ
た
思
想
家

で
あ
っ
た
著
者
に
よ
る
滋
味
ᷓ
れ
る
生
活
史
・
民
俗
史
。

（
解
説

芳
賀
徹
）
331621Ȃ5
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青162Ȃ4

山

川

菊

栄

覚
書

幕
末
の
水
戸
藩

一
二
四
三
円

著
者
（
一
八
九
〇

―
一
九
八
〇

）
の
生
家
青
山
氏
は
水
戸
藩
士
で
、
曾
祖
父
・
祖
父
は
『
大

日
本
史
』
編
纂
局
総
裁
な
ど
を
つ
と
め
、
徳
川
斉
昭
や
藤
田
幽
谷
・
東
湖
父
子
と

も
近
し
く
交
わ
っ
た
。
そ
の
祖
父
の
残
し
た
日
記
や
手
紙
、
親
戚
故
老
の
思
い
出

話
に
基
づ
い
て
、
流
血
に
明
け
く
れ
る
幕
末
水
戸
藩
の
内
実
、
ひ
と
び
と
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
い
き
い
き
と
描
き
出
す
。

（
解
説

奈
良
本
辰
也
）
331624ȂX

青164Ȃ1

宮

本

常

一

忘
れ
ら
れ
た
日
本
人

九
九
〇
円

柳
田
国
男
・
渋
沢
敬
三
の
指
導
下
に
、
生
涯
旅
す
る
人
と
し
て
、
日
本
各
地
の
民

間
伝
承
を
克
明
に
調
査
し
た
著
者
（
一
九
〇
七

―
八
一

）
が
、
文
字
を
持
つ
人
々
の
作
る

歴
史
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
た
日
本
人
の
暮
し
を
掘
り
起
し
、「
民
話
」
を
生
み
出
し

伝
承
す
る
共
同
体
の
有
様
を
愛
情
深
く
描
き
だ
す
。「
土
佐
源
氏
」「
女
の
世
間
」

等
十
三
Ἣ
か
ら
な
る
宮
本
民
俗
学
の
代
表
作
。

（
解
説

網
野
善
彦
）
331641ȂX◆

青164Ȃ2

宮

本

常

一

家か

郷き
ょ
う

の

訓お
し
え

九
二
四
円

著
者
の
故
郷
で
あ
る
山
口
県
大
島
の
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
暮
し
の
中

に
、
子
ど
も
の
躾
の
あ
り
よ
う
を
描
い
た
出
色
の
生
活
誌
。『
忘
れ
ら
れ
た
日
本

人
』
を
は
じ
め
多
く
の
優
れ
た
業
績
を
遺
し
た
宮
本
民
俗
学
の
原
点
を
示
す
書
で

あ
り
、
子
ど
も
・
民
俗
・
教
育
を
考
え
る
人
へ
の
格
好
の
贈
り
物
。
故
郷
の
風
土

を
克
明
に
描
い
た
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
を
併
収
。

（
解
説

原
ひ
ろ
子
）
331642Ȃ8

青166Ȃ1

三

浦

周

行

朝

尾

直

弘
編

大

阪

と

堺
八
八
〇
円

法
制
史
・
日
本
史
研
究
に
巨
大
な
足
跡
を
残
す
三
浦
周
行
（
一
八
七
一

―
一
九
三
一

）
の
手

に
な
る
都
市
研
究
の
古
典
。
都
市
自
治
に
焦
点
を
あ
て
た
「
中
世
の
大
阪
」（
一
九
二

五

）
を
は
じ
め
、「
堺
港
」
等
収
録
さ
れ
た
五
Ἣ
の
論
文
は
、
い
ず
れ
も
現
実
の
関

心
を
先
取
り
し
、
鋭
い
歴
史
的
感
覚
に
さ
さ
え
ら
れ
た
上
方
文
化
論
で
も
あ
る
。

中
・
近
世
の
大
阪
と
堺
を
概
観
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
書
。
図
版
多
数
。

331661Ȃ4

青166Ȃ2

三

浦

周

行

林
屋
辰
三
郎
・
朝
尾
直
弘
編

新
編

歴

史

と

人

物
八
八
〇
円

歴
史
は
人
間
が
つ
く
る
も
の
で
あ
る
が
、
人
間
は
歴
史
と
社
会
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
近
代
史
学
の
先
駆
者
、
三
浦
周
行
（
一
八
七
一

―
一
九
三
一

）
の
人

物
論
は
、
時
代
背
景
に
つ
い
て
の
深
い
実
証
研
究
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
随

所
に
冷
徹
な
史
眼
が
光
る
す
ぐ
れ
た
歴
史
よ
み
も
の
で
あ
る
。「
弘
法
大
師
」「
源

義
経
」「
楠
木
正
成
」「
法
然
と
蓮
如
」「
赤
穂
義
士
」
等
十
四
Ἣ
を
精
選
。

331662Ȃ2
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青167Ȃ2

南

原

繁

国

家

と

宗

教

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
史
の
研
究
―一

一
八
八
円

戦
時
下
、
国
体
思
想
に
支
え
ら
れ
た
天
皇
制
に
対
し
て
批
判
者
と
し
て
立
ち
続
け

た
南
原
繁
（
一
八
八
九

―
一
九
七
四

）。
プ
ラ
ト
ン
か
ら
危
機
神
学
に
至
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精

神
史
を
た
ど
り
、
カ
ン
ト
に
依
拠
し
て
、
正
義
と
し
て
の
「
永
久
平
和
」
の
実
現

こ
そ
が
国
家
の
使
命
で
あ
る
と
謳
う
。
理
念
へ
の
信
頼
に
立
脚
す
る
批
判
精
神
の

可
能
性
を
示
す
書
。

（
解
説

福
田
歓
一
、
加
藤
節
）
331672Ȃ6◆

青168Ȃ1

松

尾

尊


編

石い
し

橋ば
し

湛た
ん

山ざ
ん

評
論
集

九
九
〇
円

明
治
四
十
四
年
か
ら
敗
戦
直
後
ま
で
、『
東
洋
経
済
新
報
』
に
お
い
て
健
筆
を
揮

っ
た
石
橋
湛
山
（
一
八
八
四

―
一
九
七
三

）
の
評
論
は
、
普
選
問
題
、
ロ
シ
ア
革
命
、
三
・

一
運
動
、
満
州
事
変
等
に
つ
い
て
の
論
評
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
日
本
に
ほ
と
ん
ど

比
類
の
な
い
自
由
主
義
の
論
調
に
貫
か
れ
て
お
り
、
非
武
装
・
非
侵
略
と
い
う
日

本
国
憲
法
の
精
神
を
先
取
し
て
い
た
稀
有
な
も
の
。
三
十
九
Ἣ
を
精
選
。

331681Ȃ9

青168Ȃ2

石

橋

湛

山

湛

山

回

想

一
二
四
三
円

『
東
洋
経
済
新
報
』
で
小
日
本
主
義
を
提
唱
し
、
日
本
に
比
類
の
な
い
自
由
主
義

の
論
調
を
貫
い
た
石
橋
湛
山
が
、
生
い
た
ち
か
ら
戦
後
政
界
で
活
躍
す
る
ま
で
を

淡
々
と
語
っ
た
自
伝
的
回
想
。
特
に
、
坪
内
逍
遙
・
島
村
抱
月
等
の
謦
咳
に
接
し

た
早
稲
田
の
学
生
時
代
の
叙
述
を
は
じ
め
、
東
洋
経
済
新
報
社
の
同
僚
で
あ
っ
た

片
山
潜
の
事
や
二
・
一
ス
ト
前
後
の
回
想
は
貴
重
な
記
録
。
（
解
説

長
幸
男
）
331682Ȃ7

青169Ȃ2

柳

宗

悦

手

仕

事

の

日

本
九
九
〇
円

す
ぐ
れ
た
民
藝
品
を
求
め
て
日
本
全
国
を
歩
い
た
民
藝
運
動
の
創
始
者
・
柳
宗
悦

（
一
八
八
九

―
一
九
六
一

）
が
、
各
地
に
残
る
美
し
い
手
仕
事
を
紹
介
し
な
が
ら
、
日
本
に

と
っ
て
手
仕
事
が
い
か
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
か
を
訴
え
、
日
本
が
す
ば
ら
し
い

手
仕
事
の
国
で
あ
る
こ
と
へ
の
認
識
が
呼
び
か
け
た
ユ
ニ
ー
ク
な
民
藝
案
内
書
。

秀
逸
な
小
間
絵
（
芹
沢
₪
介
）
を
多
数
収
録
。

（
解
説

熊
倉
功
夫
）
331692Ȃ4◆

青169Ȃ3

柳

宗

悦

工

藝

文

化
九
二
四
円

昭
和
と
と
も
に
始
ま
っ
た
民
藝
運
動
は
、
鑑
賞
用
の
工
藝
品
を
排
し
、
日
用
雑
器

の
中
に
真
の
美
を
発
見
し
た
点
で
、
比
類
の
な
い
運
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
民
藝
運

動
の
普
及
に
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
る
『
工
藝
文
化
』
は
、
柳
宗
悦
の
工
藝
美
論
を

確
立
し
た
名
著
。
工
藝
と
美
術
の
関
係
、
工
藝
美
の
目
標
、
美
と
工
藝
性
の
関
係

等
が
体
系
的
に
意
を
尽
く
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

（
解
説

外
村
吉
之
介
）
331693Ȃ2
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＊青169Ȃ4

柳

宗

悦

南

無

阿

弥

陀

仏

付

心
偈

一
〇
六
七
円

南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
六
字
の
名
号
が
意
味
す
る
も
の
を
説
き
明
か
し
つ
つ
、
浄

土
思
想
＝
他
力
道
を
民
藝
美
学
の
基
盤
と
し
て
把
え
直
し
た
書
。
な
か
で
も
、
日

本
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
系
譜
を
法
然
―
親
鸞
―
一
遍
と
た
ど
り
、
一
遍
上
人
を

そ
の
到
達
点
と
し
て
歴
史
的
に
位
置
づ
け
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。
柳
宗
悦
晩
年
の

最
高
㑹
作
で
あ
り
、
格
好
の
仏
教
入
門
書
で
あ
る
。

（
解
説

今
井
雅
晴
）
331694Ȃ0

青169Ȃ5

水
尾
比
呂
志
編

柳
宗
悦
民
藝
紀
行

九
九
〇
円

美
し
い
品
物
・
良
い
工
藝
を
求
め
て
、
日
本
各
地
・
朝
鮮
・
中
国
の
民
藝
を
訪
ね

歩
い
た
柳
宗
悦
の
紀
行
文
を
中
心
に
十
九
Ἣ
を
精
選
し
た
民
藝
紀
行
集
。
収
録
さ

れ
た
昭
和
六
年
か
ら
三
十
六
年
ま
で
の
三
十
年
間
に
わ
た
る
紀
行
文
を
読
む
と
、

柳
の
民
藝
紀
行
が
彼
の
工
藝
美
論
を
実
証
す
る
旅
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
。『
手
仕
事
の
日
本
』
と
と
も
に
日
本
民
藝
の
貴
重
な
記
録
。
図
版
多
数
。

331695Ȃ9

青170Ȃ1

長

幸

男
校
注

雨

夜

㞍

―
渋
沢
栄
一
自
伝
―

一
〇
六
七
円

激
動
の
幕
末
維
新
を
背
景
に
大
実
業
家
・
渋
沢
栄
一
（
一
八
四
〇

―
一
九
三
一

）
が
疾
風
怒

濤
の
青
春
を
語
る
自
伝
。
尊
攘
倒
幕
の
志
士
→
徳
川
家
家
臣
→
明
治
政
府
官
僚
→

在
野
実
業
家
と
転
身
を
重
ね
る
著
者
の
生
き
方
は
鋭
い
現
実
主
義
に
貫
か
れ
た
魅

力
を
も
ち
、
維
新
変
革
を
な
し
と
げ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
き
い
き
と
伝
わ
っ
て
く

る
。
実
業
家
時
代
を
概
観
し
た
「
維
新
以
後
に
お
け
る
経
済
界
の
発
達
」
併
収
。

331701Ȃ7◆

青171Ȃ1

風
巻
景
㗨
郎

中
世
の
文
学
伝
統

八
五
八
円

風
巻
景
㗨
郎
（
一
九
〇
二

―
六
〇

）
は
、
日
本
文
学
史
の
書
き
か
え
を
生
涯
の
課
題
と
し

た
。
本
書
は
、
上
代
に
お
け
る
和
歌
の
成
立
か
ら
は
じ
め
、『
新
古
今
集
』『
山
家

集
』『
金
槐
集
』
な
ど
中
世
三
百
年
の
代
表
的
歌
集
と
そ
の
歌
人
た
ち
を
通
覧
す

る
こ
と
で
和
歌
こ
そ
が
日
本
文
学
を
つ
ら
ぬ
く
伝
統
だ
と
論
ず
る
。
鮮
烈
な
問
題

意
識
を
も
っ
て
日
本
文
学
の
本
質
に
迫
る
力
作
。

（
解
説

久
保
田
淳
）
331711Ȃ4

青172Ȃ1

小
林
登
美
枝
・
米
田
佐
代
子
編

平
塚
ら
い
て
う
評
論
集

一
〇
六
七
円

日
本
の
女
性
解
放
運
動
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
「
元
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ

た
」
か
ら
晩
年
の
「
憲
法
を
守
り
ぬ
く
覚
悟
」
ま
で
代
表
的
評
論
三
六
Ἣ
を
収
め

る
。『
青
鞜
』
創
刊
、
与
謝
野
晶
子
ら
と
の
母
性
保
護
論
争
、
婦
人
参
政
権
運
動

や
戦
後
の
平
和
運
動
へ
の
尽
力
な
ど
、
平
塚
ら
い
て
う
の
多
彩
な
活
動
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
な
る
思
索
の
歩
み
を
明
ら
か
に
し
た
。
小
伝
・
年
譜
を
付
す
。

331721Ȃ1

日 本 思 想25
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青175Ȃ1

今

和

㗨

郎

日

本

の

民

家

一
〇
六
七
円

考
現
学
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
今
和
㗨
郎
（
一
八
八
八

―
一
九
七
三

）
に
よ
る
日
本
の

民
家
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
入
門
書
。
大
正
年
間
、
柳
田
国
男
ら
の
手
引
で
行
な
っ

た
民
間
調
査
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
民
家
の
構
造
や
間
取
り
に
つ
い

て
の
比
較
文
化
史
的
考
察
は
今
日
読
ん
で
も
新
鮮
で
あ
る
。
著
者
自
身
の
民
家
ス

ケ
ッ
チ
を
多
数
収
録
。
日
本
民
家
研
究
史
上
の
名
著
。

（
解
説

藤
森
照
信
）
331751Ȃ3

青176Ȃ2

長
谷
川
如
是
閑

倫ロ
ン

敦ド
ン

！

倫ロ
ン

敦ド
ン

？

一
一
四
四
円

一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
、『
大
阪
朝
日
』
特
派
員
と
し
て
、
単
身
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
経
由
で
渡
欧
し
た
長
谷
川
如
是
閑
（
一
八
七
五

―
一
九
六
八

）
の
ロ
ン
ド
ン
紀
行
。

如
是
閑
は
市
内
に
下
宿
し
て
、
名
所
旧
跡
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
酒
場
ま

で
、
縦
横
に
歩
き
回
り
、
確
か
な
眼
で
イ
ギ
リ
ス
社
会
を
観
察
す
る
。
約
一
世
紀

を
経
た
今
日
で
も
全
く
色
あ
せ
な
い
卓
抜
な
文
明
批
評
。

（
解
説

小
池
滋
）
331762Ȃ9

青177Ȃ1～2

長

田

新
編

原

爆

の

子
全
二
冊

―
広
島
の
少
年
少
女
の
う
っ
た
え
―

上
九
九
〇
円

下
八
五
八
円

一
九
四
五
年
八
月
、
広
島
・
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ
る
災
害
は
、
史
上
か

つ
て
な
い
惨
事
と
し
て
、
四
十
五
年
た
っ
た
今
日
も
な
お
深
い
爪
あ
と
を
の
こ
し

て
い
る
。
自
ら
も
広
島
で
被
爆
し
た
編
者
が
平
和
教
育
の
た
め
に
編
集
し
た
広
島

の
少
年
少
女
達
の
真
率
な
原
爆
体
験
記
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
は
じ
め
十
数
カ
国

語
に
翻
訳
さ
れ
、
全
世
界
に
感
銘
を
よ
ん
だ
。
希
有
の
記
録
。

331771Ȃ8

青179Ȃ1

前

田

利

鎌

臨

済

・

荘

子
八
五
八
円

自
ら
に
由
っ
て
あ
ら
ゆ
る
呪
縛
か
ら
独
立
し
た
人
、
即
ち
真
の
自
由
人
の
在
り
方

を
臨
済
・
普
化
な
ど
の
禅
門
に
、
は
た
ま
た
荘
子
の
中
に
追
求
し
て
そ
の
「
面

目
」
を
描
く
。
近
代
哲
学
の
用
語
と
方
法
を
用
い
て
禅
と
道
家
の
思
想
に
ユ
ニ
ー

ク
な
解
釈
を
加
え
た
先
駆
的
な
業
績
。
昭
和
六
年
、
三
十
二
歳
で
逝
っ
た
前
田
利

鎌
の
遺
著
『
宗
教
的
人
間
』
の
主
要
部
を
収
め
た
。

（
解
説

入
矢
義
高
）
331791Ȃ2

青181Ȃ1

堀

場

清

子
編

『
青
鞜
』
女
性
解
放
論
集

一
〇
一
二
円

一
九
一
一
年
、
女
性
の
覚
醒
を
う
た
っ
た
平
塚
ら
い
て
う
の
誇
ら
か
な
宣
言
を
掲

げ
て
雑
誌
『
青
鞜
』
は
産
声
を
あ
げ
た
。
本
書
は
創
刊
以
来
の
全
五
二
冊
か
ら
代

表
的
論
文
四
○
Ἣ
を
選
ん
で
収
め
た
も
の
で
、
ど
の
一
Ἣ
に
も
「
新
し
い
女
」
た

ち
の
真
摯
な
叫
び
が
ᷓ
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
偏
見
に
抗
し
て
封
建
的
家
制
度
や

良
妻
賢
母
主
義
と
闘
い
、
女
性
自
身
の
愛
と
性
の
自
由
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。

331811Ȃ0
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青182Ȃ1

尾

佐

竹

猛

三
谷
太
一
郎
校
注

大

津

事

件

―
ロ
シ
ア
皇
太
子
大
津
遭
難
―一

〇
六
七
円

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
五
月
一
一
日
、
滋
賀
県
大
津
で
折
か
ら
来
遊
中
の
ロ

シ
ア
皇
太
子
が
警
備
の
巡
査
津
田
三
蔵
に
襲
撃
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
突
発
し

た
。
著
者
（
一
八
八
〇

―
一
九
四
六

）
は
、
豊
富
な
㗦
料
を
駆
使
し
て
、
こ
の
事
件
に
よ
っ

て
照
ら
し
出
さ
れ
た
明
治
国
家
の
権
力
構
造
を
鮮
や
か
に
描
き
出
し
て
ゆ
く
。
司

法
権
の
独
立
を
め
ぐ
る
有
名
な
大
津
事
件
を
総
合
的
に
叙
述
し
た
唯
一
の
書
。

331821Ȃ8

青182Ȃ2

尾

佐

竹

猛

吉

良

芳

恵
校
注

幕
末
遣
外
使
節
物
語

―
夷
狄
の
国
へ
―

一
〇
一
二
円

幕
末
、
新
見
豊
前
守
一
行
は
、
遣
米
使
節
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
巡
行
、
初
め
て

の
西
洋
を
体
験
す
る
。
言
葉
、
風
俗
、
習
慣
の
全
く
異
な
る
文
化
に
驚
き
接
し
な

が
ら
、
サ
ム
ラ
イ
た
ち
は
、
西
洋
を
全
身
で
受
け
止
め
、
観
察
、
理
解
し
よ
う
と

努
め
る
。
様
々
な
日
記
、
回
顧
談
、
新
聞
記
事
な
ど
の
㗦
料
を
巧
み
に
使
っ
て
語

ら
れ
た
好
読
物
。
他
に
池
田
、
竹
内
、
徳
川
の
遣
欧
使
節
物
語
を
収
載
。

331822Ȃ5

青183Ȃ1

高

杉

一

郎

極

光

の

か

げ

に

シ
ベ
リ
ア
俘
虜
記

一
〇
六
七
円

敗
戦
後
、
著
者
は
俘
虜
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
で
強
制
労
働
に
つ
い
た
。
そ
の
四
年
間

の
記
録
で
あ
る
。
常
に
冷
静
さ
と
人
間
へ
の
信
頼
と
を
失
わ
な
か
っ
た
著
者
の
強

ἣ
な
精
神
が
、
苦
し
み
喘
ぐ
同
胞
の
㗡
と
共
に
、
ソ
連
の
実
像
を
捉
え
得
た
。
初

版
（
一
九
五
〇

）
の
序
に
、
渡
辺
一
夫
氏
は
、「
制
度
は
人
間
の
賢
愚
に
よ
っ
て
生
き

も
し
死
に
も
す
る
。
そ
れ
を
証
明
さ
れ
た
よ
う
に
思
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。

331831Ȃ5

青184Ȃ1

池

田

亀

鑑

古

典

学

入

門
八
五
八
円

古
典
と
は
何
か
、
古
典
の
テ
ク
ス
ト
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
来
た
か
、
テ
ク

ス
ト
の
確
定
は
ど
う
行
わ
れ
る
か
、
古
典
を
ど
う
読
む
べ
き
か
。
こ
う
し
た
問
い

に
実
例
豊
か
に
答
え
、
文
献
学
と
は
ど
ん
な
学
問
か
を
説
く
。
小
著
な
が
ら
平
安

朝
文
学
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
（
一
八
九
六

―
一
九
五
六

）
の
力
量
が
存

分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
原
題
「
古
典
の
読
み
方
」。

（
解
説

秋
山
虔
）
331841Ȃ2

青185Ȃ1

井

筒

俊

彦

イ
ス
ラ
ー
ム
文
化

―
そ
の
根
柢
に
あ
る
も
の
―

七
九
二
円

イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
を
真
に
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
ら
し
め
て
い
る
も
の
は
何
か
。

著
者
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
に
つ
い
て
説
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
そ
の
実
現
と
し

て
の
法
と
倫
理
に
お
よ
び
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
支
え
る
基
盤
の
中
に
い
わ
ば
顕
教

的
な
も
の
と
密
教
的
な
も
の
と
の
激
し
い
せ
め
ぎ
合
い
を
認
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文

化
の
根
元
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
世
界
的
な
権
威
に
よ
る
第
一
級
の
啓
蒙
書
。

331851ȂX◆

日 本 思 想27
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青185Ȃ2

井

筒

俊

彦

意

識

と

本

質

―
精
神
的
東
洋
を
索
め
て
―一

一
七
七
円

東
洋
哲
学
の
諸
伝
統
の
分
析
か
ら
得
た
根
元
的
思
想
パ
タ
ー
ン
を
己
れ
の
身
に
ひ

き
う
け
て
主
体
化
し
、
そ
の
基
盤
の
上
に
新
し
い
哲
学
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
書
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
独
自
の
「
共
時
的
構
造
化
」
の
方
法
に

よ
っ
て
展
開
し
た
壮
大
な
哲
学
的
営
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
出
発
点
に
は
自
分
の
実

存
の
「
根
」
が
東
洋
に
あ
る
と
い
う
著
者
の
痛
切
な
自
覚
が
あ
っ
た
。

331852Ȃ8◆

青185Ȃ3

井

筒

俊

彦

神

秘

哲

学

―
ギ
リ
シ
ア
の
部
―

一
六
五
〇
円

東
洋
思
想
の
概
念
・
枠
組
を
大
き
く
変
え
、
日
本
、
世
界
の
思
想
界
に
反
響
を
起

し
た
井
筒
俊
彦
の
初
期
の
代
表
作
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
哲
人
達
か
ら
、

プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
へ
と
続
く
ギ
リ
シ
ア
の
精
神
史

を
、
人
知
を
超
え
た
絶
対
的
真
理
「
神
秘
思
想
」
の
展
開
と
し
て
捉
え
る
。
ギ
リ

シ
ア
を
通
し
て
東
洋
思
想
の
深
層
に
踏
み
込
む
。

（
解
説

納
富
信
留
）
331853Ȃ9

青185Ȃ4

井

筒

俊

彦

意

味

の

深

み

へ

―
東
洋
哲
学
の
水
位
―

一
一
七
七
円

意
識
の
根
源
に
拡
が
る
「
コ
ト
バ
」
を
通
し
て
、「
精
神
的
東
洋
」
の
あ
り
か
を

追
求
し
た
代
表
作
。
仏
教
唯
識
論
、
空
海
密
教
、
老
荘
思
想
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘

主
義
、
現
代
思
想
の
デ
リ
ダ
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
を
自
在
に
論
じ
、「
コ
ト
バ
」
を
基

軸
と
す
る
思
惟
が
東
洋
思
想
の
本
質
で
あ
る
こ
と
が
、
解
明
さ
れ
る
。
井
筒
に
応

答
し
た
デ
リ
ダ
の
小
論
文
（
丸
山
圭
三
郎
訳
）
を
併
載
。
（
解
説

斎
藤
慶
典
）
331854Ȃ6

青185Ȃ5

井

筒

俊

彦

コ
ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス

―
東
洋
哲
学
の
た
め
に
―

一
三
八
六
円

東
洋
思
想
の
諸
伝
統
、
そ
れ
ぞ
れ
の
哲
学
間
を
縦
断
し
て
共
通
す
る
根
源
的
思
惟

の
元
型
を
探
り
、
新
た
に
解
釈
し
直
す
こ
と
で
、
東
洋
哲
学
の
可
能
性
が
立
ち
上

が
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
、
禅
仏
教
、
老
荘
思
想
、
華
厳
経
を
時
間
論
、
存
在
論
、
意

識
論
と
し
て
読
み
解
く
。『
意
識
と
本
質
』『
意
味
の
深
み
へ
』
に
続
く
最
後
の
論

集
。
末
尾
に
司
馬
遼
太
郎
と
の
生
前
最
後
の
対
談
を
併
載
。（
解
説

河
合
俊
雄
）
331855Ȃ3

青186Ȃ1

福

地

桜

痴

佐
々
木
潤
之
介
校
注

幕

末

政

治

家

一
一
一
一
円

幕
末
期
の
内
政
、
外
交
の
重
要
な
局
面
に
当
っ
た
、
阿
部
正
弘
、
井
伊
直
弼
、
岩

瀬
忠
震
、
小
栗
忠
順
、
久
世
広
周
、
島
津
斉
彬
、
徳
川
斉
昭
、
堀
田
正
睦
、
松
平

慶
永
、
水
野
忠
精
ら
の
才
能
と
仕
事
を
、
幕
末
維
新
の
変
動
を
見
つ
め
て
き
た
福

地
源
一
郎
（
一
八
四
一

―
一
九
〇
六

）
が
論
じ
る
。
福
地
は
、
遣
欧
使
節
の
通
弁
方
を
務
め

る
な
ど
幕
府
に
重
用
さ
れ
、
維
新
後
は
劇
作
家
、
新
聞
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

331861Ȃ7

日 本 思 想 28
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青188Ȃ1

渡

辺

一

夫

フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
々

一
一
一
一
円

フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
は
人
間
の
解
放
と
共
に
暗
澹
た
る
宗
教
戦
争
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
著
者
（
一
九
〇
一

―
七
五

）
は
、
激
動
期
を
苦
悩
し
つ
つ
生
き
た

地
位
も
職
業
も
異
な
る
十
二
人
の
生
涯
を
ḷ
る
。
本
書
に
こ
め
ら
れ
た
著
者
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
「
常
に
自
由
検
討
の
精
神
を
働
か
せ
て
根
本
の
精
神
を
た
ず
ね
続
け

る
」
と
い
う
に
他
な
ら
な
い
。

（
解
題

清
水
徹
、
解
説

大
江
健
三
郎
）
331881Ȃ1

青189Ȃ1

木

下

真

弘

宮

地

正

人
校
注

維
新
旧
幕
比
較
論

九
九
〇
円

明
治
維
新
に
よ
っ
て
、
日
本
の
社
会
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。
当
時
、
太

政
官
官
吏
と
し
て
政
治
の
中
枢
に
身
を
お
い
て
い
た
木
下
真
弘
（
一
八
二
四

―
九
七

）

が
、
明
治
新
政
の
具
体
的
諸
成
果
を
、
旧
幕
府
の
実
態
と
一
つ
一
つ
比
較
し
な
が

ら
明
ら
か
に
し
た
史
論
。
岩
倉
具
視
の
命
を
受
け
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
維
新

当
時
の
民
衆
の
実
態
に
接
近
で
き
る
一
級
史
料
で
あ
る
。
原
題
「
新
旧
比
較
表
」。
331891Ȃ9

青191Ȃ1

高

橋

貞

樹

沖

浦

和

光
校
注

被
差
別
部
落
一
千
年
史

一
〇
六
七
円

日
本
民
族
の
諸
源
流
か
ら
説
き
お
こ
し
古
代
天
皇
制
国
家
の
下
で
の
身
分
制
度
の

創
出
を
論
じ
た
第
一
章
か
ら
、
水
平
社
の
創
立
と
水
平
運
動
の
展
開
ま
で
、
身
分

制
の
底
辺
に
お
か
れ
て
差
別
さ
れ
て
き
た
被
差
別
民
衆
の
歴
史
を
述
べ
た
先
駆
的

労
作
（
一
九
二
四
）。
戦
前
の
社
会
主
義
運
動
で
活
躍
し
た
高
橋
貞
樹
（
一
九
〇
五

―
三

五

）
が
弱
冠
十
九
歳
で
書
き
上
げ
た
人
間
解
放
へ
の
情
熱
あ
ふ
れ
る
一
冊
。

331911Ȃ7

青192Ȃ1

粉

川

哲

夫
編

花
田
清
輝
評
論
集

九
二
四
円

前
近
代
的
な
も
の
や
大
衆
芸
術
を
否
定
的
媒
介
と
し
て
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
こ
え
る
方

法
を
模
索
、
鋭
い
歴
史
意
識
を
も
っ
て
批
評
活
動
を
お
こ
な
っ
た
花
田
清
輝
（
一
九

〇
九

―
七
四

）
の
柔
軟
な
思
考
ス
タ
イ
ル
は
、
そ
の
文
体
の
魅
力
と
あ
い
ま
っ
て
今
日

も
読
む
者
を
刺
激
し
つ
づ
け
て
い
る
。「
仮
面
の
表
情
」「
物
体
主
義
」「
柳
田
国

男
に
つ
い
て
」「
美
味
救
世
」
な
ど
批
評
の
面
白
さ
を
満
喫
で
き
る
二
十
九
Ἣ
。

331921Ȃ4

青193Ȃ1

石
田
英
一
郎

新
版

河

童

駒

引

考

―
比
較
民
族
学
的
研
究
―

一
〇
六
七
円

河
童
が
馬
を
水
中
に
引
き
こ
も
う
と
す
る

日
本
各
地
に
あ
る
こ
の
伝
説
の
類

話
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
全
域
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
、
馬
と
水
神
と
の
関
係
の
背
後
に
は
、
農
耕
社
会
に
お
け
る
牛
の
役
割

が
潜
ん
で
い
る
。
一
方
で
猿
と
水
神
の
不
思
議
な
結
び
つ
き
が
…
…
。
時
空
を
超

え
て
人
類
文
化
史
の
復
原
に
挑
む
、
歴
史
民
族
学
の
古
典
。（
解
説

田
中
克
彦
）
331931Ȃ1

日 本 思 想29
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青194Ȃ1

吉

田

健

一

英

国

の

文

学
八
五
八
円

戦
後
、
評
論
に
創
作
に
せ
き
を
切
っ
た
よ
う
に
目
覚
ま
し
い
活
躍
ぶ
り
を
示
し
た

吉
田
健
一
（
一
九
一
二

―
七
七

）
の
デ
ビ
ュ
ー
作
。
ど
う
い
う
国
土
と
人
間
が
英
文
学
を

生
み
出
し
た
の
か
、
と
説
き
お
こ
し
以
下
チ
ョ
ー
サ
ー
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
ま
で

英
国
五
○
○
年
の
作
家
と
作
品
を
縦
横
に
論
ず
る
。
行
文
か
ら
伝
わ
る
そ
の
み
ず

み
ず
し
い
感
性
と
先
鋭
な
鑑
賞
力
が
読
者
を
圧
倒
す
る
。
（
解
説

高
松
雄
一
）
331941Ȃ9

青194Ȃ3

吉

田

健

一

英
国
の
近
代
文
学

七
七
〇
円

近
代
と
い
う
分
裂
と
混
乱
の
時
代
に
身
を
置
い
て
、
文
学
と
は
ど
う
い
う
も
の
で

あ
る
の
か
。
吉
田
健
一
は
言
う
、「
近
代
文
学
は
何
よ
り
も
先
ず
自
己
に
向
っ
て

語
り
、
さ
ら
に
自
己
に
向
っ
て
語
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
読
者
に
呼
び
掛
け
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
独
自
の
視
点
か
ら
近
代
人
と
そ
の
精
神
を
見
据
え
、

批
評
、
詩
、
小
説
の
中
に
英
国
の
近
代
を
語
る
。

（
解
説

川
本
皓
嗣
）
331943Ȃ5

青195Ȃ1

中

川

清
編

明
治
東
京
下
層
生
活
誌

九
九
〇
円

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
は
、
維
新
以
降
、
最
大
の
不
況
の
年
だ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
こ
の
年
、『
朝
野
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
府
下
貧
民
の
真
況
」
は
、
東

京
の
下
層
社
会
を
記
録
す
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
先
駆
と
な
っ
た
。
こ
の
ル
ポ
を

は
じ
め
、
明
治
年
間
に
書
か
れ
た
東
京
の
下
層
社
会
に
関
す
る
生
活
記
録
の
中
か

ら
、
幸
徳
秋
水
「
東
京
の
木
賃
宿
」、
横
山
源
之
助
「
貧
民
の
正
月
」
等
十
四
Ἣ
。
331951Ȃ6

青198Ȃ1

長

田

弘
編

中
井
正
一
評
論
集

一
一
一
一
円

情
報
の
高
度
化
に
よ
っ
て
社
会
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
す
で
に
半
世

紀
以
前
に
こ
の
事
態
を
予
見
し
、
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
想
を
熱
く
語
っ
た
思

想
家
が
い
た
。
困
難
な
時
代
状
況
の
も
と
、
つ
ね
に
理
想
を
高
く
掲
げ
て
未
来
へ

と
発
信
し
つ
づ
け
た
中
井
正
一
（
一
九
〇
〇

―
一
九
五
二

）。「
委
員
会
の
論
理
」「
美
学
入

門
」
を
始
め
独
創
性
と
先
駆
性
に
満
ち
た
十
八
Ἣ
を
収
録
。

331981Ȃ8

青199Ȃ1

無

着

成

恭
編

山

び

こ

学

校

一
一
一
一
円

ほ
ん
も
の
の
教
育
を
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
社
会
科
を
手
が
か
り
に
生
活
綴

方
の
指
導
を
お
こ
な
っ
た
山
形
県
山
元
村
中
学
校
の
教
師
、
無
着
成
恭
（
一
九
二
七

―
）
が
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
詩
・
作
文
集
（
一
九
五
一
年
刊
）。
い
ま
な
お

読
む
者
の
心
を
強
く
打
た
ず
に
は
お
か
な
い
克
明
で
ひ
た
む
き
な
生
活
記
録
。
戦

後
の
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

（
解
説

国
分
一
太
郎
、
鶴
見
和
子
）
331991Ȃ5

日 本 思 想 30
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青N103Ȃ1

桑

原

隲

蔵

考

史

遊

記

一
五
四
〇
円

白
鳥
庫
吉
、
内
藤
湖
南
な
ど
と
な
ら
ぶ
東
洋
史
学
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
桑
原
隲

蔵
（
一
八
七
〇

―
一
九
三
一

）
が
、
明
治
四
〇
年
か
ら
二
年
間
、
中
国
に
留
学
し
た
折
の
旅

行
記
を
集
成
。
洛
陽
、
西
安
、
咸
陽
、
泰
山
、
曲
阜
、
内
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
主
要

な
史
蹟
、
旧
址
、
陵
墓
、
碑
碣
等
に
つ
い
て
、
そ
の
当
時
の
状
況
を
述
べ
た
貴
重

な
記
録
。
中
国
旅
行
案
内
の
古
典
。
写
真
多
数
。
付
・
索
引
。（
解
説

礪
波
護
）
381031Ȃ7

青N104Ȃ1

丸

山

眞

男

松

沢

弘

陽
編

福
沢
諭
吉
の
哲
学
他
六
Ἣ

一
〇
六
七
円

「
実
学
」
と
し
て
知
ら
れ
る
福
沢
の
学
問
観
の
真
の
革
命
性
を
解
明
し
よ
う
と
す

る
「
福
沢
に
於
け
る
「
実
学
」
の
転
回
」
や
、
多
面
的
で
変
幻
自
在
な
福
沢
の
発

言
の
根
底
に
あ
る
思
考
方
法
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
「
福
沢
諭
吉
の
哲
学
」

な
ど
、「
自
分
な
り
に
本
当
に
よ
く
勉
強
し
」
大
き
な
思
想
的
影
響
を
受
け
た
福

沢
諭
吉
に
つ
い
て
の
、
丸
山
眞
男
（
一
九
一
四

―
九
六

）
の
論
考
七
Ἣ
を
収
録
。

381041Ȃ4

青N104Ȃ2

丸

山

眞

男

松

本

礼

二
編
注

政

治

の

世

界
他
十
Ἣ

一
三
二
〇
円

高
い
倫
理
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
鋭
い
現
実
分
析
、
そ
れ
を
伝
え
る
明
晰
な
文
体

で
、
戦
後
の
言
説
を
主
導
し
続
け
た
丸
山
眞
男
。
一
㒒
も
静
止
す
る
こ
と
の
な
い

政
治
的
状
況
を
、
権
力
の
生
産
・
再
生
産
の
循
環
と
い
う
視
点
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
素
描
し
た
「
政
治
の
世
界
」
の
他
、「
権
力
と
道
徳
」「
政
治
的
無
関
心
」
な

ど
、「
科
学
と
し
て
の
政
治
学
」
創
造
の
試
み
た
る
十
Ἣ
を
集
め
る
。

381042Ȃ2◆

青N104Ȃ3

丸

山

眞

男

古

矢

旬
編

超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
他
八
Ἣ

一
五
一
八
円

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
な
ぜ
超
国
家
主
義
へ
と
突
き
進
ん
だ
の
か
？

敗
戦

の
翌
年
、
日
本
軍
国
主
義
の
精
神
構
造
に
真
っ
向
か
ら
対
峙
し
、
抑
圧
が
下
位
に

移
さ
れ
る
「
抑
圧
委
譲
の
原
理
」、
そ
れ
ゆ
え
の
「
無
責
任
の
体
制
」
な
ど
を
鋭

く
指
摘
し
、
丸
山
の
名
を
一
躍
高
め
た
表
題
作
。
他
に
、
冷
戦
下
で
の
マ
ル
ク
ス

主
義
再
検
討
な
ど
、
著
者
の
原
点
た
る
戦
後
約
一
〇
年
の
論
考
を
集
成
。

381043Ȃ9◆

青N107Ȃ1～2

由
井
正
臣
・
小
松
裕
編

田
中
正
造
文
集
全
二
冊

一（
鉱
毒
と
政
治
）
一
〇
五
六
円

二（
谷
中
の
思
想
）
九
四
六
円

日
本
に
お
け
る
公
害
問
題
の
原
点
と
も
い
え
る
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
。
こ
の
問
題

に
人
生
を
Ṍ
し
て
立
ち
向
か
っ
た
田
中
正
造
（
一
八
四
一

―
一
九
一
三

）
の
厖
大
な
数
に
の

ぼ
る
書
簡
・
日
記
等
の
文
書
か
ら
、
そ
の
思
想
と
生
き
ざ
ま
を
伝
え
る
エ
ッ
セ
ン

ス
を
精
選
。
有
名
な
「
明
治
天
皇
へ
の
直
訴
状
」
な
ど
、
明
治
十
一
年
十
月
か
ら

大
正
二
年
九
月
ま
で
の
文
書
を
収
録
し
た
。

381071Ȃ6

日 本 思 想31
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青N110Ȃ4

時

枝

誠

記

国

語

学

史
九
九
〇
円

日
本
語
と
は
い
か
な
る
言
語
か
？

『
万
葉
集
』『
古
事
記
』
の
注
釈
や
、「
て
に

を
は
」
の
役
割
、
仮
名
遣
い
や
表
記
法
な
ど
、
平
安
以
降
の
歴
史
の
な
か
で
、
文

人
・
国
学
者
ら
が
捉
え
て
き
た
日
本
語
の
㗡
を
明
ら
か
に
す
る
。
西
洋
の
言
語
学

と
は
異
な
る
方
法
で
日
本
語
の
本
質
に
迫
ら
ん
と
す
る
、
時
枝
誠
記
（
一
九
〇
〇

―
六

七

）
の
高
ら
か
な
宣
言
と
そ
の
豊
饒
な
る
成
果
。

（
解
説

藤
井
貞
和
）
381504Ȃ5◆

青N111Ȃ1～3

松

田

道

雄

定
本

育
児
の
百
科
全
三
冊

上
一
一
〇
〇
円

中
・
下
各
一
二
一
〇
円

育
児
と
い
う
未
知
の
体
験
で
日
々
不
安
に
直
面
し
た
多
く
の
人
々
が
本
書
に
よ
っ

て
導
か
れ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
開
業
医
と
し
て
の
経
験
の
蓄
積
と
内
外
の
最
新

の
医
学
書
に
目
を
通
し
て
改
訂
を
続
け
た
不
断
の
努
力
に
よ
る
本
書
は
、
単
な
る

ハ
ウ
ツ
ー
本
で
は
な
い
。
最
晩
年
ま
で
社
会
的
活
動
を
続
け
た
著
者
の
仕
事
の
集

大
成
で
あ
り
、
平
易
な
言
葉
で
書
か
れ
た
思
想
の
書
で
あ
る
。

381111Ȃ5◆

青N113Ȃ1～3

小

坂

国

継
編

大

西

祝

選

集
全
三
冊

Ⅰ
哲
学
Ἣ
品
切
Ⅱ
評
論
Ἣ
・
Ⅲ
倫
理
学
Ἣ
各
一
三
八
六
円

大
西
祝
（
一
八
六
四

―
一
九
〇
〇

）
は
、
明
治
中
期
の
哲
学
界
、
論
壇
を
代
表
す
る
思
想

家
。
大
西
の
登
場
に
よ
り
、
日
本
哲
学
は
西
洋
哲
学
の
表
層
的
な
紹
介
期
か
ら
本

格
的
な
論
理
化
・
体
系
化
の
段
階
に
入
る
。
徹
底
的
な
批
判
精
神
に
立
っ
て
、
学

問
と
良
心
の
自
由
を
擁
護
し
た
。
大
西
の
思
想
の
精
髄
を
初
め
て
ま
と
め
る
。
第

Ｉ
巻
に
は
、
代
表
作
「
良
心
起
原
論
」
な
ど
を
収
録
す
る
。

381131Ȃ3

青N114Ȃ1

野

田

又

夫

哲
学
の
三
つ
の
伝
統
他
十
二
Ἣ

九
二
四
円

哲
学
は
紀
元
前
六
世
紀
頃
、
ギ
リ
シ
ア
・
イ
ン
ド
・
中
国
で
ほ
ぼ
同
時
に
誕
生
し

た

。
京
都
大
学
で
哲
学
を
講
じ
た
野
田
又
夫
（
一
九
一
〇

―
二
〇
〇
四

）
は
、
こ
れ
ら

を
哲
学
の
三
つ
の
伝
統
と
捉
え
、
哲
学
の
大
胆
な
世
界
史
的
通
覧
を
試
み
た
。
そ

の
ほ
か
西
田
幾
多
郎
・
田
辺
元
・
九
鬼
周
造
な
ど
恩
師
の
哲
学
の
本
質
を
述
べ
た

簡
潔
か
つ
含
蓄
に
富
む
諸
論
考
な
ど
十
三
Ἣ
を
収
録
。

（
解
説

伊
藤
邦
武
）
381141Ȃ2◆

青N117Ȃ1

内

藤

湖

南

中

国

近

世

史
九
九
〇
円

日
本
の
東
洋
学
の
祖
・
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六

―
一
九
三
四

）。
彼
の
時
代
区
分
論
は
世
界

的
な
評
価
を
受
け
て
い
る
。
本
書
は
唐
末
五
代
を
中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
と

み
な
す
だ
け
で
な
く
、
明
清
時
代
へ
と
続
く
近
世
中
国
の
特
質
が
宋
代
か
ら
元
代

に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
と
論
じ
る
。
史
実
に
即
し
た
平
明
な
叙
述
の
な
か
に
独
創

的
で
鋭
い
洞
察
に
満
ち
た
内
藤
史
学
の
代
表
作
。

（
解
説
・
注

徳
永
洋
介
）
381171Ȃ9
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青N118Ȃ1

早
稲
田
大
学
編

大
隈
重
信
演
説
談
話
集品

切

膨
大
な
演
説
・
談
話
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
論
を
展
開
し
、
社
会
を
啓
発
し
つ
づ

け
た
大
隈
重
信
（
一
八
三
八

―
一
九
二
二

）。
か
れ
は
青
年
に
何
を
期
待
し
、
新
し
い
時
代

の
女
性
に
い
か
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
の
か
？

か
れ
の
政
治
論
・
外
交

論
、
世
界
認
識
・
国
際
路
線
の
構
想
は
？

学
問
・
教
育
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン

は
？

大
隈
自
身
が
語
る
、
人
生
、
教
育
、
社
会
、
そ
し
て
理
想
。

381181Ȃ8◆

青N118Ȃ2

早
稲
田
大
学
編

大
隈
重
信
自
叙
伝

一
二
四
三
円

日
本
の
近
代
化
を
推
進
し
た
大
隈
重
信
（
一
八
三
八

―
一
九
二
二

）
の
回
顧
談
か
ら
自
伝
的

な
記
述
を
編
集
・
収
録
。
生
い
立
ち
、
幕
末
佐
賀
藩
に
お
け
る
少
壮
時
代
、
空
理

空
論
を
排
し
て
「
活
学
」
を
志
向
し
た
青
年
期
、
新
政
府
で
の
活
躍
、
征
㕾
論
政

変
、
政
界
か
ら
の
「
追
放
」、
東
京
専
門
学
校
と
立
憲
改
進
党
の
創
設
な
ど
の
回

顧
か
ら
、
当
時
の
混
沌
と
し
た
政
情
と
政
策
決
定
の
裏
面
が
浮
か
び
上
が
る
。

381182Ȃ5◆

青N119Ȃ1

山

崎

弁

栄

人

生

の

帰

趣

一
三
八
六
円

山
崎
弁
栄
（
一
八
五
九

─
一
九
二
〇

）
は
、
浄
土
宗
の
近
代
化
に
止
ま
ら
ず
、
釈
尊
の
教
え

に
Ḫ
源
し
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
、
西
洋
思
想
を
も
包
括
・
統
合
し
て
、
宗
教
の

根
源
で
あ
る
「
霊
性
」
を
追
究
、「
光
明
主
義
」
を
唱
え
た
近
代
日
本
の
代
表
的

な
仏
教
思
想
家
。
弁
栄
の
代
表
作
『
人
生
の
帰
趣
』
に
、
注
解
、
解
説
を
付
し
た
。

（
注
解

藤
堂
俊
英
、
解
説

若
松
英
輔
、
解
題

大
南
㜇
昇
）
381191Ȃ7

青N120Ȃ1

濱

田

耕

作

通

論

考

古

学
九
二
四
円

「
日
本
考
古
学
の
父
」
濱
田
耕
作
（
一
八
八
一

―
一
九
三
八

）
の
主
著
。
考
古
学
の
定
義
、

発
掘
方
法
か
ら
、
博
物
館
展
示
ま
で
、
一
〇
一
項
目
に
わ
た
り
簡
潔
明
快
に
説

明
。
エ
ジ
プ
ト
や
ギ
リ
シ
ャ
等
の
調
査
・
研
究
の
知
見
も
盛
り
込
ま
れ
、
考
古
学

を
志
す
人
の
基
本
書
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
人
類
文
化
に
関
心
を
寄
せ
る
幅
広
い

読
者
に
示
唆
を
与
え
る
。

（
解
説

春
成
秀
爾
）
381201Ȃ3

青N121Ȃ1

宮

沢

俊

義

転

回

期

の

政

治

一
一
一
一
円

民
主
政
治
が
、
な
ぜ
ど
の
よ
う
に
ナ
チ
独
裁
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
か
。
憲
法

学
の
泰
斗
・
宮
沢
俊
義
（
一
八
九
九

―
一
九
七
六

）
は
、
一
九
三
〇
年
代
初
め
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
に
留
学
。
ナ
チ
ス
の
台
頭
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
の
「
死
滅
」
を
そ
の
同
時

代
に
目
に
し
、
独
裁
政
治
の
手
法
を
見
抜
く
。
民
主
主
義
、
立
憲
主
義
を
果
敢
に

説
い
た
宮
沢
の
、
戦
前
に
お
け
る
注
目
の
書
。

（
解
説

高
見
勝
利
）
381211Ȃ2◆
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青N123Ȃ1

金

子

文

子

何
が
私
を
こ
う
さ
せ
た
か

―
獄
中
手
記
―

一
三
二
〇
円

関
東
大
震
災
後
、
朝
鮮
人
朴
烈
と
共
に
検
束
、
大
逆
罪
で
死
刑
宣
告
さ
れ
た
金
子

文
子
（
一
九
〇
三

―
二
六

）。
そ
の
獄
中
手
記
に
は
、
無
籍
者
と
し
て
の
生
い
立
ち
、
社

会
か
ら
受
け
た
虐
待
が
率
直
に
綴
ら
れ
る
一
方
、
ど
ん
な
に
虐
げ
ら
れ
て
も
、

「
私
自
身
を
生
き
る
」
こ
と
を
諦
め
な
か
っ
た
一
人
の
女
性
の
㗡
が
あ
る
。
天
皇

の
名
に
よ
る
恩
赦
を
受
け
ず
、
獄
中
で
縊
死
。
二
三
歳
。
（
解
説

山
田
昭
㗨
）
381231Ȃ0

青N124Ȃ1

遠

山

茂

樹

明

治

維

新品
切

近
代
日
本
の
出
発
点
で
あ
る
明
治
維
新
を
、
幕
府
、
朝
廷
、
各
藩
の
武
士
た
ち
や

民
衆
の
動
き
、
さ
ら
に
対
外
的
要
因
な
ど
も
含
め
ト
ー
タ
ル
に
描
く
、
戦
後
歴
史

学
に
お
け
る
記
念
碑
的
著
作
。
維
新
の
始
発
を
天
保
の
改
革
（
一
八
四
一
年
）、

そ
の
終
わ
り
を
西
南
戦
争
（
一
八
七
七
年
）
と
捉
え
、
絶
対
主
義
確
立
へ
と
至
る

過
程
を
明
快
に
論
じ
た
。

（
解
説

大
日
方
純
夫
）
381641Ȃ7◆

青N125Ȃ1

釈

宗

演

禅

海

一

瀾

講

話

一
七
一
六
円

今
北
洪
川
（
一
八
一
六

─
九
二

）
は
、『
禅
海
一
瀾
』
で
、
儒
書
の
中
か
ら
中
心
概
念
と

な
る
語
を
取
り
出
し
、
禅
仏
教
で
捉
え
た
境
地
か
ら
儒
仏
一
致
の
思
想
を
説
く
。

嗣
法
の
弟
子
釈
宗
演
（
一
八
五
九

─
一
九
一
九

）
は
、
そ
の
全
文
を
、
一
話
毎
に
、
禅
宗
の

様
々
な
故
事
逸
話
を
紹
介
し
な
が
ら
読
み
解
く
。
禅
仏
教
の
奥
義
に
迫
る
、
代
表

的
な
禅
入
門
書
。

（
解
説

横
田
南
嶺
、
校
注

小
川
隆
）
381251Ȃ8

青N126Ȃ1～2

岡

義

武

明

治

政

治

史
全
二
冊

上
一
四
五
二
円

下
一
三
二
〇
円

政
治
史
学
の
礎
を
築
い
た
岡
義
武
（
一
九
〇
二

―
九
〇

）
が
明
治
期
の
政
治
・
経
済
・
社

会
を
包
括
的
に
描
い
た
通
史
。
臨
場
感
を
与
え
る
多
く
の
史
料
を
織
り
込
み
つ
つ

も
均
整
の
と
れ
た
歴
史
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
上
巻
は
開
国
か
ら
帝
国
議
会
開
設

ま
で
、
下
巻
は
第
一
議
会
か
ら
大
正
政
変
後
ま
で
。
明
治
国
家
の
軌
跡
を
た
ど
る

古
典
的
名
著
。

（
解
説

前
田
亮
介
、
伏
見
岳
人
）
381261Ȃ7

青N126Ȃ3

岡

義

武

転

換

期

の

大

正

一
一
七
七
円

大
隈
重
信
が
政
界
に
復
帰
し
組
閣
し
た
時
点
か
ら
、
憲
政
擁
護
運
動
を
経
て
加
藤

高
明
内
閣
が
成
立
し
政
党
内
閣
の
時
代
の
幕
が
開
け
る
ま
で
の
十
年
間
の
政
治

史
。
内
政
・
外
交
・
思
想
・
社
会
の
動
向
を
広
く
概
観
し
な
が
ら
、
明
治
国
家
か

ら
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
っ
た
大
正
期
を
描
く
。
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
㗦
料
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
政
治
家
た
ち
の
人
物
描
写
も
興
味
深
い
。
（
解
説

五
百
旗
頭
薫
）
381263Ȃ1
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青N126Ȃ4

岡

義

武

山

県

有

朋

―
明
治
日
本
の
象
徴
―

九
二
四
円

「
彼
の
一
生
を
語
る
こ
と
は
、
明
治
・
大
正
史
を
語
る
こ
と
で
あ
る
」。
㙅
軀
鶴
の

よ
う
な
こ
の
人
物
、
元
老
・
山
県
有
朋
は
、
ひ
ろ
く
張
り
巡
ら
せ
た
自
ら
の
派
閥

を
背
景
に
政
界
に
君
臨
し
、
内
閣
を
製
造
し
て
は
倒
壊
さ
せ
た
。
烈
し
い
権
力
意

志
に
貫
か
れ
た
そ
の
生
涯
を
、
明
治
・
大
正
期
の
日
本
国
家
の
軌
跡
と
と
も
に
端

正
な
筆
致
で
描
き
切
っ
た
評
伝
の
㑹
作
。

（
解
説

空
井
護
）
381264Ȃ8

青N126Ȃ5

岡

義

武

近
代
日
本
の
政
治
家

一
一
七
七
円

初
代
首
相
・
伊
藤
博
文
、「
民
衆
政
治
家
」・
大
隈
重
信
、「
平
民
宰
相
」・
原
敬
、

挫
折
の
政
治
家
・
犬
養
毅
、
最
後
の
元
老
・
西
園
寺
公
望

。
五
人
そ
れ
ぞ
れ

の
性
格
に
焦
点
を
置
き
つ
つ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
特
色
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て

い
く
。
細
部
の
人
物
描
写
に
腐
心
し
つ
つ
、
日
本
近
代
史
の
大
き
な
見
取
り
図
へ

の
位
置
づ
け
も
怠
ら
な
い
、
珠
玉
の
伝
記
的
エ
ッ
セ
イ
。
（
解
説

松
浦
正
孝
）
381265Ȃ5

青N127Ȃ1

氷

上

英

廣

三

島

憲

一
編

ニ
ー
チ
ェ
の
顔
他
十
三
Ἣ

一
二
四
三
円

『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
こ
う
言
っ
た
』
の
名
訳
で
知
ら
れ
る
氷
上
英
廣
（
一
九
一
一

―
八
六

）
の
文
集
。
ニ
ー
チ
ェ
の
テ
ク
ス
ト
を
そ
の
時
代
に
丁
寧
に
位
置
づ
け
、
風

景
の
な
か
を
逍
遥
す
る
静
謐
な
ニ
ー
チ
ェ
を
描
き
出
し
て
い
く
。
い
ず
れ
の
文
章

も
伸
び
や
か
な
詩
心
に
あ
ふ
れ
名
文
の
味
わ
い
が
あ
る
。
斎
藤
茂
吉
や
萩
原
朔
太

郎
な
ど
日
本
人
の
書
い
た
文
学
と
も
関
連
さ
せ
た
論
考
も
収
録
。

381271Ȃ6

青N128Ȃ1

森

ま

ゆ

み
編

伊

藤

野

枝

集

一
二
四
三
円

「
吹
け
よ

あ
れ
よ

風
よ

あ
ら
し
よ
」。
一
七
歳
で
故
郷
を
出
奔
、
東
京
へ
。

⁋
潤
と
結
婚
、『
青
鞜
』
に
参
加
、
女
性
解
放
を
求
め
る
活
動
の
さ
な
か
、
大
杉

栄
と
出
会
い
─
─
嵐
の
ご
と
く
生
を
駆
け
抜
け
た
伊
藤
野
枝
は
、
二
八
歳
で
憲
兵

隊
に
虐
殺
さ
れ
た
。
ま
っ
す
ぐ
な
視
線
と
率
直
な
共
感
を
も
っ
て
書
か
れ
た
野
枝

の
力
強
い
文
章
は
、
当
時
の
社
会
を
生
々
し
く
描
い
て
魅
力
に
富
む
。

381281Ȃ5

青N129Ȃ1

近

藤

義

郎

前
方
後
円
墳
の
時
代

一
四
五
二
円

「
自
ら
を
歴
史
学
と
任
じ
て
久
し
い
考
古
学
が
、
そ
の
独
自
の
㗦
料
の
み
を
使
っ

て
は
た
し
て
歴
史
を
復
原
・
再
構
成
し
う
る
も
の
か
ど
う
か
」。
た
ゆ
ま
ず
積
み

重
ね
た
発
掘
成
果
か
ら
の
歴
史
叙
述
を
試
み
た
、
記
念
碑
的
名
著
。
農
耕
が
成
立

し
た
弥
生
時
代
か
ら
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
た
時
代
へ
、
日
本
列
島
に
お
け
る
階

級
社
会
形
成
の
過
程
を
描
き
出
す
。

（
解
説

下
垣
仁
志
）
381282Ȃ2

日 本 思 想35
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青N130Ȃ1

佐

藤

進

一

日
本
の
中
世
国
家

一
一
一
一
円

「
知
識
人
社
会
の
抜
き
が
た
い
（
…
）
仲
間
意
識
の
源
流
を
探
り
た
い
と
い
う
現

実
的
欲
求
が
、
本
書
の
執
筆
を
支
え
た
、
と
言
っ
た
ら
、
読
者
は
笑
う
だ
ろ
う

か
？
」（「
自
歴
略
譜
」
よ
り
）。
律
令
国
家
解
体
の
あ
と
に
生
ま
れ
た
王
朝
国
家

と
、
東
国
に
新
た
に
生
ま
れ
た
武
家
政
権
。
中
世
国
家
の
「
二
つ
の
型
」
の
構
造

と
特
質
を
、
権
力
の
二
元
性
を
軸
に
読
み
解
く
。

（
解
説

五
味
文
彦
）
381283Ȃ9◆
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青201Ȃ1～2

高
田
真
治
・
後
藤
基
巳
訳

易

経
全
二
冊

上
八
五
八
円

下
九
九
〇
円

易
・
書
・
詩
・
礼
・
春
秋
の
五
経
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
古
典
で
、
周
代
に
大
成

さ
れ
た
か
ら
周
易
と
も
い
う
。
宇
宙
・
人
生
の
す
べ
て
を
陰
陽
＝
爻
（
こ
う
）
の

変
化
に
よ
っ
て
説
明
し
予
言
す
る
書
物
と
し
て
、
東
洋
思
想
の
根
幹
を
な
す
哲
学

書
で
も
あ
る
。
今
日
の
易
学
は
こ
れ
を
祖
述
し
た
も
の
だ
が
、
難
解
な
こ
の
書
物

を
一
般
の
読
者
に
も
十
分
味
わ
え
る
よ
う
懇
切
な
解
説
を
付
し
た
。

332011Ȃ5

青202Ȃ1

金

谷

治
訳
注

論

語

一
一
七
七
円

古
代
中
国
の
大
古
典
「
四
書
」
の
ひ
と
つ
で
、
孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
言
行
を

集
録
し
た
も
の
。
古
い
道
徳
主
義
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
人
も
あ
ろ
う
が
、
人
間
と

し
て
守
る
べ
き
ま
た
行
う
べ
き
、
し
ご
く
当
り
前
の
こ
と
が
簡
潔
な
言
葉
で
記
さ

れ
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
っ
て
親
し
ま
れ
て
き
た
岩
波
文
庫
版
『
論
語
』
が
さ
ら

に
読
み
や
す
く
な
っ
た
改
訂
新
版
。

332021Ȃ2◆

青202Ȃ2

藤

原

正
校
訳

孔

子

家け

語ご

八
五
八
円

春
秋
の
学
者
・
思
想
家
孔
子
の
言
行
や
門
人
と
の
問
答
論
議
を
記
録
し
た
も
の

で
、「
漢
書
」
に
「
二
十
七
巻
」
と
あ
る
が
、
そ
の
後
散
佚
。
現
行
の
も
の
は
、

魏
の
王
粛
（
一
九
五

―
二
五
六

）
の
手
に
よ
っ
て
十
巻
四
十
四
編
と
し
て
世
に
現
れ
、
唐

代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
多
く
の
書
に
引
用
さ
れ
た
が
、
王
粛
の
偽
Ḥ
と
伝
え
ら
れ

る
。

332022Ȃ0

青204Ȃ1～2

小

林

勝

人
訳
注

孟

子
全
二
冊

上
八
五
八
円

下
一
三
八
六
円

戦
国
時
代
の
中
国
、
百
家
争
鳴
の
世
に
現
わ
れ
て
、
孔
子
の
教
え
を
軸
に
し
つ

つ
、
独
自
の
思
想
を
展
開
し
た
孟
軻
の
言
行
録
で
あ
る
。
彼
は
、
人
が
天
か
ら
与

え
ら
れ
た
本
性
は
善
で
あ
る
と
い
う
信
念
に
立
っ
て
、
こ
の
天
か
ら
万
人
に
等
し

く
与
え
ら
れ
た
本
性
を
全
面
的
に
開
花
さ
せ
る
た
め
の
実
践
倫
理
を
示
し
た
。
原

文
を
短
く
区
切
っ
て
、
読
み
下
し
文
、
口
語
訳
、
校
注
を
付
し
た
。

332041Ȃ7

青205Ȃ1

蜂

屋

邦

夫
訳
注

老

子

一
二
四
三
円

古
代
中
国
の
書
『
老
子
（
老
子
道
徳
経
）』
は
、
熾
烈
な
戦
国
時
代
を
生
き
抜
く

処
世
の
知
恵
で
あ
り
一
種
の
統
治
理
論
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
世
の
中
と
人
間
に

つ
い
て
の
深
い
洞
察
力
に
よ
っ
て
、
人
類
の
教
科
書
と
も
い
う
べ
き
普
遍
性
を
持

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
説
か
れ
る
平
和
的
で
、
自
足
、
素
朴
な
あ
り
方
、
謙
虚
さ

は
、
時
代
や
地
域
を
超
え
て
、
現
代
の
人
々
の
心
に
直
接
訴
え
か
け
る
。

332051Ȃ8◆

東 洋 思 想37



001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 3822/04/04 11:02  v3.60

青206Ȃ1～4

金

谷

治
訳
注

荘そ
う

子じ

全
四
冊

一
Ą八
五
八
円

二
Ą九
二
四
円

三
・
四
Ą各
九
九
〇
円

『
荘
子
』
は
道
家
思
想
の
代
表
的
古
典
と
し
て
、
儒
家
の
論
語
や
孟
子
な
ど
に
対

立
し
つ
つ
も
古
代
中
国
思
想
の
重
要
な
一
翼
を
な
し
、
我
が
国
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
た
。
卑
小
な
人
間
世
界
か
ら
飛
び
立
ち
、
人
為
を
超
越
し
た
自
然
の
世
界

に
融
け
こ
ん
で
、
自
由
な
精
神
を
得
よ
う
と
す
る
荘
子
の
思
想
は
、
ま
こ
と
に
魅

力
的
で
あ
る
。
一
（
内
Ἣ
）、
二
（
外
Ἣ
）、
三
（
外
Ἣ
・
雑
Ἣ
）、
四
（
雑
Ἣ
）。

332061Ȃ1

青207Ȃ1

金

谷

治
訳
注

新
訂

孫

子
七
二
六
円

『
孫
子
』
十
三
Ἣ
は
、
中
国
最
古
の
兵
書
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
現
実
的
な
戦
術

が
深
い
思
想
的
裏
づ
け
を
得
て
、
戦
争
一
般
、
さ
ら
に
は
人
生
の
問
題
と
し
て
、

広
い
視
野
の
中
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
竹
簡
の
新
㗦
料
と
の
照
合
も
経
て
、
ま

た
さ
ら
に
読
み
や
す
く
な
っ
た
新
訂
版
。
原
文
・
読
み
下
し
文
・
現
代
語
訳
に
平

易
な
注
を
加
え
、
巻
末
に
は
重
要
語
句
索
引
を
付
し
た
。

332071Ȃ9◆

青208Ȃ1～2

金

谷

治
訳
注

荀じ
ゅ
ん

子し

全
二
冊

上
一
一
七
七
円

下
一
二
四
三
円

勧
学
Ἣ
に
始
ま
り
堯
問
Ἣ
に
終
る
荀
子
の
全
思
想
の
記
録
。
彼
は
性
悪
説
を
主
張

す
る
が
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
放
任
す
れ
ば
乱
れ
る
か
ら
そ
の

悪
で
あ
る
性
を
矯
正
し
、
世
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
伝
統
的
な
教
、
即
ち
「
礼
」

を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
原
文
読
み
下
し
と
口
語
訳
と
を
併
せ
、
そ

の
思
想
を
広
く
一
般
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

332081Ȃ6

青210Ȃ1～4

金

谷

治
訳
注

㕾か
ん

非ぴ

子し

全
四
冊

一
・
二
Ą各
一
〇
六
七
円
三
Ą一
一
一
一
円
四
Ą九
九
〇
円

中
国
古
代
の
法
家
思
想
の
大
成
者
と
さ
れ
る
戦
国
末
期
の
思
想
家
㕾
非
と
そ
の
継

承
者
の
論
著
の
集
成
。
人
間
と
は
自
分
の
利
益
を
追
求
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う

非
情
な
人
間
観
か
ら
、
歯
切
れ
の
よ
い
文
章
で
、
法
律
・
刑
罰
を
政
治
の
基
礎
だ

と
説
い
て
ゆ
く
。
秦
の
始
皇
帝
の
法
律
万
能
の
思
想
こ
そ
、
こ
の
法
家
思
想
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
伝
説
・
寓
話
に
満
ち
た
書
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
付
・
索
引
。

332101Ȃ4◆

青214Ȃ1～5

司

馬

遷

小
川
環
樹
・
今
鷹
真
・
福
島
吉
彦
訳

史

記

列

伝
全
五
冊

一
Ą九
九
〇
円
二
・
三
・
五
Ą各
九
二
四
円
四
Ą八
五
八
円

中
国
最
初
の
史
書
『
史
記
』
の
最
後
に
こ
の
七
十
の
列
伝
が
置
か
れ
て
い
る
。
宰

相
、
武
将
、
循
吏
、
酷
吏
、
刺
客
、
ᷬ
客
、
素
封
家
等
、
司
馬
遷
は
貴
賤
を
問
わ

ず
「
正
義
を
保
持
し
、
ひ
と
に
屈
せ
ず
、
機
を
失
わ
ず
し
て
世
に
あ
ら
わ
れ
た
人

々
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
し
た
た
か
な
こ
れ
ら
の
人
間
の
生
き
ざ
ま
を
、

躍
動
す
る
筆
致
で
描
き
、
史
記
の
全
体
世
界
像
を
構
成
す
る
。

332141Ȃ3◆
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青216Ȃ1～3

小

倉

芳

彦
訳

春

秋

左

氏

伝
全
三
冊

上
一
三
二
〇
円

中
一
一
七
七
円

下
一
四
五
二
円

『
春
秋
左
氏
伝
』
は
五
経
の
一
つ
『
春
秋
』
に
対
す
る
「
伝
」
す
な
わ
ち
解
説
で
、

春
秋
時
代
（
前
七
二
二

―
四
八
一

）
を
中
心
と
す
る
中
国
古
代
の
史
伝
説
話
の
宝
庫
で
あ

る
。
中
国
で
は
準
経
書
と
し
て
扱
わ
れ
、
わ
が
国
で
は
古
来
歴
史
や
文
学
の
つ
き

せ
ぬ
源
泉
で
あ
り
つ
づ
け
た
。
名
文
を
も
っ
て
鳴
る
『
左
伝
』
全
文
を
こ
こ
に
格

調
高
い
現
代
語
訳
で
お
と
ど
け
す
る
。
地
図
・
系
図
・
索
引
完
備
。

332161Ȃ8

青218Ȃ1

曾
我
部
静
雄
訳
Ḽ

塩

鉄

論

一
〇
六
七
円

前
漢
の
武
帝
は
、
諸
種
の
新
税
を
起
こ
し
、
中
で
も
塩
と
鉄
の
専
売
は
民
衆
を
苦

し
め
た
。
㗨
の
昭
帝
は
、
学
徳
秀
で
た
代
表
者
を
選
び
、
財
政
当
局
者
と
時
局
の

救
済
策
を
討
論
さ
せ
た
。
そ
の
成
果
が
す
な
わ
ち
本
書
で
あ
る
。
主
題
は
専
売
制

度
の
存
廃
で
あ
る
が
、
議
論
は
政
治
、
財
政
、
外
交
、
学
問
、
芸
術
な
ど
社
会
事

象
全
般
に
わ
た
り
、
さ
な
が
ら
中
国
思
想
諸
主
義
の
縮
図
を
な
し
て
い
る
。

332181Ȃ2

青220Ȃ1

小
川
環
樹
・
木
田
章
義
注
解

千せ
ん

字じ

文も
ん

一
三
二
〇
円

四
字
一
句
の
二
五
〇
句
で
成
る
千
字
文
は
、
中
国
古
代
よ
り
児
童
の
文
字
を
学
ぶ

初
歩
の
教
科
書
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
、
日
本
で
は
習
字
の
手
本
と
し
て
も
古
く

か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
。
本
書
は
千
字
文
を
口
語
に
訳
し
、
文
選
読
み
と
い
う
古

い
読
み
方
と
、
多
く
の
興
味
深
い
逸
話
を
含
む
、
李
暹
の
「
千
字
文
注
」
の
訳
を

加
え
、
巻
末
に
智
永
の
真
蹟
本
「
真
草
千
字
文
」
を
付
し
た
。

332201Ȃ0

青222Ȃ1

金

谷

治
訳
注

大

学

・

中

庸
九
二
四
円

天
下
国
家
の
政
治
も
そ
の
根
本
は
一
身
の
修
養
に
あ
る
こ
と
を
説
く
『
大
学
』。

人
間
の
本
性
と
は
何
か
を
論
じ
、「
誠
」
の
哲
学
を
説
く
『
中
庸
』。
朱
子
に
よ
っ

て
『
論
語
』『
孟
子
』
と
と
も
に
四
書
の
一
つ
と
さ
れ
た
儒
教
の
代
表
的
な
経
典
。

本
書
で
は
、
朱
子
以
前
の
古
い
読
み
方
を
探
求
し
て
、
両
書
の
本
来
の
意
味
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
。
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
等
を
併
収
。

332221Ȃ5◆

青232Ȃ1

㞍

嗣

同

西
順
蔵
・
坂
元
ひ
ろ
子
訳
注

仁

学

―
清
末
の
社
会
変
革
論
―

九
二
四
円

中
国
数
千
年
の
歴
史
の
中
に
、
人
間
と
宇
宙
の
根
源
、
社
会
の
束
縛
の
由
来
を
た

ず
ね
、「
以
太
」（
エ
ー
テ
ル
）
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
そ
の
束
縛
か
ら
の
突
破

を
試
み
た
思
想
書
。
清
末
の
社
会
変
革
運
動
の
担
い
手
で
あ
っ
た
㞍
嗣
同
（
一
八
六
五

―
一
八
九
八

）
の
主
著
で
、
政
治
問
題
を
始
め
産
業
育
成
論
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
論
、
女
性

解
放
論
等
多
岐
に
わ
た
る
問
題
を
論
じ
、
後
の
五
四
運
動
に
影
響
を
与
え
た
。

332321Ȃ1

東 洋 思 想39
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青233Ȃ1

西
順
蔵
・
近
藤
邦
康
編
訳

章

炳

麟

集

―
清
末
の
民
族
革
命
思
想
―一

三
二
〇
円

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
に
か
け
て
中
国
で
民
族
革
命
を
鼓
吹
し
、
孫
文
・

黄
興
と
な
ら
ん
で
「
革
命
三
尊
」
と
呼
ば
れ
た
思
想
家
章
炳
麟
（
一
八
六
九

―
一
九
三
六

）

の
主
要
論
文
二
四
Ἣ
を
収
録
。
仏
教
と
老
荘
の
思
想
に
も
と
づ
い
て
西
欧
思
想
に

対
峙
し
、
徹
底
し
た
帝
国
主
義
・
植
民
地
主
義
批
判
を
展
開
し
た
彼
の
哲
学
は
、

彼
を
終
生
師
と
仰
い
だ
魯
迅
、
毛
沢
東
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

332331Ȃ9

青234Ȃ1

岡
本
隆
司
・
石
川
禎
浩
・
高
嶋
航
編
訳

梁

啓

超

文

集

一
四
五
二
円

「
わ
た
し
が
最
も
慚
愧
に
堪
え
な
い
の
は
、
わ
が
国
に
国
名
が
な
い
こ
と
で
あ

る
」。
清
末
・
民
国
の
激
動
期
、
日
本
を
媒
介
と
し
て
西
洋
文
明
を
摂
取
し
、
中

国
人
の
精
神
の
改
造
と
社
会
の
近
代
化
を
唱
え
た
梁
啓
超
（
一
八
七
三

―
一
九
二
九

）。
政

治
か
ら
文
化
ま
で
、
多
大
な
影
響
を
残
し
た
そ
の
活
動
を
伝
え
る
二
八
Ἣ
を
精

選
。
時
系
列
で
思
想
の
変
遷
を
た
ど
り
つ
つ
配
し
、
す
べ
て
に
解
題
を
付
し
た
。

332341Ȃ0

青260Ȃ1

マ

ヌ

田

辺

繁

子
訳

マ

ヌ

の

法

典

一
一
一
一
円

人
間
の
始
祖
マ
ヌ
の
啓
示
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
の
法
典

は
、
数
千
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
最
高
の
名
声
と
至
上
の
権
威
を
も
っ
て
イ
ン
ド

民
衆
を
支
配
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
影
響
は
、
遠
く
ビ
ル
マ
、
シ
ャ
ム
、
ジ
ャ
ヴ
ァ

等
の
地
に
も
及
ん
だ
が
、
そ
の
神
話
、
哲
学
、
道
徳
、
宗
教
に
及
ぶ
広
汎
な
叙
述

は
、
東
洋
的
な
物
の
考
え
方
を
知
る
上
に
、
き
わ
め
て
有
力
な
示
唆
に
富
む
。

332601Ȃ6

青261Ȃ1

森

本

達

雄
訳

ガ
ン
デ
ィ
ー

獄
中
か
ら
の
手
紙

五
九
四
円

一
九
三
〇
年
、
ヤ
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
ー
中
央
刑
務
所
に
収
監
中
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
修

道
場
で
み
ず
か
ら
の
教
え
を
実
践
す
る
弟
子
た
ち
に
宛
て
て
一
週
間
ご
と
に
手
紙

を
送
る
。
真
理
に
つ
い
て
、
愛
に
つ
い
て
、
清
貧
に
つ
い
て
、
不
可
触
民
制
の
撤

廃
に
つ
い
て
、
国
産
品
愛
用
運
動
に
つ
い
て
…
…
。
た
だ
た
だ
厳
粛
な
る
道
徳
的

観
点
か
ら
の
み
行
動
し
た
、「
偉
大
な
る
魂
」
の
思
想
と
活
動
原
理
。
新
訳
。

332611Ȃ4◆

青264Ȃ1

シ
ャ
ン
カ
ラ

前

田

専

学
訳

ウ
パ
デ
ー
シ
ャ
・
サ
ー
ハ
ス
リ
ー

―
真
実
の
自
己
の
探
求
―

九
二
四
円

し
ば
し
ば
イ
ン
ド
最
大
の
哲
学
者
と
よ
ば
れ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
哲
学
者
シ
ャ
ン

カ
ラ
（
七
〇
〇

―
七
五
〇

）
の
教
説
集
。「
生
と
死
と
い
う
ワ
ニ
が
出
没
す
る
輪
廻
の
大

海
」
か
ら
脱
す
る
道
は
た
だ
一
つ
、
我
が
内
な
る
本
来
の
自
己
ア
ー
ト
マ
ン
が
宇

宙
の
根
本
原
理
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
真
理
を
悟
る
こ
と
に
あ
る
と

説
く
。
表
題
は
「
千
の
詩
節
か
ら
な
る
教
説
」
の
意
。
本
邦
初
訳
。

332641Ȃ5
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青301Ȃ1

中

村

元
訳

ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば

―
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
―

一
二
四
三
円

数
多
い
仏
教
書
の
う
ち
で
最
も
古
い
聖
典
。
後
世
の
仏
典
に
見
ら
れ
る
煩
瑣
な
教

理
は
少
し
も
な
く
、
人
間
と
し
て
の
生
き
る
道
が
、
ブ
ッ
ダ
と
の
対
話
の
な
か
で

具
体
的
に
語
ら
れ
る
。
初
訳
よ
り
二
十
六
年
、
訳
文
は
い
っ
そ
う
読
み
易
く
な

り
、
積
年
の
研
究
成
果
が
訳
注
に
盛
ら
れ
、
読
解
の
助
け
と
な
る
と
共
に
、
他
仏

典
と
の
関
連
、
さ
ら
に
は
比
較
文
化
論
に
も
及
び
、
興
味
は
つ
き
な
い
。

333011Ȃ0◆

青302Ȃ1

中

村

元
訳

ブ
ッ
ダ
の

真
理
の
こ
と
ば
・

感か
ん

興き
よ
う

の
こ
と
ば

一
一
一
一
円

『
法
句
経
』
の
名
で
知
ら
れ
る
「
真
理
の
こ
と
ば
」（
ダ
ン
マ
パ
ダ
）
も
、
併
収
の

「
感
興
の
こ
と
ば
」（
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
）
も
、
ブ
ッ
ダ
の
教
え
を
集
め
た
も
の

で
、
人
間
そ
の
も
の
へ
の
深
い
反
省
や
生
活
の
指
針
が
、
風
格
あ
る
簡
潔
な
句
に

表
わ
さ
れ
て
い
る
。「
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
」
と
は
、
ブ
ッ
ダ
が
感
興
を
お
ぼ
え

た
時
、
ふ
と
口
に
し
た
言
葉
集
の
意
味
で
、
初
め
て
の
完
訳
。

333021Ȃ8◆

青303Ȃ1

中
村
元
・
紀
野
一
義
訳
Ḽ

般は
ん

若に
ゃ

心し
ん

経ぎ
ょ
う

・
金
剛
般
若
経

七
九
二
円

日
本
に
お
け
る
仏
教
の
ほ
と
ん
ど
は
大
乗
仏
教
で
あ
り
、「
般
若
心
経
」
は
そ
の

根
本
思
想
で
あ
る
空
の
理
法
を
説
い
た
も
の
。
ま
た
「
金
剛
般
若
経
」
は
古
来
よ

り
広
く
読
誦
さ
れ
て
き
た
大
般
若
経
典
の
な
か
の
代
表
的
な
教
典
で
あ
る
。
本
書

は
玄
奘
の
漢
訳
と
そ
の
読
み
下
し
文
お
よ
び
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
か
ら
の
現
代

語
訳
を
対
照
さ
せ
て
収
め
、
一
般
読
者
の
便
を
は
か
っ
た
。

333031Ȃ5◆

青304Ȃ1～3

坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注

法ほ

華け

経き
ょ
う

全
三
冊

上
一
二
四
三
円

中
一
一
一
一
円

下
一
三
二
〇
円

数
多
い
大
乗
仏
典
中
「
法
華
経
」
は
特
に
そ
の
強
い
個
性
と
庶
民
的
性
格
に
よ
っ

て
、
我
が
国
仏
教
の
歴
史
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
信
仰
の
柱
と
し
て
あ
が
め
ら

れ
、
唱
え
ら
れ
て
来
た
。
ま
た
、
経
中
の
美
し
い
譬
喩
、
巧
み
な
説
話
の
数
々
は

文
学
・
芸
術
の
世
界
に
も
豊
か
な
も
の
を
も
た
ら
し
た
。
本
書
で
は
、
漢
訳
・
読

み
下
し
に
原
典
の
現
代
語
訳
を
対
置
、
味
読
の
便
を
計
っ
て
い
る
。

333041Ȃ2◆

青305Ȃ1

兜

木

正

亨
校
注

日

蓮

文

集

一
一
七
七
円

日
本
仏
教
史
上
の
巨
峰
日
蓮
。
彼
の
妥
協
の
な
い
剛
毅
不
抜
の
布
教
の
㗡
は
、
様

々
な
法
難
の
物
語
に
よ
っ
て
人
々
の
脳
裡
に
強
く
Ḑ
き
つ
い
て
い
る
。
そ
の
、
彼

の
教
え
そ
の
も
の
が
い
か
に
培
わ
れ
い
か
に
発
展
し
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
か
。
ま

た
彼
の
人
と
な
り
は
…
…
。
日
蓮
主
要
書
（
三
大
部
）
と
主
な
消
息
文
（
手
紙
）

の
一
つ
一
つ
に
解
説
を
付
し
一
冊
に
ま
と
め
た
。

333051ȂX

仏 教41
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青306Ȃ1～2

中
村
元
・
早
島
鏡
正
・
紀
野
一
義
訳
Ḽ

浄

土

三

部

経
全
二
冊

上
一
一
一
一
円

下
九
二
四
円

仏
教
諸
経
典
の
中
で
も
、
日
本
人
の
心
に
最
も
深
い
感
化
を
及
ぼ
し
た
浄
土
三
部

経
（「
無
量
寿
経
」「
観
無
量
寿
経
」「
阿
弥
陀
経
」）。
漢
訳
に
は
流
布
本
を
採
用
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
を
逐
一
参
照
し
つ
つ
読
み
く
だ
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
わ
か
り
や
す
さ
を
旨
と
し
た
。
最
近
の
研
究
成
果
を
と
り
入

れ
完
璧
を
期
し
た
改
訂
版
。
上
＝
無
量
寿
経
、
下
＝
観
無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
。

333061Ȃ7

青308Ȃ1

宇
井
伯
寿
・
高
崎
直
道
訳
注

大

乗

起

信

論
九
九
〇
円

従
来
の
仏
教
を
、
出
家
者
中
心
、
自
利
中
心
と
批
判
、
在
家
者
を
重
視
し
、
利
他

中
心
の
立
場
を
と
ろ
う
と
す
る
、
紀
元
前
後
の
イ
ン
ド
で
起
っ
た
仏
教
革
新
運
動

を
大
乗
仏
教
と
い
う
。
こ
の
大
乗
仏
教
の
根
本
教
義
を
理
論
と
実
践
の
両
面
か
ら

手
際
よ
く
要
約
し
た
本
書
（
五
、
六
世
紀
頃
成
立
）
は
、
中
国
・
日
本
の
仏
教
者

に
愛
読
さ
れ
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
現
代
語
訳
を
付
す
。

333081Ȃ1

青310Ȃ1

入

矢

義

高
訳
注

臨り
ん

済ざ
い

録ろ
く

七
九
二
円

自
ら
の
外
に
仏
を
求
め
る
修
行
者
に
む
か
っ
て
「
祖
仏
は
今
わ
し
の
面
前
で
説
法

を
聴
い
て
い
る
お
前
こ
そ
が
そ
れ
だ
」
と
説
く
臨
済
（
？
―
八
六
七

）。
彼
の
言
行
を

弟
子
慧
然
が
記
し
た
『
臨
済
録
』
は
、「
無
事
の
人
」
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
臨

済
の
き
び
し
い
自
己
格
闘
の
跡
を
ま
ざ
ま
ざ
と
描
き
、
語
録
中
の
王
と
い
わ
れ
て

い
る
。
長
年
に
わ
た
っ
て
、
本
書
を
愛
読
し
た
訳
者
に
よ
る
待
望
の
書
。

333101ȂX

青311Ȃ1～3

入
矢
義
高
・
溝
口
雄
三
・
末
木
文
美
士
・
伊
藤
文
生
訳
注

碧へ
き

巌が
ん

録ろ
く

全
三
冊

上
一
一
一
一
円

中
一
〇
六
七
円

下
九
九
〇
円

『
碧
巌
集
』
と
も
い
う
。
北
宋
初
期
の
僧
雪
竇
重
顕
が
古
来
の
禅
録
の
中
か
ら
公

案
百
則
を
選
び
、
韻
文
の
コ
メ
ン
ト
（
頌
）
を
付
し
た
『
雪
竇
頌
古
』
に
、
北
宋

晩
期
の
圜
悟
克
勤
が
解
説
・
論
評
を
加
え
た
も
の
。「
宗
門
第
一
の
書
」
と
い
わ

れ
る
禅
の
教
本
で
、
日
本
の
禅
に
測
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
た
。
訳
注
者
四
氏

の
綿
密
な
討
議
を
経
て
成
っ
た
、
唐
・
宋
の
口
語
に
即
し
た
周
到
な
新
釈
。

333111Ȃ7

青312Ȃ1

西

村

恵

信
訳
注

無む

門も
ん

関か
ん

七
九
二
円

「
素
晴
ら
し
い
悟
り
は
一
度
徹
底
的
に
意
識
を
無
く
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
こ
に
提
示
さ
れ
た「
無
」の
字
こ
そ
、ま
さ
に
宗
門
に
於
い
て
最
も
大
切
な
関
門

に
ほ
か
な
ら
な
い
」

中
国
宋
代
の
僧
無
門
慧
開（
一
一
八
三

―
一
二
六
〇

）が
編
ん
だ
公

案
集
『
無
門
関
』は
、「
狗
子
仏
性
」を
初
関
と
し
て
全
四
十
八
則
、い
わ
ゆ
る「
東
洋

的
無
」「
絶
対
無
」の
原
典
と
し
て
世
界
的
に
著
名
。
付
・
現
代
語
訳
。

333121Ȃ4

仏 教 42

001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 4322/04/04 11:02  v3.60

青315Ȃ1～2

聖

徳

太

子

花

山

信

勝
校
訳

法ほ
っ

華け

義ぎ

疏し
ょ

全
二
冊

上
・
下
各
一
一
七
七
円

聖
徳
太
子
（
五
七
四

―
六
二
二

）
は
深
く
仏
教
に
帰
依
し
、
そ
の
弘
布
に
力
を
尽
し
た
。

そ
う
し
た
事
業
の
一
環
と
し
て
「
三
経
義
疏
」
す
な
わ
ち
『
法
華
経
』『
勝
㞾
経
』

『
維
摩
経
』
の
注
釈
執
筆
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
本
書
は
大
乘
仏
典
中
の
第
一
の
経

典
た
る
『
法
華
経
』
二
十
七
品
の
全
部
に
独
自
の
解
釈
を
く
わ
え
た
も
の
で
、
太

子
の
仏
教
弘
宣
の
熱
い
お
も
い
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
。

333151Ȃ6

青316Ȃ1～2

源

信

石

田

瑞

麿
訳
注

往

生

要

集
全
二
冊

上
一
一
七
七
円

下
九
二
四
円

源
信
（
九
四
二

―
一
〇
一
七

）
は
、
初
め
に
八
熱
地
獄
の
一
つ
一
つ
の
大
き
さ
・
業
因
等

に
触
れ
、
そ
の
極
苦
の
様
を
リ
ア
ル
に
描
い
て
罪
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
ら
せ

る
。
そ
の
上
で
、
地
獄
に
堕
ち
ず
極
楽
往
生
す
る
に
は
一
心
に
仏
を
想
い
念
仏
す

る
以
外
に
は
な
い
と
説
く
。
源
信
の
思
想
は
法
然
・
親
鸞
の
浄
土
教
に
う
け
つ
が

れ
る
が
、
と
り
わ
け
地
獄
思
想
は
文
学
・
絵
画
に
深
い
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。

333161Ȃ3

青318Ȃ1

親

鸞

金

子

大

栄
校
訂

教き
ょ
う

行ぎ
ょ
う

信し
ん

証し
ょ
う

一
二
四
三
円

親
鸞
は
煩
悩
に
苦
し
み
続
け
た
末
、
つ
い
に
人
生
の
大
悟
に
徹
し
た
。
こ
の
書

は
、
彼
が
自
己
の
体
験
を
生
か
し
て
仏
法
を
説
き
、
そ
れ
へ
の
入
門
を
明
ら
か
に

し
た
真
宗
の
根
本
聖
典
で
あ
る
。
本
文
は
誰
で
も
親
し
め
る
カ
ナ
ま
じ
り
文
で
あ

り
、
専
門
の
用
語
に
は
脚
注
を
つ
け
、
各
巻
の
始
め
に
は
そ
の
内
容
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
た
め
梗
概
を
お
き
、
読
解
を
助
け
る
方
法
を
講
じ
て
あ
る
。

333181Ȃ8

青318Ȃ2

金

子

大

栄
校
注

㙛た
ん

異に

抄し
ょ
う

五
〇
六
円

数
多
い
仏
教
書
の
中
で
も
「
い
づ
れ
の
行
も
及
び
が
た
き
身
な
れ
ば
、
と
て
も
地

獄
は
一
定
す
み
か
ぞ
か
し
」
と
い
っ
た
『
㙛
異
抄
』
の
文
言
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
に
耳

近
い
も
の
は
あ
る
ま
い
。
親
鸞
滅
後
、
弟
子
唯
円
が
師
の
言
葉
を
も
と
に
編
ん
だ

も
の
で
難
解
な
仏
典
仏
語
が
な
く
、
真
宗
の
安
心
と
他
力
本
願
の
奥
義
が
、
和
文

に
よ
っ
て
平
易
に
解
か
れ
て
い
る
。
段
ご
と
に
大
意
を
付
し
た
。

333182Ȃ6◆

青319Ȃ0～3

道

元

水
野
弥
穂
子
校
注

正し
ょ
う

法ぼ
う

眼げ
ん

蔵ぞ
う

全
四
冊

一
・
二
・
四
Ą各
品
切

三
Ą一
三
二
〇
円

日
本
曹
洞
宗
の
開
祖
道
元
（
一
二
〇
〇

―
五
三

）
が
、
自
ら
の
宗
教
体
験
を
述
べ
、
坐
禅

に
よ
っ
て
到
達
す
る
正
法
の
悟
り
の
内
容
を
様
々
な
面
か
ら
説
く
。「
正
法
」
は

正
し
い
仏
の
教
え
、「
眼
」
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
照
ら
し
、「
蔵
」
は
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
包
む
意
。
七
十
五
巻
本
と
十
二
巻
本
の
全
巻
、
お
よ
び
付
巻
と
し
て
「
菩
提

Ḉ
㡞
四
摂
法
」
な
ど
五
巻
を
収
め
、
こ
の
大
著
の
全
容
を
示
す
。

333190Ȃ7

仏 教43
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青319Ȃ4

懐

奘
編

和

⁋

哲

郎
校
訂

正
法
眼
蔵
随ず
い

聞も
ん

記き

七
〇
四
円

永
平
寺
の
開
祖
道
元
が
留
学
を
終
え
て
洛
南
に
道
場
を
開
い
た
頃
、
そ
の
学
風
を

慕
っ
て
参
じ
た
懐
奘
が
、
日
々
の
師
の
言
葉
を
録
し
て
成
っ
た
書
。
勉
学
の
心
得

は
も
と
よ
り
、
宗
教
に
つ
い
て
死
生
に
つ
い
て
等
々
、
人
生
の
根
源
に
か
か
わ
る

説
示
も
ま
た
、
具
体
的
に
や
さ
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
言
に
、
読

者
は
、
道
元
そ
の
人
を
感
じ
る
で
あ
ろ
う
。

（
解
説

中
村
元
）
333194ȂX

青319Ȃ6

大
久
保
道
舟
訳
Ḽ

道

元

禅

師

清

規
九
四
六
円

道
元
禅
師
が
、
そ
の
教
団
の
規
矩
と
理
想
と
を
提
示
し
た
も
の
。
あ
る
い
は
衆
僧

の
調
食
を
教
え
、
あ
る
い
は
禅
堂
の
出
入
に
関
し
参
学
の
作
法
を
示
し
、
ま
た
衆

寮
の
内
外
に
お
け
る
僧
衆
の
威
儀
用
心
を
規
定
し
、
あ
る
い
は
知
事
等
の
職
に
当

っ
て
大
悟
し
た
因
縁
事
例
を
明
ら
か
に
す
る
。「
語
録
」
と
併
記
さ
れ
る
べ
き
禅

開
眼
の
鍵
で
あ
る
。

333196Ȃ6

青321Ȃ1

大

橋

俊

雄
校
注

一

遍

上

人

語

録

―
付

播
州
法
語
集
―

七
九
二
円

旅
に
明
け
く
れ
て
布
教
に
努
め
た
一
遍
（
一
二
三
九

―
八
九

）
は
、
死
に
臨
み
「
一
代
聖

教
み
な
つ
き
て
南
無
阿
弥
陀
仏
に
な
り
は
て
ぬ
」
と
述
べ
、
一
切
の
書
籍
を
焼
き

払
っ
た
と
い
う
。
本
書
は
、
一
遍
の
手
紙
や
『
聖
絵
』
な
ど
を
基
に
編
集
、
一
七

六
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
す
べ
て
を
捨
て
去
っ
た
一
遍
の
思
想
は
、
豊
か
さ
の
中

の
貧
し
さ
を
感
じ
る
わ
れ
わ
れ
に
強
い
衝
撃
を
与
え
ず
に
は
お
か
ぬ
。

333211Ȃ3

青321Ȃ2

聖

戒
編

大

橋

俊

雄
校
注

一い
っ

遍ぺ
ん

聖ひ
じ
り

絵え

七
〇
四
円

法
然
・
栄
西
・
親
鸞
・
道
元
・
日
蓮
ら
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
た
ち
の
中
で
、
と
り
わ

け
行
動
的
な
時
宗
の
開
祖
一
遍
（
一
二
三
九

―
八
九

）
の
伝
記
。
北
は
奥
州
江
刺
か
ら
南

は
大
隅
国
ま
で
全
国
を
遊
行
し
て
、
踊
り
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
る
「
踊
り
念
仏
」

を
主
唱
、
全
国
の
民
衆
の
間
に
流
行
し
た
。
本
書
は
、
弟
子
聖
戒
が
絵
師
と
共
に

師
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
全
国
を
行
脚
し
て
執
筆
、
師
の
没
後
十
年
に
成
っ
た
。

333212Ȃ1

＊青169Ȃ4

柳

宗

悦

南

無

阿

弥

陀

仏

付

心
偈

一
〇
六
七
円

南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
六
字
の
名
号
が
意
味
す
る
も
の
を
説
き
明
か
し
つ
つ
、
浄

土
思
想
＝
他
力
道
を
民
藝
美
学
の
基
盤
と
し
て
把
え
直
し
た
書
。
な
か
で
も
、
日

本
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
系
譜
を
法
然
―
親
鸞
―
一
遍
と
た
ど
り
、
一
遍
上
人
を

そ
の
到
達
点
と
し
て
歴
史
的
に
位
置
づ
け
た
点
は
注
目
さ
れ
る
。
柳
宗
悦
晩
年
の

最
高
㑹
作
で
あ
り
、
格
好
の
仏
教
入
門
書
で
あ
る
。

（
解
説

今
井
雅
晴
）
331694Ȃ0

仏 教 44
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青322Ȃ1

蓮

如

笠

原

一

男
校
注

蓮

如

文

集
八
五
八
円

お
ふ
み
と
も
御
文
章
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
文
集
は
、
蓮
如
（
一
四
一
五

―
九
五

）
が
、
親

鸞
の
教
え
を
手
紙
の
形
で
易
し
く
述
べ
た
も
の
。
寺
内
で
ṧ
塞
し
て
い
た
蓮
如

は
、
そ
の
期
間
を
十
分
な
研
鑽
に
あ
て
、
の
ち
本
文
集
を
拠
り
所
と
し
て
活
発
な

布
教
活
動
を
行
な
い
、
本
願
寺
を
一
大
教
団
に
作
り
上
げ
た
。
耳
馴
れ
た
「
朝
に

は
紅
顔
あ
り
て
夕
は
白
骨
と
な
る
身
な
り
」
の
一
文
も
こ
の
な
か
に
あ
る
。

333221Ȃ0

青322Ȃ2

稲

葉

昌

丸
校
訂

蓮
如
上
人
御
一
代
聞
書

七
九
二
円

本
書
は
蓮
如
上
人
の
日
常
の
法
語
・
座
談
を
弟
子
た
ち
が
録
し
た
も
の
で
、
お
よ

そ
四
〇
〇
条
余
。
こ
れ
を
「
空
善
記
」「
昔
語
記
」「
実
悟
記
」
の
三
部
に
わ
け
、

難
解
の
語
に
は
簡
潔
的
確
な
説
明
を
付
し
た
。「
御
文
章
」
と
並
ん
で
上
人
の
偉

大
な
薫
化
を
知
る
に
貴
重
な
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
当
時
の
新
仏
教
を
知
る
上
で

は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
書
で
あ
る
。

333222Ȃ9

青323Ȃ1

鈴

木

大

拙

篠

田

英

雄
校
訂

日

本

的

霊

性
九
二
四
円

現
代
仏
教
哲
学
の
頂
点
を
な
す
著
作
で
あ
り
、
著
者
が
到
達
し
た
境
地
が
遺
憾
な

く
示
さ
れ
る
。
日
本
人
の
真
の
宗
教
意
識
、
日
本
的
霊
性
は
、
鎌
倉
時
代
に
禅
と

浄
土
系
思
想
に
よ
っ
て
初
め
て
明
白
に
顕
現
し
、
そ
の
霊
性
的
自
覚
が
現
在
に
及

ぶ
と
述
べ
る
。
著
者
は
、
日
本
の
仏
教
徒
に
は
仏
教
と
い
う
文
化
財
を
世
界
に
伝

え
る
使
命
が
あ
る
と
考
え
、
本
書
も
そ
の
一
環
と
し
て
書
か
れ
た
。

333231Ȃ8◆

青323Ȃ2

鈴

木

大

拙

上

田

閑

照
編

新
編

東
洋
的
な
見
方

一
〇
六
七
円

鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇

―
一
九
六
六

）
の
最
晩
年

驚
く
べ
し
、
九
十
歳
前
後

に
書

か
れ
た
思
想
的
エ
ッ
セ
イ
を
収
録
し
た
『
東
洋
的
な
見
方
』
を
中
心
に
、
同
時
期

の
好
文
章
を
加
え
て
再
編
成
。
世
界
に
と
っ
て
失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
「
東
洋
の

よ
き
も
の
」
と
は
何
か

文
字
通
り
世
界
に
出
て
西
洋
を
自
ら
の
生
活
世
界
と

し
た
著
者
が
、
身
を
も
っ
て
探
求
し
つ
つ
生
き
た
そ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

333232Ȃ6

青323Ȃ3

鈴

木

大

拙

横

川

顕

正
訳

禅

堂

生

活
九
九
〇
円

世
界
に
禅
を
伝
え
た
Ｄ
・
Ｔ
・
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
の
英
文
著
作
。
円
覚
寺
で
の
修
行

体
験
と
中
国
の
禅
籍
か
ら
の
自
在
な
引
用
、
さ
ら
に
禅
僧
佐
藤
禅
忠
の
筆
に
な
る

多
彩
な
挿
絵
が
加
わ
っ
て
、
厳
粛
に
し
て
朗
ら
か
な
、
禅
堂
の
修
行
生
活
が
い
き

い
き
と
描
き
出
さ
れ
る
。「
僧
堂
教
育
論
」
お
よ
び
円
覚
寺
・
今
北
洪
川
・
釈
宗

演
ら
に
関
す
る
小
品
五
Ἣ
を
併
載
。

（
解
説

横
田
南
嶺
、
解
題

小
川
隆
）
333233Ȃ7

仏 教45
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青323Ȃ4

鈴

木

大

拙

佐

々

木

閑
訳

大

乗

仏

教

概

論

一
三
八
六
円

大
拙
の
英
文
著
作
の
デ
ビ
ュ
ー
作
。
明
治
新
仏
教
の
到
達
点
の
一
つ
で
あ
り
，
二

十
世
紀
の
Zen
Buddhism
の
起
点
と
も
な
っ
た
書
。
過
去
の
仏
教
の
解
説
で
な

く
、
現
代
に
生
き
る
新
た
な
宗
教
と
し
て
の
「
大
乗
仏
教
」
を
思
想
と
実
践
の
両

面
か
ら
提
起
す
る
。
智
慧
と
慈
悲
の
統
一
を
説
く
理
知
的
に
し
て
情
熱
的
な
そ
の

筆
致
は
、
今
も
な
お
生
命
を
失
わ
な
い
。

（
解
説

石
井
修
道
）
333234Ȃ4◆

青323Ȃ5

鈴

木

大

拙

浄

土

系

思

想

論

一
〇
六
七
円

本
書
は
、
伝
統
教
学
の
枠
を
超
え
て
、
自
由
な
立
場
か
ら
浄
土
思
想
の
も
つ
本
質

と
創
造
性
に
迫
り
、
さ
ら
に
大
乗
仏
教
の
根
本
精
神
を
現
代
世
界
の
場
へ
と
引
き

出
し
て
い
る
。『
無
量
寿
経
』『
浄
土
論
Ḽ
』『
教
行
信
証
』
な
ど
を
読
み
込
む
こ

と
で
、
阿
弥
陀
の
本
願
、
他
力
の
信
心
、
名
号
を
論
じ
て
、
浄
土
の
世
界
を
明
ら

か
に
す
る
。
大
拙
の
浄
土
論
を
集
成
し
た
代
表
作
。

（
解
説

木
村
宣
彰
）
333235Ȃ1◆

青323Ȃ6

鈴

木

大

拙

坂
東
性
純
・
清
水
守
拙
訳

神
秘
主
義
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教

一
一
一
一
円

キ
リ
ス
ト
教
神
秘
思
想
を
代
表
す
る
修
道
士
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
、
中
国
、
日
本
の
禅

僧
の
問
答
、
真
宗
の
念
仏
者
の
極
点
・
妙
好
人
の
信
心
の
世
界
、
こ
れ
ら
東
西
三

者
を
宗
教
の
普
遍
的
真
理
「
神
秘
主
義
」
に
連
な
る
も
の
と
し
て
、
自
在
に
論
じ

る
。
大
拙
が
戦
後
、
英
文
で
世
界
に
発
信
、
欧
米
人
を
感
嘆
・
魅
了
し
た
晩
年
の

代
表
作
。
初
の
日
本
語
訳
。

（
解
説

安
藤
礼
二
）
333236Ȃ8

青323Ȃ7

鈴

木

大

拙

禅

の

思

想

一
〇
六
七
円

大
拙
本
人
が
、
自
身
の
代
表
作
と
し
た
著
作
。
戦
時
下
の
緊
迫
し
た
状
況
下
に
書

か
れ
た
。
禅
を
「
思
想
」、「
行
為
」、「
問
答
」
の
三
テ
ー
マ
に
分
け
て
、
禅
の
古

典
籍
を
引
用
し
な
が
ら
、
言
葉
を
超
え
た
禅
思
想
の
在
り
処
を
言
葉
に
よ
っ
て
縦

横
に
説
き
示
す
。
今
回
初
め
て
、
通
読
を
容
易
に
す
べ
く
引
用
漢
文
に
訓
読
文
を

大
幅
に
追
加
注
記
し
た

（
解
説

横
田
南
嶺
、
解
題

小
川
隆
）
333237Ȃ5

青325Ȃ1

中

村

元
訳

ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅

―
大
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
経
―一

一
一
一
円

原
始
経
典
の
中
に
は
ブ
ッ
ダ
の
生
涯
は
殆
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
彼
の
死
は

信
徒
に
と
っ
て
永
久
に
忘
れ
え
ぬ
出
来
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
パ
ー
リ
語
本

『
大
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
経
』
の
中
に
、
ブ
ッ
ダ
の
死
と
そ
の
前
後
の
事
件
が
詠
㙛

を
こ
め
て
語
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
こ
の
パ
ー
リ
語
本
を
底
本
と
し
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
本
、
漢
訳
本
を
参
照
し
て
邦
訳
。
巻
末
に
周
到
詳
細
な
注
を
付
す
。

333251Ȃ2◆

仏 教 46
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青327Ȃ1

中

村

元
訳

仏

弟

子

の

告

白

―
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
―

九
九
〇
円

仏
教
が
興
起
し
た
は
る
か
な
昔
、
ブ
ッ
ダ
の
ま
わ
り
に
は
悩
み
を
持
ち
虐
げ
ら
れ

た
不
運
な
人
々
が
大
勢
集
ま
り
「
な
か
ま
」
を
形
づ
く
っ
た
。
仏
弟
子
た
ち
は
、

お
の
が
煩
悶
、
悪
魔
の
誘
惑
、
救
い
を
得
た
い
と
い
う
熱
烈
な
希
望
、
努
力
と
挫

折
、
つ
い
に
ブ
ッ
ダ
に
帰
依
し
て
心
の
安
住
を
得
た
喜
び
な
ど
を
こ
も
ご
も
語
っ

た
と
い
う
。
そ
の
一
人
一
人
の
告
白
は
、
今
も
な
お
切
実
で
感
銘
深
い
。

333271Ȃ7

青327Ȃ2

中

村

元
訳

尼

僧

の

告

白

―
テ
ー
リ
ー
ガ
ー
タ
ー
―

五
七
二
円

『
仏
弟
子
の
告
白
』『
尼
僧
の
告
白
』
と
も
、
生
活
・
信
仰
を
記
録
し
た
こ
と
に
違

い
は
な
い
。
だ
が
、
尼
僧
た
ち
は
「
二
本
の
指
ほ
ど
わ
ず
か
な
智
慧
し
か
な
い
」

と
さ
げ
す
ま
れ
た
女
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
愛
憎
に
苦
し
み
、
醜
老
・
孤
独
に

さ
い
な
ま
れ
た
あ
げ
く
、
ブ
ッ
タ
に
帰
依
し
真
摯
な
修
行
に
よ
っ
て
解
脱
し
え
た

喜
び
は
い
っ
そ
う
大
き
か
っ
た
。
安
住
の
心
境
が
切
々
と
伝
わ
る
詩
句
集
。

333272Ȃ5

青329Ȃ1

中

村

元
訳

ブ
ッ
ダ

神
々
と
の
対
話

―
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
Ⅰ
―

一
〇
六
七
円

「
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
」
と
は
「
主
題
ご
と
に
整
理
さ
れ
た
教
え
の
集
成
」

の
意
味
で
五
集
よ
り
成
る
。
第
一
集
は
「
詩
句
を
と
も
な
っ
た
集
」
と
名
づ
け
ら

れ
、『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
（
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
）』
と
並
ぶ
貴
重
な
原
始
仏
典
で
あ

る
。
本
文
庫
は
そ
の
第
一
―
三
Ἣ
、
ブ
ッ
ダ
が
神
々
ら
と
交
す
言
葉
を
詩
の
形
で

記
し
た
章
を
ま
と
め
た
も
の
。

333291Ȃ1

青329Ȃ2

中

村

元
訳

ブ
ッ
ダ

悪
魔
と
の
対
話

―
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
Ⅱ
―

一
一
七
七
円

『
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
』
の
第
一
集
「
詩
句
を
と
も
な
っ
た
集
」
の
第
四
Ἣ

か
ら
終
り
第
十
一
Ἣ
ま
で
を
収
め
る
。
悪
魔
や
尼
僧
、
バ
ラ
モ
ン
、
在
俗
信
者
な

ど
と
の
対
話
に
、
は
る
か
な
昔
、
貧
乏
、
病
、
死
、
戦
争
、
煩
悩
等
々
に
う
ち
ひ

し
が
れ
た
人
々
の
間
を
た
ゆ
み
な
く
歩
き
、
彼
ら
の
苦
し
み
を
救
っ
た
ブ
ッ
ダ
の

㗡
が
生
き
生
き
と
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

333292ȂX

青341Ȃ1

足

立

大

進
校
注

禅

林

句

集
九
九
〇
円

禅
の
修
行
者
、
ま
た
在
俗
の
信
者
に
よ
っ
て
も
愛
読
さ
れ
た
各
種
の
禅
宗
語
録
に

見
え
る
言
葉
＝
禅
語
の
語
彙
集
で
あ
る
禅
林
句
集
は
、
室
町
期
か
ら
㗨
々
と
編
ま

れ
、
心
の
指
針
を
与
え
て
く
れ
る
金
句
集
と
し
て
、
禅
僧
に
は
禅
語
に
習
熟
す
る

た
め
の
手
引
き
と
し
て
読
ま
れ
て
き
た
。
今
回
、
約
三
五
〇
〇
の
秀
句
を
選
び
、

検
索
の
便
の
た
め
、
字
数
順
、
五
十
音
順
に
収
め
た
。

（
解
説

田
島
照
久
）
333411Ȃ9

仏 教47
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青343Ȃ1

ワ
ー
ル
ポ
ラ
・
ラ
ー
フ
ラ

今

枝

由

郎
訳

ブ
ッ
ダ
が
説
い
た
こ
と

七
九
二
円

「
人
間
は
誰
で
も
、
…
ブ
ッ
ダ
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」。
ス
リ
ラ
ン
カ
出

身
の
学
僧
ラ
ー
フ
ラ
（
一
九
〇
七

―
九
七

）
は
、
最
古
の
仏
典
に
収
め
ら
れ
た
ブ
ッ
ダ
の

こ
と
ば
の
み
に
依
拠
し
て
、
仏
教
の
基
本
的
な
教
え
を
体
系
的
に
説
い
た
。
究
極

真
理
を
め
ざ
す
実
践
の
本
質
と
は
？

近
代
精
神
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
英
語
圏

最
良
の
仏
教
概
説
書
。
一
九
五
九
年
刊
。

333431Ȃ7

青344Ȃ1

ゲ
ン
デ
ュ
ン
・
リ
ン
チ
ェ
ン
編

今

枝

由

郎
訳

ブ
ー
タ
ン
の
瘋
狂
聖

ド
ゥ
ク
パ
・
ク
ン
レ
ー
伝

七
九
二
円

「
瘋
狂
聖
（
ひ
じ
り
）」
の
名
を
冠
さ
れ
る
ド
ゥ
ク
パ
・
ク
ン
レ
ー
（
一
四
五
五

―
一
五
二

九

）
は
、
今
な
お
ブ
ー
タ
ン
人
に
賛
仰
さ
れ
る
遊
行
僧
。
本
来
の
仏
教
か
ら
堕
落

し
、
形
骸
化
し
た
教
団
を
痛
烈
に
批
判
、
奔
放
な
振
る
舞
い
と
ユ
ー
モ
ア
で
民
衆

に
仏
教
の
真
理
を
伝
え
た
。
型
破
り
の
遍
歴
、
奇
行
の
逸
話
集
は
、
ブ
ー
タ
ン
仏

教
を
知
る
た
め
の
古
典
で
あ
る
。
初
め
て
の
翻
訳
に
詳
細
な
注
解
を
付
し
た
。

333441Ȃ6

青345Ȃ1～3

梶
山
雄
一
・
丹
治
昭
義
・
津
田
真
一
・
田
村
智
淳
・
桂
紹
隆
訳
注

梵
文
和
訳

華
厳
経
入に
ゅ
う

法ほ
っ

界か
い

品ぼ
ん

全
三
冊

上
一
〇
六
七
円

中
一
一
七
七
円

下
一
一
一
一
円

大
乗
仏
教
の
真
髄
『
華
厳
経
』
の
「
入
法
界
品
」
は
、
悟
り
を
求
め
る
若
者
・
善

財
童
子
が
文
殊
菩
Ḉ
に
教
え
ら
れ
五
一
人
の
神
々
、
菩
Ḉ
ら
の
良
き
師
を
訪
ね
、

弥
勒
菩
Ḉ
に
よ
り
重
々
無
礙
の
真
理
を
体
験
し
、
普
賢
菩
Ḉ
行
の
世
界
に
悟
入
す

る
遍
歴
の
物
語
。
日
本
で
は
伝
来
以
来
、
漢
訳
で
読
み
継
が
れ
多
大
な
影
響
を
与

え
て
き
た
仏
典
を
、
梵
語
原
典
か
ら
現
代
日
本
語
に
翻
訳
し
た
。

333451Ȃ5

仏 教 48
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青401Ȃ1

石

原

道

博
編
訳

新
訂

魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

・
後
漢
書
倭
伝
・

宋
書
倭
国
伝
・
隋
書
倭
国
伝

―
中
国
正
史
日
本
伝
１
―

七
〇
四
円

古
代
日
本
の
最
大
の
Ṗ
で
あ
る
邪
馬
台
国
に
つ
い
て
は
、
お
び
た
だ
し
い
研
究
が

発
表
さ
れ
、
論
争
は
過
熱
の
度
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
論
争
の
多
く

は
、
魏
志
倭
人
伝
中
の
邪
馬
台
国
に
関
す
る
わ
ず
か
な
記
述
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
魏
志
倭
人
伝
を
は
じ
め
、
古
代
日
本
に
関
す
る
中
国
史

料
を
一
書
に
集
め
た
史
料
集
。
原
文
（
影
印
）・
現
代
語
訳
を
新
た
に
付
す
。

334011Ȃ6

青405Ȃ1～3

松

平

千

秋
訳

ヘ
ロ
ド
ト
ス

歴

史
全
三
冊

上
一
五
一
八
円

中
一
一
一
一
円

下
一
三
八
六
円

「
歴
史
の
父
」
の
名
を
冠
さ
れ
る
ギ
リ
シ
ア
の
史
家
が
述
べ
る
、
前
五
世
紀
の
ペ

ル
シ
ア
戦
争
を
頂
点
と
す
る
東
西
抗
争
、
東
方
諸
国
の
歴
史
。
著
者
は
、
ギ
リ
シ

ア
人
と
異
邦
人
と
が
果
し
た
偉
大
な
事
跡
、
両
者
が
争
う
に
至
っ
た
原
因
を
後
世

に
伝
え
る
べ
く
こ
れ
を
書
い
た
。
何
よ
り
も
ま
ず
正
確
さ
が
重
視
さ
れ
、
豊
富
に

織
り
こ
ま
れ
た
説
話
は
長
巻
を
飽
か
ず
読
ま
せ
る
魅
力
を
も
つ
。

334051Ȃ5◆

青406Ȃ1～3

久

保

正

彰
訳

ト
ゥ
ー
キ
ュ

デ
ィ
デ
ー
ス

戦

史
全
三
冊

上
一
一
七
七
円

中
一
三
二
〇
円

下
一
四
五
二
円

紀
元
前
四
三
一
年
に
勃
発
し
た
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
は
、
二
七
年
の
長
き
に
亙
っ

て
ギ
リ
シ
ア
全
土
を
混
乱
の
堝
と
化
し
た
。
自
ら
そ
の
渦
中
に
あ
っ
た
著
者
（
前

四
六
〇

―
前
四
〇
〇

頃
）
は
、
動
乱
の
全
過
程
を
克
明
に
記
録
し
、
歴
史
を
動
か
す
大
き

な
力
の
本
体
を
混
乱
の
背
後
に
見
き
わ
め
よ
う
と
し
て
本
書
の
筆
を
執
っ
た
。
鋭

い
緊
張
の
み
な
ぎ
る
雄
渾
な
筆
致
で
記
述
さ
れ
た
大
戦
役
の
歴
史
。

334061Ȃ2

青407Ȃ1

カ

エ

サ

ル

近

山

金

㗨
訳

ガ

リ

ア

戦

記

一
〇
六
七
円

カ
エ
サ
ル
（
前
一
〇
二

頃
―
前
四
四

）
率
い
る
ロ
ー
マ
軍
の
ガ
リ
ア
（
今
の
フ
ラ
ン
ス
）

遠
征
の
記
録
。
現
地
か
ら
彼
が
送
る
戦
闘
の
記
録
は
ロ
ー
マ
全
市
を
熱
狂
の
る
つ

ぼ
に
化
し
た
と
い
う
。
七
年
に
わ
た
る
激
闘
を
描
い
た
こ
の
書
物
こ
そ
、
文
筆
家

カ
エ
サ
ル
の
名
を
不
朽
に
し
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
を
し
て
「
最
も
明
晰
な
、
最
も
雄

弁
な
、
最
も
真
摯
な
歴
史
家
」
と
賞
讃
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

334071ȂX◆

青408Ȃ1

泉
井
久
之
助
訳
Ḽ

タ
キ
ト
ゥ
ス

ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア

九
二
四
円

民
族
大
移
動
以
前
の
古
代
ゲ
ル
マ
ン
民
族
に
つ
い
て
誌
さ
れ
た
最
古
の
記
録
。
古

代
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
タ
キ
ト
ゥ
ス
（
五
五

頃
―
一
二
〇

？
）
は
、
開
化
爛
熟
の
は
て
に

㞳
廃
し
つ
つ
あ
る
帝
政
ロ
ー
マ
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
い
ま
勃
興
し
、
帝
国
の
北

辺
を
お
び
や
か
す
若
い
民
族
の
質
朴
勇
健
な
㗡
を
描
き
出
す
。
簡
潔
な
筆
致
の
な

か
に
警
世
の
気
概
が
あ
ふ
れ
る
。
積
年
の
研
究
成
果
を
盛
っ
た
訳
書
。

334081Ȃ7

歴史・地理49
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青408Ȃ2～3

国
原
吉
之
助
訳

タ
キ
ト
ゥ
ス

年

代

記
全
二
冊

テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
か
ら
ネ
ロ
帝
へ

上
・
下
各
品
切

『
年
代
記
』
は
ロ
ー
マ
帝
国
初
代
の
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
死
（
紀
元
一
四
年
）

か
ら
筆
を
お
こ
し
、
以
下
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
か
ら
ネ
ロ
帝
の
死
（
六
八
年
）
に
至

る
四
代
五
十
五
年
の
治
世
を
物
語
る
。
人
間
の
本
性
に
肉
迫
し
て
や
ま
ぬ
洞
察

力
、
類
ま
れ
な
描
写
力
。

こ
の
史
書
を
ひ
も
と
く
者
は
、
あ
た
か
も
一
Ἣ
の

秀
抜
な
歴
史
小
説
に
接
す
る
か
の
ご
と
き
感
を
深
く
す
る
。

334082Ȃ5◆

青412Ȃ1

鈴
木
成
高
・
相
原
信
作
訳

ラ
ン
ケ

世

界

史

概

観

―
近
世
史
の
諸
時
代
―

九
二
四
円

ラ
ン
ケ
の
病
歿
に
よ
り
、「
世
界
史
」
の
偉
業
は
完
成
で
き
な
か
っ
た
。
殊
に
ラ

ン
ケ
史
学
の
最
重
要
部
分
た
る
近
世
が
空
白
に
残
さ
れ
た
の
は
ま
こ
と
に
惜
し
む

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
全
生
涯
の
業
績
に
も
と
づ
く
「
世
界
史
」
の
草
案
で

あ
る
本
書
に
よ
っ
て
彼
の
全
体
系
を
覗
い
得
る
。
も
っ
と
も
簡
潔
、
も
っ
と
も
普

遍
的
、
今
日
な
お
そ
の
王
座
を
占
め
る
代
表
的
世
界
史
の
古
典
で
あ
る
。

334121ȂX

青412Ȃ2

林

健

太

郎
訳

ラ

ン

ケ

自

伝
五
七
二
円

自
伝
の
口
述
を
思
い
立
っ
た
と
き
、
ラ
ン
ケ
は
そ
れ
と
関
連
さ
せ
て
彼
の
同
時
代

史
を
語
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
い
わ
ば
学
問
的
業
績
の
し
め
く
く
り
に
し
よ
う
と

考
え
て
い
た
。
結
局
、
こ
の
計
画
は
果
た
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
た
が
、
近
代
史

学
の
巨
頭
が
語
る
こ
の
「
自
伝
」
に
は
、
彼
の
歴
史
学
の
生
成
過
程
、
彼
の
㗦
質

と
そ
れ
を
育
ん
だ
同
時
代
の
精
神
的
雰
囲
気
が
鮮
か
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

334122Ȃ8

青414Ȃ1

ベ
ル
ン
ハ
イ
ム

坂
口
昻
・
小
野
鉄
二
訳

歴
史
と
は
何
ぞ
や

八
五
八
円

ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
は
二
十
世
紀
初
め
の
ド
イ
ツ
正
統
派
史
学
を
代
表
す
る
学
者
。
本

書
は
そ
の
代
表
的
労
作
で
、
史
学
を
志
す
者
の
誰
も
が
一
度
は
手
に
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
本
の
一
つ
で
あ
る
。
個
々
の
事
実
を
諸
発
展
の
全
体
に
結
び
つ
け
て
と
ら
え
る

こ
と
こ
そ
歴
史
学
本
来
の
根
本
問
題
だ
と
す
る
本
書
の
論
述
は
、
体
系
的
な
構
成

を
持
ち
つ
つ
同
時
に
細
か
な
神
経
を
行
き
届
か
せ
て
い
る
。

334141Ȃ4

青416Ȃ3

プ
レ
ハ
ー
ノ
フ

木

原

正

雄
訳

歴
史
に
お
け
る
個
人
の
役
割

五
七
二
円

史
的
唯
物
論
の
中
心
命
題
で
あ
る
、
歴
史
を
つ
く
る
も
の
は
誰
か
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
、
多
く
の
実
例
を
あ
げ
つ
つ
明
快
に
論
じ
た
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
（
一
八
五
六

―
一
九

一
八

）
の
名
著
。
歴
史
に
お
け
る
個
人
の
役
割
を
過
大
評
価
し
た
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
の

歴
史
観
・
哲
学
観
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
思

想
の
形
成
と
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
代
表
的
論
文
の
一
つ
で
あ
る
。

334163Ȃ5
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青420Ȃ1

シ
ュ
リ
ー
マ
ン

村
田
数
之
亮
訳

古

代

へ

の

情

熱

―
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
自
伝
―

七
九
二
円

ト
ロ
ヤ
戦
争
の
物
語
を
絵
本
で
よ
ん
だ
少
年
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
は
美
し
い
古
都
が
必

ず
地
下
に
埋
も
れ
て
い
る
と
信
じ
そ
の
発
掘
を
志
す
。
長
年
に
わ
た
る
猛
烈
な
勉

強
と
経
済
的
苦
闘
の
結
果
つ
い
に
独
力
を
も
っ
て
ト
ロ
ヤ
、
ミ
ケ
ネ
の
発
掘
事
業

に
着
手
、
少
年
の
日
の
夢
は
実
現
し
て
多
く
の
遺
跡
を
発
見
、
考
古
学
、
美
術
史

学
界
に
莫
大
な
貢
献
を
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
生
涯
と
事
業
の
克
明
な
記
録
。

334201Ȃ1◆

青424Ȃ1～3

オ
ー
ル
コ
ッ
ク

山

口

光

朔
訳

大

君

の

都
全
三
冊

―
幕
末
日
本
滞
在
記
―

上
・
中
各
一
二
四
三
円

下
一
一
七
七
円

イ
ギ
リ
ス
初
代
駐
日
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
滞
日
三
年
の
記
録
。
多
難
な
幕
末
期

の
政
治
・
外
交
を
こ
れ
ほ
ど
鋭
く
詳
細
に
、
か
つ
網
羅
的
に
記
し
た
書
は
他
に
な

い
。
の
み
な
ら
ず
日
本
の
歴
史
に
精
通
し
て
い
た
著
者
は
、
日
本
人
の
生
活
・
社

会
・
文
化
を
驚
く
べ
き
視
野
の
広
さ
で
観
察
批
判
し
て
い
る
。
単
な
る
研
究
㗦
料

で
な
く
文
明
批
評
の
書
と
し
て
読
め
ば
今
日
で
も
多
く
の
示
唆
に
富
む
。

334241Ȃ0

青425Ȃ1～2

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ

坂

田

精

一
訳

一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
全
二
冊

上
・
下
各
九
二
四
円

風
雲
急
を
つ
げ
る
幕
末
・
維
新
の
政
情
の
渦
中
で
、
生
麦
事
件
等
の
血
腥
い
事
件

や
条
約
勅
許
問
題
等
の
困
難
な
紛
争
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
青
年

外
交
官
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
（
一
八
四
三

―
一
九
二
九

）
の
回
想
録
。
二
度
ま
で
実
戦
に

参
加
、
攘
夷
の
白
刃
に
ね
ら
わ
れ
た
り
砲
煙
弾
雨
の
中
を
く
ぐ
っ
た
サ
ト
ウ
の
体

験
記
は
、
歴
史
の
地
膚
を
リ
ア
ル
に
感
じ
さ
せ
る
明
治
維
新
史
の
貴
重
な
史
料
。

334251Ȃ8

青426Ȃ1～2

ト
ク
・
ベ
ル
ツ
編

菅
沼
竜
太
郎
訳

ベ
ル
ツ
の
日
記
全
二
冊

上
一
一
一
一
円

下
一
一
七
七
円

明
治
九
年
か
ら
二
十
六
年
間
、
東
大
医
学
部
の
お
雇
い
教
師
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
人

医
師
ベ
ル
ツ
（
一
八
四
九

―
一
九
一
三

）
は
皇
室
や
伊
藤
博
文
・
井
上
馨
ら
多
く
の
高
官
を

は
じ
め
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
と
接
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
日
記
を
明
治
裏

面
史
の
興
味
深
い
記
録
と
し
て
い
る
が
、
何
よ
り
も
我
々
を
う
つ
の
は
日
本
を
愛

し
て
や
ま
な
か
っ
た
ベ
ル
ツ
そ
の
人
の
㗡
で
あ
る
。

（
解
説

酒
井
シ
ヅ
）
334261Ȃ5

＊青162Ȃ1

山

川

菊

栄

武

家

の

女

性
七
二
六
円

幕
末
の
下
級
武
士
の
家
に
生
れ
育
っ
た
母
千
世
の
昔
話
を
も
と
に
、
武
士
の
家
庭

と
女
性
の
日
常
の
暮
ら
し
を
女
性
の
眼
で
生
き
生
き
と
描
き
出
し
た
庶
民
生
活

史
。
動
乱
に
明
け
暮
れ
る
水
戸
藩
で
女
性
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
躾
を
受
け
て
暮
し

て
い
た
の
か
が
、
巧
み
な
筆
致
で
描
か
れ
る
。
女
性
解
放
運
動
の
優
れ
た
思
想
家

で
あ
っ
た
著
者
に
よ
る
滋
味
ᷓ
れ
る
生
活
史
・
民
俗
史
。

（
解
説

芳
賀
徹
）
331621Ȃ5
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青427Ȃ1

ラ
ス
・
カ
サ
ス

染

田

秀

藤
訳

イ
ン
デ
ィ
ア
ス
の
破
壊
に
つ
い
て
の

簡
潔
な
報
告

一
〇
六
七
円

キ
リ
ス
ト
教
化
と
文
明
化
の
名
の
下
に
新
世
界
へ
馬
を
駆
っ
て
乗
込
ん
だ
ス
ペ
イ

ン
人
征
服
者
た
ち
に
よ
る
搾
取
と
イ
ン
デ
ィ
オ
殺
戮
が
日
常
化
し
て
い
る
植
民
地

の
実
態
を
暴
露
し
、
告
発
し
た
書
。
一
五
五
二
年
に
印
刷
に
付
さ
れ
た
こ
の
「
報

告
」
は
、
刊
行
直
後
か
ら
十
九
世
紀
末
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
と
敵
対
す
る
諸
外
国
に

よ
り
反
ス
ペ
イ
ン
宣
伝
の
格
好
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
続
け
た
。
改
訳
決
定
版
。

358001Ȃ1◆

青427Ȃ2～8

長

南

実
訳

石

原

保

徳
編

ラ
ス
・

カ
サ
ス

イ
ン
デ
ィ
ア
ス
史
全
七
冊

各
品
切

ラ
ス
・
カ
サ
ス
（
一
四
八
四

―
一
五
六
六

）
が
そ
の
後
半
生
を
通
し
て
書
き
継
ぎ
、
改
訂
を

加
え
た
同
時
代
史
。
ク
リ
ス
ト
バ
ル
・
コ
ロ
ン
（
コ
ロ
ン
ブ
ス
）
に
よ
る
新
世
界

の
発
見
か
ら
説
き
起
こ
し
、
自
ら
も
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
人
植
民
者
に

よ
る
イ
ン
デ
ィ
オ
に
対
す
る
圧
政
と
残
虐
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。「
大
航
海

時
代
叢
書
」
版
を
約
七
割
に
圧
縮
し
、
全
七
冊
同
時
刊
行
す
る
。

334272Ȃ5◆

青428Ȃ2

林

屋

永

吉
訳

コ
ロ
ン
ブ
ス

全
航
海
の
報
告品

切

新
天
地
を
発
見
し
た
第
一
㗨
航
海
、
大
船
団
を
組
み
出
帆
す
る
も
、
部
下
の
反

抗
、
原
住
民
の
蜂
起
に
遭
っ
て
エ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
の
統
治
が
困
難
と
な
っ
た
第

二
㗨
航
海
、
鉄
鎖
を
付
さ
れ
本
国
に
送
還
さ
れ
た
第
三
㗨
航
海
、
そ
し
て
失
意
の

第
四
㗨
航
海

。
四
回
に
わ
た
る
航
海
の
様
子
と
成
果
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ン
ブ

ス
（
一
四
五
一

―
一
五
〇
六

）
自
ら
が
国
王
や
貴
顕
に
宛
て
て
認
め
た
航
海
の
報
告
書
簡
。

334282Ȃ4◆

青431Ȃ1

東
京
日
日
新
聞
社
会
部
編

戊

辰

物

語
八
五
八
円

明
治
維
新
の
動
乱
を
経
験
し
た
故
老
の
回
顧
談
に
よ
り
、
当
時
の
庶
民
感
情
、
時

代
の
気
分
が
縦
横
自
在
に
語
ら
れ
た
生
き
た
維
新
の
側
面
史
。
戊
辰
戦
争
か
ら
六

十
年
目
の
昭
和
三
年
正
月
、『
東
京
日
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
表
題
作
に
、「
五

十
年
前
」「
維
新
前
後
」
を
加
え
た
本
書
は
、
敗
者
の
側
か
ら
見
た
維
新
の
記
録

と
し
て
も
貴
重
な
も
の
。
図
版
を
多
数
収
録
。

（
解
説

佐
藤
忠
男
）
334311Ȃ5

青432Ȃ1

Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス

近
藤
義
郎
・
佐
原
真
編
訳

大

森

貝

塚

―
付
関
連
史
料
―

七
二
六
円

明
治
十
年
六
月
、
来
日
間
も
な
い
モ
ー
ス
（
一
八
三
八

―
一
九
二
五

）
は
露
出
し
た
貝
殻
層

を
東
京
に
向
か
う
汽
車
の
窓
か
ら
目
撃
し
、
そ
れ
が
先
史
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
こ

と
を
看
破
し
た
。
日
本
考
古
学
の
第
一
歩
と
い
う
べ
き
大
森
貝
塚
の
発
見
で
あ

る
。
そ
の
発
掘
報
告
書
『
大
森
貝
塚
』
は
、
観
察
と
実
験
に
徹
す
る
科
学
精
神
を

み
ご
と
に
体
現
し
、
今
も
な
お
わ
れ
わ
れ
を
圧
倒
し
て
や
ま
ぬ
。

334321Ȃ2
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青435Ȃ1

オ
ク
タ
ー
ヴ
・
オ
ブ
リ
編

大

塚

幸

男
訳

ナ
ポ
レ
オ
ン
言
行
録

九
二
四
円

か
な
ら
ず
し
も
長
く
は
な
い
一
生
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
（
一
七
六
九

―
一
八
二
一

）
は
お
び
た
だ

し
い
量
の
手
紙
・
布
告
・
戦
報
・
語
録
な
ど
を
書
き
、
あ
る
い
は
口
授
し
た
。
本

書
は
そ
の
う
ち
か
ら
最
も
意
味
深
く
最
も
興
味
深
い
文
章
を
選
ん
で
年
代
順
に
配

列
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
不
世
出
の
英
雄
の
波
瀾
に
と
む
生
涯
が
、
か
れ
自
身
の

筆
と
こ
と
ば
に
よ
っ
て
生
々
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

334351Ȃ4

青436Ȃ1

石

母

田

正

中
世
的
世
界
の
形
成

一
三
二
〇
円

東
大
寺
庄
園
の
、
十
―
十
六
世
紀
の
歴
史
を
綿
密
に
分
析
し
た
著
者
は
、「
人
間

が
生
き
、
闘
い
、
か
く
し
て
歴
史
を
形
成
し
て
き
た
一
箇
の
世
界
」
を
見
事
に
再

構
成
し
た
。
古
代
的
支
配
者
＝
東
大
寺
、
そ
れ
に
抗
争
し
て
は
蹉
跌
・
敗
北
を
繰

り
返
す
人
々
。
こ
れ
ら
は
ま
た
著
者
が
直
面
し
た
暗
い
谷
間
の
日
本
社
会
そ
の
も

の
に
他
な
ら
ぬ
。
中
世
史
学
の
最
高
㑹
作
の
一
つ
。

（
解
説

石
井
進
）
334361Ȃ1

青436Ȃ2

石

母

田

正

日
本
の
古
代
国
家

一
五
一
八
円

日
本
の
古
代
国
家
は
ど
の
よ
う
な
構
造
だ
っ
た
の
か
。
中
国
・
朝
鮮
と
の
緊
張
関

係
は
、
内
政
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
。
大
王
と
国
造
、
天
皇
制
と
官
僚

制
、
軍
事
と
農
事
、
租
税
と
共
同
体
…
…
。
推
古
朝
か
ら
大
化
改
新
を
経
て
律
令

国
家
の
成
立
に
至
る
過
程
に
、
首
長
制
の
切
り
口
で
正
面
か
ら
迫
っ
た
本
書
は
、

今
な
お
古
代
国
家
を
論
じ
る
に
避
け
て
通
れ
ぬ
必
読
文
献
。
（
解
説

大
津
透
）
334362Ȃ3◆

青437Ȃ1

Ｅ
・
Ｈ
・
ノ
ー
マ
ン

大

窪

愿

二
編
訳

ク

リ

オ

の

顔

歴
史
随
想
集

七
九
二
円

も
っ
と
も
内
気
と
い
わ
れ
る
歴
史
の
女
神
ク
リ
オ
に
さ
さ
げ
た
随
想
集
。
現
代
に

お
け
る
自
由
な
言
論
の
問
題
を
論
じ
た
「
説
得
か
暴
力
か
」
な
ど
七
編
を
含
む
本

書
か
ら
世
界
史
研
究
家
に
し
て
日
本
研
究
者
ノ
ー
マ
ン
（
一
九
〇
九

―
五
七

）
の
す
ぐ
れ

た
教
養
人
像
が
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
巻
末
に
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
犠
牲
と
な

っ
た
著
者
へ
の
追
悼
文
「
ノ
ー
マ
ン
を
悼
む
」（
丸
山
真
男
）
を
付
載
。

334371Ȃ9

青437Ȃ2

Ｅ
・
Ｈ
・
ノ
ー
マ
ン

大

窪

愿

二
訳

日
本
に
お
け
る
近
代
国
家
の
成
立

一
一
一
一
円

日
本
は
明
治
維
新
か
ら
日
露
戦
争
ま
で
の
わ
ず
か
四
十
年
た
ら
ず
の
間
に
封
建
国

家
か
ら
近
代
国
家
へ
と
急
速
に
移
行
し
た
。
秀
れ
た
日
本
史
研
究
者
ノ
ー
マ
ン

（
一
九
〇
九

―
五
七

）
は
こ
の
最
初
に
し
て
最
も
中
心
的
な
著
作
で
、
日
本
の
近
代
化
す

な
わ
ち
㗦
本
制
創
出
の
驚
嘆
す
べ
き
プ
ロ
セ
ス
を
あ
ざ
や
か
な
手
際
で
分
析
・
叙

述
し
て
い
る
。
遠
山
茂
樹
「
ノ
ー
マ
ン
史
学
の
評
価
の
問
題
」
を
再
録
。

334372Ȃ7
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青438Ȃ1～2

旧
事
㗤
問
会
編

進

士

慶

幹
校
注

旧き
ゅ
う

事じ

㗤し

問も
ん

録ろ
く

全
二
冊

―
江
戸
幕
府
役
人
の
証
言
―

上
・
下
各
九
九
〇
円

明
治
二
十
年
代
半
ば
に
、
旧
幕
時
代
の
制
度
の
実
情
が
忘
れ
去
ら
れ
る
の
を
惜
し

ん
だ
歴
史
学
者
達
が
旧
幕
勤
仕
の
故
老
達
を
招
い
て
行
な
っ
た
質
疑
の
記
録
。
江

戸
幕
府
の
制
度
と
諸
役
職
の
実
情
を
語
る
文
献
と
し
て
は
一
番
有
名
で
、
利
用
価

値
の
高
い
歴
史
史
料
で
あ
る
。
将
軍
の
日
常
生
活
か
ら
大
奥
・
勘
定
所
・
評
定

所
・
目
付
・
町
奉
行
・
外
国
奉
行
・
代
官
・
町
与
力
等
に
関
す
る
証
言
を
収
録
。

334381Ȃ6

青439Ȃ1

ベ
イ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル

春

名

徹
訳

朝
鮮
・
琉
球
航
海
記

―
一
八
一
六
年
ア
マ
ー
ス
ト
使
節
団
と
と
も
に
―

一
一
一
一
円

ペ
リ
ー
来
航
三
十
七
年
前
の
十
九
世
紀
初
頭
、
同
行
し
て
き
た
ア
マ
ー
ス
ト
使
節

団
の
中
国
訪
問
の
期
間
を
利
用
し
て
、
朝
鮮
・
琉
球
を
訪
れ
た
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
艦

長
ベ
イ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
（
一
七
八
八

―
一
八
四
四

、
日
本
学
者
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
外
祖
父
）

の
探
検
・
航
海
記
。
住
民
と
の
交
流
や
風
俗
描
写
を
中
心
に
琉
球
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
紹
介
し
た
最
初
の
書
物
で
外
国
人
の
著
し
た
最
も
詳
し
い
来
琉
記
。

334391Ȃ3

青440Ȃ1～2

ス
エ
ト
ニ
ウ
ス

国
原
吉
之
助
訳

ロ
ー
マ
皇
帝
伝
全
二
冊

上
品
切

下
一
二
四
三
円

カ
エ
サ
ル
（
シ
ー
ザ
ー
）
か
ら
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
ま
で
、
帝
政
ロ
ー
マ
に
君
臨

し
た
元
首
十
二
人
の
伝
記
集
。
著
者
（
七
〇

頃
―
一
三
〇

頃
）
は
皇
帝
付
き
の
秘
書
官
。

公
文
書
の
み
な
ら
ず
、
同
時
代
の
世
評
・
諷
刺
・
落
書
の
類
ま
で
細
大
も
ら
さ
ず

渉
猟
し
、
ふ
ん
だ
ん
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
逸
話
は
皇
帝
の
知
ら
れ
ざ
る
個
人
生
活

に
ま
で
及
ぶ
。
本
邦
初
の
完
訳
版
。

334401Ȃ4

青443Ȃ1

ニ
ム
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
キ
ム
・
サ
ン

松
平
い
を
子
訳

ア

リ

ラ

ン

の

歌

―
あ
る
朝
鮮
人
革
命
家
の
生
涯
―一一

一
一
円

一
九
三
七
年
、
延
安
で
中
国
革
命
の
取
材
を
し
て
い
た
著
者
（
一
九
〇
七

―
九
七

）
は
、

ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
、
キ
ム
・
サ
ン
と
な
の
る
朝
鮮
人
革
命
家
を
知
り
、
彼
の
波

乱
に
満
ち
た
人
生
を
熱
心
に
書
き
と
め
た
。
広
州
コ
ミ
ュ
ー
ン
等
の
革
命
運
動
の

体
験
や
恋
愛
・
結
婚
に
つ
い
て
率
直
に
語
ら
れ
、
感
動
的
な
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

と
な
っ
た
。
朝
鮮
を
考
え
る
た
め
の
格
好
の
一
冊
。

（
解
説

梶
村
秀
樹
）
334431Ȃ6

青449Ȃ1

青

木

枝

朗
訳

ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン

日
本
日
記

―
１
８
５
５
～
６
１
―

九
九
〇
円

一
八
五
八
年
、
日
米
修
好
通
商
条
約
調
印
の
際
の
ア
メ
リ
カ
側
全
権
使
節
ハ
リ
ス

の
通
訳
兼
書
記
と
し
て
活
躍
し
た
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
（
一
八
三
二

―
一
八
六
一

）
の
日
本
日

記
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
発
、
日
本
に
向
う
南
方
航
路
の
印
象
を
記
し
た
一
八
五

五
年
か
ら
、
外
交
折
衝
や
日
本
で
の
見
聞
を
綴
っ
た
一
八
六
一
年
ま
で
の
日
誌

で
、
読
み
物
と
し
て
の
面
白
さ
も
十
分
に
具
え
た
幕
末
外
交
史
の
貴
重
な
記
録
。

334491ȂX
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青452Ȃ3～4

ヘ

デ

ィ

ン

福

田

宏

年
訳

さ
ま
よ
え
る
湖
全
二
冊

上
七
九
二
円

下
八
五
八
円

古
来
、
そ
の
位
置
が
Ṗ
に
つ
つ
ま
れ
た
幻
の
湖
ロ
プ
・
ノ
ー
ル
。
中
央
ア
ジ
ア
の

奥
深
く
ひ
そ
む
こ
の
大
湖
は
、
実
は
砂
漠
の
中
を
渡
り
鳥
の
よ
う
に
一
六
〇
〇
年

周
期
で
南
北
に
移
動
す
る
湖
な
の
で
あ
る
。
こ
の
壮
大
な
学
説
を
提
唱
し
た
ヘ
デ

ィ
ン
が
、
自
ら
の
仮
説
を
実
地
に
検
証
し
、
長
年
の
論
争
に
決
着
を
つ
け
る
べ
く

旅
立
っ
た
念
願
の
探
検
の
記
録
。
写
真
・
ス
ケ
ッ
チ
を
す
べ
て
収
録
。

334523Ȃ1

青454Ȃ1

宋

希

璟

村

井

章

介
校
注

老
松
堂
日
本
行
録

―
朝
鮮
使
節
の
見
た
中
世
日
本
―九

九
〇
円

十
五
世
紀
日
本
社
会
の
多
彩
な
様
相
を
活
写
し
た
日
本
紀
行
詩
文
集
。
一
四
二
○

（
応
永
二
七
）
年
、
日
本
へ
の
使
節
と
し
て
漢
城
（
ソ
ウ
ル
）・
京
都
間
を
往
復
し

た
宋
希
璟
（
一
三
七
六

―
一
四
四
六

）
が
、
そ
の
九
カ
月
間
の
見
聞
・
感
慨
を
綴
っ
た
も
の

で
、
海
賊
・
都
市
・
性
風
俗
・
農
耕
等
当
時
の
日
本
社
会
の
実
情
を
記
し
た
貴
重

な
史
料
。
朝
鮮
人
の
手
に
な
る
最
古
の
日
本
紀
行
。
原
文
・
索
引
を
付
す
。

334541ȂX

青455Ȃ1～2

メ

ル

シ

エ

原

宏
編
訳

十
八
世
紀
パ
リ
生
活
誌
全
二
冊

―
タ
ブ
ロ
ー
・
ド
・
パ
リ
―

上
一
二
四
三
円

下
一
一
一
一
円

二
百
年
前
の
パ
リ
の
臭
い
を
嗅
ぎ
、
ぬ
か
る
み
を
疾
駆
す
る
馬
車
の
騒
音
や
、
物

売
り
の
声
に
身
を
つ
つ
ま
れ
る

ま
さ
に
そ
ん
な
思
い
に
読
者
を
引
き
こ
む
の

が
こ
の
一
書
。
革
命
前
夜
の
パ
リ
の
街
を
隈
な
く
歩
き
ま
わ
っ
た
作
家
メ
ル
シ
エ

（
一
七
四
〇

―
一
八
一
四

）
が
、
大
都
市
に
生
き
る
人
々
の
㗡
を
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
描
き
だ

し
た
貴
重
な
記
録
。
本
邦
初
訳
。
収
録
図
版
多
数
。

334551Ȃ7

青456Ȃ1

桂

川

甫

周

亀

井

高

孝
校
訂

北

槎

聞

略

―
大
黒
屋
光
太
夫
ロ
シ
ア
漂
流
記
―

一
三
二
〇
円

天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
十
二
月
、
駿
河
沖
で
遭
難
し
た
回
米
船
の
船
頭
・
大
黒

屋
光
太
夫
と
乗
組
の
一
行
は
七
ヵ
月
余
の
漂
流
の
後
ア
ム
チ
ト
カ
島
に
漂
着
す

る
。
本
書
は
桂
川
甫
周
が
幕
命
に
よ
っ
て
光
太
夫
か
ら
聴
取
し
た
聞
書
で
、
約
十

年
に
及
ぶ
漂
民
体
験
や
ロ
シ
ア
帝
国
の
風
俗
・
制
度
・
言
語
等
を
驚
く
べ
き
克
明

さ
で
記
録
し
た
第
一
級
の
漂
流
記
で
あ
る
。（
注

高
野
明
、
解
説

加
藤
九
祚
）
334561Ȃ4

青459Ȃ1

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス

岡

田

章

雄
訳
注

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化

七
七
〇
円

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
（
一
五
三
二

―
九
七

）
は
、
三
十
五
年
間
日
本

で
の
布
教
に
努
め
、
長
崎
で
没
し
た
。
そ
の
間
当
時
の
日
本
の
社
会
を
細
か
く
観

察
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
と
比
較
・
対
照
し
て
記
録
し
た
。
筆
は
、
衣
食
住
、

宗
教
生
活
、
武
器
か
ら
演
劇
、
歌
謡
等
多
方
面
に
お
よ
ぶ
。
貴
重
な
史
料
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
現
代
の
我
々
に
様
々
な
問
題
を
よ
び
さ
ま
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。

334591Ȃ6◆
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青460Ȃ1～2

パ
ウ
サ
ニ
ア
ス

馬

場

恵

二
訳

ギ
リ
シ
ア
案
内
記
全
二
冊

上
一
〇
六
七
円

下
一
二
一
〇
円

二
世
紀
後
半
、
ギ
リ
シ
ア
全
土
の
山
間
僻
地
ま
で
精
力
的
に
取
材
し
て
記
し
た
詳

細
な
案
内
記
。
巧
み
に
設
定
し
た
順
路
に
沿
っ
て
名
所
旧
跡
を
案
内
し
、
そ
こ
に

伝
わ
る
行
事
、
宝
物
、
ゆ
か
り
の
神
話
を
語
る
。
他
の
文
献
に
は
な
い
伝
承
を
数

多
く
伝
え
て
お
り
、
現
代
の
旅
行
者
に
と
っ
て
も
秀
抜
な
旅
行
案
内
で
あ
る
と
同

時
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
研
究
に
不
可
欠
な
基
本
㗦
料
で
あ
る
。

334601Ȃ7

青462Ȃ1

清

河

八

郎

小
山
松
勝
一
郎
校
注

西

遊

草

一
三
二
〇
円

幕
末
の
尊
攘
派
の
志
士
清
河
八
郎
は
山
形
庄
内
の
素
封
家
の
生
ま
れ
で
俊
秀
の
儒

学
者
。
安
政
二
年
の
半
年
間
、
母
を
連
れ
て
善
光
寺
か
ら
名
古
屋
に
出
て
、
伊
勢

参
り
を
果
た
し
、
さ
ら
に
関
西
、
四
国
、
中
国
を
回
り
、
江
戸
を
経
由
し
て
帰
る

と
い
う
大
旅
行
を
す
る
。
本
書
は
、
旅
の
宿
で
毎
夜
欠
か
さ
ず
記
し
た
旅
日
記

で
、
当
時
の
旅
の
実
際
、
各
地
の
風
俗
を
細
か
に
綴
っ
て
極
め
て
興
味
深
い
。

334621Ȃ1

青464Ȃ1

フ
ィ
ン
リ
ー

下

田

立

行
訳

オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
世
界

一
一
一
一
円

イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
フ
ィ
ン
リ
ー
（
一
九
一
二

―
八
六

）
の
、
明
快
で
読
み
も
の
と
し
て

も
楽
し
め
る
ギ
リ
シ
ア
古
代
史
入
門
。
社
会
学
、
人
類
学
の
成
果
を
踏
ま
え
、
二

大
叙
事
詩
『
イ
リ
ア
ス
』『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
を
詳
細
に
読
み
こ
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
古
代
が
ど
の
よ
う
な
社
会
で
あ
っ
た
か
を
説
き
明
か
し
、
新
し

い
ホ
メ
ロ
ス
学
の
方
法
を
提
起
し
た
も
の
と
し
て
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

334641Ȃ6

青466Ȃ1

キ
ャ
サ
リ
ン
・
サ
ン
ソ
ム

大
久
保
美
春
訳

東

京

に

暮

す

―
一
九
二
八
～
一
九
三
六
―

八
五
八
円

イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
に
し
て
日
本
研
究
者
で
あ
る
夫
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ン
ソ
ム
の
赴

任
に
伴
っ
て
来
日
し
た
キ
ャ
サ
リ
ン
・
サ
ン
ソ
ム
（
一
八
八
三

―
一
九
八
一

）
が
、
昭
和
初

期
の
東
京
の
街
と
人
々
の
暮
し
を
軽
妙
な
筆
致
で
描
い
た
日
本
印
象
記
。
母
親
の

ね
ん
ね
こ
で
眠
る
赤
ん
坊
、
お
喋
り
に
夢
中
な
店
員
な
ど
庶
民
の
㗡
が
暖
か
い
目

差
し
で
描
か
れ
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
人
間
観
察
記
に
な
っ
て
い
る
。
挿
絵
多
数
。

334661Ȃ0

青468Ȃ1

Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス

亀

井

俊

介
訳

ミ

カ

ド

―
日
本
の
内
な
る
力
―

九
九
〇
円

東
京
大
学
の
前
身
で
あ
る
南
校
で
教
鞭
を
と
り
、
明
治
天
皇
に
拝
謁
す
る
機
会
を

も
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
教
師
グ
リ
フ
ィ
ス
（
一
八
四
三

―
一
九
二
八

）
が
、
明
治
天
皇
の
生
涯

を
た
ど
り
な
が
ら
、
明
治
維
新
＝
日
本
の
近
代
化
が
西
欧
の
衝
撃
に
よ
る
も
の
で

は
な
く
、
日
本
人
全
体
の
力
に
よ
る
歴
史
的
必
然
で
あ
る
こ
と
を
あ
と
づ
け
た

書
。
特
に
天
皇
の
日
常
生
活
を
生
々
と
描
い
た
第
三
十
章
が
興
味
ぶ
か
い
。

334681Ȃ5

歴史・地理 56

001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 5722/04/04 11:02  v3.60

青469Ȃ1

篠

田

鉱

造

増
補

幕

末

百

話
九
九
〇
円

明
治
も
半
ば
、
篠
田
鉱
造
（
一
八
七
一

―
一
九
六
五

）
は
古
老
の
話
の
採
集
を
思
い
立
っ

た
。
廃
刀
か
ら
丸
腰
、
ち
ょ
ん
ま
げ
か
ら
散
切
、
士
族
の
商
法
、
殿
様
の
栄
耀
、

お
国
入
り
の
騒
ぎ
、
⁋
斬
り
、
安
政
の
大
地
震
、
道
具
の
投
売
…
…
幕
末
維
新
を

目
の
あ
た
り
に
し
た
人
々
の
話
は
、
想
像
も
つ
か
な
い
面
白
い
こ
と
ず
く
め
だ
っ

た
。
日
本
社
会
の
激
変
期
を
語
る
貴
重
な
証
言
集
。

（
解
説

尾
崎
秀
樹
）
334691Ȃ2

青469Ȃ2～3

篠

田

鉱

造

明

治

百

話
全
二
冊

上
品
切

下
九
二
四
円

世
界
史
に
も
類
の
な
い
一
大
変
革
期
、
明
治
。
約
半
世
紀
に
及
ぶ
こ
の
時
代
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
逸
話
を
生
み
な
が
ら
変
化
し
続
け
て
い
っ
た
。
実
話
主
義
を
掲
げ
る

著
者
が
、
新
旧
の
移
り
変
り
や
衝
突
の
最
も
激
し
か
っ
た
明
治
初
年
の
世
相
を
聞

き
書
き
の
中
に
再
現
す
る
、
百
話
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
弾
。
有
名
事
件
か
ら
日
常
生

活
ま
で
、
多
彩
な
話
題
で
明
治
の
面
影
を
と
ど
め
る
。

（
解
説

森
ま
ゆ
み
）
334692Ȃ0

青469Ȃ4～5

篠

田

鉱

造

幕
末
明
治

女

百

話
全
二
冊

上
八
五
八
円

下
九
二
四
円

『
幕
末
百
話
』『
明
治
百
話
』
に
続
き
、
聞
き
取
り
の
対
象
を
女
性
に
し
ぼ
っ
て
集

め
た
百
話
。
名
士
の
家
庭
に
も
易
々
と
入
り
、
᷿
の
風
俗
や
季
節
の
楽
し
み
を
こ

ま
や
か
に
観
察
し
、
男
性
と
は
ひ
と
味
異
な
る
女
性
な
ら
で
は
の
逸
話
が
そ
ろ
っ

た
。
旧
幕
書
生
の
出
世
物
語
あ
り
、
江
戸
っ
子
の
意
気
張
り
づ
く
で
耐
え
た
刺
青

の
体
験
談
あ
り
、
江
戸
趣
味
の
ま
だ
滅
び
な
い
時
代
の
面
影
を
伝
え
る
。

334694Ȃ7

青471Ȃ1

メ
ン
ヒ
ェ
ン
＝
ヘ
ル
フ
ェ
ン

田

中

克

彦
訳

ト

ゥ

バ

紀

行
九
九
〇
円

モ
ン
ゴ
ル
と
南
シ
ベ
リ
ア
の
間
に
位
置
し
一
九
二
一
年
か
ら
二
三
年
間
独
立
国
で

あ
っ
た
ト
ゥ
バ
。
一
九
二
九
年
、
独
立
国
時
代
の
ト
ゥ
バ
に
入
る
こ
と
の
で
き
た

唯
一
の
外
国
人
で
、
民
族
学
・
考
古
学
者
で
あ
っ
た
メ
ン
ヒ
ェ
ン
＝
ヘ
ル
フ
ェ
ン

（
一
八
九
四

―
一
九
六
九

）
が
鋭
い
観
察
眼
を
も
っ
て
ト
ゥ
バ
文
化
の
多
面
性
や
当
時
の
政

治
状
況
を
生
き
い
き
と
伝
え
て
く
れ
る
貴
重
な
旅
行
記
。
写
真
多
数
。

334711Ȃ0

青472Ȃ1

Ｒ
・
Ｎ
・
ベ
ラ
ー

池

田

昭
訳

徳
川
時
代
の
宗
教

一
一
〇
〇
円

西
洋
以
外
の
国
で
、
た
だ
ひ
と
つ
日
本
が
近
代
化
に
成
功
し
た
の
は
何
故
か

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
が
、
徳
川
時
代
の
文
化
的
伝
統
、
と

り
わ
け
て
そ
の
宗
教
の
に
な
っ
た
役
割
を
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
流
れ
を
く
む
師
パ
ー

ソ
ン
ズ
の
近
代
化
論
の
方
法
で
考
察
す
る
。
欧
米
人
の
す
ぐ
れ
た
日
本
論
と
し
て

逸
す
べ
か
ら
ざ
る
著
作
。
原
書
は
一
九
五
七
年
刊
。

334721Ȃ8
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青475Ȃ1

マ
ル
タ
ン
・
ナ
ド

喜

安

朗
訳

あ
る
出
稼
石
工
の
回
想

一
二
四
三
円

人
口
が
増
大
し
、
都
市
開
発
が
す
す
む
十
九
世
紀
の
パ
リ
で
は
、
石
工
の
需
要
が

飛
躍
的
に
増
加
し
、
石
工
は
出
稼
労
働
者
の
代
表
的
存
在
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

中
央
部
リ
ム
ー
ザ
ン
地
方
の
出
稼
農
民
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
十
四
歳
で
パ
リ
に

出
た
マ
ル
タ
ン
・
ナ
ド
（
一
八
一
五

―
九
八

）
の
回
想
は
、
こ
の
時
期
の
移
民
労
働
者
自

身
の
も
の
と
し
て
は
唯
一
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
本
邦
初
訳
。

334751ȂX

青478Ȃ1

Ｆ
・
キ
ン
グ
ド
ン
‐
ウ
ォ
ー
ド

塚

谷

裕

一
訳

植

物

巡

礼

―
プ
ラ
ン
ト
・
ハ
ン
タ
ー
の
回
想
―

一
〇
六
七
円

植
物
探
検
家
Ｆ
・
キ
ン
グ
ド
ン
‐
ウ
ォ
ー
ド
（
一
八
八
五

―
一
九
五
八

）
は
、
人
生
の
大
半

を
東
ア
ジ
ア
で
の
調
査
に
捧
げ
、
英
国
の
寒
冷
な
気
候
に
耐
え
る
植
物
を
数
多
く

採
集
し
た
。
人
々
の
周
り
を
彩
る
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
、
モ
ク
レ
ン
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

ユ
リ
、
リ
ン
ド
ウ
、
そ
し
て
愛
好
家
の
心
を
と
ら
え
て
や
ま
な
い
シ
ッ
プ
、
青
い

ケ
シ
や
、
茶
、
棺
の
木
な
ど
と
の
出
会
い
や
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
す
。

334781Ȃ1

青480Ȃ1

ハ
イ
シ
ッ
ヒ

田

中

克

彦
訳

モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
と
文
化

一
二
四
三
円

広
大
な
草
原
の
遊
牧
生
活
と
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
－
そ
の
背
景
に
は
、
大
民
族
の

圧
迫
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
固
有
の
文
化
を
維
持
し
続
け
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
の
人

々
が
い
る
。
著
者
が
自
ら
探
索
し
明
る
み
に
出
し
た
貴
重
な
古
文
書
の
数
々
を
手

が
か
り
に
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
歴
史
意
識
の
発
展
を
た
ど
り
、
豊
か
で
美
し
い
文
学

に
触
れ
、
広
い
視
野
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
と
文
化
を
語
る
。

334801ȂX

青481Ȃ1～4

イ
ブ
ン
＝
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン

森

本

公

誠
訳

歴

史

序

説
全
四
冊

一
・
二
Ą各
一
三
八
六
円

三
・
四
Ą各
一
三
二
〇
円

動
乱
の
一
四
世
紀
北
ア
フ
リ
カ
に
あ
っ
て
波
瀾
の
人
生
を
送
っ
た
著
者
（
一
三
三
二

―

一
四
〇
六

）
は
、
人
間
社
会
や
文
明
の
本
質
を
ふ
ま
え
た
歴
史
叙
述
の
必
要
を
痛
感

し
、
み
ず
か
ら
「
文
明
の
学
問
」
を
創
始
し
た
。
彼
の
大
著
『
歴
史
』
の
う
ち
、

歴
史
に
関
す
る
理
論
的
な
思
想
体
系
を
述
べ
た
序
論
と
第
一
部
が
、『
序
説
』
と

し
て
独
立
し
て
広
く
読
み
つ
が
れ
て
き
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

334811Ȃ7

青490Ȃ1

リ
ー
ウ
ィ
ウ
ス

鈴

木

一

州
訳

ロ
ー
マ
建
国
史
全
三
冊

上
一
〇
三
四
円

古
代
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
リ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
（
前
五
七

―
後
一
七

）
に
よ
る
、
簡
潔
な
文
体

で
生
き
生
き
と
人
物
や
事
件
を
浮
き
彫
り
に
し
た
ロ
ー
マ
建
国
の
歴
史
。
建
国
伝

説
か
ら
説
き
起
こ
し
、
王
政
時
代
を
経
て
、
紀
元
前
四
世
紀
の
ガ
リ
ア
人
に
よ
る

ロ
ー
マ
侵
略
に
い
た
る
。
一
四
二
巻
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
る
大
著
の
多
く
は
失
わ
れ

た
が
、
本
書
は
そ
の
現
存
部
分
の
第
一
～
五
巻
に
あ
た
る
。

334901Ȃ4
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青491Ȃ1

馬

場

文

英

徳

田

武
校
注

元

治

夢

物

語

―
幕
末
同
時
代
史
―

一
一
一
一
円

日
本
の
近
代
史
は
嘉
永
六
年
の
ペ
リ
ー
来
航
を
も
っ
て
始
ま
る
と
い
う
見
方
と
と

も
に
、
元
治
元
年
七
月
の
禁
門
の
変
に
い
た
る
経
緯
を
通
史
と
し
て
初
め
て
描
き

出
し
た
本
書
は
、
幕
末
史
の
嚆
矢
と
し
て
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
も
翻
訳
。
著

者
の
馬
場
文
英
も
実
際
に
目
撃
し
た
禁
門
の
変
を
詳
述
す
る
巻
之
五
を
は
じ
め
、

同
時
代
の
豊
富
な
史
料
と
自
身
の
見
聞
に
よ
る
圧
巻
の
同
時
代
史
。

334911Ȃ3

青492Ȃ1

カ
ヴ
ァ
リ
エ

二

宮

フ

サ
訳

フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
反
乱

―
カ
ミ
ザ
ー
ル
戦
争
の
記
録
―一

四
五
二
円

カ
ミ
ザ
ー
ル
戦
争
と
は
、
ル
イ
十
四
世
治
世
の
十
八
世
紀
初
頭
、
南
フ
ラ
ン
ス
の

セ
ヴ
ェ
ン
ヌ
地
方
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
農
民
が
信
教
の
自
由
を
要
求
し
て
蜂
起

し
、
国
王
軍
と
戦
っ
た
反
乱
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
指
揮
官
カ
ヴ
ァ
リ
エ
が
遺

し
た
回
想
記
。
わ
ず
か
二
千
人
の
農
民
が
二
万
五
千
を
超
え
る
正
規
軍
を
敵
に
ま

わ
し
て
、
二
年
余
い
か
に
戦
っ
た
か
を
生
き
い
き
と
伝
え
る
。
本
邦
初
訳
。

334921Ȃ2

青493Ȃ1～3

中
村
健
之
介
編
訳

ニ
コ
ラ
イ
の
日
記
全
三
冊

―
ロ
シ
ア
人
宣
教
師
が
生
き
た
明
治
日
本
―

上
一
一
八
八
円

中
・
下
各
一
二
五
四
円

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）、
期
待
と
熱
意
を
胸
に
、
二
十
五
歳
の
ロ
シ
ア
人
宣
教

師
が
函
館
に
降
り
立
っ
た
。
以
来
五
十
年
、
日
露
戦
争
時
も
日
本
に
と
ど
ま
り
、

生
涯
伝
道
に
奮
闘
し
た
〈
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
ニ
コ
ラ
イ
〉（
一
八
三
六

―
一
九
一
二

）。
そ
の
日

記
は
、
激
動
の
時
代
状
況
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
生
活
や
声
を
、
豊
か
な
感
情

と
思
考
、
卓
抜
な
観
察
力
で
今
に
伝
え
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

334931Ȃ1

青494Ȃ1

長

南

実
訳

マ
ゼ
ラ
ン

最
初
の
世
界
一
周
航
海

―
ピ
ガ
フ
ェ
ッ
タ
「
最
初
の
世
界
周
航
」・
ト
ラ
ン

シ
ル
ヴ
ァ
ー
ノ
「
モ
ル
ッ
カ
諸
島
遠
征
調
書
」
―

一
一
一
一
円

ブ
ラ
ジ
ル
沿
岸
の
航
行
、
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
の
発
見
、
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
大
海

（
太
平
洋
）
へ
の
突
入
、
そ
し
て
香
料
諸
島
へ
の
到
着
…
…
。
香
料
の
確
保
を
使

命
に
お
び
て
西
へ
西
へ
と
航
路
を
た
ど
り
、
つ
い
に
は
世
界
周
航
を
成
し
遂
げ
た

マ
ゼ
ラ
ン
遠
征
隊
の
希
有
な
記
録
。
南
米
や
東
南
ア
ジ
ア
の
当
時
の
文
化
や
社
会

を
生
き
い
き
と
伝
え
る
近
代
最
初
の
民
族
誌
。

（
訳
注
・
解
説

増
田
義
郎
）
334941Ȃ0

青496Ȃ1～3

加

藤

貴
校
注

徳

川

制

度
全
三
冊

上
・
下
各
一
六
五
〇
円

中
一
五
一
八
円

江
戸
城
内
か
ら
江
戸
の
町
や
下
層
社
会
ま
で
記
録
さ
れ
た
歴
史
実
録
書
。
文
献
史

料
や
故
老
か
ら
の
聞
書
き
な
ど
を
も
と
に
、
明
治
二
五
～
二
六
年
に
か
け
て
『
朝

野
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
。
町
奉
行
所
、
非
人
、
火
事
、
株
式
、
市
場
、
寺
子

屋
、
虚
無
僧
、
富
籤
、
吉
原
、
若
衆
、
桜
田
門
外
の
変
、
生
麦
事
件
な
ど
に
つ
い

て
の
項
目
を
収
録
。
江
戸
の
町
の
実
態
が
よ
く
分
か
る
貴
重
な
一
冊
。

334961Ȃ8
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青496Ȃ4

加

藤

貴
校
注

徳

川

制

度
補
遺

一
九
一
四
円

明
治
時
代
半
ば
の
段
階
で
、
欧
文
史
料
を
含
め
史
料
を
博
捜
し
て
書
か
れ
た
鎖
国

の
通
史
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
鎖
国
始
末
」
を
は
じ
め
、「
柳
沢
吉
保
」
な
ど
江

戸
幕
府
の
政
争
に
関
す
る
逸
話
、
商
人
の
成
功
㞍
、
下
層
社
会
の
記
録
「
社
界

魔
」、
幕
末
の
陸
海
軍
の
実
話
や
法
令
、
町
人
の
願
書
な
ど
を
収
録
。『
徳
川
制

度
』
を
補
足
す
る
歴
史
実
録
集
。
詳
細
な
索
引
を
付
す
。

334964Ȃ9

青497Ȃ1

セ
プ
ー
ル
ベ
ダ

染

田

秀

藤
訳

第
二
の
デ
モ
ク
ラ
テ
ス
戦
争
の
正
当
原
因

に
つ
い
て
の
対
話

九
二
四
円

イ
ン
デ
ィ
オ
の
擁
護
者
ラ
ス
・
カ
サ
ス
の
論
敵
が
披
瀝
す
る
、
征
服
戦
争
是
認

論
。
布
教
へ
の
途
を
掃
き
き
よ
め
、〈
文
明
〉
を
持
ち
こ
む
た
め
の
征
服
戦
争
は

是
認
さ
る
べ
し
と
の
彼
の
主
張
を
支
え
た
の
は
、
イ
ン
デ
ィ
オ
を
憎
悪
･㚽
視
す

る
同
時
代
の
新
世
界
植
民
者
の
眼
差
し
で
あ
り
、
先
天
的
奴
隷
の
存
在
を
認
め
る

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
理
論
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
、
征
服
戦
争
は
是
か
非
か
？

334971Ȃ7

青499Ȃ1

サ
ル
ス
テ
ィ
ウ
ス

栗

田

伸

子
訳

ユ
グ
ル
タ
戦
争

カ
テ
ィ
リ
ー
ナ
の
陰
謀

一
一
七
七
円

「
ロ
ー
マ
の
歴
史
の
最
も
華
々
し
い
書
き
手
」
と
タ
キ
ト
ゥ
ス
が
評
し
た
サ
ル
ス

テ
ィ
ウ
ス
（
前
八
六

頃
―
前
三
五

頃
）。
今
に
残
る
二
Ἣ
の
著
作
は
、
ロ
ー
マ
共
和
政

の
崩
壊
過
程
と
渦
中
の
人
々
の
経
験
を
克
明
に
伝
え
る
。『
ユ
グ
ル
タ
戦
争
』
は
、

北
ア
フ
リ
カ
の
王
ユ
グ
ル
タ
と
ロ
ー
マ
の
激
戦
を
描
き
、『
カ
テ
ィ
リ
ー
ナ
の
陰

謀
』
は
、
カ
エ
サ
ル
の
関
与
も
疑
わ
れ
た
国
家
転
覆
未
遂
事
件
を
記
す
。

334991Ȃ5
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＊赤556Ȃ2

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

片

山

敏

彦
訳

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯

七
二
六
円

少
年
時
代
か
ら
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
を
生
活
の
友
と
し
、
そ
の
生
き
方
を
自

ら
の
生
の
戦
い
の
中
で
支
え
と
し
て
き
た
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
（
一
八
六
六

―
一
九
四
四

）
に

よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
賛
歌
。
二
十
世
紀
の
初
頭
に
あ
っ
て
、
来
る
べ
き
大
戦
の

予
感
の
中
で
、
自
ら
の
理
想
精
神
が
抑
圧
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
た
世
代
に

と
っ
て
も
ま
た
、
彼
の
音
楽
は
解
放
の
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。

325562Ȃ3

青502Ȃ1

シ
ュ
ー
マ
ン

吉

田

秀

和
訳

音

楽

と

音

楽

家
九
二
四
円

シ
ュ
ー
マ
ン
は
「
春
の
交
響
曲
」
や
「
子
供
の
情
景
」
な
ど
の
曲
で
親
し
ま
れ
る

ド
イ
ツ
初
期
ロ
ー
マ
ン
派
の
作
曲
家
で
あ
る
が
、
ま
た
す
ぐ
れ
た
音
楽
評
論
家
で

も
あ
っ
た
。
本
書
は
そ
の
論
文
の
大
半
を
収
め
た
も
の
で
、
シ
ョ
パ
ン
、
ベ
ル
リ

オ
ー
ズ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
な
ど
多
数
の
音
楽

家
を
論
じ
、
ド
イ
ツ
音
楽
の
伝
統
を
理
解
す
る
上
に
貴
重
な
読
物
で
あ
る
。

335021Ȃ9◆

青504Ȃ1～2

柴
田
治
三
郎
編
訳

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
手
紙
全
二
冊

―
そ
の
生
涯
の
ロ
マ
ン
―

上
品
切

下
七
九
二
円

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
手
紙
に
は
深
遠
な
芸
術
論
や
人
生
に
関
す
る
哲
学
的
な
省
察
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
大
部
分
は
身
辺
雑
事
の
報
告
で
あ
る
。

少
年
時
代
か
ら
死
の
直
前
ま
で
を
年
代
順
に
選
び
配
列
し
た
二
一
四
通
は
、
天
才

芸
術
家
も
ま
た
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
弱
さ
を
持
っ
た
人
間
だ
っ
た
こ
と
を
語
る
。
故

に
か
え
っ
て
そ
の
音
楽
は
一
層
懐
し
く
ま
た
崇
高
に
響
い
て
く
る
の
だ
。

335041Ȃ3

青550Ȃ1～2

杉

浦

明

平
訳

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
記
全
二
冊

上
九
九
〇
円

下
一
一
一
一
円

ル
ネ
サ
ン
ス
の
偉
大
な
芸
術
家
、
科
学
者
で
あ
っ
た
レ
オ
ナ
ル
ド
の
手
記
。
上
巻

に
は
「
人
生
論
」「
文
学
論
」「
絵
画
論
」
を
、
下
巻
に
は
「
科
学
論
」
を
収
め

る
。
そ
こ
に
は
人
生
に
対
す
る
箴
言
あ
り
、
寓
話
笑
話
文
学
に
対
す
る
批
評
あ

り
、「
モ
ナ
・
リ
ザ
」
の
絵
を
生
み
だ
し
た
陰
影
と
遠
近
法
の
研
究
や
「
解
剖
学
」

な
ど
の
科
学
記
録
も
あ
る
。
彼
の
偉
大
さ
は
す
べ
て
本
書
の
中
に
圧
縮
さ
れ
る
。

335501Ȃ6

青553Ȃ1～3

硲

伊

之

助
訳

ゴ
ッ
ホ
の
手
紙
全
三
冊

上
七
九
二
円

中
九
二
四
円

下
九
九
〇
円

ゴ
ッ
ホ
（
一
八
五
三

―
九
〇

）
が
一
発
の
銃
弾
で
三
十
七
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
と
き
世
人

は
そ
の
作
品
を
ガ
ラ
ク
タ
と
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
書
簡
集
は
こ
う
し
た

世
の
無
理
解
や
悪
意
と
戦
っ
て
画
業
に
燃
焼
し
つ
く
し
た
天
才
の
類
ま
れ
な
魂
の

記
録
で
あ
る
。
上
巻
に
は
親
友
で
あ
っ
た
画
家
ベ
ル
ナ
ー
ル
宛
の
、
中
・
下
巻
に

は
い
わ
ば
生
涯
を
兄
に
さ
さ
げ
た
弟
テ
オ
ド
ル
宛
の
書
簡
を
収
め
た
。

335531Ȃ8

音楽・美術61



001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 6222/04/04 11:02  v3.60

青554Ȃ1

高
村
光
太
郎
訳

高
田
博
厚
・
菊
池
一
雄
編

ロ
ダ
ン
の
言
葉
抄

一
二
一
〇
円

「
彫
刻
を
掘
り
あ
て
る
た
め
に
、
私
は
全
力
を
つ
く
し
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を

し
た
」
と
語
っ
た
ロ
ダ
ン
（
一
八
四
〇

―
一
九
一
七

）
に
は
自
ら
書
い
た
文
章
は
少
な
い
。

本
書
は
、
高
村
光
太
郎
が
折
に
ふ
れ
て
訳
出
し
た
ロ
ダ
ン
の
談
話
筆
録
を
編
集

し
、
詳
細
な
注
と
全
作
品
年
表
と
を
付
し
て
、
ロ
ダ
ン
研
究
の
基
礎
的
な
㗦
料
と

な
る
よ
う
配
慮
し
た
も
の
。
別
刷
挿
絵
を
多
数
お
さ
め
た
。

335541Ȃ5

青556Ȃ1

清

水

勲
編

ビ
ゴ
ー
日
本
素
描
集

七
九
二
円

浮
世
絵
に
魅
せ
ら
れ
て
明
治
十
五
年
に
来
日
、
十
八
年
間
滞
在
し
て
明
治
の
日
本

人
の
生
き
る
㗡
を
執
拗
に
追
い
求
め
た
ビ
ゴ
ー
（
一
八
六
〇

―
一
九
二
七

）
の
素
描
は
、
四

十
数
冊
の
版
画
集
と
百
数
十
冊
の
雑
誌
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

は
、
鹿
鳴
館
か
ら
花
街
ま
で
近
代
日
本
の
原
風
景
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
六
十
点
の
ス
ケ
ッ
チ
を
収
録
。

335561ȂX

青559Ȃ1

清

水

勲
編

ワ
ー
グ
マ
ン
日
本
素
描
集

七
二
六
円

『
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
』
の
美
術
通
信
員
と
し
て
一

八
六
一
年
来
日
し
た
ワ
ー
グ
マ
ン
（
一
八
三
二

―
九
一

）
は
諷
刺
雑
誌
『
ジ
ャ
パ
ン
・
パ

ン
チ
』
を
創
刊
（
一
八
六
二

）
し
て
、
開
港
地
横
浜
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
東
西
遭
遇

の
情
景
を
具
さ
に
描
き
、
幕
末
維
新
史
の
貴
重
な
証
言
者
と
な
っ
た
。
本
書
に

は
、
そ
の
中
か
ら
日
本
お
よ
び
日
本
人
を
テ
ー
マ
と
し
た
ス
ケ
ッ
チ
を
収
録
。

335591Ȃ1

青560Ȃ1

山
口
静
一
・
及
川
茂
編

河
鍋
暁
斎
戯
画
集

九
九
〇
円

終
生
、
ᷤ
飾
北
斎
を
師
と
仰
ぎ
、
幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
反
骨

の
絵
師
河
鍋
暁
斎
（
一
八
三
一

―
八
九

）
の
戯
画
集
。
㑴
固
な
旧
弊
と
皮
相
な
文
明
開
化

を
痛
烈
に
諷
刺
し
た
暁
斎
の
戯
画
に
は
、
健
康
な
笑
い
と
新
し
い
時
代
の
息
吹
が

み
ち
あ
ふ
れ
て
お
り
、
当
時
、
東
京
名
物
の
一
つ
と
し
て
人
気
を
博
し
た
。『
安

愚
楽
鍋
』
の
挿
絵
を
は
じ
め
代
表
作
を
満
載
。
略
年
譜
・
挿
絵
本
年
表
を
付
す
。

335601Ȃ2

青562Ȃ1

飯

島

虚

心

鈴

木

重

三
校
注

ᷤ

飾

北

斎

伝

一
一
七
七
円

浮
世
絵
研
究
の
先
覚
者
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
（
一
八
四
〇

―
一
九
一
〇

）
が
、
直
接
北
斎

を
知
る
人
か
ら
の
聞
書
き
や
北
斎
自
身
の
書
簡
な
ど
を
素
材
に
、
極
貧
の
う
ち
に

生
き
た
画
狂
人
の
生
涯
を
浮
き
ぼ
り
に
し
た
伝
記
。
北
斎
の
日
常
生
活
、
著
作
、

門
人
の
こ
と
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
「
北
斎
伝
」
に
も
影
響
を
与

え
て
い
る
。
北
斎
に
か
ん
す
る
基
本
文
献
と
い
わ
れ
て
い
る
貴
重
な
書
。

335621Ȃ7
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青565Ȃ1～2

エ
ミ
ー
ル
・
マ
ー
ル

柳
宗
玄
・
荒
木
成
子
訳

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
美
術

―
十
二
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
ま
で
―

上
八
五
八
円

下
一
〇
六
七
円

中
世
の
巡
礼
者
た
ち
の
歩
ん
だ
道
を
た
ど
り
数
々
の
聖
堂
・
聖
跡
を
案
内
し
な
が

ら
、
建
築
・
彫
刻
・
絵
画
と
様
々
な
造
型
的
表
現
を
も
つ
キ
リ
ス
ト
教
美
術
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
史
家
マ
ー
ル
（
一
八
六
二

―
一
九
五
四

）
が
平
明

に
解
い
た
名
著
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
お
よ
び
美
術
の
研
究
に
必
須
の
書
で
あ
る
。

詳
細
な
訳
注
と
多
数
の
図
版
を
加
え
た
。

335651Ȃ9

青566Ȃ1

清

水

勲
編

近
代
日
本
漫
画
百
選

九
九
〇
円

多
く
の
言
葉
を
費
や
さ
ず
と
も
、
一
枚
の
諷
刺
画
が
そ
の
世
相
を
的
確
に
言
い
当

て
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
に
選
ば
れ
た
漫
画
は
ど
れ
も
、
そ
の
時
代
の
世
相

風
俗
を
鮮
や
か
に
切
り
と
っ
た
粒
ぞ
ろ
い
の
㑹
作
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
幕

末
・
明
治
の
北
斎
、
小
林
清
親
、
ビ
ゴ
ー
か
ら
、
北
沢
楽
天
、
岡
本
一
平
を
へ

て
、
戦
後
の
長
谷
川
町
子
、
手
塚
治
虫
ま
で
の
百
選
。
詳
細
な
年
譜
を
付
す
。

335661Ȃ6

青568Ȃ1

喜

安

朗
編

ド
ー
ミ
エ
諷
刺
画
の
世
界

八
八
〇
円

「
う
つ
ろ
い
易
き
も
の
」
の
横
ᷓ
す
る
十
九
世
紀
パ
リ
の
相
貌
を
ド
ー
ミ
エ
は
リ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
描
き
通
し
た
。
卓
越
し
た
デ
ッ
サ
ン
力
で
流
動
化
し
た
都
市
の

住
民
一
人
ひ
と
り
を
活
写
し
た
彼
の
諷
刺
画
の
面
白
み
は
、
そ
の
歴
史
的
背
景
と

細
部
に
宿
る
意
味
を
知
っ
て
は
じ
め
て
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
膨
大
な
作
品
群

か
ら
リ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
一
〇
九
点
を
精
選
し
解
説
を
加
え
た
。

335681Ȃ0

青571Ȃ2

前

川

誠

郎
訳

デ
ュ
ー
ラ
ー

自
伝
と
書
簡

八
三
六
円

深
い
精
神
性
と
写
実
の
画
家
デ
ュ
ー
ラ
ー
（
一
四
七
一

―
一
五
二
八

）
の
遺
文
集
。
家
譜
・

覚
書
な
ど
自
伝
的
㗦
料
と
精
彩
あ
る
書
簡
を
収
め
る
。
恩
人
か
つ
親
友
宛
の
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
便
り
、
祭
壇
画
の
注
文
主
へ
の
書
簡
、
年
金
獲
得
を
め
ざ
す
為
政
者
宛

書
簡
の
筆
の
冴
え
は
五
百
年
前
の
ド
イ
ツ
に
生
き
た
近
代
人
の
心
性
を
彷
彿
さ
せ

る
。『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
旅
日
記
』
姉
妹
Ἣ
。
カ
ラ
ー
口
絵
一
点
・
図
版
多
数
。

335712Ȃ5

青572Ȃ1

ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク

三

島

憲

一
訳

蛇

儀

礼
六
一
六
円

ド
イ
ツ
の
美
術
史
家
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
（
一
八
六
六

―
一
九
二
九

）
が
目
撃
し
た
世
紀
末
ア

メ
リ
カ
の
宗
教
儀
礼
。
蛇
は
恐
怖
の
源
か
、
不
死
の
象
徴
か
。
プ
エ
ブ
ロ
Ą
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
の
仮
面
舞
踊
や
蛇
儀
礼
は
、
や
が
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
や
キ
リ

ス
ト
教
内
部
に
息
づ
く
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
交
錯
し
、
合
理
と
非
合
理
の
闘
争
と

共
存
を
暗
示
す
る
。
壮
大
な
比
較
文
化
史
。

335721Ȃ7
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青573Ȃ1

ガ

ス

ケ

與
謝
野
文
子
訳

セ

ザ

ン

ヌ

一
一
七
七
円

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
が
生
ん
だ
画
家
セ
ザ
ン
ヌ
。
そ
の
晩
年
に
親
し
く
つ
き
合
っ
た
同

郷
の
若
き
詩
人
。
ガ
ス
ケ
は
自
ら
目
に
し
耳
に
し
た
老
画
家
の
㗡
を
丹
念
に
記
録

し
た
。
ゾ
ラ
と
の
破
綻
し
た
友
情
、
ル
ー
ヴ
ル
で
見
せ
る
破
天
荒
な
熱
狂
、
ア
ト

リ
エ
で
戸
外
で
仕
事
に
向
か
う
セ
ザ
ン
ヌ
が
語
っ
た
芸
術
論
…
…
。
傷
つ
き
や
す

い
天
才
の
複
雑
な
内
面
を
、
詩
的
な
言
葉
で
再
現
し
た
伝
記
と
対
話
Ἣ
。

335731Ȃ6

青575Ȃ1～2

グ
ス
タ
フ
・
ル
ネ
・
ホ
ッ
ケ

種
村
季
弘
・
矢
川
澄
子
訳

迷
宮
と
し
て
の
世
界
全
二
冊

―
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
美
術
―

上
品
切

下
一
〇
三
四
円

自
然
の
客
観
的
描
写
を
超
克
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
の
理
想
化
的
表
現
。
し
か
し
、
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
は
す
で
に
調
和
的
な
古
典
主
義
と
は
異
な
る
表
現
が
現
わ
れ
て

い
た
。
主
観
的
な
精
神
の
創
造
力
に
価
値
を
お
く
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
は
、
近
代
的
な

美
術
の
出
現
と
と
も
に
二
十
世
紀
に
復
権
し
た
。
世
界
を
迷
宮
と
し
て
も
表
現
す

る
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
を
膨
大
な
例
証
に
よ
っ
て
詳
説
す
る
。

（
解
説

高
山
宏
）
335751Ȃ4

青576Ȃ1

平

福

百

穂

日
本
洋
画
の
曙
光

九
九
〇
円

司
馬
江
漢
に
先
立
つ
日
本
初
の
本
格
的
な
洋
風
画
で
あ
る
秋
田
蘭
画
を
初
め
て
評

価
し
た
日
本
画
家
・
百
穂
に
よ
る
貴
重
な
文
献
。
平
賀
源
内
に
手
ほ
ど
き
を
受
け

た
秋
田
藩
士
・
小
田
野
直
武
や
藩
主
・
佐
竹
曙
山
ら
の
試
み
は
わ
ず
か
の
期
間
で

終
わ
る
が
、
そ
の
輝
き
は
近
代
を
告
げ
る
閃
光
だ
っ
た
。
元
本
は
一
九
三
〇
年
に

小
社
よ
り
三
百
部
刊
行
。
カ
ラ
ー
図
版
多
数
。

（
解
説

今
橋
理
子
）
335761Ȃ3

青578Ȃ1～2

ア
ン
ド
レ
・
バ
ザ
ン

野
崎
歓
・
大
原
宣
久
・
谷
本
道
昭
訳

映
画
と
は
何
か
全
二
冊

上
一
一
二
二
円

下
九
九
〇
円

ア
ン
ド
レ
・
バ
ザ
ン
（
一
九
一
八

―
一
九
五
八

）
は
フ
ラ
ン
ス
の
映
画
批
評
家
。
サ
イ
レ
ン

ト
か
ら
ト
ー
キ
ー
へ
の
移
行
に
際
し
批
評
の
分
野
で
新
時
代
を
開
き
、
自
ら
創
刊

し
た
「
カ
イ
エ
・
デ
ュ
・
シ
ネ
マ
」
で
健
筆
を
振
る
っ
た
。
本
書
は
彼
の
映
画
理

論
・
批
評
の
集
大
成
の
書
で
あ
る
。
作
品
と
の
緊
張
に
満
ち
た
対
話
を
続
け
た
本

書
は
、
今
も
な
お
映
画
と
文
化
を
論
ず
る
さ
い
の
源
泉
で
あ
る
。

335781Ȃ1

青579Ȃ1

近
藤
浩
一
路

漫
画

坊
っ
ち
ゃ
ん

七
九
二
円

生
誕
一
五
〇
年
を
迎
え
る
漱
石
は
、
多
く
の
名
作
を
残
し
た
。
特
に
『
坊
っ
ち
ゃ

ん
』
は
数
多
く
の
読
者
に
長
く
愛
読
さ
れ
て
き
た
小
説
で
あ
る
。
こ
の
作
品
を
、

近
代
日
本
漫
画
の
開
拓
者
、
近
藤
浩
一
路
が
漫
画
化
し
て
い
る
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
の

活
躍
、
登
場
人
物
と
の
や
り
と
り
が
、
諧
謔
味
あ
ふ
れ
る
絶
妙
な
漫
画
と
な
っ

て
、
存
分
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

（
解
説

清
水
勲
）
335791Ȃ0
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青579Ȃ2

近
藤
浩
一
路

漫
画

吾
輩
は
猫
で
あ
る

七
九
二
円

近
藤
浩
一
路
の
漫
画
の
た
の
し
さ
は
、
漫
画
は
も
と
よ
り
、
各
画
に
添
え
ら
れ
た

近
藤
の
文
章
に
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
滑
稽
味
あ
る
小
見
出
し
、
表
現
の
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
な
が
ら
、
俳
文
を
読
む
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア
ᷓ
れ
る
文
に
ま
と
め
て
い

る
。『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
は
国
民
文
学
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
作
品
。
漫
画
で

文
豪
の
名
作
を
存
分
に
楽
し
む
。

（
解
説

夏
目
房
之
介
）
335792Ȃ7

青580Ȃ1

Ｉ
Ｃ
Ｐ
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
パ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
編

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
パ
写
真
集

一
五
四
〇
円

ス
ペ
イ
ン
内
戦
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
、
最
期
の
日
を
迎
え
た
イ
ン
ド
シ

ナ

。
世
界
で
最
も
偉
大
な
報
道
写
真
家
ロ
バ
ー
ト
･キ
ャ
パ
が
撮
影
し
た
約

七
万
点
の
ネ
ガ
か
ら
、
戦
下
の
光
景
の
み
な
ら
ず
、
デ
ビ
ュ
ー
作
〈
ト
ロ
ツ
キ
ー

の
講
演
〉
や
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
、
ピ
カ
ソ
、
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
な

ど
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
ま
で
、
二
三
六
点
を
精
選
。
（
解
説

シ
ン
シ
ア
･ヤ
ン
グ
）
335801Ȃ6

青581Ȃ1

日
野
原
健
司
編

北
斎

富
嶽
三
十
六
景

一
一
〇
〇
円

富
士
を
描
い
た
ᷤ
飾
北
斎
（
一
七
六
〇

─
一
八
四
九

）
の
浮
世
絵
版
画
の
代
表
作
。
輪
郭
線

が
藍
ḡ
り
の
三
十
六
図
に
続
い
て
、
輪
郭
線
が
墨
ḡ
り
の
十
図
（
通
称
、
裏
富

士
）
が
加
え
ら
れ
、
計
四
十
六
図
か
ら
な
る
。
遠
近
法
や
陰
影
法
の
西
洋
の
画
法

を
取
入
れ
た
奇
抜
な
構
図
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
家
達
に
も
多
大
な
影
響
を
与

え
た
。
各
画
に
鑑
賞
の
手
引
と
な
る
解
説
を
付
し
た
。［
カ
ラ
ー
版
］

335811Ȃ5

青582Ȃ1

細
木
原
青
起

日

本

漫

画

史

―
鳥
獣
戯
画
か
ら
岡
本
一
平
ま
で
―七

九
二
円

マ
ン
ガ
は
、
世
界
に
発
信
・
注
目
さ
れ
て
い
る
代
表
的
な
日
本
文
化
で
あ
る
。
近

代
で
の
漫
画
の
隆
盛
期
に
、
日
本
漫
画
の
歴
史
、
特
色
を
取
り
上
げ
た
実
作
者
に

よ
る
最
初
の
貴
重
な
著
作
。
細
木
原
は
、
風
刺
諧
謔
、
滑
稽
皮
肉
を
漫
画
の
本
領

と
す
る
。
日
本
漫
画
の
嚆
矢
を
鎌
倉
時
代
の
鳥
獣
戯
画
と
し
た
。
近
代
漫
画
の
創

始
者
、
岡
本
一
平
の
登
場
ま
で
が
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
解
説

清
水
勲
）
335821Ȃ4

青583Ȃ1

ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ー
ル

西

村

雅

樹
編
訳

世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
文
化
評
論
集

一
三
二
〇
円

「
彼
は
実
は
絵
を
描
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
見
る
こ
と
そ
の
も
の
を
描
い
た
の

だ
」。
批
判
の
渦
中
に
あ
っ
た
画
家
ク
リ
ム
ト
を
擁
護
し
続
け
た
評
論
家
ヘ
ル
マ

ン
・
バ
ー
ル
（
一
八
六
三

―
一
九
三
四

）。
文
学
や
演
劇
、
美
術
や
音
楽
な
ど
多
方
面
に
わ

た
る
評
論
を
発
表
し
、
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
文
化
の
結
節
点
に
位
置
し
た
こ
の
人
物

の
代
表
的
な
文
章
を
精
選
。
本
邦
初
の
評
論
集
。

335831Ȃ3
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青584Ȃ1～2

大
髙
保
二
郎
・
松
原
典
子
編
訳

ゴ

ヤ

の

手

紙
全
二
冊

上
・
下
各
一
一
一
一
円

「
国
王
ご
夫
妻
以
下
、
僕
を
知
ら
な
い
人
間
は
い
な
い
」

寒
村
に
生
ま
れ
な

が
ら
、
大
い
な
る
野
心
を
胸
に
宮
廷
画
家
に
上
り
つ
め
た
ゴ
ヤ
。
美
と
醜
、
善
と

悪
、
快
楽
と
戦
慄
…
…
人
間
の
表
裏
を
描
き
き
っ
た
巨
匠
の
素
顔
と
は
？

自
由

で
即
興
的
な
デ
ッ
サ
ン
の
よ
う
な
手
紙
、
画
家
と
し
て
の
主
張
を
述
べ
る
意
見
書

な
ど
、
ゴ
ヤ
を
知
る
一
級
㗦
料
を
詳
細
な
Ḽ
と
共
に
編
む
。

335841Ȃ2

青585Ȃ1

豊

川

斎

赫
編

丹
下
健
三
建
築
論
集

九
二
四
円

世
界
の
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
─
─
。
国
際
的
建
築
家
と
し
て
丹
下
健
三
の
名
を
知
ら
し
め

た
の
は
、
そ
の
作
品
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
論
説
と
思
想
で
あ
っ
た
。
人
間
と
建
築

に
た
い
す
る
深
い
洞
察
と
志
。「
美
し
き
も
の
の
み
機
能
的
で
あ
る
」
と
の
言
葉

に
象
徴
さ
れ
る
独
自
の
美
意
識
。
建
築
の
化
身
と
呼
ば
れ
た
不
世
出
の
建
築
家
に

よ
る
重
要
論
考
を
集
成
す
る
。
二
巻
構
成
の
う
ち
の
建
築
論
Ἣ
。

335851Ȃ1

青585Ȃ2

豊

川

斎

赫
編

丹
下
健
三
都
市
論
集

九
二
四
円

敗
戦
の
焼
け
野
原
か
ら
、
来
る
べ
き
都
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
え
が
く
。
東

京
計
画
１
９
６
０
、
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
構
想
、
大
阪
万
博
会
場
計
画
な
ど
、

未
来
都
市
を
可
視
化
さ
せ
、
そ
の
実
現
構
想
を
論
じ
た
丹
下
健
三
の
都
市
論
を
精

選
す
る
。
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
計
画
の
裏
側
に
、
透
徹
し
た
リ
ア
リ
ス
ト
の
眼
が

光
る
。
二
巻
構
成
の
う
ち
の
都
市
論
Ἣ
。

335852Ȃ8
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青601Ȃ1

プ

ラ

ト

ン

久

保

勉
訳

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
・
ク
リ
ト
ン

五
七
二
円

自
己
の
所
信
を
力
強
く
表
明
す
る
法
廷
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
描
い
た
『
ソ
ク
ラ
テ
ス

の
弁
明
』。
死
刑
の
宣
告
を
受
け
た
後
、
国
法
を
守
っ
て
平
静
に
死
を
迎
え
よ
う

と
す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
、
脱
獄
を
勧
め
る
老
友
ク
リ
ト
ン
と
の
獄
中
の
対
話
『
ク

リ
ト
ン
』。
と
も
に
プ
ラ
ト
ン
初
期
の
作
で
あ
る
が
、
芸
術
的
に
も
完
璧
に
近
い

筆
致
を
も
っ
て
師
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
偉
大
な
㗡
を
我
々
に
伝
え
て
い
る
。

336011Ȃ7◆

青601Ȃ2

プ

ラ

ト

ン

加

来

彰

俊
訳

ゴ

ル

ギ

ア

ス

一
一
一
一
円

ソ
ク
ラ
テ
ス
と
三
人
の
人
物
と
の
対
話
は
、
弁
論
術
が
立
身
栄
達
の
術
と
さ
れ
て

い
る
現
実
や
若
い
人
の
実
利
主
義
的
道
徳
意
識
な
ど
を
㗨
々
と
明
る
み
に
出
す
。

プ
ラ
ト
ン
は
本
編
に
よ
っ
て
、
個
人
の
道
徳
と
同
時
に
政
治
の
問
題
を
追
求
し
、

ア
テ
ナ
イ
の
現
実
の
政
治
に
痛
烈
な
批
判
を
投
げ
か
け
た
。
後
に
『
国
家
』
に
お

い
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
哲
人
政
治
の
思
想
の
第
一
歩
で
あ
る
。

336012Ȃ5◆

青601Ȃ3

プ

ラ

ト

ン

久

保

勉
訳

ἠき
ょ
う

宴え
ん

七
二
六
円

原
題
「
シ
ン
ポ
シ
オ
ン
」
と
は
「
一
緒
に
飲
む
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
。
一
堂
に

会
し
た
人
々
が
酒
盃
を
重
ね
つ
つ
興
に
ま
か
せ
て
㗨
々
と
エ
ロ
ス
（
愛
）
讃
美
の

演
説
を
試
み
る
。
談
論
風
発
、
最
後
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
立
っ
て
エ
ロ
ス
は
肉
体
の

美
か
ら
精
神
の
美
、
更
に
美
そ
の
も
の
へ
の
渇
望
す
な
わ
ち
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア

（
知
恵
の
愛
）
に
ま
で
高
ま
る
と
説
く
。
プ
ラ
ト
ン
対
話
Ἣ
中
の
最
大
㑹
作
。

336013Ȃ3◆

青601Ȃ4

プ

ラ

ト

ン

田
中
美
知
太
郎
訳

テ

ア

イ

テ

ト

ス

一
一
一
一
円

知
識
と
は
何
か
、
真
に
も
の
を
知
る
と
は
ど
う
い
う
場
合
を
言
う
の
か
。
当
時
行

わ
れ
て
い
た
三
つ
の
知
識
説
を
と
り
あ
げ
て
批
判
し
つ
つ
、
哲
学
が
様
々
な
角
度

と
立
場
か
ら
の
吟
味
や
思
考
を
要
求
す
る
ゆ
え
ん
を
示
す
。
有
名
な
無
理
数
論
や

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
産
婆
術
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え
た
対
話
Ἣ
。
日
本
に
お
け

る
本
格
的
な
プ
ラ
ト
ン
研
究
を
き
り
ひ
ら
い
た
泰
斗
に
よ
る
翻
訳
。

358002Ȃ8◆

青601Ȃ5

プ

ラ

ト

ン

藤

沢

令

夫
訳

パ

イ

ド

ロ

ス
八
五
八
円

真
実
そ
の
も
の
の
把
握
な
し
に
は
真
実
ら
し
く
語
る
こ
と
さ
え
本
来
的
に
不
可
能

で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
、「
哲
学
」
の
立
場
か
ら
鋭
く
当
時
の
弁
論
術
を
批
判
し

た
の
が
こ
の
対
話
編
で
あ
る
。
本
書
は
プ
ラ
ト
ン
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
っ
て
、

特
に
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
を
は
じ
め
と
す
る
前
期
著
作
群
を
『
テ
ア
イ
テ
ト

ス
』
以
降
の
著
作
に
結
び
つ
け
て
ゆ
く
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

336015ȂX◆
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青601Ȃ6

プ

ラ

ト

ン

藤

沢

令

夫
訳

メ

ノ

ン
七
〇
四
円

「
徳
は
教
え
ら
れ
う
る
か
」
と
い
う
メ
ノ
ン
の
問
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
っ
て
、

そ
の
前
に
把
握
さ
れ
る
べ
き
「
徳
と
は
そ
も
そ
も
何
で
あ
る
か
」
と
い
う
問
に
置

き
か
え
ら
れ
、「
徳
」
の
定
義
へ
の
試
み
が
は
じ
ま
る
…
…
。「
哲
人
政
治
家
の
教

育
」
と
い
う
、
主
著
『
国
家
』
の
中
心
テ
ー
ゼ
で
あ
り
、
プ
ラ
ト
ン
が
生
涯
を
か

け
て
追
求
し
た
実
践
的
課
題
に
つ
な
が
る
重
要
な
短
Ἣ
。

336016Ȃ8◆

青601Ȃ7～8

プ

ラ

ト

ン

藤

沢

令

夫
訳

国

家
全
二
冊

上
一
三
八
六
円

下
一
四
五
二
円

ソ
ク
ラ
テ
ス
は
国
家
の
名
に
お
い
て
処
刑
さ
れ
た
。
そ
れ
を
契
機
と
し
て
プ
ラ
ト

ン
は
、
師
が
説
き
つ
づ
け
た
正
義
の
徳
の
実
現
に
は
人
間
の
魂
の
在
り
方
だ
け
で

な
く
、
国
家
そ
の
も
の
を
原
理
的
に
問
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
る
に
至
る
。
こ
の

課
題
の
追
求
の
末
に
提
示
さ
れ
る
の
が
、
本
書
の
中
心
テ
ー
ゼ
を
な
す
あ
の
哲
人

統
治
の
思
想
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
プ
ラ
ト
ン
対
話
Ἣ
中
の
最
高
峰
。

336017Ȃ6◆

青601Ȃ9

プ

ラ

ト

ン

藤

沢

令

夫
訳

プ

ロ

タ

ゴ

ラ

ス

―
ソ
フ
ィ
ス
ト
た
ち
―

七
二
六
円

当
代
随
一
と
仰
が
れ
る
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
長
老
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
ア
テ
ナ
イ
に
や
っ

て
来
た
。
興
奮
す
る
青
年
に
う
な
が
さ
れ
て
対
面
し
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
大
物
ソ

フ
ィ
ス
ト
や
若
い
知
識
人
ら
が
見
守
る
な
か
、
徳
は
は
た
し
て
人
に
教
え
ら
れ
る

も
の
か
否
か
、
彼
と
議
論
を
戦
わ
せ
る
。
古
来
文
学
作
品
と
し
て
も
定
評
あ
る
プ

ラ
ト
ン
の
対
話
Ἣ
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
劇
的
描
写
力
に
㑹
れ
た
一
Ἣ
。

336019Ȃ2

青602Ȃ2

プ

ラ

ト

ン

岩

田

靖

夫
訳

パ

イ

ド

ン

―
魂
の
不
死
に
つ
い
て
―

七
九
二
円

人
間
の
う
ち
に
あ
っ
て
わ
れ
わ
れ
を
支
配
し
、
イ
デ
ア
を
把
握
す
る
力
を
持
つ
魂

は
、
永
遠
不
滅
の
イ
デ
ア
の
世
界
と
同
族
の
も
の
で
あ
る
。
死
は
魂
の
消
滅
で
は

な
く
、
人
間
の
う
ち
に
あ
る
神
的
な
霊
魂
の
肉
体
の
牢
獄
か
ら
の
解
放
で
あ
る
―

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
最
期
の
と
き
と
い
う
設
定
で
行
わ
れ
た
「
魂
の
不
死
」
に
つ
い
て

の
対
話
。『
国
家
』
へ
と
続
く
プ
ラ
ト
ン
中
期
の
代
表
作
。

336022Ȃ2◆

青603Ȃ2

ク
セ
ノ
ポ
ン

松

平

千

秋
訳

ア

ナ

バ

シ

ス

―
敵
中
横
断
六
〇
〇
〇
キ
ロ
―一

二
四
三
円

前
四
〇
一
年
、
ペ
ル
シ
ア
の
キ
ュ
ロ
ス
王
子
は
兄
の
王
位
を
奪
う
べ
く
長
駆
内
陸

に
進
攻
す
る
が
、
バ
ビ
ロ
ン
を
目
前
に
し
て
戦
死
、
敵
中
に
と
り
残
さ
れ
た
ギ
リ

シ
ア
人
傭
兵
一
万
数
千
の
六
千
キ
ロ
に
及
ぶ
脱
出
行
が
始
ま
る
。
従
軍
し
た
著
者

ク
セ
ノ
ポ
ン
の
見
事
な
采
配
に
よ
り
、
雪
深
い
ア
ル
メ
ニ
ア
山
中
の
難
行
軍
な
ど

幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
ギ
リ
シ
ア
兵
は
故
国
を
め
ざ
す
…
…
。

336032ȂX
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青604Ȃ1～2

高

田

三

郎
訳

ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス

ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
全
二
冊

上
・
下
各
一
一
一
一
円

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
初
め
て
倫
理
学
を
確
立
し
た
名
著
。
万
人
が
人
生
の
究

極
の
目
的
と
し
て
求
め
る
も
の
は
「
幸
福
」
即
ち
「
よ
く
生
き
る
こ
と
」
で
あ
る

と
規
定
し
、
こ
の
あ
い
ま
い
な
概
念
を
精
緻
な
分
析
で
闡
明
す
る
。
こ
れ
は
当
時

の
都
市
国
家
市
民
を
対
象
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
後
、

西
洋
の
思
想
、
学
問
、
人
間
形
成
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

336041Ȃ9◆

青604Ȃ3～4

出

隆
訳

ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス

形け
い

而じ

上じ
ょ
う

学が
く

全
二
冊

上
一
一
七
七
円

下
一
二
四
三
円

哲
学
の
も
っ
と
も
根
本
的
な
問
題
の
探
求
を
め
ぐ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
一
群
の

論
文
を
集
録
し
た
も
の
。
千
数
百
年
に
わ
た
っ
て
西
洋
の
世
界
観
に
決
定
的
な
影

響
を
与
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
西
洋
哲
学
の
多
く
の
基
本
概
念
を
生
み
出
し
た
著

作
で
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
問
題
分
析
の
態
度
や
発
展
流
動
す
る
弁
証
法
的
思
考
方

法
は
永
久
に
研
究
者
の
模
範
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

336043Ȃ5◆

青604Ȃ8

戸

塚

七

郎
訳

ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス

弁

論

術

一
三
八
六
円

古
代
民
主
制
国
家
の
下
で
発
展
し
た
、
ギ
リ
シ
ア
弁
論
術
の
精
華
。
著
者
は
弁
論

術
を
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
そ
の
問
題
に
見
合
っ
た
説
得
手
段
を
見
つ
け
出
す
能
力

と
定
義
、
師
プ
ラ
ト
ン
が
経
験
に
よ
る
〈
慣
れ
〉
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
従
来

の
弁
論
術
も
、
そ
の
成
功
の
原
因
を
観
察
し
、
方
法
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
技

術
〉
と
し
て
成
立
さ
せ
得
る
と
主
張
す
る
。
明
解
で
読
み
や
す
い
新
訳
。

336048Ȃ6◆

青604Ȃ9

松
本
仁
助
・
岡
道
男
訳

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス

ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス

詩

学

詩

論

一
〇
六
七
円

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
『
詩
学
』
は
悲
劇
の
機
能
・
構
造
を
重
視
し
、
英
雄
を
わ

れ
わ
れ
と
同
じ
人
間
と
し
て
扱
い
、
神
・
運
命
な
ど
ギ
リ
シ
ア
文
学
の
伝
統
的
な

要
素
や
道
徳
観
を
考
察
の
対
象
か
ら
省
く
こ
と
に
よ
っ
て
文
学
理
論
と
し
て
の
普

遍
性
を
持
つ
に
い
た
っ
た
。
後
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
演
劇
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
の
『
詩
論
』
を
併
収
。

336049Ȃ4◆

青605Ȃ1

ル
ク
レ
ー
テ
ィ
ウ
ス

Ṥ

口

勝

彦
訳

物
の
本
質
に
つ
い
て

九
九
〇
円

ロ
ー
マ
の
詩
人
哲
学
者
ル
ク
レ
ー
テ
ィ
ウ
ス
の
現
存
唯
一
の
長
詩
で
あ
り
エ
ピ
ク

ロ
ス
哲
学
の
原
子
論
的
自
然
観
を
詳
述
し
た
科
学
的
啓
蒙
書
と
し
て
現
在
無
二
の

史
料
的
価
値
を
も
つ
作
品
で
あ
る
。
一
切
の
現
象
を
因
果
関
係
に
お
い
て
把
え
、

原
子
と
空
間
か
ら
成
る
世
界
の
自
然
法
則
を
説
明
し
て
現
実
の
生
を
楽
し
む
こ
と

を
教
え
た
こ
の
雄
大
な
長
詩
は
古
代
の
哲
学
の
圧
巻
で
あ
る
。

336051Ȃ6

哲学・教育・宗教69
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青606Ȃ1

出
隆
・
岩
崎
允
胤
訳

エ

ピ

ク

ロ

ス

―
教
説
と
手
紙
―

七
九
二
円

ギ
リ
シ
ア
の
唯
物
論
哲
学
者
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
現
存
す
る
ほ
と
ん
ど
全
著
作
を
収
録

し
た
。
人
間
に
と
っ
て
最
高
善
と
し
て
の
快
楽
は
精
神
的
な
楽
で
あ
っ
て
肉
体
の

そ
れ
で
は
な
い
。
真
の
幸
福
は
外
物
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
た
煩
わ
さ
れ
ず
、
死
の

恐
怖
か
ら
免
れ
た
無
動
、
平
静
の
精
神
状
態
で
あ
る
と
す
る
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
哲
学

は
、
本
巻
中
の
諸
編
か
ら
直
接
に

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

336061Ȃ3

青607Ȃ1

セ

ネ

カ

大

西

英

文
訳

生
の
短
さ
に
つ
い
て
他
二
Ἣ

九
九
〇
円

生
は
浪
費
す
れ
ば
短
い
が
、
活
用
す
れ
ば
十
分
に
長
い
と
説
く
『
生
の
短
さ
に
つ

い
て
』。
心
の
平
静
を
得
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
説
く
『
心
の
平
静

に
つ
い
て
』。
快
楽
で
は
な
く
、
徳
こ
そ
が
善
で
あ
り
、
幸
福
の
た
め
の
最
も
重

要
な
条
件
だ
と
説
く
『
幸
福
な
生
に
つ
い
て
』。
実
践
を
重
ん
じ
る
セ
ネ
カ
（
前
四

頃
―
後
六
五

）
の
倫
理
学
の
特
徴
が
よ
く
出
て
い
る
代
表
作
三
Ἣ
を
収
録
。
新
訳
。

336071Ȃ2◆

青607Ȃ2

セ

ネ

カ

兼

利

Ḵ

也
訳

怒
り
に
つ
い
て
他
二
Ἣ

一
一
七
七
円

ネ
ロ
ー
帝
に
仕
え
る
宮
廷
の
生
と
自
決
の
死

帝
国
の
繁
栄
と
矛
盾
の
中
で
運

命
の
変
転
を
体
現
し
た
ロ
ー
マ
の
哲
学
者
セ
ネ
カ
（
前
四

頃
―
後
六
五

）。
絶
対
権
力

を
念
頭
に
、
怒
り
と
い
う
破
壊
的
な
情
念
の
分
析
と
治
療
法
を
逆
説
的
修
辞
で
論

じ
る
『
怒
り
に
つ
い
て
』。
苦
難
の
運
命
と
現
実
社
会
の
軋
轢
へ
の
覚
悟
、
真
の

幸
福
を
説
く
『
摂
理
に
つ
い
て
』『
賢
者
の
恒
心
に
つ
い
て
』
を
併
録
。
新
訳
。

336072Ȃ9◆

青608Ȃ1～2

國

方

栄

二
訳

エ
ピ
ク
テ
ト
ス

人
生
談
義
全
二
冊

上
一
二
四
三
円

下
一
三
八
六
円

「
君
は
私
の
足
を
縛
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
私
の
意
志
は
ゼ
ウ
ス
だ
っ
て
支
配
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」。
ロ
ー
マ
帝
国
に
生
き
た
奴
隷
出
身
の
哲
人
エ
ピ
ク
テ
ト
ス

は
、
精
神
の
自
由
を
求
め
、
何
も
の
に
も
動
じ
な
い
強
い
生
き
方
を
貫
い
た
。
幸

福
に
生
き
る
条
件
を
真
摯
に
探
る
ス
ト
ア
派
哲
学
者
の
㗡
が
浮
か
び
上
が
る
。
上

巻
は
『
語
録
』
第
一
・
二
巻
、
下
巻
は
『
語
録
』
第
三
・
四
巻
、『
要
録
』
等
。

336083Ȃ5

青610Ȃ1

神
谷
美
恵
子
訳

マ
ル
ク
ス
・

ア
ウ
レ
ー
リ
ウ
ス

自

省

録
九
四
六
円

あ
た
か
も
一
万
年
も
生
き
る
か
の
よ
う
に
行
動
す
る
な
。
生
き
て
い
る
う
ち
に
、

許
さ
れ
て
い
る
間
に
、
善
き
人
た
れ

ロ
ー
マ
の
哲
人
皇
帝
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ

レ
ー
リ
ウ
ス
（
一
二
一

―
一
八
〇

）。
重
責
の
生
の
さ
な
か
、
透
徹
し
た
内
省
が
紡
ぎ
出

し
た
言
葉
の
数
々
は
、
古
来
、
数
知
れ
ぬ
人
々
の
心
の
糧
と
な
っ
て
き
た
。
神
谷

美
恵
子
の
清
冽
な
訳
文
に
、
新
た
な
補
注
を
加
え
る
。

336101Ȃ6◆
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青611Ȃ2

キ

ケ

ロ

ー

中

務

哲

郎
訳

老

年

に

つ

い

て
六
三
八
円

古
代
ロ
ー
マ
第
一
の
学
者
に
し
て
政
治
家
・
弁
論
家
キ
ケ
ロ
ー
（
前
一
〇
六

―
前
四
三

）

が
人
と
し
て
の
生
き
方
を
語
り
、老
年
を
謳
い
上
げ
た
対
話
Ἣ
。八
十
四
歳
に
な
る

古
代
ロ
ー
マ
の
政
治
家
・
文
人
大
カ
ト
ー
が
二
人
の
若
者
を
屋
敷
に
迎
え
、
自
ら

の
到
達
し
た
境
地
か
ら
老
い
と
死
と
生
に
つ
い
て
語
る
、
と
い
う
構
想
の
も
と
に

進
め
ら
れ
る
。
悲
観
的
に
、
で
は
な
く
積
極
的
に
老
い
を
語
っ
た
永
遠
の
古
典
。

336112Ȃ1◆

青611Ȃ3

キ

ケ

ロ

ー

中

務

哲

郎
訳

友

情

に

つ

い

て
六
三
八
円

『
老
年
に
つ
い
て
』
の
姉
妹
Ἣ
と
し
て
書
か
れ
た
対
話
Ἣ
。
古
代
ロ
ー
マ
の
政
治

家
で
賢
者
の
誉
れ
高
い
ラ
エ
リ
ウ
ス
が
、
無
二
の
親
友
小
ス
キ
ー
ピ
ー
の
死
後
ま

も
な
く
、
二
人
の
女
婿
を
前
に
し
て
、
友
情
に
つ
い
て
語
る
。
キ
ケ
ロ
ー
に
と
っ

て
ラ
エ
リ
ウ
ス
は
、
単
な
る
過
去
の
賢
人
で
は
な
く
、
修
業
時
代
に
親
し
く
ᷚ
話

を
聞
く
こ
と
の
で
き
た
人
物
で
あ
っ
た
。
友
情
論
の
古
典
。
新
訳
。

336113ȂX◆

青611Ȃ4～5

キ

ケ

ロ

ー

大

西

英

文
訳

弁
論
家
に
つ
い
て
全
二
冊

上
・
下
各
一
一
一
一
円

ロ
ー
マ
最
高
の
弁
論
家
キ
ケ
ロ
ー
（
前
一
〇
六

─
前
四
三

）
が
、
既
存
の
弁
論
術
を
批

判
し
、
実
践
弁
論
の
復
権
、
哲
学
と
弁
論
の
再
結
合
を
説
く
。〈
人
間
的
教
養
〉

の
勧
め
で
あ
る
本
書
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
精
神
の
一
大
指
導
理
念
た
る
〈
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
〉
の
形
成
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
自
ら
の
理
念
に
忠
実
に
生

き
、
そ
れ
に
殉
じ
た
一
つ
の
偉
大
な
精
神
の
金
字
塔
。

336114Ȃ8

青611Ȃ7

高

橋

宏

幸
編

キ
ケ
ロ
ー
書
簡
集

一
五
一
八
円

古
代
ロ
ー
マ
の
政
治
家
・
弁
論
家
キ
ケ
ロ
ー
（
前
一
〇
六

―
前
四
三

）
の
書
簡
に
は
、

激
動
の
時
代
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
人
物
の
証
言
と
い
う
歴
史
的
価
値
が
あ

る
。
時
と
し
て
「
う
ち
と
け
て
、
お
か
し
み
の
あ
る
」
調
子
で
語
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
書
簡
に
は
、
公
刊
を
前
提
に
書
か
れ
た
も
の
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
、
生
身
の

キ
ケ
ロ
ー
の
多
面
的
な
人
間
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
一
一
二
通
を
精
選
。

336117Ȃ2

青612Ȃ3

沓
掛
良
彦
・
高
田
康
成
訳

エ
ラ
ス
ム
ス
＝
ト
マ
ス
・
モ
ア
往
復
書
簡

品
切

「
ユ
マ
ニ
ス
ト
の
王
者
」
と
し
て
君
臨
し
た
エ
ラ
ス
ム
ス
。
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
統

治
下
で
大
逆
罪
に
問
わ
れ
て
刑
死
し
た
ト
マ
ス
・
モ
ア
。
そ
の
固
い
友
情
が
、
の

ち
に
伝
説
化
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
二
人
の
往
復
書
簡
全
五
〇
通
に
、
一
六
世
紀

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
知
識
人
た
ち
の
知
的
活
動
、
政
局
、
文
化
交
流
の
様
子
を

読
む
。
宗
教
改
革
の
舞
台
裏
を
赤
裸
に
語
る
㗦
料
と
し
て
も
貴
重
。

336123Ȃ8◆

哲学・教育・宗教71
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青613Ȃ1

デ

カ

ル

ト

谷
川
多
佳
子
訳

方

法

序

説
五
七
二
円

す
べ
て
の
人
が
真
理
を
見
い
だ
す
た
め
の
方
法
を
求
め
て
、
思
索
を
重
ね
た
デ
カ

ル
ト
（
一
五
九
六

―
一
六
五
〇

）。「
わ
れ
思
う
、
ゆ
え
に
わ
れ
あ
り
」
は
、
そ
の
彼
が
い
っ

さ
い
の
外
的
権
威
を
否
定
し
て
達
し
た
、
思
想
の
独
立
宣
言
で
あ
る
。
本
書
で
示

さ
れ
る
新
し
い
哲
学
の
根
本
原
理
と
方
法
、
自
然
の
探
求
の
展
望
な
ど
に
よ
っ

て
、
近
代
の
礎
が
築
か
れ
た
。
読
み
や
す
く
正
確
な
新
訳
。

336131Ȃ8◆

青613Ȃ3

デ

カ

ル

ト

桂

寿

一
訳

哲

学

原

理
七
九
二
円

近
代
哲
学
の
祖
デ
カ
ル
ト
が
、
狭
義
の
哲
学
の
み
な
ら
ず
自
然
学
を
も
含
め
た
自

己
の
広
義
の
哲
学
大
系
を
最
も
系
統
的
に
叙
述
し
た
著
作
。
本
文
庫
版
は
原
著
の

全
四
部
の
う
ち
、
第
一
部
の
形
而
上
学
と
、
物
体
の
運
動
法
則
を
説
明
し
た
第
二

部
の
物
理
学
的
自
然
学
の
部
分
を
収
め
た
。
綜
合
的
「
学
」
と
し
て
の
デ
カ
ル
ト

哲
学
の
根
本
思
想
が
こ
こ
に
開
示
さ
れ
て
い
る
。

336133Ȃ4

青613Ȃ4

デ

カ

ル

ト

野

田

又

夫
訳

精
神
指
導
の
規
則品

切

有
名
な
デ
カ
ル
ト
の
方
法
の
詳
し
い
規
定
は
こ
の
本
に
も
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
同
時
に
こ
こ
に
は
彼
の
数
学
、
自
然
学
、
形
而
上
学
の
萌
芽
が
生
き
生
き
と

示
さ
れ
て
い
る
。
未
完
結
の
遺
稿
で
は
あ
る
が
、
早
く
か
ら
写
本
で
ひ
ろ
く
読
ま

れ
て
い
た
こ
の
論
文
は
、
わ
れ
わ
れ
に
明
確
に
考
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ

る
か
を
教
え
て
く
れ
る
。

336134Ȃ2◆

青613Ȃ5

デ

カ

ル

ト

谷
川
多
佳
子
訳

情

念

論
九
二
四
円

近
代
感
情
論
の
源
泉
と
さ
れ
る
『
情
念
論
』（
一
六
四
九
）
は
伝
統
の
ス
コ
ラ
的

見
方
や
情
念
＝
悪
と
い
う
見
方
を
否
定
し
、
理
性
の
善
悪
の
判
断
に
従
う
限
り
、

情
念
に
最
も
動
か
さ
れ
る
人
間
が
最
も
多
く
の
喜
び
を
享
受
す
る
と
主
張
し
た
。

心
身
関
係
の
具
体
的
な
説
明
に
み
る
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ズ
ム
や
脳
の
知
見
は
、
優
れ

て
現
代
的
な
課
題
を
含
む
。
デ
カ
ル
ト
解
釈
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
る
一
書
。

336135Ȃ1

青614Ȃ2～4

パ

ス

カ

ル

塩

川

徹

也
訳

パ

ン

セ
全
三
冊

上
一
三
二
〇
円

中
一
六
五
〇
円

下
一
三
八
六
円

「
人
間
は
一
本
の
葦
に
す
ぎ
な
い
。
自
然
の
う
ち
で
最
も
か
弱
い
も
の
、
し
か
し

そ
れ
は
考
え
る
葦
だ
。」
綺
羅
星
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
パ
ス

カ
ル
（
一
六
二
三

―
一
六
六
二

）
の
『
パ
ン
セ
』。
早
世
し
た
天
才
の
遺
稿
集
、
モ
ラ
リ
ス

ト
文
学
、
キ
リ
ス
ト
教
護
教
論
…
…
。
Ṗ
に
満
ち
た
多
面
的
な
〈
テ
ク
ス
ト
〉
の

あ
り
う
べ
き
㗡
を
提
示
す
る
こ
と
を
期
し
た
日
本
語
版
。

336142Ȃ9◆
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青615Ȃ3

ス

ピ

ノ

ザ

畠

中

尚

志
訳

知

性

改

善

論
五
七
二
円

ス
ピ
ノ
ザ
は
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
哲
学
者
。
世
俗
的
幸
福
の
む
な
し
さ
を
痛
感

し
て
人
間
の
幸
福
は
事
物
の
真
の
認
識
に
よ
る
自
然
と
の
合
一
に
あ
る
と
い
う
確

信
を
得
た
著
者
は
、
こ
の
論
文
で
知
性
を
改
善
し
純
化
し
て
、
真
な
る
認
識
、
真

な
る
観
念
に
至
る
道
を
求
め
る
。
短
く
し
か
も
未
完
の
論
文
で
は
あ
る
が
、
ス
ピ

ノ
ザ
の
哲
学
体
系
へ
の
序
説
的
役
割
を
担
う
重
要
な
著
作
で
あ
る
。

336153Ȃ9

青615Ȃ4～5

畠

中

尚

志
訳

ス
ピ
ノ
ザ

エ

チ

カ
全
二
冊

（
倫
理
学
）

上
一
〇
六
七
円

下
七
九
二
円

ス
ピ
ノ
ザ
は
『
エ
チ
カ
』
の
中
に
自
己
の
哲
学
思
想
の
す
べ
て
を
結
集
さ
せ
た
。

典
型
的
な
汎
神
論
と
決
定
論
の
う
え
に
立
っ
て
万
象
を
永
遠
の
相
の
も
と
に
眺

め
、
人
間
の
行
動
と
感
情
を
嘆
か
ず
笑
わ
ず
ẍ
ら
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
理
解
し
よ

う
と
努
め
た
。
ド
イ
ツ
観
念
論
体
系
成
立
の
う
え
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
、
ま
た

唯
物
論
的
世
界
観
の
す
ぐ
れ
た
先
駆
的
思
想
で
も
あ
る
。

336154Ȃ7◆

青616Ȃ1

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

谷
川
多
佳
子
・
岡
部
英
男
訳

モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
他
二
Ἣ

八
五
八
円

「
モ
ナ
ド
に
は
窓
が
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
知
ら
れ
る
単
純
な
実
体
モ
ナ
ド
。
そ

の
定
義
に
始
ま
り
、
モ
ナ
ド
が
織
り
な
す
表
象
、
予
定
調
和
の
原
理
、
神
の
存
在

と
最
善
な
可
能
世
界
の
創
造
、
物
体
の
有
機
的
構
造
、
神
と
精
神
の
関
係
ま
で
、

広
範
な
領
域
を
扱
う
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
代
表
作
。「
理
性
に
基
づ
く
自
然
と
恩
寵

の
原
理
」
ほ
か
、
関
連
す
る
論
文
と
書
簡
な
ど
を
併
収
。
新
訳
。

336169Ȃ6

青618Ȃ2

バ

ー

ク

リ

戸

田

剛

文
訳

ハ
イ
ラ
ス
と
フ
ィ
ロ
ナ
ス
の
三
つ
の
対
話

九
九
〇
円

「
ね
え
、
ハ
イ
ラ
ス
」
経
験
論
者
バ
ー
ク
リ
を
代
弁
す
る
フ
ィ
ロ
ナ
ス
は
論
戦
を

挑
む
ハ
イ
ラ
ス
を
受
け
て
立
つ
。
知
覚
の
原
因
物
質
が
外
界
に
存
在
す
る
こ
と
を

否
定
し
、
一
切
は
心
の
中
の
観
念
と
す
る
〈
非
物
質
主
義
哲
学
〉
に
、
世
間
は
果

し
て
納
得
す
る
か
。『
人
知
原
理
論
』『
視
覚
新
論
』
と
三
大
主
著
を
な
す
〈
対

話
〉
は
、
絶
好
の
哲
学
入
門
書
（
一
七
一
三
年
）。

336182Ȃ5

青619Ȃ5～6

ヒ

ュ

ー

ム

小

松

茂

夫
訳

市
民
の
国
に
つ
い
て
全
二
冊

上
九
九
〇
円

下
一
〇
六
七
円

ヒ
ュ
ー
ム
が
も
っ
と
も
脂
の
の
り
き
っ
た
時
期
に
著
わ
し
た
エ
ッ
セ
イ
集
。
勢
力

均
衡
・
王
位
継
承
・
理
想
共
和
国
な
ど
を
論
じ
た
政
治
論
と
、
商
業
・
貨
幣
・
利

子
・
貿
易
・
租
税
な
ど
を
め
ぐ
る
経
済
論
と
か
ら
な
る
。
い
ず
れ
の
エ
ッ
セ
イ
も

政
治
・
社
会
・
歴
史
に
対
す
る
鋭
利
な
洞
察
の
結
実
で
あ
り
、
社
会
的
現
実
を
最

高
の
関
心
事
と
す
る
近
代
的
哲
学
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。

336195Ȃ4
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青619Ȃ7

ヒ

ュ

ー

ム

犬

塚

元
訳

自
然
宗
教
を
め
ぐ
る
対
話

八
五
八
円

宗
教
に
合
理
的
な
基
礎
が
あ
る
の
か
。
知
性
と
善
性
を
そ
な
え
た
神
の
存
在
を
論

証
で
き
る
の
か
。
こ
の
問
い
を
め
ぐ
っ
て
、
正
統
派
の
デ
メ
ア
、
哲
学
的
気
質
の

ク
レ
ア
ン
テ
ス
、
懐
疑
主
義
の
フ
ィ
ロ
の
三
人
が
丁
々
発
止
の
議
論
を
く
り
広
げ

た
対
話
Ἣ
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
（
一
七
一
一

―
一
七
七
六

）
の
多
岐
に
わ
た
る
思

想
的
営
為
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
集
約
さ
れ
た
重
要
著
作
。
一
七
七
九
年
刊
行
。

336197Ȃ9

青620Ȃ1

ド
・
ラ
・
メ
ト
リ

杉

捷

夫
訳

人

間

機

械

論
五
七
二
円

十
八
世
紀
に
開
花
し
た
フ
ラ
ン
ス
唯
物
論
の
も
っ
と
も
尖
鋭
な
代
表
者
と
い
わ
れ

る
医
師
ラ
・
メ
ト
リ
（
一
七
〇
九

―
五
一

）
の
主
著
。
主
と
し
て
生
理
学
の
力
を
か
り
、

人
間
の
精
神
が
脳
と
い
う
物
質
の
働
き
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
を
論
証
し
た
も
の
。

発
表
さ
れ
る
や
宗
教
界
に
激
し
い
憎
悪
の
嵐
を
ま
き
お
こ
し
、
各
宗
派
は
「
一
人

の
哲
学
者
を
迫
害
す
る
た
め
に
力
を
あ
わ
せ
て
狂
奔
し
た
」
と
い
う
。

336201Ȃ2

青622Ȃ1～3

ル

ソ

ー

今

野

一

雄
訳

エ

ミ

ー

ル
全
三
冊

上
一
三
二
〇
円

中
一
二
四
三
円

下
一
一
七
七
円

人
間
は
立
派
な
者
と
し
て
生
ま
れ
る
が
、
社
会
が
彼
を
堕
落
さ
せ
る
、
と
い
う
根

本
命
題
に
立
っ
て
人
間
形
成
に
お
け
る
自
然
思
想
を
展
開
し
た
著
作
。
理
想
的
な

家
庭
教
師
が
エ
ミ
ー
ル
と
い
う
平
凡
な
人
間
を
、
誕
生
か
ら
結
婚
ま
で
、
自
然
と

い
う
偉
大
な
師
に
従
っ
て
い
か
に
導
い
て
ゆ
く
か
を
、
結
婚
相
手
と
な
る
ソ
フ
ィ

ア
の
教
育
を
も
加
え
て
、
小
説
形
式
で
述
べ
た
教
育
思
想
史
上
不
朽
の
古
典
。

336221Ȃ7◆

青622Ȃ8～9
青623Ȃ0

桑

原

武

夫
訳

ル
ソ
ー

告

白
全
三
冊

上
品
切

中
・
下
各
一
〇
六
七
円

『
人
間
不
平
等
起
原
論
』
の
著
者
と
し
て
、
ま
た
『
エ
ミ
ー
ル
』
の
作
者
と
し
て
、

人
間
と
社
会
の
関
係
を
論
じ
、
近
代
人
の
祖
と
う
た
わ
れ
た
ル
ソ
ー
が
、
自
ら

「
破
天
荒
の
試
み
」
と
自
負
し
つ
つ
描
く
赤
裸
々
な
告
白
録
。
そ
の
痛
烈
な
自
己

主
張
の
情
熱
と
感
性
の
流
露
は
、
あ
ら
ゆ
る
毀
誉
褒
貶
を
越
え
て
、
本
書
を
近
代

小
説
の
起
原
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
秀
れ
た
文
学
作
品
た
ら
し
め
た
。

336228Ȃ4

青623Ȃ2

ル

ソ

ー

本
田
喜
代
治
・
平
岡
昇
訳

人
間
不
平
等
起
原
論

九
二
四
円

か
つ
て
人
間
は
不
平
等
の
殆
ど
存
在
せ
ぬ
自
然
状
態
に
あ
っ
た
が
、
歴
史
的
な
進

歩
と
い
う
㞳
落
の
過
程
を
へ
て
つ
い
に
は
「
徳
な
き
名
誉
、
知
恵
な
き
理
性
、
幸

福
な
き
快
楽
」
だ
け
を
も
つ
存
在
に
堕
す
る
。
そ
れ
が
専
制
社
会
に
お
け
る
人
間

の
悲
惨
な
の
だ
と
ル
ソ
ー
（
一
七
一
二

―
七
八

）
は
論
じ
、
同
時
代
の
社
会
と
文
化
を
痛

烈
に
批
判
し
た
。
今
も
根
元
的
な
思
索
を
う
な
が
し
て
や
ま
ぬ
書
。

336232Ȃ2

哲学・教育・宗教 74

001-293_IWBKA100[本組並び替え]_三校_再校_初校再処理_初校.smd  Page 7522/04/08 14:57  v3.60

＊青623Ȃ3

桑
原
武
夫
・
前
川
貞
㗨
郎
訳

ル
ソ
ー

社

会

契

約

論
八
五
八
円

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
導
火
線
と
な
っ
た
社
会
契
約
論
こ
そ
思
想
が
現
実
の
歴
史
を
変

革
す
る
力
を
持
つ
こ
と
を
示
し
た
古
典
で
あ
る
。⾉
人
は
生
れ
な
が
ら
自
由
で
、

し
か
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
鎖
に
縛
ら
れ
て
い
る
⾊
と
い
う
命
題
か
ら
出
発
し
、
王

権
の
性
質
、
政
府
の
種
類
、
憲
法
、
代
表
選
挙
、
宗
教
等
に
つ
い
て
独
創
的
意
見

を
述
べ
た
本
書
は
、
じ
つ
に
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
先
駆
的
宣
言
で
あ
る
。

336233Ȃ0

青623Ȃ4

ル

ソ

ー

河

野

健

二
訳

政

治

経

済

論
五
〇
六
円

ル
ソ
ー
は
一
七
五
五
年
、
当
時
刊
行
中
の
『
百
科
全
書
』
に
経
済
思
想
を
詳
述
し

た
。
こ
の
時
期
こ
そ
は
彼
が
個
人
主
義
か
ら
脱
し
、
人
間
生
活
に
お
け
る
政
治
の

決
定
的
な
重
要
性
を
認
め
、
革
命
的
民
主
主
義
の
立
場
を
高
く
掲
げ
始
め
た
時
で

あ
る
。
こ
の
思
想
転
換
期
に
当
っ
て
、
政
治
の
根
本
原
則
、
貧
富
の
対
立
、
税
制

等
に
つ
い
て
痛
烈
明
快
に
論
じ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

336234Ȃ9

青623Ȃ5

ル

ソ

ー

前
川
貞
㗨
郎
訳

学

問

芸

術

論
八
五
八
円

一
七
五
○
年
、
無
名
の
ル
ソ
ー
（
一
七
一
二

―
七
八

）
を
一
躍
有
名
に
し
た
デ
ビ
ュ
ー

作
。
学
問
芸
術
の
発
達
と
徳
の
衰
退
の
関
係
、
学
問
芸
術
の
起
原
と
結
果
を
論
じ

た
こ
の
論
文
に
は
、
学
問
よ
り
徳
の
重
視
、
奢
侈
と
不
平
等
へ
の
嫌
悪
、
原
始
状

態
の
賛
美
等
ル
ソ
ー
の
諸
思
想
の
特
色
が
萌
芽
的
な
形
で
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
ル

ソ
ー
全
著
作
の
出
発
点
を
示
す
重
要
な
論
文
と
い
え
よ
う
。
書
簡
六
通
を
併
収
。

336235Ȃ7

青623Ȃ6

ル

ソ

ー

今

野

一

雄
訳

演

劇

に

つ

い

て

―
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
へ
の
手
紙
―

九
二
四
円

近
代
都
市
文
化
の
精
華
た
る
演
劇
。
な
の
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
は
演
劇
は
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。『
百
科
全
書
』
の
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
」
の
項
で
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
は
そ
の

不
満
を
書
き
綴
る
。
し
か
し
ル
ソ
ー
は
、
貧
富
の
差
に
規
定
さ
れ
、
閉
ざ
さ
れ
た

密
室
の
芸
術
よ
り
、
自
由
に
民
衆
が
参
加
で
き
る
野
外
で
の
祭
を
、
と
応
じ
、
こ

こ
に
そ
の
芸
術
観
・
社
会
観
を
展
開
す
る
。

336236Ȃ5

青623Ȃ7

ル

ソ

ー

増

田

真
訳

言

語

起

源

論

―
旋
律
と
音
楽
的
模
倣
に
つ
い
て
―六

三
八
円

ル
ソ
ー
が
言
語
の
起
源
と
本
質
を
論
じ
た
著
作
。
言
語
の
本
質
と
は
情
念
の
表
現

に
あ
り
、
も
と
は
言
語
と
音
楽
の
起
源
は
同
一
で
あ
っ
た
と
い
う
。
言
語
の
起
源

と
変
遷
、
諸
言
語
の
地
理
的
差
異
、
音
楽
の
起
源
、
旋
律
、
和
声
の
原
理
と
歴
史

が
分
析
さ
れ
、
南
方
と
北
方
の
言
語
の
抑
揚
の
相
違
、
言
語
の
現
状
と
そ
れ
ま
で

の
変
遷
と
の
関
係
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。

336237Ȃ2
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青624Ȃ1

桑

原

武

夫
訳
編

デ

ィ

ド

ロ
、

ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
編

百

科

全

書

―
序
論
お
よ
び
代
表
項
目
―一

一
七
七
円

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
発
生
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
十
八
世
紀
の
啓
蒙

思
想
家
た
ち
が
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
な
か
で
三
十
年
の
歳
月
を
か
け
て

完
成
し
た
百
科
全
書
は
、
近
代
的
知
識
の
集
大
成
で
あ
り
、
同
時
代
の
類
書
を
圧

倒
し
て
思
想
史
上
に
不
朽
の
名
を
残
し
た
。
本
文
庫
版
で
は
「
序
論
」
お
よ
び
十

六
の
代
表
項
目
（
本
邦
初
訳
）
を
収
め
た
。

336241Ȃ1

青624Ȃ7

佐
々
木
健
一
訳

デ
ィ
ド
ロ

絵
画
に
つ
い
て

九
二
四
円

啓
蒙
思
想
家
に
と
っ
て
絵
画
と
は
何
だ
っ
た
か
。
サ
ロ
ン
展
に
人
気
が
集
ま
り
、

造
形
芸
術
の
社
会
的
地
位
の
向
上
し
た
時
代
に
、「
絵
画
論
」
以
下
の
五
Ἣ
は
書

か
れ
た
。
模
倣
に
自
然
哲
学
と
芸
術
の
接
点
を
見
出
し
、
趣
味
を
論
じ
て
美
の
判

定
の
根
拠
を
問
う
。
デ
ッ
サ
ン
・
色
彩
・
明
暗
法
・
表
情
・
構
成
等
、
シ
ャ
ル
ダ

ン
ら
多
く
の
画
家
の
仕
事
を
踏
破
す
る
、
独
創
的
な
美
学
論
考
。

336247Ȃ0

青625Ȃ1

カ

ン

ト

篠

田

英

雄
訳

道
徳
形
而
上
学
原
論

七
二
六
円

「
我
が
上
な
る
星
空
と
我
が
内
な
る
道
徳
律
」
に
限
り
な
き
思
い
を
寄
せ
た
カ
ン

ト
（
一
七
二
四

―
一
八
〇
四

）
が
、
善
と
悪
、
自
由
意
志
、
自
律
、
義
務
、
人
格
と
人
間
性

な
ど
倫
理
学
の
根
本
問
題
を
簡
潔
平
易
に
論
ず
る
。
彼
の
倫
理
学
上
の
主
著
『
実

践
理
性
批
判
』
へ
の
序
論
を
な
し
、
カ
ン
ト
倫
理
学
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
カ
ン
ト

哲
学
全
般
に
た
い
す
る
最
も
手
ご
ろ
な
入
門
書
と
も
な
っ
て
い
る
。

336251Ȃ9

青625Ȃ2

カ

ン

ト

篠

田

英

雄
訳

啓
蒙
と
は
何
か
他
四
Ἣ

七
九
二
円

『
プ
ロ
レ
ゴ
ー
メ
ナ
』
を
書
き
終
え
て
か
ら
十
年
の
間
に
発
表
し
た
彼
の
歴
史
哲

学
に
関
す
る
小
論
文
四
編
。
そ
こ
で
は
「
啓
蒙
と
は
何
か
？
」
を
始
め
、
人
類
の

究
極
の
目
的
と
は
何
か
？

各
人
の
自
己
の
分
に
応
じ
て
人
類
の
進
歩
に
つ
く
す

こ
と
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
？

等
を
簡
明
に
説
き
つ
つ
、
当
時
の
宗
教
政
策

に
対
し
て
痛
烈
な
批
判
を
加
え
る
。

336252Ȃ7

青625Ȃ3～5

カ

ン

ト

篠

田

英

雄
訳

純
粋
理
性
批
判
全
三
冊

上
一
一
一
一
円

中
一
〇
六
七
円

下
一
二
四
三
円

認
識
に
関
し
て
経
験
的
な
る
も
の
と
先
験
的
（
ア
・
プ
リ
オ
リ
）
な
る
も
の
を
区

別
し
、
先
験
的
認
識
の
妥
当
す
る
範
囲
と
限
界
を
明
ら
か
に
し
た
本
書
こ
そ
、
哲

学
史
上
い
わ
ゆ
る
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
な
し
と
げ
た
と
さ
れ
る
世
紀
の
古
典

で
あ
る
。『
実
践
理
性
批
判
』『
判
断
力
批
判
』
と
そ
の
後
に
展
開
し
て
ゆ
く
カ
ン

ト
の
壮
大
な
哲
学
体
系
の
基
礎
で
あ
り
、
ま
た
総
論
で
も
あ
る
。

336253Ȃ5
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青625Ȃ6

波
多
野
精
一
・
宮
本
和
吉
・
篠
田
英
雄
訳

カ
ン
ト

実
践
理
性
批
判

一
一
一
一
円

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
認
識
原
理
の
批
判
を
行
な
っ
た
カ
ン
ト
は
「
第
二

批
判
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
本
書
に
お
い
て
道
徳
原
理
の
批
判
を
主
題
と
す
る
。
義

務
の
た
め
の
義
務
を
説
い
た
崇
高
な
道
徳
観
が
厳
密
な
論
理
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ

て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
行
論
の
間
に
こ
の
哲
人
の
深
い
人
間
洞
察
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
る
。
倫
理
学
史
上
の
不
朽
の
古
典
。

336256ȂX◆

青625Ȃ7～8

カ

ン

ト

篠

田

英

雄
訳

判

断

力

批

判
全
二
冊

上
一
〇
六
七
円

下
一
一
七
七
円

『
純
粋
理
性
批
判
』『
実
践
理
性
批
判
』
に
つ
づ
く
第
三
批
判
と
し
て
知
ら
れ
る
カ

ン
ト
の
主
著
。
カ
ン
ト
は
理
性
と
悟
性
の
中
間
能
力
た
る
判
断
力
の
分
析
を
通
じ

て
自
然
の
合
目
的
性
の
概
念
と
普
遍
的
な
快
の
感
情
の
発
見
に
到
達
し
、
自
然
界

と
自
由
界
の
橋
渡
し
を
可
能
に
す
る
こ
の
原
理
を
確
認
し
て
壮
大
な
批
判
哲
学
の

体
系
を
完
成
し
た
。

336257Ȃ8

青625Ȃ9

カ

ン

ト

宇
都
宮
芳
明
訳

永
遠
平
和
の
た
め
に

六
三
八
円

世
界
の
恒
久
的
平
和
は
い
か
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
か
。
カ
ン
ト
は
、
常
備

軍
の
全
廃
・
諸
国
家
の
民
主
化
・
国
際
連
合
の
創
設
な
ど
具
体
的
提
起
を
行
な

い
、
さ
ら
に
人
類
の
最
高
善
＝
永
遠
平
和
の
実
現
が
決
し
て
空
論
に
と
ど
ま
ら
ぬ

根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
、
人
間
ひ
と
り
ひ
と
り
に
平
和
へ
の
努
力
を
厳
粛
に
義
務

づ
け
る
。
あ
ら
た
め
て
熟
読
さ
れ
る
べ
き
平
和
論
の
古
典
。

336259Ȃ4◆

青626Ȃ3

カ

ン

ト

篠

田

英

雄
訳

プ

ロ

レ

ゴ

メ

ナ
九
九
〇
円

本
書
の
題
名
「
お
よ
そ
学
と
し
て
現
わ
れ
得
る
限
り
の
将
来
の
形
而
上
学
の
為
の

プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
（
序
論
）」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
著
『
純
粋
理
性
批
判
』
に

お
け
る
「
形
而
上
学
の
批
判
」
の
カ
ン
ト
の
真
意
の
曲
解
に
対
す
る
反
駁
と
し
て

書
か
れ
、『
批
判
』
の
要
旨
を
簡
潔
平
明
に
論
述
し
な
が
ら
、
真
に
学
的
な
形
而

上
学
の
成
立
の
諸
前
提
を
設
定
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

336263Ȃ2

青627Ȃ6

フ

ィ

ヒ

テ

宮

崎

洋

三
訳

学
者
の
使
命
・
学
者
の
本
質

一
一
一
一
円

哲
人
フ
ィ
ヒ
テ
の
生
涯
は
「
闘
い
」
で
あ
っ
た
。
同
時
代
人
に
容
れ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
後
世
彼
は
「
人
類
の
教
師
」
と
呼
ば
れ
た
。
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
論

文
は
、
い
ず
れ
も
学
者

い
わ
ゆ
る
完
成
し
た
学
者
だ
け
で
な
く
、
学
生
、
教

育
家
、
政
治
家
、
著
述
家
な
ど
お
よ
そ
学
問
に
関
係
の
あ
る
す
べ
て
の
も
の

の
使
命
と
本
質
を
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
学
者
の
修
身
の
書
で
あ
る
。

336276Ȃ4
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青628Ȃ2

木

場

深

定
訳

シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー

独

白
七
九
二
円

人
間
が
人
間
に
贈
り
う
る
も
の
の
う
ち
で
、
人
間
が
心
情
の
奥
底
で
自
分
自
身
に

語
っ
た
も
の
に
ま
さ
る
贈
り
物
は
な
い
。『
宗
教
論
』
を
著
し
た
ド
イ
ツ
の
神
学

者
・
哲
学
者
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
（
一
七
六
八

―
一
八
三
四

）
は
独
自
の
哲
学
的
世
界

観
お
よ
び
人
生
観
を
語
り
、「
一
つ
の
お
年
玉
」
と
記
し
て
一
八
〇
〇
年
、
新
し

く
迎
え
る
世
紀
に
寄
せ
る
贈
り
物
と
し
た
。

336282Ȃ9

青629Ȃ8

ヘ

ー

ゲ

ル

武

市

健

人
訳

哲

学

史

序

論

―
哲
学
と
哲
学
史
―

八
五
八
円

ヘ
ー
ゲ
ル
（
一
七
七
〇

―
一
八
三
一

）
は
哲
学
史
に
関
す
る
一
連
の
講
義
を
九
回
お
こ
な
っ

た
が
、
こ
れ
ら
は
弟
子
の
手
で
『
哲
学
史
講
義
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
ヘ
ー
ゲ

ル
哲
学
理
解
へ
の
最
良
の
手
が
か
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
中
か
ら
序

論
と
東
洋
哲
学
の
部
分
を
選
ん
だ
も
の
で
、
哲
学
を
は
じ
め
て
体
系
的
に
把
握
し

た
偉
大
な
哲
学
史
家
と
し
て
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
真
骨
頂
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
示
す
。

336298Ȃ5

青629Ȃ6～7

金

子

武

蔵
訳

ヘ
ー
ゲ
ル

政
治
論
文
集
全
二
冊

上
一
〇
一
二
円

下
一
〇
五
六
円

哲
学
者
と
し
て
の
ヘ
ー
ゲ
ル
を
知
ら
な
い
人
は
ま
ず
あ
る
ま
い
が
、
彼
が
情
熱
的

な
政
論
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
人
は
案
外
に
少
な
い
よ
う
だ
。
こ
こ
に
は
、

現
実
の
政
治
問
題
を
具
体
的
に
論
じ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
文
す
べ
て
を
収
め
た
。
殆

ん
ど
日
常
の
言
葉
や
概
念
だ
け
で
政
治
的
な
出
来
事
の
意
味
を
解
明
す
る
彼
の
鮮

や
か
な
手
際
と
情
熱
は
、
読
者
に
或
る
驚
き
を
与
え
ず
に
は
お
く
ま
い
。

336296Ȃ9

青629Ȃ9
青630Ȃ0

ヘ

ー

ゲ

ル

長

谷

川

宏
訳

歴
史
哲
学
講
義
全
二
冊

上
一
〇
六
七
円

下
一
一
一
一
円

「
理
性
が
世
界
を
支
配
し
、
し
た
が
っ
て
世
界
の
歴
史
も
理
性
的
に
進
行
す
る
」

と
の
確
信
に
も
と
づ
き
、
世
界
精
神
の
理
性
的
か
つ
必
然
的
な
あ
ゆ
み
と
し
て
の

世
界
史
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
構
想
す
る
。
一
八
二
二
―
三
一
年
に
五
回
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
た
講
義
を
彼
の
死
後
に
編
集
・
整
理
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。「
語
ら
れ
た

こ
と
ば
」
で
あ
る
こ
と
を
配
慮
し
た
明
快
な
訳
文
で
お
く
る
。

336299Ȃ3

青630Ȃ2～3

ヘ

ー

ゲ

ル

上
妻
精
・
佐
藤
康
邦
・
山
田
忠
彰
訳

法

の

哲

学
全
二
冊

―
自
然
法
と
国
家
学
の
要
綱
―

上
一
三
二
〇
円

下
一
三
八
六
円

一
八
二
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
主
著
の
一
つ
。
法
の
原
理
的
検
討
か
ら

は
じ
ま
り
、
家
族
、
市
民
社
会
、
国
家
の
洞
察
へ
と
進
む
。
そ
れ
は
ま
さ
に
近
代

の
自
画
像
を
描
く
試
み
で
あ
っ
た
。
上
巻
は
、
第
一
部
・
抽
象
法
、
第
二
部
・
道

徳
を
、
下
巻
は
第
三
部
・
人
倫
を
収
録
。「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
梟
は
、
夕
暮
れ
の
訪

れ
と
と
も
に
、
よ
う
や
く
飛
び
は
じ
め
る
」
と
い
う
一
文
で
名
高
い
。

336302Ȃ7
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青632Ȃ1

シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル

斎

藤

信

治
訳

自
殺
に
つ
い
て
他
四
Ἣ

五
〇
六
円

シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
（
一
七
八
八

―
一
八
六
〇

）
の
主
著
『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世

界
』
以
上
に
愛
読
さ
れ
た
『
付
録
と
補
遺
』
の
中
か
ら
、
自
殺
に
関
す
る
論
稿
五

Ἣ
を
収
め
る
。
人
生
と
は
「
裏
切
ら
れ
た
希
望
、
挫
折
さ
せ
ら
れ
た
目
論
見
、
そ

れ
と
気
づ
い
た
と
き
に
は
も
う
遅
す
ぎ
る
過
ち
の
連
続
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
な

ど
、
透
徹
し
た
洞
察
が
、
易
し
く
味
わ
い
深
く
書
か
れ
て
い
る
。

336321Ȃ3

青632Ȃ2

シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル

斎

藤

忍

随
訳

読
書
に
つ
い
て
他
二
Ἣ

七
〇
四
円

前
記
『
付
録
と
補
遺
』
の
中
か
ら
「
思
索
」「
著
作
と
文
体
」「
読
書
に
つ
い
て
」

の
三
Ἣ
を
収
録
。「
読
者
と
は
他
人
に
も
の
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
一

日
を
多
読
に
費
す
勤
勉
な
人
間
は
㗨
第
に
自
分
で
も
の
を
考
え
る
力
を
失
っ
て
ゆ

く
。」

鋭
利
な
寸
言
、
痛
烈
な
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
数
々
は
、
山
な
す
出
版
物

に
取
り
囲
ま
れ
た
現
代
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
驚
く
ほ
ど
新
鮮
で
あ
る
。

336322Ȃ1◆

青632Ȃ3

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル

細

谷

貞

雄
訳

知
性
に
つ
い
て
他
四
Ἣ

七
二
六
円

同
じ
く
『
付
録
と
補
遺
』
の
一
部
。
該
博
な
教
養
を
模
範
的
な
散
文
の
う
ち
に
盛

り
こ
ん
だ
こ
の
人
生
の
箴
言
集
は
、
哲
学
の
専
門
領
域
を
越
え
た
書
と
し
て
広
く

読
ま
れ
る
。
ド
イ
ツ
観
念
論
の
体
系
構
築
を
し
り
ぞ
け
て
、
世
界
は
す
べ
て
盲
目

的
意
志
な
り
と
説
い
た
こ
の
厭
世
的
哲
人
が
語
る
「
知
性
」
の
章
は
、
そ
の
透
徹

し
た
観
察
と
辛
辣
な
表
現
に
よ
っ
て
読
む
人
す
べ
て
を
魅
す
る
で
あ
ろ
う
。

336323ȂX

青633Ȃ3

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ

松
村
一
人
・
和
田
楽
訳

将
来
の
哲
学
の
根
本
命
題
他
二
Ἣ

六
六
〇
円

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
の
最
も
急
進
的
な
思
想
家
だ
っ
た
。
彼
は

『
将
来
の
哲
学
の
根
本
命
題
』
に
よ
っ
て
、
唯
物
論
の
立
場
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学

を
徹
底
的
に
批
判
し
、
冷
た
い
理
性
の
世
界
か
ら
、
哲
学
を
感
性
的
な
自
然
の
人

間
の
手
に
と
り
返
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
「
人
間
学
」
は
若
き
マ
ル
ク
ス
に
大
き

な
影
響
を
与
え
、
マ
ル
ク
ス
主
義
形
成
へ
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。

336333Ȃ7

青635Ȃ2

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

斎

藤

信

治
訳

不

安

の

概

念
九
二
四
円

激
し
い
憂
愁
と
懐
疑
に
堪
え
た
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
主
体
的
な
存
在
を
問
題
と

し
た
最
初
の
思
想
家
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
今
日
に
至
る
実
存
哲
学
の
祖
と
し
て
の

思
想
史
的
意
義
が
あ
る
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な
彼
の
自
己
自
身
と
の
厳
し
い
総
決

算
で
あ
り
、
質
的
飛
躍
に
よ
る
真
実
絶
対
へ
の
生
を
創
造
す
る
過
程
を
、
深
い
体

験
の
表
現
に
お
い
て
展
開
し
た
内
容
豊
か
な
も
の
。

336352Ȃ3

哲学・教育・宗教79
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青635Ȃ3

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

斎

藤

信

治
訳

死

に

至

る

病
九
二
四
円

「
死
に
至
る
病
」
と
は
絶
望
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
絶
望

の
暗
黒
面
を
心
理
学
的
に
掘
り
さ
げ
つ
つ
、
人
間
と
い
う
も
の
の
本
質
を
激
し
く

追
求
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
繊
細
深
刻
を
き
わ
め
る
絶
望
者
の
心
理
描
写
の
中
に

は
、
多
分
に
著
者
自
身
の
自
己
分
析
と
自
己
告
白
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

著
者
の
哲
学
的
思
索
の
根
本
的
な
特
色
が
あ
る
。

336353Ȃ1◆

青637Ȃ4～5

デ
ィ
ル
タ
イ

柴
田
治
三
郎
・
小
牧
健
夫
訳

体

験

と

創

作
全
二
冊

上
柴
田
訳
九
四
六
円

下
小
牧
・
柴
田
訳
八
一
四
円

レ
ッ
シ
ン
グ
か
ら
ゲ
ー
テ
を
経
て
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
、
ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン
に
い
た
る

輝
か
し
い
ド
イ
ツ
精
神
史
の
流
れ
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
自
身
の
哲
学
を
生
ん
だ
精
神

的
な
揺
籃
で
あ
り
故
郷
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
人
間
の
体
験
か
ら
出
発
し
て
歴

史
理
性
批
判
の
遂
行
に
立
ち
向
か
っ
た
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
の
方
法
的
核
心
は
、
こ

の
偉
大
な
精
神
の
伝
統
に
即
し
て
内
面
的
に
解
明
さ
れ
る
。

336374Ȃ4

青638Ȃ1～2

ヒ

ル

テ

ィ

草
間
平
作
・
大
和
邦
太
郎
訳

眠
ら
れ
ぬ
夜
の
た
め
に
全
二
冊

一
部
Ą一
一
一
一
円

二
部
Ą九
九
〇
円

眠
れ
な
い
夜
は
つ
ら
い
。
し
か
し
い
た
ず
ら
に
嘆
い
て
い
な
い
で
、
我
々
は
そ
れ

を
、
日
頃
怠
り
が
ち
な
自
己
反
省
の
た
め
の
静
か
な
妨
げ
ら
れ
な
い
時
間
と
し
て

活
用
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
ヒ
ル
テ
ィ
（
一
八
三
三

―
一
九
〇
九

）
は
青
年
に
向
か
っ
て
こ

う
語
り
か
け
る
。
ス
イ
ス
の
法
学
者
・
哲
学
者
で
あ
っ
た
著
者
が
、
聖
書
の
言
葉

を
引
き
つ
つ
人
は
い
か
に
生
き
い
か
に
自
分
を
深
め
て
ゆ
く
か
を
諄
々
と
説
く
。

336381Ȃ7

青638Ȃ3～5

ヒ

ル

テ

ィ

草
間
平
作
・
大
和
邦
太
郎
訳

幸

福

論
全
三
冊

一
部
Ą九
二
四
円
二
部
Ą一
〇
六
七
円
三
部
Ą一
一
一
一
円

ケ
ー
ベ
ル
博
士
は
ヒ
ル
テ
ィ
を
自
分
の
「
生
涯
の
伴
侶
」
の
一
人
に
数
え
、「
彼

の
如
く
、
若
き
人
々
の
師
と
な
り
友
と
な
る
に
適
せ
る
者
は
、
近
代
の
著
作
家
中

き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
本
書
は
ヒ
ル
テ
ィ
の
代
表
的
な
宗
教

的
・
倫
理
的
著
作
で
あ
り
、
深
い
学
識
と
不
動
の
信
念
か
ら
出
る
そ
の
深
い
思
索

は
、
真
摯
に
生
き
ん
と
す
る
人
々
へ
の
よ
き
人
生
案
内
と
な
っ
て
い
る
。

336383Ȃ3

青639Ȃ1

ニ

ー

チ

ェ

秋

山

英

夫
訳

悲

劇

の

誕

生
九
九
〇
円

ニ
ー
チ
ェ
の
処
女
作
。
ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
明
朗
さ
や
力
強
さ
の
底
に
「
強
さ
の
ペ

シ
ミ
ズ
ム
」
を
見
た
ニ
ー
チ
ェ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の
成
立
と
そ
の
盛
衰
を
、
ア

ポ
ロ
的
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
と
い
う
対
立
概
念
に
よ
っ
て
説
く
。
そ
し
て
ワ
ー

グ
ナ
ー
の
楽
劇
を
現
代
ド
イ
ツ
都
市
の
復
興
、「
悲
劇
の
再
生
」
と
し
て
謳
歌
し

た
。
こ
こ
に
は
倫
理
の
世
界
を
超
え
た
詩
人
の
顔
が
見
て
と
れ
る
。

336391Ȃ4
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青639Ȃ2～3

ニ

ー

チ

ェ

氷

上

英

廣
訳

ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は

こ
う
言
っ
た
全
二
冊

上
九
二
四
円

下
一
〇
六
七
円

晩
年
の
ニ
ー
チ
ェ
（
一
八
四
四

―
一
九
〇
〇

）
が
そ
の
根
本
思
想
を
体
系
的
に
展
開
し
た
第

一
歩
と
い
う
べ
き
著
作
。
有
名
な
「
神
は
死
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
で
表
わ
さ
れ
た

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
確
認
か
ら
は
じ
め
て
、
さ
ら
に
ニ
ー
チ
ェ
は
、
神
に
よ
る
価
値
づ

け
・
目
的
づ
け
を
Ṟ
ぎ
と
ら
れ
た
在
る
が
ま
ま
の
人
間
存
在
は
そ
の
意
味
を
何
に

よ
っ
て
見
出
す
べ
き
か
と
問
い
、
そ
れ
に
答
え
よ
う
と
す
る
。

336392Ȃ2◆

青639Ȃ4

ニ

ー

チ

ェ

木

場

深

定
訳

道

徳

の

系

譜
九
二
四
円

著
者
が
好
ん
で
用
い
た
箴
言
の
形
で
な
く
、
論
文
の
体
裁
で
書
か
れ
た
著
作
で
、

ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
の
構
造
、
殊
に
そ
の
道
徳
批
判
お
よ
び
こ
れ
に
連
関
す
る
独
自

の
価
値
思
想
の
理
論
的
な
筋
道
を
捉
え
る
の
に
最
も
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。「
善

と
悪
・
よ
い
と
わ
る
い
」、「
負
い
目
・
良
心
の
疾
し
さ
・
そ
の
他
」、「
禁
欲
主
義

的
理
想
は
何
を
意
味
す
る
か
」
の
三
編
か
ら
成
る
。

336394Ȃ9

青639Ȃ5

ニ

ー

チ

ェ

木

場

深

定
訳

善

悪

の

彼

岸

一
一
一
一
円

ニ
ー
チ
ェ
は
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
の
も
と
に
、
ま
た
民
主
主
義
政
治
の
も
と
に

「
畜
群
」
と
し
て
生
き
つ
づ
け
よ
う
と
す
る
人
々
に
鉄
Ṁ
を
下
す
。
彼
に
と
っ
て

人
間
を
平
等
化
、
矮
小
化
し
て
「
畜
群
人
間
」
に
堕
せ
し
め
る
の
は
こ
れ
ら
既
成

の
秩
序
や
道
徳
で
あ
り
、
本
来
の
哲
学
の
課
題
は
、
ま
さ
に
こ
の
秩
序
・
道
徳
に

対
す
る
反
対
運
動
の
提
起
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

336395Ȃ7◆

青639Ȃ6

ニ

ー

チ

ェ

手

塚

富

雄
訳

こ

の

人

を

見

よ
七
九
二
円

『
こ
の
人
を
見
よ
』
が
書
か
れ
た
の
は
一
八
八
八
年
の
秋
、
ニ
ー
チ
ェ
四
十
四
歳

の
と
き
で
あ
り
、
以
後
彼
は
死
の
年
ま
で
十
一
年
間
を
狂
気
の
闇
に
生
き
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
破
天
荒
な
自
伝
は
、
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
根
本
的
転
換
を
説
き
つ
づ

け
た
ニ
ー
チ
ェ
の
全
思
想
に
つ
い
て
自
ら
な
さ
れ
た
解
明
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ

は
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
内
面
的
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

336396Ȃ5◆

青640Ȃ1

Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ

㛞
田
啓
三
郎
訳

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

九
九
〇
円

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
も
っ
と
も
ア
メ
リ
カ
的
な
も
の
の
考
え
方
で
あ
り
、
今

日
の
ア
メ
リ
カ
㗦
本
主
義
社
会
と
そ
の
文
化
を
築
き
上
げ
て
き
た
基
調
で
あ
る
。

本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
初
め
て
体
系
づ
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な

思
考
方
法
を
打
破
し
た
点
で
不
朽
の
功
績
を
も
つ
。
ア
メ
リ
カ
的
な
も
の
の
見
か

た
の
核
心
は
、
じ
つ
に
こ
の
一
冊
に
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。

336401Ȃ5◆

哲学・教育・宗教81
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青640Ȃ2～3

Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ

㛞
田
啓
三
郎
訳

宗
教
的
経
験
の
諸
相
全
二
冊

上
一
一
一
一
円

下
一
二
四
三
円

科
学
的
な
方
法
に
よ
る
宗
教
心
理
学
の
最
初
の
労
作
と
し
て
不
朽
の
名
著
。
宗
教

を
異
常
な
精
神
現
象
の
う
ち
最
高
の
も
の
と
見
な
す
著
者
は
、「
健
全
な
心
」
と

「
病
め
る
魂
」
の
二
つ
の
傾
向
を
あ
げ
、
両
者
に
お
け
る
宗
教
的
態
度
を
多
く
の

人
々
の
厳
粛
な
経
験
に
照
ら
し
て
観
察
し
、
回
心
、
聖
徳
、
神
秘
主
義
な
ど
の
現

象
を
究
明
す
る
。
一
九
〇
一
―
二
年
の
ギ
フ
ォ
ー
ド
講
義
の
記
録
。

336402Ȃ3

青640Ȃ6

Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ

伊

藤

邦

武
編
訳

純
粋
経
験
の
哲
学

九
二
四
円

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
で
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
思
想
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム

ズ
（
一
八
四
二

―
一
九
一
〇

）
は
心
理
学
、
宗
教
学
、
哲
学
の
各
領
域
で
多
大
な
影
響
力
を

も
っ
た
。
本
書
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
晩
年
に
追
求
し
た
彼
な
り
の
形
而
上
学
―

「
純
粋
経
験
の
哲
学
」
―
の
体
系
的
構
築
を
跡
づ
け
る
べ
く
、『
多
元
的
宇
宙
』

『
根
本
的
経
験
論
』
所
収
の
諸
論
文
を
編
集
し
て
一
書
と
し
た
。

336406Ȃ6

青643Ȃ1～2

フ

ッ

セ

ル

池

上

鎌

三
訳

純
粋
現
象
学
及
現
象
学
的
哲
学
考
案
全
二
冊

上
八
五
八
円

下
一
〇
六
七
円

哲
学
研
究
者
の
間
で
「
イ
デ
ー
ン
」
と
い
う
略
称
で
知
ら
れ
て
い
る
本
書
は
現
象

学
の
創
始
者
フ
ッ
サ
ー
ル
（
一
八
五
九

―
一
九
三
八

）
の
主
著
で
あ
り
、
哲
学
の
基
礎
学
と

し
て
の
現
象
学
の
意
味
お
よ
び
機
能
を
体
系
的
に
基
礎
づ
け
た
名
著
。
自
ら
思
索

し
、
か
つ
他
の
思
索
を
理
解
せ
ん
と
す
る
人
び
と
に
と
っ
て
、
現
象
学
の
門
を
通

過
し
、
そ
の
方
法
的
意
義
を
会
得
す
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

336431Ȃ7

青643Ȃ3

フ
ッ
サ
ー
ル

浜

渦

辰

二
訳

デ
カ
ル
ト
的
省
察

一
一
一
一
円

デ
カ
ル
ト
の
精
神
を
復
権
さ
せ
つ
つ
、
デ
カ
ル
ト
を
越
え
て
超
越
論
的
現
象
学
へ

と
進
む
、「
新
デ
カ
ル
ト
主
義
」
の
主
張
。
一
九
二
九
年
の
パ
リ
講
演
「
超
越
論

的
現
象
学
入
門
」
を
も
と
に
、
明
証
性
の
学
と
し
て
の
現
象
学
を
叙
述
し
、
独
我

論
と
そ
の
克
服
と
し
て
の
間
主
観
性
の
問
題
を
俎
上
に
乗
せ
、
異
文
化
や
形
而
上

学
の
問
題
へ
の
道
を
示
し
た
、
フ
ッ
サ
ー
ル
晩
年
の
主
著
。

336433Ȃ3

青644Ȃ1

ジ

ン

メ

ル

清
水
幾
太
郎
訳

愛
の
断
想
・
日
々
の
断
想

六
三
八
円

こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
「
愛
を
知
る
人
」
を
め
ぐ
る
断
想
五
九
Ἣ
は
、
自
ら
も
ひ
そ

や
か
な
愛
に
生
き
た
社
会
学
者
ジ
ン
メ
ル
（
一
八
五
八

―
一
九
一
八

）
の
手
に
な
る
も
の
で

あ
る
。
晩
年
の
厳
し
く
澄
ん
だ
思
索
の
結
晶
で
あ
る
「
日
々
の
断
想
」
一
六
六
Ἣ

と
と
も
に
、
ジ
ン
メ
ル
の
思
想
の
特
色
で
あ
る
「
試
み
」「
断
想
」
的
性
格
の
魅

力
が
十
二
分
に
発
揮
さ
れ
た
哲
学
断
想
集
。

336441Ȃ4
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青644Ȃ6

深

澤

英

隆
編
訳

ジ
ン
メ
ル
宗
教
論
集

一
二
四
三
円

社
会
学
の
創
始
者
の
一
人
に
し
て
、「
生
の
哲
学
」
を
説
い
た
ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン

メ
ル
（
一
八
五
八

―
一
九
一
八

）
は
、
宗
教
と
宗
教
性
を
区
別
し
、
後
者
を
人
間
の
ア
プ
リ

オ
リ
な
属
性
の
一
つ
と
み
な
す
こ
と
で
、
そ
こ
に
脈
動
す
る
生
そ
の
も
の
を
捉
え

よ
う
と
試
み
た
。
社
会
学
・
心
理
学
・
哲
学
・
美
学
の
観
点
が
交
差
し
、
ユ
ニ
ー

ク
な
創
見
に
満
ち
た
ジ
ン
メ
ル
宗
教
論
の
初
集
成
。

336446Ȃ8

青645Ȃ3

ベ
ル
ク
ソ
ン

林

達

夫
訳

笑

い
七
九
二
円

古
来
多
く
の
哲
学
者
が
人
間
を
「
笑
う
こ
と
を
心
得
て
い
る
動
物
」
と
定
義
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ベ
ル
ク
ソ
ン
（
一
八
五
九

―
一
九
四
一

）
は
、
こ
の
人
間
特
有
の

「
笑
う
」
と
い
う
現
象
と
そ
れ
を
喚
起
す
る
「
お
か
し
み
」
の
構
造
と
を
、
古
典

喜
劇
に
素
材
を
求
め
て
分
析
し
、
そ
の
社
会
的
意
味
を
解
明
す
る
。
生
を
純
粋
持

続
と
と
ら
え
る
著
者
の
立
場
が
貫
か
れ
た
一
種
の
古
典
喜
劇
論
で
も
あ
る
。

336453Ȃ8◆

青645Ȃ7

ベ
ル
ク
ソ
ン

平

山

高

㗨
訳

道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉

一
一
一
一
円

今
日
も
な
お
涸
れ
る
こ
と
の
な
い
生
命
を
も
つ
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
最
後
の
完
成

を
記
念
す
る
大
著
。
わ
れ
わ
れ
が
生
き
る
う
え
に
根
本
的
な
意
味
を
も
つ
宗
教
と

道
徳
と
の
問
題
が
独
自
の
社
会
哲
学
に
も
と
づ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に

現
代
文
明
の
危
機
に
つ
い
て
の
著
者
の
洞
察
と
苦
悩
と
は
わ
れ
わ
れ
の
共
感
を
よ

び
お
こ
す
。
わ
れ
わ
れ
の
新
し
い
明
日
へ
の
指
針
と
な
る
書
。

336457Ȃ0

青645Ȃ8

ベ
ル
ク
ソ
ン

熊

野

純

彦
訳

物

質

と

記

憶

一
三
八
六
円

精
神
と
物
質
、
こ
こ
ろ
と
身
体
の
関
係
。
ア
ポ
リ
ア
と
化
し
た
〈
心
身
問
題
〉
に

ベ
ル
ク
ソ
ン
が
挑
む
。
実
在
論
や
観
念
論
の
枠
組
み
を
離
れ
て
最
初
か
ら
考
え
直

し
て
み
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
問
題
の
立
て
方
じ
た
い
の
変
更
が
求
め
ら
れ

る
。
身
体
は
生
き
る
た
め
に
知
覚
し
、
精
神
は
純
粋
記
憶
の
な
か
で
夢
み
て
い

る
。
生
の
哲
学
か
ら
見
ら
れ
た
と
き
に
現
れ
る
新
た
な
世
界
像
と
は
。

389013Ȃ4

青645Ȃ9

ベ
ル
ク
ソ
ン

中

村

文

郎
訳

時

間

と

自

由
九
九
〇
円

ベ
ル
ク
ソ
ン
（
一
八
五
九

―
一
九
四
一

）
の
哲
学
的
出
発
を
告
げ
た
、
時
間
論
の
古
典
的
名

著
。「
意
識
に
直
接
与
え
ら
れ
た
」
現
実
を
純
粋
な
時
間
的
持
続
と
み
な
す
立
場

か
ら
、
自
由
の
決
定
論
と
非
決
定
論
の
双
方
を
〈
時
間
の
空
間
化
〉
と
し
て
批
判

し
た
。
時
間
意
識
の
緻
密
な
分
析
を
通
し
て
、
具
体
的
現
実
の
復
権
と
真
の
自
由

の
顕
彰
を
図
っ
た
、
二
十
世
紀
初
頭
の
思
想
動
向
を
代
表
す
る
記
念
碑
的
労
作
。

336459Ȃ7

哲学・教育・宗教83
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青649Ȃ2

安

藤

貞

雄
訳

ラ
ッ
セ
ル
教
育
論

一
〇
六
七
円

現
代
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
思
想
家
ラ
ッ
セ
ル
（
一
八
七
二

―
一
九
七
〇

）
の
啓
蒙
的
著
作

の
㑹
作
。
人
の
性
格
は
ほ
ぼ
六
歳
ま
で
に
形
成
さ
れ
る
と
す
る
ラ
ッ
セ
ル
は
、
幼

年
期
に
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
子
供
の
本
能
を
正
し
く
訓
練
し
て
調
和
の
と
れ
た

性
格
を
作
り
だ
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
性
格
の
教
育
」
を
完
成
さ
せ
る
の
が

「
知
性
の
教
育
」
だ
と
説
く
。
自
由
と
知
性
と
愛
に
裏
う
ち
さ
れ
た
教
育
論
。

336492Ȃ9

青649Ȃ3

安

藤

貞

雄
訳

ラ
ッ
セ
ル

幸

福

論
九
二
四
円

自
分
の
関
心
を
内
へ
内
へ
と
む
け
る
の
で
は
な
く
、
外
界
へ
と
ふ
り
む
け
て
あ
ら

ゆ
る
こ
と
に
好
奇
心
を
い
だ
く
こ
と
。
偉
大
な
る
コ
モ
ン
セ
ン
ス
の
人
ラ
ッ
セ
ル

（
一
八
七
二

―
一
九
七
〇

）
は
、
こ
れ
こ
そ
が
幸
福
獲
得
の
条
件
で
あ
り
そ
れ
は
自
己
説
得

に
よ
っ
て
可
能
な
の
だ
、
と
説
く
。
た
く
ま
し
く
、
し
な
や
か
に
人
生
を
生
き
る

た
め
の
知
恵
が
こ
の
幸
福
の
処
方
箋
に
は
た
っ
ぷ
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

336493Ȃ7

青651Ȃ1～4

ハ
イ
デ
ガ
ー

熊

野

純

彦
訳

存

在

と

時

間
全
四
冊

一
・
二
・
三
Ą各
一
四
五
二
円

四
Ą一
三
二
〇
円

「
存
在
す
る
こ
と
」
の
意
味
は
何
か
。「
現
存
在
の
存
在
」
と
は
何
か

一
九
二

七
年
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
（
一
八
八
九

―
一
九
七
六

）
は
『
存
在
と
時
間
』
を
発

表
、
ギ
リ
シ
ア
以
来
の
「
存
在
」
の
問
い
に
新
た
な
光
を
投
じ
、
哲
学
界
の
地
形

を
変
容
さ
せ
た
。
生
ま
れ
で
る
思
考
の
彩
り
を
も
伝
え
る
正
確
な
訳
文
に
、
注

解
・
訳
注
と
全
体
を
見
通
す
梗
概
、
索
引
を
付
し
た
、
画
期
的
新
訳
。

336514Ȃ4

青652Ȃ2

デ

ュ

ー

イ

宮

原

誠

一
訳

学

校

と

社

会
七
九
二
円

デ
ュ
ー
イ
が
人
間
精
神
の
発
達
を
研
究
し
よ
う
と
し
て
、
シ
カ
ゴ
実
験
室
小
学
校

で
試
み
た
教
育
の
リ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
彼
は
学
校
を
小
社
会
と
考
え
、
学
校
外
の

社
会
生
活
と
の
関
連
に
留
意
し
、
子
ど
も
の
自
発
的
な
活
動
を
評
価
し
て
、
権
威

主
義
に
安
住
し
て
い
た
伝
統
的
な
学
校
教
育
を
排
撃
し
た
。
本
書
が
戦
後
わ
が
国

の
教
育
改
革
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。

336522Ȃ4

青652Ȃ3～4

デ

ュ

ー

イ

松

野

安

男
訳

民
主
主
義
と
教
育
全
二
冊

上
九
九
〇
円

下
八
五
八
円

教
育
と
は
直
接
的
な
経
験
か
ら
出
発
し
、
こ
れ
を
絶
え
間
な
く
再
構
成
・
拡
大
深

化
し
て
ゆ
く
過
程
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
子
供
や
学
校
の
問
題
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
と
す
れ
ば
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
教
育
と
は
何
か
。
教
育
に
関
す
る
在

来
の
学
説
を
こ
の
観
点
か
ら
根
本
的
に
洗
い
直
し
、
デ
ュ
ー
イ
自
身
の
考
え
方
を

全
面
的
に
展
開
し
世
界
の
教
育
界
の
流
れ
を
変
え
た
二
十
世
紀
の
古
典
。

336523Ȃ2

哲学・教育・宗教 84
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青654Ȃ4

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト

篠

田

英

雄
訳

歴
史
と
自
然
科
学
・
道
徳
の
原
理
に
就
て
・
聖

『
プ
レ
ル
ー
デ
ィ
エ
ン
』
よ
り

五
五
〇
円

主
著
「
プ
レ
ル
ー
デ
ィ
エ
ン
」
下
巻
よ
り
三
Ἣ
を
抜
粋
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ヴ
ィ
ン
デ

ル
バ
ン
ト
の
科
学
方
法
論
、
倫
理
学
、
宗
教
哲
学
を
代
表
す
る
著
作
で
、
そ
の
考

え
方
の
特
質

問
題
の
所
在
を
明
示
し
、
強
い
て
体
系
の
整
合
を
求
め
る
よ
り

は
、
む
し
ろ
事
実
を
正
視
し
て
そ
の
真
相
に
迫
る

を
示
す
。
読
者
に
「
哲
学

す
る
」
こ
と
を
教
え
、
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
名
Ἣ
。

336544Ȃ5

青655Ȃ1

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ
ー

植

田

重

雄
訳

我

と

汝
・
対

話
九
二
四
円

孤
高
の
宗
教
哲
学
者
ブ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
世
界
は
人
間
の
と
る
態
度
に
よ
っ
て

〈
わ
れ
‐
な
ん
じ
〉〈
わ
れ
‐
そ
れ
〉
の
二
つ
と
な
る
。
現
代
文
明
の
危
機
は
後
者

の
途
方
も
な
い
支
配
の
結
果
で
あ
っ
て
、〈
わ
れ
〉
と
〈
な
ん
じ
〉
の
全
人
格
的

な
呼
び
か
け
と
出
会
い
を
通
じ
て
人
間
の
全
き
回
復
が
可
能
と
な
る
。
対
話
的
思

惟
の
重
要
性
を
通
じ
て
人
間
の
在
り
方
を
根
元
的
に
問
う
た
主
著
二
Ἣ
。

336551Ȃ8

青656Ȃ2

神

谷

幹

夫
訳

ア
ラ
ン

幸

福

論
九
九
〇
円

ル
ー
ア
ン
の
新
聞
に
「
日
曜
語
録
」
と
し
て
連
載
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
総
計

五
千
に
上
る
ア
ラ
ン
の
プ
ロ
ポ
（
哲
学
断
章
）。「
哲
学
を
文
学
に
、
文
学
を
哲
学

に
」
変
え
よ
う
と
す
る
こ
の
独
特
の
文
章
は
、「
フ
ラ
ン
ス
散
文
の
㑹
作
」
と
評

価
さ
れ
て
い
る
。
幸
福
に
関
す
る
九
十
三
の
プ
ロ
ポ
を
収
め
た
本
書
は
、
日
本
で

も
早
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
も
の
。
折
に
ふ
れ
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
い
た
い
。

336562Ȃ3◆

青656Ȃ4

神

谷

幹

夫
訳

ア
ラ
ン

定

義

集品
切

「
咎
め
立
て
る
炯
眼
よ
り
も
赦
す
炯
眼
の
方
が
上
手
（
う
わ
て
）
な
の
だ
」（「
悪

口
」）
／
「
叡
知
。
こ
れ
は
怒
り
狂
っ
た
判
断
を
克
服
し
た
徳
で
あ
る
」（「
叡

知
」）
／
「
真
の
奇
蹟
は
人
間
に
属
し
て
い
る
」（「
奇
蹟
」）

哲
学
者
ア
ラ
ン

（
一
八
六
八

―
一
九
五
一

）
の
カ
ー
ド
箱
に
遺
さ
れ
た
、
思
索
の
〈
定
義
集
〉。
二
六
四
枚
に

書
か
れ
た
断
想
の
初
の
全
訳
と
、
未
刊
主
題
五
百
余
を
収
録
。
貴
重
な
日
本
版
。

336564ȂX◆

青658Ȃ1

Ｅ
・
ク
レ
ッ
チ
ュ
マ
ー

内

村

祐

之
訳

天

才

の

心

理

学

一
一
一
一
円

こ
の
精
神
医
学
的
天
才
論
の
古
典
は
、「
人
類
中
の
稀
有
に
し
て
極
端
な
変
種
」

で
あ
る
天
才
が
、
い
か
な
る
生
物
学
的
な
条
件
の
も
と
に
出
現
す
る
か
、
天
才
の

創
造
活
動
が
精
神
障
害
と
ど
う
か
か
わ
る
か
、
な
ど
興
味
つ
き
ぬ
課
題
を
多
く
の

病
跡
学
的
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
て
究
明
す
る
。
著
者
の
厳
密
な
科
学
精
神
と
豊
か

な
芸
術
的
直
観
と
の
み
ご
と
な
産
物
で
あ
る
。

（
解
説

飯
田
真
）
336581ȂX

哲学・教育・宗教85
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青659Ȃ1

Ｈ
・
ブ
ラ
ッ
ド
リ

寺

澤

芳

雄
訳

英

語

発

達

小

史

一
一
一
一
円

英
語
と
独
語
に
よ
く
似
た
単
語
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
と
説
き
お
こ
す
こ
と
か
ら
始

め
て
、
古
期
英
語
が
い
か
な
る
道
筋
を
へ
て
今
日
の
英
語
へ
と
生
成
発
展
し
て
き

た
か
を
平
易
明
晰
、
興
味
つ
き
ぬ
語
り
口
で
説
き
明
か
す
。
著
者
は
Ｏ
Ｅ
Ｄ
の
卓

越
し
た
編
纂
者
。
一
般
読
者
の
た
め
に
書
か
れ
た
英
語
史
と
し
て
、
類
書
中
群
を

抜
く
入
門
書
で
あ
る
。
原
題
「
英
語
の
成
立
」
の
完
訳
。

336591Ȃ7

青661Ȃ1

オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル

柴
田
治
三
郎
訳

日

本

の

弓

術
五
七
二
円

的
に
あ
て
る
こ
と
を
考
え
る
な
、
た
だ
弓
を
引
き
矢
が
離
れ
る
の
を
待
っ
て
射
あ

て
る
の
だ
、
と
い
う
阿
波
師
範
の
言
葉
に
当
惑
し
な
が
ら
著
者
は
六
年
の
歳
月
を

過
ご
し
、
そ
の
体
験
を
ふ
ま
え
て
講
演
を
行
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
西
欧
の
徹
底
し

た
合
理
的
・
論
理
的
な
精
神
が
い
か
に
日
本
の
非
合
理
的
・
直
観
的
な
思
考
に
接

近
し
遂
に
弓
術
を
会
得
す
る
に
至
っ
た
か
が
冷
静
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。

336611Ȃ5◆

青664Ȃ1

プ
ル
タ
ル
コ
ス

柳

沼

重

剛
訳

饒
舌
に
つ
い
て
他
五
Ἣ

七
九
二
円

無
類
の
話
し
好
き

『
英
雄
伝
』
を
も
し
の
ぐ
厖
大
な
随
筆
・
論
考
を
残
し
た

文
人
プ
ル
タ
ル
コ
ス
（
四
六

頃
―
一
二
五

頃
）
の
人
と
な
り
は
一
口
で
そ
う
言
っ
て
よ

い
。
快
活
で
嬉
々
と
し
た
筆
致
、
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
こ
ま
れ
た
故
事
逸
話
。
モ
ン

テ
ー
ニ
ュ
や
ベ
ー
コ
ン
も
枕
頭
の
書
と
し
て
親
し
ん
だ
彼
の
エ
ッ
セ
イ
集
『
モ
ラ

リ
ア
』
か
ら
、
饒
舌
の
弊
害
を
説
く
表
題
作
を
中
心
に
六
Ἣ
を
精
選
し
た
。

336641Ȃ7

青671Ȃ1

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

寺
澤
芳
雄
・
出
淵
博
訳

こ
と
ば
の
ロ
マ
ン
ス

―
英
語
の
語
源
―

一
一
〇
〇
円

ロ
ミ
オ
の
恋
人
の
名
Julietは
jilt（
男
た
ら
し
）
と
同
語
源
。
skirt（
ス
カ
ー

ト
）
は
ラ
テ
ン
語
の
「
短
い
」
に
由
来
。
stew
ard（
執
事
）
は
も
と
も
と
「
豚

小
屋
の
番
人
」。

英
単
語
の
歴
史
を
た
ず
ね
る
と
興
味
津
々
た
る
事
実
が
㗨

々
と
あ
ら
わ
れ
る
。
語
源
辞
典
編
纂
者
で
あ
っ
た
著
者
が
、
語
源
探
究
の
魅
力
を

伝
え
る
べ
く
、
一
般
読
者
の
た
め
に
蘊
蓄
の
か
ぎ
り
を
傾
け
て
成
っ
た
名
著
。

336711Ȃ1

青673Ȃ5

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー

宮

城

音

弥
訳

人

間

シ
ン
ボ
ル
を
操
る
も
の

一
三
二
〇
円

大
著
『
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
哲
学
』
か
ら
二
五
年
、
ア
メ
リ
カ
に
在
っ
て
新
し
い
知

的
刺
激
を
得
な
が
ら
そ
の
成
果
を
取
り
入
れ
て
本
書
は
書
か
れ
た
。
学
説
の
長
々

し
い
議
論
を
避
け
、
明
瞭
簡
潔
な
表
現
で
、
心
理
学
、
存
在
論
、
認
識
論
の
問
題

を
論
じ
、
神
話
と
宗
教
、
言
語
と
芸
術
、
科
学
と
歴
史
を
俎
上
に
の
せ
て
、
自
己

解
放
の
過
程
と
し
て
の
人
間
文
化
を
総
合
的
に
分
析
す
る
。（
解
説

野
家
啓
一
）
336735Ȃ9
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青673Ȃ6～7

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー

熊

野

純

彦
訳

国

家

と

神

話
全
二
冊

上
一
三
二
〇
円

下
一
二
四
三
円

現
代
の
政
治
の
世
界
で
は
、
な
ぜ
理
性
的
な
思
考
よ
り
も
、
神
話
的
で
非
科
学
的

な
考
え
方
が
支
持
さ
れ
る
の
か
？

二
十
世
紀
の
大
思
想
家
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
が
、

ナ
チ
ズ
ム
の
支
配
す
る
ド
イ
ツ
を
離
れ
て
亡
命
し
た
ア
メ
リ
カ
で
、
最
期
ま
で
取

り
組
ん
だ
大
問
題
。
国
家
と
神
話
と
の
結
合
、
理
性
が
そ
れ
に
抗
す
る
闘
争
の
歴

史
を
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
現
代
ま
で
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
跡
づ
け
る
。

336736Ȃ0

青674Ȃ1

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

篠

田

英

雄
訳

天

才

・

悪
五
七
二
円

第
一
の
論
文
は
「
天
才
。
維
納
（
ウ
ィ
ー
ン
）
工
学
及
び
建
築
技
師
協
会
講
堂
に

於
け
る
講
演
」、
第
二
の
論
文
は
「
悪

文
学
的
表
現
の
対
象
と
し
て
の
。
維

納
文
学
同
好
会
に
於
け
る
講
演
」
で
あ
り
芸
術
の
領
域
に
お
け
る
興
味
深
い
問
題

を
心
理
学
的
・
哲
学
的
解
説
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
芸
術
的
鑑
賞
と
創
作
過
程

と
の
本
質
に
迫
る
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
（
一
八
三
八

―
一
九
一
七

）
の
洞
察
は
注
目
に
値
す
る
。

336741Ȃ3

青677Ȃ1

デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン

小

松

摂

郎
訳

人
間
の
頭
脳
活
動
の
本
質
他
一
Ἣ

六
八
二
円

デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
（
一
八
二
八

―
一
八
八
八

）
は
鞣
皮
職
工
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
労
働
の
か
た

わ
ら
哲
学
及
び
経
済
学
を
研
究
し
、
労
働
者
と
し
て
、
革
命
運
動
家
と
し
て
の
体

験
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
哲
学
の
建
設
を
計
っ
た
。
本
書
は
、
一
労
働
者
が
独

力
で
弁
証
法
的
唯
物
論
に
到
達
し
た
成
果
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
他
に
「
論
理
学

に
関
す
る
手
紙
」
を
収
め
る
が
主
著
を
理
解
す
る
手
引
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

336771Ȃ5

青678Ȃ1

Ｒ
・
Ｓ
・
ブ
ラ
ッ
ク

内

山

勝

利
訳

プ

ラ

ト

ン

入

門

一
〇
六
七
円

イ
ギ
リ
ス
の
代
表
的
な
プ
ラ
ト
ン
研
究
者
Ｒ
・
Ｓ
・
ブ
ラ
ッ
ク
（
一
九
一
九

―
六
三

）

が
、
プ
ラ
ト
ン
の
生
涯
を
た
ど
り
（
第
一
部
）、
各
著
作
の
中
心
問
題
を
概
説
す

る
（
第
二
部
）。
プ
ラ
ト
ン
研
究
を
志
す
人
び
と
の
手
引
き
と
し
て
の
水
準
を
維

持
し
な
が
ら
、「
ギ
リ
シ
ア
語
は
知
ら
な
く
と
も
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
関
心
を
持
っ

て
い
る
よ
う
な
人
び
と
す
べ
て
」
に
向
け
て
書
か
れ
た
、
定
評
の
あ
る
入
門
書
。

336781Ȃ2

青684Ȃ2

バ

ー

リ

ン

松

本

礼

二
編

反

啓

蒙

思

想
他
二
Ἣ

九
九
〇
円

啓
蒙
の
合
理
主
義
や
科
学
信
仰
に
対
す
る
批
判
を
検
討
し
た
思
想
史
的
作
品
を
収

め
る
。
ヴ
ィ
ー
コ
、
ハ
ー
マ
ン
な
ど
反
啓
蒙
の
系
譜
を
さ
ぐ
る
表
題
作
の
他
、
冷

徹
な
反
革
命
思
想
家
を
鮮
や
か
に
描
い
た
ド
・
メ
ス
ト
ル
論
、
政
治
的
振
幅
の
大

き
い
人
物
に
迫
っ
た
ソ
レ
ル
論
。
自
ら
の
敵
と
も
い
え
る
思
想
家
を
深
く
読
み
解

き
、
そ
の
魅
力
を
引
き
出
す
こ
と
を
得
意
と
し
た
バ
ー
リ
ン
珠
玉
の
論
集
。

336842Ȃ8
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青684Ȃ3

バ

ー

リ

ン

川

出

良

枝
編

マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
独
創
性
他
三
Ἣ

九
九
〇
円

人
間
の
求
め
る
価
値
は
多
様
で
あ
り
、
相
容
れ
な
い
複
数
の
価
値
が
並
び
立
つ
状

況
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で
あ
る

。
二
〇
世
紀
の
悲
劇
を
経
験
し
た
バ
ー
リ
ン

が
生
涯
を
か
け
て
擁
護
し
よ
う
と
し
た
多
元
主
義
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
、
ヴ
ィ
ー

コ
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
を
独
自
に
読
み
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
的
起
源

を
さ
ぐ
っ
た
作
品
群
を
編
む
。
円
熟
期
の
「
理
想
の
追
求
」
も
収
録
。

336843Ȃ5

青689Ȃ1

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

野

矢

茂

樹
訳

論

理

哲

学

論

考
八
五
八
円

「
語
り
え
ぬ
も
の
に
つ
い
て
は
、
沈
黙
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
衝
撃
的
な
言

葉
で
終
わ
る
本
書
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
一
八
八
九

―
一
九
五
一

）
が
生
前
に
刊

行
し
た
唯
一
の
哲
学
書
で
あ
る
。
体
系
的
に
番
号
づ
け
ら
れ
た
短
い
命
題
の
集
積

か
ら
成
る
、
極
限
に
ま
で
凝
縮
さ
れ
た
独
自
な
構
成
、
そ
し
て
天
才
的
な
内
容
。

ま
さ
に
底
知
れ
ぬ
魅
力
と
危
険
を
は
ら
ん
だ
著
作
と
言
え
よ
う
。

336891Ȃ6◆

青690Ȃ1

シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ

冨

原

眞

弓
訳

自
由
と
社
会
的
抑
圧

七
二
六
円

近
代
社
会
の
構
造
的
な
不
正
と
抑
圧
の
原
因
と
は
な
に
か
、
そ
し
て
人
間
が
自
由

で
あ
る
た
め
の
条
件
と
は
。
本
書
は
、
行
動
と
思
索
の
人
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ

（
一
九
〇
九

―
四
三

）
初
期
の
代
表
作
で
あ
る
。
全
体
主
義
・
マ
ル
ク
ス
主
義
を
と
も
に

批
判
の
俎
上
に
あ
げ
つ
つ
、
自
由
な
社
会
を
希
求
す
る
誠
実
で
真
摯
な
そ
の
考
察

は
、
い
ま
な
お
色
褪
せ
る
こ
と
な
い
現
代
社
会
の
指
針
と
な
ろ
う
。

336901Ȃ7

青690Ȃ2～3

シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ

冨

原

眞

弓
訳

根
を
も
つ
こ
と
全
二
冊

上
九
九
〇
円

下
一
〇
六
七
円

根
を
も
つ
こ
と
、
そ
れ
は
魂
の
も
っ
と
も
切
実
な
欲
求
で
あ
り
、
も
っ
と
も
無
視

さ
れ
て
き
た
欲
求
で
あ
る
。
職
業
・
言
語
・
郷
土
な
ど
複
数
の
根
を
も
つ
こ
と
を

人
間
は
必
要
と
す
る
─
─
数
世
紀
に
わ
た
る
社
会
的
絆
の
破
砕
の
プ
ロ
セ
ス
を
異

色
の
文
明
観
歴
史
観
で
ḷ
り
、
占
領
下
の
祖
国
再
建
の
た
め
に
起
草
し
た
私
的
憲

法
案
。
亡
命
先
で
三
十
四
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
ヴ
ェ
イ
ユ
渾
身
の
遺
著
。

336902Ȃ9

青690Ȃ4

シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ

冨

原

眞

弓
訳

重

力

と

恩

寵

一
二
四
三
円

た
と
え
こ
の
身
が
汚
泥
と
な
り
は
て
よ
う
と
，
な
に
ひ
と
つ
穢
さ
ず
に
い
た
い

た
え
ま
な
く
襲
い
か
か
る
不
幸
＝
重
力
に
よ
り
、
自
ら
の
魂
を
貶
め
る
人

間
。
善
・
美
・
意
味
を
奪
わ
れ
た
真
空
状
態
で
、
穢
れ
を
ま
ぬ
か
れ
る
道
を
示
す

は
恩
寵
の
み
。
戦
火
の
中
で
も
究
極
の
純
粋
さ
を
志
し
た
深
い
内
省
、
そ
の
軌
跡

を
伝
え
る
雑
記
帳
（
カ
イ
エ
）
か
ら
の
新
校
訂
版
。

336904Ȃ3

哲学・教育・宗教 88

001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 8922/04/04 11:02  v3.60

青691Ȃ1～2

レ
ヴ
ィ
ナ
ス

熊

野

純

彦
訳

全
体
性
と
無
限
全
二
冊

上
一
二
四
三
円

下
一
一
一
一
円

二
十
世
紀
を
代
表
す
る
哲
学
者
の
主
著
。
フ
ッ
サ
ー
ル
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
学
ん
だ

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
（
一
九
〇
六

―
九
五

）
は
、
西
欧
哲
学
を
支
配
す
る
「
全
体
性
」
の
概
念
を

拒
否
し
、「
全
体
性
」
に
け
っ
し
て
包
み
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
「
無
限
」
を
思

考
し
た
。
暴
力
の
時
代
の
た
だ
な
か
で
、
そ
の
超
克
の
可
能
性
を
探
り
つ
づ
け
た

哲
学
的
探
求
は
、
現
象
学
の
新
た
な
展
開
を
告
げ
る
も
の
と
な
る
。

336911Ȃ4

青692Ȃ1

Ｍ
・
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
、
Ｔ
・
Ｗ
・
ア
ド
ル
ノ

徳

永

恂
訳

啓

蒙

の

弁

証

法

―
哲
学
的
断
想
―

一
四
五
二
円

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
代
表
的
名
著
。
第
二
㗨
大
戦
末
期
、
亡
命
先
の
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
で
書
か
れ
た
。
西
欧
文
明
の
根
本
的
自
己
批
判
と
し
て
名
高
い
。〈
啓

蒙
〉
の
光
と
闇
を
理
論
的
軸
に
、
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
論
、
サ
ド
論
で
具
体
的
に
神

話
の
寓
意
や
道
徳
の
根
拠
を
検
証
。
ア
メ
リ
カ
大
衆
文
化
や
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
批
判

に
よ
っ
て
近
代
の
傷
口
を
暴
き
、
現
代
の
課
題
を
示
す
。

336921Ȃ0

青693Ȃ2～3

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト

三

島

憲

一
訳

ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
ニ
ー
チ
ェ
へ
全
二
冊

十
九
世
紀
思
想
に
お
け
る
革
命
的
断
絶

上
一
六
五
〇
円

下
一
三
二
〇
円

ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
精
神
の
哲
学
を
変
革
し
逆
転
さ
せ
た
マ
ル
ク
ス
と
キ
ル
ケ
ゴ
ー

ル
。
歴
史
的
思
考
を
永
遠
へ
の
憧
憬
に
よ
っ
て
転
覆
さ
せ
た
ニ
ー
チ
ェ
。
本
書
は

十
九
世
紀
思
想
の
見
事
な
パ
ノ
ラ
マ
で
あ
る
。
上
巻
で
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学

を
め
ぐ
る
問
題
が
幅
広
く
議
論
さ
れ
、
下
巻
で
は
市
民
社
会
、
労
働
、
教
養
、
人

間
性
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
問
題
性
が
論
じ
ら
れ
る
。

336932Ȃ6

青695Ȃ1

チ
ョ
ム
ス
キ
ー

福
井
直
樹
・
௰
子
美
保
子
訳

統

辞

構

造

論

付
『
言
語
理
論
の
論
理
構
造
』
序
論

一
二
五
四
円

生
成
文
法
に
よ
る
言
語
研
究
の
「
革
命
」
開
始
を
告
げ
る
記
念
碑
的
著
作
。
句
構

造
や
変
換
構
造
な
ど
の
抽
象
的
な
言
語
学
的
レ
ベ
ル
、
言
語
の
一
般
形
式
に
関
す

る
理
論
、
文
法
の
単
純
性
の
概
念
な
ど
が
、
人
間
言
語
に
対
す
る
深
く
透
徹
し
た

洞
察
を
与
え
る
こ
と
を
立
証
す
る
。
併
録
の
論
考
お
よ
び
訳
者
解
説
で
は
本
書
の

知
的
背
景
を
詳
細
に
説
明
し
、
そ
の
後
の
展
開
も
概
観
す
る
。

336951Ȃ7

青695Ȃ2

チ
ョ
ム
ス
キ
ー

福
井
直
樹
・
௰
子
美
保
子
訳

統
辞
理
論
の
諸
相
方
法
論
序
説

八
五
八
円

言
語
の
本
質
を
人
間
の
心
の
働
き
と
見
な
す
内
在
主
義
と
近
代
科
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
根
本
的
に
結
び
つ
け
た
「
生
成
文
法
の
企
て
」
の
全
体
像
を
初
め
て
明
快
に

提
示
し
た
古
典
。
話
者
が
持
つ
潜
在
的
言
語
能
力
・
言
語
知
識
の
厳
密
な
記
述
に

加
え
て
、
言
語
獲
得
に
関
わ
る
事
実
の
説
明
を
可
能
に
す
る
一
般
言
語
理
論
（
普

遍
文
法
）
の
構
築
を
目
指
す
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
論
じ
ら
れ
る
。

336952Ȃ4
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青696Ȃ1

Ｅ
・
コ
セ
リ
ウ

田

中

克

彦
訳

言
語
変
化
と
い
う
問
題

―
共
時
態
、
通
時
態
、
歴
史
―一

一
二
二
円

「
言
語
変
化
は
諸
言
語
の
歴
史
に
お
け
る
こ
と
ば
の
創
造
性
の
表
れ
で
あ
る
」

コ
セ
リ
ウ
（
一
九
二
一

―
二
〇
〇
二

）
は
、
変
化
す
る
こ
と
自
体
が
言
語
の
本
質
で
あ

り
、
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
言
語
は
言
語
で
あ
り
続
け
る
と
喝
破
し
た
。
音
韻

論
と
ソ
シ
ュ
ー
ル
に
始
ま
る
「
科
学
主
義
」
に
よ
っ
て
硬
直
し
た
言
語
学
を
解
放

に
導
く
挑
戦
の
書
。

（
解
説

エ
マ

タ
マ
ヤ
ヌ
・
モ
リ
タ
、
田
中
克
彦
）
336961Ȃ6

青697Ȃ1

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ヴ
ァ
ッ
ラ

近

藤

恒

一
訳

快

楽

に

つ

い

て

一
三
二
〇
円

ヴ
ァ
ッ
ラ
（
一
四
〇
五
／
〇
七

―
一
四
五
七

）
は
エ
ラ
ス
ム
ス
や
ル
タ
ー
等
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
人
文
主
義
者
。
ス
ト
ア
主
義
者
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
主
義

者
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
修
道
士
に
よ
る
対
話
Ἣ
の
形
で
快
楽
の
吟
味
と
再
評
価

が
な
さ
れ
る
。
肉
体
の
美
し
さ
を
讃
美
し
、
快
楽
を
肯
定
、
さ
ら
に
信
仰
・
希

望
・
愛
に
よ
っ
て
至
高
の
快
楽
で
あ
る
至
福
に
至
る
と
説
く
。

336971Ȃ5

青698Ȃ1

Ｊ
・
ア
ナ
ス
、
Ｊ
・
バ
ー
ン
ズ

金

山

弥

平
訳

古
代
懐
疑
主
義
入
門

―
判
断
保
留
の
十
の
方
式
―一

四
五
二
円

エ
ピ
ク
ロ
ス
派
、
ス
ト
ア
派
と
と
も
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
哲
学
の
重
要
な
潮
流
を
成

し
、
近
世
哲
学
の
形
成
に
歴
史
的
影
響
力
を
も
っ
た
古
代
懐
疑
主
義
。
懐
疑
主
義

者
は
判
断
保
留
に
よ
り
心
の
動
揺
を
ま
ぬ
か
れ
よ
う
と
し
た
。
懐
疑
主
義
の
歴
史

を
手
際
よ
く
概
説
し
、
ア
イ
ネ
シ
デ
モ
ス
が
ま
と
め
た
判
断
保
留
の
十
の
方
式
に

つ
い
て
詳
し
い
解
説
と
丁
寧
な
検
討
を
行
っ
た
入
門
書
。

336981Ȃ4

青700Ȃ1

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

高

橋

巖
訳

ニ
ー
チ
ェ
み
ず
か
ら
の
時
代
と
闘
う
者

七
九
二
円

ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
は
、
青
年
時
か
ら
晩
年
ま
で
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
影
響
を
与
え

続
け
た
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
、
同
時
代
人
の
孤
高
の
哲
学
者
ニ
ー
チ
ェ
の
根
本
思

想
で
あ
る
「
永
劫
回
帰
」「
超
人
」「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
の
叡
智
」
を
論
じ
る
こ
と

で
、
人
間
に
お
け
る
形
而
上
学
的
可
能
性
の
極
を
示
そ
う
と
す
る
。
シ
ュ
タ
イ
ナ

ー
思
想
の
の
展
開
上
の
結
節
点
と
も
呼
ぶ
べ
き
重
要
作
で
あ
る
。

337001Ȃ8

青702Ȃ2～3

コ
ン
ド
ル
セ

渡

辺

誠
訳

人
間
精
神
進
歩
史
全
二
冊

第
一
部
品
切

第
二
部
一
〇
三
四
円

ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
が
「
怒
れ
る
小
羊
」
と
評
し
た
著
者
は
、
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
な

が
ら
そ
の
生
涯
を
革
命
に
投
じ
た
。
本
書
は
彼
が
官
憲
の
追
及
を
の
が
れ
、
身
を

か
く
し
て
い
た
最
も
困
難
な
時
代
に
、
そ
ば
に
一
冊
の
参
考
書
も
置
か
ず
一
気
に

書
き
お
ろ
し
た
も
の
で
、
限
り
な
い
人
間
に
対
す
る
信
頼
に
あ
ふ
れ
、
単
な
る
思

想
史
と
い
う
よ
り
も
、
人
間
へ
の
讃
歌
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

337022Ȃ8
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青704Ȃ1～2

フ
レ
ー
ベ
ル

荒

井

武
訳

人

間

の

教

育
全
二
冊

上
一
〇
六
七
円

下
九
二
四
円

幼
稚
園
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
の
教
育
者
フ
レ
ー
ベ
ル
（
一
七
八
二

―
一
八

五
二

）
は
何
に
も
ま
し
て
幼
児
期
の
教
育
を
重
視
し
た
。『
人
間
の
教
育
』
は
、
生

涯
に
わ
た
る
幼
児
教
育
の
実
践
と
研
究
か
ら
把
み
と
っ
た
教
育
理
論
を
世
界
や
人

間
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
と
結
び
つ
け
な
が
ら
体
系
的
に
展
開
し
た
も
の
。

「
子
供
に
生
き
よ
う
で
は
な
い
か
」
が
か
れ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
っ
た
。

337041Ȃ4

青704Ȃ3

長

田

新
訳

フ
レ
ー
ベ
ル
自
伝

七
九
二
円

難
解
、
難
渋
と
評
せ
ら
れ
る
大
教
育
家
フ
レ
ー
ベ
ル
の
著
作
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど

平
易
な
も
の
は
な
い
。
こ
の
書
簡
形
式
の
自
伝
は
彼
の
理
解
者
で
あ
り
、
同
情
者

で
あ
っ
た
マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン
公
と
ク
ラ
ウ
ゼ
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
人
間

の
善
意
に
対
す
る
信
頼
と
誠
実
な
自
己
探
求
の
㗡
が
は
げ
し
い
倫
理
観
を
も
っ
て

読
者
に
迫
っ
て
く
る
。

337043Ȃ0

青801Ȃ1

関

根

正

雄
訳

旧
約
聖
書

創

世

記
九
二
四
円

罪
を
犯
し
て
神
か
ら
追
放
を
受
け
た
人
類
と
そ
の
人
類
に
対
す
る
神
の
救
い
が
聖

書
全
体
を
つ
ら
ぬ
く
問
題
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
旧
約
巻
頭
の
こ
の
書
こ
そ
、
そ
の

問
題
へ
の
出
発
点
で
あ
る
。
天
地
の
創
造
、
人
類
の
は
じ
ま
り
、
楽
園
追
放
、
ノ

ア
の
洪
水
、
そ
の
子
孫
の
増
加
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
祖
先
た
ち
の
罪
と

罰
の
記
録
。
㗨
々
に
壮
大
な
神
と
人
類
の
物
語
が
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
。

338011Ȃ8◆

青801Ȃ2

関

根

正

雄
訳

旧
約
聖
書

出し
ゅ
つ

エ
ジ
プ
ト
記

七
九
二
円

エ
ジ
プ
ト
で
迫
害
を
受
け
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
、
モ
ー
セ
に
率
い
ら
れ
、

神
に
導
か
れ
て
そ
の
地
を
の
が
れ
シ
ナ
イ
の
野
に
至
る
。
旧
約
の
中
心
的
な
書
で

あ
り
、
同
時
に
⾉
モ
ー
セ
の
生
い
立
ち
⾊
や
⾉
十
戒
⾊
等
々
に
よ
っ
て
我
々
に
馴

染
深
い
書
で
も
あ
る
。
本
文
庫
版
の
旧
約
各
書
は
『
創
世
記
』
以
下
厳
密
な
訳
文

と
訳
者
多
年
の
研
究
成
果
を
凝
集
し
た
詳
細
な
注
釈
、
解
説
を
特
色
と
す
る
。

338012Ȃ6

青801Ȃ4

関

根

正

雄
訳

旧
約
聖
書

ヨ

ブ

記
七
九
二
円

神
を
畏
れ
敬
う
こ
と
こ
の
上
な
く
深
く
、
道
徳
的
に
も
信
仰
に
於
て
も
非
の
打
ち

所
の
な
い
暮
し
を
続
け
て
来
た
ヨ
ブ
に
神
は
㗨
々
と
苛
酷
な
試
練
を
下
し
た
。
罪

な
く
し
て
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
の
重
荷
の
意
味
を
問
う
て
ヨ
ブ
は
苦
悩
す
る
。

神
の
義
に
人
間
の
義
を
対
決
さ
せ
問
い
つ
め
る
本
書
は
、
旧
約
の
中
で
も
際
立
っ

た
特
色
を
持
ち
、
文
学
、
哲
学
等
に
与
え
た
影
響
も
特
に
強
い
。

338014Ȃ2◆
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青802Ȃ1

関

根

正

雄
訳

旧
約
聖
書

詩

Ἣ

一
一
七
七
円

「
詩
Ἣ
」
は
「
ヨ
ブ
記
」
と
と
も
に
旧
約
文
学
書
の
代
表
で
あ
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
文

学
の
精
華
で
あ
る
。
伝
承
さ
れ
た
信
仰
の
詩
一
五
〇
Ἣ
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
基
調
は
、
神
を
讃
め
た
た
え
る
讃
美
の
歌
と
神
へ
訴
え
か
け
る
嘆
き
の
歌
で

あ
ろ
う
。
神
に
絶
対
の
信
頼
を
寄
せ
感
謝
の
心
を
捧
げ
る
と
き
口
を
つ
い
て
出
る

歌
、
現
実
の
苦
し
み
を
神
に
訴
え
救
い
を
求
め
る
祈
り
の
歌
の
決
定
訳
。

338021Ȃ5

青803Ȃ1

塚

本

虎

二
訳

新
約
聖
書

福ふ
く

音い
ん

書し
ょ

一
一
七
七
円

新
約
聖
書
冒
頭
に
お
か
れ
た
、
マ
ル
コ
、
マ
タ
イ
、
ル
カ
、
ヨ
ハ
ネ
の
四
つ
の
福

音
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
地
上
に
お
け
る
言
行
を
記
録
し
、

こ
れ
を
「
喜
び
の
お
と
ず
れ
」
と
し
て
告
げ
知
ら
せ
た
も
の
。
本
文
庫
版
は
口
語

訳
の
実
現
に
半
生
を
捧
げ
た
訳
者
が
、
教
説
に
捉
わ
れ
ず
、
正
確
さ
、
分
り
や
す

さ
に
全
力
を
注
い
で
成
っ
た
万
人
の
た
め
の
福
音
書
で
あ
る
。

338031Ȃ2◆

青803Ȃ3

文
語
訳

新
約
聖
書
詩
Ἣ
付

一
六
五
〇
円

「
求（
も
と
）め
よ
、
然（
さ
）ら
ば
与（
あ
た
）へ
ら
れ
ん
」「
狭（
せ
ま
）き
門（
も
ん
）

よ
り
入（
い
）れ
」「
太
初（
は
じ
め
）に
言（
こ
と
ば
）あ
り
」
…
…
。
聖
典
と
し
て

の
品
格
、
簡
潔
に
し
て
リ
ズ
ム
の
あ
る
文
体
。
思
想
、
文
学
な
ど
の
諸
分
野
に
も

影
響
を
与
え
た
「
文
語
訳
」
新
約
聖
書
（
一
九
一
七
年
「
大
正
改
訳
」）。「
詩
Ἣ
」

（
明
治
訳
）
を
併
収
。
総
ル
ビ
。

（
解
説

鈴
木
範
久
）
338033Ȃ8◆

青803Ȃ4～7

文
語
訳

旧
約
聖
書
全
四
冊

Ⅰ
一
二
九
八
円
Ⅱ
一
五
一
八
円
Ⅲ
九
九
〇
円
Ⅳ
一
二
五
四
円

旧
約
聖
書
全
三
九
書
の
文
語
訳
版
（
明
治
訳
）
を
、「
律
法
」「
歴
史
」「
諸
書
」

「
預
言
」
の
四
冊
に
収
録
。
明
治
期
に
完
成
し
、
昭
和
三
〇
年
に
口
語
訳
が
出
る

ま
で
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
日
本
の
聖
書
の
原
点
で
あ
り
、
近
代
日
本
の

生
ん
だ
一
大
古
典
。
漢
字
は
新
字
体
を
採
用
し
て
、
仮
名
づ
か
い
、
ル
ビ
は
旧
仮

名
、
総
ル
ビ
と
し
た
。

（
解
説

鈴
木
範
久
）
338034Ȃ5◆

青804Ȃ1

ト
マ
ス
・
ア
・
ケ
ン
ピ
ス

大
沢
章
・
呉
茂
一
訳

キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て

九
二
四
円

ト
マ
ス
・
ア
・
ケ
ン
ピ
ス
（
一
三
七
九

／
八
〇

―
一
四
七
一

）
が
自
ら
の
宗
教
体
験
か
ら
修
道

士
た
ち
の
精
神
生
活
の
完
成
の
た
め
に
書
い
た
書
。「
霊
の
生
活
に
役
立
つ
い
ま

し
め
」「
内
な
る
こ
と
に
関
す
る
す
す
め
」「
内
面
的
な
慰
め
に
つ
い
て
」「
祭
壇

の
秘
蹟
に
つ
い
て
」
の
四
章
か
ら
な
り
、
神
へ
の
愛
を
欠
く
生
の
い
か
に
空
し
い

か
を
説
く
。
世
界
中
で
聖
書
に
つ
い
で
最
も
よ
く
読
ま
れ
た
書
物
だ
と
い
う
。

338041ȂX
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青805Ȃ1～2

服
部
英
㗨
郎
訳

聖
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス

告

白
全
二
冊

上
九
九
〇
円

下
九
二
四
円

ロ
ー
マ
時
代
末
期
最
大
の
神
学
者
・
思
想
家
（
三
五
四

―
四
三
〇

）
の
魂
の
遍
歴
。
若
い

日
の
放
縦
な
生
活
の
の
ち
、
回
心
を
経
験
し
て
キ
リ
ス
ト
者
と
な
っ
た
経
過
を
語

り
、
罪
深
い
生
活
か
ら
真
の
道
へ
と
導
い
て
く
れ
た
神
の
恩
寵
を
心
か
ら
讃
え

る
。
こ
の
世
の
む
な
し
さ
を
充
た
し
、
心
に
や
す
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
唯
一
の
方
法

は
何
か
。
本
書
は
そ
の
問
い
か
け
へ
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
答
え
で
も
あ
る
。

338051Ȃ7

青805Ȃ3～7

服
部
英
㗨
郎
・
藤
本
雄
三
訳

ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス

神

の

国
全
五
冊

一
Ą品
切

二
Ą一
一
七
七
円
三
Ą一
〇
六
七
円
四
・
五
Ą各
一
三
二
〇
円

ロ
ー
マ
帝
国
は
し
ば
し
ば
西
ゴ
ー
ト
族
の
蹂
躙
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
異
教
を
奉

ず
る
保
守
勢
力
は
、
こ
う
し
た
国
難
を
ま
ね
い
た
の
は
ロ
ー
マ
が
古
来
の
神
々
を

捨
て
て
キ
リ
ス
ト
教
に
就
い
た
か
ら
だ
と
難
じ
た
。
本
書
は
、
帝
国
と
教
会
が
直

面
す
る
こ
の
未
曾
有
の
危
機
と
の
は
げ
し
い
対
決
か
ら
生
ま
れ
た
護
教
論
で
あ

る
。
時
代
と
国
境
を
こ
え
永
遠
の
教
示
に
富
む
歴
史
哲
学
に
到
達
し
て
い
る
。

338053Ȃ3

青808Ȃ1

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー

石

原

謙
訳

新
訳

キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
・

聖
書
へ
の
序
言

五
七
二
円

『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
は
、
福
音
主
義
の
信
仰
の
真
髄
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
、
ル
タ
ー
（
一
四
八
三

―
一
五
四
六

）
の
い
わ
ゆ
る
宗
教
改
革
的
論
文
中
の
珠
玉
の
一
Ἣ

で
あ
る
。
小
著
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
「
キ
リ
ス
ト
教
生
活
の
全
体
」
が
含
ま

れ
て
い
る
。
同
じ
く
改
革
思
想
史
上
の
基
本
文
献
と
し
て
、
ル
タ
ー
が
全
生
涯
を

か
け
て
な
し
と
げ
た
ド
イ
ツ
語
訳
聖
書
の
序
言
三
種
を
収
め
た
。

338081Ȃ9

青812Ȃ1

波
木
居
齊
二
訳

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ル

イ
エ
ス
の
生
涯

メ
シ
ア
と
受
難
の
秘
密

七
二
六
円

イ
エ
ス
は
な
ぜ
自
分
の
死
が
必
然
で
あ
り
、
な
ぜ
そ
れ
に
よ
っ
て
救
い
が
も
た
ら

さ
れ
る
と
考
え
た
の
か

。
イ
エ
ス
の
思
想
・
言
葉
・
行
動
が
、
す
べ
て
来
た

る
べ
き
世
の
終
り
と
そ
れ
と
同
時
に
現
れ
る
神
の
国
へ
の
期
待
に
よ
っ
て
、
す
で

に
決
定
さ
れ
て
い
た
と
す
る
観
点
か
ら
そ
の
受
難
思
想
に
迫
っ
た
、
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞
者
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ル
の
若
き
日
の
著
作
。

338121Ȃ1

青812Ȃ2

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ル

鈴

木

俊

郎
訳

キ
リ
ス
ト
教
と
世
界
宗
教

五
〇
六
円

一
九
二
二
年
、
イ
ギ
リ
ス
に
招
か
れ
た
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ル
（
一
八
七
五

―
一
九
六
五

）
が

聖
職
者
を
前
に
し
て
行
な
っ
た
講
演
。
世
界
の
諸
宗
教
、
と
く
に
バ
ラ
モ
ン
教
・

仏
教
・
イ
ン
ド
教
お
よ
び
中
国
の
宗
教
思
想
と
の
対
比
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
の

優
越
性
を
論
ず
る
。
こ
れ
は
「
生
命
に
対
す
る
畏
敬
」
に
生
き
た
こ
の
偉
大
な
思

想
家
・
実
践
者
の
全
思
想
が
凝
縮
す
る
小
さ
な
大
著
で
あ
る
。

338122ȂX

哲学・教育・宗教93
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青812Ȃ3

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ル

野

村

実
訳

水
と
原
生
林
の
は
ざ
ま
で

七
二
六
円

教
職
と
オ
ル
ガ
ン
を
捨
て
、
医
師
と
し
て
ア
フ
リ
カ
の
仏
領
ガ
ボ
ン
に
渡
り
、
水

と
原
生
林
の
あ
い
だ
に
初
め
て
小
さ
な
病
院
を
建
て
た
の
は
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ル

（
一
八
七
五

―
一
九
六
五

）
三
七
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
妻
と
共
に
原
住
民
の
医
療
に
従
事
す

る
こ
と
四
年
半
、
第
一
㗨
ア
フ
リ
カ
滞
在
の
記
録
で
あ
る
。
全
Ἣ
に
あ
ふ
れ
る
人

間
愛
は
、
今
日
な
お
多
く
の
人
々
の
共
感
を
呼
ば
ず
に
は
い
な
い
。

338123Ȃ8

青813Ȃ1～3

井

筒

俊

彦
訳

コ

ー

ラ

ン
全
三
冊

上
・
中
・
下
各
一
一
一
一
円

イ
ス
ラ
ム
教
は
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
と
共
に
世
界
三
大
宗
教
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
。『
コ
ー
ラ
ン
』
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
聖
典
。
そ
の
中
に
は
イ
ス
ラ
ム
教
を
興

し
た
ア
ラ
ビ
ア
人
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
行
動
と
、
彼
を
通
し
て
え
た
神
の
天
啓
と
が
鮮

か
に
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
ア
ラ
ビ
ア
民
話
も
織
り
こ
ま
れ
て
お
り
、
ア

ラ
ビ
ア
人
の
本
質
を
理
解
す
る
上
で
、
本
書
は
大
い
に
役
立
つ
。
口
語
訳
。

338131Ȃ9◆

青816Ȃ1

田

島

照

久
編
訳

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
説
教
集

九
九
〇
円

ド
イ
ツ
神
秘
主
義
の
源
泉
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
（
一
二
六
〇

頃
―
一
三
二
八

？
）
の
説
教
二
十
二

Ἣ
と
論
述
一
Ἣ
ほ
か
を
収
録
。
説
教
の
中
心
は
心
の
自
由
と
平
安
の
問
題
で
あ

り
、
苦
し
み
や
悲
し
み
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
も
な
お
そ
れ
を
高
く
超
え
出
た
在
り

方
の
あ
る
こ
と
が
「
離
脱
」
の
概
念
を
介
し
て
説
か
れ
る
。
ユ
ン
グ
は
エ
ッ
ク
ハ

ル
ト
を
評
し
て
「
自
由
な
精
神
の
木
に
咲
く
最
も
美
わ
し
き
花
」
だ
と
い
っ
た
。

338161Ȃ0

青824Ȃ1

小

杉

泰
編
訳

ム
ハ
ン
マ
ド
の
こ
と
ば

―
ハ
デ
ィ
ー
ス
―

一
七
八
二
円

イ
ス
ラ
ー
ム
の
開
祖
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
生
死
を
と
も
に
し
た
高
弟
で
あ
る
「
教

友
」
た
ち
に
何
を
伝
え
、
語
っ
た
の
か
。
聖
典
「
ク
ル
ア
ー
ン
」
に
継
ぐ
典
拠
と

し
て
読
ま
れ
て
い
る
、
膨
大
な
「
ハ
デ
ィ
ー
ス
」
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
の
こ
と
ば
を
精

選
。
預
言
者
の
人
と
な
り
や
日
常
生
活
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
の
根
幹
ま
で
、

信
仰
の
源
流
の
あ
り
方
を
、
預
言
者
の
肉
声
か
ら
知
る
。

338241Ȃ7◆

青825Ȃ1

荒
井
献
・
大
貫
隆
・
小
林
稔
・
筒
井
賢
治
編
訳

新
約
聖
書
外
典

ナ
グ
・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
抄

一
五
一
八
円

一
九
四
五
年
一
二
月
、
エ
ジ
プ
ト
南
部
ナ
イ
ル
河
畔
の
町
で
発
見
さ
れ
た
古
代
キ

リ
ス
ト
教
文
書
群
「
ナ
グ
・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
」。
グ
ノ
ー
シ
ス
と
呼
ば
れ
た
人
々

の
人
間
観
、
宇
宙
観
、
宗
教
思
想
を
伝
え
る
諸
文
書
は
異
端
の
書
と
し
て
排
除
さ

れ
、
長
く
失
わ
れ
て
い
た
。
死
海
文
書
と
並
び
二
〇
世
紀
最
大
の
発
見
と
称
さ

れ
、
千
数
百
年
の
時
を
超
え
て
復
元
さ
れ
た
聖
文
書
を
精
選
す
る
。

338251Ȃ6
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青N601Ȃ1

ハ
ー
バ
ー
マ
ス

山
田
正
行
・
金
慧
訳

後
期
㗦
本
主
義
に
お
け
る
正
統
化
の
問
題

一
〇
六
七
円

国
家
が
市
場
に
介
入
す
る
後
期
㗦
本
主
義
の
時
代
に
お
い
て
、
政
治
・
行
政
シ
ス

テ
ム
が
経
済
シ
ス
テ
ム
の
危
機
に
対
処
不
能
と
な
り
、
大
衆
の
忠
誠
を
維
持
で
き

な
く
な
る
「
正
統
化
の
危
機
」。
そ
れ
は
社
会
全
体
か
ら
統
合
の
基
盤
が
失
わ
れ

る
現
代
特
有
の
構
造
的
な
現
象
で
あ
る
。
ル
ー
マ
ン
と
の
論
争
を
経
た
著
者
が
、

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
危
機
の
連
鎖
を
理
論
的
に
分
析
し
た
一
九
七
三
年
の
著
作
。

386014Ȃ4◆

青N602Ȃ1

Ｓ
・
Ｋ
・
ラ
ン
ガ
ー

塚

本

明

子
訳

シ
ン
ボ
ル
の
哲
学

―
理
性
、
祭
礼
、
芸
術
の
シ
ン
ボ
ル
試
論
―

一
五
八
四
円

シ
ン
ボ
ル
を
生
み
出
し
、
こ
れ
を
操
作
す
る
こ
と
こ
そ
人
間
と
動
物
を
区
別
す
る

も
の
で
あ
り
、
哲
学
に
関
心
を
抱
く
も
の
は
、
そ
の
基
礎
を
な
す
シ
ン
ボ
ル
と
そ

の
意
味
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
記
号
論
の
礎

を
築
き
、
こ
れ
を
芸
術
の
哲
学
に
発
展
さ
せ
た
古
典
的
名
著
。
シ
ン
ボ
ル
機
能
の

結
実
で
あ
る
言
語
、
音
楽
、
美
術
、
神
話
、
祭
儀
な
ど
を
具
体
的
に
論
じ
る
。

386015Ȃ1

青N603Ȃ1～2

ジ
ャ
ッ
ク
＝
ア
ラ
ン
・
ミ
レ
ー
ル
編

小
出
浩
之
・
新
宮
一
成
・
鈴
木
國
文
・
小
川
豊
昭
訳

ジ
ャ
ッ
ク
・

ラ

カ

ン
精
神
分
析
の
四
基
本
概
念
全
二
冊

上
八
五
八
円

下
一
一
一
一
円

「
フ
ロ
イ
ト
に
還
れ
」
を
旗
印
に
、
二
〇
世
紀
の
精
神
分
析
、
思
想
全
般
に
新
し

い
潮
流
を
生
み
出
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
。
三
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
続
け
ら

れ
た
セ
ミ
ネ
ー
ル
の
中
で
も
、
転
回
点
を
示
す
も
の
と
し
て
名
高
い
一
九
六
四
年

の
講
義
録
。「
無
意
識
、
反
復
、
転
移
、
欲
動
」
の
四
つ
の
基
本
概
念
に
つ
い
て
、

白
熱
し
た
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
改
訳
を
経
て
の
初
の
文
庫
化
。

386016Ȃ8

青N604Ȃ1

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン

佐

藤

良

明
訳

精

神

と

自

然

―
生
き
た
世
界
の
認
識
論
―一

二
四
三
円

私
た
ち
こ
の
世
の
生
き
物
す
べ
て
を
、
片
や
ア
メ
ー
バ
へ
、
片
や
統
合
失
調
症
患

者
へ
結
び
つ
け
る
パ
タ
ー
ン
と
は
？

日
常
の
思
考
の
前
提
を
問
い
直
し
、
二
重

記
述
、
論
理
階
型
、
散
乱
選
択
と
い
っ
た
道
具
立
て
に
よ
っ
て
、
発
生
も
進
化
も

学
習
も
病
理
も
包
み
込
む
マ
イ
ン
ド
の
科
学
を
探
究
し
た
ベ
イ
ト
ソ
ン
（
一
九
〇
四

―

八
〇

）。
そ
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
認
識
論
の
到
達
点
を
自
ら
語
っ
た
入
門
書
。

386018Ȃ2
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青902Ȃ1

ポ
ア
ン
カ
レ

伊

藤

邦

武
訳

科

学

と

仮

説

一
三
二
〇
円

数
学
と
物
理
学
が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
二
〇
世
紀
初
頭
。
科
学
な
ど
す

べ
て
仮
説
に
す
ぎ
ず
、
信
ず
る
に
足
り
な
い
と
の
懐
疑
論
が
広
ま
る
な
か
、
本
書

は
書
か
れ
た
。
科
学
と
い
う
営
み
の
根
源
に
つ
い
て
省
察
し
、
仮
説
の
役
割
を
哲

学
的
に
考
察
し
た
、
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
（
一
八
五
四

―
一
九
一
二

）
の
主
著
。
一
〇
〇

年
に
わ
た
り
読
み
継
が
れ
て
き
た
科
学
哲
学
の
名
著
の
新
訳
。

339029Ȃ0

青903Ȃ4

オ
ス
ト
ワ
゛

ル
ト

山

県

春

㗨
訳

エ

ネ

ル

ギ

ー
七
二
六
円

化
学
者
オ
ス
ト
ヷ
ル
ト
は
い
っ
さ
い
の
自
然
現
象
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
動
変
化
に

よ
っ
て
解
釈
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
後
年
ま
す
ま
す
そ
の
傾
向
を
強
め
て
つ
い
に

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
元
哲
学
」
を
主
唱
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
概
念

発
展
の
歴
史
を
古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
ま
で
解
説
し
た
も
の
で
、
オ
ス
ト
ヷ
ル

ド
研
究
の
㗦
料
と
し
て
ま
た
科
学
史
書
と
し
て
重
要
な
著
述
で
あ
る
。

339034Ȃ2

青904Ȃ1

ニ
ュ
ー
ト
ン

島

尾

永

康
訳

光

学

一
一
七
七
円

ニ
ュ
ー
ト
ン
（
一
六
四
二

―
一
七
二
七

）
は
力
学
や
数
学
と
同
じ
よ
う
に
、
い
や
そ
れ
に
も

増
し
て
光
学
の
研
究
に
前
人
未
踏
の
分
野
を
き
り
ひ
ら
い
た
。
本
書
は
そ
の
集
大

成
で
あ
り
、
太
陽
の
白
色
光
が
屈
折
率
を
異
に
す
る
色
光
の
複
合
か
ら
成
る
こ
と

を
発
見
し
た
実
験
を
は
じ
め
光
の
干
渉
・
回
折
な
ど
を
臨
場
感
い
っ
ぱ
い
に
記
述

す
る
。
完
成
度
の
も
っ
と
も
高
い
原
書
第
三
版
の
決
定
訳
。

339041Ȃ5

青907Ȃ1～2

ヴ
ェ
ー
ゲ
ナ
ー

都
城
秋
穂
・
紫
藤
文
子
訳

大
陸
と
海
洋
の
起
源
全
二
冊

―
大
陸
移
動
説
―

上
品
切

下
八
五
八
円

は
じ
め
地
球
上
に
は
一
つ
の
大
陸
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
大
陸
が
し
だ
い

に
分
裂
し
、
移
動
し
て
、
現
在
の
各
大
陸
が
つ
く
ら
れ
た
。

ド
イ
ツ
の
地
球

物
理
学
者
ヴ
ェ
ー
ゲ
ナ
ー
が
、
今
世
紀
初
め
本
書
で
提
唱
し
た
大
陸
移
動
説
は
、

そ
れ
ま
で
の
地
球
観
を
く
つ
が
え
す
、
ま
さ
に
地
球
科
学
上
の
一
つ
の
革
命
で
あ

っ
た
。
科
学
史
上
の
記
念
碑
的
古
典
を
平
明
な
訳
文
で
お
く
る
。

339071Ȃ7

青909Ȃ1

フ
ァ
ラ
デ
ー

竹

内

敬

人
訳

ロ
ウ
ソ
ク
の
科
学

八
五
八
円

一
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
と
も
せ
ば
、
深
遠
な
科
学
の
世
界
へ
の
扉
が
開
く
。
製

本
工
か
ら
夢
を
か
な
え
、
偉
大
な
科
学
者
に
な
っ
た
フ
ァ
ラ
デ
ー
（
一
七
九
一

―
一
八
六

七

）
が
、
も
っ
と
も
愛
し
た
聴
衆

少
年
少
女
に
語
り
か
け
、
実
験
を
く
り
ひ

ろ
げ
る
名
講
義
。
世
界
中
で
愛
読
さ
れ
て
き
た
本
書
は
今
な
お
科
学
の
精
神
を
生

き
生
き
と
伝
え
る
。
現
代
の
読
者
の
た
め
に
詳
細
な
訳
注
を
付
す
。
新
訳
。

339091Ȃ7◆
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青912Ȃ4～5

ダ
ー
ウ
ィ
ン

八

杉

㜇

一
訳

種

の

起

原
全
二
冊

上
一
二
四
三
円

下
一
一
六
六
円

自
然
淘
汰
と
適
者
生
存
の
事
実
を
科
学
的
に
実
証
し
て
進
化
論
を
確
立
し
、
自
然

科
学
の
分
野
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
観
・
文
化
観
な
ど
物
の
見
か
た
全
般

に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
著
作
と
し
て
、
こ
の
『
種
の
起
原
』
の
名
を
知
ら

ぬ
人
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
底
本
に
は
一
八
五
九
年
の
初
版
を
用
い
、
最
終
版
た
る

第
六
版
ま
で
の
各
版
の
異
同
を
く
わ
し
く
記
し
た
決
定
版
で
あ
る
。

339124Ȃ1◆

青919Ȃ1～9
青920Ȃ0

山
田
吉
彦
・
林
達
夫
訳

完
訳

フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
全
十
冊

一
Ą九
九
〇
円

二
・
三
・
六
・
七
Ą品
切

四
・
五
・
八
Ą各
八
三
六
円

九
Ą八
八
〇
円

一
〇
Ą八
六
〇
円

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
忍
耐
、
そ
し
て
何
よ
り
も
深
い
愛
情
を
こ
め
て
虫
を
観
察
し
、

推
理
と
実
験
を
重
ね
て
昆
虫
の
本
能
と
習
性
を
つ
き
と
め
て
い
っ
た
フ
ァ
ー
ブ
ル

（
一
八
二
三

―
一
九
一
五

）。
詩
情
あ
ふ
れ
る
そ
の
筆
致
は
、
数
知
れ
ぬ
熱
烈
な
『
昆
虫
記
』

フ
ァ
ン
を
生
ん
で
き
た
。
原
書
と
同
じ
く
十
分
冊
と
し
、
各
巻
に
虫
名
索
引
を
付

し
て
好
評
を
博
し
た
大
型
版
を
、
文
庫
版
に
縮
小
し
た
。

339191Ȃ8

青925Ȃ1

ラ

プ

ラ

ス

内

井

惣

七
訳

確
率
の
哲
学
的
試
論

九
二
四
円

フ
ラ
ン
ス
の
科
学
者
ラ
プ
ラ
ス
（
一
七
四
九

―
一
八
二
七

）
は
、
一
七
世
紀
に
発
す
る
確
率

論
の
業
績
に
新
し
い
成
果
を
加
え
て
統
合
し
、「
古
典
的
確
率
論
」
と
呼
ば
れ
る

体
系
化
さ
れ
た
理
論
に
ま
と
め
あ
げ
た
。
富
く
じ
に
期
待
で
き
る
賞
金
は
？

支

払
わ
れ
る
べ
き
保
険
の
額
と
は
？

本
書
で
は
身
近
な
確
率
の
問
題
が
数
式
を
抜

き
に
し
て
説
か
れ
、
彼
の
哲
学
的
思
想
が
明
快
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

339251Ȃ5

青930Ȃ1

ア
ー
レ
ニ
ウ
ス

寺

田

寅

彦
訳

史
的
に
見
た
る
科
学
的
宇
宙
観
の
変
遷

九
二
四
円

北
欧
の
科
学
者
ア
ー
レ
ニ
ウ
ス
（
一
八
五
九

―
一
九
二
七

）
は
、
宇
宙
の
創
造
・
生
成
・
進

化
・
滅
亡
等
に
関
す
る
人
間
の
観
念
が
、
諸
種
の
原
始
民
族
の
間
に
発
生
し
成
長

し
、
幾
多
の
紆
余
曲
折
を
へ
て
今
日
に
い
た
る
宿
命
的
経
路
を
、
文
学
的
に
し
か

も
科
学
的
に
克
明
に
展
開
し
て
く
れ
る
。
北
欧
の
神
話
、
イ
ン
ド
の
伝
説
、
日
本

の
物
語
等
の
詩
文
に
は
じ
ま
り
、
近
代
の
天
文
学
的
宇
宙
論
に
い
た
る
科
学
史
。

339301Ȃ5

青931Ȃ1

Ｔ
・
Ｈ
・
ハ
ッ
ク
ス
リ

小

泉

丹
訳

科

学

談

義
七
九
二
円

白
墨
の
一
片
の
よ
う
な
物
に
つ
い
て
で
も
、
究
極
ま
で
考
究
し
て
ゆ
け
ば
、
宇
宙

の
歴
史
が
読
ま
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
講
演
「
一
塊
の
白
堊
」。
科
学

精
神
の
提
唱
者
で
あ
り
、
民
衆
の
科
学
的
啓
蒙
に
努
め
た
イ
ギ
リ
ス
の
動
物
学
者

Ｔ
・
Ｈ
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
（
一
八
二
五

―
一
八
九
五

）
の
著
作
五
Ἣ
と
自
伝
を
収
め
た
。
進
化

論
を
支
持
し
て
論
争
の
矢
面
に
立
ち
、
そ
の
普
及
に
も
努
力
し
た
。

339311Ȃ2

自 然 科 学97



001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 9822/04/04 11:02  v3.60

青934Ȃ1

内

山

㜇

雄
訳
・
解
説

ア

イ

ン

シ
ュ
タ
イ
ン

相
対
性
理
論

七
二
六
円

時
空
概
念
を
一
変
さ
せ
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
。
そ
の
考
え
方
の

基
本
は
す
べ
て
、
最
初
の
論
文
「
動
い
て
い
る
物
体
の
電
気
力
学
」
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
論
文
の
邦
訳
に
加
え
、
一
般
読
者
の
理
解
の
た
め
に
、
原
論
文
の

論
旨
展
開
を
忠
実
・
平
易
に
再
現
し
た
解
説
を
ほ
ど
こ
し
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
が
創
出
し
た
思
考
過
程
に
そ
っ
て
相
対
論
が
理
解
で
き
る
得
難
い
一
冊
。

339341Ȃ4◆

青934Ȃ2

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

矢
野
健
太
郎
訳

相

対

論

の

意

味
八
八
〇
円

相
対
論
の
創
始
者
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
ら
が
お
こ
な
っ
た
講
義
を
ま
と
め
た

本
。
特
殊
相
対
論
か
ら
一
般
相
対
論
ま
で
を
解
説
。
付
録
は
、
重
力
を
含
め
た
場

の
理
論
の
統
一
に
挑
戦
し
、
死
の
直
前
ま
で
改
訂
を
重
ね
て
い
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
本
人
の
思
考
過
程
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
講
義
の
翌
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
た
。
一
般
相
対
論
の
発
表
一
〇
〇
年
を
機
に
文
庫
化
。

（
解
説

江
沢
洋
）
339342Ȃ0◆

青936Ȃ1

ジ
ョ
ン
・
ラ
バ
ッ
ク

板

倉

勝

忠
訳

自
然
美
と
其
驚
異

九
二
四
円

山
の
自
然
は
よ
そ
よ
り
も
さ
ら
に
自
由
で
あ
り
、
幸
福
で
あ
り
、
鮮
麗
で
あ
り
、

清
々
し
い
。
急
湍
、
湖
水
、
雪
野
、
氷
河
、
空
気
、
山
嶺
、
蒼
空
、
暴
風
、
こ
れ

ら
の
も
の
は
人
の
心
を
新
鮮
に
し
、
の
び
や
か
に
す
る
。
本
書
は
自
然
科
学
者
ラ

バ
ッ
ク
（
一
八
三
四

―
一
九
一
三

）
の
自
然
美
に
対
す
る
敬
虔
に
し
て
奔
放
な
る
讃
歌
で
あ

り
驚
き
の
科
学
で
あ
る
。

339361Ȃ9

青938Ȃ1

八

杉

㜇

一
編
訳

ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
論
集

一
一
一
一
円

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
原
』（
一
八
五
九
年
）
は
、
生
物
学
の
み
な
ら
ず
、
社

会
思
想
・
世
界
観
に
ま
で
極
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
彼
の
学
説

は
直
ち
に
受
け
い
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
哲
学
者
・
神
学
者
を
も
巻
き
込
ん

だ
激
し
い
論
争
が
五
○
年
間
続
く
こ
と
に
な
る
。
本
書
は
、
そ
の
間
の
情
勢
を
同

時
代
の
生
物
学
者
・
哲
学
者
の
論
考
に
よ
っ
て
た
ど
る
も
の
で
あ
る
。

339381Ȃ3

青939Ȃ1

高

木

貞

治

近

世

数

学

史

談
八
五
八
円

世
界
的
数
学
者
、
類
体
論
の
高
木
貞
治
（
一
八
七
五

―
一
九
六
〇

）
が
独
特
の
語
り
口
で
、

ガ
ウ
ス
、
ア
ー
ベ
ル
、
ガ
ロ
ア
ら
の
発
見
を
語
る
。
巨
人
た
ち
を
輩
出
し
た
近
世

数
学
の
勃
興
期

フ
ラ
ン
ス
革
命
後
一
九
世
紀
前
半
ま
で
の
数
学
史
を
論
じ
て

数
多
く
の
数
学
少
年
の
夢
を
育
て
た
本
書
は
、
そ
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
時
代
の

空
気
ま
で
も
伝
え
て
読
む
者
を
᷺
ま
せ
な
い
。

（
注
・
解
説

杉
浦
光
夫
）
339391Ȃ0
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青941Ȃ1

戎

崎

俊

一
訳

ハ
ッ
ブ
ル

銀
河
の
世
界

九
九
〇
円

ア
メ
リ
カ
の
天
文
学
者
ハ
ッ
ブ
ル
（
一
八
八
九

―
一
九
五
三

）
が
一
般
向
け
に
行
な
っ
た
講

座
を
も
と
に
ま
と
め
た
、
現
代
宇
宙
観
の
典
拠
と
も
言
え
る
著
作
。
単
位
な
ど
の

基
礎
的
事
項
か
ら
銀
河
の
分
類
、
性
質
、
分
布
、
後
に
ハ
ッ
ブ
ル
の
法
則
と
呼
ば

れ
る
、
銀
河
ま
で
の
距
離
と
そ
の
後
退
速
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
台
の
巨
大
望
遠
鏡
で
撮
影
の
写
真
を
多
数
収
録
。

339411Ȃ9

青942Ȃ1～2

Ｄ
・
Ｏ
・
ウ
ッ
ド
ベ
リ
ー

関
正
雄
・
湯
澤
博
・
成
相
恭
二
訳

パ
ロ
マ
ー
の
巨
人
望
遠
鏡
全
二
冊

上
一
〇
一
二
円

下
九
四
六
円

二
十
世
紀
、
新
時
代
の
天
文
学
の
発
展
は
、
望
遠
鏡
の
進
化
と
と
も
に
あ
っ
た
。

そ
の
基
礎
を
築
い
た
ヘ
ー
ル
（
一
八
六
八

―
一
九
三
八

）
は
、
㗦
金
・
材
料
集
め
か
ら
技
術

上
の
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
㗨
々
と
巨
大
望
遠
鏡
の
建
設
を
進
め
た
。
本
書

に
は
彼
の
尽
力
で
始
め
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
人
材
・
技
術
力
を
結
集
し
て
作
ら
れ

た
パ
ロ
マ
ー
の
二
百
イ
ン
チ
望
遠
鏡
の
物
語
が
記
さ
れ
る
。

339421Ȃ6

青943Ȃ1

ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
、
ク
リ
サ
ー
ト

日
高
敏
隆
・
羽
田
節
子
訳

生
物
か
ら
見
た
世
界

七
九
二
円

甲
虫
の
羽
音
と
チ
ョ
ウ
の
舞
う
、
花
咲
く
野
原
へ
出
か
け
よ
う
。
生
物
た
ち
が
独

自
の
知
覚
と
行
動
で
つ
く
り
だ
す
〈
環
世
界
〉
の
多
様
さ
。
こ
の
本
は
動
物
の
感

覚
か
ら
知
覚
へ
、
行
動
へ
の
作
用
を
探
り
、
生
き
物
の
世
界
像
を
知
る
旅
に
い
ざ

な
う
。
行
動
は
刺
激
へ
の
物
理
反
応
で
は
な
く
、
環
世
界
あ
っ
て
の
も
の
だ
と
唱

え
た
最
初
の
人
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
の
、
今
な
お
新
鮮
な
科
学
の
古
典
。

339431Ȃ3◆

青944Ȃ1

林
晋
・
八
杉
満
利
子
訳

ゲ
ー
デ
ル

不
完
全
性
定
理

九
九
〇
円

研
究
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
二
年
目
、
二
十
五
歳
の
ゲ
ー
デ
ル
（
一
九
〇
六

―
七
八

）

が
「
数
学
基
礎
論
」
に
実
質
的
終
止
符
を
打
っ
た
不
完
全
性
定
理
論
文
は
、
数
学

の
定
理
で
あ
り
な
が
ら
哲
学
、
心
理
学
、
現
代
思
想
、
情
報
科
学
な
ど
の
研
究
者

を
ひ
き
つ
け
、
様
々
な
影
響
を
与
え
た
。「
解
説
」
で
は
、
不
完
全
性
定
理
論
文

の
歴
史
的
経
緯
を
説
明
し
、
そ
の
内
容
を
丹
念
に
解
説
す
る
。

339441Ȃ0

青945Ȃ1

坂
口
謹
一
郎

日

本

の

酒
八
五
八
円

古
い
文
明
は
必
ず
美
酒
を
持
つ
。
醸
造
酒
で
あ
り
な
が
ら
世
界
で
も
珍
し
い
蒸
留

酒
並
の
ア
ル
コ
ー
ル
度
を
誇
る
日
本
酒
。
Ḃ
カ
ビ
か
ら
育
て
た
酒
の
文
化
史
・
社

会
史
を
古
今
の
書
物
に
探
り
、
科
学
の
眼
で
語
る
。「
火
入
」「
生
㭧
（
き
も
と
）」

「
山
廃
造
り
」
等
、
日
本
の
酒
造
り
の
方
法
は
ど
こ
が
興
味
深
く
ま
た
優
れ
て
い

る
か
。
㚟
酵
学
者
・
坂
口
博
士
（
一
八
九
七

―
一
九
九
四

）
の
決
定
版
・
日
本
酒
読
本
。

339451Ȃ9◆
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青946Ȃ1

シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

岡
小
天
・
鎮
目
恭
夫
訳

生

命

と

は

何

か

―
物
理
的
に
み
た
生
細
胞
―

七
九
二
円

量
子
力
学
を
創
始
し
、
原
子
物
理
学
の
基
礎
を
築
い
た
人
が
追
究
し
た
生
命
の
本

質
と
は
？

本
書
は
分
子
生
物
学
の
生
み
の
親
と
な
っ
た
二
十
世
紀
の
名
著
で
あ

る
。
生
物
現
象
こ
と
に
遺
伝
の
し
く
み
と
染
色
体
行
動
に
お
け
る
物
質
の
構
造
と

法
則
を
物
理
学
と
化
学
で
説
明
し
、
生
物
に
お
け
る
意
義
を
究
明
す
る
。
負
の
エ

ン
ト
ロ
ピ
ー
論
や
終
章
の
哲
学
観
な
ど
今
も
議
論
を
呼
ぶ
科
学
の
古
典
。

339461Ȃ8◆

青948Ȃ1

池
原
止
戈
夫
・
彌
永
昌
吉
・
室
賀
三
郎
・
戸
田
巌
訳

ウ
ィ
ー
ナ
ー

サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス

―
動
物
と
機
械
に
お
け
る
制
御
と
通
信
―

一
一
八
八
円

心
や
脳
の
機
能
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
先
駆
的

な
書
。
そ
の
後
の
人
工
知
能
、
カ
オ
ス
や
自
己
組
織
化
と
い
っ
た
非
線
形
現
象
一

般
を
対
象
と
す
る
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
構
造
機
能
主
義
な
ど
の

社
会
学
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
今
日
で
は
認
知
科
学
や
シ
ス
テ
ム
バ
イ
オ

ロ
ジ
ー
な
ど
の
方
法
論
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

（
解
説

大
澤
真
幸
）
339481Ȃ6

青949Ȃ1

マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク

西

尾

成

子
訳

熱

輻

射

論

講

義

一
一
七
七
円

一
九
世
紀
末
、
熱
輻
射
の
問
題
に
よ
っ
て
理
論
と
実
験
と
の
齟
齬
が
明
ら
か
と
な

り
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
来
の
物
理
学
は
重
大
な
矛
盾
に
⁊
着
し
た
。
そ
の
隘
路
を
打

開
し
、
新
た
な
物
理
学
─
量
子
論
─
へ
の
端
緒
を
ひ
ら
い
た
の
が
、
プ
ラ
ン
ク
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
要
素
の
仮
定
で
あ
る
。
革
命
的
な
仮
定
の
導
入
へ
至
る
道
筋

を
、
自
ら
の
思
考
の
流
れ
に
沿
っ
て
丁
寧
に
解
説
し
た
主
著
。

339491Ȃ5

青950Ȃ1

ジ
ョ
ン
・
ス
ノ
ウ

山

本

太

郎
訳

コ
レ
ラ
の
感
染
様
式
に
つ
い
て

八
五
八
円

一
九
世
紀
半
ば
、
英
国
の
医
師
ジ
ョ
ン
・
ス
ノ
ウ
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
起
こ
っ
た
コ

レ
ラ
禍
の
原
因
を
解
明
し
た
著
作
。
死
亡
者
の
生
活
状
況
や
感
染
経
路
を
丹
念
に

調
査
し
、
汚
染
さ
れ
た
水
と
コ
レ
ラ
と
の
関
係
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
く
。
そ

の
科
学
的
手
法
の
先
駆
性
か
ら
、
著
者
は
「
疫
学
の
祖
」
と
呼
ば
れ
た
。
現
代
の

感
染
症
疫
学
の
原
点
に
位
置
す
る
古
典
。

339501Ȃ1
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黄1Ȃ1

倉

野

憲

司
校
注

古

事

記

一
一
一
一
円

八
世
紀
初
め
に
成
立
し
た
現
存
す
る
わ
が
国
最
古
の
歴
史
書
・
文
学
書
。
数
多
い

口
伝
え
を
天
武
天
皇
が
Ṧ
田
阿
礼
に
命
じ
て
覚
え
さ
せ
、
元
明
天
皇
が
太
安
麻
侶

に
書
き
と
め
さ
せ
た
も
の
。
天
地
開
闢
に
始
ま
り
、
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命

の
国
生
み
神
話
、
須
佐
之
男
命
の
大
蛇
退
治
等
、
神
代
よ
り
推
古
天
皇
に
至
る
皇

室
の
系
図
を
中
心
に
、
わ
が
国
古
代
の
神
話
・
伝
説
・
歌
謡
を
広
く
収
録
。

300011Ȃ0◆

黄4Ȃ1～5

坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注

日

本

書

紀
全
五
冊

一
・
四
Ą各
一
四
五
二
円

二
Ą一
五
一
八
円

三
Ą一
三
二
〇
円

五
Ą一
五
八
四
円

「
古
に
天
地
未
だ
剖
れ
ず
、
陰
陽
分
れ
ざ
り
し
と
き
…
…
」。
養
老
四
（
七
二
〇
）

年
に
舎
人
親
王
ら
の
Ḥ
で
、
完
成
し
た
わ
が
国
最
古
の
正
史
『
日
本
書
紀
』
は
、

朝
廷
に
伝
わ
っ
た
神
話
・
伝
説
・
記
録
な
ど
を
記
述
し
た
編
年
体
の
史
書
で
、

「
巻
第
一

神
代
上
」
か
ら
「
巻
第
三
十

持
統
天
皇
」
ま
で
全
三
十
巻
。
定
評

の
あ
る
日
本
古
典
文
学
大
系
版
『
日
本
書
紀
』
を
文
庫
化
。

300041Ȃ2

黄5Ȃ1～5

佐
竹
昭
広
・
山
田
英
雄
・
工
藤
力
男
・
大
谷
雅
夫
・
山
崎
福
之
校
注

万

葉

集
全
五
冊

一
Ą一
二
九
八
円

二
・
三
・
四
・
五
Ą各
一
二
七
六
円

日
本
文
学
の
源
、
最
古
の
歌
集
。
千
二
百
年
に
わ
た
っ
て
読
み
継
が
れ
て
き
た
全

二
十
巻
四
千
五
百
余
首
。
大
和
を
中
心
に
南
へ
北
へ
広
が
る
、
旅
の
歌
、
恋
の

歌
、
死
を
悼
む
歌
、
宴
の
歌
等
に
は
、
天
皇
か
ら
名
も
な
き
男
女
に
至
る
人
々
の

心
が
映
さ
れ
る
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
基
づ
き
、
歌
の
意
味
を
説
き
明
か
す

正
確
な
語
釈
・
文
法
説
明
・
現
代
語
訳
を
施
し
、
全
面
刷
新
し
た
文
庫
版
。

300051Ȃ9

黄5Ȃ6～7

佐
竹
昭
広
・
山
田
英
雄
・
工
藤
力
男
・
大
谷
雅
夫
・
山
崎
福
之
校
注

原
文

万

葉

集
全
二
冊

上
一
三
二
〇
円

下
一
二
五
四
円

『
万
葉
集
』（
全
五
冊
）
の
訓
読
に
対
応
す
る
原
文
編
。『
万
葉
集
』
の
原
文
は
、

漢
字
の
み
で
書
か
れ
て
い
る
。
原
文
は
、『
万
葉
集
』
の
根
本
的
研
究
お
よ
び
鑑

賞
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
諸
本
に
よ
っ
て
校
訂
を
お
こ
な
い
、
校
異
の
注

を
示
し
た
。
訓
読
と
合
せ
て
み
る
と
、『
万
葉
集
』
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

351013Ȃ1

黄7Ȃ1

阪

倉

篤

義
校
訂

竹

取

物

語
五
〇
六
円

幼
い
時
か
ら
か
ぐ
や
姫
の
話
と
し
て
誰
も
が
親
し
ん
で
い
る
こ
の
物
語
は
、『
源

氏
物
語
』
の
中
で
も
す
で
に
昔
話
と
し
て
出
て
く
る
よ
う
に
、
日
本
最
古
の
物
語

文
学
と
い
わ
れ
る
。
光
を
放
つ
一
筋
の
竹
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
気
高
く
成
長
し
た

姫
が
、
貴
公
子
た
ち
や
み
か
ど
の
求
婚
を
し
り
ぞ
け
て
天
に
昇
っ
て
い
く
㗡
が
、

他
の
平
安
時
代
の
物
語
に
比
べ
分
り
易
い
素
朴
な
文
章
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

300071Ȃ4◆
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黄8Ȃ1

大

津

有

一
校
注

伊

勢

物

語
五
七
二
円

在
原
業
平
と
お
ぼ
し
き
貴
公
子
を
主
人
公
と
す
る
こ
の
物
語
は
、
彼
の
元
服
か
ら

終
焉
ま
で
の
一
代
記
風
の
構
成
を
と
る
。
権
力
と
は
別
㗨
元
の
価
値
体
系
に
生
き

る
男
、
后
・
斎
宮
か
ら
田
舎
女
・
召
使
と
の
恋
愛
、
報
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な

い
女
の
愛
、
う
る
わ
し
い
友
情
、
主
従
の
厚
い
情
義
な
ど
、
こ
こ
に
は
そ
れ
ま
で

の
王
朝
文
学
の
思
い
も
及
ば
な
か
っ
た
愛
情
の
諸
相
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
る
。

300081Ȃ1

黄9Ȃ1

杤

尾

武
校
注

玉
造
小
町
子
壮
衰
書

―
小
野
小
町
物
語
―

六
六
〇
円

平
安
中
期
な
い
し
末
期
に
成
立
し
た
長
文
の
序
を
も
つ
古
詩
。
老
い
さ
ら
ば
え
て

町
を
㓢
徊
す
る
女
が
、
往
時
の
贅
沢
の
限
り
と
親
兄
弟
の
死
に
よ
っ
て
零
落
し
悲

惨
を
き
わ
め
る
老
境
を
綿
々
と
語
る
。
こ
の
物
語
の
主
人
公
は
小
野
小
町
で
は
な

い
が
、
小
町
の
物
語
と
し
て
読
み
つ
が
れ
て
き
て
、
小
町
像
の
形
成
に
多
大
の
影

響
を
与
え
て
き
た
。
原
文
・
読
み
下
し
文
・
現
代
語
訳
に
詳
細
な
注
を
付
す
。

300091Ȃ9

黄12Ȃ1

佐

伯

梅

友
校
注

古

今

和

歌

集
九
九
〇
円

紀
貫
之
ら
四
人
に
勅
Ḥ
和
歌
集
作
成
の
命
が
下
っ
た
の
は
延
喜
五
（
九
〇
五
）
年

の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
万
葉
集
』
以
後
長
い
あ
い
だ
、
公
の
席
で
は
漢
詩
文
が
隆

盛
を
極
め
て
い
た
だ
け
に
、
選
者
た
ち
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
約

十
年
の
歳
月
を
か
け
、
古
今
の
和
歌
を
精
選
し
て
成
っ
た
。
作
風
は
万
葉
風
に
く

ら
べ
理
知
的
・
内
省
的
で
技
巧
に
富
み
後
世
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
た
。

300121Ȃ4

黄13Ȃ1

紀

貫

之

鈴
木
知
太
郎
校
注

土

左

日

記
七
〇
四
円

「
を
と
こ
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
、
を
む
な
も
し
て
み
む
と
て
す
る
な
り
」

と
い
う
冒
頭
の
一
句
が
示
す
よ
う
に
、
貫
之
（
八
六
八

？
―
九
四
五

）
が
任
地
土
佐
国
か

ら
船
出
し
辛
苦
の
す
え
帰
京
す
る
ま
で
の
一
部
始
終
を
女
性
の
筆
に
仮
託
し
て
綴

っ
た
わ
が
国
初
の
仮
名
文
日
記
。
人
生
の
内
面
や
真
実
を
情
趣
と
含
蓄
に
富
ん
だ

筆
致
で
描
き
、
㗨
代
の
女
流
文
学
の
全
盛
を
導
き
出
す
先
駆
と
な
っ
た
。

300131Ȃ1

黄15Ȃ10～18
柳
井
滋
・
室
伏
信
助
・
大
朝
雄
二
・
鈴
木
日
出
男
・
藤
井
貞
和
・
今
西
祐
一
郎
校
注

源

氏

物

語
全
九
冊

一
Ą一
五
四
〇
円

二
・
三
Ą各
一
四
五
二
円

四
・
五
・
七
・
九
Ą各
一
五
一
八
円

六
Ą一
三
二
〇
円

八
Ą一
五
八
四
円

皇
子
に
生
ま
れ
、
幼
く
し
て
母
を
亡
く
し
、
位
人
臣
を
極
め
た
光
源
氏
。
そ
の
数

多
の
恋
愛
を
軸
に
、
平
安
貴
族
の
華
や
か
で
翳
り
あ
る
世
界
を
描
き
尽
く
し
た
、

世
界
最
古
の
長
編
物
語
の
一
つ
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
版
の
厳
密
な
考
証
に
基

づ
く
全
五
四
帖
の
原
文
に
、
最
新
の
学
術
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
注
解
を
付
す
。
難

解
な
箇
所
の
補
釈
も
充
実
、
原
文
で
楽
し
め
る
『
源
氏
物
語
』。

351015Ȃ5
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黄16Ȃ1

池

田

亀

鑑
校
訂

枕

草

子

一
一
一
一
円

冷
静
で
細
や
か
な
観
察
、
才
気
煥
発
な
筆
致
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
随
筆
文
学
を
代

表
す
る
一
書
と
し
て
、
本
書
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
一
段
一
段
の
文
章
か

ら
、
平
安
時
代
の
生
活
と
感
覚
の
具
体
相
を
、
万
華
鏡
を
見
る
よ
う
に
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
筆
者
と
中
宮
定
子
と
の
美
し
い
魂
の
触
れ
あ
い
が
、
こ

の
草
子
の
文
学
的
香
気
を
い
っ
そ
う
高
め
て
い
る
。

300161Ȃ3◆

黄18Ȃ1

西

下

経

一
校
注

更さ
ら

級し
な

日

記
五
〇
六
円

一
地
方
官
の
娘
と
し
て
育
っ
た
作
者
が
、
父
に
つ
れ
ら
れ
京
へ
上
る
時
の
紀
行
か

ら
始
ま
り
、『
源
氏
物
語
』
を
手
に
し
て
「
后
の
位
も
何
に
か
は
せ
む
」
と
、
几

帳
の
蔭
で
読
み
耽
っ
た
夢
み
が
ち
の
少
女
時
代
、
そ
し
て
恋
愛
、
結
婚
、
夫
と
の

死
別
、
五
十
代
の
侘
し
い
一
人
住
い
を
綴
っ
て
日
記
は
終
る
。
平
安
時
代
が
㗨
第

に
翳
り
を
お
び
て
く
る
、
そ
う
し
た
社
会
に
生
き
た
一
人
の
女
性
の
記
録
。

300181Ȃ8◆

黄19Ȃ1～4

池

上

洵

一
編

今

昔

物

語

集
全
四
冊

天
竺
・
震
旦
部
品
切

本
朝
部（
上
）
一
二
四
三
円

本
朝
部（
中
）
一
一
二
二
円

本
朝
部（
下
）
一
四
五
二
円

全
Ἣ
の
冒
頭
が
「
今
は
昔
」
で
始
ま
る
、
平
安
末
期
に
成
立
し
た
説
話
集
の
最
高

峰
。
天
竺
（
イ
ン
ド
）・
震
旦
（
中
国
）・
本
朝
（
日
本
）
の
三
部
構
成
で
、
そ
れ

ぞ
れ
仏
法
Ἣ
、
世
俗
Ἣ
に
大
別
さ
れ
る
。
仏
法
Ἣ
は
釈
ᷟ
の
誕
生
か
ら
日
本
へ
の

伝
来
を
物
語
り
、
世
俗
Ἣ
は
人
間
の
様
々
な
生
態
を
描
き
尽
く
す
。
本
文
庫
で
は

「
天
竺
・
震
旦
部
」
一
冊
、「
本
朝
部
」
三
冊
に
約
四
百
話
を
抄
録
。

300191Ȃ5

黄21Ȃ1

大

槻

修
校
注

堤

中

納

言

物

語
七
〇
四
円

平
安
後
期
の
貴
族
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
断
面
を
巧
み
に
切
り
取
っ
た
十
Ἣ
の
短
Ἣ

と
、
物
語
の
冒
頭
の
数
行
と
思
わ
れ
る
断
章
一
Ἣ
か
ら
な
る
、
洗
練
さ
れ
、
機
知

に
あ
ふ
れ
る
多
彩
な
短
Ἣ
物
語
集
。
蝶
で
は
な
く
毛
虫
な
ど
の
恐
ろ
し
げ
な
虫
を

愛
し
、
服
装
、
動
作
な
ど
こ
と
ご
と
く
伝
統
的
習
俗
に
反
逆
す
る
異
端
の
姫
君
を

描
い
た
「
虫
め
づ
る
姫
君
」
が
、
と
り
わ
け
著
名
。

300211Ȃ3

黄23Ȃ2

久
保
田
淳
・
𠮷
野
朋
美
校
注

西

行

全

歌

集

一
三
八
六
円

願
は
く
は
花
の
下
に
て
春
死
な
ん
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
頃

。
山
家
集
、

聞
書
集
、
残
集
、
御
裳
濯
河
歌
合
、
宮
河
歌
合
ほ
か
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
西
行

の
和
歌
の
す
べ
て
約
二
三
〇
〇
首
を
集
成
。
脚
注
の
ほ
か
、
詳
細
な
補
注
・
校
訂

一
覧
を
付
し
、
広
く
日
本
の
詩
歌
に
関
心
の
あ
る
読
者
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
だ

け
で
な
く
、
専
門
家
の
研
究
に
も
㗦
す
る
決
定
版
。

300232Ȃ2◆
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黄25Ȃ1

久
松
潜
一
・
久
保
田
淳
校
注

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集

付

平
家
公
達
草
紙

七
九
二
円

悲
劇
の
中
宮
建
礼
門
院
に
仕
え
て
人
の
世
の
浮
き
沈
み
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
自

ら
は
華
や
か
な
平
安
末
期
の
宮
廷
に
あ
っ
て
平
家
の
公
達
ら
と
の
恋
に
心
を
燃
や

し
た
女
流
歌
人
の
情
感
あ
ふ
れ
る
歌
集
。
長
文
の
詞
書
と
歌
と
が
一
体
と
な
り
、

一
種
の
歌
物
語
と
も
歌
日
記
と
も
な
っ
て
い
る
。
他
に
こ
の
集
と
共
通
す
る
世
界

や
人
物
を
描
い
た
『
平
家
公
達
草
紙
』
を
三
種
集
め
て
併
せ
収
め
た
。

300251Ȃ2

黄26Ȃ1

川

口

久

雄
校
訂

梅
沢
本

古

本

説

話

集
七
九
二
円

北
は
陸
奥
か
ら
南
は
大
隅
の
国
に
至
る
ま
で
の
古
代
の
民
衆
の
㗡
を
生
き
い
き
と

伝
え
る
「
民
話
」
で
、
日
本
の
「
デ
カ
メ
ロ
ン
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
。
世
俗
説

話
と
仏
法
説
話
合
せ
て
七
〇
話
。
い
ず
れ
も
ユ
ー
モ
ア
に
み
ち
て
い
て
、
誰
に
で

も
お
も
し
ろ
く
よ
む
こ
と
の
で
き
る
民
衆
の
古
典
で
あ
る
。
本
岩
波
文
庫
に
よ

り
、
は
じ
め
て
活
字
本
と
し
て
公
刊
。

300261ȂX

黄28Ȃ1

小
町
谷
照
彦
・
倉
田
実
校
注

拾

遺

和

歌

集

一
八
四
八
円

恋
す
て
ふ
我
が
名
は
ま
だ
き
立
に
け
り
人
知
れ
ず
こ
そ
思
そ
め
し
か

藤
原
道

長
に
よ
る
摂
関
体
制
最
盛
期
を
目
前
と
し
た
寛
弘
二
、
三
年
（
一
〇
〇
五

、
〇
六

）
頃
の

成
立
。
花
山
院
の
自
Ḥ
と
さ
れ
、『
古
今
集
』『
後
Ḥ
集
』
に
㗨
ぐ
三
番
目
の
勅
Ḥ

集
で
、「
三
代
集
」
の
達
成
を
示
す
。
歌
合
歌
や
Ẓ
風
歌
な
ど
、
晴
の
歌
が
多
く
、

歌
語
の
拡
充
・
洗
練
が
進
み
、
優
美
平
淡
な
詠
風
が
定
着
し
て
い
る
。

300289Ȃ6

黄29Ȃ1

久
保
田
淳
・
平
田
喜
信
校
注

後

拾

遺

和

歌

集

一
八
四
八
円

第
四
番
目
の
勅
Ḥ
集
。
勅
命
は
白
河
天
皇
、
Ḥ
者
は
藤
原
通
俊
。
応
徳
三
年
（
一
〇

八
六

）
に
奏
覧
さ
れ
た
。『
拾
遺
集
』
Ḥ
進
か
ら
八
〇
年
後
、
久
々
の
選
集
の
た
め
、

藤
原
摂
関
時
代
か
ら
院
政
期
へ
と
大
き
く
転
換
す
る
時
期
の
文
化
、
歌
壇
の
変

化
、
動
向
を
反
映
し
て
い
る
。
女
流
歌
人
（
和
泉
式
部
、
赤
染
衛
門
、
紫
式
部
な

ど
）
の
台
頭
、
叙
景
歌
の
増
加
等
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

300299Ȃ5

黄31Ȃ1

工

藤

重

矩
校
注

詞

花

和

歌

集
九
二
四
円

瀬
を
は
や
み
岩
に
せ
か
る
ゝ
滝
川
の
わ
れ
て
も
末
に
あ
は
ん
と
ぞ
思
ふ

院
政

期
と
い
う
混
沌
と
し
た
時
代
に
生
き
、
保
元
の
乱
に
翻
弄
さ
れ
た
悲
運
の
人
・
崇

徳
院
の
想
い
が
谺
し
て
い
る
。
そ
の
崇
徳
院
の
院
宣
に
よ
り
藤
原
顕
輔
が
編
纂
。

仁
平
元
年
（
一
一
五
一

）
に
Ḥ
進
さ
れ
た
六
番
目
の
勅
Ḥ
集
。
古
今
集
の
伝
統
を
踏
ま

え
つ
つ
、
新
時
代
の
歌
風
を
も
展
開
、
和
歌
史
の
変
容
期
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

300319Ȃ0
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黄35Ȃ1

斎

部

広

成
Ḥ

西

宮

一

民
校
注

古こ

語ご

拾し
ゅ
う

遺い

七
九
二
円

老
翁
広
成
に
は
何
と
し
て
も
言
い
残
さ
な
く
て
は
死
ね
ぬ
と
思
い
定
め
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
斎
部
氏
と
中
臣
氏
の
携
っ
て
き
た
祭
祀
が
い
つ
し
か
中
臣
氏
に
集
中
し

て
い
る
憤
懣
で
あ
る
。
幸
い
平
城
天
皇
の
召
問
を
機
に
、
国
史
・
氏
族
伝
承
に
基

づ
き
そ
れ
を
「
古
語
の
遺
り
た
る
を
拾
ふ
」
と
題
し
て
Ḥ
上
し
た
。
時
に
大
同
二

（
八
〇
七
）
年
。
記
紀
に
な
い
記
載
も
含
み
研
究
史
上
多
く
の
示
唆
に
富
む
。

300351Ȃ9

黄36Ȃ1

小

島

憲

之
編

王

朝

漢

詩

選

一
三
二
〇
円

「
漢
詩
」
と
い
う
外
来
の
文
体
に
、
詩
才
を
競
い
あ
っ
て
生
ま
れ
た
王
朝
の
漢
詩

は
、
漢
字
に
よ
る
表
現
の
困
難
さ
を
克
服
し
つ
つ
、
王
朝
び
と
の
詩
心
を
表
出
し

た
成
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
七
―
十
二
世
紀
に
創
ら
れ
た
詩
は
三
千
余
首
に
も
の

ぼ
る
。
そ
の
中
か
ら
一
七
〇
首
を
厳
選
、
訓
読
文
と
現
代
語
訳
・
注
釈
を
付
し
、

先
人
た
ち
の
巧
み
な
ま
た
愛
す
べ
き
詩
を
味
読
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
。

300361Ȃ6

黄100Ȃ1

市

古

貞

㗨
校
注

新
訂

方

丈

記
六
三
八
円

人
の
世
の
無
常
を
感
じ
出
家
伿
世
し
た
長
明
（
一
一
五
五

？
―
一
二
一
六

）。
が
、
方
丈
の

草
庵
で
も
な
お
「
汝
す
が
た
は
聖
人
に
て
心
は
濁
り
に
染
め
り
」
と
自
責
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
苦
渋
に
み
ち
た
著
者
の
内
面
と
、
冷
静
な
目
に
よ
っ
て
捉

え
ら
れ
た
社
会
と
が
、
和
漢
混
淆
・
対
句
仕
立
て
の
格
調
あ
る
文
章
で
描
か
れ

る
。
長
明
自
筆
と
い
わ
れ
る
大
福
光
寺
本
の
す
べ
て
の
影
印
と
翻
字
を
付
し
た
。

301001Ȃ9◆

黄101Ȃ1

佐
佐
木
信
綱
校
訂

新
訂

新
古
今
和
歌
集

一
〇
六
七
円

全
二
十
巻
。
万
葉
調
・
古
今
調
と
並
ん
で
、
三
歌
風
の
一
典
型
を
作
っ
た
勅
Ḥ
和

歌
集
。
俊
成
は
余
韻
・
余
情
の
世
界
を
統
合
し
て
幽
玄
の
世
界
を
う
ち
た
て
、
定

家
は
幽
玄
の
世
界
を
分
析
し
て
有
心
を
設
定
し
た
。
現
実
の
暗
さ
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
自
然
観
照
へ
と
集
中
し
そ
の
技
巧
は
極
限
に
ま
で
達
し
た
。
連
歌
や
、
芭
蕉

に
多
く
の
影
響
を
与
え
、
芭
蕉
の
「
わ
び
」
も
こ
れ
を
起
点
と
し
て
い
る
。

301011Ȃ6◆

黄112Ȃ1

西
尾
実
・
安
良
岡
康
作
校
注

新
訂

徒

然

草

一
二
四
三
円

『
徒
然
草
』
の
面
白
さ
は
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の
『
エ
セ
ー
』
に
似
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
味
わ
い
は
簡
潔
で
的
確
だ
。
一
見
無
造
作
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

人
生
の
達
人
に
よ
る
達
意
の
文
章
と
呼
ぶ
に
足
る
。
時
の
流
れ
に
耐
え
て
連
綿
と

読
み
つ
が
れ
て
き
た
こ
の
よ
う
な
書
物
こ
そ
、
本
当
の
古
典
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
。
懇
切
丁
寧
な
注
釈
を
新
た
に
加
え
、
読
み
や
す
い
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。

301121ȂX◆
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黄113Ȃ1～4

梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明
校
注

平

家

物

語
全
四
冊

一
・
三
Ą各
一
一
一
一
円
二
Ą一
〇
六
七
円
四
Ą一
二
四
三
円

ᷫ
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
、
娑
羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰

の
こ
と
わ
り
を
あ
ら
は
す

合
戦
記
に
人
物
㞍
、
和
漢
の
故
事
を
織
り
ま
ぜ

た
、
平
家
の
全
盛
か
ら
滅
亡
ま
で
の
物
語
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま

で
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
小
気
味
の
良
い
リ
ズ
ム
で
語
ら
れ
る
英

雄
た
ち
の
様
々
な
運
命
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
文
庫
化
。

301131Ȃ7

黄116Ȃ1

北

畠

親

房

岩

佐

正
校
注

神

皇

正

統

記
九
二
四
円

南
北
朝
の
動
乱
の
さ
な
か
、
南
朝
の
重
鎮
北
畠
親
房
は
天
皇
家
の
歴
史
と
そ
れ
に

伴
う
過
去
の
諸
政
治
形
態
を
論
述
し
、
南
朝
の
正
統
性
と
君
主
の
あ
る
べ
き
㗡
を

説
こ
う
と
し
た
。
大
き
な
歴
史
の
流
れ
の
中
で
滅
び
ゆ
く
側
に
立
つ
と
い
う
立
場

上
の
制
約
が
あ
り
な
が
ら
、
し
か
し
そ
の
記
述
に
は
立
場
を
超
え
た
公
正
さ
が
あ

る
。『
愚
管
抄
』
と
並
び
中
世
を
代
表
す
る
史
論
と
い
わ
れ
る
。

301161Ȃ9

黄126Ȃ1～2

市

古

貞

㗨
校
注

御

伽

草

子
全
二
冊

上
八
五
八
円

下
九
二
四
円

鉢
か
づ
き
、
一
寸
法
師
、
物
く
さ
太
郎
。
い
つ
し
か
記
憶
に
と
ど
め
て
い
る
主
人

公
た
ち
。
室
町
か
ら
江
戸
に
か
け
て
お
び
た
だ
し
く
作
ら
れ
た
こ
の
種
の
物
語

は
、
と
り
わ
け
婦
女
子
に
読
ま
れ
耳
を
そ
ば
だ
た
せ
、
あ
る
い
は
絵
に
よ
っ
て
目

を
楽
し
ま
せ
た
。
本
書
に
は
、
江
戸
中
期
大
阪
の
書
肆
（
渋
川
）
が
、
主
た
る
草

子
二
十
三
Ἣ
を
選
び
刊
行
し
た
も
の
と
、
挿
絵
二
百
余
葉
の
す
べ
て
を
収
め
る
。

301261Ȃ5

黄127Ȃ1

Ṥ
口
芳
麻
呂
校
注

王

朝

秀

歌

選
九
九
〇
円

平
安
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
多
く
の
詞
華
集
が
つ
く
ら
れ
た
。
名
だ
た
る
歌
仙
た
ち

が
『
万
葉
集
』
や
『
古
今
集
』
以
下
の
勅
選
集
か
ら
珠
玉
歌
を
選
り
す
ぐ
っ
て
編

ん
だ
小
歌
集
の
数
か
ず
が
そ
れ
で
あ
る
。
う
ち
後
鳥
羽
院
の
『
時
代
不
同
歌
合
』、

俊
成
の
『
三
十
六
人
歌
合
』、
定
家
の
『
百
人
一
首
』
な
ど
八
種
の
秀
歌
選
を
収

め
、
周
到
懇
切
な
注
解
を
加
え
て
和
歌
愛
好
家
に
お
と
ど
け
す
る
。

301271Ȃ2

黄127Ȃ2～3

Ṥ
口
芳
麻
呂
・
後
藤
重
郎
校
注

定

家

八

代

抄
全
二
冊

―
続
王
朝
秀
歌
選
―

上
八
五
八
円

下
一
一
一
一
円

『
新
古
今
』
の
Ḥ
者
、
絢
爛
・
巧
緻
の
歌
人
藤
原
定
家
（
一
一
六
二

―
一
二
四
一

）
が
、『
古

今
集
』
か
ら
『
新
古
今
集
』
ま
で
の
八
つ
の
勅
Ḥ
和
歌
集
＝
八
代
集
か
ら
秀
歌
を

選
ん
で
編
ん
だ
『
定
家
八
代
抄
』。
本
巻
に
は
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
を
収
録
。
後

鳥
羽
院
の
『
時
代
不
同
歌
合
』、
俊
成
の
『
三
十
六
人
歌
合
』、
定
家
の
『
百
人
一

首
』
な
ど
八
種
の
秀
歌
選
を
収
め
た
『
王
朝
秀
歌
選
』
の
続
編
。

301272Ȃ0
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黄130Ȃ1

鈴

木

棠

三
編

中
世
な
ぞ
な
ぞ
集

一
二
四
三
円

な
ぞ
と
は
、「
何
ぞ
？
」
と
い
う
問
い
か
け
の
言
葉
に
由
来
す
る
。
そ
の
起
源
は

古
く
上
代
に
Ḫ
る
が
、
中
世
に
は
、
貴
族
の
こ
と
ば
遊
び
と
し
て
宮
中
で
盛
ん
に

お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
。
国
語
学
上
貴
重
な
㗦
料
と
い
わ
れ
る
「
は
は
に
は
二
た

び
あ
ひ
た
れ
ど
も
ち
ち
に
は
一
ど
も
あ
は
ず
」
と
い
う
有
名
な
Ṗ
々
（
答
＝
く
ち

び
る
）
を
は
じ
め
、
中
世
の
Ṗ
々
の
主
要
な
集
録
本
七
種
を
収
め
た
。

301301Ȃ8

黄133Ȃ1

野
上
豊
一
郎
編

謡

曲

選

集

読
む
能
の
本

一
二
四
三
円

こ
の
選
集
に
は
「
読
む
能
の
本
」
な
る
副
題
が
あ
り
、
謡
曲
を
も
っ
と
も
正
し
い

読
み
方
で
、
実
演
の
能
を
見
る
が
ご
と
く
読
ま
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
各

派
の
特
色
に
よ
っ
て
代
表
的
㑹
作
三
〇
番
を
選
び
、
シ
テ
方
・
ワ
キ
方
・
狂
言
方

の
各
歌
詞
を
舞
台
的
に
綜
合
し
て
マ
イ
・
ハ
タ
ラ
キ
・
ハ
ヤ
シ
等
の
指
定
を
も
適

度
に
記
入
し
、
役
者
の
登
場
・
退
場
・
場
面
の
区
分
法
を
明
確
に
し
て
い
る
。

301331ȂX

黄136Ȃ1

玉

井

幸

助
校
訂

東
関
紀
行
・
海
道
記

六
三
八
円

「
東
関
紀
行
」
は
承
久
役
後
二
一
年
、「
海
道
記
」
は
同
役
後
二
年
、
当
時
政
治
の

中
心
地
で
あ
っ
た
鎌
倉
へ
下
向
し
た
両
著
者
の
東
海
道
紀
行
で
あ
る
。
前
者
が
各

地
の
風
物
・
故
事
を
淡
々
と
叙
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
ほ
と
ん
ど
全
紙

面
に
そ
の
人
生
観
を
披
瀝
し
て
い
る
特
色
も
興
味
が
深
い
。
本
版
は
、
東
関
紀
行

は
群
書
類
従
本
、
海
道
記
は
前
田
侯
爵
家
蔵
古
写
本
を
底
本
と
し
た
。

301361Ȃ1

黄142Ȃ1～2

外

間

守

善
校
注

お
も
ろ
さ
う
し
全
二
冊

上
一
三
八
六
円

下
一
三
二
〇
円

沖
縄
・
奄
美
の
島
々
村
々
に
伝
わ
っ
た
古
謡
ウ
ム
イ
を
、
首
里
王
府
が
十
六
―
十

七
世
紀
に
三
回
に
わ
た
っ
て
採
録
・
編
纂
し
た
沖
縄
最
古
の
韻
文
集
。
全
二
十
二

巻
、
一
五
五
四
首
を
収
録
。
万
葉
集
・
祝
詞
・
古
事
記
に
該
当
す
る
古
代
沖
縄
の

基
本
文
献
で
あ
る
。「
ウ
ム
イ
」
は
「
思
ひ
」
の
転
訛
で
「
言
う
」「
口
に
出
し
て

唱
え
る
」
の
意
。
の
ち
「
お
も
ろ
」
へ
と
語
形
変
化
し
た
。
付
・
現
代
語
訳
。

301421Ȃ9

黄143Ȃ1～6

兵

藤

裕

己
校
注

太

平

記
全
六
冊

一
Ą一
二
五
四
円

二
Ą一
五
一
八
円

三
Ą一
三
八
六
円

四
Ą一
三
二
〇
円

五
Ą一
四
五
二
円

六
Ą一
一
一
一
円

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
に
始
ま
る
南
北
朝
の
動
乱
。
北
条
一
族
の
終
焉
、
楠
正
成
ら
の

知
勇
が
支
え
る
後
醍
醐
天
皇
の
新
政
権
、
足
利
尊
氏
の
離
反
と
南
朝
北
朝
の
分

離
、
室
町
幕
府
の
成
立
…
…
。
数
十
年
に
わ
た
っ
て
列
島
を
揺
る
が
し
た
巨
大
な

戦
乱
を
記
す
『
太
平
記
』
全
四
十
巻
。
後
世
に
深
甚
な
影
響
を
与
え
た
書
の
古
態

を
伝
え
る
室
町
初
期
の
「
西
源
院
本
」
に
、
初
の
校
注
を
加
え
る
。

301431Ȃ8
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黄204Ȃ4

井

原

西

鶴

東

明

雅
校
Ḽ

好

色

五

人

女
七
九
二
円

愛
に
忠
実
に
生
き
た
た
め
掟
に
ふ
れ
痛
ま
し
い
最
後
を
と
げ
た
五
人
の
女
、
お

夏
・
お
せ
ん
・
お
さ
ん
・
お
七
・
お
ま
ん
は
、
い
ず
れ
も
平
凡
な
家
庭
の
娘
で
あ

り
人
妻
で
あ
っ
た
。
不
義
密
通
が
極
刑
に
処
せ
ら
れ
た
時
代
の
悲
劇
。
こ
れ
は
日

本
女
性
史
の
上
で
も
貴
重
な
㗦
料
で
あ
る
し
、
好
色
物
を
得
意
と
し
た
西
鶴
が
当

時
の
制
度
や
道
徳
と
正
面
か
ら
対
決
し
た
意
義
深
い
作
品
で
あ
る
。
挿
絵
入
り
。

302044Ȃ8

黄204Ȃ7

井

原

西

鶴

横
山
重
・
前
田
金
五
郎
校
注

武

道

伝

来

記

一
一
八
八
円

西
鶴
の
序
に
よ
る
と
、
武
蔵
坊
の
長
刀
や
朝
比
奈
の
武
勇
は
昔
の
話
、
こ
こ
に
は

ご
く
近
い
時
代
の
「
諸
国
に
高
名
の
敵
う
ち
」
を
書
き
記
し
た
と
い
う
。
副
題
に

「
諸
国
敵
討
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
所
以
で
も
あ
る
。
八
巻
三
十
二
Ἣ
の
物
語
に
描

か
れ
た
武
士
た
ち
は
い
ず
れ
も
実
在
の
人
間
で
、
討
つ
者
も
討
た
れ
る
者
も
、
手

に
取
る
よ
う
に
鮮
か
で
あ
る
。
底
本
に
は
赤
木
文
庫
本
を
使
用
し
た
。

302047Ȃ2

黄204Ȃ9

井

原

西

鶴

片

岡

良

一
校
訂

西

鶴

文

反

古
五
〇
六
円

一
通
一
Ἣ
の
独
立
し
た
書
簡
に
評
文
を
加
え
て
一
章
と
し
た
全
十
七
章
。
華
や
か

な
元
禄
町
人
生
活
の
諸
相
を
描
き
、
人
間
生
活
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
迫
る
と
と
も
に

人
間
生
活
に
絡
ま
る
悲
痛
な
戦
慄
に
触
れ
、
西
鶴
晩
年
の
傾
向
を
特
徴
づ
け
る
否

定
的
な
人
生
観
を
提
示
す
る
。「
西
鶴
置
土
産
」
と
併
称
さ
れ
る
異
色
な
浮
世
草

子
で
あ
り
、
書
簡
体
小
説
と
し
て
最
も
古
く
、
完
成
さ
れ
た
も
の
の
ひ
と
つ
。

302049Ȃ9

黄206Ȃ1

中

村

俊

定
校
注

芭

蕉

紀

行

文

集

付
嵯
峨
日
記

七
二
六
円

人
生
の
本
質
を
無
常
・
流
転
に
見
た
芭
蕉
の
芸
術
と
生
涯
は
い
く
つ
か
の
旅
を
展

開
点
と
し
て
飛
躍
を
遂
げ
て
ゆ
く
。
肉
体
と
精
神
を
日
常
性
の
停
滞
か
ら
解
き
放

ち
、
新
た
な
発
見
に
直
面
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
、
そ
れ
は
旅
で
あ
り
、
芭
蕉
の
人

生
観
・
芸
術
観
の
具
体
的
吐
露
が
紀
行
文
で
あ
っ
た
。
本
書
に
収
め
た
諸
紀
行
文

は
『
奥
の
細
道
』
と
い
う
高
峰
に
至
る
道
標
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

302061Ȃ8

黄206Ȃ2

萩

原

恭

男
校
注

芭
蕉

お
く
の
ほ
そ
道

付
曾
良
旅
日
記
奥
細
道
菅
菰
抄九

二
四
円

人
生
を
「
旅
」
と
観
じ
、
自
己
の
生
活
を
そ
の
ま
ま
芸
術
と
化
し
た
「
風
狂
」
の

㗡
。
紀
行
文
の
形
を
と
り
な
が
ら
芭
蕉
は
こ
の
一
書
に
自
ら
の
俳
諧
の
到
達
点
を

示
そ
う
と
し
た
。
美
し
く
味
わ
い
深
い
文
章
、
構
成
の
巧
み
、
磨
き
抜
か
れ
た
芸

術
精
神
、
そ
れ
ら
が
生
み
出
し
た
「
幻
術
」
の
世
界
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
旅
の
実

録
『
曾
良
旅
日
記
』、
秀
れ
た
古
注
釈
書
『
奥
細
道
菅
菰
抄
』
を
併
収
。

302062Ȃ6◆
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黄206Ȃ3

中

村

俊

定
校
注

芭

蕉

俳

句

集

一
五
一
八
円

『
七
部
集
』
の
連
句
に
対
す
る
芭
蕉
発
句
の
全
集
。
す
べ
て
の
句
を
新
た
に
一
々

出
典
に
当
っ
て
確
か
め
、
ま
た
年
代
考
証
を
行
っ
て
可
能
な
限
り
正
確
に
年
代
順

配
列
を
行
っ
た
ほ
か
、
存
疑
・
誤
伝
句
も
付
録
し
、
特
に
巻
末
に
は
解
説
の
ほ
か

に
出
典
・
引
用
書
目
の
一
覧
と
そ
の
刊
行
年
表
、
三
句
索
引
な
ど
を
付
し
て
、
豊

富
な
㗦
料
に
基
づ
く
脚
注
と
併
せ
読
者
に
便
な
る
工
夫
を
し
た
。

302063Ȃ4

黄206Ȃ6

中
村
俊
定
・
萩
原
恭
男
校
注

芭

蕉

連

句

集

一
一
七
七
円

許
六
は
師
芭
蕉
の
言
葉
を
と
ら
え
、「
発
句
は
門
人
の
中
、
予
に
お
と
ら
ぬ
句
す

る
人
多
し
。
俳
諧
（
連
句
）
に
お
い
て
は
老
翁
が
骨
髄
と
申
さ
れ
け
る
事
毎
度

也
」
と
記
し
て
い
る
。
芭
蕉
の
魅
力
は
連
句
捌
き
の
う
ま
さ
に
あ
る
。
蕉
風
成
立

以
後
の
歌
仙
九
五
巻
（『
七
部
集
』
所
収
の
も
の
は
除
く
）
を
年
代
順
に
収
め
、

周
到
綿
密
な
校
注
を
加
え
て
、
そ
の
捌
き
の
妙
技
を
堪
能
で
き
る
よ
う
努
め
た
。

302066Ȃ9

黄206Ȃ7

萩

原

恭

男
校
注

芭

蕉

書

簡

集

一
一
一
一
円

芭
蕉
（
一
六
四
四

―
九
四

）
ほ
ど
密
接
に
そ
の
人
間
と
芸
術
を
融
合
一
致
さ
せ
つ
つ
成
長

し
て
い
っ
た
作
家
は
他
に
な
い
で
あ
ろ
う
。「
無
能
無
芸
に
し
て
此
一
筋
に
᷷
る
」

と
い
う
覚
悟
と
き
び
し
い
精
進
は
つ
い
に
終
生
か
わ
ら
な
か
っ
た
。
彼
に
と
っ
て

は
自
己
の
人
間
完
成
へ
の
道
が
即
ち
芸
術
完
成
へ
の
道
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
書
簡

に
は
そ
う
し
た
芭
蕉
の
㗡
、
足
ど
り
が
見
事
に
写
し
だ
さ
れ
て
い
る
。

302067Ȃ7

黄206Ȃ8

潁

原

退

蔵
編
Ḽ

芭

蕉

文

集
七
二
六
円

本
書
は
芭
蕉
の
遺
文
の
う
ち
日
記
紀
行
を
除
く
短
Ἣ
作
品
を
網
羅
し
年
代
順
に
排

列
し
た
も
の
で
、
九
八
Ἣ
を
収
め
る
。
各
Ἣ
に
出
典
年
代
等
に
関
す
る
解
説
を
添

え
、
か
つ
校
異
及
び
Ḽ
解
を
施
す
。
芭
蕉
研
究
史
上
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
俳
文
学
の

古
典
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
読
者
は
そ
の
中
に
、
多
く
の
日
本
文
学
の
伝

統
の
美
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

302068Ȃ5

黄206Ȃ9～10

堀

切

実
編
注

芭

蕉

俳

文

集
全
二
冊

上
品
切

下
九
四
六
円

俳
諧
的
精
神
・
俳
諧
趣
味
を
い
か
し
、
軽
妙
・
洒
脱
で
ウ
イ
ッ
ト
に
富
む
内
容
が

簡
潔
に
表
現
さ
れ
る
俳
文
は
、
俳
聖
芭
蕉
（
一
六
四
四

―
一
六
九
四

）
の
時
代
に
は
じ
ま

る
。
本
書
で
は
、
芭
蕉
の
遺
し
た
俳
文
一
五
七
Ἣ
を
内
容
に
即
し
て
分
類
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
詳
細
な
注
・
評
・
解
説
を
付
し
た
。
下
巻
に
は
、
存
疑
、
主
要
異
文
、

略
年
譜
、
初
句
索
引
を
収
録
。

302069Ȃ3
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黄206Ȃ11

上
野
洋
三
・
櫻
井
武
㗨
郎
校
注

芭
蕉
自
筆

奥

の

細

道

一
〇
六
七
円

江
戸
中
期
よ
り
行
方
知
れ
ず
で
あ
っ
た
『
奥
の
細
道
』
の
自
筆
草
稿
本
の
存
在
が

一
九
九
六
年
に
公
表
さ
れ
、
書
き
癖
か
ら
芭
蕉
の
真
蹟
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
約
七
〇
カ
所
に
及
ぶ
貼
紙
に
象
徴
さ
れ
る
生
々
し
い
推
敲
跡
を
と
ど
め

た
芭
蕉
自
筆
の
本
文
を
精
細
に
再
現
、
校
注
者
に
よ
る
振
り
仮
名
を
付
し
て
翻
字

を
行
っ
た
。
新
た
な
『
奥
の
細
道
』
へ
の
旅
に
い
ざ
な
う
一
冊
。
（
カ
ラ
ー
版
）
351024Ȃ7

黄210Ȃ1

尾

形

仂
校
注

蕪

村

俳

句

集

付

春
風
馬
堤
曲

他
二
Ἣ

九
九
〇
円

俳
人
は
自
分
の
句
集
な
ど
出
さ
な
く
て
も
い
い
、
と
い
う
の
が
蕪
村
（
一
七
一
六

―
一
七

八
三

）
の
口
癖
で
あ
っ
た
が
、
実
は
ひ
そ
か
に
自
選
句
集
を
書
き
進
め
て
い
た
。
し

か
し
死
に
よ
っ
て
未
刊
、
し
か
も
一
人
娘
の
婚
嫁
の
㗦
と
し
て
頒
布
さ
れ
て
し
ま

う
。
長
年
に
わ
た
り
自
筆
句
集
を
求
め
て
い
た
校
注
者
は
、
約
七
割
を
復
原
、
本

文
庫
に
は
そ
の
一
〇
五
五
句
に
「
春
風
馬
堤
曲
」
な
ど
を
加
え
一
本
と
し
た
。

302101Ȃ0

黄210Ȃ3

伊

藤

松

宇
校
訂

蕪

村

七

部

集
七
四
八
円

七
部
集
流
行
に
乗
っ
て
書
肆
が
編
集
し
た
も
の
。
巻
頭
に
蕪
村
の
略
伝
と
景
文
画

の
蕪
村
像
を
掲
げ
、
几
董
編
「
其
雪
影
」「
明
烏
」「
続
四
歌
仙
」「
桃
李
」「
続
明

烏
」、
蕪
村
編
「
一
夜
四
歌
仙
」「
花
鳥
Ἣ
」、
維
駒
編
「
五
車
反
古
」
の
八
部
を

収
め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
原
本
を
参
照
し
つ
つ
、
文
化
五
年
の
七
部
集
本
を
翻

刻
し
た
一
冊
。

302103Ȃ7

黄210Ȃ4

藤

田

真

一
編
注

蕪

村

文

集

一
二
四
三
円

生
誕
三
〇
〇
年
を
迎
え
る
蕪
村
（
一
七
一
六

―
八
三

）
の
文
章
類
を
一
冊
に
ま
と
め
る
。

様
々
な
題
材
を
元
と
し
た
俳
文
、
句
評
、
絵
巻
「
蕪
村
翁
文
集
」「
文
集
拾
遺
」

「
新
花
摘
」「
蕪
村
句
評
」「
妖
怪
絵
巻
」
の
五
作
品
を
収
録
す
る
。
俳
人
、
画
家

と
し
て
近
世
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
蕪
村
の
全
貌
を
伝
え
る
。
洒
脱
な
文

章
を
読
み
解
く
た
め
に
、
編
者
に
よ
る
詳
細
な
注
解
、
解
説
を
付
し
た
。

302104Ȃ0

黄211Ȃ2

近
松
門
左
衛
門

和

田

万

吉
校
訂

国こ
く

性せ
ん

爺や

合か
っ

戦せ
ん

･ṹや
り

の
権
三
重
帷
子

ご
ん
ざ
か
さ
ね
か
た
び
ら

四
八
四
円

「
国
性
爺
合
戦
」
は
近
松
門
左
衛
門
（
一
六
五
三

―
一
七
二
四

）
が
円
熟
の
境
に
入
っ
た
六
十

三
歳
の
作
。
そ
の
取
題
の
奇
と
行
文
の
妙
で
当
時
の
民
衆
に
迎
え
ら
れ
、
三
年
越

し
の
興
行
を
記
録
し
た
。
世
話
物
的
要
素
を
多
量
に
含
み
、
人
情
の
表
現
に
無
理

の
な
い
流
暢
の
筆
を
以
て
書
か
れ
て
い
る
。「
ṹ
の
権
三
」
は
世
話
物
中
の
逸
品

で
、
義
理
や
名
誉
の
苦
し
い
立
場
は
当
時
人
び
と
が
同
情
し
喝
采
を
お
く
っ
た
。

302112Ȃ6
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黄212Ȃ1

新

井

白

石

松

村

明
校
注

折

た

く

柴

の

記

一
三
二
〇
円

二
度
に
わ
た
る
貧
し
い
浪
人
生
活
の
後
、
藩
主
綱
豊
の
侍
講
と
し
て
甲
府
藩
に
出

仕
し
た
白
石
は
、
㗨
第
に
綱
豊
の
信
任
を
得
、「
生
類
㜐
れ
み
の
令
」
の
将
軍
綱

吉
の
後
を
継
い
で
綱
豊
が
六
代
将
軍
家
宣
と
な
る
や
、
と
も
に
幕
政
の
改
革
に
乗

り
出
し
て
ゆ
く
。
六
代
家
宣
、
七
代
家
継
の
二
代
に
わ
た
っ
て
幕
府
の
中
枢
で
活

躍
し
た
江
戸
中
期
の
儒
学
者
・
政
治
家
新
井
白
石
（
一
六
五
七

―
一
七
二
五

）
の
自
叙
伝
。

302121Ȃ5

黄217Ȃ1

伴

蒿

蹊

森

銑

三
校
Ḽ

近

世

畸

人

伝
八
五
八
円

寛
政
二
年
刊
、
京
都
の
文
人
伴
蒿
蹊
（
一
七
三
三

―
一
八
〇
六

）
に
よ
る
人
物
奇
㞍
集
。
学

者
、
遊
女
、
僧
侶
、
俳
人
、
貧
農
、
医
者
、
き
こ
り
等
々
あ
ら
ゆ
る
身
分
、
階
層

の
人
び
と
が
、
有
名
無
名
の
別
な
く
と
り
あ
げ
ら
れ
淡
々
た
る
筆
致
で
み
ご
と
に

活
写
さ
れ
る
。
三
熊
花
願
の
俳
味
あ
ふ
れ
る
挿
絵
も
そ
の
文
章
と
響
き
合
っ
て
読

者
の
楽
し
み
を
倍
加
さ
せ
て
い
る
。
校
Ḽ
者
に
よ
る
伝
記
㗦
料
を
付
す
。

302171Ȃ1

黄219Ȃ10

本

居

宣

長

子

安

宣

邦
校
注

排あ
し

蘆わ
け

小お

船ぶ
ね

・
石
上

い
そ
の
か
み

私
淑
言

さ
さ
め
ご
と

―
宣
長
「
物
の
あ
は
れ
」
歌
論
―一〇

六
七
円

宝
暦
十
三
年
、
三
十
四
歳
の
宣
長
に
は
す
ぐ
れ
た
二
つ
の
歌
論
が
あ
っ
た
。
だ
が

生
涯
公
表
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
筐
底
に
秘
め
て
置
か
れ
た
。
当
世
和
歌
の
現
状
に

対
し
歌
と
は
何
か
を
問
う
処
女
作
「
排
蘆
小
船
」、
そ
こ
で
の
〈
心
に
思
ふ
こ
と
〉

は
「
石
上
私
淑
言
」
で
〈
物
の
あ
は
れ
を
し
る
心
〉
と
変
化
し
文
学
論
の
大
道
を

切
り
拓
く
。
合
せ
鏡
の
ご
と
く
宣
長
思
想
を
映
し
だ
す
二
作
品
を
併
載
。

351011Ȃ9

黄220Ȃ3

上

田

秋

成

長

島

弘

明
校
注

雨

月

物

語
八
五
八
円

雨
そ
ぼ
ふ
る
薄
暗
き
午
後
、
あ
る
い
は
皓
々
た
る
月
の
夜
、
こ
の
世
と
あ
の
世
が

交
錯
す
る
。
荒
ぶ
る
先
帝
の
怨
霊
、
命
を
Ṍ
し
た
義
兄
弟
の
契
り
、
帰
ら
ぬ
夫
を

待
つ
妻
の
悲
し
き
末
路
…
…
。
中
国
や
日
本
の
古
典
を
さ
ま
ざ
ま
に
取
り
入
れ
、

美
し
く
も
妖
気
た
だ
よ
う
作
品
に
仕
上
げ
た
上
田
秋
成
（
一
七
三
四

―
一
八
〇
九

）
の
珠
玉

の
短
Ἣ
集
。「
白
峰
」
ほ
か
全
九
Ἣ
を
、
平
明
な
注
と
解
説
で
。

302203Ȃ0◆

黄221Ȃ2

松

平

定

信

松

平

定

光
校
訂

宇う

下か
の

人ひ
と

言ご
と

修
行
録

七
九
二
円

松
平
定
信
（
一
七
五
八

―
一
八
二
九

）
の
自
伝
。
し
か
し
い
ず
れ
も
単
な
る
個
人
の
生
涯
の

自
叙
で
は
な
い
。「
宇
下
人
言
」
は
、
老
中
職
と
し
て
寛
政
の
改
革
を
断
行
し
た

定
信
が
、
子
孫
で
後
世
再
び
老
中
の
職
に
つ
く
者
へ
の
指
針
と
し
て
、
在
職
中
に

実
施
し
た
庶
政
の
記
録
を
の
こ
し
た
も
の
。「
修
行
録
」
も
自
己
の
修
行
の
あ
と

を
記
し
て
子
孫
を
戒
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

（
解
説

山
口
啓
二
）
302212Ȃ2
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黄223Ȃ1

丸

山

一

彦
校
注

新
訂

一

茶

俳

句

集

一
一
七
七
円

一
茶
（
一
七
六
三

―
一
八
二
七

）
は
晩
年
に
い
た
る
ま
で
作
句
力
の
衰
え
を
知
ら
ず
生
涯
に

約
二
万
句
の
俳
句
を
の
こ
し
た
。
こ
こ
に
は
そ
の
中
か
ら
二
千
句
を
選
ん
で
制
作

年
代
順
に
配
列
し
脚
注
を
付
す
。
順
を
お
っ
て
本
書
を
読
む
こ
と
は
句
を
通
し
て

一
茶
の
生
涯
を
た
ど
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
句
は
詩
人
の
生
き
ぬ
い
た
苛

酷
な
人
生
を
反
映
し
、
鮮
烈
に
し
て
個
性
的
な
「
人
生
詩
」
と
な
っ
て
い
る
。

302231Ȃ9

黄223Ȃ4

矢

羽

勝

幸
校
注

一
茶
父
の
終
焉
日
記
・
お
ら
が
春
他
一
Ἣ

九
九
〇
円

た
ま
た
ま
帰
省
中
の
一
茶
（
一
七
六
三

―
一
八
二
七

）
は
、
父
を
急
病
で
失
い
初
七
日
を
迎

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
三
十
余
日
間
を
、
日
記
形
式
で
綴
っ
た
『
父
の
終
焉

日
記
』。
日
々
衰
弱
し
て
ゆ
く
父
の
㗡
と
遺
産
問
題
に
端
を
発
し
た
継
母
・
義
弟

と
の
確
執
が
な
ま
な
ま
し
く
描
か
れ
る
。
他
に
、
五
十
六
歳
で
も
う
け
た
娘
さ
と

の
誕
生
と
死
を
主
題
に
ま
と
め
た
『
お
ら
が
春
』
と
『
我
春
集
』
を
収
録
。

302234Ȃ3

黄225Ȃ5～6

曲
亭
馬
琴
編
藍
亭
青
藍
補

堀

切

実
校
注

増
補

俳
諧
歳
時
記
栞し
お
り

草ぐ
さ

全
二
冊

上
・
下
各
一
二
一
〇
円

長
く
俳
諧
季
寄
せ
の
最
高
峰
と
さ
れ
て
き
た
本
書
は
、
俳
号
「
馬
琴
」
を
筆
名
に

用
い
、
後
に
読
本
作
者
と
し
て
活
躍
す
る
曲
亭
馬
琴
が
ま
と
め
た
『
俳
諧
歳
時

記
』
を
も
と
に
、
藍
亭
青
藍
が
季
語
お
よ
び
解
説
・
例
句
を
増
や
し
、
四
季
別
・

い
ろ
は
順
に
改
編
し
た
も
の
。
全
巻
で
季
語
三
四
〇
〇
余
を
収
録
す
る
。
上
巻
に

春
・
夏
之
部
と
出
典
一
覧
、
下
巻
に
秋
・
冬
・
雑
之
部
と
索
引
と
配
し
た
。

302255Ȃ6

黄226Ȃ1

鈴
木
牧
之
編
Ḥ
京
山
人
百
樹
刪
定

岡

田

武

松
校
訂

北

越

雪

譜

一
〇
六
七
円

著
者
は
雪
で
名
高
い
北
越
塩
沢
の
人
。
諸
国
の
人
々
に
越
後
の
雪
を
主
題
と
し
、

そ
れ
に
付
帯
し
た
風
俗
習
慣
を
伝
え
ん
と
し
た
。
出
版
に
は
馬
琴
、
京
伝
等
が
関

係
し
、
当
時
天
下
の
奇
書
と
し
て
圧
倒
的
な
人
気
を
博
し
た
と
い
う
。
し
か
も
今

日
こ
れ
を
見
れ
ば
単
に
風
土
記
的
な
興
趣
の
み
な
ら
ず
、
科
学
的
随
筆
と
も
称
す

べ
く
、
ま
た
方
言
研
究
の
重
要
㗦
料
で
も
あ
る
。

（
解
説

益
田
勝
実
）
302261Ȃ0

黄227Ȃ1～2

十
返
舎
一
九

麻

生

磯

㗨
校
注

東と
う

海か
い

道ど
う

中ち
ゅ
う

膝ひ
ざ

栗く
り

毛げ

全
二
冊

上
一
〇
六
七
円

下
一
一
一
一
円

滑
稽
本
の
代
表
的
作
家
た
る
十
返
舎
一
九
の
二
十
八
歳
か
ら
三
十
五
歳
ま
で
の
八

年
間
の
苦
心
の
作
で
あ
り
、
彼
の
名
を
不
朽
に
し
た
㑹
作
で
あ
る
。
恬
淡
に
し
て

し
か
も
虚
栄
に
み
ち
、
強
が
り
で
は
あ
る
が
実
は
臆
病
な
江
戸
ッ
子
の
特
性
を
も

っ
た
弥
㗨
郎
兵
衛
、
北
八
が
伊
勢
参
宮
、
大
和
め
ぐ
り
と
旅
を
す
る
間
に
起
る
失

敗
談
な
ど
を
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く
記
し
た
滑
稽
小
説
。

302271Ȃ8
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黄230Ȃ1

式

亭

三

馬

和

田

万

吉
校
訂

浮

世

床
五
〇
六
円

「
浮
世
床
」
は
「
浮
世
風
呂
」
の
姉
妹
Ἣ
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
式
亭
三
馬

の
㑹
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
当
時
中
下
層
市
民
の
寄
合
場
で
᷿
談
街
説
の
発
生
地

た
る
床
屋
を
舞
台
に
し
て
、
爛
熟
期
の
江
戸
情
趣
を
巧
み
に
写
出
し
て
い
る
手
腕

は
、
尋
常
滑
稽
本
作
者
の
埒
も
な
い
も
の
と
は
同
日
に
論
ず
べ
き
で
な
い
こ
と

は
、
広
く
読
者
の
識
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

302301Ȃ3

黄232Ȃ1～2

為

永

春

水

古

川

久
校
訂

梅

暦
全
二
冊

上
・
下
各
一
二
四
三
円

春
水
（
一
七
九
〇

―
一
八
四
三

）
は
梅
暦
の
発
表
に
よ
り
名
声
を
博
し
、
自
ら
人
情
本
の
元

祖
と
誇
称
し
た
。
深
川
の
花
柳
界
を
舞
台
と
し
て
主
人
公
丹
㗨
郎
を
中
心
に
織
り

な
さ
れ
る
深
川
芸
者
の
恋
と
意
気
地

江
戸
末
期
の
㞳
廃
し
た
情
痴
の
世
界
を

写
し
出
し
て
一
派
を
開
い
た
そ
の
作
風
は
、
現
代
の
写
実
的
風
俗
小
説
の
源
泉
と

な
っ
て
い
る
。
梅
暦
物
全
五
部
を
二
冊
に
収
め
、
多
く
の
挿
絵
を
付
し
た
。

302321Ȃ8

黄236Ȃ1

関

敬

吾
編

こ
ぶ
と
り
爺
さ
ん
・
か
ち
か
ち
山

日
本
の
昔
ば
な
し
Ⅰ

品
切

北
は
青
森
か
ら
南
は
鹿
児
島
に
至
る
広
い
地
域
を
歩
い
て
、
各
地
に
語
り
つ
が
れ

て
き
た
昔
話
を
採
集
し
て
代
表
的
な
も
の
五
十
Ἣ
を
選
び
出
し
た
。
し
か
も
そ
れ

ぞ
れ
の
地
方
の
方
言
と
話
さ
れ
方
を
生
か
し
て
標
準
語
化
を
試
み
た
点
で
、
こ
れ

は
新
し
い
昔
話
集
と
い
え
よ
う
。
本
巻
に
は
『
か
ち
か
ち
山
』
を
は
じ
め
民
話
劇

で
有
名
に
な
っ
た
『
夕
鶴
』
や
『
絵
㗡
女
房
』
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

302361Ȃ7◆

黄238Ȃ1

町
田
嘉
章
・
浅
野
建
二
編

日

本

民

謡

集

一
三
八
六
円

江
戸
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
国
民
に
愛
唱
さ
れ
て
き
た
郷
土
民
謡
の
中
か
ら

代
表
曲
を
集
成
、
こ
れ
に
、
歌
詞
と
曲
の
、
発
生
・
由
来
・
曲
態
・
歌
唱
法
な
ど

の
詳
細
な
解
説
並
び
に
注
解
を
加
え
、
曲
譜
の
一
部
を
掲
載
す
る
。「
津
軽
山
唄
」

「
さ
ん
さ
時
雨
」「
最
上
川
舟
唄
」「
越
中
お
わ
ら
節
」「
ṗ
酒
屋
唄
」「
よ
さ
こ
い

節
」「
刈
干
切
唄
」
な
ど
二
二
五
Ἣ
を
収
め
る
。

302381Ȃ1

黄246Ȃ1

小

宮

豊

隆
校
訂

芭
蕉
臨
終
記

花

屋

日

記

付

芭
蕉
翁
終
焉
記
・
前
後
日
記
・
行
状
記

五
〇
六
円

芭
蕉
の
終
焉
前
後
の
様
子
を
、
門
弟
や
縁
者
た
ち
の
日
記
と
手
紙
に
よ
り
再
構
成

し
た
、
と
い
う
形
で
描
く
偽
書
。
文
暁
作
。
偽
作
と
は
い
え
、
正
岡
子
規
が
こ
れ

を
読
ん
で
感
動
の
涙
を
こ
ぼ
し
て
以
来
俳
諧
な
い
し
文
壇
に
は
有
名
な
る
存
在
で

あ
る
。
芥
川
竜
之
介
は
こ
れ
を
土
台
と
し
て
彼
の
「
枯
野
抄
」
を
組
み
立
て
た
。

「
花
屋
日
記
」
の
主
要
材
料
と
な
っ
た
其
角
・
支
考
・
路
通
に
よ
る
三
Ἣ
を
付
す
。
302461Ȃ3
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黄247Ȃ1～2

安
楽
庵
策
伝

鈴

木

棠

三
校
注

醒

睡

笑
全
二
冊

上
一
二
四
三
円

下
一
〇
六
七
円

表
題
は
「
睡
り
を
醒
ま
し
て
笑
う
」
の
意
味
で
、
落
語
家
の
祖
、
安
楽
庵
策
伝

（
一
五
五
四

―
一
六
四
二

）
和
尚
が
説
教
用
に
編
集
し
、
京
都
所
司
代
に
献
呈
し
た
戦
国
笑

話
の
集
大
成
。
八
巻
、
千
三
十
余
の
笑
話
を
収
め
た
質
量
と
も
に
一
級
の
笑
話
集

で
、
説
話
研
究
上
の
好
㗦
料
で
も
あ
る
。
ま
た
、
近
代
の
落
語
に
多
く
の
材
料
を

提
供
し
た
最
古
の
咄
本
と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

302471Ȃ0

黄253Ȃ1

瀬

川

如

皐

河

竹

繁

俊
校
訂

与
話
情
浮
名
横
ᷱ

切
ら
れ
与
三

一
三
八
六
円

与
三
郎
、
お
富
の
物
語
は
事
実
談
が
あ
り
、
そ
れ
を
講
釈
に
し
て
高
座
で
は
や
っ

て
い
た
も
の
を
脚
色
し
た
も
の
。
八
代
目
団
十
郎
が
切
ら
れ
与
三
を
演
じ
、
大
当

り
を
と
っ
た
。
こ
と
に
三
幕
目
の
玄
冶
店
（
げ
ん
や
だ
な
）
は
「
ゆ
す
り
場
」
の

代
表
と
さ
れ
、「
し
が
ね
え
恋
の
情
が
仇
…
…
」
の
台
詞
は
広
く
人
び
と
に
親
し

ま
れ
て
い
る
。
全
九
幕
。

302531Ȃ8

黄256Ȃ2

郡

司

正

勝
校
注

歌
舞
伎
十

八
番
の
内

勧

進

帳
七
二
六
円

山
伏
㗡
に
身
を
変
え
奥
州
へ
落
ち
ゆ
く
義
経
主
従
。
そ
の
前
に
安
宅
の
関
が
立
ち

ふ
さ
が
る
。
関
守
富
樫
の
厳
し
い
Ḩ
議
と
追
及
。
弁
慶
が
こ
れ
を
大
胆
不
敵
に
退

け
、
一
行
は
辛
く
も
虎
口
を
逃
れ
る
。
市
川
海
老
蔵
（
七
代
目
団
十
郎
）
天
保
十

一
年
初
演
の
演
目
を
、
明
治
の
「
劇
聖
」
九
代
目
団
十
郎
が
端
正
な
一
幕
劇
と
し

て
昇
華
さ
せ
今
に
伝
わ
る
、
歌
舞
伎
十
八
番
屈
指
の
㑹
作
狂
言
。

302562Ȃ8

黄257Ȃ1～3

高

田

衛
編
・
校
注

江

戸

怪

談

集
全
三
冊

上
品
切

中
一
一
七
七
円

下
一
一
一
一
円

江
戸
時
代
は
怪
談
の
好
ま
れ
た
時
代
で
あ
り
、
早
く
か
ら
刊
行
さ
れ
た
多
く
の
怪

談
本
は
近
世
文
学
史
に
無
視
で
き
ぬ
位
置
を
し
め
て
い
る
。
本
書
は
『
宿
直
草
』

『
奇
異
雑
談
集
』『
曽
呂
利
物
語
』『
伽
婢
子
』『
諸
国
百
物
語
』『
新
御
伽
婢
子
』

な
ど
代
表
的
な
十
一
種
の
怪
談
本
か
ら
現
代
人
が
忘
却
の
彼
方
に
お
し
や
っ
て
し

ま
っ
た
「
不
思
議
の
園
」
と
し
て
の
作
品
を
精
選
し
脚
注
つ
き
で
提
供
す
る
。

302571Ȃ7

黄272Ȃ1～2

山

澤

英

雄
選

粕

谷

宏

紀
校
注

柳
多
留
名
句
選
全
二
冊

上
・
下
各
八
五
八
円

江
戸
文
芸
の
華
、
川
柳
の
選
集
『
柳
多
留
』
は
十
八
世
紀
半
ば
か
ら
幕
末
ま
で
刊

行
さ
れ
つ
づ
け
、
そ
の
総
数
は
一
六
七
Ἣ
に
も
の
ぼ
る
。
う
ち
柄
井
川
柳
（
一
七
一
八

―
九
〇

）
が
選
句
に
か
か
わ
っ
た
二
四
Ἣ
ま
で
約
一
万
七
五
〇
〇
句
か
ら
一
九
〇
〇

余
の
秀
句
を
選
び
出
し
、
懇
切
な
注
解
あ
る
い
は
鑑
賞
を
く
わ
え
た
。
一
句
ま
た

一
句
と
読
み
進
む
う
ち
に
読
者
は
い
つ
し
か
江
戸
の
世
界
へ
と
誘
わ
れ
る
。

302721Ȃ3
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黄281Ȃ1

復

本

一

郎
校
注

鬼お
に

貫つ
ら

句く

選せ
ん

・
独ひ
と
り

ご
と

八
五
八
円

芭
蕉
と
同
時
代
を
生
き
た
上
嶋
鬼
貫
（
一
六
六
一

―
一
七
三
八

）
は
、
天
明
俳
壇
の
炭
太

ᷫ
、
与
謝
蕪
村
に
よ
る
再
評
価
に
よ
り
、「
東
の
芭
蕉
、
西
の
鬼
貫
」
と
並
び
称

さ
れ
た
俳
人
。『
鬼
貫
句
選
』
は
、
炭
太
ᷫ
が
鬼
貫
の
全
発
句
の
う
ち
か
ら
、
四

百
余
句
を
精
選
し
た
句
集
。『
独
ご
と
』
は
、
円
熟
期
の
鬼
貫
五
十
八
歳
の
作
。

「
ま
こ
と
の
外
に
俳
諧
な
し
」
で
知
ら
れ
る
鬼
貫
の
俳
論
・
随
想
の
集
大
成
。

302811Ȃ7

黄282Ȃ1

復

本

一

郎
編

井せ
い

月げ
つ

句

集

一
一
七
七
円

井
上
井
月
（
一
八
二
二

―
一
八
八
七

）
は
、
天
保
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
信
州
伊
那
谷

を
漂
泊
、
一
所
不
住
の
数
奇
な
生
涯
を
終
え
た
俳
諧
師
で
あ
る
。「
月
並
俳
句
」

の
時
代
と
さ
れ
る
近
世
俳
諧
の
沈
滞
期
に
あ
っ
て
、
ひ
と
り
芭
蕉
の
道
を
歩
い
た

越
格
孤
高
の
俳
人
で
あ
る
。
井
月
の
発
句
、
俳
論
を
精
選
し
て
、
初
め
て
詳
細
な

注
解
を
付
す
。
近
世
俳
諧
最
後
の
高
峰
の
全
貌
を
伝
え
る
待
望
の
一
冊
。

302821Ȃ6

黄284Ȃ1

雲
英
末
雄
・
佐
藤
勝
明
校
注

花
見
車
・
元
禄
百
人
一
句

九
二
四
円

元
禄
俳
壇
の
多
様
性
と
楽
し
さ
を
満
喫
さ
せ
る
二
書
。『
花
見
車
』
は
、
轍
士
が

元
禄
一
五
年
に
刊
行
し
た
俳
諧
評
判
記
。
京
・
大
坂
・
江
戸
お
よ
び
諸
国
の
俳
諧

点
者
二
一
五
名
を
、
遊
女
に
見
立
て
て
論
評
し
た
痛
快
な
俳
書
。『
元
禄
百
人
一

句
』
は
、
江
水
編
で
元
禄
四
年
刊
、
百
人
一
首
に
倣
い
、
諸
国
の
俳
人
百
名
を
選

び
、
そ
の
発
句
を
紹
介
す
る
。
詳
細
な
注
解
を
付
し
た
。

302841Ȃ4

黄285Ȃ1～2

揖

斐

高
編
訳

江

戸

漢

詩

選
全
二
冊

上
・
下
各
一
三
二
〇
円

江
戸
時
代
に
大
き
く
花
開
い
た
日
本
の
漢
詩
の
世
界
。
二
百
六
十
年
余
の
間
に
活

躍
し
た
詩
人
か
ら
百
五
十
人
・
三
百
二
十
首
を
選
び
、
お
よ
そ
生
年
順
に
配
列
、

詩
人
小
伝
や
丁
寧
な
語
注
と
共
に
編
む
。
上
巻
は
幕
初
の
藤
原
惺
窩
に
始
ま
り
江

戸
中
期
ま
で
。
下
巻
は
市
河
寛
斎
に
始
ま
り
、
後
期
以
降
の
柏
木
如
亭
や
大
窪
詩

仏
、
頼
山
陽
、
そ
し
て
西
郷
隆
盛
ら
幕
末
の
志
士
の
詩
を
収
録
。

302851Ȃ3
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緑3Ȃ1

三
遊
亭
円
朝

怪
談

牡

丹

燈

籠
八
一
四
円

旗
本
の
娘
お
露
の
死
霊
が
、
燈
籠
を
提
げ
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
と
下
駄
を
鳴
ら
し
て
恋

人
新
三
郎
の
も
と
に
通
う
と
い
う
有
名
な
怪
異
談
を
、
名
人
円
朝
の
口
演
そ
の
ま

ま
に
伝
え
る
。
人
情
噺
に
長
じ
た
三
遊
亭
円
朝
（
一
八
三
九

―
一
九
〇
〇

）
が
、「
伽
婢
子
」

中
に
あ
る
一
Ἣ
に
、
天
保
年
間
牛
込
の
旗
本
の
家
に
起
こ
っ
た
事
実
㞍
を
加
え
て

創
作
し
た
。

（
解
説

奥
野
信
太
郎
、
注

横
山
泰
子
）
310031ȂX◆

緑3Ȃ2

三
遊
亭
円
朝

真し
ん

景け
い

累か
さ
ね

ケが

淵ふ
ち

九
九
〇
円

卓
越
し
た
話
術
で
数
多
く
の
自
作
落
語
を
演
じ
、
圧
倒
的
な
支
持
を
得
た
三
遊
亭

円
朝
。「
牡
丹
燈
籠
」
と
並
ぶ
彼
の
代
表
作
は
、
針
医
兼
高
利
貸
の
皆
川
宗
悦
が

酒
乱
の
旗
本
深
見
新
左
衛
門
に
殺
さ
れ
る
こ
と
に
始
ま
る
、
因
果
因
縁
が
複
雑
に

絡
み
合
う
怪
談
話
。
宗
悦
の
娘
園
と
豊
志
賀
、
深
見
の
息
子
新
五
郎
と
新
吉
は
互

い
に
仇
敵
と
も
知
ら
ず
情
痴
に
狂
い

。
新
版
。
（
解
説

久
保
田
万
太
郎
）
310032Ȃ5

緑4Ȃ1

坪

内

逍

遥

小

説

神

髄
七
七
〇
円

「
小
説
の
主
脳
は
人
情
な
り
、
世
態
風
俗
こ
れ
に
㗨
ぐ
。」
小
説
を
書
く
た
め
に
、

ま
ず
小
説
と
は
何
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
代
。
江
戸
戯
作
に
親
し

み
、
西
洋
文
学
を
渉
猟
し
た
若
き
文
学
士
逍
遥
（
一
八
五
九

―
一
九
三
五

）
が
世
に
問
う

た
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
小
説
論
は
衝
撃
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
近
代
文
学
史
の
黎

明
に
名
を
刻
む
文
学
評
論
。
初
期
評
論
五
Ἣ
を
併
録
。（
注
・
解
説

宗
像
和
重
）
310041Ȃ7

緑4Ȃ2

坪

内

逍

遥

当

世

書

生

気

質

か

た

ぎ

八
一
四
円

学
生
小
町
田
粲
爾
と
芸
妓
田
の
字
と
の
ロ
マ
ン
ス
、
吉
原
の
遊
廓
、
牛
鍋
屋

明
治
十
年
代
の
東
京
の
学
生
生
活
と
社
会
風
俗
を
描
い
た
日
本
近
代
文
学
の
先
駆

的
作
品
。
坪
内
逍
遥
（
一
八
五
九

―
一
九
三
五

）
は
勧
善
懲
悪
を
排
し
て
写
実
主
義
を
提
唱

し
た
文
学
理
論
書
『
小
説
神
髄
』
と
そ
の
具
体
化
と
し
て
の
本
書
を
著
し
、
明
治

新
文
学
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

（
解
説

宗
像
和
重
）
310042Ȃ5

緑5Ȃ3

森

ᷞ

外

ウ
ィ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス

五
二
八
円

哲
学
を
職
業
と
す
る
金
井
湛
君
は
、
あ
る
時
ふ
と
思
っ
た
。「
お
れ
の
性
欲
の
歴

史
を
書
い
て
見
よ
う
か
知
ら
ん
」

。
初
出
誌
が
発
禁
処
分
を
受
け
た
ᷞ
外
の

異
色
作
。
自
伝
的
要
素
を
背
景
に
、
六
歳
か
ら
の
「
性
欲
的
生
活
」
を
淡
々
と
し

た
ユ
ー
モ
ア
を
も
っ
て
語
る
。
浅
草
の
楊
弓
場
や
吉
原
の
廓
、
当
時
の
男
子
寮
等

の
様
子
も
興
味
深
い
。
詳
細
な
注
・
解
題
を
新
た
に
付
す
。

360040Ȃ5
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緑5Ȃ4

森

ᷞ

外

青

年
八
一
四
円

現
代
社
会
を
描
き
た
い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
東
京
へ
出
た
文
学
青
年
小
泉
純
一

が
、
初
志
に
反
し
て
伝
説
に
取
材
し
た
小
説
を
書
こ
う
と
決
意
す
る
ま
で
の
体
験

と
知
的
成
長
を
描
く
。
作
中
に
夏
目
漱
石
、
木
下
杢
太
郎
、
正
宗
白
鳥
、
森
ᷞ
外

自
身
な
ど
を
モ
デ
ル
と
し
た
作
家
が
登
場
す
る
。
漱
石
の
『
三
四
郎
』
と
並
称
さ

れ
る
ᷞ
外
初
の
現
代
長
Ἣ
小
説
。

（
解
説

須
田
喜
代
㗨
）
360026Ȃ9◆

緑5Ȃ6

森

ᷞ

外

阿

部

一

族
他
二
Ἣ

四
六
二
円

細
川
忠
利
公
の
死
で
後
を
追
っ
た
忠
臣
が
十
八
名
を
数
え
た
の
に
、
な
ぜ
か
阿
部

弥
一
右
衛
門
の
場
合
は

許
さ
れ
ぬ
殉
死
が
招
く
一
族
の
悲
劇
。
封
建
制
下
の

日
本
社
会
で
、
人
は
い
か
な
る
思
想
・
心
情
の
も
と
に
生
き
、
か
つ
死
ん
だ
か
。

簡
潔
な
筆
致
の
表
題
作
ほ
か
初
期
歴
史
小
説
の
代
表
作
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺

書
」「
佐
橋
甚
五
郎
」
の
二
Ἣ
を
併
せ
て
収
録
。

（
解
説

斎
藤
茂
吉
）
310056Ȃ1◆

緑5Ȃ7

森

ᷞ

外

山
椒
大
夫
・
高
瀬
舟
他
四
Ἣ

五
七
二
円

「
安
寿
恋
し
や
、
ほ
う
や
れ
ほ
。
厨
子
王
恋
し
や
、
ほ
う
や
れ
ほ
」
の
「
山
椒
大

夫
」、
弟
殺
し
の
罪
に
処
せ
ら
れ
た
男
の
心
情
を
綴
り
安
楽
死
の
問
題
に
触
れ
る

「
高
瀬
舟
」
の
ほ
か
、「
お
上
の
事
に
は
ま
ち
が
い
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
か
ら
」
と

い
う
少
女
の
一
言
「
最
後
の
一
句
」
な
ど
、
烈
し
い
感
情
を
秘
め
つ
つ
淡
々
と
し

た
文
体
で
描
い
た
ᷞ
外
晩
年
の
名
品
六
Ἣ
。

（
解
説

斎
藤
茂
吉
）
310057Ȃ3◆

緑5Ȃ8

森

ᷞ

外

渋

江

抽

斎
九
三
五
円

渋
江
抽
斎
（
一
八
〇
五

―
五
八

）
は
弘
前
の
医
官
で
考
証
学
者
で
あ
っ
た
。「
武
鑑
」
収

集
の
途
上
で
抽
斎
の
名
に
遭
遇
し
、
心
を
惹
か
れ
、
そ
の
事
跡
か
ら
交
友
関
係
、

趣
味
、
性
格
、
家
庭
生
活
、
子
孫
、
親
戚
に
い
た
る
ま
で
を
克
明
に
調
べ
、
生
き

い
き
と
描
き
だ
す
。
抽
斎
へ
の
熱
い
思
い
を
淡
々
と
記
す
ᷞ
外
の
文
章
は
見
事
と

い
う
ほ
か
な
い
。
ᷞ
外
史
伝
も
の
の
代
表
作
。

（
解
説
・
注

中
野
三
敏
）
310058Ȃ1◆

緑6Ȃ0

森

ᷞ

外

舞
姫
・
う
た
か
た
の
記
他
三
Ἣ

五
七
二
円

日
本
人
留
学
生
と
ド
イ
ツ
の
一
少
女
と
の
悲
恋
を
描
い
た
「
舞
姫
」、
他
に
「
う

た
か
た
の
記
」「
文
づ
か
ひ
」
と
名
訳
「
ふ
た
夜
」、
い
ず
れ
も
異
国
的
な
背
景
と

典
雅
な
文
章
の
間
に
哀
切
な
詩
情
を
湛
え
る
。
加
え
て
ᷞ
外
作
品
の
初
期
か
ら
中

期
へ
の
展
開
を
示
す
「
そ
め
ち
が
へ
」
を
収
め
、
難
読
語
に
は
、
で
き
る
か
ぎ
り

振
仮
名
を
付
し
て
読
者
の
便
に
供
し
た
。

（
解
説

稲
垣
達
郎
）
310060Ȃ3◆
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緑6Ȃ8

千

葉

俊

二
編

ᷞ

外

随

筆

集品
切

幕
末
、
津
和
野
藩
の
下
級
武
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
森
ᷞ
外
（
一
八
六
二

―
一
九
二
二

）

は
、
藩
校
で
漢
籍
を
学
び
、
上
京
し
て
東
大
医
学
部
で
学
ん
だ
。
軍
医
総
監
に
上

り
つ
め
、
最
後
は
帝
室
博
物
館
長
と
し
て
没
し
た
公
的
生
活
と
小
説
家
ᷞ
外
―
封

建
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
藩
籍
の
素
養
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
と
自
然
科
学
者
の

眼
が
同
居
し
た
こ
の
作
家
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
る
随
筆
十
八
Ἣ
。

310068Ȃ9◆

緑6Ȃ9～11

池

内

紀
編
注

森
ᷞ
外

椋

鳥

通

信
全
三
冊

上
品
切

中
・
下
各
一
〇
三
四
円

一
九
〇
九
年
、「
ス
バ
ル
」
で
始
ま
っ
た
不
思
議
な
連
載
は
、
い
ち
ば
ん
新
し
い

海
外
通
信
だ
っ
た

激
動
の
二
〇
世
紀
初
頭
、
膨
大
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
聞
・

雑
誌
か
ら
独
自
の
セ
ン
ス
で
選
ん
だ
、
世
紀
の
発
見
に
文
化
の
新
潮
流
、
は
た
ま

た
猟
奇
事
件
に
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
…
…
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
面
白
い
〈
ᷞ
外
発
ワ
ー

ル
ド
ニ
ュ
ー
ス
〉
に
、
編
者
に
よ
る
書
き
下
ろ
し
コ
ラ
ム
つ
き
。

310069Ȃ1

緑7Ȃ1

二
葉
亭
四
迷

十

川

信

介
校
注

浮

雲
八
九
一
円

真
面
目
で
優
秀
だ
が
内
気
な
文
三
と
、
教
育
あ
る
美
し
い
お
勢
は
周
囲
も
認
め
る

仲
。
し
か
し
文
三
の
免
職
に
よ
っ
て
事
態
は
急
変
、
お
勢
の
心
も
世
知
に
長
け
た

昇
へ
と
傾
い
て
ゆ
く
。
新
旧
の
思
想
が
混
沌
と
す
る
明
治
の
文
明
社
会
の
中
で
懊

悩
す
る
近
代
的
自
我
を
描
い
た
記
念
碑
的
作
品
。
言
文
一
致
に
よ
る
細
緻
な
描
写

は
近
代
文
学
の
先
駆
と
な
っ
た
。

（
解
説

中
村
光
夫
、
十
川
信
介
）
310071Ȃ9

緑9Ȃ1

伊
藤
左
千
夫

野

菊

の

墓
他
四
Ἣ

六
六
〇
円

ア
ラ
ラ
ギ
の
歌
人
左
千
夫
の
創
作
集
。
恋
の
悲
哀
を
知
ら
ぬ
人
に
は
恋
の
味
は
話

せ
な
い
、
と
文
中
作
者
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
処
女
作
「
野
菊
の
墓
」
に
始
ま

る
農
村
の
若
き
男
女
の
恋
物
語
は
、
そ
の
後
日
㞍
を
男
と
女
の
側
よ
り
描
い
た

「
春
の
潮
」「
㓊
の
嫁
」
と
と
も
に
一
途
な
純
情
に
あ
ふ
れ
た
美
し
く
も
悲
し
い
物

語
で
あ
る
。
他
に
「
水
籠
」「
告
げ
び
と
」
を
付
す
。

（
解
説

宇
野
浩
二
）
310091Ȃ3

緑10Ȃ1

夏

目

漱

石

吾わ
が

輩は
い

は
猫
で
あ
る

七
七
〇
円

猫
を
語
り
手
と
し
て
苦
沙
弥
・
迷
亭
ら
太
平
の
逸
民
た
ち
に
滑
稽
と
諷
刺
を
存
分

に
演
じ
さ
せ
語
ら
せ
た
こ
の
小
説
は
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
と
あ
い
通
ず
る
特
徴
を
も

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ᷓ
れ
る
よ
う
な
言
語
の
湧
出
と
歯
切
れ
の
い
い
文
体
で
あ

る
。
こ
の
豊
か
な
小
説
言
語
の
水
脈
を
発
見
す
る
こ
と
で
英
文
学
者
・
漱
石
は
小

説
家
漱
石
と
な
っ
た
。

（
解
説

高
橋
英
夫
、
注

斎
藤
恵
子
）
310101Ȃ4◆
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緑10Ȃ3

夏

目

漱

石

坊

っ

ち

ゃ

ん
四
四
〇
円

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
は
数
あ
る
漱
石
の
作
品
中
も
っ
と
も
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

直
情
径
行
、
無
鉄
砲
で
や
た
ら
喧
嘩
早
い
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
赤
シ
ャ
ツ
・
狸
た
ち
の

一
党
を
む
こ
う
に
ま
わ
し
て
く
り
展
げ
る
痛
快
な
物
語
は
何
度
読
ん
で
も
胸
が
す

く
。
が
、
痛
快
だ
、
面
白
い
と
ば
か
り
も
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
坊
っ
ち
ゃ
ん

は
、
要
す
る
に
敗
退
す
る
の
で
あ
る
。

（
解
説
・
注

平
岡
敏
夫
）
310103Ȃ0◆

緑10Ȃ4

夏

目

漱

石

草

枕
六
一
六
円

「
し
つ
こ
い
、
毒
々
し
い
、
こ
せ
こ
せ
し
た
、
そ
の
上
ず
う
ず
う
し
い
、
い
や
な

奴
」
で
埋
ま
っ
て
い
る
俗
界
を
脱
し
て
非
人
情
の
世
界
に
遊
ぼ
う
と
す
る
画
工
の

物
語
。
作
者
自
身
こ
れ
を
「
閑
文
字
」
と
評
し
て
い
る
が
果
し
て
そ
う
か
。
主
人

公
の
行
動
や
理
論
の
悠
長
さ
と
は
裏
腹
に
、
こ
れ
は
ど
こ
を
切
っ
て
も
漱
石
の
熱

い
血
が
噴
き
出
す
体
の
作
品
な
の
で
あ
る
。

（
解
説
・
注

重
松
泰
雄
）
310104Ȃ9◆

緑10Ȃ5

夏

目

漱

石

虞ぐ

美び

人じ
ん

草そ
う

七
二
六
円

明
治
四
十
三
年
、
朝
日
新
聞
に
入
社
し
た
漱
石
が
職
業
作
家
と
し
て
書
い
た
第
一

作
。
我
意
と
虚
栄
を
つ
ら
ぬ
く
た
め
に
は
全
て
を
犠
牲
に
し
て
悔
ゆ
る
こ
と
を
知

ら
ぬ
女
藤
尾
に
超
俗
の
哲
学
者
甲
野
、
道
義
の
人
宗
近
ら
を
配
し
て
こ
の
ヒ
ロ
イ

ン
の
自
滅
の
悲
劇
を
絢
爛
た
る
文
体
で
描
く
。
漱
石
は
俳
句
を
一
句
々
々
連
ら
ね

て
い
く
よ
う
に
文
章
に
苦
心
し
た
と
い
う
。

（
解
説
・
注

桶
谷
秀
昭
）
310105Ȃ7◆

緑10Ȃ6

夏

目

漱

石

三

四

郎
五
五
〇
円

大
学
入
学
の
た
め
に
九
州
か
ら
上
京
し
た
三
四
郎
は
東
京
の
新
し
い
空
気
の
な
か

で
世
界
と
人
生
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
経
験
を
重
ね
な
が
ら
成
長
し
て
ゆ
く
。
筋
書

だ
け
を
と
り
出
せ
ば
『
三
四
郎
』
は
一
見
何
の
変
哲
も
な
い
教
養
小
説
と
見
え
る

が
、
卓
越
し
た
小
説
の
戦
略
家
漱
石
は
一
筋
縄
で
は
行
か
ぬ
小
説
的
企
み
を
実
は

た
っ
ぷ
り
と
仕
掛
け
て
い
る
の
だ
。

（
解
説

菅
野
昭
正
、
注

大
野
淳
一
）
310106Ȃ5◆

緑10Ȃ7

夏

目

漱

石

そ

れ

か

ら
六
六
〇
円

若
き
代
助
は
義
ᷬ
心
か
ら
友
人
平
岡
に
愛
す
る
三
千
代
を
ゆ
ず
り
自
ら
斡
旋
し
て

二
人
を
結
び
あ
わ
せ
た
が
、
そ
れ
は
「
自
然
」
に
も
と
る
行
為
だ
っ
た
。
そ
れ
か

ら
三
年
、
つ
い
に
代
助
は
三
千
代
と
の
愛
を
つ
ら
ぬ
こ
う
と
決
意
す
る
。「
自
然
」

に
は
か
な
う
が
、
し
か
し
人
の
掟
に
そ
む
く
こ
の
愛
に
生
き
る
こ
と
は
二
人
が
社

会
か
ら
追
い
放
た
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

（
解
説
・
注

吉
田
佌
生
）
310107Ȃ3◆
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緑10Ȃ8

夏

目

漱

石

門

六
六
〇
円

横
町
の
奥
の
崖
下
に
あ
る
暗
い
家
で
世
間
に
背
を
む
け
て
ひ
っ
そ
り
と
生
き
る
宗

助
と
御
米
。「
彼
ら
は
自
業
自
得
で
、
彼
ら
の
未
来
を
塗
抹
し
た
」
が
、
一
度
犯

し
た
罪
は
ど
こ
ま
で
も
追
っ
て
来
る
。
彼
ら
を
お
そ
う
「
運
命
の
力
」
が
全
Ἣ
を

通
じ
て
徹
底
し
た
〈
映
像
＝
言
語
〉
で
描
か
れ
る
。『
三
四
郎
』『
そ
れ
か
ら
』
に

つ
づ
く
三
部
作
の
終
Ἣ
。

（
解
説

⁋
邦
生
、
注

石
崎
等
）
310108Ȃ1◆

緑10Ȃ9

夏

目

漱

石

彼ひ

岸が
ん

過す
ぎ

Ἤま
で

七
七
〇
円

い
く
つ
か
の
短
Ἣ
を
連
ね
る
こ
と
で
一
Ἣ
の
長
Ἣ
を
構
成
す
る
と
い
う
漱
石
年
来

の
方
法
を
具
体
化
し
た
作
。
そ
の
中
心
を
な
す
の
は
須
永
と
千
代
子
の
物
語
だ

が
、
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
の
高
木
に
対
す
る
須
永
の
嫉
妬
を
漱
石
は
比
類
な
い
深
さ
に
ま

で
掘
り
下
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
の
激
し
い
情
念
こ
そ
は
漱
石
文
学
に

と
っ
て
の
新
し
い
課
題
で
あ
っ
た
。

（
解
説
・
注

石
崎
等
）
310109ȂX◆

緑10Ȃ0

磯

田

光

一
編

漱

石

文

芸

論

集
八
三
六
円

漱
石
の
小
説
は
お
お
か
た
読
ん
で
い
る
と
い
う
人
も
、
評
論
や
講
演
と
な
る
と
十

分
目
が
と
ど
き
か
ね
る
の
が
実
情
で
は
あ
る
ま
い
か
。
本
書
は
講
演
記
録
『
文
芸

の
哲
学
的
基
礎
』『
創
作
家
の
態
度
』
な
ど
を
主
軸
と
し
て
、
他
に
評
論
文
・
談

話
・
初
期
の
文
章
か
ら
文
芸
論
に
か
か
わ
る
作
品
を
選
ん
で
編
成
し
た
も
の
。
こ

こ
に
尖
鋭
勁
強
な
理
論
家
と
し
て
の
漱
石
像
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
あ
が
る
。

310100Ȃ6◆

緑11Ȃ0

夏

目

漱

石

行

人
八
三
六
円

妻
お
直
と
弟
二
郎
の
仲
を
疑
う
一
郎
は
妻
を
試
す
た
め
に
二
郎
に
お
直
と
二
人
で

一
つ
所
へ
行
っ
て
一
つ
宿
に
泊
っ
て
く
れ
と
頼
む
…
…
。
知
性
の
孤
独
地
獄
に
生

き
人
を
信
じ
え
ぬ
一
郎
は
、
や
が
て
「
死
ぬ
か
、
気
が
違
う
か
、
そ
れ
で
な
け
れ

ば
宗
教
に
入
る
か
」
と
言
い
出
す
の
で
あ
る
。
だ
が
、
宗
教
に
入
れ
ぬ
こ
と
は
当

の
一
郎
が
誰
よ
り
も
よ
く
知
っ
て
い
た
。

（
解
説
・
注

三
好
行
雄
）
310110Ȃ3◆

緑11Ȃ1

夏

目

漱

石

こ

こ

ろ
六
六
〇
円

こ
の
小
説
の
主
人
公
で
あ
る
「
先
生
」
は
、
か
つ
て
親
友
を
裏
切
っ
て
死
に
追
い

や
っ
た
過
去
を
背
負
い
、
罪
の
意
識
に
さ
い
な
ま
れ
つ
つ
、
ま
る
で
生
命
を
ひ
き

ず
る
よ
う
に
し
て
生
き
て
い
る
。
と
、
そ
こ
へ
明
治
天
皇
が
亡
く
な
り
、
後
を
お

っ
て
乃
木
大
将
が
殉
死
す
る
と
い
う
事
件
が
お
こ
っ
た
。「
先
生
」
も
ま
た
死
を

決
意
す
る
。
だ
が
、
な
ぜ
…
…
。

（
解
説

古
井
由
吉
、
注

大
野
淳
一
）
310111Ȃ1◆
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緑11Ȃ2

夏

目

漱

石

硝ガ
ラ

子ス

戸ど

の

中う
ち

四
四
〇
円

自
己
を
語
る
こ
と
に
寡
黙
で
あ
っ
た
漱
石
が
「
自
分
以
外
に
あ
ま
り
関
係
の
な
い

詰
ら
ぬ
」
事
を
書
く
と
こ
と
わ
っ
て
書
い
た
連
作
エ
ッ
セ
ー
。
記
憶
の
底
に
沈
ん

で
い
る
体
験
や
回
想
に
光
を
あ
て
る
こ
と
で
静
謐
に
し
て
一
種
不
思
議
な
明
る
さ

に
充
ち
た
表
現
世
界
を
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
『
こ
こ
ろ
』
の
あ
と

『
道
草
』
の
前
と
い
う
漱
石
の
晩
年
に
書
か
れ
た
。

（
解
説
・
注

竹
盛
天
雄
）
310112ȂX◆

緑11Ȃ3

夏

目

漱

石

道

草
六
六
〇
円

『
道
草
』
は
漱
石
唯
一
の
自
伝
小
説
だ
と
す
る
見
方
は
ほ
ぼ
定
説
だ
と
い
っ
て
よ

い
。
す
な
わ
ち
、『
猫
』
執
筆
前
後
の
漱
石
自
身
の
実
体
験
を
「
直
接
に
、
赤
裸

々
に
表
現
」
し
た
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
実
体
験
が
ど
う
い
う
過
程
で

作
品
化
さ
れ
て
い
る
か
を
追
究
し
て
ゆ
く
と
、
こ
の
作
品
が
私
小
説
系
統
の
文
学

と
は
全
く
質
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

（
解
説
・
注

相
原
和
邦
）
310113Ȃ8◆

緑11Ȃ4

夏

目

漱

石

明

暗
八
八
〇
円

主
人
公
津
田
と
そ
の
妻
お
延
の
生
き
方
を
中
心
と
し
て
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
問
題
に
容

赦
な
く
光
を
あ
て
た
『
明
暗
』
は
漱
石
が
生
涯
の
最
後
に
到
達
し
た
思
想
「
則
天

去
私
」
の
文
学
的
実
践
だ
っ
た
。
作
者
の
死
に
よ
っ
て
未
完
に
終
っ
た
が
、
想
像

力
豊
か
に
作
品
の
構
造
を
読
み
と
く
こ
と
で
『
明
暗
』
の
「
そ
の
後
」
を
考
え
る

こ
と
は
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
。（
解
説

大
江
健
三
郎
、
注

三
好
行
雄
）
310114Ȃ6◆

緑11Ȃ6

夏

目

漱

石

思
い
出
す
事
な
ど
他
七
Ἣ

五
五
〇
円

明
治
四
十
三
年
の
盛
夏
、
漱
石
は
保
養
さ
き
の
修
善
寺
温
泉
で
胃
潰
瘍
の
悪
化
か

ら
「
大
き
な
動
物
の
肝
の
如
き
」
血
塊
を
吐
い
て
人
事
不
省
に
お
ち
い
っ
た
。
辛

く
も
生
還
し
え
た
悦
び
を
か
み
し
め
つ
つ
こ
の
大
患
前
後
の
体
験
と
思
索
を
記
録

し
た
の
が
表
題
作
で
あ
る
。
他
に
二
葉
亭
四
迷
・
正
岡
子
規
と
の
交
友
記
な
ど
七

Ἣ
。
ど
の
一
Ἣ
も
読
む
者
の
胸
に
切
々
と
迫
っ
て
来
る
。
（
解
説

竹
盛
天
雄
）
310116Ȃ2◆

緑11Ȃ7～8

夏

目

漱

石

文

学

評

論
全
二
冊

上
七
二
六
円

下
七
七
〇
円

英
文
学
者
・
夏
目
漱
石
の
仕
事
が
も
っ
と
読
ま
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
本
書

は
も
と
「
十
八
世
紀
英
文
学
」
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
講
義
で
あ
っ
て
、
漱
石
は

日
本
人
と
し
て
の
主
体
を
鋭
く
自
覚
し
、
ま
た
堂
々
と
貫
き
な
が
ら
十
八
世
紀
イ

ギ
リ
ス
の
作
家
と
作
品
に
、
そ
の
社
会
に
切
り
こ
ん
で
い
っ
た
。
外
国
文
学
に
関

心
を
も
つ
あ
ら
ゆ
る
人
の
必
読
書
。

（
解
説

平
井
正
穂
）
310117Ȃ0◆
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緑11Ȃ9

夏

目

漱

石

夢

十

夜
他
二
Ἣ

五
五
〇
円

長
Ἣ
の
合
い
間
を
ぬ
う
よ
う
に
し
て
書
か
れ
た
小
品
と
よ
ば
れ
る
一
群
の
短
Ἣ
が

あ
る
。
小
品
と
は
い
う
が
、
し
か
し
そ
の
存
在
は
大
き
く
、
戦
後
の
新
し
い
漱
石

論
は
「
夢
十
夜
」
の
読
み
直
し
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま

い
。
こ
こ
に
は
荒
涼
た
る
孤
独
に
生
き
た
作
家
漱
石
の
最
暗
部
が
濃
密
に
形
象
化

さ
れ
て
い
る
。「
文
鳥
」「
永
日
小
品
」
を
併
収
。

（
解
説

阿
部
昭
）
310119Ȃ7◆

緑11Ȃ10

三

好

行

雄
編

漱

石

文

明

論

集
八
八
〇
円

圧
倒
的
な
優
位
に
た
つ
西
洋
文
明
を
向
う
に
ま
わ
し
漱
石
は
「
自
己
本
位
」
の
立

場
を
同
時
代
の
だ
れ
に
も
ま
し
て
痛
切
に
生
き
た
。
血
の
に
じ
む
よ
う
な
そ
の
苦

闘
の
跡
を
示
す
「
現
代
日
本
の
開
化
」「
私
の
個
人
主
義
」
な
ど
五
Ἣ
の
講
演
記

録
を
中
心
に
、
か
れ
の
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
か
ら
響
い
て
く
る
肉
声
と
い
う
べ
き

日
記
・
断
片
・
書
簡
を
抄
録
し
た
。『
漱
石
文
芸
論
集
』
と
対
を
な
す
。

311110Ȃ9◆

緑11Ȃ11

夏

目

漱

石

倫ロ
ン

敦ド
ン

塔と
う

・
幻ま
ぼ

影ろ
し

の
盾た
て

他
五
Ἣ

六
六
〇
円

留
学
体
験
に
取
材
し
た
「
倫
敦
塔
」、
日
露
戦
争
に
ま
つ
わ
る
怪
談
「
趣
味
の
遺

伝
」、
ア
ー
サ
ー
王
時
代
の
物
語
「
幻
影
の
盾
」
な
ど
七
つ
の
短
Ἣ
。
同
時
期
の

『
猫
』
と
全
く
異
質
な
こ
れ
ら
の
作
品
の
世
界
は
ユ
ー
モ
ア
や
諷
刺
の
裏
側
に
ひ

そ
む
漱
石
の
「
低
音
部
」
で
あ
り
、
や
が
て
そ
れ
は
『
そ
れ
か
ら
』
以
後
の
彼
の

全
作
品
に
拡
大
さ
れ
て
ゆ
く
。

（
解
説

江
藤
淳
、
注

石
井
和
夫
）
319001Ȃ7◆

緑11Ȃ12

平

岡

敏

夫
編

漱

石

日

記
七
二
六
円

漱
石
は
明
治
三
十
二
、
三
年
か
ら
大
正
五
年
の
死
の
年
ま
で
断
続
的
に
日
記
や
メ

モ
を
書
き
残
し
て
お
り
、
そ
れ
は
全
集
版
で
八
百
ペ
ー
ジ
を
超
す
大
部
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
か
ら
こ
こ
に
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
の
日
記
、
修
善
寺
大
患
時
の
日

記
、
明
治
の
終
焉
時
の
日
記
な
ど
、
漱
石
の
生
涯
の
節
目
と
な
っ
た
時
期
の
日
記

七
Ἣ
を
収
録
。
行
文
か
ら
人
間
漱
石
の
内
奥
の
声
が
響
い
て
く
る
。

319002Ȃ5◆

緑11Ȃ13

三

好

行

雄
編

漱

石

書

簡

集
八
三
六
円

漱
石
の
手
紙
を
読
む
と
こ
の
類
ま
れ
な
人
物
の
あ
ら
ゆ
る
心
の
動
き
が
そ
の
温
も

り
と
と
も
に
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
に
感
ず
る
。
全
集
版
に
お
さ
め
ら
れ
た
二
二
五

六
通
の
手
紙
か
ら
友
人
の
正
岡
子
規
、
妻
の
鏡
子
、
弟
子
の
寺
田
寅
彦
・
小
宮
豊

隆
な
ど
に
宛
て
た
一
五
八
通
を
選
ん
で
注
解
を
付
し
た
。
漱
石
を
知
る
た
め
の
基

本
㗦
料
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
自
身
が
見
事
な
作
品
で
あ
る
。

319003Ȃ3◆
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緑11Ȃ14

坪

内

稔

典
編

漱

石

俳

句

集
六
六
〇
円

漱
石
は
親
友
子
規
の
感
化
で
俳
句
を
つ
く
り
生
涯
に
お
よ
そ
二
六
〇
〇
句
を
残
し

て
い
る
。
明
治
二
十
八
～
三
十
二
年
は
と
り
わ
け
熱
心
に
作
句
に
は
げ
ん
だ
時
期

で
、
子
規
は
こ
の
頃
の
漱
石
の
俳
句
を
評
し
て
意
匠
が
斬
新
で
句
法
も
ま
た
自
在

だ
と
い
っ
た
。
漱
石
の
作
品
は
俳
句
と
い
う
こ
の
簡
便
で
小
な
る
も
の
の
楽
し
み

を
多
彩
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
四
八
句
を
抄
し
て
脚
Ḽ
を
付
す
。

319004Ȃ1◆

緑11Ȃ16

和

田

茂

樹
編

漱
石
・
子
規
往
復
書
簡
集

一
〇
三
四
円

夏
目
漱
石
と
正
岡
子
規
は
、
明
治
二
十
二
年
、
高
等
中
学
校
の
同
級
生
と
し
て
出

会
い
、
寄
席
の
趣
味
を
と
お
し
て
親
し
く
な
っ
た
。
そ
の
友
情
は
子
規
が
明
治
三

十
五
年
、
三
十
五
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
終
生
変
わ
る
こ
と
な
く
続
い
た
。
漱
石
が

批
評
を
求
め
て
子
規
に
送
っ
た
俳
句
と
子
規
の
添
削
を
含
め
、
そ
の
間
に
交
わ
さ

れ
た
手
紙
を
年
代
順
に
収
録
し
た
。

（
解
説

粟
津
則
雄
）
311116Ȃ8◆

緑11Ȃ17～18

夏

目

漱

石

文

学

論
全
二
冊

上
九
四
六
円

下
一
〇
三
四
円

一
九
〇
三
年
、
苦
し
い
ロ
ン
ド
ン
留
学
か
ら
帰
国
し
た
漱
石
は
帝
大
で
教
壇
に
立

つ
。
後
の
文
豪
は
世
界
文
学
と
い
か
に
出
会
い
自
ら
の
文
学
を
築
い
た
か
。
Ｆ
や

ｆ
の
用
語
な
ど
一
見
難
解
な
外
観
と
厖
大
な
原
文
は
人
を
圧
倒
す
る
が
、
独
特
の

苦
渋
と
ユ
ー
モ
ア
漲
る
痛
快
な
口
調
で
語
ら
れ
る
文
学
修
行
の
精
華
。
西
洋
と
日

本
の
近
代
を
つ
な
ぐ
迫
力
満
点
の
講
義
録
。

（
解
説
・
注

亀
井
俊
介
）
360014Ȃ6◆

緑11Ȃ19

夏

目

漱

石

坑

夫
七
二
六
円

「
本
当
の
人
間
は
妙
に
纏
め
に
く
い
も
の
だ
」。
十
九
歳
の
家
出
青
年
が
降
り
て
ゆ

く
、
荒
く
れ
坑
夫
た
ち
の
飯
場
と
「
地
獄
」
の
鉱
山
、
そ
し
て
と
ら
え
が
た
い
こ

こ
ろ
の
深
み

明
治
四
一
年
、「
虞
美
人
草
」
と
「
三
四
郎
」
の
間
に
著
さ
れ

た
、
漱
石
文
学
の
真
の
問
題
作
。
最
新
の
校
訂
に
基
づ
き
、
新
聞
連
載
時
の
挿
絵

も
収
録
。

（
注
・
解
説

紅
野
謙
介
）
360019Ȃ1◆

緑11Ȃ20

藤

井

淑

禎
編

漱

石

紀

行

文

集
七
七
〇
円

漱
石
の
満
洲
、
ロ
ン
ド
ン
、
京
都
を
巡
る
紀
行
文
「
満
㕾
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」「
倫

敦
消
息
」「
自
転
車
日
記
」「
京
に
着
け
る
夕
」
を
ま
と
め
る
。
漱
石
の
人
間
、
人

事
、
自
然
を
見
詰
め
る
眼
は
的
確
で
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
ᷓ
れ
る
㚞
剌
と
し
た
文
章

で
綴
ら
れ
て
い
る
。
近
代
日
本
の
秀
逸
な
紀
行
文
と
な
っ
て
い
る
。
小
品
五
Ἣ
を

併
せ
て
収
載
す
る
。

360023Ȃ8◆
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緑11Ȃ21

夏

目

漱

石

二
百
十
日
・
野
分

七
七
〇
円

圭
さ
ん
と
碌
さ
ん
の
軽
妙
な
会
話
を
軸
に
、
夏
目
漱
石
（
一
九
一
七

―
六
六

）
の
阿
蘇
山

旅
行
に
基
づ
き
書
か
れ
た
「
二
百
十
日
」。
若
き
二
人
の
文
学
士
と
文
筆
に
生
き

る
男
が
、
流
動
す
る
社
会
に
三
人
三
様
に
向
き
合
う
㗡
を
多
面
的
に
切
り
取
っ
た

「
野
分
」。
先
鋭
な
社
会
批
評
を
中
軸
に
据
え
た
、
長
Ἣ
作
家
漱
石
誕
生
へ
の
橋
渡

し
と
な
る
二
Ἣ
。
改
版
。

（
解
説

小
宮
豊
隆
、
出
原
隆
俊
）
360024Ȃ5◆

緑12Ȃ1

幸

田

露

伴

五

重

塔
四
六
二
円

技
量
は
あ
り
な
が
ら
も
小
才
の
利
か
ぬ
性
格
ゆ
え
に
、「
の
っ
そ
り
」
と
あ
だ
名

で
呼
ば
れ
る
大
工
十
兵
衛
。
そ
の
十
兵
衛
が
、
義
理
も
人
情
も
捨
て
て
、
谷
中
感

応
寺
の
五
重
塔
建
立
に
一
身
を
捧
げ
る
。
エ
ゴ
イ
ズ
ム
や
作
為
を
超
え
た
魔
性
の

も
の
に
憑
か
れ
、
翻
弄
さ
れ
る
職
人
の
㗡
を
、
求
心
的
な
文
体
で
浮
き
彫
り
に
す

る
文
豪
露
伴
（
一
八
六
七

―
一
九
四
七

）
の
㑹
作
。

（
解
説

桶
谷
秀
昭
）
310121Ȃ9◆

緑12Ȃ3

幸

田

露

伴

努

力

論
八
一
四
円

「
努
力
し
て
い
る
、
も
し
く
は
努
力
せ
ん
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

い
て
、
我
が
な
せ
る
こ
と
が
お
の
ず
か
ら
な
る
努
力
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」。
何
か

を
な
そ
う
と
し
て
も
、
ま
ま
な
ら
ぬ
こ
と
の
多
い
こ
の
世
の
中
で
、
い
た
ず
ら
に

悩
み
苦
し
ま
ず
に
、
の
び
の
び
と
勢
い
よ
く
生
き
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
―

人
生
の
達
人
露
伴
の
説
く
幸
福
論
。

（
解
説

中
野
孝
㗨
）
310123Ȃ5◆

緑12Ȃ18

幸

田

露

伴

渋

沢

栄

一

伝
八
九
一
円

「
日
本
㗦
本
主
義
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
渋
沢
栄
一
の
伝
記
を
、
文
豪
が
手
掛
け
た
。

士
は
士
を
知
る
。
本
書
は
、
類
書
中
、
出
色
独
自
の
評
伝
。
激
動
の
幕
末
・
近
代

を
一
心
不
乱
に
生
き
た
一
人
の
青
年
は
、「
そ
の
人
即
ち
時
代
そ
の
者
」
で
あ
っ

た
。
枯
淡
洗
練
さ
れ
た
名
文
は
、
含
蓄
味
豊
か
な
解
釈
を
織
り
込
ん
で
、
人
間
・

渋
沢
栄
一
を
活
写
す
る
。
露
伴
史
伝
文
学
の
名
品
。

（
解
説

山
田
俊
治
）
360038Ȃ2◆

緑13Ȃ1

高

浜

虚

子
選

子

規

句

集
八
九
一
円

正
岡
子
規
は
三
十
五
年
と
い
う
短
い
生
涯
の
間
に
多
彩
な
文
学
活
動
を
お
こ
な
っ

た
が
、
そ
の
文
学
は
俳
句
に
は
じ
ま
り
、
最
後
ま
で
片
時
も
俳
句
か
ら
離
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
主
宰
、
蕪
村
を
再
発
見
し
た
近
代
俳
句
の

先
駆
者
子
規
の
秀
句
二
三
〇
六
句
を
選
び
、
そ
の
俳
句
世
界
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な

く
つ
た
え
る
。
改
版
に
あ
た
り
初
句
索
引
を
付
す
。

（
解
説

坪
内
稔
典
）
310131Ȃ6
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緑13Ȃ2

正

岡

子

規

病び
ょ
う

牀し
ょ
う

六

尺
六
六
〇
円

『
墨
汁
一
滴
』
に
続
い
て
、
新
聞
『
日
本
』
に
連
載
（
明
三
五

・
五

・
五

―
九

・
一
七

）

し
、
死
の
二
日
前
ま
で
綴
っ
た
日
記
的
随
筆
。
病
臥
生
活
に
あ
っ
て
な
お
俳
句
を

詠
み
、
病
状
報
告
と
と
も
に
時
評
・
絵
画
論
な
ど
を
著
し
続
け
た
。
ᷓ
れ
る
創
造

力
と
好
奇
心
を
も
っ
て
、
表
現
す
る
こ
と
に
最
期
ま
で
挑
ん
だ
子
規
の
㗡
が
こ
こ

に
あ
る
。

（
解
説

復
本
一
郎
）
360039Ȃ9

緑13Ȃ3

土

屋

文

明
編

子

規

歌

集
四
六
二
円

く
れ
な
ゐ
の
二
尺
伸
び
た
る
薔
㝿
の
芽
の
針
や
は
ら
か
に
春
雨
の
ふ
る

俳
句

革
新
運
動
に
お
け
る
写
生
論
を
短
歌
に
適
用
し
て
、
明
治
短
歌
革
新
の
急
先
鋒
に

立
っ
た
子
規
の
歌
風
は
、
多
用
な
題
材
を
自
由
に
歌
い
、
子
規
文
学
の
頂
点
の
一

つ
を
な
す
。
全
歌
集
『
竹
乃
里
歌
』
よ
り
短
歌
八
四
〇
首
、
旋
頭
歌
六
首
を
厳
選

し
た
子
規
歌
集
の
決
定
版
。
新
た
に
初
句
索
引
を
付
す
。

310133Ȃ2

緑13Ȃ4

正

岡

子

規

墨

汁

一

滴
五
二
八
円

明
治
三
十
四
年
、
子
規
三
十
五
歳
。
重
い
肺
結
核
の
症
状
に
喘
ぎ
な
が
ら
、『
松

蘿
玉
液
』
に
続
き
、
新
聞
『
日
本
』
に
連
載
（
一

・
一
六

―
七

・
三

）
し
た
随
筆
集
。

多
様
多
彩
な
テ
ー
マ
が
み
ず
み
ず
し
く
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
筆
致
で
綴
ら
れ
、

子
規
の
精
神
に
拡
が
り
と
深
さ
が
鮮
や
か
に
立
ち
現
れ
る
。
近
代
文
学
の
巨
星
＝

子
規
が
随
筆
家
と
し
て
の
真
骨
頂
を
発
揮
し
た
書
。

（
解
説

粟
津
則
雄
）
310134Ȃ0

緑13Ȃ6

正

岡

子

規

歌
よ
み
に
与
ふ
る
書

五
七
二
円

明
治
三
十
一
年
に
発
表
さ
れ
た
表
題
作
は
、『
古
今
集
』
を
和
歌
の
聖
典
と
し
て

き
た
千
年
近
い
歴
史
が
も
つ
価
値
観
を
転
倒
さ
せ
た
衝
撃
的
な
歌
論
で
あ
っ
た
。

万
葉
の
歌
風
を
重
ん
じ
、
現
実
写
生
の
原
理
を
究
明
し
た
子
規
の
歌
論
は
、
全
Ἣ

に
和
歌
改
革
へ
の
情
熱
が
漲
り
、
今
な
お
我
々
を
打
つ
。「
あ
き
ま
ろ
に
答
ふ
」

「
人
々
に
答
ふ
」「
曙
覧
の
歌
」「
歌
話
」
を
併
収
。

（
解
説

土
屋
文
明
）
310136Ȃ7

緑13Ȃ11

正

岡

子

規

獺だ
っ

祭さ
い

書
屋
俳
話
・
芭
蕉
雑ぞ
う

談だ
ん

八
一
四
円

『
獺
祭
書
屋
俳
話
』
は
、
二
十
六
歳
の
子
規
が
、
近
代
詩
歌
と
し
て
の
俳
句
革
新

の
暁
鐘
を
告
げ
た
俳
論
書
。『
芭
蕉
雑
談
』
で
は
、
月
並
流
の
俳
人
た
ち
に
よ
っ

て
神
聖
視
さ
れ
て
き
た
芭
蕉
を
的
確
に
批
評
す
る
こ
と
で
、
俳
聖
の
再
評
価
を
試

み
る
。
近
代
俳
句
を
革
新
し
た
子
規
の
著
作
に
二
Ἣ
に
、
初
め
て
本
格
的
な
注
解

と
解
説
を
付
す
。

（
注
解
・
解
説

復
本
一
郎
）
360025Ȃ2◆
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緑13Ȃ12

復

本

一

郎
編

子

規

紀

行

文

集
八
一
四
円

二
六
歳
の
子
規
は
、
芭
蕉
の
旅
の
跡
を
ḷ
る
東
北
巡
行
を
決
行
、「
は
て
知
ら
ず

の
記
」
を
残
し
た
。
発
病
後
も
な
お
、
自
分
を
奮
い
立
た
せ
て
旅
を
続
け
、
旅
先

で
の
風
物
、
人
と
の
出
会
い
を
描
い
た
。
俳
句
革
新
、
短
歌
革
新
の
覇
気
に
満
ち

た
旅
の
文
学
者
、
行
動
す
る
子
規
。
颯
然
た
る
気
概
を
よ
く
伝
え
る
代
表
的
な
紀

行
文
八
Ἣ
を
収
録
。
詳
細
な
注
解
を
付
し
た
。

360037Ȃ5◆

緑14Ȃ1～2

尾

崎

紅

葉

金

色

夜

叉
全
二
冊

上
品
切

下
七
〇
四
円

金
の
誘
惑
に
ひ
か
れ
た
婚
約
者
に
裏
切
ら
れ
た
主
人
公
は
、
金
力
の
鬼
、
金
色
夜

叉
と
な
っ
て
社
会
に
報
復
す
る
が
、
心
は
充
た
さ
れ
な
い

尾
崎
紅
葉
（
一
八
六
八

―
一
九
〇
三

）
の
代
表
作
『
金
色
夜
叉
』
は
、
毎
朝
の
新
聞
の
配
達
を
待
ち
か
ね
る
読

者
の
絶
大
な
支
持
を
受
け
て
、
明
治
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
五
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
断
続
的
に
『
読
売
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
。

（
解
説

杉
本
秀
太
郎
）
310141Ȃ3

緑14Ȃ5

尾

崎

紅

葉

二
人
比
丘
尼
色
懺
悔

四
一
八
円

紅
葉
の
出
世
作
で
「
こ
の
小
説
は
涙
を
主
眼
と
す
」
と
宣
言
し
て
世
に
問
う
た
も

の
。
あ
る
草
庵
に
出
⁊
っ
た
二
人
の
尼
が
、
過
去
の
懺
悔
と
し
て
語
る
悲
し
い

話
。
し
か
も
二
人
の
尼
は
偶
然
に
同
じ
若
い
武
士
を
慕
っ
て
い
た
。
愛
ゆ
え
に
世

を
捨
て
た
若
い
女
性
の
、
純
な
る
情
緒
と
、
浪
漫
的
詩
趣
に
富
ん
だ
表
現
と
で
、

「
政
治
小
説
」
に
食
傷
し
て
い
た
時
代
の
喝
采
を
博
し
た
。
（
解
説

塩
田
良
平
）
310145Ȃ6

緑15Ȃ1

徳

冨

蘆

花

不

如

帰
八
一
四
円

「
あ
あ
辛
い
！

辛
い
！

も
う

も
う
婦
人
（
お
ん
な
）
な
ん
ぞ
に

生

れ
は
し
ま
せ
ん
よ
。」
日
清
戦
争
の
時
代
、
愛
し
合
い
な
が
ら
も
家
族
制
度
の
し

が
ら
み
に
引
き
裂
か
れ
て
ゆ
く
浪
子
と
武
男
。
明
治
三
十
一
―
三
十
二
年
発
表
、

空
前
の
反
響
を
よ
ん
だ
徳
冨
蘆
花
（
一
八
六
八

―
一
九
二
七

）
の
出
世
作
は
、
数
多
く
の
演

劇
・
映
画
の
原
作
と
も
な
り
、
今
日
な
お
読
み
つ
が
れ
る
。
（
解
説

高
橋
修
）
310151Ȃ3◆

緑15Ȃ7

徳
冨
健
㗨
郎

中

野

好

夫
編

謀む

Ἢほ
ん

論
他
六
Ἣ
・
日
記

四
六
二
円

明
治
四
十
四
年
一
月
、
大
逆
事
件
被
告
幸
徳
秋
水
ら
十
二
名
が
処
刑
さ
れ
た
。
そ

の
一
週
間
後
、
蘆
花
は
招
か
れ
て
一
高
の
演
壇
に
た
ち
、
死
刑
に
処
し
た
政
府
当

局
を
弾
劾
、
精
神
の
「
自
立
自
信
、
自
化
自
発
」
を
高
ら
か
に
鼓
吹
す
る
。
そ
の

講
演
の
ほ
か
に
、
こ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
「
死
刑
廃
す
べ
し
」
等
六
Ἣ
、
ま
た

兄
蘇
峰
と
の
確
執
が
窺
わ
れ
る
日
記
を
併
収
。

（
解
説

中
野
好
夫
）
310157ȂX
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緑19Ȃ1

国
木
田
独
歩

武

蔵

野
七
七
〇
円

作
者
二
十
五
歳
か
ら
二
十
八
歳
、
処
女
作
「
源
叔
父
」
な
ど
初
期
の
作
品
十
八
Ἣ

を
集
め
た
独
歩
（
一
八
七
一

―
一
九
〇
八

）
自
選
の
短
Ἣ
集
。
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
に
心
酔
し
た

若
き
独
歩
が
、
郊
外
の
落
葉
林
や
田
畑
を
め
ぐ
る
小
道
を
散
策
し
て
、
そ
の
情
景

と
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
々
を
描
い
た
表
題
作
『
武
蔵
野
』
は
、
近
代
日
本
の
自
然

文
学
の
白
眉
で
あ
る
作
者
の
代
表
作
。

（
解
説

塩
田
良
平
）
310191ȂX

緑19Ȃ5

国
木
田
独
歩

愛

弟

通

信
五
五
〇
円

日
清
戦
役
に
際
し
従
軍
記
者
と
し
て
軍
艦
千
代
田
に
搭
乗
し
た
独
歩
（
一
八
七
一

―
一
九

〇
八

）
が
、
威
海
衛
の
海
戦
を
中
心
と
す
る
戦
況
を
、
生
彩
豊
か
な
書
簡
文
体
で
記

録
し
た
従
軍
記
。
脈
々
と
し
て
揺
曳
す
る
詩
韻
の
裡
に
独
歩
の
天
分
が
感
知
さ

れ
、
戦
場
の
風
物
に
寄
せ
ら
れ
た
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
的
感
慨
が
漂
い
、
愛
国
の
心
事

と
豊
か
な
人
間
性
と
の
矛
盾
な
き
結
合
が
み
ら
れ
る
。

（
解
説

塩
田
良
平
）
310195Ȃ2

緑19Ȃ3

国
木
田
独
歩

運

命
七
七
〇
円

詩
情
と
求
道
心
が
混
然
一
体
と
な
っ
た
文
学
者
・
国
木
田
独
歩
（
一
八
七
一

―
一
九
〇
八

）。

「
柔
い
心
臓
を
持
っ
て
い
た
」（
芥
川
㜇
之
介
）
詩
人
に
し
て
小
説
家
で
あ
る
。
そ

の
小
説
は
、
今
に
至
る
ま
で
広
く
愛
読
さ
れ
て
い
る
。『
運
命
』
は
独
歩
が
一
躍

脚
光
を
浴
び
た
代
表
的
短
編
集
で
あ
る
。「
運
命
論
者
」「
空
知
川
の
岸
辺
」「
非

凡
な
る
凡
人
」
な
ど
、
全
九
作
品
を
収
録
。

（
解
説

宗
像
和
重
）
310199Ȃ5

緑21Ȃ1

田

山

花

袋

蒲

団

ふ

と

ん

・
一

兵

卒
五
二
八
円

家
庭
が
あ
り
知
識
も
分
別
も
あ
る
、
世
間
に
名
を
知
ら
れ
た
中
年
の
作
家
の
女
弟

子
へ
の
恋
情
―
花
袋
（
一
八
七
一

―
一
九
三
〇

）
が
、
主
人
公
の
内
面
を
赤
裸
々
に
暴
き
立

て
、
作
者
自
身
の
懺
悔
録
と
し
て
文
壇
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
、
日
本
自
然
主

義
文
学
の
代
表
作
。
日
露
戦
争
の
最
中
ひ
っ
そ
り
死
ん
で
ゆ
く
哀
れ
な
一
兵
卒
を

描
い
て
読
む
者
の
胸
を
う
つ
小
品
「
一
兵
卒
」
を
併
収
。
（
解
説

相
馬
庸
郎
）
310211Ȃ8

緑21Ȃ2

田

山

花

袋

田

舎

教

師
八
一
四
円

文
学
に
憧
れ
な
が
ら
も
、
家
庭
貧
し
く
代
用
教
員
と
し
て
人
生
を
歩
み
始
め
た
青

年
・
清
三
。
同
級
生
の
学
生
生
活
や
恋
の
話
は
遠
い
世
界
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
田

舎
教
師
と
し
て
埋
没
し
ゆ
く
の
か
。
世
間
が
日
露
戦
争
の
勝
利
に
沸
く
な
か
病
没

し
た
実
在
の
青
年
の
日
記
を
元
に
、
北
関
東
の
風
物
を
織
り
交
ぜ
描
く
、
自
然
主

義
文
学
の
代
表
的
作
品
。
改
版
。

（
解
説

前
田
晁
、
尾
形
明
子
）
360032Ȃ0
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緑21Ȃ5

田

山

花

袋

一

兵

卒

の

銃

殺
六
一
六
円

第
一
㗨
世
界
大
戦
の
最
中
、
新
聞
は
、
こ
の
書
を
「
事
実
小
説
、
現
代
の
悲
劇
」

な
ど
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
文
言
を
も
っ
て
紹
介
し
た
。
若
い
一
兵
士
の
脱
営

か
ら
放
浪
、
放
火
、
銃
殺
に
い
た
る
㗡
が
短
い
時
間
の
間
に
描
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
れ
は
単
に
時
代
の
生
ん
だ
特
殊
の
悲
劇
で
は
な
く
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
の

胸
奥
を
震
撼
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
問
題
作
で
あ
る
。

（
解
説

猪
野
謙
二
）
310215Ȃ0

緑22Ȃ2

徳

田

秋

声

縮

図
七
七
〇
円

「
そ
の
ほ
の
ぼ
の
と
微
光
に
つ
つ
ま
れ
た
よ
う
な
美
し
さ
は
、
そ
う
し
た
技
巧
や

表
現
だ
け
で
来
る
も
の
で
は
な
い
…
作
者
の
心
の
温
か
さ
が
こ
の
作
の
味
を
生
ん

で
い
る
の
で
あ
る
」（
広
津
和
郎
）。
東
京
日
本
橋
で
芸
者
屋
を
営
む
銀
子
の
半
生

と
、
彼
女
を
め
ぐ
る
男
女
の
愛
欲
の
悲
劇
を
し
っ
と
り
と
描
く
。
思
想
統
制
下
、

新
聞
連
載
中
絶
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
秋
声
（
一
八
七
一

―
一
九
四
三

）
晩
年
の
最
高
㑹
作
。

310222Ȃ3

緑22Ȃ7

徳

田

秋

声

あ
ら
く
れ
・
新あ
ら

世じ
ょ

帯た
い

九
三
五
円

生
き
る
こ
と
の
哀
し
さ
、
愛
欲
の
切
な
さ
を
、
流
麗
な
日
本
語
で
描
き
続
け
た
徳

田
秋
声
。
男
と
女
の
微
妙
な
ᷤ
藤
を
見
詰
め
て
、
自
然
主
義
文
学
の
擡
頭
を
告
げ

た
「
新
世
帯
」。
物
怖
じ
せ
ず
に
一
途
に
生
き
て
い
く
、
一
人
の
女
性
の
半
生
が

瑞
々
し
く
ḷ
ら
れ
る
「
あ
ら
く
れ
」。
今
な
お
新
し
さ
に
満
ち
た
日
本
近
代
文
学

の
高
峰
・
秋
声
文
学
の
代
表
作
二
Ἣ
。

（
解
説

佐
伯
一
麦
）
310227Ȃ5

緑23Ȃ1

島

崎

藤

村
自
選

藤

村

詩

抄
七
〇
四
円

日
本
の
近
代
詩
の
出
発
点
と
な
っ
た
島
崎
藤
村
の
詩
は
、
近
代
日
本
の
自
覚
期
と

も
い
う
べ
き
歴
史
的
青
春
と
、
詩
人
お
よ
び
人
間
と
し
て
の
人
生
の
青
春
と
、
詩

の
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
若
さ
と
が
相
ま
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
比
類
の
な
い
青

春
文
学
で
あ
る
。『
若
菜
集
』『
一
葉
舟
』『
夏
草
』『
落
梅
集
』
な
ど
よ
り
自
選
。

各
詩
集
初
版
本
目
㗨
と
校
異
を
付
す
。

（
解
説

吉
田
精
一
）
310231Ȃ2

緑23Ȃ2

島

崎

藤

村

破

戒

一
〇
四
五
円

新
し
い
思
想
を
持
ち
、
新
し
い
人
間
主
義
の
教
育
に
よ
っ
て
、
不
合
理
な
社
会
を

変
え
て
行
こ
う
と
す
る
被
差
別
部
落
出
身
の
小
学
校
教
師
瀬
川
丑
松
は
、
つ
い
に

父
の
戒
め
を
破
っ
て
公
衆
の
前
で
自
ら
の
出
自
を
告
白
す
る
。
周
囲
の
因
習
と
戦

う
丑
松
の
烈
し
い
苦
悩
を
通
し
て
、
藤
村
（
一
八
七
二

―
一
九
四
三

）
は
、
四
民
平
等
は
名

目
だ
け
の
明
治
文
明
に
鋭
く
迫
る
。

（
解
説

野
間
宏
）
310232Ȃ0◆
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緑23Ȃ3

島

崎

藤

村

春

八
一
四
円

日
清
戦
争
を
は
さ
む
明
治
の
転
換
期
に
、
封
建
的
な
道
徳
や
「
家
」
の
束
縛
と
闘

っ
て
自
我
の
確
立
を
め
ざ
す
新
し
い
青
年
の
一
群
が
あ
っ
た
。
雑
誌
『
文
学
界
』

に
集
う
北
村
透
谷
・
Ṥ
口
一
葉
・
島
崎
藤
村
そ
の
他
の
人
々
で
あ
る
。
こ
の
小
説

に
は
、
理
想
と
現
実
の
矛
盾
の
中
で
激
し
く
生
き
る
こ
の
同
人
た
ち
の
青
春
の
営

み
が
、
群
像
と
し
て
見
事
に
写
し
だ
さ
れ
て
い
る
。

（
解
説

中
村
光
夫
）
310233Ȃ9

緑23Ȃ6

島

崎

藤

村

千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ

六
一
六
円

『
若
菜
集
』
刊
行
の
の
ち
、
私
塾
の
教
員
と
し
て
信
州
小
諸
で
六
年
間
を
過
ご
し

た
藤
村
（
一
八
七
二

―
一
九
四
三

）
は
、
千
曲
川
に
の
ぞ
む
そ
の
地
の
人
々
の
暮
ら
し
や
自

然
を
詩
情
豊
か
に
描
い
た
。
こ
の
小
品
集
は
、
そ
の
な
か
か
ら
作
者
自
身
が
若
い

人
た
ち
の
た
め
に
選
び
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
雑
誌
『
中
学
世
界
』

に
連
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
解
説

井
出
孫
六
）
310236Ȃ3

緑23Ȃ7

島

崎

藤

村

桜
の
実
の
熟
す
る
時

七
七
〇
円

「
思
わ
ず
彼
は
拾
い
上
げ
た
桜
の
実
を
嗅
い
で
み
て
、
お
と
ぎ
話
の
情
調
を
味
わ

っ
た
。
そ
れ
を
若
い
日
の
幸
福
の
し
る
し
と
い
う
ふ
う
に
想
像
し
て
み
た
」
─
─

藤
村
（
一
八
七
二

―
一
九
四
三

）
の
ほ
と
ば
し
る
文
学
へ
の
情
熱
、
教
え
子
へ
の
か
な
わ
ぬ

恋
を
投
影
し
た
青
春
の
自
画
像
。
同
じ
く
自
伝
的
小
説
で
あ
る
『
春
』『
新
生
』

の
、
少
年
期
か
ら
青
年
期
を
描
く
。
改
版
。
（
解
説

片
岡
良
一
・
高
橋
昌
子
）
360033Ȃ7

緑23Ȃ8～9

島

崎

藤

村

新

生
全
二
冊

前
編
品
切

後
編
八
一
四
円

作
者
四
十
一
歳
か
ら
四
十
九
歳
に
い
た
る
八
年
間
の
生
活
を
書
い
た
自
伝
的
小

説
。
妻
の
死
後
、
家
事
の
手
伝
い
を
す
る
姪
と
主
人
公
と
の
間
に
生
ず
る
不
倫
な

愛
欲
関
係
を
描
い
て
告
白
文
学
と
し
て
の
極
限
を
示
し
た
も
の
。
恥
と
苦
悩
か
ら

の
再
起
の
た
め
に
書
い
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
作
品
は
、
作
家
藤
村
の
㗦
質
の
秘
密

を
解
く
重
要
な
鍵
と
さ
れ
て
い
る
。
大
正
七
―
八
年
作
。
（
解
説

猪
野
謙
二
）
310238ȂX

緑24Ȃ2～5

島

崎

藤

村

夜

明

け

前
全
四
冊

第
一
部
上
九
四
六
円
第
一
部
下
・
第
二
部
上
各
九
三
五
円
第
二
部
下
九
六
八
円

木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る

黒
船
来
航
か
ら
長
州
征
伐
、
王
政
復
古
へ

と
続
く
幕
末
の
鼓
動
は
、
山
深
い
木
曽
路
の
宿
場
に
も
確
実
に
波
及
し
て
ゆ
く
。

父
を
モ
デ
ル
に
し
た
主
人
公
馬
籠
宿
の
本
陣
・
庄
屋
・
問
屋
を
兼
ね
る
第
十
七
代

の
当
主
青
山
半
蔵
を
通
し
て
、
明
治
維
新
と
い
う
激
動
の
時
代
の
実
相
を
克
明
に

描
い
た
藤
村
文
学
の
集
大
成
。

（
解
説

猪
野
謙
二
）
310242Ȃ8
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緑24Ȃ6

十

川

信

介
編

藤

村

文

明

論

集
九
三
五
円

パ
リ
を
始
め
海
外
諸
都
市
の
印
象
を
語
り
つ
つ
、
そ
れ
に
照
ら
し
て
、
江
戸
と
明

治
を
「
十
九
世
紀
日
本
」
と
し
て
連
続
性
で
把
え
、
内
発
的
近
代
の
可
能
性
を
提

言
し
た
島
崎
藤
村
（
一
八
七
二

―
一
九
四
三

）
の
文
明
論
集
。
第
一
㗨
大
戦
前
後
の
フ
ラ
ン

ス
へ
の
旅
、
晩
年
の
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
の
旅
と
二
度
に
わ
た
る
外
遊
の
旅
行

記
を
中
心
に
文
明
論
の
核
心
を
な
す
エ
ッ
セ
イ
を
精
選
。
江
戸
文
化
論
の
先
駆
。

310246Ȃ0

緑24Ȃ8

島

崎

藤

村

生
ひ
立
ち
の
記
他
一
Ἣ

五
七
二
円

「
生
ひ
立
ち
の
記
」
は
著
者
が
一
婦
人
に
宛
て
て
幼
時
の
生
活
を
追
想
し
て
書
か

れ
た
も
の
。
育
く
ま
れ
た
木
曾
の
自
然
を
語
り
、
古
き
東
京
を
語
り
、
忘
れ
が
た

き
人
び
と
と
、
少
年
の
経
験
と
を
語
る
。
行
文
流
麗
、
楽
し
く
語
る
中
に
も
何
も

の
か
を
読
者
に
示
唆
す
る
。「
芽
生
」
は
著
者
が
処
女
作
「
破
戒
」
を
発
表
し
文

壇
に
大
き
な
反
響
を
ま
き
お
こ
し
た
当
時
の
生
活
記
録
。

310248Ȃ7

緑25Ȃ1

Ṥ

口

一

葉

に
ご
り
え
・
た
け
く
ら
べ

四
六
二
円

酌
婦
の
身
を
嘆
き
つ
つ
日
を
送
る
菊
の
井
の
お
力
の
は
か
な
い
生
涯
を
描
い
た

「
に
ご
り
え
」。
東
京
の
下
町
を
舞
台
に
、
大
黒
屋
の
美
登
利
、
㜇
華
寺
の
信
如
、

正
太
郎
、
長
吉
た
ち
思
春
期
の
少
年
少
女
を
描
い
た
「
た
け
く
ら
べ
」。
吉
原
遊

廓
と
い
う
闇
の
空
間
と
そ
の
周
辺
に
生
き
る
人
び
と
に
目
を
向
け
た
一
葉
の
名
Ἣ

を
収
め
る
。
詳
細
な
注
を
加
え
て
の
改
版
。

（
注
・
解
説

菅
聡
子
）
310251Ȃ7◆

緑25Ȃ2

Ṥ

口

一

葉

大
つ
ご
も
り
・
十
三
夜
他
五
Ἣ

五
七
二
円

二
円
の
借
金
を
返
さ
ね
ば
年
越
で
き
ぬ
伯
父
の
た
め
に
、
主
家
の
金
を
盗
む
お
峰

の
心
の
動
揺
を
つ
ぶ
さ
に
描
く
「
大
つ
ご
も
り
」
の
ほ
か
、「
十
三
夜
」「
ゆ
く

雲
」「
う
つ
せ
み
」「
わ
れ
か
ら
」「
こ
の
子
」「
わ
か
れ
道
」
を
収
録
。
け
だ
し
一

葉
は
、
路
地
裏
の
世
界
に
貯
え
ら
れ
た
怨
念
を
、
明
治
社
会
の
陽
の
当
る
場
所
に

つ
き
だ
す
こ
と
を
辞
さ
な
か
っ
た
街
の
語
り
部
で
あ
っ
た
。
（
解
説

前
田
愛
）
310252Ȃ5

緑26Ȃ1

岡

本

綺

堂

修
禅
寺
物
語

正
雪
の
二
代
目
他
四
Ἣ

七
〇
四
円

岡
本
綺
堂
（
一
八
七
二

―
一
九
三
九

）
は
生
涯
に
史
劇
、
世
話
物
を
合
わ
せ
て
一
七
〇
Ἣ
余

と
い
う
多
く
の
戯
曲
を
作
し
、
わ
が
国
演
劇
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
本

書
に
は
彼
の
声
価
を
決
定
し
た
、
か
の
「
修
禅
寺
物
語
」
を
は
じ
め
、「
正
雪
の

二
代
目
」「
箕
輪
の
心
中
」「
能
因
法
師
」
な
ど
い
ず
れ
も
彼
の
全
作
品
中
見
逃
す

こ
と
の
で
き
ぬ
㑹
作
六
Ἣ
を
厳
選
し
て
収
め
た
。

（
解
説

戸
板
康
二
）
310261Ȃ4
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緑27Ȃ1

泉

鏡

花

高こ
う

野や

聖ひ
じ
り

・
眉
か
く
し
の
霊

五
二
八
円

北
陸
敦
賀
の
旅
の
夜
、
道
連
れ
の
高
野
の
旅
僧
が
語
る
、
若
か
り
し
日
に
僧
が
経

験
し
た
飛
ḯ
深
山
中
の
怪
異
陰
惨
な
行
脚
物
語
。「
高
野
聖
」
は
自
由
奔
放
な
幻

想
の
中
に
唯
美
ロ
マ
ン
の
極
致
を
み
ご
と
に
描
き
出
し
た
、
鏡
花
文
学
の
㑹
作
で

あ
る
。
併
収
の
「
眉
か
く
し
の
霊
」
は
木
曽
街
道
の
旅
話
に
怪
談
的
詩
境
を
織
り

込
ん
だ
作
者
晩
年
の
佳
作
。

（
解
説

吉
田
精
一
）
310271Ȃ1

緑27Ȃ2

泉

鏡

花

歌

行

燈
五
二
八
円

月
冴
え
わ
た
る
桑
名
の
夜
、
流
し
の
若
き
旅
芸
人
が
酒
を
あ
お
り
語
り
始
め
た
の

は
、
芸
へ
の
驕
り
が
招
い
た
あ
る
出
来
事
。
同
刻
、
近
く
の
旅
宿
で
は
、
二
人
の

老
客
が
薄
幸
な
芸
妓
の
身
の
上
話
に
耳
を
傾
け
る
。
揺
ら
め
く
町
の
行
燈
。
交
錯

す
る
二
つ
の
場
の
語
り
。
そ
れ
ら
が
混
然
と
融
合
し
た
時
、
新
た
な
世
界
が
立
ち

現
れ
る
。
改
版
。

（
解
説

久
保
田
万
太
郎
、
秋
山
稔
）
360028Ȃ3

緑27Ȃ3

泉

鏡

花

夜や

叉し
ゃ

ケが

池い
け

・
天
守
物
語

四
六
二
円

そ
の
昔
竜
神
が
封
じ
こ
め
ら
れ
た
夜
叉
ケ
池
。
萩
原
は
た
だ
一
人
、
そ
の
言
伝
え

を
守
り
日
に
三
度
の
鐘
撞
き
を
続
け
る
が
…
…
。
幻
想
と
現
実
が
巧
み
に
溶
け
あ

わ
さ
れ
た
「
夜
叉
ケ
池
」。
播
州
姫
路
城
の
天
守
に
す
む
と
い
う
妖
精
夫
人
富
姫

の
伝
説
に
取
材
し
て
卓
抜
な
イ
メ
ー
ジ
を
展
開
さ
せ
た
「
天
守
物
語
」。
近
年
新

た
な
脚
光
を
あ
び
る
鏡
花
の
㑹
作
戯
曲
二
Ἣ
。

（
解
説

澁
澤
㜇
彦
）
310273Ȃ8

緑27Ȃ4

泉

鏡

花

草く
さ

迷め
い

宮き
ゅ
う

五
九
四
円

幼
な
子
の
昔
、
亡
き
母
が
唄
っ
て
く
れ
た
手
毬
唄
。
耳
底
に
残
る
あ
の
懐
か
し
い

唄
が
も
う
一
度
聞
き
た
い
。
母
へ
の
憧
憬
を
胸
に
唄
を
捜
し
求
め
て
彷
徨
す
る
青

年
が
た
ど
り
つ
い
た
の
は
、
妖
怪
に
護
ら
れ
た
美
女
の
棲
む
荒
屋
敷
だ
っ
た
。
毬

つ
き
唄
を
主
軸
に
語
り
の
時
間
・
空
間
が
重
層
し
て
、
鏡
花
な
ら
で
は
の
物
語
の

迷
宮
世
界
が
顕
現
す
る
。

（
解
説

種
村
季
弘
）
310274Ȃ6

緑27Ȃ5

泉

鏡

花

春し
ゅ
ん

昼ち
ゅ
う

・
春し
ゅ
ん

昼ち
ゅ
う

後ご

刻こ
く

五
二
八
円

う
と
う
と
と
夢
で
も
見
そ
う
な
の
ど
か
な
春
の
昼
さ
が
り
、
散
策
の
途
㗨
た
ち
よ

っ
た
山
寺
で
住
職
か
ら
明
か
さ
れ
た
の
は
、
一
㒒
の
出
会
い
の
の
ち
、
不
可
思
議

な
夢
の
契
り
に
相
結
ば
れ
た
男
女
の
物
語
だ
っ
た
。
あ
く
ま
で
明
る
い
春
の
光
の

中
、
夢
は
夢
へ
と
重
な
り
あ
っ
て
、
不
気
味
な
宿
命
の
物
語
が
展
開
す
る
。
鏡
花

随
一
の
㑹
作
と
の
呼
び
ご
え
高
い
連
作
。

（
解
説

川
村
二
郎
）
310275Ȃ4
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緑27Ȃ6

川

村

二

郎
編

鏡

花

短

Ἣ

集
七
〇
四
円

現
実
界
を
超
え
、
非
在
と
実
在
が
交
錯
し
あ
う
幻
視
の
空
間
を
現
出
さ
せ
る
鏡
花

の
文
学
。
そ
の
文
章
に
ひ
そ
む
魔
力
は
、
短
Ἣ
に
お
い
て
こ
そ
最
も
あ
ざ
や
か
に

顕
現
す
る
。
凝
集
し
た
き
ら
め
き
を
放
つ
そ
う
し
た
作
品
群
か
ら
、
定
評
あ
る

「
竜
潭
㞍
」「
国
貞
え
が
く
」
を
は
じ
め
、
絶
品
と
い
う
べ
き
「
二
、
三
羽

十

二
、
三
羽
」
な
ど
九
Ἣ
を
選
び
収
め
る
。

310276Ȃ2

緑27Ȃ7

泉

鏡

花

日

本

橋
六
六
〇
円

『
日
本
橋
』
は
作
者
が
、
自
然
主
義
者
流
の
肉
欲
的
恋
愛
観
が
風
靡
し
て
い
た
当

時
の
風
潮
に
抗
し
て
書
き
下
し
た
も
の
。
材
を
紅
燈
の
᷿
に
と
り
、
自
己
の
信
ず

る
愛
情
の
在
り
方
を
そ
こ
に
生
き
る
女
に
托
し
て
描
い
た
本
Ἣ
こ
そ
は
日
本
的
風

土
か
ら
生
れ
出
た
名
品
で
あ
る
。
読
者
は
稀
代
の
名
文
家
鏡
花
の
文
章
の
妙
味
を

心
ゆ
く
ま
で
味
わ
え
よ
う
。

（
解
説

佐
藤
春
夫
）
310277Ȃ0

緑27Ȃ12

泉

鏡

花

外
科
室
・
海
城
発
電
他
五
Ἣ

七
七
〇
円

一
度
目
を
か
わ
し
た
だ
け
で
恋
に
お
ち
た
学
生
と
少
女
が
、
歳
月
を
へ
だ
て
て
、

そ
れ
ぞ
れ
外
科
医
師
と
患
者
の
貴
婦
人
と
し
て
手
術
室
の
中
で
再
会
し
、
愛
に
殉

ず
る

鏡
花
文
学
の
原
型
を
も
っ
と
も
よ
く
示
す
こ
の
「
外
科
室
」
を
は
じ
め

と
す
る
初
期
の
代
表
作
集
。
他
に
「
義
血
ᷬ
血
」（「
滝
の
白
糸
」
の
原
作
）「
夜

行
巡
査
」「
琵
琶
伝
」「
化
銀
杏
」「
凱
旋
祭
」
を
収
録
。

（
解
説

川
村
二
郎
）
312712Ȃ9

緑27Ȃ16

泉

鏡

花

湯

島

詣
他
一
Ἣ

五
七
二
円

世
間
の
荒
波
に
揉
ま
れ
つ
く
し
た
芸
者
蝶
吉
を
主
人
公
と
し
、
こ
れ
に
華
族
の
令

嬢
を
妻
に
し
た
端
麗
な
青
年
神
月
梓
を
配
し
、
妻
を
捨
て
た
梓
が
、
彼
を
想
う
あ

ま
り
狂
人
と
な
っ
た
蝶
吉
と
つ
い
に
心
中
す
る
「
湯
島
詣
」
と
、
亡
き
役
者
の
浴

衣
を
川
に
流
し
て
供
養
す
る
下
町
娘
の
あ
わ
れ
と
、
脱
俗
し
た
老
船
頭
の
情
を
描

い
た
江
戸
情
緒
豊
か
な
「
ᷤ
飾
砂
子
」
を
収
め
る
。

（
解
説

奥
野
信
太
郎
）
312716Ȃ1

緑27Ȃ17

吉

田

昌

志
編

鏡

花

随

筆

集

一
〇
四
五
円

「
外
出
の
用
を
控
え
た
人
や
働
く
方
た
ち
に
は
、
こ
う
云
っ
て
は
失
礼
だ
け
ど
、

四
時
と
も
、
私
は
雨
が
大
好
き
…
…
」（「
雨
の
ゆ
う
べ
」）。
自
然
に
風
土
に
、
生

活
に
食
に
芸
能
に
、
そ
し
て
思
い
出
に

生
活
に
根
ざ
し
た
随
筆
に
こ
そ
あ
ら

わ
れ
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
鏡
花
の
世
界
。
多
彩
な
題
材
と
執
筆
時
期
の
全
五
十
五

Ἣ
を
収
録
。
現
代
の
読
者
の
た
め
に
詳
細
な
注
を
付
す
、
初
の
文
庫
版
随
筆
集
。

312717Ȃ9◆
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緑27Ȃ18

泉

鏡

花

化
鳥
・
三
尺
角
他
六
Ἣ

八
一
四
円

「
犬
も
猫
も
人
間
も
お
ん
な
じ
だ
っ
て
。
…
…
い
ま
に
皆
分
か
る
ん
だ
ね
」（「
化

鳥
」）。
思
い
や
痛
み
が
境
界
を
溶
か
し
、
草
木
鳥
獣
、
死
者
と
人
と
が
結
び
あ
う

鮮
や
か
に
目
の
前
の
世
界
を
読
み
換
え
る
鏡
花
の
物
語
た
ち
。
表
題
作
の
他

「
清
心
庵
」「
木
霊
」「
朱
日
記
」「
第
二
菎
蒻
本
」「
皮
ᷥ
の
怪
」「
茸
の
舞
姫
」
を

収
録
、
詳
細
な
注
を
付
す
。

（
注
・
解
説

松
村
友
視
）
312718Ȃ6◆

緑27Ȃ19

田

中

励

儀
編

鏡

花

紀

行

文

集品
切

「
…
…
あ
あ
、
美
し
さ
に
気
味
が
悪
い
」（「
十
和
田
湖
」）。
湯
の
町
修
善
寺
・
飯

坂
温
泉
、
猪
苗
代
に
京
大
阪
、
暮
ら
し
た
ḟ
子
に
な
じ
み
の
深
川
。
食
べ
も
の
乗

り
も
の
、
唄
に
鳥
。
旅
は
道
づ
れ
弥
㗨
喜
多
道
中
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
か
け

て
、
鏡
花
と
旅
す
る
十
六
Ἣ
。
小
説
で
は
見
え
な
い
鏡
花
の
㗡
に
出
会
え
る
、
は

じ
め
て
の
紀
行
文
集
。
現
代
の
読
者
の
た
め
に
詳
細
な
注
を
付
す
。

312719Ȃ3◆

緑28Ȃ2

高

浜

虚

子

俳
句
は
か
く
解
し
か
く
味
う

五
九
四
円

芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
・
子
規
な
ど
元
禄
か
ら
明
治
ま
で
四
十
六
人
の
俳
人
の
句
お

よ
そ
二
百
句
を
と
り
あ
げ
、
俳
句
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
ど
う
味
わ
っ
た
ら
よ

い
か
を
説
く
。
ず
ば
り
と
句
の
核
心
を
言
い
あ
て
る
評
解
、
自
在
な
語
り
口
は
見

事
と
い
う
他
は
な
い
が
、
そ
の
背
後
に
は
「
俳
句
は
即
ち
芭
蕉
の
文
学
」
だ
と
す

る
虚
子
（
一
八
七
四

―
一
九
五
九

）
の
確
信
が
あ
っ
た
。

（
解
説

大
岡
信
）
310282Ȃ7

緑28Ȃ10

高

浜

虚

子

回
想

子

規

・

漱

石品
切

四
国
松
山
の
中
学
生
高
浜
虚
子（
一
八
七
四

―
一
九
五
九

）は
、
当
時
帝
大
生
で
あ
っ
た
正
岡

子
規
と
そ
の
友
人
夏
目
漱
石
に
出
会
う
。
師
と
の
短
い
が
濃
密
な
人
間
関
係

「
子
規
居
士
と
余
」。
虚
子
主
宰
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
を

発
表
し
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
て
ゆ
く
漱
石

「
漱
石
氏
と
私
」。
二
人
の
希
有

な
巨
人
と
の
交
流
を
綴
る
虚
子
な
ら
で
は
の
回
想
録
二
Ἣ
。（
解
説

紅
野
敏
郎
）
360012Ȃ6◆

緑32Ȃ1

蒲

原

有

明

有

明

詩

抄
六
一
六
円

藤
村
・
晩
翠
に
よ
る
わ
が
国
新
体
詩
勃
興
期
の
後
を
う
け
、
そ
の
爛
熟
期
の
明
治

詩
壇
に
あ
っ
て
明
星
の
ご
と
く
清
新
に
輝
く
の
が
蒲
原
有
明
（
一
八
七
五

―
一
九
五
二

）
で

あ
る
。
優
婉
き
わ
ま
り
な
い
象
徴
詩
に
お
い
て
探
り
え
た
詩
境
は
余
人
の
追
従
を

許
さ
ず
、
そ
の
価
値
は
不
滅
で
あ
る
。
本
書
に
は
「
草
わ
か
ば
」「
独
絃
哀
歌
」

「
春
鳥
集
」「
有
明
集
以
後
」
の
作
品
か
ら
代
表
的
な
詩
Ἣ
を
収
め
た
。

310321Ȃ1
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緑34Ȃ1

山
内
義
雄
・
矢
野
峰
人
編

上
田
敏
全
訳
詩
集

一
〇
〇
一
円

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
、
マ
ラ
ル

メ
、
ラ
ン
ボ
ー
等
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
踏
派
・
象
徴
派
の
詩
を
美
し
い
日
本
語
に
移

し
か
え
た
上
田
敏
（
一
八
七
四

―
一
九
一
六

）
の
訳
詩
は
、
薄
田
泣
菫
・
蒲
原
有
明
を
は
じ

め
北
原
白
秋
・
三
木
露
風
ら
日
本
の
近
代
詩
に
比
類
な
き
影
響
を
与
え
た
。
本
書

は
、
訳
詩
集
『
海
潮
音
』『
牧
羊
神
』
を
は
じ
め
訳
詩
す
べ
て
を
収
め
た
定
本
。

310341Ȃ6

緑36Ȃ3

有

島

武

郎

宣

言
四
六
二
円

深
い
友
情
に
結
ば
れ
る
青
年
Ａ
と
Ｂ
は
、
ひ
と
り
の
女
性
を
め
ぐ
っ
て
恋
と
友
情

の
危
機
に
直
面
す
る
。
が
、
恋
に
破
れ
た
Ａ
は
苛
酷
な
運
命
に
対
し
て
男
ら
し
い

決
然
た
る
態
度
を
示
し
、
恋
を
得
た
Ｂ
も
ま
た
己
れ
の
真
実
を
か
く
す
こ
と
な
く

厳
し
い
宣
言
を
も
っ
て
友
に
応
え
る
。
妥
協
的
な
日
常
性
の
哲
学
を
見
事
に
打
破

し
た
作
者
（
一
八
七
八

―
一
九
二
三

）
初
期
の
、
書
簡
体
で
描
い
た
思
想
小
説
。

310363Ȃ7

緑36Ȃ7

有

島

武

郎

一ひ
と

房ふ
さ

の

葡ぶ

萄ど
う

他
四
Ἣ

四
六
二
円

有
島
武
郎
（
一
八
七
八

―
一
九
二
三

）
が
生
前
に
残
し
た
創
作
集
は
『
一
房
の
葡
萄
』
た
だ

一
冊
で
あ
る
。
挿
絵
と
装
丁
を
自
ら
手
が
け
、
早
く
母
を
失
っ
た
三
人
の
愛
児
へ

の
献
辞
と
と
も
に
表
題
作
ほ
か
三
Ἣ
が
収
め
て
あ
る
。
童
話
と
は
い
う
も
の
の
、

人
生
の
真
実
が
明
暗
と
も
に
容
赦
な
く
書
き
こ
ま
れ
て
お
り
、
有
島
な
ら
で
は
の

作
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
「
火
事
と
ポ
チ
」
を
加
え
た
。
（
解
説

中
野
孝
㗨
）
310367ȂX

緑37Ȃ1～5

小

宮

豊

隆
編

寺
田
寅
彦
随
筆
集
全
五
冊

一
・
二
・
四
Ą各
八
一
四
円

三
・
五
Ą各
七
七
〇
円

寺
田
寅
彦
（
一
八
七
八

―
一
九
三
五

）
の
随
筆
は
芸
術
感
覚
と
科
学
精
神
と
の
希
有
な
結
合

か
ら
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
み
ご
と
な
調
和
を
た
も
っ
て
い
る
。
し
か
も
主
題
が
人

生
で
あ
れ
自
然
で
あ
れ
、
そ
の
語
り
く
ち
か
ら
は
い
つ
も
温
い
人
間
味
が
伝
わ
っ

て
来
る
。
二
十
代
か
ら
最
晩
年
の
五
十
代
後
半
ま
で
書
き
つ
が
れ
た
数
多
の
随
筆

か
ら
珠
玉
の
百
十
余
Ἣ
を
選
ん
で
こ
れ
を
五
巻
に
編
ん
だ
。

310371Ȃ8

緑37Ȃ7

寺

田

寅

彦

柿

の

種
八
一
四
円

日
常
の
な
か
の
不
思
議
を
研
究
し
た
物
理
学
者
で
、
随
筆
の
名
手
と
し
て
も
知
ら

れ
る
寺
田
寅
彦
の
短
文
集
。
大
正
九
年
に
始
ま
る
句
誌
「
渋
柿
」
へ
の
連
載
か
ら

病
床
で
の
口
授
筆
記
ま
で
を
含
む
一
七
六
Ἣ
。「
な
る
べ
く
心
の
忙
（
せ
わ
）
し

く
な
い
、
ゆ
っ
く
り
し
た
余
裕
の
あ
る
時
に
、
一
節
ず
つ
間
を
お
い
て
読
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
著
者
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

（
解
説

池
内
了
）
310377Ȃ7◆
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緑38Ȃ1

与
謝
野
晶
子
自
選

与
謝
野
晶
子
歌
集

九
三
五
円

『
み
だ
れ
髪
』
で
明
治
の
歌
壇
に
新
し
い
流
れ
を
導
き
、
文
学
殿
堂
に
「
黄
金
の

釘
」
を
打
ち
つ
づ
け
た
与
謝
野
晶
子
の
歌
は
、
近
代
を
最
も
近
代
的
に
生
き
た
一

人
の
女
の
軌
跡
を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
語
っ
て
い
て
感
銘
深
い
。
本
書
は
、
昭
和

九
年
ま
で
の
全
歌
集
か
ら
自
選
し
た
二
九
六
三
首
に
加
え
、
晩
年
の
歌
集
『
白
桜

集
』
よ
り
秀
歌
百
首
を
追
補
し
た
。

（
解
説

馬
場
あ
き
子
）
310381Ȃ5

緑38Ȃ2

鹿
野
政
直
・
香
内
信
子
編

与
謝
野
晶
子
評
論
集

八
九
一
円

大
正
四
年
、
当
時
の
代
表
的
雑
誌
『
太
陽
』
に
よ
っ
て
論
壇
に
登
場
し
た
与
謝
野

晶
子
は
、
婦
人
問
題
を
軸
に
社
会
、
政
治
、
教
育
問
題
等
に
旺
盛
な
評
論
活
動
を

展
開
し
た
。
詩
人
的
直
感
力
に
よ
っ
て
問
題
の
本
質
を
見
事
に
把
え
た
評
論
は
、

今
日
読
ん
で
も
極
め
て
魅
力
的
で
あ
り
、
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
晶

子
の
全
容
を
知
る
上
で
も
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
二
十
七
Ἣ
を
収
録
。

310382Ȃ3

緑38Ȃ3

与
謝
野
晶
子

私

の

生

い

立

ち
七
〇
四
円

晶
子
の
知
ら
れ
ざ
る
自
伝
。
生
家
、
家
族
、
遊
び
友
だ
ち
、
学
校
、
街
の
風
景
な

ど
、
堺
で
少
女
時
代
を
過
ご
し
た
晶
子
の
生
活
と
心
情
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
、
一
少

女
の
立
場
か
ら
素
直
に
綴
る
。
大
人
に
な
っ
た
晶
子
が
記
憶
に
残
る
少
女
の
㗡
を

記
録
に
留
め
た
「
私
の
見
た
少
女
」
を
併
収
。
大
歌
人
を
育
ん
だ
時
代
の
風
景

を
、
竹
久
夢
二
の
挿
画
と
と
も
に
、
し
み
じ
み
と
味
わ
う
。
(解
説

今
野
寿
美
)
310383Ȃ8◆

緑39Ȃ2

正

宗

白

鳥

入
江
の
ほ
と
り
他
一
Ἣ

五
〇
六
円

瀬
戸
内
海
の
入
江
の
ほ
と
り
に
あ
る
大
き
な
旧
家
の
お
の
お
の
性
格
の
違
っ
た
多

く
の
兄
弟
の
生
活
を
描
き
な
が
ら
、
人
間
性
の
内
奥
を
冷
厳
な
目
で
探
ろ
う
と
し

た
「
入
江
の
ほ
と
り
」。
恋
の
た
め
家
を
す
て
て
上
京
し
た
お
国
が
、
甘
い
恋
の

夢
も
破
れ
、
妾
生
活
に
落
ち
ぶ
れ
る
が
、
昔
の
夢
を
捨
て
き
れ
な
い
と
い
う
「
微

光
」。
と
も
に
自
然
主
義
文
学
の
代
表
作
と
い
わ
れ
る
。

（
解
説

谷
川
徹
三
）
310392Ȃ0

緑41Ȃ4

永

井

荷

風

つ
ゆ
の
あ
と
さ
き

五
二
八
円

銀
座
の
カ
フ
ェ
ー
の
女
給
君
江
は
、
容
貌
は
十
人
並
だ
が
物
言
う
時
、「
瓢
の
種

の
よ
う
な
歯
の
間
か
ら
、
舌
の
先
を
動
か
す
の
が
一
際
愛
く
る
し
い
」
女
性
で
あ

る
。
こ
の
、
ᷕ
蕩
だ
が
㞖
し
い
生
活
力
の
あ
る
主
人
公
に
、
パ
ト
ロ
ン
の
通
俗
作

家
清
岡
を
は
じ
め
彼
女
を
取
巻
く
男
性
の
浅
薄
な
生
き
方
を
対
比
さ
せ
て
、
荷
風

独
得
の
文
明
批
評
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

（
解
説

中
村
真
一
郎
）
310414Ȃ5
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緑41Ȃ5

永

井

荷

風

㰣ぼ
く

東と
う

綺き

ᩀだ
ん

五
九
四
円

取
材
の
た
め
に
訪
れ
た
向
島
は
玉
の
井
の
私
娼
窟
で
小
説
家
大
江
匡
は
お
雪
と
い

う
女
に
出
会
い
、
や
が
て
足
繁
く
通
う
よ
う
に
な
る
。
物
語
は
こ
う
し
て
㰣
東
陋

᷿
を
舞
台
に
つ
ゆ
明
け
か
ら
秋
の
彼
岸
ま
で
の
季
節
の
移
り
変
り
と
と
も
に
美
し

く
も
、
哀
し
く
展
開
し
て
ゆ
く
。
昭
和
十
二
年
、
荷
風
（
一
八
七
九

―
一
九
五
九

）
五
十
八

歳
の
作
。
木
村
荘
八
の
挿
絵
が
興
趣
を
そ
え
る
。

（
解
説

竹
盛
天
雄
）
310415Ȃ3◆

緑41Ȃ7～8

野
口
冨
士
男
編

荷

風

随

筆

集
全
二
冊

上
七
七
〇
円

下
八
一
四
円

江
戸
讃
美
、
戯
作
者
意
識
、
文
人
的
な
日
常
生
活
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
浮
薄
な

近
代
化
に
対
す
る
文
明
批
評
家
荷
風
の
抵
抗
の
顕
現
に
他
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た

作
者
の
精
神
の
内
実
を
よ
く
伝
え
る
随
筆
の
う
ち
、
上
巻
に
は
『
日
和
下
駄
』
を

始
め
と
す
る
東
京
を
論
じ
た
も
の
、
下
巻
に
は
実
生
活
に
基
づ
く
『
妾
宅
』、『
小

説
作
法
』
等
を
収
め
、
荷
風
文
学
の
妙
味
を
味
わ
え
る
よ
う
編
集
し
た
。

310417ȂX

緑42Ȃ0～1

永

井

荷

風

磯

田

光

一
編

摘
録

断
腸
亭
日
乗
全
二
冊

上
一
〇
四
五
円

下
一
〇
〇
一
円

永
井
荷
風
（
一
八
七
九

―
一
九
五
九

）
は
三
十
八
歳
か
ら
七
十
九
歳
の
死
の
直
前
ま
で
四
十

二
年
間
に
わ
た
っ
て
日
記
を
書
き
つ
づ
け
た
。
断
腸
亭
は
荷
風
の
別
号
、
日
乗
と

は
日
記
の
こ
と
。
岩
波
版
全
集
で
約
三
千
ペ
ー
ジ
に
の
ぼ
る
そ
の
全
文
か
ら
エ
ッ

セ
ン
ス
を
抄
出
し
読
み
や
す
い
形
で
提
供
す
る
。
こ
の
壮
絶
な
個
人
主
義
者
は
い

か
に
生
き
、
い
か
に
時
代
を
見
つ
づ
け
た
か
。

（
解
説

竹
盛
天
雄
）
310420ȂX

緑42Ȃ2

永

井

荷

風

す
み
だ
川
･新し
ん

橋き
ょ
う

夜
話
他
一
Ἣ

八
九
一
円

母
を
常
磐
津
の
師
匠
に
、
伯
父
を
俳
諧
の
宗
匠
に
持
つ
中
学
生
長
吉
の
、
い
ま
は

芸
妓
に
な
っ
た
幼
馴
染
お
糸
へ
の
恋
心
を
、
詩
情
豊
か
に
描
い
た
「
す
み
だ
川
」。

ま
た
花
柳
界
に
遊
ん
だ
作
者
が
、
こ
の
世
界
の
裏
面
を
つ
ぶ
さ
に
見
聞
し
自
ら
も

味
わ
っ
た
痛
切
な
体
験
を
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
小
Ἣ
に
仕
立
て
て
な
っ
た
「
新

橋
夜
話
」
の
他
、「
深
川
の
唄
」
を
加
え
て
一
冊
と
し
た
。
（
解
説

竹
盛
天
雄
）
310422Ȃ6

緑42Ȃ6

永

井

荷

風

あ

め

り

か

物

語
九
三
五
円

明
治
四
十
一
年
、
自
然
主
義
文
学
の
隆
盛
に
新
鮮
な
一
撃
を
く
わ
え
た
短
Ἣ
集
。

文
明
の
落
差
を
み
つ
め
る
洋
行
者
や
異
郷
に
あ
る
日
本
人
の
胸
底
の
思
い
が
、
シ

ア
ト
ル
・
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・
首
都
・
Ｎ
Ｙ
の
描
写
に
明
滅
す
る
。「
林
間
」「
酔
美

人
」「
夜
半
の
酒
場
」「
支
那
街
の
記
」

近
代
人
の
感
性
に
胚
胎
し
た
都
市
の

散
文
は
、
や
が
て
『
ふ
ら
ん
す
物
語
』
に
花
開
く
。

（
解
説

川
本
皓
嗣
）
310426Ȃ9
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緑42Ȃ8

永

井

荷

風

下

谷

叢

話
七
七
〇
円

絶
対
の
存
在
で
あ
っ
た
文
学
上
の
師
ᷞ
外
の
死
に
続
き
、「
わ
が
青
春
の
夢
も
ま

た
消
え
に
け
り
」
と
い
う
痛
恨
事
、
関
東
大
震
災
が
荷
風
を
襲
っ
た
。
翌
年
、
四

五
歳
の
荷
風
は
、
幼
い
一
時
期
を
過
ご
し
た
下
谷
の
家
、
そ
こ
に
住
ん
だ
母
方
の

祖
父
鷲
津
毅
堂
や
そ
の
周
辺
の
、
時
代
の
潮
流
に
超
然
と
生
き
た
幕
末
維
新
の
漢

詩
壇
の
人
々
を
、
大
き
な
共
感
を
も
っ
て
描
く
。

（
注
・
解
説

成
瀬
哲
生
）
310428Ȃ5

緑42Ȃ9

永

井

荷

風

ふ

ら

ん

す

物

語

一
〇
四
五
円

「
現
実
に
見
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
見
ざ
る
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
、
更
に
美
し
く
、

実
に
優
し
か
っ
た
。」
明
治
四
十
年
七
月
、
二
十
七
歳
の
荷
風
は
四
年
間
の
ア
メ

リ
カ
滞
在
の
後
、
憧
れ
の
地
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
。
彼
が
生
涯
愛
し
た
フ
ラ
ン
ス

で
の
恋
、
夢
、
そ
し
て
日
本
へ
の
絶
望

日
本
近
代
文
学
屈
指
の
青
春
文
学

を
、
発
禁
と
な
っ
た
初
版
本
の
形
で
収
め
る
。

（
解
説

川
本
皓
嗣
）
310429Ȃ3

緑42Ȃ11

永

井

荷

風

浮

沈
・
踊

子
他
三
Ἣ

七
七
〇
円

昭
和
十
年
代
の
東
京
を
舞
台
に
、
懸
命
に
生
き
る
若
い
女
性
の
起
伏
に
と
ん
だ
日

々
を
描
い
た
『
浮
沈
』、
浅
草
の
踊
子
が
、
荒
廃
・
緊
迫
し
た
時
代
の
中
を
、
㞖

し
く
生
き
る
㗡
を
活
写
し
た
『
踊
子
』。
戦
時
下
に
書
か
れ
た
散
文
詩
を
思
わ
せ

る
小
品
を
併
載
。
時
代
へ
の
批
判
者
に
よ
る
抵
抗
の
文
学
。
終
戦
直
後
に
発
表
さ

れ
、
文
豪
の
復
活
を
告
げ
た
。

（
解
説

持
田
叙
子
）
360034Ȃ4

緑42Ȃ12

永

井

荷

風

花
火
・
来
訪
者
他
十
一
Ἣ

七
七
〇
円

大
逆
事
件
と
時
代
へ
の
批
判
、
諦
観
の
想
い
を
述
べ
た
「
花
火
」、
反
時
代
性
の

果
て
に
あ
る
エ
ロ
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
夏
す
が
た
」、
江
戸
情
調
を
文
章
に
醇

化
し
た
戦
前
の
小
説
、
随
筆
を
精
選
し
た
。「
来
訪
者
」
は
、
戦
中
に
執
筆
、
終

戦
直
後
、
発
表
の
実
験
小
説
。
鶴
屋
南
北
の
「
四
谷
怪
談
」
を
連
想
さ
せ
る
、
男

女
の
交
情
を
凄
愴
の
趣
を
込
め
描
い
た
問
題
作
。

（
解
説

多
田
蔵
人
）
360035Ȃ1

緑42Ȃ13

永

井

荷

風

問
は
ず
が
た
り
・
吾
妻
橋
他
十
六
Ἣ

八
九
一
円

一
九
四
五
年
三
月
の
東
京
大
空
襲
以
後
、
荷
風
は
、
戦
時
下
の
各
地
を
転
々
と
す

る
。
終
戦
後
は
市
川
に
移
住
、
終
の
棲
家
と
し
た
。
戦
中
戦
後
に
渉
り
執
筆
さ
れ

た
、
濃
艶
な
男
女
の
交
情
の
物
語
「
問
は
ず
が
た
り
」
を
は
じ
め
、
晩
年
を
迎
え

た
文
豪
・
荷
風
が
戦
後
の
人
情
、
風
景
を
淡
々
と
し
か
も
哀
感
を
込
め
て
描
い
た

小
説
、
戯
曲
、
随
筆
か
ら
十
八
Ἣ
を
収
録
す
る
。

（
解
説

岸
川
俊
太
郎
）
360036Ȃ8
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緑44Ȃ2

山
口
茂
吉
・
柴
生
田
稔
・
佐
藤
佐
太
郎
編

斎

藤

茂

吉

歌

集
八
一
四
円

斎
藤
茂
吉
は
近
代
短
歌
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
ま
た
広
く
日
本
の
近
代
精
神
を
体

現
し
た
文
学
者
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
作
品
は
、
深
く
人
間
性
に
根
ざ
し
て
微
妙

の
情
感
を
伝
え
、
万
人
の
心
に
共
感
を
も
た
ら
す
。
本
書
に
は
全
作
歌
一
万
七
千

余
首
の
な
か
か
ら
一
六
九
〇
首
を
精
選
し
、
秀
作
、
問
題
作
を
こ
と
ご
と
く
収
め

る
と
と
も
に
、
茂
吉
一
代
の
歩
み
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

310442Ȃ0

緑45Ȃ4

鈴
木
三
重
吉

千

鳥
他
四
Ἣ

五
〇
六
円

瀬
戸
内
海
の
あ
る
小
島
の
宿
で
病
を
養
う
青
年
が
藤
さ
ん
と
い
う
若
い
女
に
会

う
。
女
は
淡
き
二
日
の
語
ら
い
に
、
千
鳥
の
柄
の
㒶
の
紋
羽
二
重
の
片
袖
を
形
見

に
残
し
て
知
ら
ぬ
間
に
い
な
く
な
る
。
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
の

唯
美
的
・
浪
漫
的
な
作
品
「
千
鳥
」（
明
治
三
九
年
作
）
は
漱
石
の
讃
辞
を
浴
び

た
。
他
に
、「
山
彦
」「
お
み
つ
さ
ん
」「
烏
物
語
」「
黒
髪
」
を
収
録
。

310454Ȃ4

緑45Ȃ5

勝

尾

金

弥
編

鈴
木
三
重
吉
童
話
集

七
〇
四
円

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
を
創
刊
、
低
俗
な
教
訓
性
や

娯
楽
性
で
成
り
立
っ
て
い
た
従
来
の
お
伽
噺
を
「
子
ど
も
の
心
の
特
殊
性
に
即
し

た
」
童
話
に
ま
で
高
め
た
作
品
を
掲
載
、
児
童
文
学
史
に
大
き
な
足
跡
を
の
こ
し

た
小
説
家
、
鈴
木
三
重
吉
の
童
話
集
。「
湖
水
の
女
」「
黄
金
鳥
」「
ぶ
し
ょ
う
も

の
」「
や
ど
な
し
犬
」「
大
震
火
災
記
」
な
ど
十
三
Ἣ
を
収
録
。

310455Ȃ2

緑46Ȃ2

志

賀

直

哉

小

僧

の

神

様
他
十
Ἣ

七
〇
四
円

志
賀
直
哉
（
一
八
八
三

―
一
九
七
一

）
は
、
他
人
の
文
章
を
褒
め
る
時
「
目
に
見
え
る
よ
う

だ
」
と
表
し
た
と
い
う
。
作
者
が
見
た
、
屋
台
の
す
し
屋
に
小
僧
が
入
っ
て
来
て

一
度
持
っ
た
す
し
を
価
を
い
わ
れ
ま
た
置
い
て
出
て
行
っ
た
、
と
い
う
情
景
か
ら

生
ま
れ
た
「
小
僧
の
神
様
」
を
は
じ
め
、
す
べ
て
「
目
に
み
え
る
よ
う
」
に
書
か

れ
た
短
Ἣ
十
一
Ἣ
を
収
め
た
作
者
自
選
短
Ἣ
集
。

（
解
説

紅
野
敏
郎
）
310462Ȃ5◆

緑46Ȃ3

志

賀

直

哉

万

暦

赤

絵
他
二
十
二
Ἣ

九
三
五
円

外
に
女
が
で
き
て
妻
に
心
を
つ
か
う
男
を
描
い
た
一
連
の
作
『
山
科
の
記
憶
』

『
痴
情
』『
瑣
事
』『
晩
秋
』、
生
き
も
の
と
の
暮
し
を
書
い
た
『
濠
端
の
住
ま
い
』、

美
術
品
に
対
す
る
作
者
の
透
徹
し
た
目
が
う
か
が
え
る
『
万
暦
赤
絵
』、
他
に

『
矢
島
柳
堂
』『
転
生
』『
鳥
取
』『
朝
昼
晩
』『
月
曜
日
』『
池
の
縁
』『
颱
風
』『
菰

野
』『
邦
子
』『
豊
年
虫
』『
雪
の
日
』『
荒
絹
』
ほ
か
を
収
め
る
自
選
集
。

310463Ȃ3
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緑46Ȃ4～5

志

賀

直

哉

暗

夜

行

路
全
二
冊

前
Ἣ
七
七
〇
円

後
Ἣ
八
九
一
円

六
十
年
に
及
ぶ
文
学
的
生
涯
の
な
か
ば
近
く
の
歳
月
を
要
し
て
成
っ
た
、
志
賀
直

哉
（
一
八
八
三

―
一
九
七
一

）
唯
一
の
長
Ἣ
小
説
。
祖
父
と
母
と
の
不
義
の
子
と
し
て
生
ま

れ
た
宿
命
に
苦
悩
す
る
主
人
公
時
任
謙
作
が
、
や
が
て
あ
る
平
安
の
境
地
に
達
す

る
ま
で
の
内
的
発
展
の
過
程
を
描
く
。
人
生
と
仕
事
の
上
に
求
め
て
き
た
も
の
す

べ
て
が
投
入
さ
れ
た
、
作
者
の
代
表
作
。

（
解
説

阿
川
弘
之
）
310464Ȃ1

緑46Ȃ6

高

橋

英

夫
編

志
賀
直
哉
随
筆
集

九
三
五
円

勁
い
簡
潔
な
文
体
で
、
自
然
の
た
た
ず
ま
い
、
鳥
獣
虫
魚
の
生
態
、
人
間
の
深
い

感
情
の
動
き
を
捉
え
、
デ
ィ
テ
ー
ル
を
鮮
明
に
描
き
出
す
こ
と
に
よ
り
「
全
体
」

を
表
現
し
た
卓
越
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
作
家
志
賀
直
哉
（
一
八
八
三

―
一
九
七
一

）。
夢
や
幻

覚
や
妄
想
を
し
ば
し
ば
題
材
と
し
た
夢
と
想
像
力
の
作
家
志
賀
直
哉
。
豊
か
な
作

品
世
界
を
満
喫
す
る
「
目
に
見
え
る
」
よ
う
に
書
か
れ
た
随
筆
六
十
Ἣ
。

310466Ȃ8

緑47Ȃ1

高
村
光
太
郎
詩
集

六
六
〇
円

世
俗
的
な
も
の
と
の
妥
協
を
排
し
、
不
断
の
情
熱
を
た
ぎ
ら
せ
て
人
生
の
意
味
を

追
求
し
続
け
た
光
太
郎
の
詩
は
、
美
し
い
も
の
、
真
実
な
も
の
に
対
す
る
善
意
と

愛
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
歩
み
の
中
か
ら
九
十
三
の
詩
Ἣ
を
精
選
し
、「
道
程
」

よ
り
・「
道
程
」
以
後
・「
智
恵
子
抄
」
よ
り
、
の
三
部
に
編
ん
だ
。
作
者
が
生
前

自
ら
校
閲
し
た
最
後
の
詩
集
で
あ
る
。

（
解
説

奥
平
英
雄
）
310471Ȃ4◆

緑48Ȃ4

高

野

公

彦
編

北

原

白

秋

歌

集
八
九
一
円

「
君
か
へ
す
朝
の
舗
石
（
し
き
い
し
）
さ
く
さ
く
と
雪
よ
林
檎
の
香
の
ご
と
く
ふ

れ
」
詩
集
『
邪
宗
門
』『
思
ひ
出
』
で
鮮
烈
に
世
に
出
た
青
年
詩
人
は
、
続
い
て

第
一
歌
集
『
桐
の
花
』
を
刊
行
す
る
。
以
後
、
詩
・
童
謡
・
民
謡
な
ど
韻
文
の
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
幾
多
の
す
ぐ
れ
た
作
品
を
生
み
、
短
歌
の
世
界
で
も
大
き
な

足
跡
を
の
こ
し
た
白
秋
（
一
八
八
五

―
一
九
四
二

）
の
、
全
歌
集
十
二
冊
か
ら
精
選
。

310484Ȃ6

緑48Ȃ5～6

安

藤

元

雄
編

北
原
白
秋
詩
集
全
二
冊

上
・
下
各
品
切

明
治
か
ら
昭
和
の
日
本
詩
の
世
界
に
お
い
て
圧
倒
的
な
影
響
力
を
持
ち
、
今
も
多

く
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
巨
人
北
原
白
秋
（
一
八
八
五

―
一
九
四
二

）。
上
巻
に
は
若
き
白
秋

が
鮮
烈
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
初
期
の
詩
集

華
麗
な
『
邪
宗
門
』
と
情
感
あ
ふ
れ

る
『
思
ひ
出
』
を
、
下
巻
に
は
清
明
な
気
品
に
満
ち
た
『
水
墨
集
』『
海
仾
の
雲
』

を
中
心
と
す
る
後
半
期
の
円
熟
白
秋
の
詩
集
を
収
め
る
。

310485Ȃ9◆
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緑48Ȃ7

北

原

白

秋

フ
レ
ッ
プ
・
ト
リ
ッ
プ

一
〇
四
五
円

フ
レ
ッ
プ
は
赤
い
実
、
ト
リ
ッ
プ
は
黒
い
実
─
─
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
の
木
の
実
で
名

づ
け
た
白
秋
の
旅
は
、
心
も
は
ず
む
樺
太
紀
行
。
横
浜
を
出
た
船
は
海
峡
を
越

え
、
小
Ḻ
か
ら
国
境
安
別
へ
北
上
し
、
ポ
ン
コ
ツ
車
で
の
樺
太
横
断
を
挟
み
、
真

岡
・
本
斗
・
豊
原
・
大
泊
・
敷
香
を
へ
て
オ
ッ
ト
セ
イ
と
ロ
ッ
ペ
ン
鳥
群
れ
る
海

仾
島
へ
。
歌
に
手
紙
に
創
作
に
、
異
境
の
人
心
と
風
景
息
づ
く
紀
行
文
。

310487Ȃ3

緑49Ȃ9

竹

西

寛

子
編

野
上
弥
生
子
随
筆
集

八
九
一
円

作
家
野
上
弥
生
子
（
一
八
八
五

―
一
九
八
五

）
は
、
夏
目
漱
石
の
推
薦
で
発
表
し
た
小
説

「
縁
」
で
、
約
八
十
年
に
及
ぶ
文
筆
活
動
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。
子
供
を
見
守

る
母
親
と
し
て
の
暖
か
い
愛
情
、
同
時
代
の
文
人
・
学
者
達
と
の
交
流
、
一
市
民

と
し
て
社
会
の
動
き
を
捉
え
る
冷
徹
な
眼

達
意
の
文
章
二
十
五
Ἣ
を
編
年
順

に
収
め
た
本
書
を
読
む
と
、
近
・
現
代
史
を
目
の
当
た
り
に
ḷ
る
思
い
が
す
る
。

310499Ȃ4

緑49Ȃ0

加

賀

乙

彦
編

野
上
弥
生
子
短
Ἣ
集

八
九
一
円

二
〇
世
紀
の
ほ
と
ん
ど
を
生
き
た
、
私
た
ち
と
同
時
代
の
作
家
野
上
弥
生
子
（
一
八

八
五

―
一
九
八
五

）。『
真
知
子
』『
迷
路
』『
森
』
な
ど
の
骨
太
な
長
Ἣ
小
説
で
知
ら
れ
る

野
上
弥
生
子
は
、
ま
た
、
克
明
な
観
察
力
と
鍛
え
ぬ
か
れ
た
描
写
力
に
よ
る
確
か

な
人
間
造
形
が
際
立
つ
、
練
達
の
短
Ἣ
作
家
で
あ
る
。「
或
る
女
の
話
」「
寂
し
い

少
年
」「
明
月
」「
狐
」
な
ど
、
秀
作
七
Ἣ
を
編
年
順
に
収
録
。

310490Ȃ0

緑50Ȃ1

武
者
小
路
実
篤

お
目
出
た
き
人
・
世
間
知
ら
ず

六
六
〇
円

明
治
末
、
白
樺
派
青
年
作
家
群
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
天
衣
無
縫
の
作
風
を
う
た
わ

れ
た
武
者
小
路
実
篤
（
一
八
八
五

―
一
九
七
六

）。「
文
壇
の
天
窓
を
開
け
放
っ
た
」
と
の
言

葉
は
ま
さ
に
実
感
と
し
て
い
ま
な
お
変
わ
ら
な
い
。「
お
目
出
た
き
人
」
は
明
治

四
三
年
二
五
歳
、「
世
間
知
ら
ず
」
は
二
七
歳
の
作
。
と
も
に
青
春
期
の
恋
愛
を

扱
っ
た
自
伝
的
中
Ἣ
小
説
で
、
初
期
の
代
表
作
で
あ
る
。

（
解
説

中
川
孝
）
310501ȂX

緑50Ȃ4

武
者
小
路
実
篤

友

情
五
七
二
円

主
人
公
野
島
と
そ
の
親
友
大
宮
の
友
情
と
恋
愛

青
春
時
代
の
あ
ら
ゆ
る
魂
の

問
題
が
こ
の
二
つ
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
の
作
品
は
、
武
者
小
路

実
篤
（
一
八
八
五

―
一
九
七
六

）
の
数
多
い
作
品
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
多
く
の
若
い
読
者

に
愛
読
さ
れ
て
き
た
。
身
に
つ
ま
さ
れ
る
思
い
で
読
み
進
ん
だ
経
験
の
あ
る
読
者

も
多
い
で
あ
ろ
う
永
遠
の
青
春
小
説
。

（
解
説

河
盛
好
蔵
）
310504Ȃ4
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緑50Ȃ6

武
者
小
路
実
篤

釈

ᷟ
九
三
五
円

仏
教
の
開
祖
・
釈
ᷟ
の
生
涯
を
、
人
間
愛
を
唱
え
た
武
者
小
路
実
篤
（
一
八
八
五

─
一
九

七
六

）
が
伝
記
小
説
に
ま
と
め
た
。
人
を
超
え
た
人
へ
の
尊
崇
の
思
い
と
共
に
、
一

言
一
句
に
同
じ
人
間
と
し
て
の
釈
ᷟ
へ
の
篤
い
共
感
が
、
全
Ἣ
に
ᷓ
れ
る
。
真
摯

さ
と
共
に
ユ
ー
モ
ア
も
感
じ
さ
せ
る
名
文
か
ら
、
記
憶
に
刻
ん
で
お
き
た
い
人
類

の
至
宝
の
道
程
が
語
ら
れ
る
。

（
解
説

石
井
公
成
）
310506Ȃ1◆

緑51Ȃ1

中

勘

助

銀

の

匙
六
六
〇
円

な
か
な
か
開
か
な
か
っ
た
茶
ḻ
笥
の
抽
匣
（
ひ
き
だ
し
）
か
ら
み
つ
け
た
銀
の

匙
。
伯
母
さ
ん
の
無
限
の
愛
情
に
包
ま
れ
て
過
ご
し
た
日
々
。
少
年
時
代
の
思
い

出
を
中
勘
助
（
一
八
八
五

―
一
九
六
五

）
が
自
伝
風
に
綴
っ
た
こ
の
作
品
に
は
、
子
ど
も
自

身
の
感
情
世
界
が
、
子
ど
も
が
感
じ
体
験
し
た
ま
ま
に
素
直
に
描
き
出
さ
れ
て
い

る
。
漱
石
が
未
曾
有
の
秀
作
と
し
て
絶
賛
し
た
名
作
。

（
解
説

和
⁋
哲
郎
）
310511Ȃ7◆

緑51Ȃ2

中

勘

助

鳥

の

物

語
九
三
五
円

雁
、
鳩
、
鶴
、
ひ
ば
り
、
…
…
十
二
羽
の
鳥
が
王
の
御
前
に
出
て
は
語
り
だ
す
と

っ
て
お
き
の
物
語
。
中
国
・
日
本
の
説
話
や
聖
書
な
ど
か
ら
題
材
を
得
て
書
き
つ

が
れ
た
こ
の
大
人
の
た
め
の
童
話
集
は
、
い
ず
れ
も
天
衣
無
縫
、
珠
の
よ
う
に
美

し
く
磨
き
ぬ
か
れ
た
作
品
で
あ
り
、
味
わ
い
深
い
哀
愁
と
高
い
品
格
が
た
だ
よ

う
。
作
者
自
身
が
も
っ
と
も
愛
し
た
短
Ἣ
集
。

（
解
説

河
盛
好
蔵
）
310512Ȃ5

緑52Ȃ1

伊

藤

一

彦
編

若

山

牧

水

歌

集
八
九
一
円

「
幾
山
河
越
え
さ
り
行
か
ば
」「
白
鳥
は
哀
し
か
ら
ず
や
」
若
山
牧
水
（
一
八
八
五

―
一
九

二
八

）
は
二
十
三
歳
で
、
今
日
で
も
多
く
の
人
々
に
愛
誦
さ
れ
る
名
歌
を
詠
ん
だ
。

以
後
二
十
年
、
旅
の
歌
人
牧
水
は
、
平
易
で
親
し
み
や
す
い
、
し
か
も
人
間
と
人

生
の
根
幹
に
ふ
れ
て
共
感
を
呼
ぶ
、
数
々
の
秀
歌
を
の
こ
し
た
。
彼
の
全
短
歌
の

中
か
ら
新
た
に
約
千
七
百
首
を
選
ん
だ
新
編
集
版
。

310521Ȃ4

緑52Ȃ2

若

山

牧

水

池

内

紀
編

新
編

み
な
か
み
紀
行

七
〇
四
円

幾
山
河
越
え
さ
り
行
か
ば

歌
人
若
山
牧
水
（
一
八
八
五

―
一
九
二
八

）
と
い
え
ば
、
旅

と
酒
。
彼
は
し
ば
し
ば
旅
に
出
た
。
旅
先
で
歌
を
詠
み
、
紀
行
文
を
書
い
て
生
活

の
㗦
と
し
た
。
彼
は
実
に
よ
く
歩
き
、
知
己
を
訪
ね
て
は
酒
を
酌
み
交
す
。
何
の

故
と
も
知
ら
ず
し
て
た
だ
行
か
む
か
な
行
か
む
か
な

。
仄
か
な
ユ
ー
モ
ア
の

紀
行
文
十
Ἣ
と
旅
の
詩
二
Ἣ
。

310522Ȃ2◆
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緑54Ȃ1

久
保
田
正
文
編

新
編

Ḳ

木

歌

集

一
〇
四
五
円

東
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に
わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て
蟹
と
た
は
む
る

貧
困
と
孤
独

に
あ
え
ぎ
な
が
ら
、
重
く
の
し
か
か
る
現
実
を
三
行
書
き
の
短
歌
で
う
た
い
、
歌

壇
に
新
風
を
吹
き
こ
ん
だ
石
川
Ḳ
木
（
一
八
八
六

―
一
九
一
二

）
の
歌
は
、
永
遠
の
青
春
の

賛
歌
で
あ
る
。
歌
集
『
一
握
の
砂
』『
悲
し
き
玩
具
』
に
新
聞
・
雑
誌
等
に
発
表

し
た
歌
を
加
え
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
る
。
全
歌
の
索
引
を
付
す
。

310541Ȃ9

緑55Ȃ3

谷
崎
潤
一
郎

吉よ
し

野の

ᷤく
ず

・
蘆あ
し

刈か
り

五
二
八
円

終
生
の
テ
ー
マ
で
あ
る
母
性
思
慕
の
情
感
が
、
吉
野
の
風
物
や
伝
説
と
溶
け
あ

い
、
清
冽
な
抒
情
性
を
た
た
え
た
名
作
「
吉
野
ᷤ
」
は
、
谷
崎
の
「
第
二
の
出
発

点
」
と
な
っ
た
も
の
で
、
美
し
い
女
人
へ
の
父
子
二
代
に
わ
た
る
男
の
思
慕
と
愛

着
の
物
語
「
蘆
刈
」
と
と
も
に
谷
崎
中
期
の
㑹
作
で
あ
る
。
創
元
社
版
『
吉
野

ᷤ
』『
蘆
刈
』
の
写
真
・
挿
絵
を
収
録
し
て
興
趣
を
添
え
る
。（
解
説

千
葉
俊
二
）
310553Ȃ2

緑55Ȃ4

谷
崎
潤
一
郎

卍
（
ま
ん
じ
）

六
六
〇
円

柿
内
園
子
は
天
王
寺
の
技
芸
学
校
で
徳
光
光
子
と
知
り
あ
う
。
二
人
は
や
が
て
激

し
い
同
性
愛
に
お
ち
い
る
。
そ
し
て
、
あ
る
事
件
を
契
機
に
夫
の
柿
内
も
光
子
と

…
…
。
上
方
言
葉
に
よ
る
女
性
の
独
白
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
女
性
心
理
の
微
妙

な
陰
翳
を
写
し
と
っ
た
こ
の
長
Ἣ
は
、
同
性
愛
に
託
し
て
人
間
存
在
の
不
安
定
性

を
見
事
に
描
き
だ
し
て
い
る
。

（
解
説

篠
田
一
士
）
310554Ȃ0

緑55Ȃ5

谷
崎
潤
一
郎

幼

少

時

代
八
九
一
円

江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す
明
治
中
期
の
東
京
下
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
谷
崎
潤
一
郎

が
、
生
い
立
ち
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
の
時
期
を
愛
着
を
こ
め
て
描
き
出
し
た
回

想
記
。
団
十
郎
や
菊
五
郎
の
芝
居
見
物
、
少
年
の
日
の
読
書
な
ど
、
谷
崎
文
学
を

読
み
解
く
貴
重
な
話
し
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い
る
。
鏑
木
清
方
の
挿
絵
が
興
趣

を
添
え
る
。「
私
の
「
幼
少
時
代
」
に
つ
い
て
」
を
付
す
。
（
解
説

千
葉
俊
二
）
310555Ȃ9

緑55Ȃ7

篠

田

一

士
編

谷
崎
潤
一
郎
随
筆
集

八
一
四
円

日
本
伝
来
の
生
活
様
式
や
風
俗
の
独
自
性
を
説
き
、
そ
の
よ
ろ
こ
ば
し
き
効
用
を

礼
讃
し
た
「
陰
翳
礼
讃
」
は
、
日
本
の
伝
統
美
の
本
質
を
つ
い
た
卓
抜
な
文
明
批

評
で
あ
る
。
こ
の
「
陰
翳
礼
讃
」
を
は
じ
め
、「
恋
愛
及
び
色
情
」「
懶
惰
の
説
」

な
ど
文
豪
谷
崎
潤
一
郎
の
代
表
的
随
筆
十
一
Ἣ
を
精
選
し
た
本
書
は
、
数
々
の
名

作
を
生
ん
だ
谷
崎
文
学
の
秘
密
を
十
全
に
説
き
明
か
し
て
く
れ
る
随
筆
集
。

310557Ȃ5
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緑60Ȃ2～3

里

見

ℂ

多

情

仏

心
全
二
冊

前
・
後
各
九
三
五
円

紀
尾
井
町
の
旦
那
藤
代
信
之
の
恋
愛
遍
歴
を
中
心
と
す
る
小
説
。
彼
は
さ
ま
ざ
ま

な
女
性
と
関
係
す
る
が
、
ま
ご
こ
ろ
の
ま
ま
に
生
き
る
と
い
う
自
分
の
生
き
方
に

疑
念
を
は
さ
ま
な
い
。
彼
は
自
分
の
金
を
詐
取
し
て
出
奔
す
る
男
に
も
、
そ
れ
が

恋
に
対
す
る
ま
ご
こ
ろ
の
た
め
な
ら
祝
福
し
、
不
良
少
年
の
姦
通
に
も
そ
こ
に
心

の
誠
が
あ
れ
ば
許
す
。
作
者
の
哲
学
を
も
っ
と
も
よ
く
伝
え
る
作
品
。

310602Ȃ4

緑60Ȃ7

里

見

ℂ

道

元

禅

師

の

話
八
一
四
円

道
元
に
つ
い
て
も
、
禅
宗
に
つ
い
て
も
、「
幼
児
に
等
し
い
無
智
」
で
あ
っ
た
著

者
が
、
ふ
と
し
た
機
縁
で
こ
の
巨
人
の
生
涯
と
格
闘
す
る
こ
と
に
な
る
。
文
献
を

渉
猟
し
、
自
分
の
頭
で
読
み
解
い
て
ゆ
く

禅
師
七
百
回
忌
の
「
㞸
頭
本
」
で

終
ら
せ
な
い
た
め
に
も
「
見
て
来
た
よ
う
な
Ἓ
」
だ
け
は
つ
か
な
い
、
と
語
る
作

家
里
見
ℂ
の
描
い
た
道
元
禅
師
像
。

（
解
説

水
上
勉
）
310607Ȃ5

緑60Ȃ13～14

里

見

ℂ

今

年

竹
全
二
冊

前
・
後
各
七
七
〇
円

作
者
は
そ
の
出
発
当
初
か
ら
官
能
的
享
楽
の
世
界
に
沈
潜
し
、
白
樺
派
の
一
面
の

傾
向
で
あ
っ
た
享
楽
主
義
と
芸
術
主
義
と
へ
の
傾
向
を
顕
著
に
示
す
と
と
も
に
、

善
悪
・
強
弱
・
知
情
意
等
の
対
立
相
剋
に
興
味
を
寄
せ
、
そ
の
精
緻
な
心
理
描
写

は
類
を
み
な
い
。
本
書
は
主
人
公
志
村
と
芸
者
春
代
の
恋
を
中
心
に
、
登
場
人
物

は
多
彩
を
き
わ
め
、
全
Ἣ
に
み
な
ぎ
る
作
者
の
善
意
は
強
く
読
者
の
胸
を
打
つ
。

319009Ȃ2

緑62Ȃ1

三

好

達

治
選

萩
原
朔
太
郎
詩
集

一
〇
四
五
円

「
詩
は
た
だ
病
め
る
魂
の
所
有
者
と
孤
独
者
と
の
寂
し
い
慰
め
で
あ
る
」
と
し
て
、

ひ
た
す
ら
感
情
の
世
界
を
彷
徨
し
つ
づ
け
た
萩
原
朔
太
郎
は
、
言
葉
そ
の
も
の
の

い
の
ち
を
把
握
し
た
詩
人
と
し
て
、
日
本
の
近
代
詩
史
上
、
無
二
の
詩
人
で
あ
っ

た
。
代
表
作
「
月
に
吠
え
る
」「
青
猫
」
等
よ
り
創
作
年
㗨
順
に
編
ま
れ
た
本
詩

集
は
、
そ
の
軌
跡
と
特
質
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
つ
た
え
る
。

310621Ȃ0◆

緑62Ȃ2

萩
原
朔
太
郎

郷
愁
の
詩
人

与

謝

蕪

村
五
二
八
円

著
者
は
「
君
あ
し
た
に
去
り
ぬ
。
ゆ
う
べ
の
心
ち
ぢ
に
何
ぞ
遥
か
な
る
…
…
」
の

詩
を
引
用
し
、
作
者
の
名
を
か
く
し
て
こ
れ
を
明
治
の
新
体
詩
人
の
作
と
い
っ
て

も
人
は
決
し
て
怪
ま
な
い
だ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
蕪
村
を
い
ち
早
く
認
め
た

の
は
子
規
だ
が
、
蕪
村
の
中
に
み
ず
み
ず
し
い
浪
㜠
性
を
見
出
し
た
の
が
朔
太
郎

で
あ
り
、
そ
の
評
価
は
今
も
ゆ
る
ぎ
な
い
。

（
解
説

山
下
一
海
）
310622Ȃ9
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緑62Ȃ3

萩
原
朔
太
郎

清

岡

卓

行
編

猫

町
他
十
七
Ἣ

五
二
八
円

東
京
か
ら
北
越
の
温
泉
に
出
か
け
た
「
私
」
は
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
、「
繁
華

な
美
し
い
町
」
に
足
を
踏
み
い
れ
る
。
す
る
と
、
そ
こ
に
突
如
人
間
の
㗡
を
し
た

猫
の
大
集
団
が
…
…
。
詩
集
『
青
猫
』
の
感
覚
と
詩
情
を
も
っ
て
書
か
れ
た
こ
の

「
猫
町
」（
一
九
三
五
）
を
は
じ
め
、
幻
想
風
の
短
Ἣ
、
散
文
詩
、
随
筆
十
八
Ἣ
を

収
録
。
前
衛
詩
人
と
し
て
の
朔
太
郎
の
面
目
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
小
品
集
。

310623Ȃ7

緑63Ȃ1

菊

池

寛

恩お
ん

讐し
ゅ
う

の
彼か

な

方た

に
・
忠
直
ᷭ
行
状
記
他
八
Ἣ

六
六
〇
円

有
名
な
九
州
耶
馬
渓
、
青
の
洞
門
の
伝
説
を
小
説
化
し
た
「
恩
讐
の
彼
方
に
」、

封
建
制
下
の
い
わ
ゆ
る
殿
様
の
人
間
的
悲
劇
を
描
い
た
「
忠
直
ᷭ
行
状
記
」
は
テ

ー
マ
小
説
の
創
始
者
た
る
彼
の
多
く
の
作
品
中
の
㑹
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

他
に
「
三
浦
右
衛
門
の
最
後
」「
藤
十
郎
の
恋
」「
形
」「
名
君
」「
蘭
学
事
始
」

「
入
れ
札
」「
俊
寛
」「
頸
縊
り
上
人
」
を
収
め
る
。

（
解
説

小
島
政
二
郎
）
310631Ȃ8

緑63Ȃ4

石

割

透
編

父
帰
る
・
藤
十
郎
の
恋

菊
池
寛
戯
曲
集

八
一
四
円

菊
池
寛
の
戯
曲
は
、
そ
の
文
学
の
特
質
を
最
も
よ
く
発
揮
し
て
お
り
、
現
代
で
も

広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。
全
戯
曲
か
ら
、
時
代
物
、
現
代
物
、
発
表
年
代
別
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
一
二
作
を
精
選
す
る
。
戯
曲
で
の
登
場
人
物
た
ち
の
明
確
な
㗡
か

た
ち
、
生
き
生
き
と
し
た
台
詞
、
理
詰
め
な
劇
の
構
成
、
人
間
の
心
理
へ
の
作
者

の
的
確
な
観
察
眼
は
、
今
な
お
新
鮮
で
古
さ
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
。

310634Ȃ1

緑64Ȃ1

岡
本
か
の
子

河
明
り

老
妓
抄
他
一
Ἣ

五
二
八
円

晩
年
の
短
い
期
間
に
数
多
く
の
小
説
を
書
き
残
し
た
岡
本
か
の
子
（
一
八
八
九

―
一
九
三

九

）
の
代
表
作
三
Ἣ
を
収
め
る
。
昔
芸
妓
や
妾
を
し
て
き
た
老
女
の
普
通
の
女
と

違
う
若
や
い
だ
ふ
ん
い
き
を
描
い
た
「
老
妓
抄
」
を
は
じ
め
感
性
豊
か
な
か
の
子

の
作
品
に
は
、
い
ず
れ
も
女
の
い
の
ち
の
泉
か
ら
咲
き
出
た
濃
艶
な
花
を
み
る
よ

う
な
独
特
の
世
界
が
あ
る
。

（
解
説

吉
田
精
一
）
310641Ȃ5

緑65Ȃ1

久
保
田
万
太
郎

春

泥
・
花

冷

え
五
九
四
円

関
東
大
震
災
後
の
役
者
風
俗
を
、
う
ち
枯
れ
た
背
景
の
前
に
描
き
出
し
て
ほ
と
ん

ど
神
品
と
謳
わ
れ
た
「
春
泥
」、
さ
り
げ
な
い
言
葉
の
端
に
人
生
の
深
い
意
味
を

含
ま
せ
る
独
特
の
会
話
に
彩
ら
れ
た
「
花
冷
え
」。
こ
の
大
川
端
の
絶
え
る
こ
と

な
き
人
の
情
の
変
転
と
、
美
し
き
感
情
の
影
の
さ
し
ひ
き
に
、
年
ご
と
に
「
芸
」

の
深
さ
に
徹
し
て
ゆ
く
作
者
の
面
目
は
、
残
り
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。

310651Ȃ2
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緑65Ȃ3

久
保
田
万
太
郎

大
寺
学
校

ゆ
く
年

五
九
四
円

浅
草
に
生
ま
れ
た
万
太
郎
（
一
八
八
九

―
一
九
六
三

）
が
、
青
年
期
ま
で
を
す
ご
し
た
そ
の

土
地
に
寄
せ
る
、
エ
レ
ジ
イ
と
も
い
う
べ
き
二
Ἣ
で
あ
る
。
代
用
学
校
が
市
立
の

学
校
へ
「
座
」
を
譲
ろ
う
と
い
う
時
代
の
激
し
い
変
動
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
人
の
上

に
、
ど
う
乱
反
射
し
た
か
を
活
写
し
た
「
大
寺
学
校
」。「
ゆ
く
年
」
と
と
も
に
明

治
末
の
東
京
の
一
隅
の
特
異
な
風
土
を
巧
み
な
話
術
で
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

310653Ȃ9

緑65Ȃ4

恩
田
侑
布
子
編

久
保
田
万
太
郎
俳
句
集

八
一
四
円

芥
川
㜇
之
介
は
万
太
郎
の
俳
句
を
「「
嘆
か
ひ
」
の
発
句
」
と
喝
破
し
た
。
万
太

郎
は
「
俳
句
は
余
技
」
と
し
た
。
そ
の
無
防
備
を
装
っ
て
詠
み
上
げ
ら
れ
た
余
技

は
、
日
本
語
で
の
詠
嘆
の
美
し
さ
、
表
現
の
自
在
さ
に
お
い
て
、
他
の
俳
句
の
追

随
を
許
さ
な
い
。
国
民
に
広
く
愛
唱
さ
れ
て
き
た
。
明
治
末
年
よ
り
亡
く
な
る
昭

和
三
八
年
ま
で
の
半
世
紀
間
の
全
句
八
〇
〇
〇
句
か
ら
九
〇
〇
句
を
精
選
し
た
。

310654Ȃ9

緑66Ȃ2

室

生

犀

星
自
選

室

生

犀

星

詩

集
八
一
四
円

「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の
／
そ
し
て
悲
し
く
う
た
ふ
も
の
」

孤
独
の
中
に
あ
っ
て
犀
星
は
人
の
世
の
も
ろ
も
ろ
の
人
間
く
さ
さ
を
歌
い
つ
づ
け

た
。
厖
大
な
詩
業
の
う
ち
か
ら
作
者
自
ら
が
こ
こ
に
選
び
ぬ
い
た
二
一
四
の
詩
Ἣ

に
、
読
者
は
芳
醇
で
清
澄
な
古
酒
の
味
わ
い
に
も
似
た
し
み
じ
み
と
し
た
詩
情
を

お
ぼ
え
、
心
う
た
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
初
出
一
覧
を
付
し
た
。

310662Ȃ8

緑66Ȃ3

室

生

犀

星

犀
星
王
朝
小
品
集

七
〇
四
円

伊
勢
物
語
ほ
か
、
平
安
朝
文
学
に
材
を
と
っ
た
作
品
を
集
め
た
。
哀
し
い
ま
で
の

美
し
さ
を
後
代
に
曳
く
遙
か
王
朝
の
女
性
た
ち
。
そ
の
情
感
の
糸
に
ふ
れ
、
人
間

の
魂
の
奥
底
を
恐
ろ
し
い
ほ
ど
に
照
ら
し
出
し
た
詩
人
犀
星
な
ら
で
は
の
小
説
世

界
。「
姫
た
ち
ば
な
」「
津
の
国
人
」「
玉
章
」「
花
桐
」「
荻
吹
く
歌
」「
野
に
臥
す

者
」「
舌
を
ᷦ
み
切
っ
た
女
」
を
収
録
。

（
解
説

中
村
真
一
郎
）
310663Ȃ6

緑66Ȃ4

室

生

犀

星

随
筆

女

ひ

と品
切

「
夏
に
な
る
と
女
の
人
の
声
に
ひ
び
き
が
は
い
り
、
張
り
を
帯
び
て
う
つ
く
し
く

な
る
」。
声
、
二
の
腕
、
あ
く
び
、
死
顔
、
そ
し
て
蛇
。
齢
六
十
を
超
え
た
作
家

が
抱
き
続
け
る
「
女
ひ
と
」
へ
の
尽
き
ぬ
思
い
。
美
男
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
い
自

分
が
女
性
の
麗
し
さ
か
ら
離
れ
ら
れ
ぬ
哀
し
み
と
お
か
し
み
を
軽
や
か
に
綴
る
。

晩
年
の
犀
星
ブ
ー
ム
を
導
い
た
豊
潤
な
エ
ッ
セ
イ
集
。
（
解
説

小
島
千
加
子
）
310664Ȃ8◆
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緑67Ȃ1

倉

田

百

三

出
家
と
そ
の
弟
子

八
一
四
円

一
高
在
学
中
か
ら
西
田
幾
多
郎
に
傾
倒
し
、
宗
教
文
学
に
一
境
地
を
拓
い
た
劇
作

家
倉
田
百
三
（
一
八
九
一

―
一
九
四
三

）
の
代
表
作
。
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
を
主
人
公
と

し
、
生
き
方
に
悩
む
多
く
の
若
い
人
々
の
心
を
捉
え
た
本
書
は
、
の
ち
各
国
語
に

訳
さ
れ
、
海
外
に
も
数
多
く
の
読
者
を
得
た
。
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
語

版
へ
の
序
文
を
付
す
。
（
解
説

谷
川
徹
三
、
解
題
・
注
・
年
譜

鈴
木
範
久
）
310671Ȃ7◆

緑70Ȃ1

芥
川
竜
之
介

羅
生
門
･鼻
･芋
粥
･
偸
盗

ち
ゅ
う
と
う

五
七
二
円

王
朝
末
期
の
荒
廃
し
た
都
を
舞
台
に
展
開
す
る
凄
惨
な
人
間
絵
巻
「
羅
生
門
」、

師
漱
石
も
賞
賛
し
た
、
長
い
鼻
を
持
つ
禅
智
内
供
の
内
心
の
ᷤ
藤
「
鼻
」、
芋
粥

に
異
常
な
執
着
を
持
つ
男
「
芋
粥
」、
女
を
め
ぐ
る
盗
賊
の
兄
弟
の
確
執
「
偸

盗
」。
い
ず
れ
も
『
今
昔
物
語
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
な
ど
に
素
材
を
得
た
も
の

で
、
芥
川
王
朝
物
の
第
一
冊
と
し
て
編
集
。

（
解
説

中
村
真
一
郎
）
310701Ȃ2◆

緑70Ȃ2

芥
川
竜
之
介

地
獄
変
・
邪
宗
門
・

好
色
・
藪や

ぶ

の
中な

か

他
七
Ἣ

七
〇
四
円

地
獄
変
の
Ẓ
風
を
画
く
た
め
、
娘
を
火
に
か
け
る
異
常
の
天
才
絵
師
を
描
い
た

「
地
獄
変
」、
映
画
「
羅
生
門
」
で
一
躍
世
界
に
名
を
馳
せ
た
「
藪
の
中
」
な
ど
、

芥
川
王
朝
物
の
第
二
冊
。
彼
は
古
い
物
語
の
中
の
人
物
を
見
事
に
近
代
の
中
に
蘇

ら
せ
得
た
。
他
に
「
運
」「
道
祖
問
答
」「
袈
裟
と
盛
遠
」「
竜
」「
往
生
絵
巻
」

「
六
の
宮
の
姫
君
」「
二
人
小
町
」
を
収
め
る
。

（
解
説

中
村
真
一
郎
）
310702Ȃ0◆

緑70Ȃ3

芥
川
竜
之
介

河か
っ

童ぱ

他
二
Ἣ

四
六
二
円

「
河
童
」
は
、
あ
る
精
神
病
患
者
の
談
話
を
筆
録
し
た
と
い
う
形
で
書
か
れ
た
ユ

ー
ト
ピ
ア
小
説
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
奇
妙
な
河
童
の
国
は
、
戯
画
化
さ
れ
た
昭
和

初
期
の
日
本
社
会
で
あ
り
、
ま
た
、
生
活
に
、
創
作
に
行
き
づ
ま
っ
て
い
た
作
者

の
不
安
と
苦
悩
が
色
濃
く
影
を
落
し
て
い
る
。
脱
稿
後
半
年
を
経
ず
し
て
、
芥
川

は
自
ら
命
を
断
っ
た
。

（
解
説

吉
田
精
一
）
310703Ȃ9◆

緑70Ȃ6

芥
川
竜
之
介

歯

車
他
二
Ἣ

四
六
二
円

こ
こ
に
収
め
た
三
Ἣ
は
、
い
ず
れ
も
作
者
最
晩
年
の
代
表
作
。「
玄
鶴
山
房
」
の

暗
澹
た
る
世
界
は
、
作
者
の
見
た
人
生
と
い
う
も
の
の
、
最
も
偽
り
の
な
い
㗡
で

あ
り
、「
歯
車
」
に
は
自
ら
死
を
決
意
し
た
人
の
、
死
を
待
つ
日
々
の
心
情
が
端

的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。「
或
阿
呆
の
一
生
」
は
、
芥
川
と
い
う
一
人
の
人
間
が
、

自
ら
の
一
生
に
下
し
た
総
決
算
と
い
っ
て
よ
い
。

（
解
説

中
村
真
一
郎
）
310706Ȃ3◆
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緑70Ȃ7

芥
川
竜
之
介

蜘く

蛛も

の
糸
・
杜
子
春
・
ト
ロ
ッ
コ
他
十
七
Ἣ

七
七
〇
円

芥
川
が
小
説
、
随
筆
、
童
話
、
戯
曲
と
、
そ
の
才
気
に
ま
か
せ
て
様
々
の
ジ
ャ
ン

ル
で
試
み
た
作
品
の
中
か
ら
、
広
い
意
味
で
「
子
ど
も
む
き
」
と
考
え
ら
れ
る
作

品
を
選
び
収
め
た
。
こ
の
作
品
群
か
ら
、
機
智
や
逆
説
や
諷
刺
、
そ
し
て
ま
た
、

そ
う
し
た
理
智
の
鎧
で
固
め
ら
れ
た
奥
に
ひ
そ
ん
で
い
る
作
者
の
、
少
年
の
よ
う

な
純
潔
で
素
直
な
魂
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
解
説

中
村
真
一
郎
）
310707Ȃ1◆

緑70Ȃ11

芥
川
竜
之
介

侏
儒
の
言
葉
・
文
芸
的
な
、余
り
に
文
芸
的
な

七
〇
四
円

「
打
ち
下
ろ
す
ハ
ン
マ
ア
の
リ
ズ
ム
を
聞
け
」

芸
術
の
永
遠
に
滅
び
ざ
る
こ

と
を
こ
う
表
現
し
た
芥
川
は
、
死
の
前
の
四
年
間
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
刃
を
研
ぎ
澄

ま
し
「
侏
儒
の
言
葉
」
を
書
き
つ
い
だ
。
一
方
、
谷
崎
と
の
二
度
の
論
争
に
底
深

く
覗
い
た
文
学
の
「
極
北
」
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
死
へ
の
傾
斜
を
は
ら
ん
だ
、

最
晩
年
の
双
竜
と
も
い
う
べ
き
箴
言
集
と
文
芸
評
論
集
。

（
解
説

平
出
隆
）
360013Ȃ4

緑70Ȃ13

加

藤

郁

乎
編

芥
川
竜
之
介
俳
句
集

八
一
四
円

「
余
技
は
発
句
の
外
に
は
何
も
な
い
」
と
語
っ
た
芥
川
竜
之
介
は
、
終
生
俳
句
に

格
別
の
思
入
れ
を
持
ち
続
け
た
。
芥
川
竜
之
介
の
俳
句
は
、
洗
練
さ
れ
た
レ
ト
リ

ッ
ク
に
よ
る
技
巧
の
冴
え
と
、
近
代
人
の
繊
細
な
感
覚
を
よ
く
伝
え
る
。
ま
た
、

芭
蕉
、
丈
草
ら
江
戸
俳
諧
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
格
調
の
高
さ
を
守
っ
て
い
る
点
に

も
、
そ
の
独
自
さ
が
あ
る
。
珠
玉
の
如
き
芥
川
の
俳
句
千
百
余
句
を
集
成
。

360017Ȃ7

緑70Ȃ14

石

割

透
編

芥
川
竜
之
介
随
筆
集品

切

芥
川
竜
之
介
は
、
小
説
の
他
に
、
随
筆
、
回
想
、
小
文
も
多
く
残
し
て
い
る
。
芥

川
は
、
随
筆
を
「
清
閑
の
所
産
を
誇
っ
て
い
た
文
芸
」
と
し
て
特
に
愛
好
し
た
。

古
今
東
西
に
わ
た
る
深
い
学
識
、
郷
里
（
現
・
墨
田
区
向
島
）
へ
の
想
い
、
交
友

を
大
事
に
し
た
人
柄
な
ど
、
芥
川
の
素
顔
を
良
く
伝
え
て
い
る
。
多
岐
に
わ
た
る

珠
玉
の
随
筆
を
精
選
し
て
初
め
て
ま
と
め
る
。
詳
細
な
注
解
を
付
し
た
。

360020Ȃ7◆

緑70Ȃ15

芥
川
竜
之
介

蜜
柑
・
尾
生
の
信
他
十
八
Ἣ

六
六
〇
円

今
な
お
愛
読
さ
れ
て
い
る
近
代
文
学
の
鬼
才
・
芥
川
の
魅
力
を
、
再
発
見
す
る
。

少
女
の
素
朴
な
愛
情
を
表
現
し
た
「
蜜
柑
」、
夢
と
詩
情
を
描
い
た
「
尾
生
の
信
」

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
岩
波
文
庫
に
収
録
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
品
の
中
か
ら
、
特

異
な
テ
ー
マ
、
多
彩
な
作
風
、
独
自
の
文
体
な
ど
、
芥
川
文
学
の
特
色
を
よ
く
示

し
た
佳
作
・
異
色
作
を
選
ん
だ
。

（
解
説

石
割
透
）
360027Ȃ6
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緑70Ȃ16

芥
川
竜
之
介

年
末
の
一
日
・
浅
草
公
園
他
十
七
Ἣ

六
六
〇
円

芥
川
の
中
期
（
一
九
二
一
年
の
中
国
紀
行
か
ら
一
九
二
三
年
の
大
震
災
）
と
後
期

（
震
災
後
か
ら
一
九
二
七
年
の
没
年
）
か
ら
作
品
一
九
Ἣ
を
収
録
す
る
。「
年
末
の

一
日
」
は
、
日
常
身
辺
に
起
こ
る
一
つ
一
つ
の
出
来
事
と
、
そ
れ
に
感
応
す
る
微

妙
な
心
情
の
動
き
を
た
ど
る
。「
浅
草
公
園
」
は
、
シ
ナ
リ
オ
形
式
を
と
っ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
作
品
。
鬼
才
の
多
彩
な
小
説
世
界
。

（
解
説

石
割
透
）
360029Ȃ0

緑70Ȃ17

山

田

俊

治
編

芥
川
竜
之
介
紀
行
文
集

九
三
五
円

芥
川
の
国
内
の
旅
行
記
と
中
国
紀
行
を
ま
と
め
る
。
一
九
二
一
年
に
、『
大
阪
毎

日
新
聞
』
視
察
員
と
し
て
中
国
各
地
を
訪
れ
た
芥
川
は
、
ロ
マ
ン
的
な
中
国
像
を

い
だ
き
な
が
ら
も
、
現
実
の
中
国
の
実
情
、
中
国
の
対
日
観
を
冷
静
に
見
つ
め
、

自
身
の
思
い
を
刻
々
と
伝
え
て
い
る
。
芥
川
の
作
品
中
で
も
、
特
異
な
ル
ポ
ル
タ

ー
ジ
ュ
で
あ
る
。

360030Ȃ6

緑71Ȃ5

佐

藤

春

夫

池

内

紀
編

美
し
き
町
・
西
班
Ἕ
犬
の
家
他
六
Ἣ

八
一
四
円

隅
田
川
の
中
洲
に
理
想
の
町
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
挫
折
す
る
奇
妙
な
男
た
ち
の
物

語
「
美
し
き
町
」、⾉
夢
見
心
地
に
な
る
こ
と
の
好
き
な
人
々
の
為
め
の
短
Ἣ
⾊

「
西
班
Ἕ
犬
の
家
」
な
ど
、
選
り
抜
き
の
八
Ἣ
を
収
録
。
芥
川
・
谷
崎
と
共
に
大

正
文
学
を
代
表
す
る
早
熟
の
天
才
詩
人
・
作
家
佐
藤
春
夫
の
、
上
質
の
酒
の
酔
い

心
地
の
よ
う
な
、
小
説
を
読
む
楽
し
さ
を
満
喫
さ
せ
る
短
Ἣ
集
。

310715Ȃ2

緑72Ȃ1

葉

山

嘉

樹

海
に
生
く
る
人
々

七
七
〇
円

日
本
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
発
展
し
始
め
て
か
ら
今
日
ま
で
、
革
命
的
イ
ン
テ

リ
ゲ
ン
チ
ャ
や
労
働
者
出
身
の
作
家
に
よ
っ
て
数
々
の
優
れ
た
作
品
が
生
ま
れ

た
。
本
書
は
、
潮
風
と
機
械
油
と
汗
の
匂
い
に
染
っ
た
船
乗
り
が
そ
の
生
活
を
通

じ
て
、
初
め
て
ゴ
ロ
ツ
キ
仲
間
か
ら
労
働
階
級
の
自
覚
に
達
す
る
ま
で
の
成
長
道

程
を
力
強
く
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
十
五
年
刊
。

（
解
説

蔵
原
惟
人
）
310721Ȃ7

緑72Ȃ3

道

籏

泰

三
編

葉
山
嘉
樹
短
Ἣ
集

八
九
一
円

長
Ἣ
『
海
に
生
く
る
人
々
』
で
異
色
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
葉

山
嘉
樹
。
下
級
船
員
、
流
離
の
土
木
作
業
員
、
工
場
底
辺
労
働
者
、
貧
農
、
職
な

し
、
困
窮
の
主
義
者
な
ど
、
最
下
層
の
人
た
ち
に
共
感
の
眼
を
向
け
た
す
ぐ
れ
た

短
Ἣ
も
数
多
い
。
自
ら
も
一
介
の
貧
し
い
農
夫
と
し
て
戦
争
の
混
乱
の
な
か
に
倒

れ
た
特
異
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
の
作
品
を
新
た
に
精
選
す
る
。

310723Ȃ2
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緑75Ȃ1

横

光

利

一

日
輪
・
春
は
馬
車
に
乗
っ
て
他
八
Ἣ

七
七
〇
円

新
感
覚
派
の
驍
将
と
し
て
登
場
し
た
横
光
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
し
い
小
説
形
式
に

挑
戦
し
た
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
不
幸
に
も
挫
折
し
た
。
だ
が
現
在
の
文
学
状
況
の

中
で
、
横
光
の
試
み
は
今
も
な
お
課
題
た
り
う
る
多
く
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

表
題
二
作
の
ほ
か
「
火
」「
笑
わ
れ
た
子
」「
蝿
」「
御
身
」「
花
園
の
思
想
」
な
ど

初
期
短
Ἣ
と
「
機
械
」
を
収
め
る
。

（
解
説

保
昌
正
夫
）
310751Ȃ9

緑76Ȃ1

谷

川

徹

三
編

宮

沢

賢

治

詩

集
八
九
一
円

野
や
山
を
友
と
す
る
自
然
体
験
、
法
華
経
に
傾
倒
し
た
宗
教
体
験
、
貧
し
い
東
北

農
民
を
眼
前
に
み
る
社
会
体
験
の
三
位
一
体
の
上
に
発
想
・
表
現
さ
れ
る
宮
沢
賢

治（
一
八
九
六

―
一
九
三
三

）の
独
特
の
魅
力
に
満
ち
た
詩
群
か
ら
一
四
六
Ἣ
を
収
録
。
一
㒒

一
㒒
心
に
映
る
も
の
の
中
に
万
象
の
永
遠
の
㗡
を
み
る
と
い
う
賢
治
の
世
界
は
、

今
日
ま
す
ま
す
そ
の
不
思
議
な
輝
き
を
増
し
、
読
者
を
と
ら
え
て
は
な
さ
な
い
。

310761Ȃ6◆

緑76Ȃ2

宮

沢

賢

治

谷

川

徹

三
編

童
話
集

風
の
又
三
郎
他
十
八
Ἣ

八
一
四
円

「
こ
れ
ら
の
わ
た
く
し
の
お
は
な
し
は
、
み
ん
な
林
や
野
は
ら
や
鉄
道
線
路
や
ら

で
、
虹
や
月
あ
か
り
か
ら
も
ら
っ
て
き
た
の
で
す
。」
こ
こ
に
は
「
風
の
又
三
郎
」

を
は
じ
め
、「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」「
猫
の
事
務
所
」「
ざ
し
き
童
子
の
は
な

し
」「
な
め
と
こ
山
の
熊
」「
グ
ス
コ
ー
プ
ド
リ
の
伝
説
」
な
ど
、
ふ
る
さ
と
の
山

や
川
に
深
く
結
ば
れ
た
作
品
を
中
心
に
十
九
Ἣ
を
収
め
た
。

310762Ȃ4◆

緑76Ȃ3

宮

沢

賢

治

谷

川

徹

三
編

童
話
集

銀
河
鉄
道
の
夜
他
十
四
Ἣ

一
〇
〇
一
円

宮
沢
賢
治
の
童
話
は
そ
の
詩
と
と
も
に
き
わ
め
て
特
異
な
も
の
で
あ
る
。「
あ
な

た
の
す
き
と
お
っ
た
ほ
ん
と
う
の
た
べ
も
の
」
に
な
る
こ
と
を
念
じ
て
書
か
れ
た

心
象
的
な
こ
の
童
話
の
一
つ
一
つ
は
、
故
郷
の
土
と
、
世
界
に
対
す
る
絶
え
ざ
る

新
鮮
な
驚
き
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ど
の
一
Ἣ
も
そ
れ
ぞ
れ
に
不

思
議
な
魅
力
を
た
た
え
た
㑹
作
ぞ
ろ
い
。

310763Ȃ2◆

緑77Ȃ1

井

伏

Ṵ

二

山さ
ん

椒し
ょ
う

魚う
お

･遙よ
う

拝は
い

隊た
い

長ち
ょ
う

他
七
Ἣ

五
二
八
円

独
得
の
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
。
そ
の
底
に
光
る
厳
し
く
冷
静
な
人
間
観
察
の

眼
。
内
外
の
文
学
を
通
じ
て
比
類
の
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
作
風
を
も
っ
て
文
壇
に
登

場
し
た
作
者
の
初
期
作
品
を
中
心
と
す
る
短
Ἣ
集
。
岩
窟
に
ま
ぎ
れ
こ
ん
だ
ま
ま

成
長
し
て
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
「
山
椒
魚
」
の
悲
喜
劇
、
都
会
的
哀
愁
の
漂
う

「
鯉
」
な
ど
、
九
Ἣ
を
収
め
る
。

（
解
説

河
上
徹
太
郎
）
310771Ȃ3

現代日本文学149



001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 15022/04/04 11:02  v3.60

緑77Ȃ4

井

伏

Ṵ

二

井
伏
Ṵ
二
全
詩
集品

切

「
ハ
ナ
ニ
ア
ラ
シ
ノ
タ
ト
エ
モ
ア
ル
ゾ
／
〈
サ
ヨ
ナ
ラ
〉
ダ
ケ
ガ
人
生
ダ
」（
訳
詩

「
勧
酒
」）。
諧
謔
と
哀
愁
に
満
ち
た
言
葉
を
自
在
に
駆
使
し
、
独
自
の
詩
世
界
を

切
り
ひ
ら
い
た
井
伏
Ṵ
二
（
一
八
九
八

―
一
九
九
三

）。「
散
文
が
書
き
た
く
な
く
な
る
と

き
、
厄
除
け
の
つ
も
り
で
」
書
い
た
と
い
う
詩
を
集
め
た
『
厄
除
け
詩
集
』
に
、

初
期
の
作
品
を
加
え
た
決
定
版
全
詩
集
。

（
解
説

東
郷
克
己
、
穂
村
弘
）
310774Ȃ8◆

緑79Ȃ1

徳

永

直

太

陽

の

な

い

街
九
三
五
円

こ
こ
は
東
京
随
一
の
貧
民
窟
。
印
刷
工
場
の
労
働
者
が
ひ
し
め
き
暮
ら
す
。
あ
る

日
工
場
が
行
っ
た
首
切
り
は
三
千
名
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
発
展
。「
太
陽
の
な
い
街
」

の
住
民
も
苛
烈
な
闘
い
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。
実
際
の
争
議
の
中
心
に
い

た
作
者
(一
八
九
九

―
一
九
五
八

)が
、
労
働
者
の
言
葉
を
も
っ
て
読
ま
せ
る
こ
と
を
第
一
条

件
と
し
て
描
く
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
。

（
解
説

鎌
田
慧
）
310791Ȃ1

緑80Ȃ2

紅

野

謙

介
編

黒
島
伝
治
作
品
集

八
九
一
円

黒
島
伝
治
（
一
八
九
八

―
一
九
四
三

）
は
、
兵
士
、
農
民
、
労
働
者
の
哀
し
さ
、
戦
争
の
惨

さ
を
、
抑
制
さ
れ
た
文
体
に
よ
り
短
Ἣ
小
説
、
随
筆
に
ま
と
め
た
。
戦
争
（
シ
ベ

リ
ア
、
中
国
）、
農
民
、
郷
土
に
関
わ
る
作
品
を
精
選
す
る
。
地
を
Ṝ
う
者
達
の

静
か
に
し
て
必
死
な
る
抗
議
と
抵
抗
の
叫
び
声
を
見
事
な
言
葉
に
転
換
し
た
の

は
、
黒
島
文
学
の
稀
有
な
る
達
成
で
あ
る
。

310802Ȃ4

緑81Ȃ1

川

端

康

成

伊
豆
の
踊
子
・
温
泉
宿
他
四
Ἣ

七
〇
四
円

旧
制
第
一
高
等
学
校
に
入
学
し
た
川
端
康
成
（
一
八
九
九

―
一
九
七
二

）
は
、
一
九
一
八

（
大
正
七
）
秋
、
初
め
て
伊
豆
に
旅
を
し
て
、
天
城
峠
を
越
え
て
下
田
へ
向
か
う

旅
芸
人
の
一
行
と
道
連
れ
に
な
っ
た
。
ほ
の
か
な
旅
情
と
青
春
の
哀
歓
を
描
い
た

青
春
文
学
の
㑹
作
「
伊
豆
の
踊
子
」
の
ほ
か
、
祖
父
の
死
を
記
録
し
た
「
十
六
歳

の
日
記
」
な
ど
、
若
き
川
端
の
感
受
性
が
き
ら
め
く
青
春
の
叙
情
六
Ἣ
。

310811Ȃ6◆

緑81Ȃ3

川

端

康

成

雪

国
五
九
四
円

国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
。
夜
の
底
が
白
く
な
っ
た
。

㑴
な
に
無
為
徒
食
に
生
き
て
来
た
主
人
公
島
村
は
、
半
年
ぶ
り
に
雪
深
い
温

泉
町
を
訪
ね
、
芸
者
に
な
っ
た
駒
子
に
再
会
し
、「
悲
し
い
ほ
ど
美
し
い
声
」
の

葉
子
と
出
会
う
。
人
の
世
の
哀
し
さ
と
美
し
さ
を
描
い
て
、
日
本
近
代
小
説
屈
指

の
名
作
に
数
え
ら
れ
る
川
端
康
成
（
一
八
九
九

―
一
九
七
二

）
の
代
表
作
。

310813Ȃ2
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緑81Ȃ4

川

端

康

成

山

の

音
八
九
一
円

敗
戦
直
後
の
荒
廃
し
た
世
情
の
な
か
で
、
深
い
᷺
怠
と
疲
労
に
自
身
の
老
い
を
自

覚
す
る
信
吾
。
老
妻
や
息
子
夫
婦
と
起
居
を
と
も
に
し
な
が
ら
孤
独
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
家
庭
に
あ
っ
て
、
外
に
女
を
も
つ
長
男
の
嫁
菊
子
に
対
す
る
信
吾
の
哀
㜐

の
情
は
、
い
つ
し
か
ほ
の
か
な
恋
に
も
似
た
感
情
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
微
妙

な
心
の
ひ
だ
を
と
ら
え
た
戦
後
川
端
文
学
の
㑹
作
。

（
解
説

中
村
光
夫
）
310814Ȃ0

緑81Ȃ5

川

西

政

明
編

川
端
康
成
随
筆
集

一
一
〇
〇
円

ノ
ー
ベ
ル
賞
講
演
「
美
し
い
日
本
の
私
」
を
は
じ
め
、⾉
あ
ら
ゆ
る
芸
術
の
極
意

は
、「
末
期
の
眼
」⾊
と
述
べ
た
「
末
期
の
眼
」、
日
々
の
素
顔
を
映
し
だ
す
連
作

エ
ッ
セ
イ
「
落
花
流
水
」、
横
光
利
一
等
友
人
た
ち
へ
の
追
悼
な
ど
、
川
端
康
成

（
一
八
九
九

―
一
九
七
二

）
の
珠
玉
の
随
筆
三
十
一
Ἣ
を
収
録
。
こ
れ
ら
は
、「
伊
豆
の
踊

子
」「
雪
国
」
な
ど
川
端
の
小
説
の
背
景
を
知
る
た
め
に
も
必
読
で
あ
る
。

310815Ȃ4◆

緑82Ȃ1

桑
原
武
夫
・
大
槻
鉄
男
選

三

好

達

治

詩

集

一
〇
〇
一
円

昭
和
期
を
代
表
す
る
最
大
の
抒
情
詩
人
と
評
さ
れ
る
三
好
達
治
の
全
作
品
か
ら
選

ん
で
一
冊
に
編
ん
だ
詩
集
。
日
本
の
詩
壇
に
一
時
期
を
画
し
た
処
女
詩
集
『
測
量

船
』
は
と
く
に
全
編
を
収
め
た
。
日
本
・
中
国
の
古
典
に
つ
い
て
の
深
い
教
養
と

近
代
的
な
精
神
と
を
併
せ
も
ち
、
精
確
な
表
現
で
う
た
い
つ
づ
け
た
そ
の
詩
は
、

時
代
を
超
え
年
齢
を
こ
え
て
広
汎
の
人
び
と
に
愛
誦
さ
れ
る
。

310821Ȃ3

緑82Ȃ3

三

好

達

治

詩
を
読
む
人
の
た
め
に

七
七
〇
円

詩
を
読
み
詩
を
愛
す
る
者
は
す
で
に
し
て
詩
人
で
あ
り
ま
す
。
著
者
は
こ
う
読
者

に
よ
び
か
け
る
。
そ
の
う
え
で
、
読
者
を
縛
ら
ず
に
ど
う
詩
の
ふ
と
こ
ろ
へ
誘
う

の
か
。
そ
れ
は
、
藤
村
・
泣
菫
・
白
秋
か
ら
、
朔
太
郎
・
中
也
ら
様
々
の
詩
を
例

に
、
自
分
の
読
み
と
り
か
た
を
自
己
に
即
し
て
語
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
著
者
の
、

詩
を
読
む
感
動
が
、
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
く
る
好
著
。
（
解
説

杉
本
秀
太
郎
）
310823ȂX

緑83Ȃ1

中

野

重

治

中

野

重

治

詩

集
六
六
〇
円

中
野
重
治
の
詩
は
、
日
本
の
抒
情
の
系
譜
と
ふ
れ
あ
う
哀
歓
の
情
緒
を
盛
っ
た
抒

情
詩
に
は
じ
ま
り
、
革
命
運
動
の
な
か
で
の
自
己
の
変
革
を
経
て
、
燃
え
上
る

「
憤
怒
」
を
鋭
い
感
性
を
通
し
て
歌
い
あ
げ
る
に
至
る
。
本
書
は
こ
う
し
た
詩
人

の
歩
み
の
す
べ
て
を
収
め
、
各
版
本
に
み
ず
か
ら
よ
せ
た
文
章
も
併
せ
て
収
録
し

た
定
本
詩
集
で
あ
る
。

（
解
説

松
田
道
雄
）
310831Ȃ0
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緑85Ȃ1～3

小

宮

豊

隆

夏

目

漱

石
全
三
冊

上
・
中
・
下
各
品
切

漱
石
を
敬
愛
す
る
こ
と
だ
れ
よ
り
も
厚
か
っ
た
愛
弟
子
が
師
の
「
動
的
な
生
活
を

動
的
に
把
握
」
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
ざ
し
て
書
き
あ
げ
た
初
の
本
格
評
伝
。
作
品
は

も
と
よ
り
各
種
の
㗦
料
を
駆
使
し
て
漱
石
の
出
自
か
ら
死
ま
で
を
細
緻
に
あ
と
づ

け
、
の
ち
の
漱
石
研
究
に
は
か
り
知
れ
ぬ
影
響
を
あ
た
え
た
。「
系
図
」
か
ら

「
死
」
ま
で
全
部
で
七
十
三
章
か
ら
成
る
。

（
解
説

平
岡
敏
夫
）
310851Ȃ5◆

緑86Ȃ1～2

内

田

魯

庵

社

会

百

面

相
全
二
冊

上
七
〇
四
円

下
八
一
四
円

日
清
戦
争
後
の
㗦
本
主
義
の
発
展
と
と
も
に
急
速
に
寄
生
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が

成
長
し
た
日
本
社
会
。
そ
こ
に
生
き
る
政
治
家
、
官
僚
、
実
業
家
、
宗
教
家
か
ら

新
聞
記
者
や
出
版
屋
に
い
た
る
ま
で
の
各
階
層
の
腐
敗
堕
落
の
種
々
相
を
諷
刺
的

に
ス
ケ
ッ
チ
し
た
中
・
短
Ἣ
集
。
さ
な
が
ら
、
文
芸
批
評
の
先
駆
者
魯
庵
の
手
に

な
る
明
治
社
会
の
一
大
滑
稽
絵
巻
と
い
え
よ
う
。（
解
説

猪
野
謙
二
、
内
田
巌
）
310861Ȃ2

緑86Ȃ4

内

田

魯

庵

紅

野

敏

郎
編

新
編

思
い
出
す
人
々

一
〇
四
五
円

内
田
魯
庵
（
一
八
六
八

―
一
九
二
九

）
は
、
幕
府
御
家
人
を
父
、
吉
原
の
芸
妓
を
母
と
し
て

維
新
前
夜
の
江
戸
に
生
ま
れ
た
。
文
芸
評
論
家
、
社
会
小
説
『
く
れ
の
廿
八
日
』

の
作
家
、『
罪
と
罰
』
な
ど
ロ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
家
と
、
そ
の
仕
事
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
が
、
紅
葉
、
緑
雨
、
二
葉
亭
ら
同
時
代
の
文
人
を
回
想
し
た
本
書

は
、
非
常
に
面
白
い
読
み
物
で
あ
る
と
と
も
に
明
治
文
学
の
一
級
㗦
料
で
あ
る
。

310864Ȃ7

緑87Ȃ1

梶
井
基
㗨
郎

檸レ

檬モ
ン

・
冬
の
日
他
九
Ἣ

七
〇
四
円

「
視
る
こ
と
、
そ
れ
は
も
う
な
に
か
な
の
だ
。
自
分
の
魂
の
一
部
分
或
い
は
全
部

が
そ
れ
に
乗
り
移
る
こ
と
な
の
だ
。」
作
者
の
創
造
の
秘
密
を
こ
れ
ほ
ど
明
ら
か

に
語
る
も
の
は
な
い
。
こ
う
し
て
自
我
と
対
象
と
を
一
分
の
伱
も
な
く
合
一
さ
せ

た
㒒
間
に
、
梶
井
の
生
命
は
閃
光
を
放
っ
て
輝
く
。
特
異
な
作
品
を
残
し
て
夭
折

し
た
作
家
の
全
貌
を
伝
え
る
短
Ἣ
集
。

（
解
説

佐
々
木
基
一
）
310871ȂX

緑88Ȃ1

小
林
多
喜
二

蟹
工
船

一
九
二
八
・
三
・
一
五

七
七
〇
円

お
い
地
獄
さ
行
ぐ
ん
だ
で

函
館
を
出
港
す
る
漁
夫
の
方
言
に
始
ま
る
「
蟹
工

船
」。
小
Ḻ
署
内
の
〈
日
本
共
産
党
万
歳
！
〉
の
落
書
に
終
わ
る
「
三
・
一
五
」。

小
林
多
喜
二
（
一
九
〇
三

―
一
九
三
三

）
の
鮮
烈
な
二
作
は
、
そ
の
地
方
性
と
党
派
性
に
も

拘
わ
ら
ず
思
想
的
評
価
を
の
り
こ
え
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
古
典
と
な
っ
た
。

搾
取
と
労
働
、
組
織
と
個
人
。
歴
史
は
未
だ
答
え
ず
。

（
解
説

蔵
原
惟
人
）
310881Ȃ7◆
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緑90Ȃ1

太

宰

治

富
嶽
百
景
・
走
れ
メ
ロ
ス
他
八
Ἣ

七
〇
四
円

太
宰
治
が
短
Ἣ
の
名
手
で
あ
る
こ
と
は
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
収
め

た
作
品
は
、
い
ず
れ
も
様
々
な
題
材
を
、
そ
れ
ぞ
れ
素
材
に
適
わ
し
い
手
法
で
描

い
て
い
て
、
そ
の
手
腕
の
確
か
さ
を
今
更
の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
表
題
作

の
他
、「
東
京
八
景
」「
女
生
徒
」「
き
り
ぎ
り
す
」「
駈
込
み
訴
え
」「
魚
服
記
」

「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」「
満
願
」「
八
十
八
夜
」
を
収
録
。

（
解
説

井
伏
Ṵ
二
）
310901Ȃ5◆

緑90Ȃ3

太

宰

治

斜

陽
他
一
Ἣ

五
九
四
円

敗
戦
直
後
の
没
落
貴
族
の
家
庭
に
あ
っ
て
、
恋
と
革
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
娘
か

ず
子
、「
最
後
の
貴
婦
人
」
の
気
品
を
た
も
つ
母
、
破
滅
に
む
か
っ
て
突
き
進
む

弟
直
治
。
滅
び
ゆ
く
も
の
の
哀
し
く
も
美
し
い
㗡
を
描
い
た
「
斜
陽
」
は
、
昭
和

二
十
二
年
に
発
表
さ
れ
る
や
爆
発
的
人
気
を
呼
び
、⾉
斜
陽
族
⾊
と
い
う
言
葉
さ

え
生
み
出
し
た
。
同
時
期
の
短
Ἣ
「
お
さ
ん
」
を
併
収
。

（
解
説

阿
部
昭
）
310903Ȃ1

緑90Ȃ4

太

宰

治

人
間
失
格

グ
ッ
ド
・
バ
イ
他
一
Ἣ

六
六
〇
円

「
恥
の
多
い
生
涯
を
送
っ
て
来
ま
し
た
。
自
分
に
は
、
人
間
の
生
活
と
い
う
も
の

が
、
見
当
つ
か
な
い
の
で
す
」

世
の
中
の
営
み
の
不
可
解
さ
に
絶
え
ず
戸
惑

い
と
恐
怖
を
抱
き
、
生
き
る
能
力
を
喪
失
し
た
主
人
公
の
告
白
す
る
生
涯
。
太
宰

が
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
た
長
Ἣ
「
人
間
失
格
」
に
、
絶
筆
「
グ
ッ
ド
・
バ

イ
」、
晩
年
の
評
論
「
如
是
我
聞
」
を
併
せ
収
め
る
。

（
解
説

三
好
行
雄
）
310904ȂX◆

緑90Ȃ6

太

宰

治

お
伽
草
紙

と
ぎ
そ
う
し

･新
釈
諸
国
噺

し
ょ
こ
く
ば
な
し

九
三
五
円

「
瘤
取
り
」「
浦
島
さ
ん
」「
カ
チ
カ
チ
山
」「
舌
切
雀
」。誰
も
が
知
っ
て
い
る
昔
話
も

太
宰
治（
一
九
〇
九

―
四
八

）の
手
に
か
か
っ
た
ら
…
…
。親
し
み
や
す
い
語
り
口
に
諷
刺

と
お
ど
け
を
し
の
ば
せ
、天
性
の
喜
劇
作
家
が
お
な
じ
み
の
説
話
の
世
界
を
自
由

奔
放
に
換
骨
奪
胎
。作
者
が「
世
界
で
一
ば
ん
偉
い
作
家
」と
惚
れ
こ
む
西
鶴
の
作

品
を
踏
ま
え
た「
新
釈
諸
国
噺
」を
併
収
。

（
解
説

安
藤
宏
、
高
橋
源
一
郎
）
310906Ȃ6

緑91Ȃ1

野

間

宏

真

空

地

帯

一
二
七
六
円

空
気
の
な
い
兵
隊
の
と
こ
ろ
に
は
、
季
節
が
ど
う
し
て
め
ぐ
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

ろ
う
─
─
条
文
と
柵
と
に
縛
ら
れ
た
兵
営
で
の
日
常
生
活
は
人
を
人
で
な
く
し
、

一
人
一
人
を
兵
隊
へ
と
変
え
て
ゆ
く
…
…
。
人
間
の
暴
力
性
を
徹
底
し
て
引
き
出

そ
う
と
す
る
軍
隊
の
本
質
を
突
き
、
軍
国
主
義
に
一
石
を
投
じ
た
野
間
宏
（
一
九
一
五

―
九
一

）
の
意
欲
作
。

（
解
説

杉
浦
明
平
、
紅
野
謙
介
）
360031Ȃ3
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緑92Ȃ1

堀
内
敬
三
・
井
上
武
士
編

日

本

唱

歌

集
七
七
〇
円

明
治
以
来
、
終
戦
に
至
る
八
十
年
間
に
歌
い
継
が
れ
て
き
た
多
く
の
唱
歌
の
中
か

ら
、
百
五
十
余
編
を
選
ん
で
こ
こ
に
収
め
る
。「
蛍
の
光
」「
ふ
る
さ
と
」「
鳩
ぽ

っ
ぽ
」「
春
が
き
た
」
な
ど
世
に
広
く
親
し
ま
れ
て
き
た
文
部
省
唱
歌
を
は
じ
め
、

「
荒
城
の
月
」「
鉄
道
唱
歌
」「
美
し
き
天
然
」「
浜
辺
の
う
た
」「
あ
あ
玉
杯
に
花

う
け
て
」
な
ど
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
名
歌
す
べ
て
を
集
め
る
。

310921ȂX

緑93Ȃ1

与

田

凖

一
編

日

本

童

謡

集
八
一
四
円

童
謡
童
話
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
の
創
刊
以
来
、
終
戦
に
至
る
三
十
年
間
に
発
表
さ
れ

た
多
く
の
創
作
童
謡
の
中
か
ら
、
三
百
余
Ἣ
を
選
ん
で
こ
こ
に
収
め
る
。「
か
ら

た
ち
の
花
」「
う
た
を
忘
れ
た
カ
ナ
リ
ヤ
」「
カ
ラ
ス
な
ぜ
な
く
の
」
な
ど
、
世
に

広
く
歌
わ
れ
て
い
る
白
秋
、
八
十
、
雨
情
の
代
表
作
を
は
じ
め
、
大
正
・
昭
和
の

名
作
童
謡
の
す
べ
て
を
集
め
、
家
中
み
ん
な
が
楽
し
め
る
本
に
し
た
。

310931Ȃ7

緑94Ȃ1

石

川

淳

森

ᷞ

外
六
六
〇
円

本
書
は
、⾉
史
伝
⾊
と
い
う
名
称
に
縛
ら
れ
、
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
ᷞ
外
晩

年
の
『
澀
江
抽
斎
』
以
下
の
三
小
説
に
、
ᷞ
外
の
「
作
家
精
神
の
大
業
」
を
み
い

だ
し
、
従
来
の
ᷞ
外
像
に
画
期
的
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
名
著
で
あ
る
。
知
識
、

理
解
を
と
も
に
備
え
た
、
す
ぐ
れ
た
二
つ
の
文
学
精
神
が
正
面
か
ら
む
き
あ
い
、

は
げ
し
い
緊
迫
し
た
対
決
が
全
編
に
展
開
す
る
。

310941Ȃ4

緑94Ȃ2

石

川

淳

至

福

千

年

一
〇
四
五
円

内
外
騒
然
た
る
幕
末
の
江
戸
、
千
年
会
の
首
魁
・
加
茂
内
記
は
非
人
乞
食
を
あ
や

つ
っ
て
一
挙
に
世
直
し
を
と
狙
っ
て
い
た
。
手
段
え
ら
ば
ぬ
内
記
に
敵
対
す
る
は

マ
リ
ヤ
信
仰
の
弘
布
者
・
松
太
夫
。
こ
れ
ら
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
秘
術
を
つ

く
し
た
暗
闘
の
う
ち
に
、
さ
て
地
上
楽
園
の
夢
の
ゆ
く
え
は

。
不
思
議
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
は
ら
む
長
Ἣ
伝
奇
小
説
。

（
解
説

澁
澤
㜇
彦
）
310942Ȃ2

緑96Ȃ5

伊

藤

整

小

説

の

認

識
八
一
四
円

本
書
は
『
小
説
の
方
法
』
の
続
編
で
あ
り
、『
方
法
』
で
組
織
的
に
展
開
し
た
考

察
、
分
析
を
、
個
別
に
よ
り
い
っ
そ
う
深
化
、
発
展
さ
せ
た
十
一
Ἣ
の
評
論
か
ら

成
る
。「
我
が
秩
序
の
認
識
」「
組
織
と
人
間
」
な
ど
、
文
学
の
み
に
と
ど
ま
ら
な

い
社
会
と
個
人
の
関
係
へ
の
新
た
な
視
座
も
生
ま
れ
、
読
み
ご
た
え
の
あ
る
刺
激

に
満
ち
た
評
論
集
と
な
っ
て
い
る
。

（
解
説

曾
根
博
義
）
310965Ȃ1
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緑97Ȃ1

大

岡

昇

㚻
編

中

原

中

也

詩

集

一
一
〇
〇
円

中
原
を
理
解
す
る
こ
と
は
私
を
理
解
す
る
こ
と
だ
、
と
編
者
は
い
う
。
こ
う
し
て

飽
く
な
き
詩
人
へ
の
追
求
が
三
十
余
年
に
わ
た
っ
て
続
く
。
こ
こ
に
そ
の
成
果
を

総
決
算
す
べ
く
、
中
也
自
選
の
『
山
羊
の
歌
』『
在
り
し
日
の
歌
』
の
全
Ἣ
と
、

未
刊
詩
Ἣ
か
ら
六
十
余
Ἣ
を
選
ん
で
一
書
を
編
集
し
た
。
読
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
詩

に
出
会
い
、
そ
の
底
に
あ
る
生
の
悲
し
み
に
心
う
た
れ
る
に
違
い
な
い
。

310971Ȃ6◆

緑97Ȃ2

中

原

中

也
訳

ラ

ン

ボ

オ

詩

集
七
七
〇
円

ラ
ン
ボ
オ
（
一
八
五
四

―
一
八
九
一

）
と
中
原
中
也
（
一
九
〇
七

―
一
九
三
七

）。
早
熟
早
世
の
二
人

の
詩
人
の
個
性
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
生
ま
れ
た
〈
化
合
物
〉
と
も
言
う
べ
き
訳
詩

集
。
中
也
は
自
ら
の
詩
人
と
し
て
の
嗅
覚
を
頼
り
に
ラ
ン
ボ
オ
の
詩
を
読
み
解

き
、
無
手
勝
流
に
見
事
な
ま
で
の
〈
中
也
節
〉
で
訳
し
上
げ
て
み
せ
た
。
本
書
は

小
林
秀
雄
訳
『
地
獄
の
季
節
』
と
好
一
対
を
な
す
。

（
解
説

宇
佐
美
斉
）
310972Ȃ4◆

緑99Ȃ1

岩

田

宏
編

小

熊

秀

雄

詩

集
七
七
〇
円

「
仮
り
に
暗
黒
が
／
永
遠
に
地
球
を
と
ら
へ
て
ゐ
よ
う
と
も
／
権
利
は
い
つ
も
／

目
覚
め
て
ゐ
る
だ
ら
う
」（
馬
車
の
出
発
の
歌
）。「
都
会
の
饑
餓
」
の
中
で
熱
烈

な
思
想
の
塊
と
な
っ
て
時
代
を
撃
っ
た
小
熊
秀
雄
の
詩
。
代
表
作
『
小
熊
秀
雄
詩

集
』、『
飛
ぶ
橇
』
等
よ
り
年
代
順
に
編
ま
れ
た
本
詩
集
は
、
時
代
を
越
え
て
生
き

た
「
モ
ダ
ン
な
自
然
人
」
小
熊
の
道
程
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
つ
た
え
る
。

310991Ȃ0

緑100Ȃ2

木

下

順

二

夕
鶴

彦
市
ば
な
し
他
二
Ἣ

―
木
下
順
二
戯
曲
選
Ⅱ
―

八
一
四
円

発
表
以
来
、
木
下
民
話
劇
の
代
表
作
と
し
て
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き

た
「
夕
鶴
」
と
、
ほ
ら
の
名
人
彦
市
が
天
狗
の
子
か
ら
と
り
あ
げ
た
隠
れ
蓑
で
騒

動
を
お
こ
す
「
彦
市
ば
な
し
」。
こ
の
ほ
か
、
戦
時
下
で
の
激
し
い
恋
愛
を
描
く

「
山
脈
」、
占
領
時
代
、
鋳
物
工
場
に
働
く
人
た
ち
の
意
識
を
、
新
し
い
手
法
で
追

求
し
た
「
暗
い
花
火
」
を
収
め
る
。

311002Ȃ1

緑101Ȃ1～2

真

山

青

果

元

禄

忠

臣

蔵
全
二
冊

上
品
切

下
九
三
五
円

連
作
十
Ἣ
か
ら
な
る
こ
の
作
品
は
、
ま
さ
に
明
治
以
降
の
近
代
忠
臣
蔵
劇
に
お
い

て
頂
点
に
た
つ
㑹
作
と
い
え
よ
う
。
堅
固
な
戯
曲
構
成
、
綿
密
な
史
実
考
証
、
重

厚
な
科
白
廻
し
に
の
っ
て
論
理
と
論
理
が
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
力
強
い
緊
張
感
を
生

む
登
場
人
物
の
対
話
。
独
特
の
風
格
が
全
Ἣ
に
漂
い
、
血
の
か
よ
っ
た
人
間
の
ド

ラ
マ
が
展
開
す
る
。
昭
和
九
―
十
七
年
作
。

（
解
説

真
山
美
保
）
311011Ȃ0
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緑101Ȃ4

真

山

青

果

随

筆

滝

沢

馬

琴
六
六
〇
円

か
つ
て
は
厭
わ
し
さ
の
み
を
感
じ
た
が
、
十
年
ほ
ど
し
て
あ
ら
た
め
て
読
み
直
す

と
、
倨
傲
で
偏
狭
と
見
え
た
彼
の
性
癖
の
一
つ
一
つ
が
、
か
え
っ
て
そ
の
人
間
と

し
て
の
弱
さ
や
正
し
さ
の
証
し
と
見
え
、
し
み
じ
み
と
心
に
迫
っ
て
く
る
親
し
み

を
覚
え
た
、
と
青
果
（
一
八
七
八

―
一
九
四
八

）
は
言
う
。
好
悪
を
む
き
だ
し
に
し
て
迫
り

な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
客
観
性
を
失
わ
な
い
渾
身
の
馬
琴
伝
。（
解
説

高
田
衛
）
311014Ȃ5

緑103Ȃ1

長
谷
川
時
雨

旧

聞

日

本

橋

一
〇
〇
一
円

大
江
戸
の
名
残
り
濃
い
明
治
初
年
の
日
本
橋
界
隈
の
風
俗
・
世
態
人
情
を
繊
細
な

筆
致
で
活
写
し
た
自
伝
的
回
想
。『
女
人
芸
術
』
の
主
宰
者
と
し
て
知
ら
れ
る
劇

作
家
・
長
谷
川
時
雨
（
一
八
七
九

―
一
九
四
一

）
が
生
れ
育
っ
た
日
本
橋
の
人
と
町
を
鮮
や

か
に
描
い
た
本
書
は
、
一
つ
の
時
代
の
光
と
影
を
き
め
こ
ま
か
く
伝
え
る
証
言
で

も
あ
る
。
父
・
深
造
の
手
に
な
る
風
俗
画
文
を
多
数
収
録
。
（
解
説

前
田
愛
）
311031Ȃ5

緑103Ȃ2～3

長
谷
川
時
雨

杉

本

苑

子
編

新
編

近
代
美
人
伝
全
二
冊

上
七
七
〇
円

下
八
三
六
円

「
美
人
伝
」
と
称
さ
れ
る
長
谷
川
時
雨
（
一
八
七
九

―
一
九
四
一

）
の
数
百
人
に
の
ぼ
る
女

性
評
伝
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
㑹
作
選
。
Ṥ
口
一
葉
を
は
じ
め
、
川
上
貞
奴
・
松
井

須
磨
子
・
平
塚
ら
い
て
う
・
柳
原
白
蓮
・
九
条
武
子
・
大
塚
楠
緒
子
等
十
八
Ἣ
を

収
録
。
他
で
は
得
が
た
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
数
ち
り
ば
め
ら
れ
、
明
治
・
大
正
の

時
代
を
ひ
た
む
き
に
生
き
た
女
た
ち
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

311032Ȃ3

緑104Ȃ1

幸

田

文

み

そ

っ

か

す
六
六
〇
円

文
豪
露
伴
の
㗨
女
と
し
て
作
者
は
生
れ
た
。
生
母
の
死
、
継
母
と
父
と
の
感
情
の

も
つ
れ
の
中
に
身
を
置
い
て
成
長
し
た
少
女
時
代
を
、
日
常
生
活
の
細
か
な
描
写

を
ま
じ
え
、
き
び
き
び
と
し
た
息
づ
く
よ
う
な
筆
致
で
描
い
て
ゆ
く
。
読
み
進
む

に
つ
れ
、
登
場
す
る
す
べ
て
の
人
々
に
深
い
共
感
を
覚
え
、
誰
し
も
が
時
に
感
ず

る
生
の
営
み
の
悲
し
さ
に
、
あ
ら
た
め
て
心
う
た
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

311041Ȃ2

緑106Ȃ1

柴

田

宵

曲

古

句

を

観

る
九
三
五
円

権
勢
に
近
づ
か
ず
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
ず
し
て
一
生
を
終
え
た
柴
田
宵

曲
。
だ
が
残
さ
れ
た
書
は
そ
の
人
柄
と
博
識
ぶ
り
を
伝
え
、
一
度
そ
の
書
に
接
し

た
者
に
深
い
印
象
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
。
本
書
は
、
元
禄
時
代
の
無
名
作
家

の
俳
句
を
集
め
、
そ
れ
に
評
釈
を
加
え
た
も
の
。
今
も
清
新
な
句
と
生
活
に
密
着

し
た
わ
か
り
易
い
評
釈
が
相
ま
っ
た
滋
味
あ
ふ
れ
る
好
著
。
（
解
説

森
銑
三
）
311061Ȃ7
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緑106Ȃ2

柴

田

宵

曲

俳
諧
随
筆

蕉
門
の
人
々

七
七
〇
円

蕉
門
の
人
々

其
角
、
嵐
雪
、
惟
然
、
凡
兆
、
去
来
、
丈
艸
、
史
邦
、
木
導
。

師
芭
蕉
に
親
炙
し
た
、
生
き
方
も
㗦
質
も
異
な
る
弟
子
た
ち
が
、
作
品
を
通
し
て

く
っ
き
り
と
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
き
て
師
に
会
え
ず
、
芭
蕉
を
し
て

「
塚
も
動
け
わ
が
泣
く
声
は
秋
の
風
」
の
追
悼
句
を
吐
か
し
め
た
一
笑
を
叙
す
筆

者
（
一
八
九
七

―
一
九
六
六

）
の
行
文
は
と
り
わ
け
温
い
。

（
解
説

森
銑
三
）
311062Ȃ5

緑106Ȃ4

柴

田

宵

曲

小

出

昌

洋
編

新
編

俳

諧

博

物

誌
八
三
六
円

㙽
な
ら
ち
と
出
て
遊
べ
月
の
中
／
蒲
公
英
や
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
の
線
の
外
―
㙽
、

猫
、
雀
、
狸
、
金
魚
、
鶴
、
蒲
公
英
、
コ
ス
モ
ス
な
ど
動
植
物
一
七
の
テ
ー
マ
で

よ
ま
れ
た
俳
諧
を
と
り
あ
げ
、
博
識
で
知
ら
れ
る
著
者
な
ら
で
は
の
評
釈
を
加
え

た
俳
諧
随
筆
。
ル
ナ
ー
ル
の
『
博
物
誌
』
に
ヒ
ン
ト
を
え
て
、
俳
諧
の
中
の
動
植

物
の
世
界
を
み
ご
と
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
た
名
著
。

（
解
説

奥
本
大
三
郎
）
311064Ȃ1

緑106Ȃ5

柴

田

宵

曲

小

出

昌

洋
編

随
筆
集

団う
ち

扇わ

の

画え

七
二
六
円

決
し
て
声
高
に
語
る
こ
と
の
な
か
っ
た
柴
田
宵
曲（
一
八
九
七

―
一
九
六
六

）。
そ
の
文
章
に

は
常
に
節
度
と
品
格
が
湛
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
宵
曲
の
未
刊
随
筆
か
ら
テ

ー
マ
別
に
選
出
し
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
。
な
か
で
も
三
田
村
鳶
魚
や
寒
川
鼠
骨

な
ど
、
宵
曲
が
親
近
し
、
そ
の
精
神
形
成
を
培
っ
た
隠
逸
の
先
人
た
ち
の
思
い
出

を
綴
っ
た
文
章
は
、
古
き
良
き
趣
味
人
た
ち
の
面
影
を
髣
髴
さ
せ
て
や
ま
な
い
。

311065ȂX

緑106Ȃ6

柴

田

宵

曲

子
規
居
士
の
周
囲

一
〇
四
五
円

子
規
の
生
涯
（『
評
伝

正
岡
子
規
』）
を
書
い
た
柴
田
宵
曲
（
一
八
九
七

―
一
九
六
六

）

は
、
つ
い
で
子
規
と
そ
の
門
人
と
の
交
渉
を
「
子
規
居
士
の
周
囲
」
に
ま
と
め

た
。
新
た
に
同
書
に
採
り
上
げ
な
か
っ
た
人
物
で
、
今
は
披
見
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
っ
た
、
篤
実
に
し
て
炯
眼
を
具
え
た
八
家
の
門
人
の
子
規
と
の
交
流
及
び

俳
句
に
触
れ
た
｢明
治
俳
壇
の
人
々
｣を
併
載
し
た
。

（
解
説

小
出
昌
洋
）
311066Ȃ9

緑108Ȃ1

原

民

喜

小
説
集

夏

の

花
六
六
〇
円

広
島
で
被
爆
し
た
原
民
喜
（
一
九
〇
五

―
五
一

）
は
、
見
た
も
の
す
べ
て
を
書
き
尽
す
こ

と
の
み
を
心
に
決
め
、
激
す
る
こ
と
な
く
静
か
に
物
語
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
夏

の
花
」「
廃
墟
か
ら
」「
壊
滅
の
序
曲
」
等
の
作
品
が
伝
え
る
原
爆
の
凄
惨
さ
と
作

者
の
悲
し
み
を
、
い
っ
そ
う
強
く
深
い
も
の
に
し
て
い
る
。
生
前
の
作
者
自
身
の

編
集
に
よ
る
能
楽
書
林
版
を
底
本
と
し
た
。

（
解
説

佐
々
木
基
一
）
311081Ȃ1
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緑108Ȃ2

原

民

喜

全

詩

集
五
五
〇
円

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
デ
ル
タ
に

若
葉
う
づ
ま
け
／
死
と
ᷜ
の
記
憶
に

よ
き
祈
よ

こ
も
れ
」（「
永
遠
の
み
ど
り
」）

広
島
で
の
原
爆
被
災
を
描
い
た
小
説
「
夏

の
花
」
で
知
ら
れ
る
原
民
喜
（
一
九
〇
五

―
五
一

）
は
ま
た
、
生
涯
を
詩
人
と
し
て
生
き

た
。
現
実
と
幻
を
と
も
に
見
つ
め
、
喪
っ
た
者
た
ち
の
た
め
に
刻
ま
れ
た
詩
は
、

悲
し
み
と
希
望
の
静
か
な
結
晶
で
あ
る
。

（
解
説

若
松
英
輔
）
311082Ȃ9◆

緑109Ȃ2

山

田

美

妙

十

川

信

介
校
訂

い
ち
ご
姫
・
蝴
蝶
他
二
Ἣ

品
切

「
あ
あ
小
、
小
、
男
子
な
ど
何
で
も
な
い
！
」
公
家
の
姫
君
か
ら
女
盗
賊
へ
、
戦

国
末
世
を
流
転
す
る
美
貌
の
烈
女
い
ち
ご
姫
。
二
葉
亭
四
迷
と
並
ぶ
言
文
一
致
の

先
駆
、
山
田
美
妙
（
一
八
六
八

―
一
九
一
〇

）
の
新
奇
華
麗
な
文
体
に
明
治
の
世
は
目
を
み

は
り
、
若
き
美
妙
は
一
躍
文
壇
の
寵
児
と
な
っ
た
。
挿
絵
の
裸
体
画
が
論
争
を
巻

き
起
こ
し
た
「
蝴
蝶
」、「
武
蔵
野
」「
笹
り
ん
ど
う
」
と
、
注
・
㗦
料
を
収
録
。

311092Ȃ8◆

緑110Ȃ1

水
上
滝
太
郎

貝

殻

追

放

抄
九
九
〇
円

生
涯
、
作
家
と
し
て
ま
た
実
業
家
と
し
て
二
重
生
活
を
続
け
、
誠
実
な
モ
ラ
リ
ス

ト
と
し
て
生
き
た
水
上
滝
太
郎
（
一
八
八
七

―
一
九
四
〇

）
の
文
学
の
魅
力
は
、
イ
エ
ス
・

ノ
ー
を
は
っ
き
り
言
い
切
る
自
由
な
批
評
精
神
に
あ
る
。
鏡
花
・
荷
風
ら
の
作
家

論
、
社
会
批
評
、
身
辺
雑
記
か
ら
な
る
『
貝
殻
追
放
』
は
、
そ
の
本
領
が
最
も
よ

く
発
揮
さ
れ
た
随
筆
集
。
四
十
二
Ἣ
を
精
選
。

（
解
説

三
好
行
雄
）
311101ȂX

緑110Ȃ3

水
上
滝
太
郎

銀

座

復

興
他
三
Ἣ

六
六
〇
円

「
復
興
し
な
い
っ
た
っ
て
さ
せ
て
み
せ
ら
あ
。」
焼
け
野
原
の
銀
座
に
た
っ
た
ひ
と

つ
灯
っ
た
、
ト
タ
ン
小
屋
の
飲
み
屋
の
ラ
ン
プ

作
家
と
実
業
家
、
二
足
の
草

鞋
を
生
涯
貫
い
た
水
上
滝
太
郎
（
一
八
八
七

―
一
九
四
〇

）
が
、
関
東
大
震
災
後
の
銀
座
の

人
び
と
を
描
い
て
力
強
い
『
銀
座
復
興
』。
他
に
、
震
災
当
日
を
え
が
い
た
『
九

月
一
日
』、『
果
樹
』『
遺
産
』
を
収
録
。

（
解
説

坂
上
弘
）
311103Ȃ1◆

緑114Ȃ1～2

小

杉

天

外

魔ま

風か
ぜ

恋こ
い

風か
ぜ

全
二
冊

前
Ἣ
六
六
〇
円

後
Ἣ
七
七
〇
円

才
媛
の
女
子
学
生
初
野
を
中
心
に
、
そ
の
崇
拝
者
で
あ
る
純
情
可
㜐
の
子
爵
令
嬢

芳
江
、
芳
江
の
許
婚
の
東
大
生
東
吾
、
初
野
に
野
心
を
も
つ
才
子
の
美
術
家
殿
井

な
ど
当
時
の
男
女
学
生
の
尖
端
的
風
俗
と
生
態
を
描
き
つ
つ
、
恋
愛
、
背
信
、
死

な
ど
劇
的
事
件
を
か
ら
ま
せ
て
い
る
。
明
治
三
十
六
年
「
読
売
新
聞
」
に
連
載
さ

れ
、
新
聞
小
説
界
に
画
期
的
な
好
評
を
博
し
た
天
外
の
も
っ
と
も
有
名
な
作
品
。

311141Ȃ9
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緑117Ȃ1

成

島

柳

北

塩

田

良

平
校
訂

柳

橋

新

誌
四
四
〇
円

幕
末
か
ら
開
化
期
に
か
け
て
の
柳
橋
の
風
俗
を
描
い
た
成
島
柳
北
（
一
八
三
七

―
一
八
八

四

）
の
漢
文
随
筆
集
。
も
と
三
Ἣ
か
ら
な
る
。
初
Ἣ
は
深
川
に
と
っ
て
か
わ
り
盛

ん
に
な
っ
た
柳
橋
の
花
街
風
俗
を
活
写
。
二
Ἣ
は
短
Ἣ
小
説
ふ
う
の
挿
話
を
つ
な

ぎ
合
せ
た
構
成
で
花
街
と
い
う
視
角
か
ら
幕
末
維
新
期
の
激
動
を
巧
み
に
と
ら
え

た
㑹
作
。
三
Ἣ
は
序
の
み
伝
え
ら
れ
本
文
は
散
佚
し
た
。

311171Ȃ0

緑117Ȃ2

井

田

進

也
校
注

幕
末
維
新
パ
リ
見
聞
記

成
島
柳
北
「
航
西
日
乗
」・
栗
本
鋤
雲
「
暁
窓
追
録
」

七
七
〇
円

徳
川
幕
府
崩
壊
と
と
も
に
三
一
歳
で
隠
居
し
、
明
治
五
年
、
欧
米
を
一
民
間
人
と

し
て
漫
遊
し
た
旧
幕
臣
成
島
柳
北
（
一
八
三
七

―
八
四

）。
幕
府
の
駐
仏
公
使
と
し
て
、

慶
応
三
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
治
下
の
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
栗
本
鋤
雲
（
一
八
二
二

―

九
七

）。
現
役
の
外
交
官
と
し
て
祖
国
の
た
め
に
観
察
し
た
鋤
雲
と
、
あ
く
ま
で
も

自
由
人
と
し
て
心
の
お
も
む
く
ま
ま
観
察
し
た
柳
北
の
、
二
つ
の
西
洋
見
聞
録
。

311172Ȃ7

緑121Ȃ1

杉

浦

明

平
編

立

原

道

造

詩

集

一
一
〇
〇
円

『
若
菜
集
』
以
後
青
春
の
抒
情
を
う
た
い
え
た
の
は
立
原
道
造
（
一
九
一
四

―
三
九

）
で

あ
る
。
彼
は
、
口
語
と
い
う
困
難
き
わ
ま
る
素
材
を
使
い
、
ソ
ネ
ッ
ト
の
形
と
新

し
い
語
法
と
に
よ
っ
て
抒
情
詩
を
構
成
し
た
。
孤
影
の
色
濃
い
詩
の
中
に
青
年
の

情
感
を
み
ず
み
ず
し
く
盛
り
込
み
、
半
世
紀
を
経
た
今
な
お
人
の
心
を
打
つ
。
若

き
日
を
共
に
し
た
編
者
が
、
夭
折
し
た
詩
人
へ
の
鎮
魂
の
意
を
こ
め
て
編
集
。

311211Ȃ3

緑123Ȃ1

大

岡

昇

㚻

野
火
・
ハ
ム
レ
ッ
ト
日
記

九
三
五
円

兵
士
で
あ
り
な
が
ら
病
ゆ
え
に
兵
士
を
拒
否
さ
れ
た
人
間
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
原
野

に
投
げ
出
さ
れ
、
全
く
の
孤
独
と
不
安
の
中
で
自
然
と
自
己
を
凝
視
し
つ
つ
到
達

し
た
地
点
は
…
…
。
戦
争
を
描
き
な
が
ら
戦
争
小
説
を
超
え
た
文
学
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
『
野
火
』。
他
に
、
マ
キ
ァ
ベ
リ
ス
ト
・
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
試
練

と
没
落
を
描
く
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
日
記
』
を
併
載
。

（
解
説

菅
野
昭
正
）
311231Ȃ8

緑124Ȃ1

Ṥ

口

敬

二
編

中
谷
宇
吉
郎
随
筆
集

九
三
五
円

中
谷
宇
吉
郎
（
一
九
〇
〇

―
六
二

）
は
雪
と
氷
の
研
究
に
新
生
面
を
開
い
た
物
理
学
者
と

し
て
世
界
的
に
名
高
い
が
、
ま
た
多
く
の
秀
れ
た
随
筆
の
筆
者
と
し
て
知
ら
れ

る
。「
雪
を
作
る
話
」「
立
春
の
卵
」
と
い
っ
た
科
学
随
筆
、
生
涯
の
師
と
あ
お
い

だ
寺
田
寅
彦
の
想
い
出
や
自
伝
的
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
、
ど
の
一
Ἣ
か
ら
も
随
筆
を
読

む
愉
し
さ
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
四
十
Ἣ
を
精
選
。

311241Ȃ5
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緑124Ȃ2

中
谷
宇
吉
郎

雪

五
七
二
円

天
然
雪
の
研
究
か
ら
出
発
し
、
や
が
て
世
界
に
先
駆
け
て
人
工
雪
の
実
験
に
成
功

し
て
雪
の
結
晶
の
生
成
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
ま
で
を
懇
切
に
語
る
。
そ
の
語
り

口
に
は
、
科
学
の
研
究
と
は
ど
ん
な
も
の
か
を
知
っ
て
欲
し
い
と
い
う
「
雪
博

士
」
中
谷
の
熱
い
想
い
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
岩
波
新
書
創
刊
い
ら
い
の
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
を
岩
波
文
庫
の
一
冊
と
し
て
お
と
ど
け
す
る
。

（
解
説

Ṥ
口
敬
二
）
311242Ȃ3◆

緑127Ȃ1

内

田

百

⇭

冥
途
・
旅
順
入
城
式

九
三
五
円

い
ま
か
い
ま
か
と
怯
え
な
が
ら
、
来
る
べ
き
も
の
が
い
つ
ま
で
も
出
現
し
な
い
た

め
に
、
気
配
の
み
が
極
度
に
濃
密
に
尖
鋭
化
し
て
ゆ
く

こ
の
よ
う
な
生
の
不

安
と
無
気
味
な
幻
想
に
お
お
わ
れ
た
夢
幻
の
世
界
を
稀
有
の
名
文
で
紡
ぎ
だ
し
た

二
つ
の
短
Ἣ
集
を
収
め
る
。
漱
石
の
「
夢
十
夜
」
に
も
似
た
味
わ
い
を
も
つ
百
⇭

（
一
八
八
九

―
一
九
七
一

）
文
学
の
粋
。

（
解
説

種
村
季
弘
）
311271Ȃ7

緑127Ȃ2

内

田

百

⇭

東

京

日

記
他
六
Ἣ

七
〇
四
円

日
常
の
中
に
突
如
ひ
ら
け
る
怪
異
な
世
界
を
描
い
て
余
人
の
追
随
を
許
さ
な
い
百

⇭
文
学
。
後
期
の
㑹
作
七
Ἣ
を
収
録
。
水
が
電
車
道
に
あ
ふ
れ
だ
し
た
日
比
谷
交

叉
点
を
牛
の
胴
体
よ
り
大
き
な
鰻
が
ぬ
る
ぬ
る
と
Ṝ
っ
て
ゆ
く
描
写
に
始
ま
る
連

作
短
編
「
東
京
日
記
」
を
は
じ
め
、「
白
猫
」「
長
春
香
」「
柳
㣽
校
の
小
閑
」「
青

炎
抄
」「
南
山
寿
」「
サ
ラ
サ
ー
テ
の
盤
」
を
収
録
。

（
解
説

川
村
二
郎
）
311272Ȃ5

緑130Ȃ1

那

珂

太

郎
編

西
脇
順
三
郎
詩
集

一
一
〇
〇
円

朔
太
郎
の
『
月
に
吠
え
る
』
に
衝
撃
を
受
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ

ズ
ム
の
運
動
に
ふ
れ
て
詩
人
と
し
て
出
発
し
た
西
脇
順
三
郎
（
一
八
九
四

―
一
九
八
二

）

は
、
伝
統
や
因
習
に
因
わ
れ
な
い
詩
的
言
語
の
新
し
さ
に
よ
っ
て
、
日
本
の
近
代

詩
の
ス
タ
イ
ル
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
処
女
作
『
A
m
barvalia』
を
は
じ

め
、『
旅
人
か
へ
ら
ず
』『
失
わ
れ
た
時
』
等
か
ら
代
表
作
を
収
め
る
。

311301Ȃ2

緑132Ȃ1

清

岡

卓

行
編

金

子

光

晴

詩

集

一
一
〇
〇
円

日
本
の
伝
統
や
権
力
支
配
の
構
造
を
象
徴
的
手
法
で
暴
露
、
批
判
し
た
詩
集

『
鮫
』（
一
九
三
七
）
は
、
徹
底
し
た
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
、
一
貫
し
て
「
異
邦
人
」
で

あ
り
つ
づ
け
た
金
子
光
晴
（
一
八
九
五

―
一
九
七
五

）
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
た
昭
和
詩
史
上

最
も
重
要
な
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
代
表
作
『
こ
が
ね
虫
』『
鮫
』『
蛾
』『
落
下

傘
』『
愛
情
69
』
等
か
ら
秀
作
を
選
び
、
そ
の
全
体
像
に
迫
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。

311321Ȃ7
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緑133Ȃ1

原

子

朗
編

大

手

拓

㗨

詩

集

一
〇
四
五
円

生
と
死
の
交
錯
す
る
妖
し
い
夢
幻
世
界
の
実
像
を
、
口
語
自
由
詩
で
表
現
し
た
大

手
拓
㗨
（
一
八
八
七

―
一
九
三
四

）。
孤
独
と
病
魔
に
さ
い
な
ま
れ
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
象

徴
詩
を
道
標
と
し
て
、
詩
人
は
生
の
証
し
を
詩
作
に
求
め
た
。
全
作
品
約
二
四
○

○
Ἣ
か
ら
二
三
二
Ἣ
を
厳
選
し
て
年
代
順
に
配
列
し
、
詩
人
の
生
涯
の
営
み
を
う

か
が
え
る
よ
う
配
慮
し
た
。
散
文
詩
や
訳
詩
も
紙
幅
の
許
す
限
り
採
っ
た
。

311331Ȃ4

緑134Ȃ1

武

田

泰

淳

川

西

政

明
編

評
論
集

滅
亡
に
つ
い
て
他
三
十
Ἣ

九
三
五
円

作
家
武
田
泰
淳
（
一
九
一
二

―
七
六

）
は
、
一
兵
士
と
し
て
中
国
へ
渡
り
、
上
海
で
敗
戦

を
迎
え
た
。
そ
の
時
の
屈
折
し
た
心
境
を
日
本
と
中
国
の
違
い
に
着
目
し
て
綴
っ

た
評
論
「
滅
亡
に
つ
い
て
」（
一
九
四
八
）
は
、
泰
淳
の
出
発
点
で
あ
る
と
と
も

に
、
戦
後
文
学
が
う
ん
だ
記
念
碑
的
作
品
で
あ
る
。
生
涯
、
文
学
者
と
し
て
い
か

に
社
会
と
か
か
わ
る
か
を
追
求
し
た
そ
の
文
学
論
・
作
家
論
の
精
髄
を
収
録
。

311341Ȃ1

緑135Ȃ1

小

島

烏

水

近

藤

信

行
編

山
岳
紀
行
文
集

日
本
ア
ル
プ
ス

一
〇
四
五
円

「
余
が
鎗
ケ
嶽
登
山
を
お
も
ひ
立
ち
た
る
は
一
朝
一
夕
の
こ
と
に
あ
ら
ず
。
何
が

故
に
然
り
し
か
。
山
高
け
れ
ば
な
り
。
山
尖
り
て
嶮
し
け
れ
ば
な
り
」。
小
島
烏

水
（
一
八
七
三

―
一
九
四
八

）
が
本
格
的
に
登
山
を
始
め
た
明
治
三
十
年
代
、
日
本
ア
ル
プ

ス
は
ま
だ
正
確
な
地
図
も
な
く
、
地
元
の
熟
練
の
猟
師
の
み
が
知
る
秘
境
だ
っ

た
。
後
進
登
山
家
の
血
を
わ
か
せ
た
、
先
駆
者
烏
水
の
山
岳
紀
行
文
か
ら
精
選
。

311351Ȃ9

緑137Ȃ1

末

広

鉄

腸

小
林
智
賀
平
校
訂

雪

中

梅
七
〇
四
円

政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
末
広
鉄
腸
（
一
八
四
九

―
一
八
九
六

）
が
明
治
一
九
年
に
著
し
た

政
治
小
説
。
当
時
の
政
治
小
説
中
も
っ
と
も
㑹
れ
た
作
で
、
明
治
初
期
国
会
開
設

前
の
政
界
を
知
る
上
に
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
小
説
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
主
人

公
国
野
基
と
お
春
が
互
い
に
許
婚
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
結
ば
れ
て
ゆ
く
複
雑

な
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
小
説
と
し
て
も
い
ま
な
お
一
読
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

311371Ȃ3

緑138Ȃ1

宮
英
子
・
高
野
公
彦
編

宮み
や

ṥし
ゅ
う

二じ

歌

集
八
九
一
円

作
者
は
昭
和
初
年
に
青
春
時
代
を
送
り
、
戦
争
に
行
き
、
戦
後
四
十
年
、
誠
実
な

一
生
活
者
と
し
て
生
き
た
。
詩
歌
の
分
野
に
お
け
る
最
も
優
れ
た
戦
争
文
学
『
山

西
省
』
の
ほ
か
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
、
家
庭
生
活
の
歌
も
数
多
く
残
し
て
い

る
。
現
代
の
生
活
者
の
孤
独
な
自
己
凝
視
の
歌
は
、
静
か
な
、
し
か
し
深
い
共
感

を
呼
ぶ
。「
毎
日
の
勤
務
の
中
の
を
り
ふ
し
に
呆
然
と
を
る
を
わ
が
秘
密
と
す
」

311381Ȃ0
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緑139Ȃ1

木

村

荘

八

尾

崎

秀

樹
編

新
編

東

京

繁

昌

記
八
一
四
円

永
井
荷
風
『
㰣
東
綺
㞍
』
の
挿
絵
で
知
ら
れ
る
洋
画
家
、
木
村
荘
八
（
一
八
九
三

―
一
九

五
八

）
は
、
風
俗
随
筆
の
名
手
で
も
あ
っ
た
。
下
町
の
風
俗
と
歴
史
を
つ
づ
っ
た
数

多
く
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら
精
選
し
て
新
た
に
編
集
。「
隅
田
川
両
岸
一
覧
」「
七
夕
と

盆
踊
り
」「
佃
島
」「
東
京
の
民
家
」「
花
火
」「
築
地
―
銀
座
」「
㰣
東
雑
話
」「
洲

崎
の
印
象
」「
㰣
東
新
景
」「
矢
場
」「
銘
酒
店
」
等
を
収
録
。
挿
絵
多
数
。

311391Ȃ8

緑142Ȃ1

田

部

重

治

近

藤

信

行
編

新
編

山

と

渓

谷
八
一
四
円

著
者
は
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
の
村
の
産
。
毎
朝
、
家
の
前
の
流
れ
で
顔
を
洗
い
身
を

起
こ
す
た
び
に
白
雪
に
輝
く
山
々
を
仰
い
で
育
っ
た
。「
山
が
自
分
の
一
部
で
あ

り
、
自
分
が
山
の
一
部
と
い
う
ふ
う
な
心
持
に
な
る
」

数
多
く
の
読
者
を
山

に
誘
っ
た
我
が
国
山
岳
文
学
の
古
典
『
山
と
渓
谷
』
な
ど
、
英
文
学
者
・
登
山
家

田
部
重
治
（
一
八
八
四

―
一
九
七
二

）
の
山
の
随
筆
・
紀
行
文
集
か
ら
精
選
。

311421Ȃ3

緑143Ȃ1～2

桑
原
三
郎
・
千
葉
俊
二
編

日
本
児
童
文
学
名
作
集
全
二
冊

上
七
七
〇
円

下
八
一
四
円

イ
ソ
ッ
プ
、
グ
リ
ム
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
日
本
初
紹
介
の
作
品
を
は
じ
め
、
日
本

の
児
童
文
学
に
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
『
赤
い
鳥
』
の
㑹
作
な
ど
児
童
文
学
の

名
作
を
精
選
。
上
巻
に
は
、
巌
谷
小
波
「
こ
が
ね
丸
」、
小
川
未
明
「
赤
い
船
」

等
十
七
Ἣ
、
下
巻
に
は
、
芥
川
竜
之
介
「
蜘
蛛
の
糸
」、
宮
沢
賢
治
「
オ
ツ
ベ
ル

と
象
」、
新
美
南
吉
「
牛
を
つ
な
い
だ
椿
の
木
」
等
二
十
一
Ἣ
を
収
め
る
。

311431Ȃ0◆

緑145Ȃ1

中

島

敦

山
月
記
・
李
陵
他
九
Ἣ

九
四
六
円

三
十
三
年
余
の
短
い
一
生
に
、
珠
玉
の
光
を
放
つ
典
雅
な
作
品
を
残
し
た
中
島
敦

（
一
九
〇
九

―
四
二

）。
近
代
精
神
の
屈
折
が
、
祖
父
伝
来
の
儒
家
に
育
っ
た
そ
の
漢
学
の

血
脈
の
う
ち
に
昇
華
さ
れ
た
表
題
作
を
は
じ
め
、『
西
遊
記
』
に
材
を
取
っ
て
自

我
の
問
題
を
掘
り
下
げ
た
「
悟
浄
出
世
」「
悟
浄
㙛
異
」、
南
洋
へ
の
夢
を
紡
い
だ

「
環
礁
」
な
ど
彼
の
真
面
目
を
伝
え
る
作
十
一
Ἣ
。

（
解
説

氷
上
英
廣
）
311451Ȃ5◆

緑147Ȃ1

小
島
政
二
郎

眼

中

の

人
七
七
〇
円

年
少
よ
り
ᷞ
外
・
荷
風
に
傾
倒
し
て
い
た
著
者
（
一
八
九
四

―
一
九
九
四

）
が
、
芥
川
竜
之

介
や
菊
池
寛
の
知
遇
を
得
て
文
学
に
開
眼
し
て
ゆ
く
経
緯
を
描
い
た
自
伝
的
長
編

小
説
。
文
学
修
業
の
途
上
で
自
分
を
啓
発
し
て
く
れ
た
人
々
を
つ
ね
に
眼
中
に
あ

っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
人
と
し
て
語
る
大
正
文
壇
史
で
も
あ
る
。
鈴
木
三
重
吉
や

『
赤
い
鳥
』
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
興
味
深
い
。

（
解
説

大
河
内
昭
爾
）
311471ȂX
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緑148Ȃ1

串

田

孫

一
自
選

新
選

山

の

パ

ン

セ
八
九
一
円

詩
人
・
哲
学
者
串
田
孫
一
（
一
九
一
五

―
二
〇
〇
五

）
の
、
山
を
め
ぐ
る
随
想
集
。
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
と
、
独
特
の
詩
的
で
平
易
な
文
章
で
綴
ら
れ
た
、
山
靴
や
ス
キ
ー
で
野

山
を
逍
遙
す
る
著
者
の
世
界
が
ひ
ろ
が
る
。
雨
上
が
り
の
峰
々
の
夕
映
え
、
山
小

屋
の
ス
ト
ー
ブ
を
囲
む
語
ら
い
…
…
。
雪
を
待
つ
高
原
の
一
本
の
枯
れ
草
ま
で
が

魅
力
的
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る
、
著
者
自
身
が
選
び
再
編
成
し
た
決
定
版
。

311481Ȃ7

緑149Ȃ1

桑

原

三

郎
編

小
川
未
明
童
話
集

八
九
一
円

童
話
を
単
に
子
ど
も
の
た
め
の
よ
み
も
の
で
は
な
く
、
お
と
な
に
も
通
じ
る
永
遠

の
童
心
に
訴
え
る
文
学
と
と
ら
え
た
小
川
未
明
（
一
八
八
二

―
一
九
六
一

）
は
、
創
作
童
話

に
新
生
面
を
開
き
、
数
多
く
の
㑹
作
を
の
こ
し
た
。「
眠
い
町
」「
牛
女
」「
金
の

輪
」「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」「
野
ば
ら
」「
殿
さ
ま
の
茶
わ
ん
」「
兄
弟
の
や
ま

ば
と
」「
二
度
と
通
ら
な
い
旅
人
」
等
三
二
Ἣ
を
収
録
。
挿
絵
多
数
。

311491Ȃ4

緑150Ȃ1

千

葉

俊

二
編

新
美
南
吉
童
話
集

八
一
四
円

新
美
南
吉
（
一
九
一
三

―
四
三

）
は
、
わ
ず
か
二
十
九
歳
、
二
冊
の
童
話
を
出
版
し
た
だ
け

で
こ
の
世
を
去
っ
た
が
、
底
抜
け
に
明
る
く
、
ユ
ー
モ
ア
と
正
義
感
に
あ
ふ
れ
た

彼
の
童
話
は
、
今
日
多
く
の
人
の
心
を
と
ら
え
、
賢
治
、
未
明
、
三
重
吉
ら
と
な

ら
ぶ
児
童
文
学
の
代
表
的
作
家
の
一
人
と
な
っ
た
。「
ご
ん
狐
」「
お
じ
い
さ
ん
の

ラ
ン
プ
」「
最
後
の
胡
弓
弾
き
」「
花
の
き
村
と
盗
人
た
ち
」
等
十
四
Ἣ
を
収
録
。

311501Ȃ5

緑151Ȃ1

酒

井

忠

康
編

岸
田
劉
生
随
筆
集

八
八
〇
円

明
治
二
十
四
年
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
岸
田
吟
香
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
岸
田
劉

生
（
一
八
九
一

―
一
九
二
九

）
は
、
一
連
の
麗
子
像
を
中
心
と
す
る
作
品
で
、
近
代
日
本
を

代
表
す
る
画
家
の
一
人
と
な
っ
た
が
、
文
才
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
画
論
、
随
筆
を
数

多
く
の
こ
し
て
い
る
。
明
治
・
大
正
の
銀
座
を
し
の
ぶ
「
新
古
細
句
銀
座
通
」
を

は
じ
め
、「
デ
カ
ダ
ン
ス
の
考
察
」
等
十
九
Ἣ
を
収
録
。
挿
絵
多
数
。

311511Ȃ2

緑151Ȃ2

岸

田

劉

生

酒

井

忠

康
編

摘
録

劉

生

日

記

一
一
〇
〇
円

大
正
九
年
元
旦
、「
今
日
よ
り
余
は
三
十
歳
と
な
る
。
新
し
き
心
地
幾
ら
か
す
る
」

と
日
記
に
書
い
た
岸
田
劉
生
は
、
大
正
十
四
年
七
月
九
日
ま
で
、
一
日
も
休
ま
ず

克
明
に
日
記
を
つ
け
た
。
劉
生
の
日
記
の
中
で
最
も
興
味
ぶ
か
い
こ
の
時
期
の
日

記
か
ら
摘
録
し
た
本
書
は
、
志
賀
直
哉
と
の
交
遊
、
麗
子
像
を
描
い
た
時
の
こ
と

な
ど
、
劉
生
の
素
顔
が
浮
き
彫
り
に
な
る
記
事
が
多
い
。
人
名
索
引
を
付
す
。

311512Ȃ0
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緑152Ȃ1

朝
永
振
一
郎

江

沢

洋
編

量

子

力

学

と

私

一
〇
四
五
円

「
大
学
三
年
で
当
時
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
量
子
力
学
を
え
ら
ん
だ
の
は
よ
か
っ

た
が
、
勉
強
は
困
難
を
き
わ
め
た
」
と
朝
永
振
一
郎
（
一
九
〇
六

―
七
九

）
は
語
る
。
模

索
の
と
き
の
蓄
積
が
後
に
相
対
論
と
量
子
論
の
融
合
を
め
ざ
す
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル

賞
に
花
開
き
、
ま
た
一
歩
一
歩
大
地
を
踏
み
し
め
て
登
る
よ
う
な
探
求
型
の
解
説

と
な
っ
た
。「
光
子
の
裁
判
」
や
自
分
史
を
含
む
十
一
Ἣ
。

311521ȂX

緑153Ȃ1

森
銑
三
・
柴
田
宵
曲

書

物
八
九
一
円

生
涯
を
近
世
の
書
物
研
究
に
さ
さ
げ
た
森
銑
三
（
一
八
九
五

―
一
九
八
五

）、
柴
田
宵
曲
（
一

八
九
七

―
一
九
六
六

）
に
よ
る
書
物
を
め
ぐ
る
随
想
集
。
真
向
か
ら
書
物
、
読
書
、
出
版

に
つ
い
て
の
モ
ラ
ル
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
説
く
森
銑
三
に
対
し
、
淡
々
と
し

た
文
章
で
そ
れ
ら
の
楽
し
み
を
語
る
柴
田
宵
曲
と
、
文
章
は
対
照
的
で
あ
る
が
、

ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
お
も
し
ろ
い
一
冊
に
な
っ
て
い
る
。（
解
説

中
村
真
一
郎
）
311531Ȃ7

緑154Ȃ1

会

津

八

一

自

Ḽ

鹿

鳴

集
七
七
〇
円

お
ほ
て
ら

の

ま
ろ
き

は
し
ら

の

つ
き
か
げ

を

つ
ち

に

ふ
み

つ
つ

も
の

を

こ
そ

お
も
へ

（
唐
招
提
寺
に
て
）

秋
艸
道
人
・
会
津
八
一（
一
八
八
一

―
一
九
五
六

）は
そ
の
晩
年
、
歌
集『
鹿
鳴
集
』に
自
ら
Ḽ

を
付
す
こ
と
に
没
頭
し
た
。
美
術
史
家
・
書
家
に
し
て
歌
人
八
一
の
全
生
涯
を
凝

縮
し
た
自
己
表
現
の
書
。
古
都
逍
遥
の
格
好
の
手
引
き
。
（
解
説

植
田
重
雄
）
311541Ȃ4

緑155Ȃ1

大

岡

信
編

窪く
ぼ

田た

空う
つ

穂ぼ

随
筆
集

九
三
五
円

近
代
日
本
を
代
表
す
る
歌
人
の
一
人
で
あ
る
窪
田
空
穂
は
、
柳
田
国
男
を
尊
敬

し
、
民
俗
学
に
大
い
な
る
関
心
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
空
穂
の
考
え
を

よ
く
伝
え
て
く
れ
る
随
筆
集
。
明
治
の
農
村
文
化
の
豊
か
さ
、
大
正
初
め
の
東
京

名
所
め
ぐ
り
、
早
稲
田
大
学
の
思
い
出
な
ど
を
述
べ
た
文
章
か
ら
は
、
明
治
・
大

正
の
日
本
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
二
十
九
Ἣ
を
収
録
。

311551Ȃ1

緑155Ȃ3

大

岡

信
編

窪

田

空

穂

歌

集

一
〇
四
五
円

私
は
師
と
称
す
る
人
を
持
た
ず
、
詠
草
の
添
削
を
受
け
た
こ
と
は
一
回
も
な
い
―

九
十
年
の
生
涯
の
最
晩
年
ま
で
、
日
本
的
情
緒
に
ひ
た
さ
れ
た
老
年
の
心
境
詠
と

は
無
縁
の
、
若
々
し
い
旺
盛
な
創
作
活
動
を
続
け
た
歌
人
窪
田
空
穂
（
一
八
七
七

―
一
九

六
七

）。
そ
の
全
作
品
か
ら
、
短
歌
一
八
六
〇
首
の
ほ
か
、
見
事
な
ス
ト
ー
リ
ー
・

テ
ラ
ー
の
側
面
が
窺
え
る
長
歌
六
十
四
首
、
詩
Ἣ
五
Ἣ
を
精
選
。

311553Ȃ8

現代日本文学 164

001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 16522/04/04 11:02  v3.60

緑157Ȃ1

尾

崎

一

雄

高

橋

英

夫
編

暢
気
眼
鏡

虫
の
い
ろ
い
ろ
他
十
三
Ἣ

八
一
四
円

洒
脱
で
晴
朗
な
お
し
ゃ
べ
り
。
出
世
作
と
な
っ
た
「
暢
気
眼
鏡
」
以
下
一
連
の
貧

乏
ユ
ー
モ
ア
小
説
か
ら
、
身
辺
な
虫
の
生
態
を
観
察
し
た
「
虫
の
い
ろ
い
ろ
」、

そ
し
て
老
年
の
心
境
小
説
ま
で
、
尾
崎
一
雄
（
一
八
九
九

―
一
九
八
三

）
の
作
品
に
は
一
貫

し
て
、
そ
の
生
涯
の
大
半
を
過
し
た
西
相
模
の
丘
陵
を
思
わ
せ
る
爽
や
か
な
明
る

さ
が
あ
る
。
代
表
的
な
短
Ἣ
十
五
Ἣ
を
編
年
順
に
収
録
。

311571Ȃ6◆

＊青135Ȃ2

細
井
和
喜
蔵

奴

隷

小
説
・
女
工
哀
史
１

一
三
八
六
円

『
女
工
哀
史
』
著
者
は
、
力
あ
る
小
説
家
で
も
あ
っ
た
！

二
八
歳
の
没
後
刊
行

さ
れ
た
『
奴
隷
』『
工
場
』
は
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
里
と
大
阪
を
舞
台
と
す
る
自

伝
的
連
作
小
説
。
幼
く
し
て
両
親
を
失
い
、
機
屋
の
奉
公
人
と
し
て
働
き
始
め
た

少
年
は
、
近
代
化
の
歯
車
が
高
速
で
回
り
、
労
働
者
た
ち
を
㚌
み
込
む
中
を
生
き

る
。
故
郷
丹
後
の
美
し
く
も
酷
い
情
景
と
共
に
描
く
。

（
解
説

松
本
満
）
331352Ȃ7

＊青135Ȃ3

細
井
和
喜
蔵

工

場

小
説
・
女
工
哀
史
２

一
三
八
六
円

失
意
の
自
殺
未
遂
か
ら
生
還
し
た
機
械
工
・
江
治
は
、
紡
織
工
場
の
奴
隷
労
働
解

放
の
た
め
身
を
捧
げ
よ
う
と
誓
う
。
巧
妙
な
会
社
の
労
務
政
策
、
出
世
の
た
め
の

密
告
、
会
社
に
立
て
つ
く
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
女
工
た
ち
。
二
八
歳
で
没
し
た

『
女
工
哀
史
』
著
者
（
一
八
九
七

─
一
九
二
五

）
が
工
場
現
場
の
女
と
男
の
生
身
の
㗡
を
描

く
迫
力
の
小
説
。『
奴
隷
』
続
編
。

（
解
説

鎌
田
慧
、
松
本
満
）
331353Ȃ4

緑161Ȃ2

小
金
井
喜
美
子

森

ᷞ

外

の

系

族

一
〇
四
五
円

ᷞ
外
の
思
い
出
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
森
家
の
人
々
の
肖
像
が
生

き
生
き
と
浮
び
上
が
る
回
想
記
。
特
に
、
雑
誌
『
歌
舞
伎
』
を
主
宰
し
劇
評
に
新

風
を
吹
き
こ
ん
だ
㗨
兄
三
木
竹
二
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
は
、
本
書
が
ほ
と
ん

ど
唯
一
の
貴
重
な
㗦
料
で
あ
る
。
明
治
の
知
的
な
中
流
家
庭
の
生
活
が
う
か
が
え

る
随
筆
に
、
歌
、
創
作
な
ど
も
併
せ
て
収
録
。

（
解
説

中
井
義
幸
）
311612Ȃ7

緑163Ȃ1

五

島

茂
編

木
下
利
玄
全
歌
集

五
九
四
円

白
樺
派
の
歌
人
木
下
利
玄
（
一
八
八
六

―
一
九
二
五

）
の
四
歌
集
「
銀
」「
紅
玉
」「
一
路
」

「
み
か
ん
の
木
」
を
厳
密
な
校
訂
の
も
と
に
あ
つ
め
る
。
佐
佐
木
信
綱
の
竹
柏
園

に
一
三
歳
に
し
て
入
門
、
は
じ
め
は
趣
味
で
あ
り
、
慰
め
で
あ
っ
た
短
歌
が
、
つ

い
に
は
四
〇
歳
に
し
て
病
没
す
る
ま
で
の
彼
の
た
だ
一
筋
の
道
と
な
っ
た
、
そ
の

道
程
の
す
べ
て
を
本
歌
集
は
明
か
し
て
く
れ
る
。

311631Ȃ3
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緑164Ȃ1

河

野

与

一

原

二

郎
編

新
編

学
問
の
曲
り
角

七
二
六
円

「
河
野
君
は
遊
び
な
が
ら
哲
学
を
し
て
い
る
か
ら
困
る
」
と
哲
学
者
田
辺
元
に
言

わ
せ
る
ほ
ど
学
問
を
楽
し
ん
だ
河
野
与
一
（
一
八
九
六

―
一
九
八
四

）。
そ
の
該
博
な
学
識

と
旺
盛
な
知
識
欲
の
対
象
は
、「
欠
伸
が
う
つ
る
」
の
典
拠
や
「
プ
ラ
ト
ニ
ッ

ク
・
ラ
ヴ
」
の
由
来
、
と
い
っ
た
問
題
に
も
及
ぶ
。
話
題
の
豊
富
さ
と
語
り
口
の

軽
妙
さ
か
ら
長
く
親
し
ま
れ
た
『
学
問
の
曲
り
角
』
の
新
編
文
庫
版
。

311641Ȃ0

緑169Ȃ2

立

松

和

平
編

林
芙
美
子
紀
行
集

下
駄
で
歩
い
た
巴
里

八
一
四
円

昭
和
五
年
『
放
浪
記
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
芙
美
子
は
念
願
の
中
国
行
き

を
果
た
す
。
翌
年
は
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
渡
欧
す
る
と
、
半
年
余
り
を
巴
里
、
倫
敦

で
過
ご
し
た
。
小
説
を
書
く
の
は
恋
人
が
待
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
愉
し
い
と

言
い
な
が
ら
、「
苦
し
い
事
は
山
ほ
ど
あ
る
。
一
切
合
財
旅
で
捨
て
去
る
こ
と
に

き
め
て
い
る
」
と
旅
を
愛
し
た
作
家
の
、
愉
楽
の
時
を
記
す
二
〇
Ἣ
。

311692Ȃ5

緑169Ȃ3

林

芙

美

子

放

浪

記

一
一
六
六
円

私
は
宿
命
的
に
放
浪
者
で
あ
る

若
き
日
の
日
記
を
も
と
に
記
さ
れ
た
林
芙
美

子
（
一
九
〇
三

―
五
一

）
の
生
涯
の
代
表
作
。
舞
台
は
第
一
㗨
大
戦
後
の
東
京
。
地
方
出

身
者
の
「
私
」
は
、
震
災
を
経
て
変
わ
り
ゆ
く
都
市
の
底
辺
で
、
貧
窮
に
あ
え

ぎ
、
職
を
転
々
と
し
な
が
ら
も
、
逆
境
に
め
げ
る
こ
と
な
く
ひ
た
す
ら
に
文
学
に

向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
生
き
る
。
全
三
部
を
収
録
。

（
解
説

今
川
英
子
）
311693Ȃ7◆

緑170Ȃ1～2

近

藤

信

行
編

山

の

旅
全
二
冊

明
治
・
大
正
Ἣ

大
正
・
昭
和
Ἣ
各
九
九
〇
円

信
仰
の
登
山
か
ら
近
代
登
山
へ

小
島
烏
水
ら
日
本
近
代
登
山
の
先
駆
者
た
ち

や
、
子
規
・
露
伴
・
漱
石
ら
文
人
た
ち
の
新
鮮
な
驚
き
に
満
ち
た
山
旅
「
明
治
・

大
正
Ἣ
」。
一
時
代
を
画
し
た
槇
有
恒
の
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
か
ら
斎
藤
茂
吉
の
熊

野
古
道
巡
礼
ま
で
、
登
山
人
口
の
飛
躍
的
な
広
が
り
と
と
も
に
様
々
な
か
た
ち
の

山
旅
が
生
ま
れ
た
昭
和
三
十
年
代
ま
で
の
文
章
「
大
正
・
昭
和
Ἣ
」。

311701Ȃ8

緑175Ȃ3

村

井

弦

斎

酒

道

楽
九
九
〇
円

明
治
三
十
四
年
五
月
、
当
時
の
新
聞
小
説
の
第
一
人
者
村
井
弦
斎
は
『
報
知
新

聞
』
一
面
の
社
告
で
「
百
道
楽
」
シ
リ
ー
ズ
と
い
う
壮
大
な
構
想
を
予
告
、『
釣

道
楽
』
を
皮
切
り
に
『
酒
道
楽
』『
女
道
楽
』『
食
道
楽
』
と
発
表
し
て
い
っ
た
。

本
書
は
二
人
の
大
酒
飲
み
の
教
師
を
主
人
公
に
抱
腹
絶
倒
の
滑
稽
小
説
の
形
を
と

っ
て
禁
酒
を
説
い
た
啓
蒙
家
弦
斎
の
面
目
躍
如
の
作
。
（
解
説

黒
岩
比
佐
子
）
311753Ȃ0
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緑176Ȃ1～2

三
宅
周
太
郎

文

楽

の

研

究
全
二
冊

正
・
続
各
八
三
六
円

三
宅
周
太
郎
（
一
八
九
二

―
一
九
六
七

）
は
演
劇
評
論
家
。
時
事
新
報
、
毎
日
新
聞
な
ど
で

終
生
劇
評
を
書
き
続
け
た
。
正
編
で
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
文
楽
の

沿
革
、
人
形
浄
瑠
璃
と
歌
舞
伎
と
の
比
較
研
究
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
続
編
で
は
六

世
鶴
沢
友
㗨
郎
、
豊
竹
山
城
少
掾
ら
名
人
の
逸
話
や
芸
談
、
淡
路
島
で
の
人
形
行

脚
、
戦
後
の
文
楽
界
の
困
難
を
述
べ
、
古
典
演
劇
の
保
護
に
示
唆
を
与
え
る
。

311761Ȃ1

緑177Ȃ1

五

人

づ

れ

五

足

の

靴
五
〇
六
円

明
治
四
十
年
盛
夏
、
東
京
新
詩
社
の
雑
誌
『
明
星
』
に
集
う
若
き
詩
人
た
ち

北
原
白
秋
、
太
田
正
雄
（
木
下
杢
太
郎
）、
平
野
萬
里
、
吉
井
勇
の
四
人
が
主
宰

者
与
謝
野
寛
と
五
人
づ
れ
で
旅
に
出
た
。
長
崎
、
平
戸
、
島
原
、
天
草
と
南
蛮
文

化
を
探
訪
し
、
阿
蘇
に
登
り
柳
川
に
遊
ぶ
。
交
代
で
匿
名
執
筆
し
た
紀
行
文
は
新

聞
連
載
さ
れ
日
本
耽
美
派
文
学
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

（
解
説

宗
像
和
重
）
311771Ȃ2

緑178Ȃ1

池

内

紀
編

尾

崎

放ほ
う

哉さ
い

句

集
五
九
四
円

「
咳
を
し
て
も
一
人
」

尾
崎
放
哉
（
一
八
八
五

―
一
九
二
六

）
は
成
績
優
秀
で
鳥
取
一

中
か
ら
一
高
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
へ
。
し
か
し
後
半
生
は
一
転
す
る
。
勤
め

は
永
続
き
せ
ず
、
京
都
の
一
燈
園
、
神
戸
の
須
磨
寺
な
ど
、
各
地
を
転
々
と
し
た

後
、
最
後
は
小
豆
島
の
札
所
南
郷
庵
に
安
住
の
地
を
見
い
だ
し
て
句
作
三
昧
の
生

活
を
送
り
、
数
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
優
れ
た
作
品
を
遺
し
た
。

311781Ȃ1

緑179Ȃ1

茅

野

蕭

々
訳

リ

ル

ケ

詩

抄
九
四
六
円

昭
和
二
年
、
リ
ル
ケ
が
没
し
た
翌
年
、
本
書
は
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
本
に
よ
り
、

リ
ル
ケ
の
詩
は
初
め
て
纏
ま
っ
た
形
で
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
た
。〈
日
本
に
お
け

る
リ
ル
ケ
〉
の
大
い
な
る
一
歩
を
刻
み
つ
け
た
訳
詩
集
。
茅
野
蕭
々
（
一
八
八
三

―
一
九

四
六

）
は
、
奇
を
て
ら
う
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
口
語
を
用
い
て
訳
し
、
素
朴
な
味

わ
い
を
生
み
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

（
解
説

高
橋
英
夫
）
311791Ȃ0

緑180Ȃ1

有
吉
佐
和
子

ぷ
え
る
と
り
こ
日
記

六
六
〇
円

Ｎ
Ｙ
の
名
門
女
子
大
生
た
ち
が
米
国
準
州
へ
社
会
調
査
に
。
留
学
生
崎
子
と
団
長

ジ
ュ
リ
ア
の
日
記
が
描
く
珍
道
中
。
白
人
黒
人
ユ
ダ
ヤ
系
に
先
住
民
系
ア
メ
リ
カ

人
と
日
独
メ
キ
シ
コ
留
学
生
を
迎
え
る
島
民
の
反
応
は
？

キ
ュ
ー
バ
危
機
迫
る

時
代
の
米
国
支
配
に
独
立
党
の
面
々
は
？

大
統
領
候
補
と
ᷚ
さ
れ
る
青
年
は
？

乾
い
た
笑
い
で
人
種
感
覚
を
突
く
青
春
小
説
。
（
解
説

満
谷
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
）
311801Ȃ6
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緑181Ȃ1

千

葉

俊

二
編

江
戸
川
乱
歩
短
Ἣ
集

九
三
五
円

大
正
末
期
、
大
震
災
直
後
の
東
京
に
ひ
と
り
の
異
才
が
登
場
、
卓
抜
な
着
想
、
緻

密
な
構
成
、
巧
み
な
語
り
口
で
読
者
を
ひ
き
こ
む
優
れ
た
短
Ἣ
を
㗨
々
と
発
表
し

て
い
っ
た
。
日
本
文
学
に
推
理
小
説
の
分
野
を
開
拓
し
普
及
さ
せ
た
江
戸
川
乱
歩

（
一
八
九
四

―
一
九
六
五

）
の
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
二
銭
銅
貨
」
を
は
じ
め
「
心
理
試
験
」「
押

絵
と
旅
す
る
男
」
な
ど
代
表
作
十
二
Ἣ
を
収
録
。

311811Ȃ5◆

緑181Ȃ2

江
戸
川
乱
歩

怪
人
二
十
面
相
・
青
銅
の
魔
人

一
〇
〇
一
円

探
偵
小
説
の
文
豪
・
江
戸
川
乱
歩
は
、
少
年
文
学
の
大
成
者
で
も
あ
る
。
明
智
小

五
郎
、
怪
人
二
十
面
相
、
少
年
探
偵
団
の
活
躍
す
る
少
年
物
は
、
児
童
文
学
の
枠

を
超
え
今
も
愛
読
さ
れ
る
古
典
で
あ
る
。
少
年
時
に
読
ん
で
夢
を
与
え
、
大
人
が

読
ん
で
も
懐
か
し
さ
と
興
趣
を
喚
起
さ
せ
る
。
小
説
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
は
、
夢
の

体
現
者
と
し
て
活
躍
し
続
け
る
。

（
解
説

佐
野
史
郎
、
解
題

𠮷
田
司
雄
）
311812Ȃ2

緑181Ȃ3

江
戸
川
乱
歩

少
年
探
偵
団
・
超
人
ニ
コ
ラ

一
〇
四
五
円

「
少
年
探
偵
団
」
は
、
少
年
物
第
二
作
。
明
智
探
偵
、
小
林
少
年
が
、
宝
石
を
狙

う
二
十
面
相
に
立
ち
向
か
う
。
犯
行
予
告
時
刻
の
そ
の
時
ま
で
対
決
が
続
く
。

『
超
人
ニ
コ
ラ
』
は
、
少
年
探
偵
団
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
作
。
戦
時
色
が
強
ま
る
中
、

筆
名
を
変
え
て
ま
で
執
念
を
以
て
書
か
れ
た
児
童
向
き
の
小
Ἣ
「
智
恵
の
一
太
郎

も
の
が
た
り
（
抄
）」
も
収
録
。

（
解
説

小
中
千
昭
、
解
題

𠮷
田
司
雄
）
311813Ȃ9

緑181Ȃ4～6

浜

田

雄

介
編

江
戸
川
乱
歩
作
品
集
全
三
冊

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
各
一
一
〇
〇
円

乱
歩
の
長
編
物
の
代
表
作
と
独
自
の
短
Ἣ
と
併
せ
て
、
全
三
巻
で
日
本
探
偵
小
説

の
文
豪
の
世
界
を
再
現
す
る
。
各
巻
を
テ
ー
マ
別
と
し
た
。
第
Ⅰ
巻
は
、
人
界
を

越
え
た
様
々
な
「
愛
の
ゆ
く
え
」
を
め
ぐ
る
五
Ἣ
。
第
Ⅱ
巻
は
、
緻
密
な
ト
リ
ッ

ク
に
よ
る
「
Ṗ
の
ゆ
く
え
」
を
描
い
た
五
Ἣ
。
第
Ⅲ
巻
は
、
夢
幻
の
世
界
で
あ
る

「
夢
の
ゆ
く
え
」
を
追
求
し
た
七
Ἣ
を
収
録
し
た
。

311814Ȃ6

緑182Ȃ1

坂

口

安

吾

堕
落
論
・
日
本
文
化
私
観
他
二
十
二
Ἣ

一
〇
〇
一
円

昭
和
二
十
一
年
四
月
に
発
表
さ
れ
た
「
堕
落
論
」
に
よ
っ
て
、
坂
口
安
吾
（
一
九
〇
六

―
一
九
五
五

）
は
一
躍
時
代
の
寵
児
と
な
っ
た
。
作
家
と
し
て
生
き
抜
く
覚
悟
を
決
め

た
日
か
ら
、
安
吾
は
内
な
る
〈
自
己
〉
と
の
壮
絶
な
戦
い
に
明
け
暮
れ
た
。
他
者

な
ど
で
は
な
い
。
こ
の
〈
自
己
〉
こ
そ
が
一
切
の
基
準
だ
。
安
吾
の
視
線
は
、
物

事
の
本
質
に
グ
サ
リ
と
突
き
刺
さ
る
。

（
解
説

七
北
数
人
）
311821Ȃ4◆

現代日本文学 168

001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 16922/04/04 11:02  v3.60

緑182Ȃ2

坂

口

安

吾

桜
の
森
の
満
開
の
下
・
白
痴
他
十
二
Ἣ

一
〇
〇
一
円

桜
の
森
の
満
開
の
下
は
怖
ろ
し
い
。
妖
し
い
ば
か
り
に
美
し
い
残
酷
な
女
は
Ḭ
き

消
え
て
花
び
ら
と
な
り
、
冷
た
い
虚
空
が
は
り
つ
め
て
い
る
ば
か
り
。
女
性
と
は

何
者
か
。
肉
体
と
魂
。
男
と
女
。
安
吾
に
と
っ
て
そ
れ
を
問
い
続
け
る
こ
と
は
自

分
を
凝
視
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
ᷕ
蕩
、
可
㜐
、
遊
び
、
退
屈
、

…
…
。
す
べ
て
は
た
だ
〈
悲
し
み
〉
へ
と
収
斂
し
て
い
く
。（
解
説

七
北
数
人
）
311822Ȃ1◆

緑182Ȃ3

坂

口

安

吾

風
と
光
と
二
十
の
私
と
・
い
ず
こ
へ
他
十
六
Ἣ

品
切

安
吾
、
安
吾
、
安
吾
─
─
安
吾
と
は
い
っ
た
い
誰
か
。
坂
口
炳
五
は
い
か
に
し
て

安
吾
に
な
っ
た
の
か
。〈
求
道
者
・
安
吾
〉、〈
落
伍
者
・
安
吾
〉、
そ
し
て
何
よ
り

も
〈
作
家
・
安
吾
〉。
冷
酷
に
現
実
を
見
つ
め
る
〈
鬼
の
目
〉、
そ
し
て
〈
い
た
わ

り
の
視
線
〉。
安
吾
に
と
っ
て
、
自
伝
的
作
品
を
書
く
こ
と
は
、
自
分
の
思
想
や

生
き
方
、
過
去
と
の
全
面
的
対
決
で
あ
っ
た
。

（
年
譜
・
解
説

七
北
数
人
）
311823Ȃ8◆

緑184Ȃ1

川

崎

賢

子
編

久ひ
さ

生お

十じ
ゅ
う

㜄ら
ん

短
Ἣ
選

一
〇
〇
一
円

〈
小
説
の
魔
術
師
〉
と
し
て
文
学
通
の
間
で
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
の
少
な
く
な
い
、

鬼
才
、
久
生
十
㜄
（
一
九
〇
二

―
五
七

）
の
精
粋
を
、
お
も
に
戦
後
の
短
Ἣ
群
か
ら
厳

選
。
世
界
短
Ἣ
小
説
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
一
席
を
獲
得
し
た
「
母
子
像
」、
幻
想
性

豊
か
な
「
黄
泉
か
ら
」、
戦
争
の
記
憶
が
鮮
明
な
「
蝶
の
絵
」「
復
活
祭
」
な
ど
、

巧
緻
な
構
成
と
密
度
の
高
さ
が
鮮
烈
な
印
象
を
残
す
全
十
五
Ἣ
。

311841Ȃ2◆

緑184Ȃ2

久

生

十

㜄

墓
地
展
望
亭
・
ハ
ム
レ
ッ
ト
他
六
Ἣ

八
八
〇
円

人
間
心
理
の
深
奥
に
迫
る
名
作
「
湖
畔
」「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」、
恐
怖
と
諦
観
の
珠
玉

掌
Ἣ
「
骨
仏
」、
純
愛
の
モ
チ
ー
フ
が
醇
美
な
香
気
と
洗
練
を
み
せ
る
「
墓
地
展

望
亭
」
な
ど
、
彫
琢
に
つ
ぐ
彫
琢
に
よ
り
磨
き
ぬ
か
れ
た
〈
小
説
の
魔
術
師
〉
久

生
十
㜄
の
比
較
的
長
め
の
短
Ἣ
あ
る
い
は
中
Ἣ
を
集
め
る
。
ほ
か
に
「
生
霊
」

「
雲
の
小
径
」「
虹
の
橋
」「
妖
婦
ア
リ
ス
芸
談
」
を
収
録
。
（
解
説

川
崎
賢
子
）
311842Ȃ9◆

緑185Ȃ1

織
田
作
之
助

六
白
金
星
・
可
能
性
の
文
学
他
十
一
Ἣ

九
三
五
円

Ṙ
雄
は
頭
も
悪
く
、
鈍
臭
く
、
た
だ
一
つ
㞄
を
獲
る
の
が
巧
か
っ
た
─
─
。
ず
る

賢
く
冷
淡
な
兄
、
心
根
は
優
し
い
が
強
情
な
弟
、
身
勝
手
で
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
父
、
年
と
と
も
に
気
弱
に
な
る
母
の
関
係
を
描
い
た
「
六
白
金
星
」
の
ほ
か
、

大
阪
の
庶
民
の
ね
ば
り
強
い
人
生
を
描
き
つ
づ
け
た
織
田
作
之
助
（
一
九
一
三

―
四
七

）

の
戦
後
発
表
の
代
表
作
。

（
解
説

佐
藤
秀
明
）
311851Ȃ1◆
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緑185Ȃ2

織
田
作
之
助

夫

婦

善

哉
正
続

他
十
二
Ἣ

一
〇
〇
一
円

織
田
作
之
助
の
代
表
作
「
夫
婦
善
哉
」
に
、
二
〇
〇
七
年
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た

「
続

夫
婦
善
哉
」
を
あ
わ
せ
て
「
正
続
」
と
し
、
そ
の
ほ
か
、
芥
川
賞
候
補
作

「
俗
臭
」
や
自
伝
的
作
品
「
雨
」、
あ
る
い
は
伝
説
の
棋
士
坂
田
三
吉
を
主
人
公
に

し
た
「
聴
雨
」「
勝
負
師
」
な
ど
、
お
も
に
戦
前
・
戦
中
期
の
代
表
的
短
Ἣ
十
四

Ἣ
を
収
録
。
オ
ダ
サ
ク
生
誕
百
年
記
念
の
贈
り
物
。

（
解
説

佐
藤
秀
明
）
311852Ȃ8◆

緑185Ȃ3

織
田
作
之
助

わ
が
町
・
青
春
の
逆
説品

切

人
間
は
か
ら
だ
を
責
め
て
働
か
な
Ἓ
や

不
撓
不
屈
の
精
神
で
人
力
車
引
き
を

し
な
が
ら
孫
娘
を
育
て
あ
げ
る
男
の
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
わ
た
る
波
瀾
万
丈

の
生
涯
を
描
い
た
「
わ
が
町
」。
過
剰
な
自
意
識
に
振
り
回
さ
れ
る
不
器
用
な
美

貌
の
青
年
の
成
長
を
点
綴
し
た
自
伝
的
小
説
「
青
春
の
逆
説
」。
織
田
作
之
助
（
一

九
一
三

―
四
七

）
の
代
表
的
長
Ἣ
二
Ἣ
を
収
録
。

（
解
説

佐
藤
秀
明
）
311853Ȃ5◆

緑186Ȃ1

折

口

信

夫

歌
の
話
・
歌
の
円
寂
す
る
時
他
一
Ἣ

六
一
六
円

「
文
学
と
い
う
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
実
際
の
生
活
か
ら
離
れ
た
も
の
が
、
よ
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
歌
人
の
感
性
と
学
者
の
分
析
、
釈
迢
空
の
名
を
持
つ
折
口

信
夫
（
一
八
八
七

―
一
九
五
三

）
の
ふ
た
つ
の
眼
は
と
も
に
鋭
い
。
歌
の
歴
史
と
味
わ
い
方

を
若
い
読
者
に
語
る
「
歌
の
話
」、
短
歌
滅
亡
を
論
じ
て
そ
の
宿
命
と
未
来
を
問

う
「
歌
の
円
寂
す
る
時
」。「
女
流
短
歌
史
」
を
併
録
。

（
解
説

岡
野
弘
彦
）
311861Ȃ0◆

緑186Ȃ2

折

口

信

夫

死
者
の
書
・
口
ぶ
え

八
一
四
円

「
し
た

し
た

し
た
。」
雫
の
つ
た
う
暗
闇
、
生
と
死
の
あ
わ
い
に
目
覚
め
る

「
死
者
」。「
お
れ
は
ま
だ
、
お
前
を
思
い
続
け
て
居
た
ぞ
。」
古
代
世
界
に
題
材
を

と
り
、
折
口
信
夫
（
一
八
八
七

―
一
九
五
三

）
の
比
類
な
い
言
語
感
覚
が
織
り
上
げ
る
物
語

は
、
読
む
者
の
肌
近
く
忍
び
寄
り
幻
惑
す
る
。
同
題
を
も
つ
草
稿
二
Ἣ
、
小
説
第

一
作
「
口
ぶ
え
」
を
併
録
。

（
解
説
・
注

安
藤
礼
二
）
311862Ȃ7◆

緑186Ȃ4

藤

井

貞

和
編

折
口
信
夫
古
典
詩
歌
論
集

九
四
六
円

「
私
に
と
っ
て
は
寧
ろ
解
釈
す
る
こ
と
が
創
作
す
る
事
の
様
に
す
ら
感
じ
ら
れ

る
。」
国
文
学
者
・
民
俗
学
者
に
し
て
歌
人
・
詩
人
、
比
類
な
い
業
績
を
の
こ
し

た
折
口
信
夫
（
一
八
八
七

―
一
九
五
三

）。
学
問
と
創
作
と
の
双
方
を
、「
う
た
」
が
つ
ら
ぬ

く

「
叙
景
詩
の
発
生
」「
女
房
文
学
か
ら
隠
者
文
学
へ
」
な
ど
、
文
学
史
を

構
想
し
、
一
首
を
読
み
ぬ
く
「
折
口
学
」
の
精
髄
十
三
編
を
収
録
。
注
を
付
す
。

311864Ȃ1◆
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緑187Ȃ1

坂

崎

紫

瀾

林

原

純

生
校
注

汗
血
千
里
の
駒
坂
本
㜇
馬
君
之
伝

一
〇
三
四
円

㜇
馬
暗
殺
か
ら
十
六
年

維
新
の
記
憶
も
ま
だ
新
し
い
明
治
十
六
年
、
地
元
高

知
の
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
最
初
の
本
格
伝
記
小
説
。
自
由
民
権
の
志
士
、
坂
崎
紫

瀾
の
勢
い
あ
る
文
体
か
ら
は
激
動
の
時
代
の
空
気
が
㭖
る
。
現
代
に
至
る
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
描
か
れ
る
坂
本
㜇
馬
像
の
原
点
。
評
判
を
呼
ん
だ
連
載
当

時
の
挿
絵
六
十
六
点
を
全
点
収
録
、
詳
細
な
注
・
人
名
一
覧
を
付
す
。

311871Ȃ9

緑188Ȃ1

今

野

寿

美
編

山
川
登
美
子
歌
集品

切

与
謝
野
鉄
幹
に
見
い
だ
さ
れ
た
山
川
登
美
子
（
一
八
七
九

―
一
九
〇
九

）
は
、
鉄
幹
に
寄
せ

る
思
慕
の
強
さ
や
鳳
晶
子
（
与
謝
野
晶
子
）
と
の
交
流
が
作
歌
の
意
欲
に
結
び
つ

き
、
創
刊
直
後
の
「
明
星
」
誌
上
で
活
躍
し
た
。
二
九
歳
で
早
世
し
な
が
ら
も
、

喪
っ
た
も
の
へ
の
哀
惜
を
主
題
と
な
し
得
た
点
で
抜
き
ん
で
た
女
流
で
あ
っ
た
彼

女
の
全
作
品
か
ら
、
生
前
未
発
表
の
歌
を
ふ
く
め
て
八
五
八
首
を
収
録
し
た
。

311881Ȃ8◆

緑191Ȃ1～6

紅
野
敏
郎
・
紅
野
謙
介
・
千
葉
俊
二
・
宗
像
和
重
・
山
田
俊
治
編

日
本
近
代
短
Ἣ
小
説
選
全
六
冊

明
治
Ἣ
一
・
二
各
一
〇
四
五
円

大
正
Ἣ
・
昭
和
Ἣ
一
・
二
・
三
各
九
三
五
円

も
っ
と
も
鋭
く
、
も
っ
と
も
自
由
に
、〈
い
ま
〉を
突
破
し
続
け
る
言
葉
の
力

小
説
が
織
り
上
げ
る
近
代
日
本
の
す
が
た
は
、
物
語
の
言
葉
だ
け
が
と
ら
え
た
も

う
ひ
と
つ
の
確
か
な
現
実
で
あ
る
。
ᷞ
外
・
漱
石
か
ら
埴
谷
雄
高
・
三
島
由
紀
夫

ま
で
通
産
一
一
二
年
、
八
十
六
人
の
八
十
六
Ἣ
を
収
録
。
時
代
別
に
六
分
冊
し
、

作
品
解
題
・
解
説
の
ほ
か
、
明
治
Ἣ
に
は
現
代
の
読
者
の
た
め
語
注
を
付
す
。

311911Ȃ2

緑192Ȃ1

自
選

谷
川
俊
太
郎
詩
集

八
八
〇
円

デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
半
世
紀
を
超
え
て
人
々
に
喜
び
と
感
動
を
あ
た
え
て
き
た
谷
川

俊
太
郎
（
一
九
三
一
─
）
の
二
千
数
百
に
お
よ
ぶ
全
詩
か
ら
、
作
者
自
身
が
精
選

し
た
一
七
三
Ἣ
を
収
録
。
子
ど
も
が
読
ん
で
楽
し
め
る
こ
と
ば
あ
そ
び
か
ら
引
用

文
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
実
験
的
な
長
編
詩
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
体
で
書
き
分
け

ら
れ
た
リ
ズ
ム
感
あ
ふ
れ
る
こ
と
ば
の
宇
宙
を
俯
瞰
す
る
。
（
解
説

山
田
馨
）
311921Ȃ1◆

緑194Ȃ1

西

條

八

十
訳

訳
詩
集

白し
ろ

孔く

雀じ
ゃ
く

七
七
〇
円

歌
謡
曲
「
東
京
行
進
曲
」
の
作
詞
や
童
謡
「
か
な
り
や
」
等
で
知
ら
れ
る
西
條
八

十
（
一
八
九
二

―
一
九
七
〇

）
は
、
二
十
代
後
半
に
第
一
詩
集
『
砂
金
』
と
訳
詩
集
『
白
孔

雀
』
を
刊
行
し
た
。
訳
詩
は
語
学
者
の
仕
事
で
は
な
く
、
詩
人
の
仕
事
だ
と
の
並

々
な
ら
ぬ
自
負
を
抱
い
て
世
に
問
う
た
『
白
孔
雀
』（
大
正
九
年
刊
）
の
全
Ἣ
と
、

童
謡
を
中
心
と
し
た
そ
の
他
の
訳
詩
の
佳
Ἣ
も
収
録
。

311941Ȃ9
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緑195Ȃ1

谷
川
俊
太
郎
選

Ἒ
木
の
り
子
詩
集

七
七
〇
円

青
春
を
戦
争
の
渦
中
に
過
ご
し
た
若
い
女
性
の
、
く
や
し
さ
と
、
そ
れ
ゆ
え
の
、

未
来
へ
の
夢
。
ス
パ
ッ
と
歯
切
れ
の
い
い
言
葉
が
断
言
的
に
出
て
く
る
、
主
張
の

あ
る
詩
、
論
理
の
詩
。
と
き
に
は
初
々
し
く
震
え
、
ま
た
と
き
に
は
凛
と
し
て
顔

を
上
げ
る
。
素
直
な
表
現
で
、
人
を
励
ま
し
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
る
、「
現
代
詩

の
長
女
」
Ἒ
木
の
り
子
の
エ
ッ
セ
ン
ス
。（
対
談

大
岡
信
、
解
説

小
池
昌
代
）
311951Ȃ8◆

緑196Ȃ1

尾

崎

翠

第
七
官
界
彷
徨
・
琉
璃
玉
の
耳
輪
他
四
Ἣ

八
九
一
円

聴
覚
や
嗅
覚
な
ど
の
「
感
覚
」
の
再
編
を
通
じ
て
宇
宙
と
内
面
を
捉
え
直
し
、
哀

感
と
ユ
ー
モ
ア
、
静
謐
な
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
も
湛
え
る
独
特
の
表
現
世
界
を
築

い
た
尾
崎
翠
（
一
八
九
六

―
一
九
七
一

）。
昭
和
初
期
に
書
か
れ
た
奇
跡
の
よ
う
な
作
品
群

か
ら
、
代
表
作
「
第
七
官
界
彷
徨
」
と
緩
や
か
に
連
な
る
四
Ἣ
、
没
後
発
見
の
映

画
脚
本
草
稿
「
琉
璃
玉
の
耳
輪
」
を
収
録
。

（
解
説

川
崎
賢
子
）
311961Ȃ7◆

緑197Ȃ1

大
江
健
三
郎
自
選
短
Ἣ

一
五
一
八
円

「
奇
妙
な
仕
事
」「
飼
育
」「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
」「「
雨
の
木
」
を
聴
く
女
た
ち
」

な
ど
、
デ
ビ
ュ
ー
作
か
ら
中
期
の
連
作
を
経
て
後
期
ま
で
、
全
二
三
Ἣ
を
収
録
。

作
家
自
選
の
ベ
ス
ト
版
で
あ
る
と
同
時
に
、
本
書
刊
行
に
あ
た
り
全
収
録
作
品
に

加
筆
修
訂
を
ほ
ど
こ
し
た
最
終
定
本
。
性
・
政
治
・
祈
り
・
赦
し
・
救
済
な
ど
、

大
江
文
学
の
主
題
が
燦
め
く
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
大
江
健
三
郎
の
エ
ッ
セ
ン
ス
。

311971Ȃ6

緑197Ȃ2

大
江
健
三
郎

Ｍ
／
Ｔ
と
森
の
フ
シ
ギ
の
物
語

一
〇
四
五
円

四
国
の
森
の
奥
深
く
、
時
の
権
力
か
ら
独
立
し
た
一
つ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
つ
く
り

出
さ
れ
る
。「
壊
す
人
」
と
「
オ
シ
コ
メ
」
に
導
か
れ
て
展
開
す
る
奇
想
天
外
の

物
語
は
、
い
つ
し
か
二
〇
世
紀
末
の
作
家
が
生
き
る
世
界
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に

照
応
し
て
行
く
…
。
人
間
の
再
生
と
救
済
を
求
め
て
、
雄
大
な
文
学
的
想
像
力
と

新
し
い
語
り
が
生
ん
だ
大
作
。
大
江
文
学
の
原
点
の
物
語
。（
解
説

小
野
正
嗣
）
311972Ȃ3

緑197Ȃ3

大
江
健
三
郎

キ

ル

プ

の

軍

団

一
〇
〇
一
円

高
校
生
の
「
僕
」
は
、
刑
事
の
忠
叔
父
さ
ん
と
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
小
説
『
骨
董
屋
』

を
原
文
で
読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
ま
る
で
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
反
映
す
る
か

の
よ
う
に
、
と
て
つ
も
な
い
「
事
件
」
に
巻
き
こ
ま
れ
て
し
ま
う
。

人
間
の

悪
と
は
、
罪
と
は
何
か
。
そ
し
て
そ
れ
を
の
り
越
え
る
「
ゆ
る
し
」、「
癒
し
」
と

は
何
か
を
追
究
し
た
大
江
文
学
の
結
晶
。

（
解
説

小
野
正
嗣
）
311973Ȃ0
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緑198Ȃ1

谷
川
俊
太
郎
編

⁋

征

夫

詩

集
六
六
〇
円

や
さ
し
く
て
、
茫
洋
と
し
て
、
卑
下
も
せ
ず
、
自
慢
も
し
な
い

。
実
際
に
生

き
て
い
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
話
し
言
葉
を
巧
み
に
使
っ
て
書
か
れ
た
素
直
な
こ
と

ば
が
、
混
沌
と
し
た
重
層
的
な
時
空
間
を
喚
び
お
こ
す
、
現
代
抒
情
詩
の
第
一
人

者
⁋
征
夫
（
一
九
三
九

―
二
〇
〇
〇

）
の
エ
ッ
セ
ン
ス
。
全
作
品
か
ら
七
一
Ἣ
を
精
選
し
、

自
筆
年
譜
を
収
録
し
た
。

（
対
談
・
解
説

谷
川
俊
太
郎
）
311981Ȃ5◆

緑200Ȃ1

伊
藤
比
呂
美
編

石

垣

り

ん

詩

集
八
一
四
円

一
四
歳
で
銀
行
に
事
務
見
習
と
し
て
就
職
し
、
定
年
ま
で
家
族
の
生
活
を
一
人
で

支
え
つ
づ
け
た
詩
人
、
石
垣
り
ん
。
家
と
職
場
、
生
活
と
仕
事
の
描
写
の
う
ち
に

根
源
的
な
力
を
潜
ま
せ
た
詩
を
書
き
つ
づ
け
、
戦
後
の
女
性
詩
を
リ
ー
ド
し
た
詩

人
の
す
べ
て
の
詩
業
か
ら
、
手
書
き
原
稿
と
し
て
の
み
遺
さ
れ
た
未
発
表
詩
や
単

行
詩
集
未
収
録
作
品
を
含
む
、
一
二
〇
Ἣ
を
精
選
。

312001Ȃ9

緑201Ȃ1

十

川

信

介
編

漱

石

追

想

一
〇
四
五
円

「
先
生
は
相
手
の
心
の
純
不
純
を
か
な
り
鋭
く
直
覚
す
る
。
そ
う
し
て
相
手
の
心

を
細
か
い
隅
々
に
亘
っ
て
感
得
す
る
」（
和
⁋
哲
郎
）。
同
級
生
、
留
学
仲
間
、
同

僚
、
教
え
子
、
文
学
者
や
編
集
者
、
禅
僧
に
担
当
医
に
芸
者
、
と
も
に
暮
ら
し
た

使
用
人
や
家
族
ま
で

同
じ
時
間
を
過
ご
し
た
四
九
人
が
語
る
、
記
憶
の
な
か

の
素
顔
の
漱
石
。

312011Ȃ8◆

緑201Ȃ2

石

割

透
編

芥

川

追

想

一
一
〇
〇
円

一
九
二
七
年
七
月
二
四
日
、
大
正
文
壇
の
騎
手
・
芥
川
が
、「
唯
ぼ
ん
や
り
と
し

た
不
安
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
世
を
去
っ
た
。
読
書
界
は
元
よ
り
広
く
国
民
に

衝
撃
を
与
え
、
時
代
の
転
換
を
予
感
さ
せ
た
。
旧
友
、
元
同
僚
、
同
時
代
の
作
家

た
ち
、
家
族
…
…
、
芥
川
と
関
わ
っ
た
四
八
人
の
随
想
か
ら
、
記
憶
の
中
の
作
家

の
素
顔
が
立
ち
現
わ
れ
る
。
芥
川
文
学
の
変
わ
ら
ぬ
魅
力
に
迫
る
回
想
集
。

312012Ȃ5

緑201Ȃ3

多

田

蔵

人
編

荷

風

追

想

一
一
〇
〇
円

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
に
亘
る
文
豪
、
永
井
荷
風
。
反
俗
孤
高
を
貫
き
、
時

代
へ
の
抵
抗
と
韜
ᷢ
、
風
狂
に
生
き
た
作
家
の
実
像
は
、
そ
の
作
品
だ
け
か
ら
で

は
摑
み
に
く
い
。
荷
風
と
遭
遇
し
た
同
時
代
人
の
様
々
な
回
想
五
九
Ἣ
を
選
ん

だ
。
巨
人
の
風
貌
を
探
る
。
仮
面
と
実
像
の
見
極
め
難
い
文
豪
の
実
像
、
全
体
像

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
荷
風
文
学
へ
の
最
良
の
道
案
内
と
す
る
。

312013Ȃ2
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緑202Ȃ1

自
選

大

岡

信

詩

集
八
一
四
円

同
時
代
と
伝
統
、
日
本
の
古
典
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
架
橋
し
て
、
日
本
語
の

新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
織
り
な
す
詩
人
大
岡
信
（
一
九
三
一

―
二
〇
一
七

）。
の
び
や
か
な
感

受
性
と
、
偏
る
こ
と
の
な
い
厖
大
な
知
を
、
自
由
自
在
に
多
方
面
に
活
動
さ
せ
る

こ
と
で
日
本
語
の
現
代
詩
に
新
た
な
展
望
を
切
り
拓
く
詩
人
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、

自
選
に
よ
り
集
成
す
る
。
全
一
二
五
Ἣ
。

（
解
説

三
浦
雅
士
）
312021Ȃ7

緑202Ȃ2

大

岡

信

う

た

げ

と

孤

心

一
〇
〇
一
円

詞
華
集
の
編
纂
、
歌
合
、
連
歌
と
い
っ
た
古
典
詩
歌
の
創
造
の
場
と
し
て
の
「
う

た
げ
」、
こ
れ
に
対
峙
す
る
創
作
者
た
ち
の
「
孤
心
」。『
万
葉
』『
古
今
』、
そ
し

て
『
梁
塵
秘
抄
』
等
々
、
日
本
詩
歌
史
上
の
名
作
の
具
体
的
な
検
討
を
通
し
て
、

わ
が
国
の
文
芸
の
独
自
性
を
問
い
、
日
本
的
美
意
識
の
構
造
を
み
ご
と
に
捉
え
た

名
著
。
豊
饒
な
る
詩
の
こ
こ
ろ
へ
の
誘
い
。

（
解
説

三
浦
雅
士
）
312022Ȃ4◆

緑202Ȃ3

大

岡

信

日
本
の
詩
歌
そ
の
骨
組
み
と
素
肌

七
〇
四
円

日
本
の
叙
景
歌
は
、
偽
装
さ
れ
た
恋
歌
で
あ
っ
た
の
か
。
和
歌
の
核
心
に
は
い
か

な
る
自
然
観
が
存
在
し
て
い
た
の
か
。
和
歌
と
漢
詩
の
本
質
的
な
相
違
と
は
？

日
本
詩
歌
の
流
れ
、
特
徴
の
み
な
ら
ず
、
日
本
文
化
の
に
お
い
や
感
触
ま
で
を
も

伝
え
る
卓
抜
な
日
本
文
化
芸
術
論
。
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
･フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
、

全
五
回
の
講
義
録
。

（
解
説

池
澤
夏
樹
）
312023Ȃ1◆

緑202Ȃ4

大

岡

信

詩
人
・
菅
原
道
真

―
う
つ
し
の
美
学
―

六
六
〇
円

日
本
の
文
化
伝
統
の
な
か
に
は
「
う
つ
し
の
美
学
」
が
き
わ
め
て
深
い
根
拠
を
も

っ
て
生
き
て
い
る
。「
う
つ
し
」
と
は
「
移
し
」。
あ
る
も
の
を
別
の
も
の
に
成
り

入
ら
せ
、
そ
の
動
勢
と
調
和
に
美
を
見
出
す
精
神
の
活
動
で
あ
る
。
道
真
の
詩

は
、
そ
の
「
う
つ
し
」
が
生
ん
だ
、
最
も
め
ざ
ま
し
い
古
代
的
実
例
で
あ
っ
た
。

和
歌
の
詩
情
を
述
志
の
漢
詩
に
詠
ん
だ
詩
人
を
論
じ
る
。

（
解
説

蜂
飼
耳
）
312024Ȃ8◆

緑203Ȃ1～3

千
葉
俊
二
・
長
谷
川
郁
夫
・
宗
像
和
重
編

日
本
近
代
随
筆
選
全
三
冊

一
・
二
・
三
Ą各
八
九
一
円

「
私
は
一
つ
の
星
を
拾
っ
た
と
い
う
事
に
微
笑
む
の
だ
」（
荻
原
井
泉
水
「
星
を
拾

う
」）。

意
外
な
も
の
が
人
生
を
映
し
、
発
想
ひ
と
つ
で
見
え
る
世
界
が
変
わ

る
こ
と
も
あ
る
。
作
家
・
詩
人
か
ら
音
楽
家
・
科
学
者
ま
で
、
た
っ
た
数
ペ
ー
ジ

の
宇
宙
た
ち
。
随
筆
の
魅
力
に
出
会
う
、
と
っ
て
お
き
の
四
二
Ἣ
を
精
選
。

（
解
説

千
葉
俊
二
）
312031Ȃ6
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緑204Ȃ1

紅

野

謙

介
編

尾
﨑
士
郎
短
Ἣ
集

一
一
〇
〇
円

尾
﨑
士
郎
の
短
Ἣ
小
説
を
精
選
し
一
巻
に
ま
と
め
る
。
尾
﨑
士
郎
は
、
大
長
編
小

説
『
人
生
劇
場
』
で
知
ら
れ
る
が
、
短
Ἣ
小
説
こ
そ
、
作
家
の
特
質
が
最
も
良
く

表
現
さ
れ
て
い
る
。
作
家
の
全
容
を
捉
え
る
た
め
、「
大
逆
事
件
」「
二
・
二
六
事

件
」
を
取
り
上
げ
た
政
治
小
説
、
従
軍
文
学
、
内
省
的
な
抒
情
小
説
、
半
生
を
語

っ
た
自
伝
的
作
品
の
四
テ
ー
マ
か
ら
成
る
構
成
と
し
た
。
（
解
説

尾
﨑
俵
士
）
312041Ȃ5

緑205Ȃ1

高

良

勉
編

山

之

口

貘

詩

集
七
〇
四
円

ニ
キ
ビ
・
ソ
バ
カ
ス
薬
の
通
信
販
売
員
、
職
業
紹
介
所
職
員
な
ど
様
々
な
職
業
を

転
々
と
し
な
が
ら
、
ユ
ー
モ
ア
に
み
ち
た
、
滋
味
掬
す
べ
き
詩
を
書
き
続
け
た
詩

人
山
之
口
貘
（
一
九
〇
三

―
六
三

）
の
詩
一
五
二
Ἣ
を
精
選
。
結
婚
願
望
や
貧
乏
生
活
、

あ
る
い
は
故
郷
沖
縄
の
な
つ
か
し
い
風
景
や
ビ
キ
ニ
核
実
験
を
描
い
た
も
の
な

ど
、
誰
か
ら
も
「
貘
さ
ん
」
と
親
し
げ
に
呼
ば
れ
た
詩
人
の
精
髄
。

312051Ȃ4◆

緑206Ȃ1

峠

三

吉

原

爆

詩

集
五
二
八
円

広
島
、
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
た
人
や
、
全
世
界

の
原
子
爆
弾
を
憎
悪
す
る
人
々
に
捧
げ
ら
れ
た
詩
集
。「
ち
ち
を
か
え
せ

は
は

を
か
え
せ
」
で
始
ま
る
「
序
」
は
、
反
核
運
動
の
旗
幟
と
し
て
翻
る
。
自
ら
の
被

爆
体
験
を
も
と
に
、
戦
争
や
原
爆
に
対
す
る
激
し
い
抗
議
と
平
和
へ
の
強
い
決
意

を
訴
え
る
言
葉
の
記
念
碑
。

（
解
説

大
江
健
三
郎
、
ア
ー
サ
ー
･ビ
ナ
ー
ド
）
312061Ȃ3◆

緑208Ȃ1

石

川

桂

子
編

竹
久
夢
二
詩
画
集

一
三
二
〇
円

ま
て
ど
く
ら
せ
ど
こ
ぬ
ひ
と
を

宵
待
草
の
や
る
せ
な
さ

こ
よ
ひ
は
月
も
で
ぬ

さ
う
な

。
詩
、
童
謡
、
童
話
の
創
作
に
も
才
能
を
発
揮
し
、
詩
画
を
融
合
さ

せ
た
芸
術
を
開
花
さ
せ
た
竹
久
夢
二
（
一
八
八
四

―
一
九
三
四

）
の
詩
一
一
五
Ἣ
を
、
挿
画

と
と
も
に
収
録
。
そ
の
ほ
か
、
夢
二
の
芸
術
観
を
よ
く
伝
え
る
エ
ッ
セ
イ
と
エ
ピ

グ
ラ
ム
的
な
断
章
を
日
記
よ
り
抜
粋
し
併
収
。

（
カ
ラ
ー
六
四
頁
）
312081Ȃ1

緑209Ȃ1

谷
川
俊
太
郎
編

ま
ど
・
み
ち
お
詩
集

八
八
〇
円

だ
れ
も
が
知
っ
て
る
「
ぞ
う
さ
ん
」「
や
ぎ
さ
ん

ゆ
う
び
ん
」「
ド
ロ
ッ
プ
ス
の

う
た
」

。
子
ど
も
の
世
界
、
自
然
の
不
思
議
、
す
べ
て
の
も
の
や
生
き
も
の

が
そ
の
も
の
と
し
て
在
る
こ
と
、
生
か
さ
れ
て
こ
こ
に
い
る
こ
と
を
、
生
ま
れ
て

初
め
て
世
界
を
み
た
よ
う
な
驚
き
を
も
っ
て
う
た
い
つ
づ
け
た
ま
ど
・
み
ち
お

（
一
九
〇
九

―
二
〇
一
四

）
の
エ
ッ
セ
ン
ス
。
エ
ッ
セ
イ
を
ふ
く
め
た
一
七
二
Ἣ
を
精
選
。

312091Ȃ0
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緑211Ȃ1

夏

石

番

矢
編

山

頭

火

俳

句

集

一
一
六
六
円

種
田
山
頭
火
（
一
八
八
二

―
一
九
四
〇

）
は
、
自
由
律
俳
句
の
代
表
的
な
俳
人
。
荻
原
井
泉

水
門
下
の
秀
才
と
し
て
知
ら
れ
た
が
、
出
家
し
て
托
鉢
行
乞
の
僧
と
な
る
。
漂
泊

と
隠
伿
の
旅
を
繰
り
返
し
、
酒
に
Ṇ
れ
な
が
ら
、
深
い
内
省
か
ら
自
然
を
見
詰
め

た
俳
句
を
作
り
続
け
た
。
そ
の
句
は
、
日
本
人
に
親
し
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
世

界
の
偉
大
な
巡
礼
詩
人
の
一
人
と
し
て
、
広
く
愛
読
さ
れ
て
い
る
。

312111Ȃ5

緑212Ȃ1

壺

井

栄

二

十

四

の

瞳
七
七
〇
円

日
本
人
に
記
憶
さ
れ
続
け
る
反
戦
文
学
の
名
作
。
瀬
戸
内
の
一
寒
村
に
赴
任
し
た

若
い
女
性
教
師
と
十
二
人
の
生
徒
の
交
流
を
描
く
。
昭
和
初
期
か
ら
戦
後
ま
で
、

時
代
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
必
死
に
生
き
る
そ
の
㗡
を
通
し
て
、
戦
争
へ
の
怒
り
、

悲
し
み
が
素
朴
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
。
戦
争
の
悲
劇
を
二
度
と
く
り
返
さ
せ
た

く
な
い
と
い
う
著
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

（
解
説

鷺
只
雄
）
312121Ȃ4◆

緑213Ȃ1

塚
原
渋
柿
園

菊

池

眞

一
編

幕
末
の
江
戸
風
俗

一
〇
四
五
円

塚
原
渋
柿
園
（
一
八
四
八

─
一
九
一
七

）
は
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
転
換
期
を
生
き
た
文
学

者
。
喪
わ
れ
た
江
戸
を
伝
え
る
多
く
の
随
想
、
講
演
を
残
し
た
語
り
部
で
あ
っ

た
。
幕
末
の
武
士
、
庶
民
の
生
活
、
時
代
の
変
動
描
い
た
本
人
の
体
験
に
基
づ
く

証
言
は
、
歴
史
的
価
値
が
あ
り
、
江
戸
を
知
る
た
め
の
興
趣
尽
き
な
い
読
み
物
と

し
て
楽
し
め
る
。
十
八
Ἣ
を
選
び
、
初
め
て
の
随
想
集
を
ま
と
め
る
。

312131Ȃ3

緑214Ȃ1

安

部

公

房

け
も
の
た
ち
は
故
郷
を
め
ざ
す

八
一
四
円

満
州
に
育
っ
た
日
本
人
少
年
・
久
木
久
三
は
、
一
九
四
五
年
八
月
、
満
州
国
崩
壊

の
混
乱
の
中
、
ま
だ
見
ぬ
故
郷
・
日
本
を
め
ざ
す
。
荒
野
か
ら
の
逃
走
は
、
極
限

下
で
の
人
間
の
存
在
を
問
う
実
験
的
小
説
で
あ
り
、
サ
ス
ペ
ン
ス
に
満
ち
た
冒
険

㞍
で
も
あ
る
。
故
郷
、
国
家
…
何
物
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
自
由
と
は
何
か
。
人
間

の
あ
り
方
を
描
き
出
す
安
部
文
学
の
初
期
代
表
作
。

（
解
説

リ
ー
ビ
英
雄
）
312141Ȃ2

緑215Ȃ1

大
岡
信
・
谷
川
俊
太
郎

詩

の

誕

生
六
六
〇
円

詩
と
は
何
か
、
詩
が
生
ま
れ
死
ぬ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

。
言
語
以
前
の
詩

に
つ
い
て
、
刻
々
の
詩
を
感
じ
る
人
間
の
㒒
間
の
意
識
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
七

五
調
の
呪
縛
力
に
つ
い
て
な
ど
、
詩
を
め
ぐ
る
万
古
不
易
の
ト
ピ
ッ
ク
に
、
現
代

詩
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
ふ
た
り
が
果
敢
に
切
り
こ
む
、
白
熱
の
対
話
に
よ
る
詩

論
。
日
本
的
感
受
性
、
日
本
語
、
日
本
文
化
を
根
源
か
ら
探
る
。

312151Ȃ1◆
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緑216Ȃ1

篠

田

仙

果

松

本

常

彦
校
注

鹿

児

島

戦

争

記

―
実
録

西
南
戦
争
―

五
二
八
円

明
治
一
〇
年
一
月
末
、
西
郷
隆
盛
を
担
ぎ
鹿
児
島
・
私
学
校
の
生
徒
た
ち
が
蜂
起

し
た
。
西
南
戦
争
の
始
ま
り
で
あ
る
。
新
政
府
に
不
満
を
も
つ
士
族
ら
の
大
規
模

な
反
乱
は
、
八
カ
月
後
の
西
郷
の
死
ま
で
、
日
々
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら

を
元
に
ま
と
め
直
し
、
絵
入
り
の
読
み
物
と
し
て
出
版
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

西
郷
ら
と
官
軍
と
の
対
峙
を
講
談
調
で
生
き
い
き
と
描
き
、
興
味
深
い
。

312161Ȃ0

緑217Ȃ1～3

ロ
バ
ー
ト
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
十
重
田
裕
一
・
宗
像
和
重
編

東
京
百
年
物
語
全
三
冊

一
・
三
Ą各
八
九
一
円

二
Ą八
一
四
円

明
治
維
新
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
ま
で
の
百
年
間
に
生
ま
れ
た
、「
東
京
」
を
舞

台
と
す
る
文
学
作
品
を
時
代
順
に
配
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
社
会
制
度
、
文
化
、

世
相
・
風
俗
な
ど
の
変
遷
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、「
東
京
」
と
い
う
都
市
空
間
を

再
構
成
す
る
。
第
一
分
冊
は
一
八
六
八
～
一
九
〇
九
年
、
第
二
分
冊
は
一
九
一
〇

～
一
九
四
〇
年
、
第
三
分
冊
は
一
九
四
一
～
一
九
六
七
年
の
作
品
を
配
す
る
。

312171Ȃ9

緑219Ȃ1

佐

藤

秀

明
編

三
島
由
紀
夫
紀
行
文
集

九
三
五
円

三
島
由
紀
夫
は
、
南
北
ア
メ
リ
カ
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
各
国
を
、
晩
年
ま
で
旅
行

し
、
全
身
で
受
け
止
め
た
旅
先
の
風
光
・
印
象
を
華
麗
に
し
て
精
緻
な
る
文
体
に

よ
る
紀
行
文
に
残
し
た
。『
ア
ポ
ロ
の
杯
（
さ
か
ず
き
）』
は
、
二
十
代
の
三
島
の

初
め
て
の
世
界
旅
行
の
記
録
。
そ
れ
以
後
の
海
外
紀
行
文
、
国
内
の
紀
行
文
と
の

三
部
構
成
と
し
、
三
島
の
海
外
、
国
内
の
紀
行
文
集
を
初
め
て
ま
と
め
る
。

312191Ȃ7

緑219Ȃ2

三
島
由
紀
夫

若
人
よ
蘇
れ
・
黒
蜥
蜴
他
一
Ἣ

一
〇
〇
一
円

三
島
由
紀
夫
は
、
小
説
、
評
論
、
戯
曲
の
全
分
野
で
天
才
を
発
揮
し
た
。
劇
作
に

こ
そ
三
島
文
学
の
本
質
が
表
れ
て
い
る
。「
若
人
よ
蘇
れ
」「
黒
蜥
蜴
」「
喜
び
の

琴
」
の
三
Ἣ
を
収
録
。
華
麗
、
端
正
な
る
台
詞
の
応
酬
、
結
末
に
至
る
ま
で
緻
密

に
構
成
さ
れ
た
展
開
、
時
代
状
況
と
人
間
の
内
面
を
見
事
に
表
現
し
た
作
品
か

ら
、
三
島
戯
曲
の
多
彩
な
る
魅
力
が
発
散
す
る
。

（
解
説

佐
藤
秀
明
）
312192Ȃ4

緑219Ȃ3

佐

藤

秀

明
編

三
島
由
紀
夫
ス
ポ
ー
ツ
論
集

八
一
四
円

三
島
の
ス
ポ
ー
ツ
論
を
集
成
。
肉
体
、
行
動
の
復
権
、
賛
美
は
、
三
島
文
学
の
中

心
テ
ー
マ
で
あ
り
、
作
家
を
ス
ポ
ー
ツ
（
ボ
デ
ィ
・
ビ
ル
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
剣

道
）
の
実
践
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
観
戦
記
、
随
想

は
、
批
評
家
、
名
文
家
三
島
の
本
領
を
発
揮
し
て
い
る
。「
太
陽
と
鉄
」
は
、
肉

体
、
行
為
を
論
じ
て
三
島
の
思
想
を
語
っ
た
代
表
作
。

312193Ȃ1
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緑220Ȃ1

小

池

昌

代
編

吉

野

弘

詩

集
八
一
四
円

結
婚
式
の
祝
辞
と
し
て
よ
く
引
か
れ
る
「
祝
婚
歌
」、
い
の
ち
の
営
み
に
静
謐
で

温
か
い
眼
差
し
を
投
げ
か
け
る
「
I
w
as
born」、
現
代
に
お
け
る
「
受
難
」
の

意
味
を
、
心
の
や
さ
し
さ
に
凝
視
め
る
「
夕
焼
け
」

。
穏
や
か
な
語
り
口

の
、
深
い
愛
情
に
満
ち
た
、
鮮
や
か
な
抒
情
の
音
を
ひ
び
か
せ
る
、
吉
野
弘
（
一
九

二
六

―
二
〇
一
四

）
の
エ
ッ
セ
ン
ス
。

（
解
説

小
池
昌
代
、
谷
川
俊
太
郎
）
312201Ȃ3

緑221Ȃ1

大

岡

玲
編

開

高

健

短

Ἣ

選

一
一
六
六
円

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
や
釣
魚
紀
行
な
ど
様
々
な
分
野
に
多
芸
多
才
ぶ
り
を
発
揮
し

た
作
家
、
開
高
健
（
一
九
三
〇

―
八
九

）。
そ
の
創
作
の
原
点
で
あ
る
短
Ἣ
を
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
規
模
で
精
選
・
収
録
。
デ
ビ
ュ
ー
作
、
芥
川
賞
受
賞
作
か
ら
、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
で
の
戦
場
体
験
や
阿
片
吸
引
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
中
期
の
㑹
作
を
へ
て
、
死

の
直
前
に
書
き
遺
さ
れ
た
絶
筆
ま
で
、
そ
の
生
涯
を
一
望
す
る
全
十
一
Ἣ
。

312211Ȃ2

緑221Ȃ2

開

高

健

破

れ

た

繭
耳
の
物
語
１

六
六
〇
円

甲
高
い
少
女
の
叫
び
声
、
ネ
ズ
ミ
花
火
の
炸
裂
音
、
空
襲
警
報
、
戦
争
が
終
わ
っ

た
あ
と
の
、
静
穏
と
澄
明

。
耳
底
に
刻
ま
れ
た
〈
音
〉
の
記
憶
を
た
よ
り

に
、
人
生
の
来
し
方
を
一
人
称
〈
私
〉
ぬ
き
の
文
体
で
描
く
自
伝
的
長
Ἣ
『
耳
の

物
語
』
二
部
作
の
前
Ἣ
。
繊
細
な
主
人
公
が
繭
の
中
で
ふ
る
え
な
が
ら
成
年
に
達

す
る
ま
で
の
青
春
時
代
を
、
隠
喩
に
満
ち
た
彫
心
鏤
骨
の
文
章
で
綴
る
。

312212Ȃ9

緑221Ȃ3

開

高

健

夜

と

陽

炎
耳
の
物
語
２

八
一
四
円

ベ
ト
ナ
ム
で
体
感
し
た
迫
撃
砲
の
轟
音
、
死
体
が
発
す
る
叫
び
と
囁
き
、
ア
マ
ゾ

ン
で
鳴
り
響
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

。
記
憶
の
中
の
〈
音
〉
を
た
よ
り
に
生
涯

を
再
構
築
し
、
精
緻
玲
瓏
の
文
体
で
綴
る
自
伝
『
耳
の
物
語
』
の
後
Ἣ
。
芥
川
賞

を
受
賞
し
て
作
家
と
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
生
き
抜
き
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、

滔
々
と
流
れ
る
茫
洋
た
る
過
去
を
耳
の
記
憶
で
溯
る
。

（
解
説

湯
川
豊
）
312213Ȃ6

緑222Ȃ1

宇

野

千

代

色

ざ

ん

げ
七
七
〇
円

欧
州
か
ら
帰
朝
し
た
洋
画
家
湯
浅
譲
二
は
、
毎
日
手
紙
を
寄
越
す
不
思
議
な
女
に

翻
弄
さ
れ
る
う
ち
に
、
女
は
失
踪
。
女
の
友
人
つ
ゆ
子
と
捜
索
の
旅
に
出
た
彼
は

つ
ゆ
子
に
魅
か
れ
る
が
、
さ
ら
に
湯
浅
の
絵
の
フ
ァ
ン
だ
と
い
う
女
学
生
が
現
れ

…
…
。
深
く
誰
か
一
人
を
愛
す
る
わ
け
で
は
な
い
男
と
、
男
の
愛
を
摑
ん
だ
よ
う

で
常
に
不
安
な
女
の
㗡
を
情
感
豊
か
に
描
く
。（
解
説

尾
形
明
子
、
山
田
詠
美
）
312221Ȃ1
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緑222Ȃ2

宇

野

千

代

尾

形

明

子
編

老
女
マ
ノ
ン
・
脂
粉
の
顔
他
四
Ἣ

八
一
四
円

父
親
の
暴
力
、
継
母
と
異
母
弟
妹
に
感
じ
る
疎
外
感
、
幼
す
ぎ
た
不
幸
な
結
婚
、

代
用
教
員
時
代
に
見
た
社
会
の
不
正
義
な
ど
、
自
ら
の
生
い
立
ち
を
主
た
る
モ
チ

ー
フ
と
し
た
中
短
Ἣ
を
集
め
る
。
大
正
十
年
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
脂
粉
の
顔
」
か
ら

昭
和
三
年
発
表
の
「
老
女
マ
ノ
ン
」
ま
で
、
社
会
派
的
視
点
を
含
む
、
多
く
が
全

集
に
も
未
収
録
の
、
作
家
の
知
ら
れ
ざ
る
初
期
作
品
群
。
（
解
説

尾
形
明
子
）
312222Ȃ8

緑223Ȃ1

小

泉

三

申

明

智

光

秀
五
九
四
円

本
能
寺
の
変
で
、
主
君
・
織
田
信
長
を
弑
逆
し
、
忽
ち
に
倒
さ
れ
た
武
将
明
智
光

秀
。
そ
の
数
奇
な
一
生
を
描
い
て
世
に
問
う
た
、
明
治
以
後
に
書
か
れ
た
初
の
伝

記
。
反
骨
の
史
伝
作
家
・
三
申
が
、
蹶
起
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
悲
劇
の
Ἢ
臣
・

光
秀
へ
の
敬
慕
、
哀
㜐
の
情
を
、
漢
籍
、
日
本
古
典
を
踏
ま
え
た
達
意
の
文
章
に

よ
っ
て
熱
く
語
る
。
橋
川
文
三
「
小
泉
三
申
論
」
を
付
す
。（
解
説

宗
像
和
重
）
312231Ȃ0

緑224Ȃ1

石

割

透
編

久
米
正
雄
作
品
集

九
三
五
円

久
米
正
雄
は
、
大
正
文
学
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
文
学
者
で
あ
る
。
芥
川
、
久

米
、
菊
池
ら
の
登
場
は
、
様
々
な
個
性
の
競
う
文
学
界
に
さ
ら
に
新
風
を
起
こ
し

た
。「
受
験
生
の
手
記
」
等
の
抒
情
的
小
説
、
繊
細
・
印
象
派
的
な
俳
句
、
セ
ン

ス
と
ユ
ー
モ
ア
の
輝
る
随
筆
、
日
本
小
説
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
文
芸
評
論
な
ど

多
岐
に
亘
る
久
米
の
作
品
か
ら
、
精
選
し
て
一
巻
と
す
る
。

312241Ȃ9

緑225Ȃ1～5

下

村

湖

人

㗨

郎

物

語
全
五
冊

一
Ą九
三
五
円

二
Ą八
一
四
円

三
Ą七
〇
四
円

四
Ą九
三
五
円

五
Ą一
〇
四
五
円

㗨
郎
は
生
後
ま
も
な
く
里
子
に
だ
さ
れ
、
五
、
六
歳
に
な
っ
て
実
家
に
帰
っ
て
く

る
が
、
自
分
に
対
す
る
家
庭
の
空
気
が
非
常
に
冷
た
く
感
じ
ら
れ
、
乳
母
が
恋
し

く
て
た
ま
ら
な
い
。
大
人
の
愛
に
飢
え
る
㗨
郎
は
、
周
囲
に
対
し
て
反
感
を
い
だ

い
て
、
わ
ざ
と
噓
を
つ
い
た
り
、
乱
暴
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ら
い
運
命
に
耐

え
な
が
ら
成
長
す
る
㗨
郎
の
㗡
を
深
く
見
つ
め
て
描
く
不
朽
の
名
作
。

312251Ȃ8◆

緑226Ȃ1

森

崎

和

江

ま

っ

く

ら

―
女
坑
夫
か
ら
の
聞
き
書
き
―

八
一
四
円

「
女
も
男
と
同
じ
ご
と
仕
事
し
よ
っ
た
で
す
ば
い
」「
ど
ん
な
こ
と
に
で
も
堂
々
と

む
か
っ
て
や
る
、
こ
い
」。
㙣
豊
の
炭
鉱
で
働
い
た
女
性
た
ち
の
声
を
聞
き
取
り
、

そ
の
生
き
様
を
記
録
し
た
一
九
六
一
年
の
デ
ビ
ュ
ー
作
。
意
志
と
誇
り
を
失
わ

ず
、
真
っ
暗
な
地
の
底
で
過
酷
な
採
炭
労
働
に
従
事
し
た
彼
女
た
ち
の
㞖
し
さ

が
、
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

（
解
説

水
溜
真
由
美
）
312261Ȃ7
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緑227Ȃ1

田

中

裕
編

北

條

民

雄

集
九
三
五
円

北
條
民
雄
（
一
九
一
四

―
三
七

）
は
一
九
歳
で
ハ
ン
セ
ン
病
の
宣
告
を
受
け
全
生
病
院
に

入
院
し
て
か
ら
ᷮ
か
三
年
半
で
夭
折
し
た
。
隔
離
さ
れ
た
療
養
所
で
様
々
な
差

別
・
偏
見
に
抗
し
つ
つ
身
を
刻
む
よ
う
に
し
て
記
さ
れ
た
彼
の
言
葉
は
絶
望
の
底

か
ら
復
活
す
る
生
命
へ
の
切
望
を
証
し
す
る
文
学
で
あ
っ
た
。
川
端
康
成
に
よ
っ

て
見
出
さ
れ
た
こ
の
稀
有
の
作
家
の
文
章
を
精
選
す
る
。

312271Ȃ6
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白1Ȃ1

高
木
八
尺
・
末
延
三
㗨
・
宮
沢
俊
義
編

人

権

宣

言

集

一
一
七
七
円

人
間
の
自
由
と
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
法
律
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル

タ
を
始
祖
と
す
る
が
、
今
日
で
は
各
国
の
成
文
憲
法
中
に
必
ず
人
権
宣
言
が
含
ま

れ
て
い
る
。
本
書
は
歴
史
上
な
ら
び
に
現
在
の
代
表
的
人
権
宣
言
四
十
四
種
に
そ

れ
ぞ
れ
専
門
家
に
よ
る
解
説
を
付
し
、
さ
ら
に
巻
頭
の
編
者
に
よ
る
概
説
と
あ
わ

せ
て
人
権
宣
言
の
系
譜
と
現
状
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

340011Ȃ9

白2Ȃ1

高

橋

和

之
編

新
版

世
界
憲
法
集
第
二
版

一
五
八
四
円

世
界
各
国
の
現
行
憲
法
か
ら
、
歴
史
と
性
格
を
異
に
す
る
代
表
的
な
国
を
選
び
収

載
。
第
二
版
で
は
、
二
〇
〇
八
年
に
大
改
正
の
行
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
憲
法
の
他
、

ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
ロ
シ
ア
の
改
正
を
反
映
。
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
㕾
国
、
中

国
、
日
本
を
含
む
全
九
カ
国
に
つ
い
て
、
国
別
の
解
説
を
も
加
え
て
巻
末
に
条
文

索
引
を
付
す
。
現
代
国
家
の
あ
り
か
た
を
知
る
最
良
の
手
引
き
。

340021Ȃ0

白3Ȃ1

マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ

河

島

英

昭
訳

君

主

論

一
一
一
一
円

ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
の
政
治
的
混
乱
を
辛
く
も
生
き
た
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ

（
一
四
六
九

―
一
五
二
七

）
は
外
交
軍
事
の
実
経
験
と
思
索
の
す
べ
て
を
傾
け
て
、
君
主
た

る
も
の
が
権
力
を
い
か
に
維
持
・
伸
長
す
べ
き
か
を
説
い
た
。
人
間
と
組
織
に
切

り
こ
む
そ
の
犀
利
な
観
察
と
分
析
は
今
日
な
お
恐
る
べ
き
有
効
性
を
保
つ
。
カ
ゼ

ッ
ラ
版
を
基
に
諸
本
を
参
照
し
、
厳
し
い
原
典
批
判
を
へ
た
画
期
的
な
新
訳
。

340031Ȃ3◆

白3Ȃ2～3

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ

齊

藤

寛

海
訳

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
史
全
二
冊

上
一
三
八
六
円

下
一
四
五
二
円

絶
え
間
な
く
繰
り
広
げ
ら
れ
る
権
力
闘
争
。
苛
烈
な
現
実
政
治
の
現
場
に
身
を
置

い
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
晩
年
に
書
い
た
歴
史
書
。
メ
デ
ィ
チ
家
支
配
下
の
共
和

制
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
焦
点
を
す
え
な
が
ら
、
波
瀾
に
満
ち
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
歴

史
を
具
体
的
に
叙
述
す
る
。
叙
述
さ
れ
る
出
来
事
自
体
の
面
白
さ
だ
け
で
な
く
、

著
者
の
歴
史
認
識
を
知
る
う
え
で
も
興
味
は
つ
き
な
い
。
新
訳
。

340032Ȃ6◆

白4Ȃ1～4

ホ

ッ

ブ

ズ

水

田

洋
訳

リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
全
四
冊

一
Ą一
一
一
一
円
二
Ą一
三
二
〇
円
三
Ą一
三
八
六
円
四
Ą一
〇
六
七
円

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
哲
学
者
ホ
ッ
ブ
ズ
（
一
五
八
八

―
一
六
七
九

）
の
主
著
。
各
人
が
各
人
を

敵
に
争
う
戦
争
状
態
こ
そ
人
間
の
自
然
状
態
で
あ
り
、
国
家
と
は
、
平
和
を
維
持

す
る
た
め
に
絶
対
主
権
を
も
っ
て
君
臨
す
べ
く
つ
く
り
だ
さ
れ
た
い
わ
ば
人
工
の

人
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
書
名
を
聖
書
に
語
ら
れ
る
巨
大
な
怪
獣
の
名
に
も
と
め

た
本
書
は
後
世
に
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

340041Ȃ0
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白4Ȃ6

ホ

ッ

ブ

ズ

山

田

園

子
訳

ビ

ヒ

モ

ス品
切

主
著
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
で
知
ら
れ
る
ホ
ッ
ブ
ズ
（
一
五
八
八

―
一
六
七
九

）
の
政
治
論

は
い
か
に
構
築
さ
れ
た
の
か
。
本
書
は
著
者
晩
年
の
代
表
作
。
世
代
の
異
な
る
二

人
の
対
話
形
式
で
、
一
六
四
〇
―
五
〇
年
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
戦
の
勃
発
か
ら

王
政
復
古
ま
で
を
た
ど
っ
た
同
時
代
史
で
あ
る
。
主
権
解
体
の
原
因
と
経
過
、
そ

の
後
の
無
秩
序
の
分
析
に
著
者
の
歴
史
観
が
う
か
が
え
る
。

340046Ȃ3◆

白5Ȃ1～3

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

野
田
良
之
・
稲
本
洋
之
助
・
上
原
行
雄
・
田
中
治
男
・
三
辺
博
之
・
横
田
地
弘
訳

法

の

精

神
全
三
冊

上
・
下
各
一
三
二
〇
円

中
一
二
四
三
円

法
・
政
治
思
想
史
上
の
大
古
典
と
し
て
著
名
な
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー（
一
六
八
九

―
一
七
五
五

）

の『
法
の
精
神
』（
一
七
四
八
）は
、
三
権
分
立
論
で
有
名
だ
が
、近
年
で
は
、法
社
会

学
、比
較
法
学
、法
学
史
の
先
駆
的
業
績
と
し
て
注
目
を
浴
び
、法
と
社
会
の
多
角

的
な
分
析
に
、さ
ら
に
異
文
化
間
の
相
互
理
解
に
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
書
と
し

て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。詳
細
な
訳
注
を
付
し
た
完
訳
決
定
版
。

340051Ȃ8

白5Ȃ5

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

田
中
治
男
・
栗
田
伸
子
訳

ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論

九
九
〇
円

古
代
に
一
大
帝
国
を
築
き
上
げ
た
ロ
ー
マ
は
な
ぜ
滅
び
た
の
か
？

今
も
強
い
関

心
を
よ
ぶ
こ
の
問
題
に
対
し
、
共
和
制
を
放
棄
し
帝
制
へ
の
移
行
が
そ
の
原
因
で

あ
っ
た
と
説
く
歴
史
論
。
ル
イ
十
四
世
の
絶
対
主
義
批
判
を
企
図
し
た
モ
ン
テ
ス

キ
ュ
ー
（
一
六
八
九

―
一
七
五
五

）
が
、
古
代
ロ
ー
マ
を
素
材
に
歴
史
の
法
則
性
を
追
究
し

た
も
の
で
、『
法
の
精
神
』『
ペ
ル
シ
ア
人
の
手
紙
』
と
な
ら
ぶ
三
部
作
の
一
つ
。

340055Ȃ0

白6Ȃ1

シ

ィ

エ

ス

稻
本
洋
之
助
・
伊
藤
洋
一
・
川
出
良
枝
・
松
本
英
実
訳

第
三
身
分
と
は
何
か

八
五
八
円

「
第
三
身
分
と
は
何
か
？

全
て
で
あ
る
！
」
一
七
八
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
前

夜
に
、
身
分
特
権
を
痛
烈
に
批
判
、
国
制
改
革
の
筋
道
を
提
示
し
、
歴
史
を
動
か

し
た
不
朽
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
激
動
の
時
代
に
自
由
・
平
等
を
求
め
、
国
民
主

権
、
代
議
制
、
憲
法
制
定
権
力
等
、
近
代
憲
法
の
基
本
原
理
を
理
論
化
し
た
シ
ィ

エ
ス
（
一
七
四
八

―
一
八
三
六

）
の
言
葉
は
、
今
な
お
新
鮮
で
あ
る
。
新
訳
。

340061Ȃ6

白7Ȃ5

ロ

ッ

ク

服

部

知

文
訳

教
育
に
関
す
る
考
察

一
〇
六
七
円

合
理
的
・
現
実
的
に
し
て
個
人
主
義
的
な
教
育
を
論
じ
、
近
代
の
教
育
思
想
を
確

立
し
た
と
い
わ
れ
る
ロ
ッ
ク
（
一
六
三
二

―
一
七
〇
四

）
の
名
著
。
健
康
管
理
や
し
つ
け
か

ら
海
外
旅
行
の
こ
と
ま
で
子
供
の
日
常
の
問
題
を
や
さ
し
く
説
い
た
彼
の
教
育
論

は
、『
エ
ミ
ー
ル
』
に
受
け
つ
が
れ
、
今
で
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
の
鍛
練

主
義
や
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
個
人
指
導
制
と
い
う
形
で
生
き
続
け
て
い
る
。

340075Ȃ5
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白7Ȃ7

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク

加

藤

節
訳

完
訳

統

治

二

論

一
六
五
〇
円

イ
ギ
リ
ス
社
会
が
新
興
の
中
産
階
層
の
力
で
近
代
社
会
へ
と
脱
皮
し
た
時
、
そ
の

政
治
思
想
を
代
表
し
た
の
が
ロ
ッ
ク
（
一
六
三
二

―
一
七
〇
四

）
で
あ
っ
た
。
王
権
神
授
説

を
否
定
し
、
政
治
権
力
の
起
源
を
人
び
と
の
合
意
＝
社
会
契
約
に
よ
る
と
し
た
本

書
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
の
原
理
的
核
心
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
も
影
響

を
与
え
た
。
近
年
の
テ
キ
ス
ト
考
証
に
基
づ
く
、
全
Ἣ
の
画
期
的
新
訳
。

340077Ȃ7◆

白7Ȃ8

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク

加
藤
節
・
李
静
和
訳

寛
容
に
つ
い
て
の
手
紙

七
二
六
円

迫
害
、
拷
問
が
、
宗
教
の
名
に
よ
っ
て
横
行
し
た
十
七
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
信
仰

を
異
に
す
る
人
び
と
へ
の
「
寛
容
」
は
な
ぜ
護
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
？

本
書

は
、
こ
の
難
問
に
対
す
る
ロ
ッ
ク
の
到
達
点
。
政
治
と
宗
教
の
役
割
を
峻
別
し
、

人
々
の
現
世
の
利
益
を
守
る
の
は
為
政
者
の
任
務
だ
が
、
魂
の
救
済
に
つ
い
て
は

宗
教
に
委
ね
ら
れ
る
。
後
世
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
「
政
教
分
離
」
の
原
典
。

340078Ȃ4

白7Ȃ9

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク

加

藤

節
訳

キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
性

一
一
一
一
円

「
啓
示
」
宗
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
が
も
つ
「
理
性
」
と
の
適
合
性
や
両
立
可

能
性
と
い
っ
た
合
‐
理
性
的
性
格
（「
合
理
性
」）
を
論
じ
な
が
ら
も
、
そ
の
「
合

理
性
」
を
支
え
る
も
の
と
し
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
「
神
的
権
威
」
へ
の
「
信

仰
」
を
強
調
す
る
、
ロ
ッ
ク
晩
年
の
重
要
作
。
そ
の
後
の
理
神
論
へ
の
道
を
開
い

た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
思
想
史
を
語
る
う
え
で
不
可
欠
の
書
。

340079Ȃ1

＊青623Ȃ3

桑
原
武
夫
・
前
川
貞
㗨
郎
訳

ル
ソ
ー

社

会

契

約

論
八
五
八
円

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
導
火
線
と
な
っ
た
社
会
契
約
論
こ
そ
思
想
が
現
実
の
歴
史
を
変

革
す
る
力
を
持
つ
こ
と
を
示
し
た
古
典
で
あ
る
。⾉
人
は
生
れ
な
が
ら
自
由
で
、

し
か
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
鎖
に
縛
ら
れ
て
い
る
⾊
と
い
う
命
題
か
ら
出
発
し
、
王

権
の
性
質
、
政
府
の
種
類
、
憲
法
、
代
表
選
挙
、
宗
教
等
に
つ
い
て
独
創
的
意
見

を
述
べ
た
本
書
は
、
じ
つ
に
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
先
駆
的
宣
言
で
あ
る
。

336233Ȃ0

白9Ȃ2～5

ト
ク
ヴ
ィ
ル

松

本

礼

二
訳

ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
全
四
冊

一
上
一
〇
六
七
円
一
下
一
三
二
〇
円
二
上
九
二
四
円
二
下
九
九
〇
円

十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
思
想
家
ト
ク
ヴ
ィ
ル
（
一
八
〇
五

―
五
九

）
が
、
ア
メ
リ
カ

社
会
全
般
の
透
徹
し
た
分
析
を
通
し
て
広
い
視
野
で
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
論
じ

た
古
典
的
名
著
。
第
一
巻
（
一
八
三
五
）
で
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
具
体
的
な
分

析
を
行
な
い
、
第
二
巻
（
一
八
四
〇
）
で
は
、
思
想
・
文
化
・
習
慣
の
様
々
な
領

域
に
つ
い
て
、
貴
族
社
会
と
民
主
社
会
の
二
つ
の
社
会
の
対
照
が
描
か
れ
る
。

340092Ȃ5◆
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白10Ȃ1

ベ
ッ
カ
リ
ー
ア

風
早
八
十
二
・
五
十
嵐
二
葉
訳

犯

罪

と

刑

罰
七
九
二
円

フ
ラ
ン
ス
革
命
よ
り
二
十
五
年
前
に
匿
名
で
発
刊
、
忽
ち
一
世
を
衝
動
し
た
本
書

は
封
建
的
刑
罰
制
度
の
非
人
道
性
を
痛
烈
に
批
判
し
、
罪
刑
均
衡
の
必
要
を
説
く

と
と
も
に
、
死
刑
と
拷
問
の
廃
止
を
強
調
し
た
歴
史
的
な
名
著
。
本
書
に
一
貫
す

る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
は
、
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
を
経
た
の
ち
、
近
代
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
刑
法
思
想
の
礎
石
と
な
り
、
刑
法
学
上
逃
し
え
ぬ
一
古
典
と
な
る
。

340101Ȃ8

白12Ȃ1

高
木
八
尺
・
斎
藤
光
訳

リ
ン
カ
ー
ン
演
説
集

八
五
八
円

ア
メ
リ
カ
の
民
主
政
治
は
、
南
北
戦
争
の
苦
難
と
試
練
を
へ
て
ま
す
ま
す
そ
の
精

神
が
発
顕
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
戦
争
で
奴
隷
解
放
に
つ
く
し
「
人
民

の
、
人
民
に
よ
る
、
人
民
の
た
め
の
政
治
」
と
唱
え
た
リ
ン
カ
ー
ン
。
彼
の
生
涯

は
、
著
述
一
冊
を
残
す
い
と
ま
の
な
い
ほ
ど
の
多
忙
と
嶮
難
の
連
続
で
あ
り
、
こ

の
演
説
だ
け
が
彼
の
人
格
と
思
想
と
を
窺
い
知
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

340121Ȃ2

白13Ȃ1

イ
ェ
ー
リ
ン
グ

村

上

淳

一
訳

権
利
の
た
め
の
闘
争

六
三
八
円

自
己
の
権
利
が
蹂
躪
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
権
利
の
目
的
物
が
侵
さ
れ
る
だ
け
で

は
な
く
己
れ
の
人
格
ま
で
も
脅
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
権
利
の
た
め
に
闘
う
こ
と

は
、
自
身
の
み
な
ら
ず
国
家
・
社
会
に
対
す
る
義
務
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
法
の
生

成
・
発
展
に
貢
献
す
る
の
だ
。
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
（
一
八
一
八

―
九
二

）
の
こ
う
し
た
主
張

は
、
時
代
と
国
情
の
相
違
を
こ
え
て
今
も
わ
れ
わ
れ
の
心
を
打
つ
。

340131ȂX

＊赤525Ȃ2

コ
ン
ス
タ
ン

堤
林
剣
・
堤
林
恵
訳

近
代
人
の
自
由
と
古
代
人
の
自
由
・

征
服
の
精
神
と
簒
奪

他
一
Ἣ

一
一
一
一
円

小
説
『
ア
ド
ル
フ
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
思
想
家
バ

ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
（
一
七
六
七

―
一
八
三
〇

）
の
政
治
論
集
。
古
代
と
近
代
の
自

由
の
違
い
を
明
確
に
し
た
有
名
な
講
演
、
強
権
的
支
配
を
批
判
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン

後
の
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
体
制
の
確
立
を
訴
え
た
著
作
と
と
も
に
、
両
著
を
支
え
る

重
要
な
小
論
「
人
類
の
改
善
可
能
性
に
つ
い
て
」
を
収
録
す
る
。

325252Ȃ9

白16Ȃ1

ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン

長
尾
㜇
一
・
植
田
俊
太
郎
訳

民
主
主
義
の
本
質
と
価
値
他
一
Ἣ

七
二
六
円

「
自
由
の
理
念
は
破
壊
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
」。
純
粋
法
学
の
創
始
者
ハ
ン
ス
・

ケ
ル
ゼ
ン
（
一
八
八
一

―
一
九
七
三

）
の
代
表
作
。
相
対
主
義
に
立
つ
世
界
観
と
現
実
主
義

的
知
性
か
ら
、
議
会
制
民
主
主
義
は
「
自
由
」
の
最
大
化
を
実
現
す
る
国
家
形
態

で
あ
る
と
し
て
擁
護
し
、
絶
対
的
価
値
の
想
定
に
も
と
づ
く
独
裁
を
批
判
す
る
。

民
主
主
義
の
危
機
が
切
迫
し
た
一
九
二
九
年
刊
。

390001Ȃ7
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白19Ȃ1

カ
リ
エ
ー
ル

坂

野

正

高
訳

外

交

談

判

法
七
九
二
円

ル
イ
十
四
世
の
「
偉
大
な
る
世
紀
」
は
フ
ラ
ン
ス
文
化
史
上
燦
然
た
る
光
を
放
つ

が
、
ま
た
戦
争
あ
い
つ
ぐ
お
そ
ろ
し
く
不
穏
な
時
代
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
を

外
交
官
と
し
て
生
き
抜
い
た
カ
リ
エ
ー
ル
（
一
六
四
五

―
一
七
一
七

）
が
、
平
時
に
あ
っ
て

の
交
渉
の
積
み
重
ね
、
外
交
網
の
完
備
、
専
門
家
と
し
て
の
外
交
官
の
養
成
等
に

つ
い
て
説
く
。
行
間
に
モ
ラ
リ
ス
ト
の
観
察
の
目
が
光
る
。

340191Ȃ3

白22Ȃ1

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー

原

彬

久
訳

危

機

の

二

十

年

―
理
想
と
現
実
―

一
四
五
二
円

政
治
に
対
す
る
倫
理
の
優
位
を
信
じ
望
ま
し
い
政
治
秩
序
を
構
想
す
る
、
変
革
の

思
想
と
し
て
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
ニ
ズ
ム
。
現
実
を
分
析
し
、
そ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
ニ
ズ

ム
の
偽
善
を
暴
く
リ
ア
リ
ズ
ム
。
戦
間
期
二
十
年
の
国
際
政
治
に
展
開
し
た
理
想

主
義
と
現
実
主
義
の
相
克
と
確
執
に
分
析
の
メ
ス
を
入
れ
、
時
代
と
学
問
の
力
動

的
関
係
を
活
写
す
る
、
二
十
世
紀
国
際
政
治
学
の
記
念
碑
。

340221Ȃ4◆

白26Ȃ1

荒

こ

の

み
編
訳

ア
メ
リ
カ
の
黒
人
演
説
集

―
キ
ン
グ
・
マ
ル
コ
ム
Ｘ
・
モ
リ
ス
ン

他
―

一
一
七
七
円

自
由
と
平
等
は
ア
メ
リ
カ
の
夢
と
Ἓ
で
も
あ
る
こ
と
を
明
か
す
黒
人
の
歴
史
。
奴

隷
に
と
っ
て
七
月
四
日
と
は
何
か
問
い
つ
め
た
ダ
グ
ラ
ス
。
南
北
戦
争
後
も
偏
見

と
闘
っ
た
男
た
ち
女
た
ち
。
視
野
を
ア
フ
リ
カ
へ
世
界
へ
と
拓
い
た
ガ
ー
ヴ
ィ

ー
。
公
民
権
運
動
、
キ
ン
グ
、
マ
ル
コ
ム
Ｘ
の
闘
争
、
ハ
ー
ス
ト
ン
や
モ
リ
ス
ン

の
ᷓ
れ
る
物
語
を
へ
て
、
今
オ
バ
マ
の
時
代
ま
で
二
十
一
人
の
声
を
聴
く
。

340261Ȃ0

白28Ȃ1～3

原

彬

久
監
訳

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー

国
際
政
治
全
三
冊

―
権
力
と
平
和
―

上
・
下
各
一
一
七
七
円

中
一
三
八
六
円

国
際
政
治
学
は
「
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
と
の
対
話
」
の
歴
史
で
あ
る
。
あ
る
が
ま
ま
の

人
間
を
観
察
す
れ
ば
、
政
治
は
つ
ね
に
権
力
闘
争
で
あ
る
、
と
い
う
命
題
に
行
き

つ
く
。
人
間
性
に
つ
い
て
の
怜
悧
な
仮
説
に
基
づ
く
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
（
一
九
〇
四

―
八

〇

）
の
現
実
主
義
と
は
何
か
。
国
家
の
外
交
に
「
力
」
と
「
国
益
」
と
い
う
概
念

の
導
入
を
主
張
し
た
、
二
十
世
紀
国
際
政
治
学
の
古
典
的
名
著
。

340281Ȃ8◆

白30Ȃ1

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

Ṥ

口

陽

一
訳

現
代
議
会
主
義
の
精
神
史
的
状
況
他
一
Ἣ

七
二
六
円

の
ち
に
ナ
チ
ス
の
桂
冠
法
学
者
と
な
る
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
一
八
八
八

―
一
九
八
五

）

が
、
自
由
主
義
に
対
す
る
体
系
的
批
判
を
行
っ
た
初
の
著
作
。
不
安
定
な
ワ
イ
マ

ー
ル
体
制
へ
の
幻
滅
か
ら
、
議
会
主
義
の
精
神
史
的
な
基
礎
は
過
去
の
も
の
に
な

っ
た
と
し
、
議
会
主
義
と
民
主
主
義
の
連
関
を
切
断
す
る
。
独
裁
理
論
を
考
察

し
、
ド
イ
ツ
の
新
し
い
政
体
を
暗
示
し
た
問
題
作
。
一
九
二
三
年
刊
。

340301Ȃ3
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白31Ȃ1～2

Ἑ

田

均

第
二
㗨
世
界
大
戦
外
交
史
全
二
冊

上
一
三
八
六
円

下
一
四
五
二
円

史
上
最
大
の
戦
争
、
第
二
㗨
世
界
大
戦
中
に
、
欧
州
か
ら
ア
ジ
ア
ま
で
世
界
各
国

で
展
開
さ
れ
た
外
交
の
全
貌
を
描
い
た
一
大
記
録
。
日
本
の
外
交
が
惨
憺
た
る
最

悪
の
途
を
た
ど
っ
た
過
程
を
、
厖
大
な
㗦
料
に
よ
り
な
が
ら
描
き
出
し
、
後
代
の

日
本
外
交
に
向
け
て
警
世
の
声
明
を
伝
え
る
。
政
治
・
外
交
の
前
面
に
立
っ
た
著

者
畢
生
の
作
品
で
あ
る
。

（
解
説

井
上
寿
一
）
340311Ȃ2

白32Ȃ1

美
濃
部
達
吉

憲

法

講

話

一
五
八
四
円

憲
法
学
者
・
美
濃
部
達
吉
（
一
八
七
三

―
一
九
四
八

）
が
、「
健
全
な
る
立
憲
思
想
」
の
普

及
を
目
指
し
て
、
国
家
法
人
説
の
見
地
か
ら
明
治
憲
法
を
一
般
読
者
へ
向
け
て
体

系
的
に
講
義
し
た
書
（
初
版
一
九
一
二
年
）。
天
皇
機
関
説
を
打
ち
出
し
た
本
書

は
、
天
皇
主
権
説
論
者
と
の
論
争
を
呼
び
、
の
ち
に
は
美
濃
部
の
学
説
が
否
定
さ

れ
て
い
く
。
一
九
一
八
年
の
改
訂
版
に
基
づ
く
。

（
解
説

高
見
勝
利
）
340321Ȃ1◆

白33Ȃ1

長
谷
部
恭
男
解
説

日

本

国

憲

法
七
四
八
円

戦
後
日
本
の
憲
法
体
制
は
い
か
に
し
て
成
り
立
ち
、
そ
の
骨
格
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
こ
れ
を
理
解
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
基
本
的
な
文
書
を
集
め
た
。
日
本

国
憲
法
の
ほ
か
、
英
文
日
本
国
憲
法
、
大
日
本
帝
国
憲
法
、
パ
リ
不
戦
条
約
、
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
、
降
伏
文
書
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
、
日
米
安
全
保
障
条
約
を
収

録
し
、
詳
細
な
解
説
を
付
す
。
市
民
必
携
の
ハ
ン
デ
ィ
な
一
冊
。

340331Ȃ0◆

白34Ȃ1

フ
ア
ン
・
リ
ン
ス

横

田

正

顕
訳

民
主
体
制
の
崩
壊

―
危
機
・
崩
壊
・
再
均
衡
―一

一
一
一
円

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
あ
る
日
突
然
、
死
に
至
る
の
で
は
な
い
。
危
機
を
昂
進
さ
せ
て

い
く
政
治
過
程
を
経
て
崩
壊
す
る
。
そ
こ
に
お
け
る
体
制
維
持
派
と
様
々
な
反
対

派
の
間
の
せ
め
ぎ
あ
い
や
中
立
的
権
力
の
動
向
な
ど
を
分
析
す
る
枠
組
み
を
提
示

し
た
政
治
学
者
フ
ア
ン
・
リ
ン
ス
（
一
九
二
六

―
二
〇
一
三

）
の
古
典
的
研
究
。
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
運
命
に
関
心
を
抱
く
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
の
必
読
書
で
あ
る
。

340341Ȃ9
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白101Ȃ2

ペ

テ

ィ

大
内
兵
衛
・
松
川
七
郎
訳

政

治

算

術
八
五
八
円

主
題
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
世
界
貿
易
掌
握
論
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
ペ
テ
ィ

は
、
市
民
社
会
の
理
論
的
分
析
と
統
計
的
実
証
の
渾
然
た
る
一
体
を
示
す
「
政
治

算
術
」
を
は
じ
め
て
定
式
化
し
た
。「
政
治
算
術
」
は
、
ペ
テ
ィ
の
理
論
・
方
法

の
到
達
点
＝
「
経
済
学
が
科
学
と
し
て
独
立
し
た
最
初
の
形
態
」
で
あ
り
、
本
書

は
近
世
経
済
学
・
統
計
学
の
始
源
的
古
典
で
あ
る
。

341012Ȃ2

白105Ȃ1～4

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

水
田
洋
監
訳
杉
山
忠
平
訳

国

富

論
全
四
冊

一
・
三
Ą各
一
二
四
三
円
二
Ą一
一
一
一
円
四
Ą一
一
七
七
円

十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
の
経
済
学
者
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
一
七

二
三

―
九
〇

）
の
主
著
。
一
七
七
六
年
刊
。
近
代
市
民
社
会
を
分
業
と
協
業
に
も
と
づ

く
生
産
力
の
体
系
と
し
て
と
ら
え
た
、
社
会
科
学
の
古
典
中
の
古
典
で
あ
る
。
前

著
『
道
徳
感
情
の
理
論
』
と
あ
わ
せ
て
壮
大
な
社
会
科
学
を
形
成
し
、
現
状
批
判

の
筆
は
、
教
育
、
軍
事
、
税
制
に
も
お
よ
ぶ
。
新
訳
。

341051Ȃ3

白105Ȃ6～7

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

水

田

洋
訳

道

徳

感

情

論
全
二
冊

上
一
二
四
三
円

下
一
三
二
〇
円

人
間
が
ど
ん
な
に
利
己
的
な
も
の
と
想
定
さ
れ
う
る
と
し
て
も

と
書
き
起
こ

し
、
近
代
社
会
に
お
い
て
、
自
由
で
平
等
な
利
己
的
個
人
の
平
和
的
共
存
が
、
権

力
の
介
入
な
し
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
か
を
追
究
す
る
。
当
時
、
母
校
の
グ

ラ
ー
ズ
ゴ
ウ
大
学
の
道
徳
哲
学
の
教
授
で
あ
っ
た
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学

者
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
一
七
二
三

―
九
〇

）
の
、『
国
富
論
』
と
並
ぶ
二
大
著
作
。

341056Ȃ4

白105Ȃ8

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

水

田

洋
訳

法

学

講

義

一
三
八
六
円

ス
ミ
ス
は
、
道
徳
哲
学
、
経
済
学
、
法
学
の
三
部
作
に
よ
っ
て
、
産
業
革
命
期
の

イ
ギ
リ
ス
近
代
社
会
の
構
造
を
道
徳
哲
学
（
あ
る
い
は
社
会
哲
学
）
の
体
系
と
し

て
提
示
し
よ
う
と
し
た
。
前
二
者
に
つ
い
て
は
「
道
徳
感
情
論
」「
国
富
論
」
と

し
て
結
実
し
た
が
、
法
学
に
つ
い
て
は
未
刊
の
ま
ま
没
。
本
書
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大

学
の
道
徳
哲
学
教
授
と
し
て
行
な
っ
た
法
学
講
義
の
筆
記
録
。

341058Ȃ0

白106Ȃ1

ト
ー
マ
ス
・
ペ
イ
ン

小

松

春

雄
訳

コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
他
三
Ἣ

七
二
六
円

ア
メ
リ
カ
の
独
立
、
そ
れ
は
市
民
革
命
の
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
シ
グ
ナ
ル
で
も

あ
っ
た
。『
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
』
は
、
小
冊
子
な
が
ら
、
こ
れ
に
与
っ
て
力
あ
っ

た
歴
史
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
り
、『
㗦
本
論
』
や
『
種
の
起
原
』
等
と
並
ん

で
⾉
世
界
を
変
え
た
書
物
⾊
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
他
に
こ
れ
と
関
連
す

る
「
厳
粛
な
思
い
」、「
対
話
」、「
ア
メ
リ
カ
の
危
機
」
の
三
編
を
併
収
。

341061Ȃ0

経済・社会187
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白107Ȃ4

マ

ル

サ

ス

玉
野
井
芳
郎
訳

経
済
学
に
お
け
る
諸
定
義

六
六
〇
円

「
人
口
論
」
の
著
者
の
も
っ
と
も
円
熟
し
た
著
作
。
価
値
、
価
格
、
利
潤
な
ど
の

経
済
学
上
の
重
要
概
念
を
検
討
・
定
義
し
た
古
典
的
労
作
で
あ
る
。
諸
学
者
の
学

説
の
正
否
を
論
評
し
か
つ
自
己
の
積
極
的
な
主
張
を
掲
げ
て
い
る
。
マ
ル
サ
ス
の

経
済
学
上
の
地
位
を
知
り
、
さ
ら
に
古
典
派
経
済
学
を
研
究
す
る
た
め
の
有
力
な

手
が
か
り
を
得
る
注
目
す
べ
き
書
。
現
代
経
済
学
の
究
明
に
も
役
立
つ
。

341074Ȃ2

白108Ȃ2

ロ
バ
ア
ト
・
オ
ウ
エ
ン

五

島

茂
訳

オ
ウ
エ
ン
自
叙
伝

一
二
四
三
円

ロ
バ
ー
ト
・
オ
ウ
エ
ン
は
単
な
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
主
義
者
で
は
な
く
、
若
く
し

て
自
ら
経
営
し
た
ニ
ウ
・
ラ
ナ
ア
ッ
ク
の
紡
績
工
場
を
舞
台
に
、
新
し
い
労
働
の

原
理
に
基
づ
く
新
天
地
を
開
拓
し
た
実
践
の
人
で
あ
り
、
産
業
革
命
期
の
風
雲
児

で
あ
っ
た
。
こ
の
自
伝
は
彼
が
徒
弟
見
習
か
ら
身
を
起
し
名
を
遂
げ
る
ま
で
の
一

生
の
記
録
で
あ
り
、
労
働
運
動
史
上
の
も
っ
と
も
興
味
深
い
㗦
料
で
も
あ
る
。

341082Ȃ3◆

白115Ȃ1～3

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ

篠

田

英

雄
訳

戦

争

論
全
三
冊

上
一
一
一
一
円

中
・
下
各
一
三
二
〇
円

ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
に
よ
り
本
質
的
な
変
貌
を
と
げ
た
戦
争
形
態
た
る
国
民
戦
争
を

精
密
に
分
析
し
て
、
近
代
戦
争
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
戦
争
哲
学
で
あ
る
。
な

お
、
戦
史
の
理
論
的
問
題
に
正
し
い
視
点
を
提
示
し
、
戦
争
と
政
治
・
戦
争
の
原

型
・
戦
争
の
本
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
軍
事
専
門
家
の
み
な
ら
ず
、
エ
ン
ゲ
ル

ス
、
レ
ー
ニ
ン
な
ど
に
も
多
く
の
影
響
を
与
え
た
。

341151ȂX◆

白116Ȃ6

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル

関

口

正

司
訳

自

由

論
九
二
四
円

「
本
人
の
意
向
に
反
し
て
権
力
を
行
使
し
て
も
正
当
で
あ
り
う
る
の
は
、
他
の
人

々
へ
の
危
害
を
防
止
す
る
と
い
う
目
的
で
の
権
力
行
使
だ
け
で
あ
る
」。
大
衆
の

画
一
的
な
世
論
や
エ
リ
ー
ト
の
専
制
に
よ
っ
て
個
人
が
圧
殺
さ
れ
る
事
態
を
憂
慮

し
た
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
（
一
八
〇
六

―
一
八
七
三

）
は
、
自
由
に
対
す
る
干
渉
を
限
界
づ
け
る

原
理
を
提
示
し
た
。
自
由
に
つ
い
て
考
え
る
際
の
最
重
要
文
献
の
明
快
な
翻
訳
。

390002Ȃ4

白116Ȃ8

朱
牟
田
夏
雄
訳

ミ

ル

自

伝
九
九
〇
円

経
済
学
者
と
し
て
、
思
想
家
と
し
て
、
ま
た
論
理
学
・
哲
学
・
倫
理
学
・
文
芸
評

論
・
宗
教
論
争
で
大
き
な
業
績
を
残
し
た
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
（
一
八

〇
六

―
七
三

）。
ど
の
分
野
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
の
人
間
が
一
生
か
か
る
ほ
ど
の
こ

と
を
見
事
に
成
し
と
げ
た
驚
く
べ
き
彼
の
力
の
秘
密
は
い
っ
た
い
な
ん
で
あ
っ
た

の
か
。
あ
ら
ゆ
る
自
伝
中
の
白
眉
と
称
え
ら
れ
る
精
神
の
発
展
の
記
録
。

341168Ȃ4
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白116Ȃ10

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル

竹

内

一

誠
訳

大
学
教
育
に
つ
い
て

七
二
六
円

大
学
と
は
職
業
教
育
の
場
で
は
な
く
、
専
門
知
識
に
光
を
あ
て
て
正
し
い
方
向
に

導
く
一
般
教
養
の
光
明
を
も
た
ら
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
学
、
自
然
科
学
、
社
会

科
学
、
道
徳
・
宗
教
、
芸
術
な
ど
の
一
般
教
養
科
目
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義

を
述
べ
な
が
ら
、
大
学
教
育
の
原
点
と
理
念
を
指
し
示
す
。
名
高
い
セ
ン
ト
・
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
大
学
名
誉
学
長
就
任
講
演
。

（
解
説

竹
内
洋
）
391011Ȃ5◆

白116Ȃ11

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル

関

口

正

司
訳

功

利

主

義
八
五
八
円

最
大
多
数
の
最
大
幸
福
を
め
ざ
す
功
利
主
義
は
、
目
先
の
快
楽
追
求
に
満
足
し
な

い
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
有
徳
な
生
き
方
と
両
立
す
る
。
人
間
生
活
全
般
の
根
本
原
理
と

し
て
、
個
人
や
社
会
が
正
義
と
と
も
に
個
性
や
人
類
愛
を
尊
重
す
る
よ
う
後
押
し

す
る
功
利
主
義
の
あ
り
方
を
追
究
し
た
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
円
熟
期
の
著
作
（
初
版

一
八
六
三
年
）。『
論
理
学
体
系
』
の
関
連
部
分
も
併
せ
て
収
録
。

390004Ȃ8

白124Ȃ1

マ

ル

ク

ス

城

塚

登
訳

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
・

ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説

七
二
六
円

こ
の
二
つ
の
論
文
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
に
属
し
て
い
た
若
き
マ
ル
ク
ス
が
、
フ
ォ

イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
宗
教
批
判
を
こ
え
て
、
マ
ル
ク
ス
自
身
の
立
場
に
到
達
し
、

『
経
哲
草
稿
』
さ
ら
に
は
『
㗦
本
論
』
へ
の
道
を
き
り
拓
い
た
画
期
的
著
作
で
あ

る
。
市
民
社
会
を
こ
そ
問
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
、
批
判
の
正
面
に
お
き
、
か
れ

の
「
人
間
的
解
放
」
の
思
想
を
鮮
や
か
に
力
強
く
展
開
す
る
。

341241Ȃ9

白124Ȃ2

マ

ル

ク

ス

城
塚
登
・
田
中
吉
六
訳

経
済
学
・
哲
学
草
稿

九
九
〇
円

マ
ル
ク
ス
が
初
め
て
市
民
社
会
の
根
底
た
る
㗦
本
主
義
経
済
に
鋭
い
メ
ス
を
加

え
、
真
の
人
間
解
放
の
道
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
研
究
の
草
稿
で
あ
る
。
後

に
『
㗦
本
論
』
に
見
事
に
結
実
す
る
若
き
マ
ル
ク
ス
の
鋭
い
問
題
意
識
と
洞
察
に

貫
か
れ
た
本
書
は
、
マ
ル
ク
ス
を
研
究
す
る
上
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
文
献
で

あ
る
。
詳
細
な
注
釈
お
よ
び
解
説
を
付
す
。

341242Ȃ7

白124Ȃ3

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス

廣
松
渉
編
訳
小
林
昌
人
補
訳

新
編
輯
版

ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

九
九
〇
円

近
代
化
へ
と
身
悶
え
す
る
ド
イ
ツ
で
、「
近
代
」
の
夢
と
失
望
を
哲
学
的
に
先
取

り
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
。
そ
の
運
動
を
自
己
批
判
を
込
め
て
総
括
し
た
若
き
マ
ル

ク
ス
（
一
八
一
八

―
八
三

）
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
（
一
八
二
〇

―
九
五

）
は
、
本
書
で
「
近
代
」
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
を
超
え
る
世
界
観
を
定
礎
し
た
。
定
評
あ
る
廣
松
渉
編
訳
・
新
編
輯
版

に
そ
の
後
の
研
究
成
果
を
反
映
さ
せ
、
豊
富
な
訳
注
を
加
え
た
、
文
庫
決
定
版
。

341243Ȃ5◆
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白124Ȃ5

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス

大
内
兵
衛
・
向
坂
逸
郎
訳

共

産

党

宣

言
五
七
二
円

「
今
日
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
歴
史
は
階
級
闘
争
の
歴
史
で
あ
る
」
と
い
う
有

名
な
句
に
始
ま
る
こ
の
宣
言
は
、
階
級
闘
争
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
役

割
を
明
ら
か
に
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
基
本
文
献
。
マ
ル
ク
ス
（
一
八
一
八

―
八
三

）
と

エ
ン
ゲ
ル
ス
（
一
八
二
〇

―
九
五

）
が
起
草
、
一
八
四
八
年
の
二
月
革
命
直
前
に
発
表
以

来
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
指
針
と
な
っ
た
歴
史
的
文
書
で
あ
る
。

341245Ȃ1◆

白124Ȃ6

マ

ル

ク

ス

長
谷
部
文
雄
訳

賃

労

働

と

㗦

本
五
七
二
円

労
賃
と
は
何
か
、
そ
れ
は
い
か
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
、
と
い
う
身
近
な
問
題
か

ら
出
発
し
て
価
値
法
則
を
簡
潔
に
説
明
し
、
剰
余
価
値
の
成
立
を
明
ら
か
に
す

る
。
マ
ル
ク
ス
が
こ
れ
を
『
新
ラ
イ
ン
新
聞
』
に
連
載
し
て
か
ら
百
数
十
年
、
㗦

本
制
的
搾
取
の
仕
組
を
暴
露
し
た
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
世
界
各
国
の
労
働
者
に

広
く
読
み
つ
が
れ
て
来
た
。『
㗦
本
論
』
研
究
の
た
め
の
最
良
の
手
引
書
。

341246ȂX

白124Ȃ8

マ

ル

ク

ス

長
谷
部
文
雄
訳

賃
銀
・
価
格
お
よ
び
利
潤

五
七
二
円

一
八
六
五
年
の
第
一
イ
ン
タ
ー
中
央
委
員
会
で
の
講
演
。
一
般
的
な
賃
金
引
き
上

げ
は
無
益
で
あ
り
、
労
働
組
合
は
有
害
だ
と
す
る
一
委
員
の
主
張
に
逐
一
反
駁
を

加
え
た
あ
と
、
マ
ル
ク
ス
は
自
己
の
構
築
し
た
経
済
学
に
基
づ
い
て
経
済
闘
争
と

政
治
闘
争
の
関
係
、
労
働
組
合
の
使
命
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
な
主
張
を
展
開
す

る
。
主
著
『
㗦
本
論
』
へ
の
最
善
の
、
そ
う
し
て
最
も
平
易
な
入
門
書
。

341248Ȃ6

白125Ȃ0

武
田
隆
夫
・
遠
藤
湘
吉
・
大
内
力
・
加
藤
俊
彦
訳

マ
ル
ク
ス

経
済
学
批
判

一
一
七
七
円

『
㗦
本
論
』『
共
産
党
宣
言
』
と
な
ら
ん
で
マ
ル
ク
ス
の
代
表
的
著
作
の
ひ
と
つ
。

マ
ル
ク
ス
は
序
説
で
そ
の
方
法
論
を
組
織
的
に
述
べ
、
本
文
で
は
価
値
、
貨
幣
に

関
す
る
理
論
の
歴
史
が
、
一
種
の
経
済
学
説
を
形
づ
く
り
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
。

『
㗦
本
論
』
読
解
の
手
引
き
と
さ
れ
て
い
る
こ
の
書
は
、
訳
者
の
共
同
研
究
に
よ

っ
て
こ
こ
に
は
じ
め
て
文
体
の
平
明
と
用
語
の
厳
密
を
備
え
る
に
至
っ
た
。

341250Ȃ8

白125Ȃ1～9

エ
ン
ゲ
ル
ス
編

向

坂

逸

郎
訳

マ
ル
ク
ス

㗦

本

論
全
九
冊

一
Ą九
九
〇
円

二
・
六
Ą各
一
四
三
〇
円

三
・
七
Ą各
一
二
四
三
円

四
Ą一
三
八
六
円

五
Ą八
五
八
円

八
Ą九
二
四
円

九
Ą一
〇
六
七
円

マ
ル
ク
ス
が
自
ら
生
涯
の
事
業
と
呼
ん
だ
『
㗦
本
論
』。
レ
ー
ニ
ン
が
⾉
現
世
紀

最
大
の
政
治
経
済
学
上
の
著
作
⾊
と
呼
ん
だ
よ
う
に
、
近
代
㗦
本
主
義
社
会
の
経

済
的
運
動
法
則
を
徹
底
的
に
究
明
し
て
、
経
済
学
を
⾉
革
命
⾊
し
、
ま
た
人
間
社

会
に
対
す
る
見
解
に
完
全
な
変
革
を
も
た
ら
し
て
、
社
会
主
義
を
科
学
的
軌
道
に

乗
せ
た
不
朽
の
名
著
。
デ
ィ
ー
ツ
版
に
よ
る
改
訳
。

341251Ȃ6◆
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白127Ȃ2～3

ト
ロ
ツ
キ
イ

桑

野

隆
訳

文

学

と

革

命
全
二
冊

上
品
切

下
九
九
〇
円

革
命
家
ト
ロ
ツ
キ
イ
は
ま
た
、
旺
盛
な
読
書
家
で
あ
り
並
は
ず
れ
た
文
章
家
で
も

あ
っ
た
。
本
書
は
彼
自
身
の
編
ん
だ
唯
一
の
文
学
論
集
。
十
月
革
命
後
の
文
学
・

芸
術
状
況
を
扱
っ
た
第
一
部
と
、
革
命
前
に
書
か
れ
た
論
考
を
集
め
た
第
二
部
か

ら
成
る
が
、
同
時
代
に
あ
っ
て
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
全
貌
を
的
確
に
把
え

て
い
た
そ
の
慧
眼
は
私
た
ち
を
驚
か
せ
て
や
ま
な
い
。

341272Ȃ9

白127Ȃ4～8

ト
ロ
ツ
キ
ー

藤

井

一

行
訳

ロ
シ
ア
革
命
史
全
五
冊

一
・
四
Ą各
一
二
四
三
円
二
・
三
Ą各
一
一
七
七
円
五
Ą一
三
八
六
円

本
書
は
ロ
シ
ア
革
命
の
研
究
書
と
し
て
不
滅
の
金
字
塔
を
な
す
。
革
命
の
当
事
者

の
綴
っ
た
記
録
と
し
て
価
値
が
あ
る
の
は
勿
論
、
膨
大
な
㗦
料
に
も
と
づ
い
た
客

観
的
事
実
の
正
確
な
引
証
と
鋭
利
な
分
析
に
支
え
ら
れ
た
詳
細
な
記
述
は
、
歴
史

書
と
し
て
計
り
知
れ
な
い
価
値
を
有
す
る
。
本
邦
初
、
ロ
シ
ア
語
原
典
か
ら
訳
出

し
た
決
定
版
。

341274Ȃ5

白128Ȃ7

エ
ン
ゲ
ル
ス

大

内

兵

衛
訳

空
想
よ
り
科
学
へ

社
会
主
義
の
発
展

六
三
八
円

マ
ル
ク
ス
の
よ
き
協
同
者
で
あ
っ
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
大
著
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ

論
』
か
ら
三
章
を
抜
粋
し
て
編
ま
れ
た
小
冊
子
。
十
九
世
紀
の
空
想
的
社
会
主
義

の
紹
介
と
批
判
、
弁
証
法
的
唯
物
論
の
成
立
の
歴
史
、
㗦
本
主
義
の
発
達
の
う
ち

に
科
学
的
社
会
主
義
が
到
来
す
る
必
然
性
が
や
さ
し
く
説
か
れ
る
。
発
表
当
時
か

ら
社
会
主
義
理
論
の
入
門
書
と
し
て
最
も
多
く
読
ま
れ
て
い
る
。

341287Ȃ7

白129Ȃ0～1

エ
ン
ゲ
ル
ス

一
條
和
生
・
杉
山
忠
平
訳

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

労
働
者
階
級
の
状
態

全
二
冊

―
一
九
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
―

上
九
九
〇
円

下
一
〇
六
七
円

一
八
四
二
年
、
父
親
の
経
営
す
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
工
場
で
働
き
始
め
た
エ
ン

ゲ
ル
ス
（
一
八
二
〇

―
一
八
九
五

）
は
、
㗦
本
家
に
よ
る
苛
酷
な
労
働
者
搾
取
の
現
実
を
目

の
あ
た
り
に
し
て
、
労
働
者
の
生
活
状
態
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
と
研
究
を
重
ね

た
。
本
書
は
こ
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
㗦
本
主
義
の
原
罪
を
明
ら
か
に
し

て
ゆ
く
若
き
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
情
熱
が
ほ
と
ば
し
る
労
働
者
生
活
史
の
古
典
。

341290Ȃ7

白133Ȃ1～2

ホ

ブ

ス

ン

矢
内
原
忠
雄
訳

帝

国

主

義

論
全
二
冊

上
品
切

下
一
〇
六
七
円

イ
ギ
リ
ス
が
植
民
地
獲
得
に
乗
り
出
し
た
こ
ろ
に
書
か
れ
た
ホ
ブ
ス
ン
（
一
八
五
八

―

一
九
四
〇

）
の
主
著
。
帝
国
主
義
に
は
じ
め
て
全
面
的
体
系
的
に
批
判
的
分
析
を
加
え

た
先
駆
的
著
述
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
は
「
改
良
主
義
の
立
場
を
と
っ
て
は
い
る
が

帝
国
主
義
の
根
本
的
な
経
済
的
政
治
的
特
徴
を
非
常
に
よ
く
叙
述
し
て
い
る
」
と

高
く
評
価
し
た
。

341331Ȃ8
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白134Ȃ1

レ

ー

ニ

ン

宇

高

基

輔
訳

帝

国

主

義
八
五
八
円

レ
ー
ニ
ン
（
一
八
七
〇

―
一
九
二
四

）
は
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論
を
う
け
つ
ぎ
、
㗦
本
主
義
の

独
占
的
段
階
が
帝
国
主
義
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
金
融
㗦
本
と
金
融
寡
頭
制
、
㗦

本
の
輸
出
、
寄
生
性
と
㗦
本
主
義
の
腐
朽
化
、
列
強
諸
国
に
よ
る
世
界
の
分
割
な

ど
の
問
題
が
、
豊
富
な
㗦
料
に
も
と
づ
い
て
平
易
に
語
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、

現
代
世
界
を
把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
古
典
と
し
て
の
価
値
を
も
つ
。

341341Ȃ5

白134Ȃ2

レ

ー

ニ

ン

宇

高

基

輔
訳

国

家

と

革

命
七
九
二
円

十
月
革
命
の
直
前
に
レ
ー
ニ
ン
が
発
表
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
代
表
作
。

唯
物
史
観
に
も
と
づ
き
、
国
家
の
歴
史
的
役
割
と
そ
の
階
級
的
本
質
を
解
明
し
、

㗦
本
主
義
国
家
を
分
析
批
判
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
革
命
に
際
し
て
既
成

の
国
家
機
構
を
暴
力
的
に
粉
砕
し
、
新
し
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
国
家
を

樹
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

341342Ȃ3

白140Ȃ3

秋
元
寿
恵
夫
訳

ロ

ー

ザ

・

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

獄
中
か
ら
の
手
紙

五
七
二
円

リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
の
妻
と
な
っ
た
お
さ
な
友
達
あ
て
に
獄
中
の
ロ
ー
ザ
（
一
八
七
〇

―

一
九
一
九

）
が
書
き
送
っ
た
二
十
二
通
の
手
紙
。
ど
の
一
通
か
ら
も
、
逆
境
に
あ
っ
て

少
し
も
変
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
自
然
や
書
物
に
対
す
る
み
ず
み
ず
し
い
感
受

性
、
い
や
何
に
も
ま
し
て
余
り
に
も
人
間
的
で
あ
っ
た
こ
の
女
性
革
命
家
の
、
繊

細
に
し
て
心
温
か
な
人
と
な
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

341403Ȃ9

白145Ȃ1～2

ケ

イ

ン

ズ

間

宮

陽

介
訳

雇
用
、
利
子

お
よ
び
貨
幣
の
一
般
理
論
全
二
冊

上
一
一
七
七
円

下
九
九
〇
円

経
済
学
の
歴
史
に
「
ケ
イ
ン
ズ
革
命
」
を
も
た
ら
し
た
書
。
㗦
本
主
義
の
抱
え
る

大
量
失
業
と
不
安
定
な
経
済
循
環
へ
の
処
方
箋
と
し
て
、
雇
用
と
有
効
需
要
、
利

子
率
と
流
動
性
と
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の
体
系
を
構
想
。
新
古
典
派
理
論
の
特

殊
性
と
決
別
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
包
括
的
な
「
一
般
理
論
」
を
打
ち
立
て
た
。
現

代
経
済
学
の
出
発
点
に
し
て
、
今
な
お
必
読
の
古
典
。

（
解
題

宇
沢
弘
文
）
341451Ȃ4◆

白147Ȃ1～2

塩
野
谷
祐
一
・
中
山
伊
知
郎
・
東
畑
精
一
訳

シ
ュ
ム

ペ
ー
タ
ー

経
済
発
展
の
理
論
全
二
冊

上
一
〇
六
七
円

下
九
二
四
円

成
熟
し
た
㗦
本
主
義
の
複
雑
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
し
た
書
物
と
し
て
、
本
書
は

ケ
イ
ン
ズ
の
『
一
般
理
論
』
と
並
ぶ
古
典
的
地
位
を
占
め
る
。
㗦
本
主
義
経
済
過

程
を
循
環
‐
発
展
の
二
段
階
的
に
把
握
し
、
革
新
・
新
結
合
と
い
う
経
済
内
部
の

自
発
的
な
発
展
力
に
着
目
し
、
信
用
・
㗦
本
・
利
子
・
利
潤
・
景
気
循
環
な
ど
の

問
題
を
統
一
的
に
解
明
す
る
。

341471Ȃ3
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白147Ȃ3

中
山
伊
知
郎
・
東
畑
精
一
訳

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー

経

済

学

史

―
学
説
な
ら
び
に
方
法
の
諸
段
階
―

一
一
一
一
円

経
済
学
史
に
新
し
い
局
面
を
ひ
ら
い
た
古
典
的
著
作
。
個
々
の
学
説
の
単
な
る
記

述
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
中
で
直
面
す
る
問
題
に
よ
っ
て

様
々
な
外
貌
を
示
す
諸
学
説
の
展
開
を
、
静
態
的
・
動
態
的
に
く
ま
な
く
理
解

し
、
科
学
と
し
て
の
経
済
学
史
を
築
こ
う
と
す
る
。
経
済
学
の
発
祥
か
ら
、
歴
史

学
派
や
限
界
効
用
学
説
に
い
た
る
ま
で
、
簡
潔
・
的
確
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

341473ȂX

白147Ȃ4

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー

木
村
元
一
・
小
谷
義
㗨
訳

租
税
国
家
の
危
機

五
七
二
円

第
一
㗨
大
戦
の
終
結
ま
ぢ
か
、
空
前
の
公
債
累
積
に
あ
え
ぐ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
現

状
を
眼
前
に
し
た
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
が
、
財
政
の
側
面
か
ら
国
家
の
本
質
・
形

態
・
運
命
の
把
握
を
試
み
た
財
政
社
会
学
の
基
本
的
文
献
。
自
由
経
済
社
会
を
前

提
と
す
る
租
税
国
家
の
㗡
を
中
世
以
来
の
歴
史
の
流
れ
の
中
に
探
究
し
、
㗦
本
主

義
の
衰
退
と
そ
れ
に
つ
づ
く
社
会
主
義
へ
の
展
望
を
明
ら
か
に
す
る
。

341474Ȃ8

白148Ȃ1

山
田
盛
太
郎

日
本
㗦
本
主
義
分
析

九
九
〇
円

日
本
㗦
本
主
義
論
争
史
上
定
評
の
あ
る
画
期
的
名
著
。
明
治
三
○
―
四
○
年
代
の

日
本
の
産
業
㗦
本
の
確
立
過
程
の
分
析
を
通
じ
て
、
日
本
㗦
本
主
義
の
軍
事
的
半

農
奴
的
パ
タ
ー
ン
を
検
出
し
、
そ
れ
が
日
本
㗦
本
主
義
の
帝
国
主
義
へ
の
転
化
過

程
を
特
色
づ
け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
日
本
㗦
本
主
義
の
分
析
に
よ
り
マ
ル

ク
ス
の
再
生
産
理
論
の
具
体
化
が
み
ご
と
に
果
さ
れ
る
。

（
解
説

南
克
巳
）
341481Ȃ0

白151Ȃ1

宇

野

弘

蔵

恐

慌

論
九
二
四
円

㗦
本
主
義
経
済
に
特
有
な
恐
慌
現
象
の
必
然
性
を
、
そ
の
根
拠
と
発
現
の
機
構
に

わ
た
り
原
理
的
に
論
証
す
る
、
日
本
の
代
表
的
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
宇
野
弘
蔵

（
一
八
九
七

―
一
九
七
七

）
の
記
念
碑
的
著
作
。
恐
慌
は
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生

す
る
の
か
？

恐
慌
は
、
た
だ
ち
に
㗦
本
主
義
経
済
の
崩
壊
、
革
命
の
、
社
会
主

義
体
制
の
必
然
を
意
味
す
る
の
か
？

（
解
説

伊
藤
誠
）
341511Ȃ5

白151Ȃ2

宇

野

弘

蔵

経

済

原

論
九
二
四
円

宇
野
弘
蔵
（
一
八
九
七

―
一
九
七
七

）
は
、『
㗦
本
論
』
を
、
精
確
に
か
つ
批
判
的
に
読
む

こ
と
で
、
社
会
科
学
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
を
構
築
し
た
。
本
書
は
、
宇
野

理
論
の
基
礎
を
、
集
約
的
に
述
べ
た
代
表
的
著
作
。『
㗦
本
論
』
へ
の
望
み
う
る

最
良
の
手
引
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
へ
の
根
本
的
な
問
題
提
起

を
喚
起
し
続
け
て
い
る
内
在
的
批
判
の
書
で
も
あ
る
。

（
解
説

伊
藤
誠
）
341512Ȃ2
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白152Ȃ1

大

塚

久

雄

齋

藤

英

里
編

㗦
本
主
義
と
市
民
社
会
他
十
四
Ἣ

一
一
七
七
円

戦
後
日
本
の
社
会
科
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
経
済
史
家
・
大
塚
久
雄
（
一
九
〇
七

―
九
六

）。
そ
の
研
究
は
、
西
欧
に
お
け
る
㗦
本
主
義
の
発
生
過
程
と
そ
の
精
神
的

基
盤
の
解
明
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
日
本
社
会
の
近
代
化
の
条
件
を
探
ろ
う
と
す

る
も
の
だ
っ
た
。
生
産
力
論
、
民
富
論
、
人
間
類
型
論
、
国
民
経
済
論
、
途
上
国

近
代
化
論
の
テ
ー
マ
別
に
主
要
論
考
を
精
選
す
る
。

341521Ȃ4

白152Ȃ2

大

塚

久

雄

小
野
塚
知
二
編

共
同
体
の
基
礎
理
論
他
六
Ἣ

一
一
七
七
円

㗦
本
主
義
の
発
展
史
の
解
明
に
取
り
組
ん
だ
経
済
史
家
・
大
塚
久
雄
は
、
そ
の
前

段
階
に
あ
る
「
共
同
体
」
の
成
立
と
解
体
に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め
た
。「
土
地

の
占
取
」
に
注
目
し
て
、
ア
ジ
ア
的
、
古
典
古
代
的
、
ゲ
ル
マ
ン
的
の
三
形
態
の

共
同
体
を
区
別
し
、
前
近
代
社
会
の
理
論
的
な
見
取
り
図
を
描
い
た
『
共
同
体
の

基
礎
理
論
』
の
ほ
か
、
関
連
論
考
を
併
せ
て
収
録
す
る
。

341522Ȃ1

白201Ȃ1

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス

川

端

康

雄
訳

ユ
ー
ト
ピ
ア
だ
よ
り品

切

目
覚
め
る
と
、
そ
こ
は
二
十
二
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン

緑
し
た
た
り
、
水
は
澄

み
、
革
命
の
の
ち
人
々
が
選
び
と
っ
た
「
仕
事
が
喜
び
で
、
喜
び
が
仕
事
に
な
っ

て
い
る
く
ら
し
」
に
、「
わ
た
し
」
は
驚
き
戸
惑
い
つ
つ
触
れ
て
ゆ
く
。
社
会
主

義
者
に
し
て
美
術
工
芸
家
モ
リ
ス
（
一
八
三
四

―
九
六

）
の
あ
ら
ゆ
る
実
践
と
批
判
、
理

想
と
希
望
が
紡
ぎ
出
す
物
語
。
清
新
な
訳
文
に
、
豊
富
な
訳
注
を
付
す
。
新
訳
。

359031Ȃ7◆

白201Ȃ2

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス

中

橋

一

夫
訳

民

衆

の

芸

術
七
二
六
円

一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
で
あ
り
、
工
芸
美
術
家
、
社
会
主
義
者
で
あ
る
著

者
の
講
演
集
。「
民
衆
の
た
め
の
、
民
衆
に
よ
る
芸
術
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
彼

の
論
述
は
㗦
本
主
義
社
会
の
悪
を
指
摘
し
、
民
衆
の
生
活
か
ら
遊
離
し
た
少
数
の

職
業
的
芸
術
家
は
㗦
本
主
義
社
会
の
一
産
物
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
労
働
者
の
日
々

の
労
働
の
う
ち
に
こ
そ
美
の
喜
び
は
生
ま
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

342012Ȃ8

白209Ȃ2

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー

富
永
祐
治
・
立
野
保
男
訳
折
原
浩
補
訳

社
会
科
学
と
社
会
政
策

に
か
か
わ
る
認
識
の
「
客
観
性
」

一
一
一
一
円

今
世
紀
初
頭
、
社
会
科
学
に
巨
大
な
業
績
を
の
こ
し
た
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
、
社
会
科

学
の
方
法
論
に
つ
い
て
論
じ
た
記
念
碑
的
論
文
（
一
九
〇
四
）。
認
識
理
想
と
し

て
の
「
価
値
自
由
」
と
方
法
概
念
と
し
て
の
「
理
念
型
」
を
定
式
化
し
、
後
世
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
本
文
の
理
解
を
助
け
る
た
め
の
付
録
三
Ἣ
、
詳
細
な
解

説
・
注
、
索
引
を
付
す
。
旧
版
『
社
会
科
学
方
法
論
』
の
補
訳
新
版
。

342092Ȃ6
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白209Ȃ3

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー

大

塚

久

雄
訳

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の

倫
理
と
㗦
本
主
義
の
精
神

一
二
四
三
円

営
利
の
追
求
を
敵
視
す
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
経
済
倫
理
が
実
は
近
代
㗦
本
主

義
の
生
誕
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
だ
と
い
う
歴
史
の
逆
説
を
究
明
し
た
画
期
的
な

論
考
。
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（
一
八
六
四

―
一
九
二
〇

）
が
生
涯
を
Ṍ
け
た
広
大
な
比

較
宗
教
社
会
学
的
研
究
の
出
発
点
を
画
す
。
旧
版
を
全
面
改
訳
し
て
一
層
読
み
や

す
く
理
解
し
や
す
く
す
る
と
と
も
に
懇
切
な
解
説
を
付
し
た
。

342093Ȃ4◆

白209Ȃ5

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー

尾

高

邦

雄
訳

職
業
と
し
て
の
学
問

五
〇
六
円

第
一
㗨
大
戦
後
の
混
迷
の
ド
イ
ツ
。
青
年
た
ち
は
事
実
の
か
わ
り
に
世
界
観
を
、

認
識
の
か
わ
り
に
体
験
を
、
教
師
の
か
わ
り
に
指
導
者
を
欲
し
た
。
学
問
と
政
策

の
峻
別
を
説
く
こ
の
名
高
い
講
演
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
こ
う
し
た
風
潮
を
鍛
え
ら

る
べ
き
弱
さ
だ
と
批
判
し
、「
日
々
の
仕
事
（
ザ
ッ
ヘ
）
に
帰
れ
」
と
彼
ら
を
㗫

咤
す
る
。
そ
れ
は
聴
衆
に
「
脅
か
す
よ
う
な
」
印
象
を
与
え
た
と
い
う
。

342095Ȃ0◆

白209Ȃ6

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー

清
水
幾
太
郎
訳

社
会
学
の
根
本
概
念

五
〇
六
円

社
会
学
の
泰
斗
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
そ
の
死
に
先
立
っ
て
社
会
学
上
の
重

要
な
諸
概
念
を
定
義
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
論
文
。
宗
教
、
経
済
、
政

治
、
法
律
な
ど
の
各
領
域
で
社
会
学
的
研
究
を
成
し
と
げ
た
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会

学
に
関
す
る
根
本
的
な
考
え
方
を
知
る
た
め
に
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
な
だ
ら
か

な
日
本
語
に
移
し
た
本
訳
書
は
初
学
者
に
も
す
す
め
た
い
。

342096Ȃ9

白209Ȃ7

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー

脇

圭

平
訳

職
業
と
し
て
の
政
治

七
〇
四
円

「
ど
ん
な
事
態
に
直
面
し
て
も
『
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
！
』
と
言
い
切
る
自
信

の
あ
る
人
間
。
そ
う
い
う
人
間
だ
け
が
政
治
へ
の
『
天
職
』
を
持
つ
」。
マ
ッ
ク

ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（
一
八
六
四

―
一
九
二
〇

）
が
ド
イ
ツ
敗
戦
直
後
、
自
ら
が
没
す
る
前
年

に
行
っ
た
講
演
の
記
録
。
政
治
と
い
う
営
み
の
本
質
、
政
治
家
が
そ
な
え
る
べ
き

㗦
質
や
倫
理
に
つ
い
て
情
熱
を
傾
け
て
語
る
。

（
解
説

佐
々
木
毅
）
390003Ȃ1◆

白209Ȃ8～9
白210Ȃ0

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー

内

田

芳

明
訳

古
代
ユ
ダ
ヤ
教
全
三
冊

上
一
一
一
一
円

中
九
二
四
円

下
一
一
六
六
円

ユ
ダ
ヤ
人
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
本
書
は
賤
民
（
パ
ー
リ
ア
）
民
俗
と
な
る
そ

の
運
命
的
過
程
を
叙
述
し
、
パ
ー
リ
ア
㗦
本
主
義
の
本
質
を
解
明
す
る
。
ヴ
ェ
ー

バ
ー
の
比
較
宗
教
社
会
学
研
究
の
な
か
で
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と

㗦
本
主
義
の
精
神
』
と
併
せ
て
、
西
洋
近
代
経
済
倫
理
の
発
展
の
歴
史
的
理
解
に

重
要
な
著
作
で
あ
る
。
遺
稿
「
パ
リ
サ
イ
び
と
」
を
下
巻
に
収
録
し
た
。

342098Ȃ5
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白211Ȃ1～2

ト

ー

ニ

ー

出
口
勇
蔵
・
越
智
武
臣
訳

宗
教
と
㗦
本
主
義
の
興
隆
全
二
冊

―
歴
史
的
研
究
―

上
九
二
四
円

下
一
〇
六
七
円

㗦
本
主
義
の
勃
興
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
関
係
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
㗦
本
主
義
の
精
神
」
が
発
表
さ
れ
て
以
来
の
大

き
な
論
争
課
題
で
あ
っ
た
。
本
書
は
こ
の
論
争
史
上
に
お
け
る
記
念
碑
的
著
作
で

あ
り
、
ト
ー
ニ
ー
（
一
八
八
〇

―
一
九
六
二

）
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
一
面
性
を
指
摘
し
な
が

ら
、
近
代
㗦
本
主
義
の
発
展
と
新
教
倫
理
の
変
遷
と
の
関
連
を
追
求
す
る
。

342111Ȃ6

白222Ȃ1～2

リ
ッ
プ
マ
ン

掛
川
ト
ミ
子
訳

世

論
全
二
冊

上
八
五
八
円

下
九
九
〇
円

リ
ッ
プ
マ
ン
が
『
世
論
』
を
書
い
た
動
機
は
、
第
一
㗨
大
戦
後
の
混
乱
の
原
因
究

明
に
あ
っ
た
（
一
九
二
二
年
刊
）。
に
も
拘
ら
ず
我
々
が
こ
の
書
を
手
に
す
る
と
、

あ
た
か
も
現
在
を
分
析
し
警
告
を
発
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
切
迫
感
を
覚
え
る
。

そ
れ
は
、
大
衆
心
理
が
い
か
に
形
成
さ
れ
る
か
を
出
発
点
と
し
て
、
人
間
と
環
境

の
基
本
的
な
関
係
を
、
イ
メ
ー
ジ
の
概
念
か
ら
明
晰
に
解
い
て
い
る
か
ら
だ
。

342221ȂX

白226Ȃ1

Ａ
・
Ｍ
・
ホ
カ
ー
ト

橋

本

和

也
訳

王

権

一
一
二
二
円

ホ
カ
ー
ト
（
一
八
八
三

―
一
九
三
九

）
は
、
自
ら
の
調
査
と
文
献
渉
猟
に
よ
っ
て
、「
聖
な

る
王
権
」
と
い
う
思
考
体
系
が
一
つ
の
文
化
圏
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
立
証
し

よ
う
と
試
み
た
。
そ
し
て
、
戴
冠
式
な
ど
の
儀
礼
の
構
造
分
析
に
よ
っ
て
各
地
域

の
儀
礼
が
構
造
論
的
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
解
明
す
る
。
本
書
は
構
造
主
義
人

類
学
の
先
駆
的
業
績
で
あ
り
、
王
制
研
究
の
基
本
文
献
で
あ
る
。

342261Ȃ8

白227Ȃ1

Ｃ
・
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト

小
松
和
彦
・
中
沢
新
一
・
飯
島
吉
晴
・
古
家
信
平
訳

鯰

絵

―
民
俗
的
想
像
力
の
世
界
―一

五
八
四
円

安
政
二
年
の
江
戸
大
地
震
直
後
に
、
ユ
ー
モ
ア
と
風
刺
に
富
ん
だ
多
色
ḡ
り
の
鯰

絵
が
大
量
に
出
回
っ
た
。
基
本
モ
チ
ー
フ
は
、「
地
震
鯰
」「
鹿
島
大
明
神
」「
要

石
」。
鯰
絵
と
そ
こ
に
書
か
れ
た
詞
書
に
は
世
直
し
な
ど
民
衆
の
願
望
も
表
象
さ

れ
て
い
た
。
日
本
文
化
の
深
層
を
構
造
主
義
的
手
法
で
鮮
や
か
に
読
み
解
く
日
本

民
俗
学
の
古
典
。
カ
ラ
ー
図
版
多
数
。

（
解
説

宮
田
登
、
中
沢
新
一
）
342271Ȃ7

白228Ȃ1

マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス

森

山

工
訳

贈

与

論
他
二
Ἣ

一
三
二
〇
円

贈
与
や
交
換
は
、
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
の
か
？

モ
ー

ス
（
一
八
七
二

―
一
九
五
〇

）
は
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
北
米
か
ら
古
代
ロ
ー

マ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
等
の
古
今
東
西
の
贈
与
体
系
を
比
較
し
、
す
べ
て
を
贈
与
し
蕩

尽
す
る
「
ポ
ト
ラ
ッ
チ
」
な
ど
、
そ
の
全
体
的
社
会
的
性
格
に
迫
る
。「
ト
ラ
キ

ア
人
に
お
け
る
古
代
的
な
契
約
形
態
」「
ギ
フ
ト
、
ギ
フ
ト
」
の
二
Ἣ
を
付
す
。

342281Ȃ6◆
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白228Ȃ2

マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス

森

山

工
編
訳

国

民

論
他
二
Ἣ

九
九
〇
円

フ
ラ
ン
ス
民
族
学
の
創
始
者
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
。
そ
の
も
う
一
つ
の
顔
は
、
社

会
主
義
の
実
現
を
目
指
し
た
活
動
家
で
あ
り
、
思
想
家
で
あ
っ
た
。
第
一
㗨
世
界

大
戦
と
ロ
シ
ア
革
命
を
体
験
し
た
世
界
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
に
向
か
う
べ
き

か
？

「
国
民
（
ナ
シ
オ
ン
）」
を
構
成
す
る
全
体
を
吟
味
し
、「
国
民
」
の
あ
り

方
と
「
間
国
民
性
」
の
可
能
性
を
探
る
議
論
は
、
い
ま
も
示
唆
的
で
あ
る
。

342282Ȃ3

白229Ȃ1

マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
テ
ィ

小

澤

俊

夫
訳

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話
そ
の
形
と
本
質

一
〇
六
七
円

「
む
か
し
む
か
し
あ
る
と
こ
ろ
に
…
…
」。
人
び
と
が
長
く
親
し
ん
で
き
た
昔
話
に

は
決
ま
っ
た
形
が
あ
る
。
魔
女
・
こ
び
と
な
ど
と
も
違
和
感
な
く
出
会
い
、
主
人

公
に
与
え
ら
れ
る
試
練
の
数
は
三
つ
、
心
の
ᷤ
藤
は
描
か
ず
肉
体
の
痛
み
も
な

い
、
な
ど
な
ど
。
グ
リ
ム
童
話
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
伝
わ
る
数
多
く
の
昔

話
を
分
析
し
、
そ
の
本
質
を
突
き
と
め
た
昔
話
研
究
の
先
駆
的
著
作
。

342291Ȃ5

白230Ȃ1～2

バ
リ
ン
ト
ン
・
ム
ー
ア

宮
崎
隆
㗨
・
森
山
茂
徳
・
高
橋
直
樹
訳

独
裁
と
民
主
政
治
の

社
会
的
起
源
全
二
冊

―
近
代
世
界
形
成
過
程
に
お
け
る
領
主
と
農
民
―

上
一
二
四
三
円

下
一
五
八
四
円

な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
で
は
自
由
民
主
主
義
が
成
立
し
、
日
本

や
ド
イ
ツ
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
招
来
し
た
の
か
。
ロ
シ
ア
と
中
国
で
共
産
主
義
革

命
が
起
き
た
理
由
は
な
に
か
。
各
国
が
経
験
し
た
近
代
化
の
異
な
る
道
筋
を
、
社

会
経
済
構
造
の
差
に
注
目
し
て
説
明
し
た
比
較
歴
史
分
析
の
名
著
。
上
巻
で
は
英

仏
米
中
を
、
下
巻
で
は
日
本
と
イ
ン
ド
を
分
析
。

（
解
説

小
川
有
美
）
342301Ȃ1

白231Ȃ1

オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ッ
ト

佐

々

木

孝
訳

大

衆

の

反

逆

一
一
七
七
円

ス
ペ
イ
ン
の
哲
学
者
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ッ
ト
（
一
八
八
三

─
一
九
五
五

）
に
よ
る
痛
烈

な
時
代
批
判
の
書
。
自
ら
の
使
命
を
顧
み
ず
、
み
ん
な
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
満

足
し
き
っ
た
「
大
衆
」
は
、
人
間
の
生
や
世
界
を
い
か
に
変
質
さ
せ
た
の
か
。
一

九
三
〇
年
刊
行
の
本
文
に
加
え
、「
フ
ラ
ン
ス
人
の
た
め
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
お
よ

び
「
イ
ギ
リ
ス
人
の
た
め
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
も
収
録
。

（
解
説

宇
野
重
規
）
342311Ȃ0◆
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赤1Ȃ1

小

南

一

郎
訳
注

楚

辞

一
三
二
〇
円

『
詩
経
』
と
並
ぶ
中
国
文
学
の
源
流
。
現
実
世
界
か
ら
の
追
放
、
天
上
遊
行
、
天

に
対
す
る
疑
義
、
神
々
と
の
ふ
れ
あ
い
─
─
南
方
楚
の
独
自
の
自
然
・
神
話
・
文

化
を
元
に
、
戦
国
末
の
大
き
く
変
動
す
る
時
代
の
中
で
生
ま
れ
、
屈
原
伝
説
と
結

び
つ
い
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
楚
辞
文
芸
。
今
な
お
Ṗ
に
包
ま
れ
た
そ
の
歌
謡
群

は
、
全
体
を
流
れ
る
悲
哀
の
中
に
も
、
強
靱
な
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
。

320019Ȃ3

赤4Ȃ9

黒

川

洋

一
編

杜

甫

詩

選

一
〇
六
七
円

李
白
と
並
び
称
さ
れ
る
「
詩
聖
」
杜
甫
（
七
一
二

―
七
七
〇

）
は
、
中
国
詩
の
長
い
伝
統

の
上
に
立
っ
て
中
国
詩
の
完
成
者
と
な
っ
た
中
国
最
大
の
詩
人
で
あ
る
。
生
々
し

い
社
会
的
事
象
や
歴
史
的
事
実
を
題
材
に
、
様
々
の
技
法
を
駆
使
し
て
情
感
豊
か

に
う
た
い
あ
げ
た
杜
甫
の
詩
は
、
中
国
文
学
最
高
の
達
成
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

生
涯
と
詩
風
の
変
遷
が
読
み
取
れ
る
よ
う
百
四
十
首
を
年
代
順
に
配
列
し
た
。

320049Ȃ7

赤5Ȃ1

松

浦

友

久
編
訳

李

白

詩

選

一
〇
六
七
円

八
世
紀
、
盛
唐
の
詩
界
に
忽
然
と
現
わ
れ
、
中
国
文
学
史
に
不
滅
の
光
を
放
ち
つ

づ
け
る
太
白
星
、
李
白
（
七
〇
一

―
六
二

）。
著
名
な
絶
句
・
律
詩
・
古
体
詩
の
ほ
か
、

新
た
に
散
文
詩
と
し
て
賦
と
序
を
加
え
、
そ
の
リ
ズ
ム
感
あ
ふ
れ
る
主
要
作
品
一

二
十
首
を
精
選
。
最
新
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
訳
注
に
よ
り
、
奔
放
に
し
て
繊
細

な
李
白
の
詩
の
精
髄
が
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
え
る
よ
う
に
し
た
。

320051Ȃ9

赤9Ȃ1～3

前

野

直

彬
注
解

唐

詩

選
全
三
冊

上
一
〇
六
七
円

中
一
一
七
七
円

下
九
二
四
円

中
国
・
明
代
に
編
ま
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、
長
ら
く
日
本
人
に
愛
誦
さ

れ
て
き
た
唐
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
王
維
・
李
白
・
杜
甫
ら
盛
唐
期
の
詩
人
を
中

心
に
、
一
二
八
人
、
四
六
五
Ἣ
の
名
詩
が
選
ば
れ
て
い
る
。
原
文
・
訓
読
文
に
語

釈
・
現
代
語
訳
を
付
し
、（
上
）
に
は
巻
一
―
三
、（
中
）
に
は
巻
四
―
六
、（
下
）

に
は
巻
七
と
「
詩
人
小
伝
」
を
収
め
る
。

（
補
訂

佐
藤
保
）
320091Ȃ8

赤12Ȃ1～8

小
川
環
樹
・
金
田
純
一
郎
訳

完
訳

三

国

志
全
八
冊

一
・
二
・
三
Ą各
八
八
〇
円

四
・
五
Ą各
七
二
六
円

六
Ą八
三
六
円

七
Ą九
九
〇
円

八
Ą九
四
六
円

魏
・
呉
・
蜀
三
国
対
立
時
代
の
中
国
。
変
転
き
わ
ま
り
な
い
局
面
の
な
か
で
、
劉

備
・
関
羽
・
張
飛
の
義
兄
弟
と
師
孔
明
、
あ
い
対
す
る
曹
操
・
曹
丕
の
親
子
、
ま

た
孫
権
な
ど
、
知
力
と
武
勇
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
て
戦
う
英
雄
豪
㑹
た
ち
。
そ
し

て
つ
い
に
晋
に
統
一
さ
れ
る
ま
で
を
描
い
た
一
大
ロ
マ
ン
。
気
品
あ
る
清
麗
な
名

訳
に
北
斎
門
下
の
鬼
才
ᷤ
飾
載
斗
の
版
画
を
多
数
加
え
た
完
訳
決
定
版
。

320121Ȃ3
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赤20Ȃ1～9
赤21Ȃ0

中
野
美
代
子
訳

西

遊

記
全
十
冊

一
・
四
・
九
・
一
〇
Ą各
一
一
〇
〇
円

二
・
七
Ą各
一
一
七
七
円

三
・
六
Ą各
一
〇
五
六
円

五
Ą一
一
六
六
円

八
Ą一
二
一
〇
円

㬜
斗
雲
を
あ
や
つ
り
如
意
棒
を
ふ
る
う
、
変
幻
自
在
の
孫
悟
空
、
食
い
し
ん
坊
で

お
調
子
者
の
猪
八
戒
、
真
面
目
で
寡
黙
な
沙
悟
浄
を
従
え
、
㜇
が
変
じ
た
白
馬
に

ま
た
が
り
、
西
天
め
ざ
し
て
苦
難
の
旅
を
続
け
る
玄
奘
三
蔵
。
四
大
奇
書
の
ひ
と

つ
に
教
え
ら
れ
る
こ
の
お
話
は
、
唐
代
の
史
実
か
ら
生
ま
れ
、
広
大
肥
沃
な
風
土

に
よ
っ
て
空
想
豊
か
な
長
編
小
説
へ
と
Ẃ
り
あ
げ
ら
れ
た
。

320201Ȃ5◆

赤23Ȃ1

洪

自

誠

今
井
宇
三
郎
訳
注

菜さ
い

根こ
ん

ᩀた
ん

一
〇
六
七
円

「
人
よ
く
菜
根
を
咬
み
え
ば
、
則
ち
百
事
な
す
べ
し
」。
菜
根
は
堅
く
て
筋
が
多

い
、
こ
れ
を
か
み
し
め
て
こ
そ
も
の
の
真
の
味
わ
い
が
わ
か
る
。
明
代
末
期
に
三

教
（
儒
仏
道
）
兼
修
の
士
洪
自
誠
が
自
身
の
人
生
体
験
を
基
に
か
み
し
め
て
味
わ

う
べ
き
人
生
の
哲
理
を
簡
潔
な
語
録
の
形
に
著
わ
し
た
。
本
文
庫
版
に
は
注
に
解

説
に
校
注
者
の
研
究
水
準
の
高
さ
が
充
分
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

320231Ȃ7◆

赤24Ȃ1

沈

復

松

枝

茂

夫
訳

浮

生

六

記

―
浮
生
夢
の
ご
と
し
―

七
二
六
円

沈
復
（
し
ん
ふ
く
）
は
清
朝
・
乾
隆
時
代
の
人
（
一
七
六
三

―
？
）。
わ
ず
ら
わ
し
い

封
建
的
な
家
族
関
係
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
さ
れ
な
が
ら
も
、
作
者
は
世
に
も
う
る

わ
し
い
夫
婦
の
純
愛
を
は
ぐ
く
み
貫
い
た
。
片
時
も
忘
れ
え
ぬ
亡
妻
へ
の
追
憶
を

縦
糸
に
、
山
水
と
詩
画
を
愛
す
る
画
家
気
質
を
横
糸
と
し
て
織
り
な
さ
れ
た
こ
の

自
伝
小
説
は
、
切
々
と
読
者
の
胸
に
迫
っ
て
く
る
。

320241Ȃ4

赤25Ȃ2

魯

迅

竹

内

好
訳

阿
Ｑ
正
伝
・
狂
人
日
記
他
十
二
Ἣ

（
吶

喊
）

七
四
八
円

人
が
人
を
食
う
と
い
う
妄
想
に
と
り
つ
か
れ
た
「
狂
人
日
記
」
の
「
お
れ
」、
貧

し
い
日
雇
い
農
民
で
ど
ん
な
に
馬
鹿
に
さ
れ
て
も
「
精
神
的
勝
利
法
」
に
よ
っ
て

意
気
軒
昂
た
る
阿
Ｑ
。
表
題
二
作
と
も
辛
亥
革
命
前
後
の
時
代
を
背
景
に
、
妄
想

者
の
意
識
・
行
動
を
た
ど
り
な
が
ら
、
中
国
社
会
の
欺
瞞
性
を
鋭
く
え
ぐ
り
出

す
。
魯
迅
最
初
の
作
品
集
『
吶
喊
』
の
全
訳
。

320252ȂX◆

赤25Ȃ8

竹

内

好
編
訳

魯

迅

評

論

集
八
五
八
円

魯
迅
（
一
八
八
一

―
一
九
三
六

）
に
は
、
寸
鉄
人
を
刺
す
数
多
く
の
評
論
・
随
筆
が
あ
る
。

そ
の
中
か
ら
お
の
が
心
境
を
述
べ
た
「『
墓
』
の
後
に
記
す
」、
三
・
一
八
事
件
に

抗
議
し
た
「
花
な
き
バ
ラ
」、
林
語
堂
と
の
論
争
記
録
「『
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
』
は
ま

だ
早
い
」、
講
演
「
魏
晋
の
気
風
お
よ
び
文
章
と
薬
お
よ
び
酒
の
関
係
」、
遺
言
を

記
し
た
「
死
」
等
十
七
Ἣ
を
収
録
。

（
解
説

飯
倉
照
平
）
320258Ȃ9
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赤28Ȃ1～2

巴

金

飯

塚

朗
訳

家

全
二
冊

上
九
二
四
円

下
六
六
〇
円

五
四
時
代
を
背
景
に
大
家
族
の
崩
壊
過
程
を
描
く
。
新
旧
思
想
の
接
点
に
立
っ
て

苦
し
む
覚
新
、
要
領
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
覚
民
、
封
建
制
に
反
抗
す
る
覚
慧
、

こ
の
兄
弟
を
中
心
に
、
多
く
の
従
姉
妹
、
美
し
い
下
婢
鳴
鳳
等
、
大
家
族
の
腐
敗

が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
。
愛
人
鳴
鳳
の
死
に
絶
望
し
、
新
し
い
生
を
求
め
て

出
奔
す
る
覚
慧
に
、
作
者
の
激
し
い
革
命
へ
の
情
熱
が
託
さ
れ
て
い
る
。

320281Ȃ3

赤33Ȃ1～3

川

合

康

三
編
訳

新
編

中
国
名
詩
選
全
三
冊

上
・
中
・
下
各
一
三
二
〇
円

三
千
年
の
歴
史
を
有
す
る
中
国
の
詩
─
─
そ
こ
に
は
、
道
へ
の
志
、
政
治
批
判
、

友
情
、
望
郷
、
恋
愛
、
山
水
、
仙
界
へ
の
希
求
な
ど
、
自
然
と
人
間
の
万
象
が
鮮

や
か
に
う
た
わ
れ
て
き
た
。
理
と
情
の
限
り
を
尽
く
し
た
膨
大
な
詩
か
ら
、
選
り

す
ぐ
っ
た
上
古
か
ら
清
末
ま
で
の
約
五
二
〇
首
。
精
確
で
核
心
を
鋭
く
射
貫
い
た

解
釈
が
、
漢
詩
本
来
の
芳
醇
繊
細
で
躍
動
す
る
息
吹
を
甦
ら
せ
る
。

370001Ȃ3◆

赤35Ȃ1

張

文

成

今
村
与
志
雄
訳

遊

仙

窟
九
二
四
円

唐
代
伝
奇
小
説
の
一
Ἣ
で
あ
る
『
遊
仙
窟
』
は
奈
良
時
代
に
伝
来
し
て
わ
が
国
文

学
に
多
く
の
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
中
国
で
は
早
く
散
逸
、
そ
の
文
学
史
的
意

義
を
認
め
た
の
が
魯
迅
で
あ
る
。
本
文
庫
は
魯
迅
が
序
を
寄
せ
た
川
島
校
訂
本
を

底
本
と
し
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
敦
煌
文
書
の
研
究
成
果
に
も
拠
っ
て
、
華
麗
な

原
文
の
趣
き
を
伝
え
る
べ
く
努
め
た
。
巻
末
に
醍
醐
寺
古
鈔
本
の
影
印
を
付
載
。

320351Ȃ8

赤38Ȃ1～2

今
村
与
志
雄
訳

唐

宋

伝

奇

集
全
二
冊

上
八
五
八
円

下
一
〇
六
七
円

唐
宋
伝
奇
の
源
流
は
六
朝
時
代
の
怪
異
㞍
に
あ
る
。
唐
代
に
な
る
と
、
意
識
的
に

奇
異
な
も
の
を
追
求
し
修
辞
に
も
凝
っ
て
、
こ
こ
に
文
学
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

創
作
ジ
ャ
ン
ル
が
成
立
す
る
。
そ
の
面
白
さ
は
、
幻
想
を
追
っ
て
い
る
よ
う
で
実

は
深
く
人
間
の
本
質
を
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
う
し
た
佳
Ἣ
と
、
日
本

文
学
に
影
響
を
与
え
た
作
品
を
え
ら
び
収
め
た
。

320381ȂX

赤40Ȃ1～2

蒲

松

齢

立

間

祥

介
編
訳

聊り
ょ
う

斎さ
い

志し

異い

全
二
冊

上
・
下
各
一
一
七
七
円

全
Ἣ
こ
と
ご
と
く
神
仙
、
狐
、
鬼
、
化
け
物
、
不
思
議
な
人
間
に
関
す
る
話
。
中

国
・
清
初
の
作
家
蒲
㒕
齢
（
一
六
四
〇

―
一
七
一
五

）
が
民
間
伝
承
か
ら
取
材
、
豊
か
な
空

想
力
と
古
典
籍
の
教
養
を
駆
使
し
た
巧
み
な
構
成
で
、
怪
異
の
世
界
と
人
間
の
世

界
を
交
錯
さ
せ
な
が
ら
写
実
的
な
小
説
に
ま
さ
る
「
人
間
性
」
を
見
事
に
表
現
し

た
中
国
怪
異
小
説
の
㑹
作
。
今
回
、
九
十
二
Ἣ
を
精
選
し
て
新
訳
。

320401Ȃ8
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赤44Ȃ1～2

川

合

康

三
訳
注

白

楽

天

詩

選
全
二
冊

上
・
下
各
一
一
二
二
円

白
居
易
、
字
（
あ
ざ
な
）
は
楽
天
。
位
は
人
臣
を
極
め
、
当
時
の
詩
壇
を
席
巻

し
、
の
こ
さ
れ
た
詩
数
は
唐
代
随
一
。
古
来
日
本
で
最
も
愛
唱
さ
れ
た
大
詩
人

（
七
七
二

―
八
四
六

）
の
詩
か
ら
、
世
の
不
正
を
憤
る
諷
諭
詩
、
日
々
の
幸
せ
を
慈
し
む

閑
適
詩
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
愛
の
賛
歌
「
長
恨
歌
」、
落
魄
の
女
性
を
相
㜐
れ
む

「
琵
琶
行
」
な
ど
、
清
新
多
彩
な
作
を
生
涯
に
沿
っ
て
一
七
二
首
精
選
。

320441Ȃ2

赤45Ȃ1～6
川
合
康
三
・
富
永
一
登
・
釜
谷
武
志
・
和
田
英
信
・
浅
見
洋
二
・
緑
川
英
樹
訳
注

文

選
全
六
冊

詩
Ἣ
一
・
二
・
三
・
五
各
一
一
二
二
円

詩
Ἣ
四
・
六
各
一
一
七
七
円

中
国
文
学
の
長
い
伝
統
の
中
心
に
屹
立
す
る
詞
華
集
『
文
選
（
も
ん
ぜ
ん
）』。
紀

元
前
二
世
紀
か
ら
約
八
百
年
間
の
詩
文
の
精
華
は
、
以
降
の
中
国
文
学
の
豊
饒
の

源
と
な
り
、
万
葉
の
昔
か
ら
日
本
文
学
に
も
広
く
浸
透
し
た
。
人
生
の
悲
歓
離

合
、
超
俗
の
夢
、
自
然
の
美
、
あ
る
い
は
深
遠
な
思
索
等
を
、
磨
き
抜
か
れ
た
言

葉
で
つ
づ
っ
た
詩
群
、
そ
の
全
て
を
深
く
読
み
込
ん
だ
画
期
的
な
訳
Ḽ
。

320451Ȃ1

赤46Ȃ1

川

合

康

三
編
訳

曹
操
・
曹
丕
・
曹
植
詩
文
選

一
五
八
四
円

「
老
驥

櫪
に
伏
す
る
も

志
は
千
里
に
在
り
」

『
三
国
演
義
』
の
物
語
に

よ
り
親
し
ま
れ
て
き
た
魏
の
「
三
曹
」。
生
涯
を
戦
さ
の
場
に
過
ご
し
た
彼
ら
は
、

中
国
の
文
学
に
新
た
な
歴
史
を
ひ
ら
い
た
、
す
ぐ
れ
た
文
人
で
も
あ
っ
た
。
甲
冑

の
内
に
秘
め
ら
れ
た
魂
の
震
え
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
、
真
情
あ
ふ
れ
る
詩
文
を

選
び
、
詳
細
な
注
を
付
す
。
諸
ᷤ
亮
「
出
師
の
表
」
も
収
録
。

320461Ȃ0

赤62Ȃ1

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
＝
ネ
ー
ル
、
ア
プ
ル
・
ユ
ン
テ
ン

富

樫

瓔

子
訳

ケ

サ

ル

王

物

語

―
チ
ベ
ッ
ト
の
英
雄
叙
事
詩
―一

二
五
四
円

チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
央
ア
ジ
ア
で
吟
遊
詩
人
に
よ
り
朗
誦
さ
れ
、
親
し
ま

れ
て
き
た
チ
ベ
ッ
ト
文
学
の
一
大
叙
事
詩
。
仏
敵
調
伏
の
た
め
神
々
の
世
界
か
ら

人
間
界
に
転
生
し
た
ケ
サ
ル
王
の
英
雄
㞍
に
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
の
は
て
し
な
い
天

地
を
舞
台
に
神
々
や
悪
鬼
の
化
身
で
あ
る
人
間
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
、
奇
想
天
外

で
ユ
ー
モ
ア
ᷓ
れ
る
物
語
で
あ
る

（
解
説
・
注

今
枝
由
郎
）
320621Ȃ8

赤68Ȃ1

上

村

勝

彦
訳

バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー

七
九
二
円

イ
ン
ド
古
典
中
も
っ
と
も
有
名
な
本
書
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
世
界
に
誇
る
珠
玉
の

聖
典
で
あ
り
、
古
来
宗
派
を
超
え
て
愛
誦
さ
れ
て
き
た
。
表
題
は
「
神
の
歌
」
の

意
。
ひ
と
は
社
会
人
た
る
こ
と
を
放
棄
す
る
こ
と
な
く
現
世
の
義
務
を
果
た
し
つ

つ
も
窮
極
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
説
く
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

原
典
に
よ
る
読
み
や
す
い
新
訳
に
懇
切
な
注
と
解
説
を
く
わ
え
た
。

320681Ȃ9◆
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赤71Ȃ1

金

素

雲
訳
編

朝

鮮

民

謡

選
七
二
六
円

民
謡
は
野
の
声
、
天
の
声
で
あ
る
と
い
う
。
民
族
が
あ
り
、
言
語
が
あ
る
か
ぎ

り
、
民
謡
は
生
ま
れ
る
。
悲
哀
と
諧
謔
を
あ
わ
せ
も
つ
朝
鮮
の
民
謡
は
、
長
い
歴

史
を
通
じ
て
民
衆
が
織
り
な
し
た
心
情
の
記
録
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、『
朝
鮮
童

謡
選
』
の
姉
妹
編
で
あ
り
、
暗
い
植
民
地
時
代
、
東
京
で
民
謡
を
採
集
す
る
こ
と

に
望
郷
の
思
い
の
は
け
口
を
見
出
そ
う
と
し
た
編
者
の
青
春
の
記
録
で
も
あ
る
。

320711Ȃ4

赤75Ȃ1

金

時

鐘
編
訳

尹
東
柱
詩
集

空
と
風
と
星
と
詩

六
三
八
円

「
死
ぬ
日
ま
で
天
を
あ
お
ぎ
／
一
点
の
恥
じ
入
る
こ
と
も
な
い
こ
と
を
」

戦

争
末
期
、
留
学
先
の
日
本
で
二
十
七
歳
の
若
さ
で
獄
死
し
た
詩
人
、
尹
東
柱
。
解

放
後
、
友
人
た
ち
が
遺
さ
れ
た
詩
集
を
刊
行
し
、
㕾
国
で
は
知
ら
ぬ
者
の
な
い

「
国
民
的
詩
人
」
と
な
っ
た
。
詩
集
「
空
と
風
と
星
と
詩
」
と
そ
れ
以
外
の
詩
併

て
六
十
六
Ἣ
を
在
日
の
詩
人
・
金
時
鐘
が
訳
出
。
ハ
ン
グ
ル
の
原
詩
を
付
す
。

320751Ȃ2

赤80Ȃ1

知

里

幸

惠
編
訳

ア

イ

ヌ

神

謡

集
六
三
八
円

「
銀
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
、
金
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
」

詩
才
を
惜

し
ま
れ
な
が
ら
わ
ず
か
十
九
歳
で
世
を
去
っ
た
知
里
幸
惠
。
こ
の
ア
イ
ヌ
の
一
少

女
が
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
あ
い
だ
で
口
伝
え
に
謡
い
継
が
れ
て
き
た
ユ
ー
カ
ラ
の
中

か
ら
神
謡
十
三
編
を
選
び
、
ロ
ー
マ
字
で
音
を
起
し
、
そ
れ
に
平
易
で
洗
練
さ
れ

た
日
本
語
で
訳
を
付
し
て
、
編
ん
だ
の
が
本
書
で
あ
る
。

320801Ȃ3◆

赤81Ȃ1

知
里
真
志
保
編
訳

ア

イ

ヌ

民

㞍

集

付
え
ぞ
お
ば
け
列
伝

七
九
二
円

ア
イ
ヌ
に
伝
わ
る
数
々
の
昔
話
の
う
ち
、
と
く
に
「
パ
ナ
ン
ペ
説
話
」
を
選
ん
で

訳
出
し
た
も
の
。
巧
智
を
発
揮
し
て
成
功
す
る
パ
ナ
ン
ペ
を
み
た
ペ
ナ
ン
ペ
は
、

そ
れ
を
羨
ん
で
真
似
す
る
が
か
え
っ
て
ひ
ど
い
目
に
あ
う
ば
か
り
。
野
趣
に
富
む

痛
快
な
物
語
十
五
Ἣ
を
収
め
る
。
併
収
は
、
人
間
く
さ
い
お
ば
け
が
㗨
々
と
登
場

す
る
「
え
ぞ
お
ば
け
列
伝
」。

（
解
説

関
敬
吾
）
320811Ȃ0
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赤102Ȃ1～2

松

平

千

秋
訳

ホ
メ
ロ
ス

イ
リ
ア
ス
全
二
冊

上
一
一
七
七
円

下
一
二
五
四
円

十
年
に
わ
た
る
ト
ロ
イ
ア
戦
争
の
末
期
、
物
語
は
、
激
情
家
で
心
優
し
い
ギ
リ
シ

ア
軍
第
一
の
勇
将
ア
キ
レ
ウ
ス
と
王
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
の
、
火
を
吐
く
よ
う
な
舌
戦

で
始
ま
る
。
ト
ロ
イ
ア
軍
の
総
大
将
ヘ
ク
ト
ル
、
ア
キ
レ
ウ
ス
の
親
友
パ
ト
ロ
ク

ロ
ス
、
そ
の
敵
討
ち
に
奮
戦
す
る
ア
キ
レ
ウ
ス
ら
、
勇
者
た
ち
の
騎
士
道
的
な
戦

い
と
死
を
描
い
た
大
英
雄
叙
事
詩
。
格
調
高
く
明
快
な
新
訳
。

321021Ȃ2◆

赤102Ȃ4～5

松

平

千

秋
訳

ホ
メ
ロ
ス

オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
全
二
冊

上
一
〇
六
七
円

下
一
〇
一
二
円

十
年
に
わ
た
る
ト
ロ
イ
ア
戦
争
が
終
結
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
は
、
帰
国
の
途
中
嵐

に
襲
わ
れ
、
さ
ら
に
十
年
の
漂
流
冒
険
の
の
ち
、
神
々
の
援
け
を
得
て
二
十
年
ぶ

り
に
帰
還
、
留
守
の
間
妻
を
苦
し
め
て
い
た
悪
逆
な
求
婚
者
た
ち
を
討
ち
亡
ぼ

す
。『
イ
リ
ア
ス
』
と
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
源
泉
と
仰
が
れ
る
、
劇
的
な

盛
り
上
り
に
満
ち
た
大
英
雄
叙
事
詩
。
新
た
な
訳
者
に
よ
る
新
版
。

321024Ȃ7◆

赤103Ȃ1

中

務

哲

郎
訳

イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集

一
一
二
二
円

子
ど
も
向
け
の
人
生
訓
話
と
し
て
世
界
中
の
人
々
に
な
じ
み
深
い
イ
ソ
ッ
プ
の
動

物
寓
話

実
は
、
歴
史
上
の
人
物
と
し
て
の
イ
ソ
ッ
プ
（
ア
イ
ソ
ー
ポ
ス
）
が

作
っ
た
と
実
証
で
き
る
話
は
ひ
と
つ
も
な
い
、
い
わ
ば
「
イ
ソ
ッ
プ
風
」
寓
話
集

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
読
み
手
の
立
場
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
可
能

な
、
実
に
奥
深
い
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
新
訳
四
七
一
Ἣ
を
収
録
。

321031ȂX◆

赤104Ȃ1

久

保

正

彰
訳

ア
イ
ス

キ
ュ
ロ
ス

ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン

七
二
六
円

ト
ロ
イ
ア
ー
戦
争
の
ギ
リ
シ
ア
側
の
総
大
将
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
は
、
苦
節
一
〇
年

の
末
つ
い
に
ト
ロ
イ
ア
ー
の
都
イ
ー
リ
オ
ン
を
攻
略
し
、
よ
う
や
く
帰
還
し
た
。

し
か
し
そ
こ
で
彼
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、
留
守
の
間
に
不
義
を
重
ね
て
い
た

王
妃
ク
リ
ュ
タ
イ
メ
ー
ス
ト
ラ
ー
と
、
父
ア
ト
レ
ウ
ス
の
王
位
継
承
権
争
い
に
始

ま
る
、
一
家
の
血
に
ま
み
れ
呪
わ
れ
た
運
命
で
あ
っ
た
。

321041Ȃ7

赤104Ȃ3

呉

茂

一
訳

ア
イ
ス

キ
ュ
ロ
ス

縛
ら
れ
た
プ
ロ
メ
ー
テ
ウ
ス

五
〇
六
円

天
界
か
ら
火
を
盗
み
出
し
て
人
類
に
与
え
た
プ
ロ
メ
ー
テ
ウ
ス
。
主
神
ゼ
ウ
ス
の

怒
り
を
か
い
、
彼
は
い
ま
酷
烈
な
刑
に
服
す
べ
く
岩
山
に
縛
り
つ
け
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
三
大
悲
劇
詩
人
の
一
人
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
（
前
五
二
五

／
五
二
四

―
四
五
六

）
は
こ
の
神
話
の
主
人
公
を
、
勇
気
に
満
ち
堂
々
と
神
に
対
抗
す
る
力
強

い
㗡
に
描
き
出
し
た
。
強
い
詩
的
感
動
を
呼
ぶ
一
Ἣ
。

321043Ȃ3

ギリシア・ラテン文学203
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赤105Ȃ1

ソ
ポ
ク
レ
ー
ス

中

務

哲

郎
訳

ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー

七
二
六
円

「
私
は
憎
し
み
を
共
に
す
る
の
で
は
な
く
、
愛
を
共
に
す
る
よ
う
生
ま
れ
つ
い
て

い
る
の
で
す
」

祖
国
に
攻
め
寄
せ
て
倒
れ
た
兄
の
埋
葬
を
、
叔
父
王
の
命
に

背
き
独
り
行
う
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
。
王
女
は
亡
国
の
Ἢ
逆
者
か
、
気
高
き
愛
の
具

現
者
か
。『
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
』『
コ
ロ
ー
ノ
ス
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
』
と
連
鎖

す
る
悲
劇
の
終
幕
は
、
人
間
の
運
命
と
ᷤ
藤
の
彼
岸
を
目
指
す
。
新
訳
。

357004Ȃ3◆

赤105Ȃ2

藤

沢

令

夫
訳

ソ
ポ
ク
レ
ス

オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王

五
七
二
円

オ
イ
デ
ィ
プ
ス
が
先
王
殺
害
犯
人
の
探
索
を
烈
し
い
呪
い
の
言
葉
と
と
も
に
命
ず

る
発
端
か
ら
恐
る
べ
き
真
相
発
見
の
破
局
へ
と
す
べ
て
を
集
中
さ
せ
て
ゆ
く
緊
密

な
劇
的
構
成
。
発
端
の
自
信
に
満
ち
た
誇
り
高
い
王
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
と
運
命
の
逆

転
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
弱
い
人
間
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
と
の
鮮
や
か
な
対
比
。
数
多
い

ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
な
か
で
も
、
古
来
㑹
作
の
誉
れ
高
い
作
品
で
あ
る
。

321052Ȃ2◆

赤105Ȃ3

ソ
ポ
ク
レ
ス

高

津

春

繁
訳

ソ
ポ
ク
レ
ス

コ
ロ
ノ
ス
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス

四
六
二
円

『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
で
わ
が
目
を
つ
ぶ
し
た
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
、
そ
の
後
の
放

浪
の
旅
と
父
子
の
ᷤ
藤
、
神
と
の
和
解
を
描
く
。
人
間
の
行
動
の
正
邪
や
、
努
力

と
無
関
係
に
行
わ
れ
る
神
々
の
意
志
、
人
知
人
力
を
こ
え
た
恐
る
べ
き
運
命
に
対

し
、
屈
伏
す
る
こ
と
な
く
己
れ
の
道
を
歩
む
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
こ
の
悲
劇
は
、
運

命
の
底
し
れ
ぬ
恐
し
さ
と
、
人
間
の
強
さ
を
考
え
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。

321053Ȃ0

赤106Ȃ3

エ
ウ
リ
ー
ピ
デ
ー
ス

逸
身
喜
一
郎
訳

バ

ッ

カ

イ

―
バ
ッ
コ
ス
に
憑
か
れ
た
女
た
ち
―

品
切

「
そ
れ
行
け
バ
ッ
カ
イ

行
け
バ
ッ
カ
イ
」。
木
ヅ
タ
の
冠
、
皮
の
衣
、
か
ら
だ

に
蛇
を
巻
き
つ
け
て
、
女
た
ち
は
家
を
飛
び
出
し
山
野
を
疾
走
す
る
。「
小
賢
し

い
こ
と
は
知
恵
で
は
な
い
」

陶
酔
と
理
性
、
自
然
と
人
智
の
は
ざ
ま
で
、
優

し
く
恐
ろ
し
い
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
と
人
間
の
直
接
対
決
が
は
じ
ま
る
。
ギ
リ

シ
ャ
三
大
悲
劇
詩
人
エ
ウ
リ
ー
ピ
デ
ー
ス
、
最
後
の
悲
劇
。

321063Ȃ5◆

赤107Ȃ1

廣

川

洋

一
訳

ヘ
シ
オ
ド
ス

神

統

記
七
二
六
円

ホ
メ
ロ
ス
と
並
ぶ
最
古
の
叙
事
詩
人
ヘ
シ
オ
ド
ス
が
唱
い
あ
げ
る
ギ
リ
シ
ア
諸
神

の
系
譜
。
宇
宙
の
始
源
、
太
古
の
神
々
の
生
誕
か
ら
唱
い
起
こ
し
、
や
が
て
オ
リ

ュ
ン
ポ
ス
の
主
神
ゼ
ウ
ス
が
、
凄
惨
な
戦
い
の
の
ち
、
つ
い
に
世
界
の
統
治
者
と

し
て
勝
利
と
栄
光
を
獲
得
す
る
に
至
る
ま
で
を
力
強
く
物
語
る
。
ギ
リ
シ
ア
神

話
、
宇
宙
論
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
原
典
。

321071Ȃ9
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赤107Ȃ2

松

平

千

秋
訳

ヘ
ー
シ
オ
ド
ス

仕

事

と

日
六
六
〇
円

飢
え
を
し
の
げ
る
よ
う
神
々
が
我
々
に
与
え
た
も
の
、
そ
れ
が
仕
事
す
な
わ
ち
農

耕
で
あ
る
。
こ
う
ヘ
ー
シ
オ
ド
ス
は
説
き
、
人
間
が
神
ゼ
ウ
ス
の
正
義
を
信
じ
労

働
に
励
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
わ
り
を
、
神
話
や
格
言
を
引
き
つ
つ
物
語
る
。
古
代

ギ
リ
シ
ア
の
こ
の
教
訓
叙
事
詩
か
ら
は
、
つ
ら
い
現
世
を
生
き
抜
く
詩
人
の
肉
声

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
付
載
『
ホ
メ
ー
ロ
ス
と
ヘ
ー
シ
オ
ド
ス
の
歌
競
べ
』。

321072Ȃ7

赤108Ȃ8

ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ー
ス

村
川
堅
太
郎
訳

女

の

議

会
七
二
六
円

作
者
晩
年
の
喜
劇
の
傾
向
を
示
し
た
作
で
、
社
会
思
想
へ
の
諷
刺
を
含
む
。
現
実

に
は
社
会
的
地
位
の
は
な
は
だ
低
か
っ
た
ア
テ
ナ
イ
婦
人
た
ち
が
、「
女
大
将
」

プ
ラ
ク
サ
ゴ
ラ
の
策
に
よ
り
男
装
し
て
議
場
に
忍
び
込
み
、
政
権
を
男
の
手
か
ら

奪
い
、
完
全
な
共
産
制
と
婦
人
の
共
有
と
を
決
議
す
る
。
空
前
の
新
制
度
の
実
施

に
よ
っ
て
人
間
の
弱
点
が
滑
稽
か
つ
皮
肉
に
暴
露
さ
れ
て
ゆ
く
。

321088Ȃ3

赤110Ȃ1

高

津

春

繁
訳

ア
ポ
ロ

ド
ー
ロ
ス

ギ
リ
シ
ア
神
話

八
五
八
円

従
来
紹
介
さ
れ
て
き
た
ギ
リ
シ
ア
神
話
は
、
の
ち
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
感
傷
主

義
の
影
響
を
受
け
た
甘
美
な
物
語
が
多
い
。
こ
こ
に
ア
ポ
ロ
ド
ー
ロ
ス
が
伝
え
る

神
話
伝
説
は
純
粋
に
古
い
ギ
リ
シ
ア
の
著
述
を
典
拠
と
し
た
、
い
わ
ば
ギ
リ
シ
ア

神
話
の
原
典
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
西
欧
文
化
の
す
み
ず
み
に
ま
で
し
み

わ
た
っ
て
い
る
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
系
統
的
・
包
括
的
理
解
に
絶
好
の
書
。

321101Ȃ4◆

赤114Ȃ1

呉

茂

一
訳

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
抒
情
詩
選

―
花
冠
―

一
一
二
二
円

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
代
表
的
抒
情
詩
人
サ
ッ
ポ
オ
、
ア
ル
ク
マ
ア
ン
、
ア
ナ
ク
レ
オ

ー
ン
、
シ
モ
ー
ニ
デ
ー
ス
等
の
代
表
作
を
は
じ
め
、
ロ
ー
マ
の
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス

や
エ
ジ
プ
ト
の
詩
に
、
関
連
す
る
中
世
・
近
代
の
詩
を
収
め
た
抒
情
詩
の
集
成
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
抒
情
詩
の
流
れ
を
ふ
ま
え
て
選
ば
れ
た
名
作
を
鏤
骨
の
名
訳
で
贈

る
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
抒
情
詩
集
の
決
定
版
。

（
解
説

久
保
正
彰
）
321141Ȃ3

赤118Ȃ1

ア
ー
プ
レ
ー
イ
ユ
ス

呉
茂
一
・
国
原
吉
之
助
訳

黄

金

の

驢ろ

馬ば

一
一
八
八
円

唯
一
完
全
な
形
で
伝
わ
る
ロ
ー
マ
時
代
の
ラ
テ
ン
語
小
説
。
梟
に
化
け
る
つ
も
り

が
驢
馬
に
な
っ
て
し
ま
い
、
お
か
げ
で
浮
世
の
辛
酸
を
し
こ
た
ま
嘗
め
る
主
人

公
。
作
者
の
皮
肉
な
視
点
や
批
評
意
識
も
感
じ
ら
れ
、
社
会
の
裏
面
が
容
赦
な
く

描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
二
世
紀
の
作
品
な
が
ら
読
ん
で
い
て
飽
き
さ
せ
な
い
。
挿

話
「
ク
ピ
ー
ド
ー
と
プ
シ
ュ
ー
ケ
ー
の
物
語
」
は
と
り
わ
け
名
高
い
。

357001Ȃ2
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赤120Ȃ1～2

中

村

善

也
訳

オ
ウ
ィ

デ
ィ
ウ
ス

変
身
物
語
全
二
冊

上
一
〇
一
二
円

下
一
〇
六
七
円

古
代
ロ
ー
マ
の
天
成
の
詩
人
（
前
四
三

―
後
一
八

）
が
、
読
者
を
楽
し
ま
せ
る
物
語
作

者
と
し
て
の
手
腕
を
存
分
に
発
揮
し
た
こ
の
作
品
に
は
、「
エ
コ
ー
と
ナ
ル
キ
ッ

ソ
ス
」
な
ど
変
身
を
主
要
モ
チ
ー
フ
と
す
る
物
語
が
二
百
余
も
ふ
く
ま
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
さ
な
が
ら
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
神
話
・
伝
説
の
一
大
集
成
で
あ

る
。
ラ
テ
ン
語
原
典
の
語
り
口
を
み
ご
と
に
移
し
た
絶
妙
の
散
文
訳
。

321201Ȃ0

＊赤225Ȃ1

ブ
ル
フ
ィ
ン
チ

野
上
弥
生
子
訳

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話

付
イ
ン
ド
・
北
欧
神
話

一
一
七
七
円

西
欧
の
文
化
芸
術
に
親
し
も
う
と
す
る
人
に
と
っ
て
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
の

知
識
は
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
分
野
の
学
問
的
研
究
は
長
足
の
進
歩
を
と
げ
た

が
、
し
か
し
神
々
と
人
間
の
豊
か
で
興
味
つ
き
ぬ
世
界
を
描
い
た
ブ
ル
フ
ィ
ン
チ

（
一
七
九
六

―
一
八
六
七

）
の
こ
の
書
物
は
す
こ
し
も
価
値
を
減
じ
て
い
な
い
。『
伝
説
の
時

代
』
の
中
か
ら
神
話
Ἣ
の
全
部
を
収
め
た
。

322251Ȃ2◆

赤123Ȃ1

柳

沼

重

剛
編

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
名
言
集

六
三
八
円

カ
エ
サ
ル
が
「
賽
は
投
げ
ら
れ
た
」
と
言
っ
て
ル
ビ
コ
ン
川
を
渡
っ
た
と
い
う
の

は
有
名
だ
が
、
出
典
を
み
る
と
、
カ
エ
サ
ル
は
実
は
こ
う
言
っ
た
の
だ
と
い
う
。

「
賽
を
投
げ
ろ
」。
な
ぜ
後
世
に
そ
う
伝
え
ら
れ
た
の
か
―
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の

名
句
三
三
七
に
原
綴
・
出
典
を
添
え
、
編
者
が
自
在
に
語
る
。
通
読
し
て
も
、
あ

る
句
を
捜
し
て
拾
い
読
み
し
て
も
楽
し
め
る
一
冊
。

321231Ȃ2◆

赤125Ȃ1

ペ
ル
シ
ウ
ス
、
ユ
ウ
ェ
ナ
ー
リ
ス

国
原
吉
之
助
訳

ロ
ー
マ
諷
刺
詩
集

一
一
二
二
円

「
諷
刺
詩
」
と
訳
さ
れ
る
「
サ
ト
ゥ
ラ
」
は
、
も
と
も
と
「
ご
た
混
ぜ
」「
寄
せ
集

め
」
を
意
味
し
た
と
さ
れ
る
。
エ
ン
ニ
ウ
ス
、
ル
ー
キ
ー
リ
ウ
ス
、
ホ
ラ
ー
テ
ィ

ウ
ス
を
経
て
、
ペ
ル
シ
ウ
ス
（
三
四

―
六
二

）
と
ユ
ウ
ェ
ナ
ー
リ
ス
（
六
七

頃
？
―
一
三
八

頃
？
）
に
よ
っ
て
、
こ
の
ラ
テ
ン
文
学
固
有
の
ジ
ャ
ン
ル
は
豊
か
な
結
実
を
見

た
。
ロ
ー
マ
帝
政
期
・
白
銀
時
代
の
二
大
諷
刺
詩
集
を
一
冊
に
集
成
。

321251Ȃ6
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赤202Ȃ1

ト
マ
ス
・
モ
ア

平

井

正

穂
訳

ユ

ー

ト

ピ

ア
八
一
四
円

表
題
の
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
は
「
ど
こ
に
も
無
い
」
と
い
う
意
味
の
ト
マ
ス
・
モ

ア
（
一
四
七
八

―
一
五
三
五

）
の
造
語
で
あ
る
。
モ
ア
が
描
き
出
し
た
こ
の
理
想
国
は
自
由

と
規
律
を
か
ね
そ
な
え
た
共
和
国
で
、
国
民
は
人
間
の
自
然
な
㗡
を
愛
し
「
戦
争

で
え
ら
れ
た
名
誉
ほ
ど
不
名
誉
な
も
の
は
な
い
」
と
考
え
て
い
る
。
社
会
思
想
史

上
の
第
一
級
の
古
典
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
読
物
と
し
て
も
十
分
に
面
白
い
。

322021Ȃ8◆

赤203Ȃ1～3

チ
ョ
ー
サ
ー

㛞

井

迪

夫
訳

完
訳

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
物
語
全
三
冊

上
一
〇
一
二
円

中
一
一
七
七
円

下
九
二
四
円

花
ほ
こ
ろ
び
、
そ
よ
風
吹
き
そ
め
る
四
月
の
あ
る
日
、
身
分
も
職
業
も
さ
ま
ざ
ま

な
二
十
九
人
の
巡
礼
が
サ
ザ
ー
ク
の
旅
籠
に
顔
を
合
せ
た
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社

会
の
縮
図
と
い
う
べ
き
顔
ぶ
れ
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
へ
の
道
中
、
順
番
に
話
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
…
…
。
中
世
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
詩
人
チ
ョ
ー
サ
ー
（
一
三
四
〇

頃
―

一
四
〇
〇

）
の
代
表
作
。
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
端
整
な
挿
画
を
収
載
。

322031Ȃ5

赤204Ȃ3

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

中

野

好

夫
訳

ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人

七
二
六
円

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
（
一
五
六
四

―
一
六
一
六

）
の
喜
劇
精
神
が
最
も
円
熟
し
た
一
五
九
〇
年

代
の
初
め
に
書
か
れ
、
古
来
最
も
多
く
脚
光
を
浴
び
て
来
た
作
品
の
一
つ
。
人
肉

裁
判
、
筐
選
び
、
指
輪
の
挿
話
等
を
た
て
糸
と
し
、
恋
愛
と
友
情
、
人
情
と
金
銭

の
価
値
の
対
照
を
よ
こ
糸
と
し
て
い
る
が
、
全
編
を
巨
人
の
如
く
一
貫
す
る
シ
ャ

イ
ロ
ッ
ク
の
性
格
像
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

322043Ȃ9◆

赤204Ȃ8

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

小

津

㗨

郎
訳

十

二

夜
五
七
二
円

双
生
児
の
兄
妹
を
中
心
に
「
人
違
い
」
の
面
白
さ
を
う
ち
出
し
た
こ
の
喜
劇
に

は
、
初
期
の
喜
劇
に
見
ら
れ
る
粗
野
は
影
を
ひ
そ
め
、
し
か
も
創
作
力
の
衰
退
を

感
じ
さ
せ
る
晩
年
の
諸
作
と
ち
が
っ
て
瑞
々
し
い
生
気
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

い
つ
の
時
代
ど
こ
の
国
で
も
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
最
高

の
喜
劇
。
上
演
台
本
と
し
て
入
念
に
仕
上
げ
ら
れ
た
翻
訳
で
あ
る
。

322048ȂX

赤204Ȃ9

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

野

島

秀

勝
訳

ハ

ム

レ

ッ

ト

一
一
二
二
円

弟
に
毒
殺
さ
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
王
の
亡
霊
が
王
子
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
真
相
を
告
げ
復

讐
を
迫
る
。
苦
悩
し
な
が
ら
も
復
讐
を
遂
げ
、
自
ら
も
毒
刃
に
倒
れ
る
ハ
ム
レ
ッ

ト

古
く
か
ら
伝
わ
る
復
讐
㞍
が
、
精
妙
な
劇
的
構
造
の
も
と
に
近
代
的
な
心

理
悲
劇
に
生
れ
変
わ
っ
た
。
世
界
中
で
愛
読
さ
れ
繰
返
し
上
演
さ
れ
て
き
た
、
詩

人
の
代
表
作
。
主
人
公
の
解
釈
は
、
時
代
の
鏡
で
も
あ
る
。
新
訳
。

322049Ȃ8◆
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赤205Ȃ0

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

菅

泰

男
訳

オ

セ

ロ

ウ
七
二
六
円

ヴ
ェ
ニ
ス
の
将
軍
オ
セ
ロ
ウ
は
、
新
妻
デ
ズ
デ
モ
ウ
ナ
と
の
愛
に
自
ら
の
情
熱
・

信
仰
・
理
想
の
す
べ
て
を
見
い
だ
す
は
ず
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
奸
悪
な
旗
手
イ
ア

ー
ゴ
ウ
が
単
純
で
信
じ
や
す
い
オ
セ
ロ
ウ
の
胸
の
う
ち
に
点
じ
た
嫉
妬
の
念
は
憎

悪
の
炎
と
な
っ
て
燃
え
あ
が
り
、
つ
い
に
デ
ズ
デ
モ
ウ
ナ
を
亡
ぼ
さ
ず
に
は
や
ま

ぬ
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
（
一
五
六
四

―
一
六
一
六

）
四
大
悲
劇
の
ひ
と
つ
。

322050Ȃ1

赤205Ȃ1

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

野

島

秀

勝
訳

リ

ア

王

一
〇
一
二
円

三
人
の
娘
の
愛
情
を
試
そ
う
と
し
た
老
王
リ
ア
は
、
末
娘
コ
ー
デ
ィ
ー
リ
ア
の
真

心
を
信
じ
ず
、
不
実
な
長
女
と
㗨
女
の
甘
言
を
軽
信
し
て
裏
切
ら
れ
る
。
狂
乱
の

㗡
で
世
を
呪
い
、
あ
ら
し
の
荒
野
を
さ
ま
よ
う
リ
ア

疲
れ
は
て
た
父
と
娘
の

美
し
い
再
会
と
悲
惨
な
結
末
。
古
代
ブ
リ
テ
ン
史
に
材
を
と
っ
た
、
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
作
品
中
最
も
壮
大
・
残
酷
な
悲
劇
。

322051ȂX◆

赤205Ȃ2

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

木

下

順

二
訳

マ

ク

ベ

ス
六
三
八
円

十
一
世
紀
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
勇
敢
な
武
将
マ
ク
ベ
ス
は
、
魔
女
の
暗
示
に
か
か

り
王
ダ
ン
カ
ン
を
殺
し
、
悪
夢
の
世
界
へ
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
ゆ
く
。
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
は
、
一
六
〇
〇
年
に
三
十
六
歳
で
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
を
書
い
た
後
、
四
十

歳
で
『
オ
セ
ロ
ー
』、
四
十
一
歳
で
『
リ
ア
王
』、
四
十
二
歳
で
『
マ
ク
ベ
ス
』
と

立
て
続
け
に
四
大
悲
劇
を
書
い
た
。
作
者
最
盛
期
の
作
品
で
あ
る
。

322052Ȃ8◆

赤205Ȃ5

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

高

松

雄

一
訳

ソ

ネ

ッ

ト

集
八
五
八
円

中
世
イ
タ
リ
ア
に
発
す
る
ソ
ネ
ッ
ト（
十
四
行
詩
）の
詩
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ

て
『
ソ
ネ
ッ
ト
集
』
と
い
う
甘
美
豊
麗
な
果
実
を
う
ん
だ
。
イ
ギ
リ
ス
文
学
中
、

最
高
の
ソ
ネ
ッ
ト
文
学
と
評
さ
れ
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
う
た
い
か
け
る
美
貌
の

青
年
貴
族
と
は
、
ま
た
「
黒
い
女
」（
ダ
ー
ク
・
レ
イ
デ
ィ
）と
は
誰
か
な
ど
多
く

の
Ṗ
を
は
ら
み
、
こ
の
作
に
詩
人
の
伝
記
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
試
み
も
あ
る
。

322055Ȃ2

赤205Ȃ6

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

平

井

正

穂
訳

ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
ー
リ
エ
ッ
ト

八
五
八
円

舞
台
は
中
世
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
市
。
宿
敵
ど
う
し
の
名
家
に
生
れ
た
若
者

が
知
り
合
い
、
恋
し
合
い
、
結
ば
れ
、
そ
し
て
数
日
後
に
は
無
惨
な
死
を
む
か
え

る
。

こ
の
悲
劇
が
今
も
ひ
と
の
心
を
う
つ
の
は
、
愛
と
死
と
運
命
と
い
う
主

題
を
扱
っ
て
或
る
普
遍
的
な
、
人
間
的
な
経
験
に
達
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

『
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
』
は
構
想
を
こ
の
作
品
か
ら
得
て
い
る
。

322056Ȃ0◆
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赤205Ȃ7

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

木

下

順

二
訳

リ
チ
ャ
ー
ド
三
世品

切

十
五
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
家
と
ヨ
ー
ク
家
の
王
位
争
奪
を
中

心
と
す
る
封
建
貴
族
間
の
内
乱
＝
薔
㝿
戦
争
に
取
材
し
た
史
劇
。
恐
る
べ
き
残

忍
、
知
謀
、
豪
胆
―
王
位
簒
奪
の
野
望
を
抱
き
、
権
謀
術
数
の
限
り
を
尽
く
し
た

グ
ロ
ー
ス
タ
ー
公
リ
チ
ャ
ー
ド
（
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
）
は
、
し
ば
し
ば
名
優
た
ち

の
当
た
り
役
と
な
っ
た
。

322057Ȃ9◆

赤205Ȃ8

柴

田

稔

彦
編

対
訳

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
詩
集

―
イ
ギ
リ
ス
詩
人
選
（
１
）
―

七
九
二
円

『
リ
ア
王
』『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
な
ど
劇
作
家
と
し
て
名
高
い
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
（
一
五

六
四

―
一
六
一
六

）
で
あ
る
が
、
彼
は
多
数
の
詩
も
残
し
て
い
る
。
本
書
に
は
、『
ソ
ネ

ッ
ト
集
』
を
中
心
に
、
劇
中
歌
お
よ
び
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ー
ニ
ス
』『
ル
ー

ク
リ
ー
ス
凌
辱
』
か
ら
エ
ッ
セ
ン
ス
を
厳
選
し
て
収
録
。
原
詩
と
の
対
訳
形
式

で
、〈
詩
人
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
〉
の
魅
力
に
触
れ
ら
れ
る
一
冊
。

322058Ȃ7

赤205Ȃ10

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

喜

志

哲

雄
訳

か

ら

騒

ぎ
七
二
六
円

「
確
か
に
私
は
あ
ら
ゆ
る
女
性
に
愛
さ
れ
る
、
あ
な
た
は
別
だ
が
」
─
─
ア
ラ
ゴ

ン
の
貴
族
ク
ロ
ー
デ
ィ
オ
ー
と
メ
シ
ー
ナ
の
知
事
の
娘
ヒ
ー
ロ
ー
は
、
互
い
に
好

意
を
寄
せ
る
仲
。
ベ
ア
ト
リ
ス
と
ベ
ネ
デ
ィ
ッ
ク
は
、
会
え
ば
必
ず
激
し
い
舌

戦
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
喜
劇
、
屈
指
の
機
知
ᷓ
れ
る
や
り
と
り
で
、
二
つ
の
対
照

的
な
恋
を
描
く
。
そ
の
台
詞
の
躍
動
感
を
い
き
い
き
と
正
確
に
伝
え
る
新
訳
。

372509Ȃ2◆

赤206Ȃ1

ミ

ル

ト

ン

原

田

純
訳

言
論
・
出
版
の
自
由
他
一
Ἣ

―
ア
レ
オ
パ
ジ
テ
ィ
カ
―

六
六
〇
円

『
失
楽
園
』
で
知
ら
れ
る
英
国
の
詩
人
ミ
ル
ト
ン
（
一
六
〇
八

―
一
六
七
四

）
は
、
王
制
か

ら
共
和
制
、
そ
し
て
王
制
復
古
へ
と
め
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
る
激
動
の
時
代
に

生
き
た
。
厳
し
い
現
実
政
治
の
中
で
少
数
派
と
し
て
否
の
声
を
上
げ
続
け
、
自
由

の
た
め
に
戦
っ
た
気
高
き
詩
人
の
魂
の
叫
び
と
も
言
う
べ
き
『
言
論
・
出
版
の
自

由
』
お
よ
び
『
自
由
共
和
国
建
設
論
』
の
二
Ἣ
を
収
録
。

322061Ȃ0

赤206Ȃ2～3

ミ

ル

ト

ン

平

井

正

穂
訳

失

楽

園
全
二
冊

上
・
下
各
一
一
七
七
円

「
一
敗
地
に
塗
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
ど
う
し
た
と
い
う
の
だ
？

す
べ

て
が
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
」
か
つ
て
は
神
に
め
で
ら
れ
し
大
天
使
、
今
は
反

逆
の
と
が
故
に
暗
黒
の
淵
に
お
と
さ
れ
た
サ
タ
ン
は
、
麾
下
の
堕
天
使
の
軍
勢
に

む
か
っ
て
㗫
咤
激
励
す
る
。
神
へ
の
復
讐
は
い
か
に
し
て
果
さ
る
べ
き
か

。

イ
ギ
リ
ス
文
学
の
最
高
峰
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
長
Ἣ
叙
事
詩
。

322062Ȃ5
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赤208Ȃ1～2

デ

フ

ォ

ー

平

井

正

穂
訳

ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
全
二
冊

上
・
下
各
一
二
一
〇
円

有
名
な
冒
険
物
語
で
あ
る
が
、
波
瀾
に
富
ん
だ
出
来
事
の
面
白
さ
に
加
え
て
、
主

人
公
の
生
き
方
に
表
わ
れ
て
い
る
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
中
流
層
の
理
想
的
な
㗡
を
読

み
と
り
た
い
。
特
に
二
十
八
年
間
の
孤
島
の
生
活
で
は
、
敬
神
の
念
と
合
理
的
行

動
を
武
器
に
、
い
か
な
る
境
遇
も
着
々
と
自
力
で
切
り
開
い
て
ゆ
く
不
屈
の
人
間

像
が
、
周
到
に
、
か
つ
鮮
や
か
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

322081Ȃ1◆

赤209Ȃ2

ス
ウ
ィ
フ
ト

深

町

弘

三
訳

奴

婢

訓
他
一
Ἣ

五
七
二
円

〈
過
ち
を
㗫
ら
れ
た
時
は
、
部
屋
の
出
が
け
や
階
段
の
途
中
で
、
聞
こ
え
よ
が
し

に
ぶ
つ
ぶ
つ
言
う
こ
と
、
ẉ
罪
と
思
わ
せ
る
効
果
が
あ
る
〉

召
使
の
奉
公
上

の
処
世
訓
が
皮
肉
た
っ
ぷ
り
に
説
か
れ
た
「
奴
婢
訓
」。
他
に
当
時
の
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
貧
困
処
理
に
つ
い
て
述
べ
た
激
烈
な
一
文
を
付
す
。『
ガ
リ
ヴ
ァ
旅
行
記
』

の
作
者
の
逆
説
に
満
ち
た
諷
刺
を
堪
能
で
き
る
味
わ
い
深
い
訳
。

322099Ȃ3

赤209Ȃ3

ス
ウ
ィ
フ
ト

平

井

正

穂
訳

ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記

一
一
七
七
円

子
供
の
こ
ろ
誰
し
も
一
度
は
あ
の
大
人
国
・
小
人
国
の
物
語
に
胸
を
躍
ら
せ
た
に

ち
が
い
な
い
。
だ
が
、
お
と
な
の
目
で
原
作
を
読
む
と
き
、
そ
こ
に
は
お
の
ず
と

別
の
世
界
が
現
出
す
る
。
他
を
え
ぐ
り
自
ら
を
え
ぐ
る
ス
ウ
ィ
フ
ト
（
一
六
六
七

―
一
七

四
五

）
の
筆
鋒
は
、
ほ
と
ん
ど
諷
刺
の
枠
を
つ
き
破
り
、
つ
い
に
は
人
間
そ
の
も
の

に
対
す
る
戦
慄
す
べ
き
呪
詛
へ
と
行
き
つ
か
ず
に
は
止
ま
な
い
。

322093Ȃ5◆

赤211Ȃ5～6

フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

朱
牟
田
夏
雄
訳

ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
全
二
冊

上
品
切

下
八
三
六
円

〈
英
国
小
説
の
父
〉
と
も
呼
ば
れ
る
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
（
一
七
〇
七

―
一
七
五
四

）。
こ
の

小
説
は
、
当
時
人
気
を
博
し
て
い
た
書
簡
体
小
説
『
パ
ミ
ラ
』
に
対
抗
し
て
書
か

れ
た
。
人
間
性
に
対
す
る
鋭
い
洞
察
、
真
実
に
徹
し
た
精
神
を
喜
劇
の
衣
に
包
ん

で
表
現
。
虚
飾
を
嫌
い
、
庶
民
の
大
ら
か
な
善
良
さ
を
愛
す
る
作
者
の
意
識
が
全

編
を
覆
い
、〈
物
語
〉
を
読
む
原
初
的
な
楽
し
さ
に
満
ち
て
い
る
。

322115Ȃ0

赤212Ȃ1～2

ロ
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン

朱
牟
田
夏
雄
訳

ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
全
三
冊

上
・
中
・
下
品
切

プ
ル
ー
ス
ト
や
ジ
ョ
イ
ス
等
の
⾉
意
識
の
流
れ
派
⾊
の
源
流
と
も
先
駆
的
作
品
と

も
い
わ
れ
る
本
書
だ
が
、
内
容
・
形
式
と
も
に
奇
抜
そ
の
も
の
で
、
話
し
は
劈
頭

か
ら
脱
線
ま
た
脱
線
、
独
特
の
告
白
体
を
駆
使
し
て
目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
る
連

想
の
流
れ
は
、
い
つ
か
一
種
不
思
議
な
ユ
ー
モ
ア
の
世
界
を
つ
く
り
出
し
、
我
々

は
た
だ
流
れ
に
身
を
任
せ
漂
う
ば
か
り
で
あ
る
。
一
七
六
〇
―
六
七
年
。

322121Ȃ4◆
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赤213Ȃ1

ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス

小

野

寺

健
訳

ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
牧
師

―
む
だ
ば
な
し
―

九
二
四
円

英
国
の
片
田
舎
に
す
む
牧
師
一
家
の
物
語
。
善
良
で
楽
天
的
な
田
舎
牧
師
が
、
破

産
に
は
じ
ま
り
、
娘
が
誘
拐
さ
れ
た
り
、
火
事
に
遭
っ
た
り
と
、
絶
え
ず
災
難
に

見
舞
わ
れ
る
が
、
屈
す
る
こ
と
な
く
、
大
ら
か
に
生
き
て
ゆ
く
。
世
俗
的
な
知
恵

も
あ
る
牧
師
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
人
柄
の
魅
力
が
全
Ἣ
に
漲
り
、
英
国
文
化
の
微
妙

な
滋
味
を
教
え
て
く
れ
る
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
（
一
七
二
八

―
七
四

）
の
佳
作
。

322131Ȃ0◆

赤214Ȃ4

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

朱
牟
田
夏
雄
訳

幸

福

の

探

求

―
ア
ビ
シ
ニ
ア
の
王
子
ラ
セ
ラ
ス
の
物
語
―

七
二
六
円

世
間
の
波
風
の
及
ば
な
い
桃
源
郷
の
よ
う
な
〈
幸
い
の
谷
〉
に
暮
ら
す
王
子
ラ
セ

ラ
ス
は
、
᷺
怠
感
を
覚
え
、
外
の
世
界
に
憧
れ
る
。
王
子
は
妹
ネ
カ
ヤ
ア
ら
と
と

も
に
谷
を
脱
出
し
、
広
い
世
間
に
出
て
様
々
な
人
び
と
に
出
会
い
、
真
の
幸
福
を

探
す
の
だ
が
…
…
。
ボ
ズ
ウ
ェ
ル
に
よ
る
伝
記
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
十
八
世
紀

英
国
の
㑹
物
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
（
一
七
〇
九

―
一
七
八
四

）
が
書
い
た
唯
一
の
小
説
。

322144Ȃ0

赤217Ȃ2

松

島

正

一
編

対
訳

ブ
レ
イ
ク
詩
集

―
イ
ギ
リ
ス
詩
人
選
（
４
）
―一

〇
一
二
円

画
家
、
彫
版
師
、
預
言
者
…
と
多
面
的
な
顔
を
も
つ
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
ブ
レ
イ
ク

（
一
七
五
七

―
一
八
二
七

）。
そ
の
神
秘
的
か
つ
幻
想
的
な
詩
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
の

端
緒
と
言
わ
れ
る
。『
無
垢
と
経
験
の
歌
』『
セ
ル
の
書
』『
天
国
と
地
獄
の
結
婚
』

『
ア
ル
ビ
ヨ
ン
の
娘
た
ち
の
幻
覚
』『
詩
的
素
描
』『
ピ
カ
リ
ン
グ
稿
本
』
な
ど
か

ら
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
対
訳
形
式
で
収
録
。

322172Ȃ9

赤218Ȃ2

山

内

久

明
編

対
訳

ワ
ー
ズ
ワ
ス
詩
集

―
イ
ギ
リ
ス
詩
人
選
（
３
）
―

七
二
六
円

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
を
代
表
す
る
ワ
ー
ズ
ワ
ス
（
一
七
七
〇

―
一
八
五
〇

）
は
、
自
然

観
照
の
詩
人
と
し
て
明
治
期
か
ら
広
く
親
し
ま
れ
て
き
た
。
英
詩
の
歴
史
に
画
期

を
な
す
『
抒
情
歌
謡
集
』
所
収
の
「
Ἒ
」「
テ
ィ
ン
タ
ー
ン
修
道
院
」
を
は
じ
め

自
伝
的
叙
事
詩
『
序
曲
』
か
ら
の
抜
粋
を
対
訳
で
収
め
詳
注
を
付
す
。
英
詩
を
原

文
で
楽
し
も
う
と
す
る
人
々
の
た
め
に
編
ま
れ
た
一
冊
。

322182Ȃ6

赤219Ȃ6

ス

コ

ッ

ト

入

江

直

祐
訳

湖

の

麗

人
七
九
二
円

ス
ノ
ー
ダ
ン
の
騎
士
フ
ィ
ッ
ツ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
名
乗
っ
て
国
内
を
旅
す
る
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
王
、
辺
境
の
猛
将
ロ
デ
リ
ッ
ク
、
白
面
の
貴
公
子
グ
レ
ア
ム
の
三
人

が
、
白
樺
茂
る
カ
ト
リ
ン
湖
の
孤
島
の
少
女
エ
レ
ン
を
中
に
し
て
、
恋
と
武
勇
を

競
う
と
い
う
、
騎
士
道
は
な
や
か
な
り
し
こ
ろ
の
物
語
。
全
体
は
六
歌
よ
り
な

る
。
一
歌
を
一
日
の
事
件
に
当
て
、
六
日
間
の
出
来
事
と
し
て
語
る
。

322196Ȃ6
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赤220Ȃ2

橋

本

槇

矩
編
訳

キ
プ
リ
ン
グ
短
Ἣ
集

九
九
〇
円

『
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ブ
ッ
ク
』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
キ
プ
リ
ン
グ
（
一
八
六
五

―
一
九
三

六

）
の
短
Ἣ
の
手
法
は
、
ジ
ョ
イ
ス
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
等
に
も
影
響
を
与
え
、

今
日
再
評
価
の
声
が
高
い
。
イ
ン
ド
を
舞
台
に
し
た
初
期
の
作
品
か
ら
、
物
語
の

重
層
性
、
複
雑
な
話
法
が
見
直
さ
れ
て
い
る
「
損
な
わ
れ
た
青
春
」
等
後
期
の
も

の
ま
で
代
表
的
短
Ἣ
九
Ἣ
を
収
め
る
。
う
ち
本
邦
初
訳
七
Ἣ
。

322202Ȃ4

赤222Ȃ1～2

ジ
ェ
ー
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

富

田

彬
訳

高

慢

と

偏

見
全
二
冊

上
一
〇
一
二
円

下
八
五
八
円

所
は
ハ
ー
フ
ォ
ー
ド
シ
ア
。
ベ
ネ
ッ
ト
家
に
は
五
人
の
娘
が
い
る
。
そ
の
近
所

に
、
独
身
の
㗦
産
家
ビ
ン
グ
リ
ー
が
引
越
し
て
き
た
。
彼
は
美
し
く
す
な
お
な
長

女
ジ
ェ
ー
ン
に
惹
か
れ
、
そ
の
友
人
ダ
ー
シ
ー
は
聡
明
で
㚞
剌
と
し
た
㗨
女
エ
リ

ザ
ベ
ス
を
好
ま
し
く
思
う
が
…
…
。
の
ど
か
な
「
田
舎
の
村
の
家
庭
生
活
の
絵
」

の
中
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
一
流
の
精
緻
な
人
間
観
察
と
ユ
ー
モ
ア
が
光
る
。

322221Ȃ0◆

赤222Ȃ6

新

井

潤

美
編
訳

ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
手
紙

一
二
一
〇
円

『
高
慢
と
偏
見
』
や
『
エ
マ
』
で
人
気
の
作
家
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
。
二
百
年
前
の
イ

ギ
リ
ス
上
中
流
階
級
を
描
い
た
小
説
の
何
が
読
者
を
魅
了
す
る
の
か
。
家
族
や
親

戚
、
近
所
の
ゴ
シ
ッ
プ
、
誕
生
と
死
、
洋
服
や
買
物
、
昨
夜
の
舞
踏
会
…
姉
や
友

人
に
宛
て
た
手
紙
の
束
の
、
ペ
ン
先
に
き
ら
き
ら
棘
の
あ
る
ユ
ー
モ
ア
が
踊
る
。

現
存
す
る
手
紙
か
ら
約
半
数
を
精
選
。
社
会
史
･風
俗
の
貴
重
な
㗦
料
で
も
あ
る
。
322226Ȃ1

赤222Ȃ7～8

ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

新
井
潤
美
・
宮
丸
裕
二
訳

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
パ
ー
ク
全
二
冊

上
一
三
二
〇
円

下
一
二
五
四
円

貧
し
い
生
家
か
ら
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
パ
ー
ク
に
引
き
取
ら
れ
た
フ
ァ
ニ
ー
。

優
し
い
従
兄
エ
ド
マ
ン
ド
を
心
の
支
え
に
、
華
や
か
な
従
姉
た
ち
の
陰
で
ひ
っ
そ

り
成
長
す
る
。
だ
が
近
㓊
の
牧
師
館
に
新
た
な
住
人
が
現
れ
て
以
降
、
人
間
関
係

は
変
わ
り
始
め

。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
（
一
七
七
五

―
一
八
一
七

）
作
品
で
〈
も
っ
と
も
内

気
な
〉
主
人
公
を
描
く
。
時
代
背
景
の
丁
寧
な
解
説
も
収
録
。

322227Ȃ0

赤223Ȃ2～3

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ム
、
メ
ア
リ
ー
・
ラ
ム

安

藤

貞

雄
訳

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
語
全
二
冊

上
・
下
各
品
切

メ
ア
リ
ー
（
一
七
六
四

―
一
八
四
七

）
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
（
一
七
七
五

―
一
八
三
四

）
の
ラ
ム
姉
弟
が
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
三
八
Ἣ
の
な
か
か
ら
四
大
悲
劇
を
は
じ
め
二
〇
Ἣ
を
選

ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
物
語
に
改
作
し
た
も
の
。
多
く
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
と
し
て
二
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
世
界
中
の
少
年
少
女
や
大
人
た
ち
に

愛
読
さ
れ
て
き
た
。

322232Ȃ4◆
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赤228Ȃ1～5

デ
ィ
ケ
ン
ズ

石

塚

裕

子
訳

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
全
五
冊

一
・
二
・
三
・
四
・
五
Ą品
切

モ
ー
ム
が
世
界
の
十
大
小
説
の
一
つ
に
選
び
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
（
一
八
一
二

―
一
八
七
〇

）
自

身
も
「
自
分
の
全
著
作
の
中
で
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
る
自
伝
的

要
素
の
濃
い
長
Ἣ
。
ひ
と
く
せ
も
ふ
た
く
せ
も
あ
る
個
性
的
な
人
物
が
多
数
登
場

し
、
全
Ἣ
に
わ
た
っ
て
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ケ

ン
ズ
な
ら
で
は
の
作
品
世
界
が
躍
動
し
て
い
る
、
作
者
会
心
の
作
。
新
訳
。

322281Ȃ4◆

赤229Ȃ3

デ
ィ
ケ
ン
ズ

本

多

顕

彰
訳

炉
辺
の
こ
ほ
ろ
ぎ

五
七
二
円

死
ん
だ
は
ず
の
青
年
の
思
い
が
け
な
い
帰
郷
を
中
心
と
し
て
お
こ
る
悲
喜
劇
。
妻

の
純
潔
を
疑
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
煩
悶
す
る
善
良
な
夫
、
無
害
な
人
び

と
を
い
じ
め
て
楽
し
む
つ
む
じ
曲
り
の
老
人
、
盲
目
の
娘
の
幸
福
の
た
め
に
わ
が

身
を
削
る
哀
れ
な
父
な
ど
、
登
場
人
物
は
い
ず
れ
も
貧
し
さ
か
不
幸
か
を
宿
命
的

に
背
負
わ
さ
れ
て
お
り
、
作
者
は
ᷓ
れ
る
涙
の
中
か
ら
彼
ら
の
幸
福
を
祈
る
。

322293Ȃ8

赤229Ȃ4～5

デ
ィ
ケ
ン
ズ

藤

岡

啓

介
訳

ボ
ズ
の
ス
ケ
ッ
チ
短
Ἣ
小
説
Ἣ

全
二
冊

上
・
下
各
八
三
六
円

新
聞
の
通
信
員
と
な
っ
た
ま
だ
二
十
代
前
半
の
若
き
デ
ィ
ケ
ン
ズ
（
一
八
一
二

―
七
〇

）

は
、
見
聞
し
た
風
俗
の
ス
ケ
ッ
チ
を
「
ボ
ズ
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
新
聞
、
雑
誌
に

発
表
し
た
。
そ
れ
ら
を
集
め
た
書
物
が
『
ボ
ズ
の
ス
ケ
ッ
チ
』
で
あ
る
。
こ
の

『
ボ
ズ
の
ス
ケ
ッ
チ
』
は
世
に
好
評
で
迎
え
ら
れ
、
彼
は
作
家
と
し
て
の
ス
タ
ー

ト
を
き
っ
た
。
本
書
に
は
そ
の
う
ち
‘T
ales’Ἣ
全
十
二
Ἣ
を
収
録
。

322294Ȃ6

赤229Ȃ6～7

デ
ィ
ケ
ン
ズ

伊
藤
弘
之
・
下
笠
徳
㗨
・
隈
元
貞
広
訳

ア
メ
リ
カ
紀
行
全
二
冊

上
・
下
各
一
一
〇
〇
円

一
八
四
二
年
一
月
、
二
十
九
歳
の
若
き
人
気
作
家
デ
ィ
ケ
ン
ズ
（
一
八
一
二

―
一
八
七
〇

）

は
、
新
興
国
ア
メ
リ
カ
の
地
に
降
り
立
っ
た
。〈
新
し
き
国
〉
の
人
々
、
文
化
、

風
土
、
社
会
制
度

デ
ィ
ケ
ン
ズ
は
好
奇
心
に
満
ち
た
目
で
ア
メ
リ
カ
の
㗡
を

つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、
故
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
比
較
も
ま
じ
え
な
が
ら
、
と
き
に

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
、
と
き
に
辛
辣
に
、
生
き
生
き
と
描
く
。
本
邦
初
訳
。

322296Ȃ2

赤229Ȃ8

デ
ィ
ケ
ン
ズ

伊
藤
弘
之
・
下
笠
徳
㗨
・
隈
元
貞
広
訳

イ
タ
リ
ア
の
お
も
か
げ

一
一
四
四
円

一
八
四
四
年
七
月
、
三
十
二
歳
の
デ
ィ
ケ
ン
ズ
は
家
族
と
と
も
に
イ
タ
リ
ア
に
向

け
て
出
発
し
た
。
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
を
拠
点
に
、
お
よ
そ
一
年
に
わ
た
っ
て
、
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
、
ピ
サ
、
ロ
ー
マ
、
ナ
ポ
リ
な
ど
各
地
を
見
て
回
っ
た
。
本
書
は
デ
ィ
ケ

ン
ズ
独
特
の
観
察
眼
が
発
揮
さ
れ
た
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
紀
行
文
と
な
っ
て
お
り
、

随
所
に
滲
み
出
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
批
判
は
と
り
わ
け
印
象
深
い
。
本
邦
初
訳
。

322298Ȃ0
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赤229Ȃ9～10

デ
ィ
ケ
ン
ズ

石

塚

裕

子
訳

大
い
な
る
遺
産
全
二
冊

上
一
二
五
四
円

下
一
一
八
八
円

両
親
と
死
別
し
て
孤
児
に
な
っ
た
ピ
ッ
プ
は
、
姉
と
そ
の
夫
・
鍛
冶
屋
の
ジ
ョ
ー

と
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
日
。
墓
地
で
脱
走
囚
と
出
会
い
頼
ま
れ
た
食
料
を
家
か

ら
持
ち
だ
し
た
。
成
長
し
て
鍛
冶
屋
修
業
を
始
め
た
ピ
ッ
プ
に
、
匿
名
の
人
物
か

ら
巨
額
の
遺
産
が
贈
ら
れ
る
と
い
う
知
ら
せ
が
届
き
、
紳
士
修
業
の
た
め
ロ
ン
ド

ン
に
旅
立
つ
。
晩
年
の
代
表
作
。
ア
メ
リ
カ
版
の
挿
絵
を
収
録
。

372507Ȃ8

赤229Ȃ11～14

デ
ィ
ケ
ン
ズ

佐

々

木

徹
訳

荒

涼

館
全
四
冊

一
・
二
・
三
・
四
Ą各
一
二
五
四
円

「
お
ま
え
は
お
か
あ
さ
ん
の
恥
で
し
た
」
─
─
両
親
の
名
も
顔
も
知
ら
ず
厳
し
い

代
母
に
育
て
ら
れ
た
エ
ス
タ
ー
と
、
あ
ま
た
の
人
を
破
滅
さ
せ
て
な
お
継
続
す
る

「
ジ
ャ
ー
ン
ダ
イ
ス
訴
訟
」。
こ
の
二
つ
を
つ
な
ぐ
輪
と
は
？

ミ
ス
テ
リ
と
社
会

小
説
を
融
合
し
、
呪
わ
れ
た
裁
判
の
渦
中
の
人
々
を
軸
に
、
貴
族
か
ら
孤
児
ま

で
、
一
九
世
紀
英
国
の
全
体
を
書
き
き
る
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
代
表
作
。

372401Ȃ9◆

赤230Ȃ1

シ

ェ

リ

ー

石

川

重

俊
訳

鎖
を
解
か
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス

八
三
六
円

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
を
代
表
す
る
詩
人
シ
ェ
リ
ー
（
一
七
九
二

―
一
八
二
二

）
が
三
十
数

種
に
も
お
よ
ぶ
多
彩
な
詩
型
を
駆
使
し
、
そ
の
詩
魂
を
存
分
に
傾
注
し
た
四
幕
か

ら
成
る
㑹
作
詩
劇
。
人
類
に
火
を
与
え
た
た
め
に
ジ
ュ
ピ
タ
ー
の
怒
り
を
買
い
、

苛
酷
な
罰
に
処
せ
ら
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
を
主
人
公
に
、
憎
悪
と
復
讐
を
超
え
た

〈
愛
の
勝
利
〉
を
力
強
く
高
ら
か
に
う
た
う
。
韻
文
訳
。

322301Ȃ2

赤232Ȃ1～2

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ

河

島

弘

美
訳

ジ
ェ
イ
ン
・
エ
ア
全
二
冊

上
一
一
七
七
円

下
一
二
五
四
円

幼
く
し
て
孤
児
と
な
り
、
親
類
に
疎
ま
れ
寄
宿
学
校
に
入
れ
ら
れ
た
ジ
ェ
イ
ン
。

十
八
歳
の
秋
、
自
由
と
自
立
を
志
し
て
旅
立
つ

家
庭
教
師
と
し
て
雇
わ
れ
た

邸
で
待
つ
出
会
い
と
波
瀾
の
運
命
。
自
ら
の
信
念
と
感
情
に
従
っ
て
行
動
す
る
ジ

ェ
イ
ン
の
率
直
で
饒
舌
な
語
り
は
、
今
な
お
読
者
を
魅
き
つ
け
て
や
ま
な
い
。
ブ

ロ
ン
テ
姉
妹
の
ひ
と
り
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
（
一
八
一
六

―
五
五

）
の
代
表
作
。
新
訳
。

357002Ȃ9◆

赤233Ȃ1～2

エ
ミ
リ
ー
・
ブ
ロ
ン
テ

河

島

弘

美
訳

嵐

が

丘
全
二
冊

上
九
二
四
円

下
一
〇
六
七
円

ブ
ロ
ン
テ
三
姉
妹
は
、
イ
ギ
リ
ス
北
部
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
一
寒
村
に
牧
師
の
娘
と

し
て
生
れ
育
っ
た
。
本
書
は
そ
の
一
人
エ
ミ
リ
ー
（
一
八
一
八

―
四
八

）
が
残
し
た
唯
一

の
長
Ἣ
小
説
で
、
ヒ
ー
ス
の
茂
る
荒
涼
た
る
自
然
を
背
景
と
し
た
、
二
つ
の
家
族

の
三
代
に
わ
た
る
愛
憎
の
悲
劇
。
浮
浪
児
で
あ
っ
た
主
人
公
ヒ
ー
ス
ク
リ
フ
の
悪

魔
的
な
性
格
造
形
が
圧
倒
的
な
迫
力
を
持
つ
。
新
訳
。

322331Ȃ4◆
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赤239Ȃ1～2

ウ
ィ
ン
パ
ー

浦
松
佐
美
太
郎
訳

ア
ル
プ
ス
登と
う

攀は
ん

記き

全
二
冊

上
・
下
各
品
切

苦
闘
六
年
、
た
び
か
さ
な
る
敗
退
に
も
め
げ
ず
、
一
八
六
五
年
つ
い
に
魔
物
の
山

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
は
征
服
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
帰
途
、
悲
劇
が
起
っ
た
。
本
書

は
ウ
ィ
ン
パ
ー
（
一
八
四
〇

―
一
九
一
一

）
が
、
そ
の
一
部
始
終
を
、
彼
自
身
の
手
に
な
る

繊
細
華
麗
な
木
版
画
を
豊
富
に
ち
り
ば
め
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
風
の
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
淡
々
と
語
っ
た
も
の
。
山
岳
文
学
の
古
典
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
。

322391Ȃ8◆

赤239Ȃ3～4

ウ
ィ
ン
パ
ー

大

貫

良

夫
訳

ア
ン
デ
ス
登
攀
記
全
二
冊

上
九
二
四
円

下
八
五
八
円

一
八
八
五
年
に
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
初
登
頂
、『
ア
ル
プ
ス
登
攀
記
』
を
著
し
た

ウ
ィ
ン
パ
ー
（
一
八
四
〇

―
一
九
一
一

）
は
、
一
八
七
九
年
か
ら
八
〇
年
に
か
け
て
エ
ク
ア

ド
ル
に
遠
征
、
チ
ン
ボ
ラ
ゾ
、
コ
ト
パ
キ
シ
な
ど
赤
道
地
域
ア
ン
デ
ス
の
高
峰
の

登
頂
に
成
功
し
た
。
画
家
ら
し
い
注
意
深
い
観
察
眼
で
、
登
攀
の
実
際
、
ま
た
ア

ン
デ
ス
の
風
景
や
村
々
の
民
俗
を
描
く
秀
逸
な
紀
行
。
自
筆
挿
絵
多
数
。

322393Ȃ4

赤240Ȃ1～2

井
上
宗
㗨
・
石
田
英
二
訳

ハ
ー
デ
ィ

テ

ス
全
二
冊

上
一
〇
六
七
円

下
品
切

テ
ス
は
美
貌
と
豊
満
な
肉
体
に
め
ぐ
ま
れ
、
し
か
も
純
な
心
と
強
い
感
受
性
の
持

主
だ
が
、
貧
困
ゆ
え
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
苛
酷
な
運
命
に
も
て
あ
そ
ば
れ
、
一
歩
一
歩

と
悲
劇
的
な
破
局
に
む
か
っ
て
歩
ん
で
ゆ
く
。
そ
の
無
残
な
生
涯
が
緊
密
な
構
成

で
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
描
き
出
さ
れ
る
。
英
国
の
作
家
ト
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ

（
一
八
四
〇

―
一
九
二
八

）
の
数
多
い
小
説
の
な
か
で
最
も
有
名
な
代
表
作
。

322401Ȃ9

赤240Ȃ9

ト
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ

阿

部

知

二
訳

緑

の

木

蔭

和
蘭
派
田
園
画

九
二
四
円

近
代
の
あ
ら
ゆ
る
小
説
の
中
で
、
こ
の
作
品
ほ
ど
「
牧
歌
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
は
な
い
。
素
朴
な
、
や
さ
し
い
、
明
る
い
恋
物
語
の
伴
奏
と
し
て
、
時
の
流

れ
に
亡
び
ゆ
く
教
会
音
楽
団
の
哀
愁
も
流
れ
て
い
て
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ

う
な
渋
く
も
の
さ
び
た
情
趣
も
漂
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
す
べ
て
を
包
む
も
の

は
、
イ
ギ
リ
ス
南
部
の
森
深
い
田
園
の
緑
の
色
で
あ
る
。

322409Ȃ4

赤242Ȃ2

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン

海

保

眞

夫
訳

ジ
ー
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏

五
七
二
円

医
師
ジ
ー
キ
ル
は
自
ら
発
明
し
た
秘
薬
に
よ
っ
て
凶
悪
な
人
物
ハ
イ
ド
に
変
身
す

る
が
、
く
り
返
し
変
身
を
試
み
る
う
ち
に
や
が
て
恐
る
べ
き
破
局
が
…
…
。
人
間

の
二
重
性
を
描
い
た
こ
の
作
に
は
天
性
の
物
語
作
家
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
（
一
八
五
〇

―
九
四

）
の
手
腕
が
見
事
に
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
今
も
変
わ
る
こ
と
な
く
世
界
中
で

愛
読
さ
れ
て
い
る
。
映
画
化
さ
れ
る
こ
と
に
実
に
七
十
回
と
い
う
。

322422Ȃ1◆
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赤242Ȃ7

ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン

中
村
徳
三
郎
訳

南
海
千
一
夜
物
語

六
六
〇
円

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
は
一
八
九
一
年
、
南
洋
の
サ
モ
ア
に
渡
っ
た
。
そ
こ
は
片
々

た
る
一
孤
島
、
鬱
蒼
た
る
森
林
に
ṭ
わ
れ
、
オ
レ
ン
ジ
が
実
り
、
大
こ
う
も
り
が

と
び
、
二
〇
フ
ィ
ー
ト
の
飛
瀑
が
あ
り
、
朽
木
に
は
青
い
㜊
光
が
発
し
、
原
地
の

人
び
と
は
「
魔
女
の
足
跡
」
と
い
っ
た
。
そ
の
風
物
の
中
に
生
れ
る
物
語
を
彼
の

幻
想
的
詩
情
と
海
へ
の
情
熱
で
ま
と
め
た
の
が
こ
の
一
Ἣ
で
あ
る
。

322427Ȃ2

赤242Ȃ8

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン

岩

田

良

吉
訳

若
い
人
々
の
た
め
に
他
十
一
Ἣ

七
二
六
円

こ
れ
は
か
た
く
な
な
老
人
に
対
す
る
青
春
の
抗
議
だ
。
し
か
し
実
は
若
い
人
た
ち

に
残
し
た
心
か
ら
の
贈
物
な
の
だ
。
彼
は
恋
愛
を
語
り
結
婚
を
論
ず
る
、
青
春
を

讃
え
ま
た
死
を
考
え
る
。
た
く
ま
し
く
若
々
し
い
精
神
が
病
気
の
た
め
人
生
の
傍

観
者
た
る
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
、
し
か
も
こ
の
不
幸
を
真
直
ぐ
に
生
き
ぬ
い

て
ゆ
く
人
間
記
録
で
あ
る
。

322428Ȃ0

赤244Ȃ1

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

平

井

呈

一
訳

怪

談

―
不
思
議
な
こ
と
の
物
語
と
研
究
―七

二
六
円

日
本
を
終
生
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
ハ
ー
ン
（
一
八
五
〇

―
一
九
〇
四

）
が
我
が
国
古
来
の

文
献
や
民
間
伝
承
に
取
材
し
て
創
作
し
た
短
編
集
。『
怪
談
』
は
俗
悪
な
怪
奇
小

説
の
類
か
ら
高
く
抜
き
ん
で
て
、
人
間
性
に
対
す
る
深
い
洞
察
力
に
つ
ら
ぬ
か
れ

て
い
る
。
有
名
な
「
耳
な
し
芳
一
の
は
な
し
」「
雪
お
ん
な
」
な
ど
十
七
編
の
他

に
「
虫
の
研
究
」
三
編
を
収
め
た
。

322441Ȃ8

赤245Ȃ1

オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド

富
士
川
義
之
訳

ド
リ
ア
ン
・
グ
レ
イ
の
肖
像

一
二
五
四
円

一
九
世
紀
末
、
ロ
ン
ド
ン
。
画
家
の
モ
デ
ル
を
つ
と
め
る
ド
リ
ア
ン
は
、
若
さ
と

美
貌
を
映
し
た
自
ら
の
肖
像
画
を
見
て
、
自
分
自
身
は
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、

年
を
と
る
の
は
絵
の
ほ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う

。
快
楽
に
耽
り
悪
行
に

手
を
染
め
な
が
ら
も
若
さ
を
保
ち
つ
づ
け
る
ド
リ
ア
ン
と
、
か
れ
の
魂
そ
の
ま
ま

に
㗨
第
に
恐
ろ
し
い
醜
悪
な
㗡
に
変
貌
す
る
肖
像
画
と
の
対
比
を
描
く
。

322459Ȃ5◆

赤245Ȃ2

ワ

イ

ル

ド

ↇ

田

恆

存
訳

サ

ロ

メ
四
四
〇
円

妖
し
い
美
し
さ
で
王
エ
ロ
ド
の
心
を
奪
っ
て
は
な
さ
ぬ
王
女
サ
ロ
メ
。
月
光
の
も

と
で
の
宴
の
席
上
、
七
つ
の
ヴ
ェ
イ
ル
の
踊
り
と
ひ
き
か
え
に
、
彼
女
は
預
言
者

ヨ
カ
ナ
ー
ン
の
生
首
を
所
望
す
る
。
聖
書
に
取
材
し
た
こ
の
一
幕
悲
劇
は
、
幻
想

の
怪
奇
と
文
章
の
豊
麗
さ
に
よ
っ
て
、
世
紀
末
文
学
の
代
表
的
㑹
作
と
い
わ
れ
て

い
る
。
有
名
な
ビ
ア
ズ
レ
ー
の
挿
絵
を
す
べ
て
収
録
。

322452Ȃ3◆
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赤245Ȃ3

ワ

イ

ル

ド

岸

本

一

郎
訳

Ἓ

か

ら

出

た

誠
五
〇
六
円

「
ま
じ
め
な
人
の
た
め
の
不
ま
じ
め
な
戯
曲
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
こ
の
笑

劇
は
、
赤
ん
坊
の
と
き
原
稿
用
紙
と
ま
ち
が
え
ら
れ
た
た
め
み
な
し
子
に
な
っ
た

ジ
ャ
ッ
ク
と
い
う
青
年
が
、
架
空
の
人
物
ア
ー
ネ
ス
ト
に
な
り
す
ま
し
て
ひ
き
起

こ
す
、
た
い
へ
ん
こ
ん
ぐ
ら
か
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
、
し
ゃ
れ
た
お
話
で
あ
る
。

数
多
く
の
フ
ァ
ー
ス
（
笑
劇
）
の
中
で
も
お
も
し
ろ
い
作
品
と
さ
れ
て
い
る
。

322453Ȃ1

赤245Ȃ5

オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド

富
士
川
義
之
訳

童
話
集

幸
福
な
王
子
他
八
Ἣ

九
二
四
円

全
身
を
金
箔
で
覆
わ
れ
た
王
子
の
彫
像
が
国
民
の
悲
惨
な
生
活
を
知
り
、
サ
フ
ァ

イ
ア
の
目
や
体
じ
ゅ
う
の
金
箔
を
ツ
バ
メ
に
た
の
ん
で
貧
し
い
人
々
に
分
け
あ
た

え
る
「
幸
福
な
王
子
」、
人
魚
に
恋
し
た
若
い
漁
師
が
財
宝
に
目
も
く
れ
ず
、
ひ

た
む
き
に
恋
の
た
め
に
自
分
の
魂
を
な
げ
う
つ
「
漁
師
と
そ
の
魂
」
な
ど
、
無
垢

な
る
も
の
や
純
愛
へ
の
限
り
な
い
賛
嘆
に
み
ち
た
ワ
イ
ル
ド
の
全
童
話
。

322455Ȃ7◆

赤246Ȃ2

バ
ァ
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ

市

川

又

彦
訳

分
ら
ぬ
も
ん
で
す
よ

六
三
八
円

「
分
ら
ぬ
も
ん
で
す
よ
」
と
は
作
中
に
活
躍
す
る
ホ
テ
ル
給
仕
人
の
シ
ニ
カ
ル
な

人
生
態
度
で
あ
り
、
こ
の
劇
を
貫
く
一
条
の
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。
こ
の
モ
テ
ィ

ー
フ
の
下
に
、
十
九
世
紀
末
に
お
け
る
新
旧
世
代
の
男
女
を
配
し
て
両
世
代
の
内

面
と
く
い
違
い
を
描
く
。
さ
ら
に
、
作
者
の
思
想
の
根
幹
を
な
す
恋
愛
哲
学
か
ら

出
発
す
る
両
性
の
ᷤ
藤
を
も
、
み
ご
と
に
劇
化
し
た
シ
ョ
ウ
円
熟
期
の
㑹
作
。

322462Ȃ0

赤247Ȃ1

ギ
ッ
シ
ン
グ

平

井

正

穂
訳

ヘ
ン
リ
・
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
の
私
記

八
五
八
円

南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
片
田
舎
に
隠
栖
し
て
独
り
古
典
と
田
園
の
世
界
に
心
豊
か
に

生
き
る
一
人
物
の
自
伝
に
仮
託
し
て
書
か
れ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
（
一
八
五
七

―
一
九
〇
三

）
最

晩
年
の
作
。
繊
美
こ
の
上
な
い
自
然
描
写
は
英
国
人
な
ら
ざ
る
我
々
を
も
魅
し
て

や
ま
ぬ
が
、
何
よ
り
も
我
々
の
心
を
う
つ
の
は
こ
の
作
の
す
み
ず
み
に
ま
で
行
き

わ
た
る
、
自
分
と
い
う
も
の
に
対
す
る
強
ἣ
な
誠
実
さ
で
あ
る
。

322471ȂX

赤247Ȃ4

ギ
ッ
シ
ン
グ

小

池

滋
訳

南
イ
タ
リ
ア
周
遊
記

六
六
〇
円

一
生
を
通
じ
て
現
実
生
活
の
苦
し
み
に
苛
ま
れ
続
け
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
（
一
八
五
七

―
一
九

〇
三

）
に
と
っ
て
、
わ
ず
か
な
慰
安
は
少
年
時
代
か
ら
古
典
文
学
を
通
し
て
憧
れ
て

い
た
古
代
文
明
の
故
郷
ギ
リ
シ
ャ
と
イ
タ
リ
ア
だ
っ
た
。
一
八
九
七
年
、
一
カ
月

ほ
ど
滞
在
し
た
南
イ
タ
リ
ア
で
の
見
聞
を
記
し
た
こ
の
作
品
は
、『
ヘ
ン
リ
・
ラ

イ
ク
ロ
フ
ト
の
私
記
』
で
知
ら
れ
る
作
家
の
唯
一
の
紀
行
文
で
あ
る
。

322474Ȃ4
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赤248Ȃ1

コ
ン
ラ
ッ
ド

中

野

好

夫
訳

闇

の

奥
七
二
六
円

ア
フ
リ
カ
の
奥
地
に
象
Ἕ
採
集
を
す
る
人
々
の
上
に
起
こ
っ
た
事
件
を
作
者
自
身

の
体
験
に
も
と
づ
い
て
書
い
た
作
品
。『
颱
風
』『
青
春
』
と
共
に
コ
ン
ラ
ッ
ド
の

中
短
Ἣ
の
代
表
作
で
あ
る
が
、
作
品
の
芸
術
的
根
強
さ
に
お
い
て
他
の
二
つ
を
凌

ぐ
。
こ
こ
に
は
作
者
の
原
始
に
対
す
る
驚
異
と
文
明
に
対
す
る
呪
詛
と
が
熱
病
の

よ
う
な
激
し
さ
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

322481Ȃ7◆

赤248Ȃ2

コ
ン
ラ
ッ
ド

土

岐

恒

二
訳

密

偵

一
一
七
七
円

某
大
使
館
に
傭
わ
れ
て
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
に
ま
じ
り
内
情
を
流
す
密
偵

ヴ
ァ
ー
ロ
ッ
ク
。
上
司
は
彼
に
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
爆
破
を
命
ず
る
が
、
事
態
は

思
惑
を
は
ず
れ
て
意
外
な
方
向
に
…
…
。
巨
大
で
陰
ᷗ
な
都
市
ロ
ン
ド
ン
に
う
ご

め
く
孤
独
で
卑
小
な
人
物
た
ち
の
ド
ラ
マ
を
、
コ
ン
ラ
ッ
ド
（
一
八
五
七

―
一
九
二
四

）
は

皮
肉
た
っ
ぷ
り
の
筆
致
で
描
き
だ
す
。
近
年
再
評
価
の
声
高
い
㑹
作
長
Ἣ
。

322482Ȃ5

赤251Ȃ2

高

松

雄

一
編

対
訳

イ
ェ
イ
ツ
詩
集

一
〇
一
二
円

イ
ェ
イ
ツ
（
一
八
六
五

―
一
九
三
九

）
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
芸
復
興
に
携
わ
っ
た
特
異
な
詩
人
で
あ
り
劇
作
家
で

あ
っ
た
。
変
貌
し
続
け
た
そ
の
詩
は
、
芸
術
至
上
主
義
、
象
徴
主
義
、
神
秘
主

義
、
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
族
意
識
と
神
話
伝
説
等
々
の
複
合

体
と
で
も
言
う
ほ
か
は
な
い
。
そ
の
全
体
像
を
伝
え
る
べ
く
五
十
四
Ἣ
を
精
選
。

322512Ȃ7

赤254Ȃ2

モ

ー

ム

行

方

昭

夫
訳

月

と

六

ペ

ン

ス

一
一
二
二
円

皮
肉
な
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
自
分
は
〈
通
俗
作
家
〉
だ
と
う
そ
ぶ
い
て
い
た

モ
ー
ム
（
一
八
七
四

―
一
九
六
五

）
だ
が
、
そ
の
作
品
の
底
に
は
、
複
雑
き
わ
ま
り
な
い
矛

盾
の
か
た
ま
り
と
し
て
の
人
間
に
そ
そ
ぐ
、〈
人
間
探
究
者
〉
の
飽
く
な
き
目
が

あ
っ
た
。
芸
術
の
魔
力
に
取
り
つ
か
れ
た
男
の
徹
底
し
た
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
、
シ
ニ

カ
ル
な
筆
致
で
巧
み
に
描
い
て
み
せ
た
モ
ー
ム
の
代
表
作
。
新
訳
。

322542Ȃ2

赤254Ȃ6～8

モ

ー

ム

行

方

昭

夫
訳

人

間

の

絆
全
三
冊

上
・
下
各
一
一
四
四
円

中
一
一
二
二
円

自
分
は
読
者
を
楽
し
ま
せ
る
一
介
の
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
ラ
ー
だ
と
言
っ
て
憚
ら
な

か
っ
た
モ
ー
ム
（
一
八
七
四

―
一
九
六
五

）
が
、
唯
一
自
分
自
身
の
た
め
に
書
い
た
精
神
的

半
自
伝
小
説
。
不
自
由
な
足
ゆ
え
に
劣
等
感
に
苛
ま
れ
続
け
る
主
人
公
フ
ィ
リ
ッ

プ
に
、
自
ら
の
精
神
形
成
を
託
し
て
描
い
た
人
生
遍
歴
の
物
語
。
人
生
の
意
味
を

問
い
続
け
て
苦
闘
す
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
得
た
答
え
と
は
…
…
。

322546Ȃ5
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赤254Ȃ10

モ

ー

ム

行

方

昭

夫
訳

サ
ミ
ン
グ
・
ア
ッ
プ

一
〇
六
七
円

劇
作
家
と
し
て
も
小
説
家
と
し
て
も
功
成
り
名
遂
げ
た
六
十
四
歳
の
モ
ー
ム
（
一
八

七
四

―
一
九
六
五

）
が
、
自
分
の
生
涯
を
締
め
く
く
る
よ
う
な
気
持
で
思
う
と
こ
ろ
を
書

き
綴
っ
た
回
想
的
エ
ッ
セ
イ
集
。
モ
ー
ム
の
人
生
観
や
文
学
観
を
知
る
う
え
で
不

可
欠
の
書
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
哲
学
や
宗
教
等
に
及
ぶ
多
岐
に
わ
た
る
話
題

が
モ
ー
ム
一
流
の
大
胆
率
直
さ
で
語
ら
れ
て
い
る
。

372501Ȃ6

赤254Ȃ11～12

行

方

昭

夫
編
訳

モ
ー
ム
短
Ἣ
選
全
二
冊

上
・
下
各
一
〇
一
二
円

長
Ἣ
小
説
『
人
間
の
絆
』『
月
と
六
ペ
ン
ス
』、
評
論
『
世
界
の
十
大
小
説
』『
サ

ミ
ン
グ
・
ア
ッ
プ
』
の
作
家
サ
マ
セ
ッ
ト
・
モ
ー
ム
（
一
八
七
四

―
一
九
六
五

）
は
、
絶
妙

な
語
り
と
鋭
い
人
間
描
写
で
読
者
を
魅
了
す
る
優
れ
た
短
Ἣ
小
説
も
数
多
く
残
し

て
い
る
。
希
代
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
・
モ
ー
ム
の
魅
力
を
存
分
に
楽
し
め
る
作

品
を
厳
選
、
上
巻
に
六
Ἣ
、
下
巻
に
十
二
Ἣ
を
収
録
。

372502Ȃ3

赤254Ȃ13

モ

ー

ム

中
島
賢
二
・
岡
田
久
雄
訳

ア

シ

ェ

ン

デ

ン

―
英
国
情
報
部
員
の
フ
ァ
イ
ル
―一二

五
四
円

「
本
書
は
私
自
身
が
先
の
戦
争
中
に
情
報
部
に
勤
務
し
た
と
き
の
体
験
に
基
づ
い

て
い
る
」（
モ
ー
ム
）。
第
一
㗨
大
戦
勃
発
で
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
呼
ば
れ
た
作
者
の
分

身
ア
シ
ェ
ン
デ
ン
は
、
各
国
ス
パ
イ
の
暗
躍
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
潜
り
、
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
経
由
で
ロ
シ
ア
革
命
の
渦
中
に
飛
び
込
む
。
苛
烈
な
任
務
、
駆
け
引
き
や

裏
切
り
、
愛
と
滅
び
の
人
間
劇
を
描
く
、
異
色
の
古
典
ミ
ス
テ
リ
。

372504Ȃ7

赤254Ȃ14

モ

ー

ム

行

方

昭

夫
訳

お
菓
子
と
ビ
ー
ル

九
二
四
円

『
人
間
の
絆
』『
月
と
六
ペ
ン
ス
』
と
並
ぶ
、
モ
ー
ム
（
一
八
七
四

―
一
九
六
五

）
円
熟
期
の

代
表
作
。
最
近
亡
く
な
っ
た
有
名
作
家
の
伝
記
執
筆
を
託
さ
れ
た
三
文
文
士
の
友

人
か
ら
、
作
家
の
無
名
時
代
の
情
報
提
供
を
依
頼
さ
れ
た
語
り
手
の
頭
に
蘇
る
、

作
家
と
そ
の
最
初
の
妻
と
過
ご
し
た
日
々
の
楽
し
い
思
い
出
…
…
。
人
間
の
、
人

生
の
裏
表
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
見
つ
め
る
、
一
種
の
文
壇
小
説
。

372505Ȃ4

赤255Ȃ1

ジ

ョ

イ

ス

結

城

英

雄
訳

ダ
ブ
リ
ン
の
市
民

一
一
七
七
円

「
細
心
卑
小
な
文
体
」
を
用
い
て
、
陰
鬱
か
つ
閉
鎖
的
な
ダ
ブ
リ
ン
の
市
民
階
層

の
麻
痺
的
な
生
態
を
描
い
た
ジ
ョ
イ
ス
（
一
八
八
二

―
一
九
四
一

）
の
初
期
短
Ἣ
集
。
少
年

期
・
青
春
期
・
成
年
期
・
社
会
生
活
と
い
う
四
つ
の
相
に
配
列
さ
れ
た
十
四
Ἣ
に

「
死
者
た
ち
」
を
合
わ
せ
た
計
十
五
Ἣ
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
後
の
ジ
ョ
イ
ス
文

学
の
展
開
の
端
緒
を
な
す
記
念
碑
的
な
作
品
で
あ
る
。

322551Ȃ1
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赤258Ȃ2

Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト

岩

崎

宗

治
訳

荒

地
九
二
四
円

「
四
月
は
最
も
残
酷
な
月
…
…
」
と
鮮
烈
な
言
葉
で
始
ま
る
『
荒
地
』
は
、
二
十

世
紀
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
金
字
塔
で
あ
る
。
本
書
に
は
、『
プ
ル
ー
フ
ロ
ッ
ク
そ
の

他
の
観
察
』
か
ら
『
荒
地
』
ま
で
の
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
（
一
八
八
八

―
一
九
六
五

）
の

主
要
な
詩
を
収
録
し
、
そ
の
前
期
の
詩
作
の
歩
み
を
た
ど
れ
る
よ
う
に
し
た
。
引

用
と
引
喩
を
駆
使
し
た
難
解
な
詩
を
味
読
で
き
る
よ
う
詳
細
な
訳
注
を
付
す
。

322582Ȃ0

赤260Ȃ1

シ
ェ
リ
ダ
ン

菅

泰

男
訳

悪

口

学

校
五
九
四
円

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
と
人
気
を
競
う
十
八
世
紀
の
劇
作
家
シ
ェ
リ
ダ
ン
の
諷
刺
喜

劇
。
ふ
た
言
目
に
は
道
徳
を
説
く
が
裏
で
は
社
交
界
を
操
る
偽
善
家
の
兄
ジ
ョ
ー

ゼ
フ
。
財
産
を
叩
き
売
っ
て
は
放
蕩
三
昧
の
弟
チ
ャ
ー
ル
ズ
。
イ
ン
ド
帰
り
の
叔

父
オ
リ
ヴ
ァ
ー
は
兄
弟
の
本
心
を
た
め
そ
う
と
、
兄
に
は
貧
者
、
弟
に
は
金
貸
し

を
装
っ
て
現
わ
れ
る
が
…
…
。
巧
妙
な
筋
立
て
と
場
面
が
展
開
さ
れ
る
。

322601Ȃ1

赤262Ȃ1

小

野

寺

健
編
訳

オ
ー
ウ
ェ
ル
評
論
集品

切

オ
ー
ウ
ェ
ル
（
一
九
〇
三

―
五
〇

）
と
い
え
ば
、
ひ
と
は
『
動
物
農
場
』『
一
九
八
四
年
』

を
想
う
だ
ろ
う
。
だ
が
三
○
年
代
か
ら
戦
後
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
活
発
な
評
論

活
動
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
文
学
・
政
治
・
社
会
現
象
・
植
民
地
体
験
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
対
象
に
鋭
く
深
く
切
り
込
む
彼
の
エ
ッ
セ
イ
を
貫
く
の
は
、
自
律
的

知
識
人
に
固
有
の
あ
の
強
靱
さ
と
優
し
さ
だ
。
十
二
Ἣ
を
精
選
。

322621Ȃ6◆

赤262Ȃ2

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル

小

野

寺

健
訳

パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
放
浪
記

八
五
八
円

イ
ン
ド
帝
国
の
警
察
官
と
し
て
ビ
ル
マ
に
勤
務
し
た
あ
と
オ
ー
ウ
ェ
ル
（
一
九
〇
三

―

五
〇

）
は
一
九
二
七
年
か
ら
三
年
に
わ
た
っ
て
自
ら
に
窮
乏
生
活
を
課
す
。
そ
の
体

験
を
も
と
に
パ
リ
貧
民
街
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
模
様
や
ロ
ン
ド
ン
の
浮
浪
者
の
世

界
を
描
い
た
の
が
こ
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
。
人
間
ら
し
さ
と
は
何
か
と
生
涯
問

い
つ
づ
け
た
作
家
の
出
発
に
ふ
さ
わ
し
い
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
文
学
の
㑹
作
。

322622Ȃ4◆

赤262Ȃ4

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル

川

端

康

雄
訳

動

物

農

場

―
お
と
ぎ
ば
な
し
―

七
九
二
円

す
べ
て
の
動
物
の
平
等
を
謳
っ
て
産
声
を
あ
げ
た
動
物
農
場
。
人
間
の
圧
政
を
打

破
し
た
ま
で
は
よ
か
っ
た
が
、
や
が
て
、
ぶ
た
た
ち
の
奇
妙
な
振
舞
が
始
ま
る
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
を
追
放
し
君
臨
す
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
神
話
の
実
態
と

ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
粛
清
を
暴
い
た
、『
一
九
八
四
年
』
と
並
ぶ
オ
ー
ウ
ェ
ル
の

㑹
作
寓
話
。
舌
を
刺
す
風
刺
を
、
晴
朗
な
お
伽
話
の
語
り
口
で
！

322624Ȃ7◆
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赤265Ȃ2

宮

崎

雄

行
編

対
訳

キ

ー

ツ

詩

集

―
イ
ギ
リ
ス
詩
人
選
（
10
）
―

七
二
六
円

〈
美
し
き
も
の
は
と
こ
し
え
に
歓
び
で
あ
る
〉
と
い
う
言
葉
で
知
ら
れ
る
イ
ギ
リ

ス
・
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
キ
ー
ツ
（
一
七
九
五

―
一
八
二
一

）。〈
美
は
実
相
（
ま
こ
と
）、
実

相
は
美
〉
と
う
た
う
「
ギ
リ
シ
ャ
の
壺
の
オ
ー
ド
」
等
の
秀
作
オ
ー
ド
や
、『
エ

ン
デ
ィ
ミ
オ
ン
』『
ハ
イ
ピ
リ
オ
ン
』『
ハ
イ
ピ
リ
オ
ン
の
没
落
』
の
エ
ッ
セ
ン
ス

な
ど
、
夭
逝
し
た
〈
美
の
詩
人
〉
の
世
界
を
、
原
詩
と
と
も
に
味
わ
う
一
冊
。

322652Ȃ6

赤265Ȃ4

中

村

健

二
訳

キ

ー

ツ

詩

集

一
二
五
四
円

二
五
年
あ
ま
り
の
短
い
生
涯
の
間
に
き
わ
め
て
感
覚
的
で
豊
か
な
詩
情
を
う
た
っ

た
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
を
代
表
す
る
詩
人
ジ
ョ
ン
･キ
ー
ツ
（
一
七
九
五

―
一
八
二
一

）。

そ
の
主
要
な
二
詩
集
に
、
生
前
に
は
詩
集
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
拾
遺
詩
Ἣ
を
精

選
し
て
収
録
。
長
Ἣ
物
語
詩
、
ソ
ネ
ッ
ト
、
オ
ー
ド
な
ど
、〈
美
の
詩
人
〉
キ
ー

ツ
の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
詩
の
魅
力
に
ふ
れ
る
一
冊
。

322654Ȃ4

赤267Ȃ1

ド
・
ク
イ
ン
シ
ー

野

島

秀

勝
訳

阿
片
常
用
者
の
告
白

七
九
二
円

英
国
ロ
マ
ン
派
屈
指
の
散
文
家
に
よ
る
自
伝
文
学
の
白
眉
。
幼
少
期
の
悲
哀
、
放

浪
の
青
春
か
ら
阿
片
常
用
へ
と
到
る
宿
命
の
道
程
。
阿
片
の
恐
る
べ
き
魅
惑
と
幻

想
の
牢
獄
を
、
透
徹
し
た
知
性
と
感
性
の
言
語
に
よ
っ
て
再
構
築
し
た
本
書
は
、

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
詩
人
や
作
家
の
美
意
識
の
向
か
う
方
向

を
決
定
づ
け
た
。
待
望
久
し
い
新
訳
。

322671Ȃ1

赤271Ȃ1

ア
フ
ラ
・
ベ
イ
ン

土

井

治
訳

オ
ル
ノ
ー
コ

美
し
い
浮
気
女

七
九
二
円

英
国
人
船
長
に
欺
か
れ
、
奴
隷
と
し
て
南
米
の
地
に
売
り
飛
ば
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ

の
王
子
オ
ル
ノ
ー
コ
。
主
人
公
に
黒
人
の
奴
隷
を
お
い
た
初
め
て
の
イ
ギ
リ
ス
小

説
と
し
て
名
高
い
こ
の
『
オ
ル
ノ
ー
コ
』
の
作
者
ア
フ
ラ
・
ベ
イ
ン
（
一
六
四
〇

？
―

八
九

）
は
、
ま
た
、
英
文
学
史
上
最
初
の
女
性
職
業
作
家
で
あ
り
、
近
年
再
評
価
の

気
運
が
高
い
。
待
望
の
本
邦
初
訳
。

322711Ȃ5

赤273Ȃ1

平

井

正

穂
編

イ
ギ
リ
ス
名
詩
選

一
〇
一
二
円

イ
ギ
リ
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ス
ペ
ン
サ
ー
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
か
ら
現
代
の
エ

リ
オ
ッ
ト
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ま
で
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
詩
人
六
十
六
人
の
名
詩
百

Ἣ
。
原
文
と
訳
詩
を
対
照
し
て
掲
げ
懇
切
な
脚
注
を
付
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
詩
を
原

文
で
味
わ
い
た
い
と
思
い
な
が
ら
果
た
せ
ず
に
い
た
す
べ
て
の
詩
愛
好
家
に
贈
る

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。

322731ȂX

イギリス文学221



001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 22222/04/04 11:02  v3.60

赤276Ȃ1

Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
エ
ル
ズ

橋

本

槇

矩
訳

タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
他
九
Ἣ

一
〇
一
二
円

八
十
万
年
後
の
世
界
か
ら
戻
っ
て
き
た
時
間
旅
行
家
が
見
た
人
類
の
未
来
は
い
か

な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
地
上
人
エ
ロ
イ
と
地
下
人
モ
ー
ロ
ッ
ク
に
分
裂
し
た
未

来
社
会
の
衰
退
を
描
き
だ
し
た
「
タ
イ
ム
・
マ
シ
ン
」（
一
八
九
五
）
は
、
進
歩

の
果
て
に
や
っ
て
く
る
人
類
の
破
滅
と
地
球
の
終
焉
を
テ
ー
マ
と
し
た
Ｓ
Ｆ
不
朽

の
古
典
。
他
に
「
水
晶
の
卵
」「
新
加
速
剤
」「
塀
に
つ
い
た
扉
」
等
九
Ἣ
収
録
。

322761Ȃ1

赤276Ȃ6

Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
エ
ル
ズ

浜

野

輝
訳

解
放
さ
れ
た
世
界

一
一
二
二
円

石
炭
、
石
油
が
枯
渇
し
、
原
子
力
の
開
発
に
よ
っ
て
大
量
解
雇
な
ど
世
界
経
済
の

混
乱
が
つ
づ
く
一
九
五
〇
年
代
。
局
地
的
な
紛
争
が
世
界
戦
争
へ
と
発
展
、
原
爆

投
下
に
よ
っ
て
大
惨
事
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
戦
争
と
国
家
か
ら
解
放

さ
れ
た
新
世
界
秩
序
に
基
づ
く
、
人
権
に
よ
る
世
界
国
家
成
立
へ
の
動
き
が
は
じ

ま
る
…
…
一
九
一
四
年
の
時
点
で
今
日
の
核
戦
争
の
危
険
性
を
予
見
し
た
書
。

322766Ȃ2

赤277Ȃ1

イ
ヴ
リ
ン
・
ウ
オ
ー

富
山
太
佳
夫
訳

大

転

落
九
二
四
円

「
あ
な
た
も
学
校
の
先
生
に
お
な
り
で
。
猥
褻
行
為
で
退
学
の
学
生
さ
ん
は
大
半

が
そ
う
で
す
か
ら
」。
学
友
の
乱
痴
気
パ
ー
テ
ィ
に
巻
き
こ
ま
れ
、
あ
げ
く
に
放

校
処
分
を
く
ら
っ
て
し
ま
っ
た
ポ
ー
ル
・
ペ
ニ
フ
ェ
ザ
ー
君
。
わ
け
知
り
顔
の
門

番
の
言
葉
に
お
く
ら
れ
、
教
職
斡
旋
所
の
門
を
く
ぐ
る
が
…
…
。
か
く
し
て
我
ら

が
主
人
公
の
多
事
多
難
な
人
生
航
路
が
始
ま
る
。
抱
腹
絶
倒
の
滑
稽
小
説
。

322771Ȃ9

赤277Ȃ2～3

イ
ー
ヴ
リ
ン
・
ウ
ォ
ー

小

野

寺

健
訳

回
想
の
ブ
ラ
イ
ズ
ヘ
ッ
ド
全
二
冊

上
九
二
四
円

下
一
〇
五
六
円

第
二
㗨
大
戦
中
、
物
語
の
語
り
手
ラ
イ
ダ
ー
は
ブ
ラ
イ
ズ
ヘ
ッ
ド
と
い
う
広
大
な

邸
宅
の
敷
地
に
駐
屯
す
る
。「
こ
こ
は
前
に
来
た
こ
と
が
あ
る
」。
こ
の
侯
爵
邸
の

㗨
男
で
ラ
イ
ダ
ー
の
大
学
時
代
の
友
セ
バ
ス
チ
ア
ン
を
め
ぐ
る
、
華
麗
で
、
し
か

し
精
神
的
苦
悩
に
満
ち
た
青
春
の
回
想
の
ド
ラ
マ
が
始
ま
る
。
二
十
世
紀
イ
ギ
リ

ス
の
作
家
ウ
ォ
ー
（
一
九
〇
三

―
六
六

）
の
代
表
作
。

322772Ȃ5

赤277Ȃ4

イ
ー
ヴ
リ
ン
・
ウ
ォ
ー

中
村
健
二
・
出
淵
博
訳

愛

さ

れ

た

も

の
六
六
〇
円

高
度
な
遺
体
修
復
術
に
、
ど
ん
な
死
に
方
で
も
お
任
せ
く
だ
さ
い

ハ
リ
ウ
ッ

ド
の
葬
儀
産
業
を
舞
台
に
、
男
と
女
・
生
者
と
死
者
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ

が
繰
り
広
げ
る
〈
愛
〉
の
物
語
。「
神
経
の
タ
フ
な
読
者
へ
」
と
ウ
ォ
ー
（
一
九
〇
三

―
六
六

）
が
贈
る
「
死
を
忘
る
こ
と
な
か
れ
（
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
）」
は
、
暗
喩
と

詩
を
巧
み
に
織
り
込
み
、
鋭
い
ユ
ー
モ
ア
の
奥
に
深
い
余
韻
を
残
す
。

322774Ȃ9
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赤282Ȃ1

湯

浅

信

之
編

対
訳

ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
詩
集

─
イ
ギ
リ
ス
詩
人
選
（
２
）
─

七
九
二
円

ダ
ン
（
一
五
七
二

―
一
六
三
一

）
は
思
想
を
感
覚
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
、
と

評
し
た
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
再
評
価
い
ら
い
彼
は
イ
ギ
リ
ス
詩
の
流
れ
の
な

か
に
高
く
ゆ
る
ぎ
な
い
位
置
を
し
め
て
い
る
。『
唄
と
ソ
ネ
ッ
ト
』
の
恋
愛
詩
を

は
じ
め
宗
教
詩
・
諷
刺
詩
・
書
簡
詩
な
ど
、
奇
想
を
駆
使
し
た
こ
の
「
形
而
上
詩

人
」
の
詩
業
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
原
文
・
訳
詩
・
注
解
で
味
わ
う
。

322821Ȃ9

赤283Ȃ3

小

野

寺

健
編
訳

フ
ォ
ー
ス
タ
ー
評
論
集

八
五
八
円

つ
ね
に
個
人
を
尊
重
し
、
寛
容
と
豊
か
な
想
像
力
に
基
づ
く
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

㗡
勢
を
貫
い
た
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
二
十
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス

社
会
と
文
学
・
芸
術
に
つ
い
て
発
言
す
る
。
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
理
解
の
鍵
と
い
わ
れ

る
「
私
の
信
条
」
や
、
出
色
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
論
な
ど
、
抑
制
の
き
い

た
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
湛
え
た
気
ど
り
の
な
い
文
体
に
よ
る
二
十
三
Ἣ
。

322833Ȃ2

赤284Ȃ1～3

ウ
ィ
ル
キ
ー
・
コ
リ
ン
ズ

中

島

賢

二
訳

白

衣

の

女
全
三
冊

上
品
切

中
・
下
各
九
四
六
円

暑
熱
去
ら
ぬ
夏
の
夜
道
、「
ロ
ン
ド
ン
に
行
き
た
い
」
と
声
を
か
け
て
き
た
白
ず

く
め
の
女
。
絵
画
教
師
ハ
ー
ト
ラ
イ
ト
は
奇
妙
な
予
感
に
震
え
た

。
発
表
と

同
時
に
一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
社
会
現
象
に
ま
で
な
っ
た
こ
の
作
品
に
よ

り
、
豊
饒
な
英
国
ミ
ス
テ
リ
の
伝
統
が
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
ウ
ィ
ル
キ
ー
・

コ
リ
ン
ズ
（
一
八
二
四

―
八
九

）
の
名
を
不
朽
の
も
の
に
し
た
㑹
作
。

322841Ȃ3

赤287Ȃ1

橋

本

槇

矩
編
訳

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
短
Ἣ
選

一
一
二
二
円

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
長
Ἣ
小
説
よ
り
も
「
個
々
の
生
」
を
物
語
る
短
Ἣ
小
説
が
発

達
し
た
。
ジ
ョ
イ
ス
、
オ
フ
ラ
ハ
テ
ィ
、
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
、
ト
レ
ヴ
ァ
ー
等
々
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
様
々
な
角
度
か
ら
照
ら
し
出
す
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
㑹
作
短

Ἣ
一
五
Ἣ
を
精
選
。
本
邦
初
訳
多
数
、
魅
力
満
載
の
一
冊
。
緑
色
の
オ
ム
ニ
バ
ス

（
乗
り
合
い
バ
ス
）
に
乗
っ
て
、
紙
上
旅
行
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

322871Ȃ5

赤290Ȃ1

富
士
川
義
之
編

対
訳

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
詩
集

―
イ
ギ
リ
ス
詩
人
選
（
６
）
―一

〇
一
二
円

テ
ニ
ス
ン
と
並
び
英
国
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
詩
壇
を
代
表
す
る
詩
人
ブ
ラ
ウ
ニ
ン

グ
（
一
八
一
二

―
一
八
八
九

）。〈
劇
的
独
白
〉
と
呼
ば
れ
る
独
自
の
表
現
形
式
で
人
間
心
理

の
機
微
を
た
く
み
に
あ
ら
わ
し
、
新
境
地
を
ひ
ら
い
た
詩
人
の
代
表
作
四
〇
Ἣ
を

精
選
。
わ
が
国
で
は
、「
春
の
朝
」
等
五
Ἣ
が
上
田
敏
の
訳
詩
集
『
海
潮
音
』（
明

治
三
八
年
刊
）
で
紹
介
さ
れ
、
早
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
。

322901Ȃ0
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赤291Ȃ1

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ

御

輿

哲

也
訳

灯

台

へ

一
一
二
二
円

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
島
の
別
荘
。
哲
学
者
ラ
ム
ジ
ー
氏
の
妻
と
末
息
子
は
、
闇
夜

に
神
秘
的
に
明
滅
す
る
灯
台
へ
の
旅
を
夢
に
描
き
、
若
い
女
性
画
家
は
そ
ん
な
母

子
の
㗡
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
捉
え
よ
う
と
す
る
の
だ
が

第
一
㗨
世
界
大
戦
を
背

景
に
、
微
妙
な
意
識
の
交
錯
と
澄
明
な
リ
リ
シ
ズ
ム
を
湛
え
た
文
体
に
よ
っ
て
繊

細
に
織
り
上
げ
ら
れ
た
、
去
り
ゆ
く
時
代
へ
の
清
冽
な
レ
ク
イ
エ
ム
。

322911Ȃ8

赤291Ȃ2～3

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ

川

西

進
訳

船

出
全
二
冊

上
一
〇
一
二
円

下
九
二
四
円

夜
の
ロ
ン
ド
ン
を
出
港
す
る
一
隻
の
貨
客
船
。
世
間
知
ら
ず
の
若
い
娘
レ
イ
チ
ェ

ル
が
、
船
主
の
父
親
と
共
に
南
米
に
向
け
旅
に
出
た
。
乗
り
合
わ
せ
た
の
は
、
さ

ば
け
た
性
格
の
叔
母
と
夫
、
そ
し
て
一
癖
も
二
癖
も
あ
る
人
た
ち
。
長
い
旅
路
で

何
が
起
こ
る
の
か
。
自
分
の
生
き
方
を
考
え
始
め
た
女
性
の
内
面
を
細
や
か
に
描

く
、
ウ
ル
フ
（
一
八
八
二

―
一
九
四
一

）
の
デ
ビ
ュ
ー
作
。
本
邦
初
訳
。

322912Ȃ5

赤299Ȃ1

阿

部

公

彦
訳

フ
ラ
ン
ク
・
オ
コ
ナ
ー
短
Ἣ
集

九
九
〇
円

母
の
愛
情
を
め
ぐ
る
父
と
少
年
と
の
熾
烈
な
争
い
、
神
父
の
葬
儀
に
届
い
た
真
っ

赤
な
花
輪
の
Ṗ
、
過
去
を
抱
え
た
女
に
誘
惑
さ
れ
る
風
来
坊
…
…
。
戦
争
の
影
漂

う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
舞
台
に
、
人
々
の
日
常
に
芽
生
え
る
物
語
を
、
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
に
描
く
、
短
Ἣ
の
名
手
フ
ラ
ン
ク
・
オ
コ
ナ
ー
（
一
九
〇
三

―
六

六

）。
し
み
じ
み
と
読
む
歓
び
に
満
ち
た
十
一
の
世
界
。

322991Ȃ0

赤N201Ȃ1

行

方

昭

夫
編
訳

た
い
し
た
問
題
じ
ゃ
な
い
が

―
イ
ギ
リ
ス
・
コ
ラ
ム
㑹
作
選
―七

二
六
円

二
十
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
に
ガ
ー
ド
ナ
ー
、
ル
ー
カ
ス
、
リ
ン
ド
、
ミ
ル
ン
の

四
人
を
代
表
と
す
る
エ
ッ
セ
イ
文
学
が
一
斉
に
開
花
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
流
の
ユ
ー

モ
ア
と
皮
肉
を
最
大
の
特
色
と
し
て
、
身
近
な
話
題
や
世
間
を
賑
わ
せ
て
い
る
事

件
な
ど
を
取
り
上
げ
、
世
界
政
治
を
語
っ
て
も
大
上
段
に
は
構
え
ず
、
人
間
性
の

面
白
さ
を
論
じ
て
ゆ
く
。
四
人
の
エ
ッ
セ
イ
全
三
十
二
Ἣ
を
収
録
。

372011Ȃ0

赤N203Ȃ1

岩

崎

宗

治
編
訳

英
国
ル
ネ
サ
ン
ス
恋
愛
ソ
ネ
ッ
ト
集

九
二
四
円

十
四
世
紀
の
詩
人
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
影
響
は
十
六
世
紀
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
広

が
っ
た
。
ペ
ト
ラ
ル
カ
を
意
識
し
つ
つ
、
英
国
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
詩
人
た
ち
は
影

響
を
与
え
合
い
、
互
い
に
相
似
し
相
違
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
ネ
ッ
ト
を
作
っ
た
。

ワ
イ
ア
ッ
ト
、
シ
ド
ニ
ー
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
メ
ア
リ
・
ロ
ウ

ス
な
ど
九
人
の
恋
愛
ソ
ネ
ッ
ト
を
選
び
、
そ
の
特
徴
と
展
開
を
概
観
す
る
。

372001Ȃ1
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赤N204Ȃ1～2

テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン

大

橋

洋

一
訳

文
学
と
は
何
か
全
二
冊

―
現
代
批
評
理
論
へ
の
招
待
―

上
九
二
四
円

下
一
〇
一
二
円

欧
米
の
文
学
理
論
の
優
れ
た
入
門
書
。「
文
学
」
と
は
何
か
を
問
い
、
英
文
学
批

評
の
誕
生
か
ら
、
現
象
学
・
解
釈
学
・
受
容
理
論
、
構
造
主
義
と
記
号
論
、
ポ
ス

ト
構
造
主
義
、
精
神
分
析
批
評
に
至
る
ま
で
詳
細
に
論
じ
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評

な
ど
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
展
開
し
た
諸
潮
流
を
手
際
よ
く
整
理
す
る
。
理
論
入

門
の
み
な
ら
ず
理
論
か
ら
の
脱
却
を
も
考
慮
す
る
「
二
十
世
紀
の
古
典
」。

372041Ȃ7◆

赤N205Ȃ1

南
條
竹
則
・
松
村
伸
一
編
訳

Ｄ
・
Ｇ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
作
品
集

九
九
〇
円

ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
画
家
Ｄ
・
Ｇ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
（
一
八
二
八

―
一
八
八
二

）
は
詩
人
で
も

あ
っ
た
。
本
書
は
有
名
な
ソ
ネ
ッ
ト
集
『
生
の
家
』
所
収
の
佳
Ἣ
や
、「
手
と
魂
」

等
の
短
Ἣ
小
説
、「
閃
光
」
等
の
抒
情
詩
、「
天
つ
乙
女
」「
エ
デ
ン
の
園
」
等
の

長
詩
か
ら
成
る
〈
詩
人
ロ
セ
ッ
テ
ィ
〉
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。
そ
の
詩
は
妖

し
い
官
能
性
や
神
秘
性
を
漂
わ
せ
、
時
に
ᷢ
渋
な
瞑
想
さ
え
展
開
す
る
。

372051Ȃ6

赤N206Ȃ1～2

サ
ル
マ
ン
・
ラ
シ
ュ
デ
ィ

寺

門

泰

彦
訳

真
夜
中
の
子
供
た
ち
全
二
冊

上
・
下
各
一
三
二
〇
円

一
九
四
七
年
八
月
一
五
日
、
イ
ン
ド
独
立
の
日
の
真
夜
中
に
、
不
思
議
な
能
力
と

と
も
に
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
。
な
か
で
も
〇
時
ち
ょ
う
ど
に
生
ま
れ
た
サ
リ
ー
ム

の
運
命
は
、
革
命
、
戦
争
、
そ
し
て
古
い
物
語
と
魔
法
が
絡
み
あ
う
祖
国
の
歴
史

と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
き
─
─
。
刊
行
当
時
「『
百
年
の
孤
独
』
以
来
の
衝
撃
」

と
も
言
わ
れ
た
、
二
〇
世
紀
小
説
を
代
表
す
る
一
作
。

（
解
説

小
沢
自
然
）
372514Ȃ6◆
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＊赤225Ȃ1

ブ
ル
フ
ィ
ン
チ

野
上
弥
生
子
訳

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話

付
イ
ン
ド
・
北
欧
神
話

一
一
七
七
円

西
欧
の
文
化
芸
術
に
親
し
も
う
と
す
る
人
に
と
っ
て
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
の

知
識
は
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
分
野
の
学
問
的
研
究
は
長
足
の
進
歩
を
と
げ
た

が
、
し
か
し
神
々
と
人
間
の
豊
か
で
興
味
つ
き
ぬ
世
界
を
描
い
た
ブ
ル
フ
ィ
ン
チ

（
一
七
九
六

―
一
八
六
七

）
の
こ
の
書
物
は
す
こ
し
も
価
値
を
減
じ
て
い
な
い
。『
伝
説
の
時

代
』
の
中
か
ら
神
話
Ἣ
の
全
部
を
収
め
た
。

322251Ȃ2◆

＊赤225Ȃ2

ブ
ル
フ
ィ
ン
チ

野
上
弥
生
子
訳

中

世

騎

士

物

語

一
〇
六
七
円

ア
ー
サ
ー
王
、
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
等
、
オ
ペ
ラ
の
主
人

公
に
も
な
っ
て
有
名
な
王
や
騎
士
、
貴
婦
人
た
ち
。
彼
ら
は
騎
士
道
の
典
型

力
、
勇
気
、
謙
譲
、
忠
誠
、
㜐
憫
、
貞
淑
等
の
諸
徳
を
具
備
し
た
人
間
と
し
て
登

場
す
る
。『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
』
で
神
々
の
世
界
を
い
き
い
き
と
伝
え
た

作
者
は
、
本
書
で
中
世
の
人
々
を
も
鮮
や
か
に
現
出
さ
せ
て
い
る
。

322252Ȃ0

赤301Ȃ1

松
本
慎
一
・
西
川
正
身
訳

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
伝

一
〇
六
七
円

雷
雨
中
に
た
こ
を
上
げ
て
電
気
と
雷
は
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
（
一
七
〇
六

―
九
〇

）
は
、
科
学
者
で
あ
る
と
共
に
、
出
版
業
者
、
哲
学
者
、

経
済
学
者
、
政
治
家
で
あ
り
、
そ
し
て
何
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
㗦
本
主
義
の
育
て
の

親
で
あ
っ
た
。
本
書
は
す
ぐ
れ
た
人
生
教
科
書
と
し
て
多
く
の
青
年
に
影
響
を
与

え
て
き
た
が
、
ア
メ
リ
カ
研
究
の
た
め
の
注
目
す
べ
き
書
物
で
も
あ
る
。

323011Ȃ6◆

赤301Ȃ2

蕗

沢

忠

枝
編
訳

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
手
紙

七
九
二
円

大
政
治
家
で
あ
り
大
外
交
官
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
ま
た
、
す
ぐ
れ
た
科

学
者
で
も
あ
っ
た
。
彼
の
自
然
研
究
は
自
然
全
般
に
わ
た
り
、
観
察
の
目
は
鋭

く
、
研
究
態
度
は
徹
底
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
研
究
の
成
果
を
い
ち

早
く
活
用
し
た
。
こ
こ
に
は
平
易
な
手
紙
の
形
式
で
彼
の
科
学
的
業
績
が
集
録
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
考
察
と
推
理
の
天
才
的
断
面
は
一
読
三
嘆
を
禁
じ
え
な
い
。

323012Ȃ4

赤302Ȃ0～1

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ

齊

藤

昇
訳

ス
ケ
ッ
チ
・
ブ
ッ
ク
全
二
冊

上
品
切

下
一
一
二
二
円

「
ア
メ
リ
カ
文
学
の
父
」
Ｗ
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
（
一
七
八
三

―
一
八
五
九

）
の
最
高
㑹
作
。

短
Ἣ
小
説
あ
り
エ
ッ
セ
イ
あ
り
の
雑
記
帳
。
上
巻
に
は
、
ア
メ
リ
カ
版
浦
島
太
郎

「
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ィ
ン
ク
ル
」
を
、
下
巻
に
は
、
首
な
し
騎
士
に
よ
る
殺

人
を
題
材
に
し
た
「
ス
リ
ー
ピ
ー
・
ホ
ロ
ー
の
伝
説
」
を
収
録
。
上
下
巻
あ
わ
せ

て
邦
訳
史
上
初
の
全
三
四
Ἣ
を
訳
出
。
挿
絵
多
数
。
新
訳
。

373001Ȃ0◆
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赤302Ȃ2～3

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ

平

沼

孝

之
訳

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
物
語
全
二
冊

上
品
切

下
一
一
七
七
円

グ
ラ
ナ
ダ
の
丘
に
今
も
そ
の
㗡
を
残
す
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
。
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ

（
一
七
八
三

―
一
八
五
九

）
は
ア
メ
リ
カ
公
使
館
書
記
官
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
に
赴
き
、
偶
然

の
幸
運
か
ら
モ
ー
ロ
人
の
築
い
た
城
に
滞
在
し
た
。
宮
殿
の
華
麗
か
つ
荘
厳
な
㗡

と
そ
こ
に
暮
ら
し
た
幻
想
的
な
日
々
が
、
処
々
に
伝
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
織

り
ま
ぜ
て
、
詩
情
豊
か
に
綴
ら
れ
る
。

323022Ȃ1◆

赤302Ȃ4

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ

斎

藤

昇
訳

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
邸
訪
問
記

五
九
四
円

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
史
』
で
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
若
き
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
（
一
七
八
三

―
一

八
五
九

）
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
敬
愛
す
る
作
家
ス
コ
ッ
ト
を
訪
ね
る
。
歓
待
し

て
く
れ
た
大
作
家
の
風
貌
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
高
地
の
美
し
い
風
物
を
細
や
か

に
描
い
た
訪
問
記
。『
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
』
や
『
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
物
語
』
で
花
開

く
こ
と
に
な
る
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の
転
機
と
な
っ
た
紀
行
。

323024Ȃ8

赤302Ȃ5

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ

齊

藤

昇
訳

ブ
レ
イ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
邸品

切

『
ス
ケ
ッ
チ
・
ブ
ッ
ク
』『
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
物
語
』
と
な
ら
ぶ
、
Ｗ
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン

グ
（
一
七
八
三

―
一
八
五
九

）
の
㑹
作
。
ブ
レ
イ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
邸
で
の
婚
儀
に
招
か
れ
た
語

り
手
が
、
邸
に
集
う
人
び
と
の
様
々
な
㗡
や
悲
喜
こ
も
ご
も
の
出
来
事
を
丹
念
に

見
聞
き
し
て
語
る
。
英
国
の
牧
歌
的
な
風
景
と
伝
統
的
な
風
俗
風
習
を
背
景
に
展

開
す
る
秀
逸
な
作
品
。
本
邦
初
訳
。

（
イ
ラ
ス
ト

Ｒ
・
コ
ー
ル
デ
コ
ッ
ト
）
323025Ȃ1◆

赤303Ȃ1～2

酒

本

雅

之
訳

エ
マ
ソ
ン
論
文
集
全
二
冊

上
・
下
各
一
〇
六
七
円

南
北
戦
争
前
夜
に
花
ひ
ら
い
た
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
代
表
す

る
思
想
家
エ
マ
ソ
ン
（
一
八
〇
三

―
八
二

）
の
作
品
一
五
Ἣ
を
精
選
。
上
巻
に
は
初
期
の

鮮
烈
な
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
伝
え
る
代
表
作
「
自
然
」
等
七
Ἣ
を
収
め
、
下
巻

に
は
「
超
越
論
者
」
を
は
じ
め
『
エ
ッ
セ
イ
集
』（
一
・
二
）
等
か
ら
の
五
Ἣ
の

論
文
に
講
演
記
録
三
Ἣ
を
収
録
し
、
そ
の
思
想
的
軌
跡
を
明
ら
か
に
す
る
。

323031Ȃ0

赤304Ȃ1

ホ
ー
ソ
ー
ン

八

木

敏

雄
訳

完
訳

㒶

文

字

一
一
二
二
円

胸
に
赤
い
Ａ
の
文
字
を
付
け
、
罪
の
子
を
抱
い
て
処
刑
の
さ
ら
し
台
に
立
つ
女
。

告
白
と
悔
悛
を
促
す
青
年
牧
師
の
苦
悩
…
…
。
厳
格
な
規
律
に
縛
ら
れ
た
十
七
世

紀
ボ
ス
ト
ン
の
清
教
徒
社
会
に
起
こ
っ
た
姦
通
事
件
を
題
材
と
し
て
、
人
間
心
理

の
陰
翳
に
鋭
い
メ
ス
を
入
れ
な
が
ら
、
自
由
と
は
、
罪
と
は
何
か
を
追
求
し
た
㑹

作
。
有
名
な
序
文
「
税
関
」
を
加
え
、
待
望
の
新
訳
で
送
る
完
全
版
。

323041Ȃ8

アメリカ文学227
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赤305Ȃ1

ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー

斎

藤

悦

子
訳

哀
詩

エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ン

四
六
二
円

美
し
く
て
や
さ
し
い
娘
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ン
は
村
の
若
者
と
婚
約
す
る
が
、
軍
の

移
住
命
令
で
ふ
た
り
は
ひ
き
さ
か
れ
て
し
ま
う
。
恋
人
の
行
方
を
た
ず
ね
て
放
浪

し
た
末
に
め
ぐ
り
会
っ
た
と
き
、
男
は
死
の
床
に
あ
っ
た

。
熱
烈
な
愛
、
貞

節
、
豊
か
な
情
趣
と
敬
虔
な
信
仰
が
、
人
間
の
尊
さ
に
対
す
る
人
の
信
念
を
高
め

ず
に
は
お
か
な
い
。
詩
人
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
（
一
八
〇
七

―
八
二

）
の
代
表
作
。

323051Ȃ5

赤306Ȃ1

ポ

オ

中

野

好

夫
訳

黒
猫
・
モ
ル
グ
街
の
殺
人
事
件
他
五
Ἣ

九
二
四
円

美
の
錬
金
術
師
ポ
オ（
一
八
〇
九

―
四
九

）。そ
の
美
へ
の
情
熱
は
精
確
無
比
な
計
算
と
設

計
に
も
と
づ
い
て
あ
ら
ゆ
る
作
品
に
発
揮
さ
れ
て
お
り
、読
者
を
怪
奇
な
幻
想
世

界
、異
常
心
理
の
世
界
へ
と
抗
い
が
た
く
引
き
ず
り
込
む
。ポ
オ
の
作
に
傾
倒
し
た

若
き
ヴ
ァ
レ
リ
は
、あ
の「
数
学
的
ア
ヘ
ン
」を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ぬ
、と

言
っ
た
。表
題
作
の
ほ
か
に「
裏
切
る
心
臓
」「
盗
ま
れ
た
手
紙
」な
ど
。

323061Ȃ2◆

赤306Ȃ2

加

島

祥

造
編

対
訳

ポ

ー

詩

集

―
ア
メ
リ
カ
詩
人
選
（
１
）
―

六
六
〇
円

「
黒
猫
」「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
な
ど
短
Ἣ
小
説
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
ポ
ー

（
一
八
〇
九

―
四
九

）
は
、
イ
エ
ー
ツ
が
喝
破
し
た
よ
う
に
「
古
今
東
西
を
通
じ
て
の
偉

大
な
叙
情
詩
人
」
で
あ
っ
た
。
愛
の
喪
失
へ
の
悲
し
さ
と
そ
れ
を
追
う
夢
を
テ
ー

マ
と
す
る
ポ
ー
の
詩
か
ら
、
代
表
作
「
大
㟀
」
を
は
じ
め
、「
ア
ナ
ベ
ル
・
リ
ー
」

「
ヘ
レ
ン
に
」「
鐘
さ
ま
ざ
ま
」
な
ど
叙
情
詩
を
中
心
に
二
十
三
Ἣ
を
収
録
。

323062Ȃ0

赤306Ȃ4

ポ

オ

八

木

敏

雄
訳

ユ

リ

イ

カ
七
二
六
円

〈
散
文
詩
〉
と
銘
打
た
れ
た
ポ
オ
（
一
八
〇
九

―
一
八
四
九

）
最
晩
年
の
詩
的
宇
宙
論
。
物

理
的
精
神
的
両
面
か
ら
宇
宙
を
論
じ
て
、
そ
の
本
質
、
そ
の
起
原
、
そ
の
創
造
、

そ
の
現
状
、
そ
の
宿
命
を
壮
大
に
謳
う
。
宇
宙
は
〈
引
力
〉
と
〈
斥
力
〉
の
働
き

で
変
化
し
続
け
、
創
造
と
破
壊
の
過
程
が
永
遠
に
繰
り
返
さ
れ
る
─
─
ポ
オ
は
こ

の
プ
ロ
セ
ス
を
〈
神
の
心
臓
の
鼓
動
〉
と
詩
的
に
表
現
し
た
。

323064Ȃ0

赤306Ȃ5

八

木

敏

雄
編
訳

ポ

オ

評

論

集
七
七
〇
円

短
Ἣ
小
説
の
名
手
、
詩
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ポ
オ
だ
が
、
彼
は
す
ぐ
れ
た
理
論

家
・
批
評
家
と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
た
。
そ
の
明
確
な
方
法
意
識
を
示
す
「
詩

作
の
哲
学
」「
詩
の
原
理
」
等
の
著
名
な
詩
論
、
ク
ー
パ
ー
、
ホ
ー
ソ
ー
ン
、
ロ

ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
等
を
論
じ
た
同
時
代
評
を
収
録
。
ポ
オ
一
流
の
筆

法
で
書
か
れ
た
九
Ἣ
か
ら
成
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。

323065Ȃ7◆
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赤307Ȃ1～2

ソ

ロ

ー

飯

田

実
訳

森

の

生

活
全
二
冊

（
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
）

上
九
二
四
円

下
一
〇
一
二
円

ソ
ロ
ー
（
一
八
一
七

―
六
二

）
は
、
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
湖
畔
の
森
の
中
に
自
ら
の
手
で
小
屋

を
建
て
、
自
給
自
足
の
生
活
を
始
め
た
。
湖
水
と
森
の
四
季
の
佇
ま
い
、
動
植
物

の
生
態
、
読
書
と
思
索

自
然
と
共
に
生
き
た
著
者
の
生
活
記
録
で
あ
る
と
同

時
に
「
ど
う
生
き
る
べ
き
か
」
と
い
う
根
本
問
題
を
探
求
し
た
最
も
今
日
的
・
普

遍
的
な
ア
メ
リ
カ
文
学
の
古
典
。
湖
と
そ
の
周
辺
の
写
真
多
数
を
収
め
る
新
訳
。

323071ȂX◆

赤307Ȃ3

Ｈ
・
Ｄ
・
ソ
ロ
ー

飯

田

実
訳

市

民

の

反

抗
他
五
Ἣ

一
〇
六
七
円

『
森
の
生
活
』
の
著
者
ソ
ロ
ー
（
一
八
一
七

―
六
二

）
は
、
自
然
、
人
生
、
社
会
改
革
、

文
学
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
を
め
ぐ
る
興
味
深
い
エ
ッ
セ
イ
を
著
し
て
い
る
。
国

家
に
対
す
る
個
人
の
良
心
、
地
球
環
境
の
保
全
、
自
然
と
文
明
の
共
存
、
消
費
社

会
の
到
来

い
わ
ば
全
人
類
的
な
課
題
が
先
取
り
さ
れ
、
根
本
的
に
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
読
者
は
気
づ
く
だ
ろ
う
。
代
表
的
な
作
品
六
Ἣ
を
収
録
。

323073Ȃ6

赤308Ȃ1～3

メ
ル
ヴ
ィ
ル

八

木

敏

雄
訳

白

鯨
全
三
冊

上
・
中
各
一
二
五
四
円

下
一
一
七
七
円

巨
大
な
白
い
鯨
〈
モ
ー
ビ
ィ
・
デ
ィ
ッ
ク
〉
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
メ

ル
ヴ
ィ
ル
（
一
八
一
九

―
一
八
九
一

）
の
最
高
㑹
作
。
海
洋
冒
険
小
説
の
枠
組
み
に
納
ま
り

き
ら
な
い
法
外
な
ス
ケ
ー
ル
と
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
誇
る
、
象
徴
性
に
満
ち
た

〈
知
的
ご
っ
た
煮
〉。
鯨
と
捕
鯨
に
関
す
る
〈
百
科
全
書
的
〉
な
博
識
が
、
᷺
む
こ

と
な
く
、
衒
学
的
な
ま
で
に
開
陳
さ
れ
て
い
く
。
新
訳
。

323081Ȃ7◆

赤308Ȃ4

メ
ル
ヴ
ィ
ル

坂

下

昇
訳

ビ
リ
ー
・
バ
ッ
ド

七
二
六
円

あ
る
日
突
然
、
商
船
「
人
権
号
」
か
ら
軍
艦
「
軍
神
号
」
へ
強
制
徴
募
さ
れ
た
清

純
無
垢
の
水
夫
ビ
リ
ー
・
バ
ッ
ド
。
そ
の
彼
が
、
不
条
理
で
抗
い
が
た
い
宿
命
の

糸
に
た
ぐ
ら
れ
て
、
や
が
て
古
参
兵
曹
長
を
撲
殺
、
軍
法
会
議
に
付
さ
れ
、
死
刑

に
処
さ
れ
よ
う
と
は
…
…
。
孤
絶
の
な
か
で
沈
痛
な
思
索
の
火
を
絶
や
さ
な
か
っ

た
『
白
鯨
』
の
作
者
メ
ル
ヴ
ィ
ル
（
一
八
一
九

―
九
一

）
の
遺
作
。

323084Ȃ1

赤309Ȃ4～5

杉

木

喬
訳

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
自
選
日
記
全
二
冊

上
七
九
二
円

下
七
二
六
円

ア
メ
リ
カ
の
生
ん
だ
最
初
の
国
民
詩
人
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
が
自
ら
編
ん
だ
日
記
。
民

主
主
義
へ
の
信
念
と
偉
大
な
楽
天
主
義
に
裏
打
ち
さ
れ
て
綴
っ
た
こ
れ
ら
の
記
録

は
、
彼
の
生
涯
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
精
神
に
満
ち
満
ち
た
若
き
ア
メ
リ
カ
の
息
吹
き
を
そ
の
草
の
香
や
鳥
た
ち
の

声
と
と
も
に
私
た
ち
に
い
き
い
き
と
伝
え
て
く
る
。

323094Ȃ9

アメリカ文学229
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赤309Ȃ7

木

島

始
編

対
訳

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
詩
集

―
ア
メ
リ
カ
詩
人
選
（
２
）
―

六
三
八
円

明
治
二
十
五（
一
八
九
二

）年
、漱
石
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
以
来
、日
本
で
も
多
く
の
読
者

を
も
つ
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン（
一
八
一
九

―
九
二

）の
生
涯
は
、全
詩
集『
草
の
葉
』に
集
大
成
さ

れ
る
生
涯
で
あ
っ
た
。一
八
五
五
年
の
初
版
か
ら
九
二
年
の
臨
終
版
ま
で
改
訂
が

重
ね
ら
れ
た『
草
の
葉
』は
、ア
メ
リ
カ
や
人
間
の
あ
る
べ
き
㗡
を
破
天
荒
な
自
由

詩
で
宣
揚
、彼
の
名
声
を
不
滅
の
も
の
と
し
た
。三
十
三
Ἣ
を
収
録
。

323097Ȃ3

赤310Ȃ1

亀

井

俊

介
編

対
訳

デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
詩
集

―
ア
メ
リ
カ
詩
人
選
（
３
）
―

六
三
八
円

生
前
、
わ
ず
か
十
Ἣ
の
詩
を
発
表
し
た
だ
け
で
、
無
名
の
ま
ま
生
涯
を
終
え
た
エ

ミ
リ
ー
・
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
（
一
八
三
〇

―
八
六

）。
没
後
発
見
さ
れ
た
千
数
百
Ἣ
に
の
ぼ

る
詩
に
よ
っ
て
、
今
日
ア
メ
リ
カ
の
生
ん
だ
最
も
す
ぐ
れ
た
詩
人
の
一
人
に
数
え

ら
れ
る
に
至
っ
た
。「
夢
を
は
ら
む
孤
独
者
」
と
よ
ば
れ
る
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
の
㑹

作
五
十
Ἣ
を
懇
切
な
注
で
堪
能
で
き
る
待
望
の
一
冊
。

323101Ȃ5

赤311Ȃ1

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン

中

野

好

夫
訳

不

思

議

な

少

年
七
九
二
円

十
六
世
紀
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
小
村
に
、
あ
る
日
忽
然
と
美
少
年
が
現
れ
た
。
名

を
サ
タ
ン
と
い
っ
た
。
村
の
三
人
の
少
年
は
、
彼
の
巧
み
な
語
り
口
に
の
せ
ら
れ

て
不
思
議
な
世
界
へ
入
り
こ
む
…
…
。
ア
メ
リ
カ
の
楽
天
主
義
を
代
表
す
る
作
家

だ
と
い
わ
れ
る
作
者
が
、
人
間
不
信
と
ペ
シ
ミ
ズ
ム
に
陥
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を

の
り
こ
え
よ
う
と
苦
闘
し
た
晩
年
の
㑹
作
。

（
解
説

亀
井
俊
介
）
323111Ȃ2◆

赤311Ȃ2

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
ー
ン

村

岡

花

子
訳

王

子

と

乞

食
九
二
四
円

ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
乞
食
の
ト
ム
は
宮
殿
の
王
子
と
な
り
、
ほ
ん
も
の
の
王
子
は

ト
ム
の
ぼ
ろ
服
を
着
た
ま
ま
街
へ
ほ
う
り
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
二
人
が
見
た
も
の

は
？

知
っ
た
こ
と
は
？

そ
し
て
ど
ん
な
目
に
あ
っ
た
か
？

こ
れ
は
ユ
ー
モ

ア
作
家
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
ー
ン
の
㑹
作
で
、
哄
笑
と
微
苦
笑
と
涙
の
う
ち
に
、
読

者
を
ふ
し
ぎ
な
楽
し
さ
に
導
い
て
ゆ
く
力
を
も
っ
て
い
る
。

323112Ȃ0◆

赤311Ȃ3

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン

中

野

好

夫
訳

人

間

と

は

何

か
六
六
〇
円

老
人
と
青
年
の
対
話
の
形
で
書
か
れ
た
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
晩
年
の
著
作
。
人

生
に
幻
滅
し
て
い
る
老
人
は
、
青
年
に
向
か
っ
て
、
人
間
の
自
由
意
志
を
否
定

し
、
人
間
は
完
全
に
環
境
に
支
配
さ
れ
な
が
ら
自
己
中
心
の
欲
望
で
動
く
機
械
に

す
ぎ
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
。
人
間
社
会
の
理
想
と
、
現
実
の
利
己
心
と
を
対
比

さ
せ
つ
つ
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
人
間
観
で
読
者
を
ひ
き
つ
け
て
ゆ
く
。

323113Ȃ9◆
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赤311Ȃ5～6

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン

西

田

実
訳

ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン

の
冒
険
全
二
冊

上
八
五
八
円

下
七
九
二
円

洋
々
た
る
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
の
流
れ
に
乗
っ
て
筏
の
旅
を
続
け
る
浮
浪
児
ハ
ッ
ク
と

逃
亡
奴
隷
ジ
ム
。
流
域
の
町
や
村
で
二
人
が
出
会
う
冒
険
の
数
々
。
辺
境
時
代
の

ア
メ
リ
カ
で
、
何
も
の
に
も
捉
わ
れ
ず
に
生
き
よ
う
と
す
る
少
年
と
、
必
死
に
自

由
の
境
涯
を
求
め
る
黒
人
の
㗡
に
作
者
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
脈
打
つ
。「
現
代

ア
メ
リ
カ
文
学
の
源
泉
」
と
言
わ
れ
た
㑹
作
。
初
版
挿
絵
を
収
録
。

323115Ȃ5◆

赤312Ȃ1

ビ

ア

ス

西

川

正

身
訳

い
の
ち
の
半
ば
に

四
四
〇
円

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
辣
腕
を
ふ
る
っ
た
当
時
、
ビ
ア
ス
（
一
八
四
二

―
一
九
一
四

？
）

は
ニ
ガ
ヨ
モ
ギ
と
酸
を
イ
ン
ク
代
り
に
用
い
る
と
評
さ
れ
た
。
そ
の
皮
肉
と
酷
薄

は
短
Ἣ
か
ら
も
見
て
と
れ
る
。
収
録
の
七
Ἣ
は
い
ず
れ
も
死
を
前
に
し
た
人
間
の

演
ず
る
悲
喜
劇
を
あ
つ
か
っ
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
死
さ
え
も
人
間
の
愚
さ
を

示
す
一
つ
の
材
料
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。

323121ȂX

赤312Ȃ2

ビ

ア

ス

西

川

正

身
編
訳

新
編

悪

魔

の

辞

典
九
二
四
円

恋
愛

一
時
的
の
精
神
異
常
だ
が
、
結
婚
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
病
気
の

原
因
に
な
っ
た
影
響
力
か
ら
患
者
を
遠
ざ
け
る
か
す
れ
ば
、
簡
単
に
直
る
。
…
こ

の
よ
う
な
風
刺
と
機
知
に
富
む
社
会
批
評
で
十
九
世
紀
末
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
で
辛
辣
な
筆
を
揮
っ
た
ビ
ア
ス
（
一
八
四
二

―
一
九
一
四

？
）
の
箴
言
警
句
集
。
芥

川
㜇
之
介
の
『
侏
儒
の
言
葉
』
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
（
解
説

長
田
弘
）
323122Ȃ8◆

赤313Ȃ9

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ

行

方

昭

夫
訳

ね
じ
の
回
転

デ
イ
ジ
ー
・
ミ
ラ
ー

一
〇
一
二
円

〈
ア
メ
リ
カ
的
な
も
の
〉
と
〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
も
の
〉
の
対
立
を
扱
い
、
一
躍

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
（
一
八
四
三

―
一
九
一
六

）
の
文
名
を
高
か
ら
し
め
た
〈
国
際
状

況
も
の
〉
の
代
表
作
「
デ
イ
ジ
ー
・
ミ
ラ
ー
」。
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ま
さ
に

議
論
百
出
の
感
の
あ
る
、
Ṗ
に
満
ち
満
ち
た
幽
霊
㞍
「
ね
じ
の
回
転
」。
ジ
ェ
イ

ム
ズ
の
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
中
Ἣ
二
Ἣ
を
収
録
。

323139Ȃ2

赤314Ȃ1

ジ
ー
ン
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー

遠

藤

寿

子
訳

あ
し
な
が
お
じ
さ
ん

八
五
八
円

孤
児
の
ジ
ル
ー
シ
ャ
は
頭
が
よ
く
て
機
知
が
あ
り
、
楽
天
的
で
し
か
も
独
立
心
に

燃
え
る
け
な
げ
な
娘
で
あ
る
。
自
分
を
大
学
に
入
れ
て
く
れ
た
匿
名
の
篤
志
家

「
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
」
に
毎
日
の
出
来
事
を
手
紙
で
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
書
簡
体
小
説
に
は
女
流
作
家
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
も
っ
て
生
ま
れ
た

ユ
ー
モ
ア
と
人
を
愛
す
る
お
お
ら
か
な
気
持
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。

323141Ȃ4

アメリカ文学231
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赤315Ȃ1

ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ン
ド
ン

海

保

眞

夫
訳

荒

野

の

呼

び

声
五
二
八
円

南
国
の
広
大
な
屋
敷
で
生
れ
育
っ
た
セ
ン
ト
バ
ー
ナ
ー
ド
犬
の
子
バ
ッ
ク
は
、
突

然
、
鞭
と
棍
棒
に
追
わ
れ
、
ア
ラ
ス
カ
の
氷
原
で
屈
辱
的
な
労
働
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
苛
酷
な
労
働
と
生
死
を
か
け
た
闘
い
の
中
で
、
バ
ッ
ク
は
㗨
第
に

野
性
に
目
覚
め
て
ゆ
く
。
全
Ἣ
を
貫
く
強
烈
な
反
抗
精
神
と
自
由
へ
の
憧
れ
が
読

者
を
魅
了
す
る
、
ロ
ン
ド
ン
（
一
八
七
六

―
一
九
一
六

）
の
出
世
作
。

323151Ȃ1

赤316Ȃ1～2

石
田
英
二
・
井
上
宗
㗨
訳

ノ
リ
ス

死

の

谷
全
二
冊

（
マ
ク
テ
ィ
ー
グ
）

上
八
八
〇
円

下
七
二
六
円

ア
メ
リ
カ
文
学
に
自
然
主
義
の
作
風
を
導
き
い
れ
た
ノ
リ
ス（
一
八
七
〇

―
一
九
〇
二

）の
代

表
作
。
マ
ク
テ
ィ
ー
グ
の
妻
は
、
富
ク
ジ
で
当
て
た
五
千
ド
ル
を
隠
し
持
っ
て
い

る
。
彼
は
妻
を
殺
し
て
そ
れ
を
奪
い
、
鉱
山
地
方
へ
と
逃
亡
。
追
手
に
追
わ
れ
奥

地
へ
逃
げ
の
び
て
ゆ
く
彼
の
行
手
に
は
荒
涼
た
る
砂
漠
･死
の
谷
が
待
っ
て
い
た
。

ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
に
富
み
、
人
間
の
金
銭
欲
を
徹
底
的
に
描
い
た
小
説
。

323161Ȃ9

赤323Ȃ4～5

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー

平
石
貴
樹
・
新
納
卓
也
訳

響

き

と

怒

り
全
二
冊

上
一
〇
六
七
円

下
九
二
四
円

斬
新
な
手
法
と
構
成
で
、
新
し
い
文
学
表
現
に
挑
ん
だ
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
最
初
の

代
表
作
。
語
り
手
た
ち
の
内
的
世
界
の
か
な
た
に
、
ア
メ
リ
カ
南
部
を
舞
台
と
し

た
兄
弟
た
ち
の
愛
と
喪
失
の
物
語
が
浮
か
び
あ
が
る
。
こ
の
作
品
の
成
立
に
よ
っ

て
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
独
自
の
創
造
世
界
は
大
き
く
開
花
し
、
世
界
の
文
学
に
も
幅
広

い
影
響
を
与
え
た
。
の
ち
に
書
か
れ
た
「
付
録
」
も
収
録
。

323234Ȃ7

赤323Ȃ6～7

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー

藤

平

育

子
訳

ア
ブ
サ
ロ
ム
、
ア
ブ
サ
ロ
ム
！
全
二
冊

上
一
〇
三
四
円

下
一
一
六
六
円

九
月
の
午
後
、
藤
の
咲
き
乱
れ
る
古
家
で
、
喪
服
㗡
の
ロ
ー
ザ
が
語
り
出
す
半
世

紀
前
の
一
族
の
悲
劇
。
一
八
三
三
年
ミ
シ
シ
ッ
ピ
に
忽
然
と
現
れ
た
ト
ー
マ
ス
・

サ
ト
ペ
ン
は
、
無
一
物
か
ら
農
場
主
に
の
し
上
が
り
、
ロ
ー
ザ
の
姉
と
結
婚
、
二

人
の
子
を
得
る
。
そ
の
サ
ト
ペ
ン
一
族
は
な
ぜ
非
業
の
死
に
滅
び
た
の
か
？

南

部
の
男
た
ち
の
血
と
南
部
の
女
た
ち
の
涙
が
綴
る
一
大
叙
事
詩
。

323236Ȃ1

赤323Ȃ8～9

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー

諏
訪
部
浩
一
訳

八

月

の

光
全
二
冊

上
品
切

下
一
一
二
二
円

〈
あ
た
し
、
ア
ラ
バ
マ
か
ら
来
た
ん
だ
。
す
ご
く
遠
く
ま
で
〉

自
分
を
棄
て
た

男
を
追
っ
て
ひ
と
り
旅
す
る
娘
。
白
人
か
黒
人
か
、
自
分
の
血
に
苦
悶
す
る
孤
児

院
育
ち
の
男
。
狂
信
者
と
し
て
排
斥
さ
れ
た
元
牧
師
。
互
い
に
見
知
ら
ぬ
三
者
の

物
語
が
ぶ
つ
か
る
と
き
、
南
部
の
小
さ
な
町
に
悲
劇
と
喜
劇
が
起
こ
る
。
緩
急
自

在
な
展
開
が
息
も
つ
か
せ
ぬ
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
代
表
作
。

323238Ȃ5
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赤326Ȃ2～3

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ

谷

口

陸

男
訳

武
器
よ
さ
ら
ば
全
二
冊

上
七
九
二
円

下
七
二
六
円

第
一
㗨
大
戦
の
イ
タ
リ
ア
戦
線
。
ア
メ
リ
カ
人
中
尉
ヘ
ン
リ
ー
は
武
器
を
捨
て
、

恋
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
篤
志
看
護
婦
バ
ー
ク
レ
ー
と
共
に
非
情
苛
酷
な
戦
場
か
ら
ス

イ
ス
へ
と
逃
れ
る
が
、
運
命
は
彼
ら
の
愛
の
成
就
を
許
さ
な
か
っ
た
。
物
語
は
余

分
な
修
飾
語
を
一
切
は
ぶ
き
、
歯
切
れ
の
よ
い
文
体
で
展
開
し
、
読
後
、
悲
劇
の

秀
作
を
観
お
わ
っ
た
如
き
さ
わ
や
か
な
カ
タ
ル
シ
ス
を
感
じ
さ
せ
る
。

323262Ȃ3

赤330Ȃ1

大
津
栄
一
郎
訳

オ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
㑹
作
選

七
九
二
円

絶
妙
の
プ
ロ
ッ
ト
、
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
。
こ
の
短
Ἣ
の
名
手
（
一
八
六
二

―
一
九
一
〇

）
は
、
時
代
と
国
境
を
こ
え
て
今
も
読
者
の
心
を
把
え
つ
づ
け
て
い
る
。

そ
れ
は
し
か
し
、
単
に
秀
抜
な
小
説
作
法
の
故
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
の
作
品

に
は
、
こ
の
世
の
辛
酸
を
十
分
に
な
め
た
生
活
者
の
、
ず
し
り
と
重
い
体
験
が
ど

こ
か
で
反
響
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
㑹
作
二
十
Ἣ
を
え
ら
ん
だ
。

323301Ȃ8◆

赤333Ȃ1

Ｗ
・
Ｅ
・
Ｂ
・
デ
ュ
ボ
イ
ス

木
島
始
・
鮫
島
重
俊
・
黄
寅
秀
訳

黒
人
の
た
ま
し
い

一
一
二
二
円

リ
ン
カ
ー
ン
奴
隷
解
放
宣
言
か
ら
四
○
年
後
の
一
九
○
三
年
に
、
魂
を
も
つ
人
間

と
し
て
の
黒
人
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
書
。
黒
人
の
本
質
と
そ
の
差
別
の
現
実

が
、
十
四
の
エ
ッ
セ
イ
に
よ
っ
て
深
く
考
察
さ
れ
た
名
著
と
し
て
、
綿
々
と
読
み

つ
が
れ
て
き
た
黒
人
論
の
古
典
で
あ
る
。
Ｗ
・
Ｅ
・
Ｂ
・
デ
ュ
ボ
イ
ス
（
一
八
六
八

―

一
九
六
三

）
は
黒
人
運
動
の
指
導
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
有
数
の
社
会
学
者
。

323331ȂX

赤334Ȃ1

佐

伯

泰

樹
編
訳

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
短
Ἣ
集

一
一
二
二
円

ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ン
プ
シ
ー
、
ア
ル
・
カ
ポ
ネ
、
チ
ャ
プ
リ

ン
、
グ
レ
タ
・
ガ
ル
ボ
、
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ガ
ー
シ
ュ

イ
ン
…
…
。
そ
の
誰
よ
り
も
「
狂
瀾
の
」
と
も
「
黄
金
の
」
と
も
形
容
さ
れ
る
一

九
二
○
年
代
ア
メ
リ
カ
を
象
徴
す
る
ヒ
ー
ロ
ー
、
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ

ル
ド
の
代
表
的
短
Ἣ
「
バ
ビ
ロ
ン
再
訪
」「
冬
の
夢
」
な
ど
六
Ἣ
を
収
録
。

323341Ȃ7

赤335Ȃ1

亀
井
俊
介
・
川
本
皓
嗣
編

ア
メ
リ
カ
名
詩
選

一
〇
六
七
円

ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
色
濃
い
十
七
、
十
八
世
紀
の
植
民
地
時
代
の
詩
か
ら
、

「
ア
メ
リ
カ
詩
の
時
代
」
と
よ
ば
れ
る
ほ
ど
大
き
な
存
在
を
示
す
二
十
世
紀
の
詩

ま
で
、
名
詩
百
Ἣ
を
原
文
で
味
わ
え
る
対
訳
詩
集
。
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
デ
ィ
キ
ン

ソ
ン
、
パ
ウ
ン
ド
ら
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
四
十
数
人
の
詩
に
カ
ウ
ボ
ー
イ
ソ
ン

グ
等
を
も
加
え
た
決
定
版
。
好
評
の
『
イ
ギ
リ
ス
名
詩
選
』
の
姉
妹
Ἣ
。

323351Ȃ4
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赤341Ȃ1

ナ

ボ

コ

フ

富
士
川
義
之
訳

青

白

い

炎

一
三
八
六
円

帝
政
ロ
シ
ア
で
生
ま
れ
、
亡
命
作
家
と
し
て
生
き
た
ナ
ボ
コ
フ
（
一
八
九
九

―
一
九
七
七

）。

九
九
九
行
か
ら
成
る
長
Ἣ
詩
に
、
前
書
き
と
詳
細
か
つ
膨
大
な
Ḽ
釈
、
そ
し
て
索

引
ま
で
付
し
た
学
問
的
Ḽ
釈
書
の
パ
ロ
デ
ィ
の
よ
う
な
こ
の
〈
小
説
〉
は
、
い
っ

た
い
ど
う
読
ん
だ
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
は
た
し
て
〈
真
実
〉
と
は
？

諧
謔
を

好
ん
だ
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
著
者
な
ら
で
は
文
学
的
遊
戯
に
満
ち
た
問
題
作
。

323411Ȃ2

赤342Ȃ1～6

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル

荒

こ

の

み
訳

風
と
共
に
去
り
ぬ
全
六
冊

一
Ą九
九
〇
円

二
Ą九
二
四
円

三
・
五
Ą各
一
一
二
二
円

四
Ą一
二
一
〇
円

六
Ą一
〇
一
二
円

一
八
六
一
年
四
月
、
ア
メ
リ
カ
南
部
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
。
大
農
園
主
の
娘
と
し
て
育

っ
た
一
六
歳
の
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
は
あ
る
日
、
生
ま
れ
て
初
め
て
試
練
に
直
面
す
る

…
…
。
南
北
戦
争
と
そ
の
後
の
混
乱
の
時
代
を
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
は
強
固
な
意
志
の

力
で
生
き
抜
い
て
ゆ
く
。
そ
の
人
生
と
激
し
い
愛
を
描
い
た
こ
の
作
品
は
ミ
ッ
チ

ェ
ル
（
一
九
〇
〇

―
四
九

）
の
唯
一
の
大
作
で
あ
る
。
新
訳
。

323421Ȃ1◆

赤343Ȃ1

川

本

皓

嗣
編

対
訳

フ
ロ
ス
ト
詩
集

―
ア
メ
リ
カ
詩
人
選
（
４
）
―

八
五
八
円

「
黄
色
に
染
ま
っ
た
森
の
な
か
で
、
道
が
二
手
に
分
か
れ
て
い
た
」

日
常
の
言

葉
で
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
村
や
自
然
、
人
生
を
語
り
、
二
〇
世
紀
ア
メ
リ

カ
の
「
国
民
詩
人
」
と
し
て
愛
さ
れ
る
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ロ
ス
ト
（
一
八
七
四

―
一
九
六
三

）。

素
朴
で
大
ら
か
な
描
写
の
下
に
、
不
気
味
な
暗
さ
を
た
た
え
る
そ
の
詩
か
ら
、
三

十
六
Ἣ
を
精
選
。
多
様
な
「
意
味
の
音
」
を
伝
え
る
原
文
と
と
も
に
味
わ
う
。

323431Ȃ0

赤344Ȃ1

セ
ア
ラ
・
オ
ー
ン
・
ジ
ュ
エ
ッ
ト

河

島

弘

美
訳

と
ん
が
り
モ
ミ
の
木
の
郷
他
五
Ἣ

一
〇
一
二
円

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
「
美
の
精
華
」、
キ
プ
リ
ン
グ
が
「
ま
さ
に
人
生
そ

の
も
の
」
と
表
題
作
を
絶
賛
。
ア
メ
リ
カ
の
女
性
作
家
ジ
ュ
エ
ッ
ト
（
一
八
四
九

─
一
九

〇
九

）
は
、
故
郷
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
メ
イ
ン
州
の
歴
史
あ
る
静
か
な
町
を

舞
台
に
、
人
び
と
の
さ
さ
や
か
な
日
常
と
美
し
い
自
然
を
繊
細
な
陰
影
を
も
っ
て

描
き
続
け
た
。
文
学
史
上
に
名
を
の
こ
す
㑹
作
、
初
の
邦
訳
。

323441Ȃ9
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赤401Ȃ1～2

相

良

守

峯
訳

ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
全
二
冊

前
九
二
四
円

後
品
切

ド
イ
ツ
の
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
と
い
わ
れ
る
中
世
叙
事
詩
の
雄
編
。
竜
の
血
を
浴
び

て
不
死
身
に
な
っ
た
英
雄
ジ
ー
フ
リ
ト
も
妃
の
兄
グ
ン
テ
ル
王
の
重
臣
ハ
ゲ
ネ
の

奸
計
に
よ
り
暗
殺
さ
れ
、
骨
肉
相
ᷰ
む
凄
惨
な
闘
い
が
展
開
す
る
。
古
い
ゲ
ル
マ

ン
の
心
を
伝
え
る
英
雄
歌
謡
や
伝
説
に
材
を
取
り
美
し
い
形
式
と
緊
密
な
劇
的
構

成
を
も
つ
本
書
は
ド
イ
ツ
文
学
最
初
の
記
念
す
べ
き
高
峯
で
あ
る
。

324011Ȃ1

赤405Ȃ1

ゲ

ー

テ

竹

山

道

雄
訳

若
き
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み

八
五
八
円

親
友
の
い
い
な
ず
け
ロ
ッ
テ
に
対
す
る
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
ひ
た
む
き
な
愛
と
そ
の
破

局
を
描
い
た
こ
の
書
簡
体
小
説
に
は
、
若
き
ゲ
ー
テ
が
味
わ
っ
た
青
春
の
情
感
と

陶
酔
、
不
安
と
絶
望
が
類
ま
れ
な
抒
情
の
言
葉
を
も
っ
て
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
晩

年
、
詩
人
は
「
も
し
生
涯
に
『
ウ
ェ
ル
テ
ル
』
が
自
分
の
た
め
に
書
か
れ
た
と
感

じ
る
よ
う
な
時
期
が
な
い
な
ら
、
そ
の
人
は
不
幸
だ
」
と
語
っ
た
。

324051Ȃ0◆

赤405Ȃ2～4

ゲ

ー

テ

山

崎

章

甫
訳

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー

の
修
業
時
代
全
三
冊

上
九
二
四
円

中
一
〇
六
七
円

下
一
〇
一
二
円

「
憧
れ
を
知
る
者
の
み
が
、わ
が
悲
し
み
を
知
る
」
演
劇
の
世
界
に
つ
い
て
様
々
に

思
い
を
巡
ら
せ
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
。
愛
と
詩
と
憧
憬
の
象
徴
と
言
わ
れ
る
Ṗ
め
い

た
少
女
ミ
ニ
ヨ
ン
と
竪
琴
弾
き
の
哀
し
く
も
胸
う
つ
運
命
。
背
後
で
暗
躍
す
る
秘

密
結
社〈
塔
〉の
影
。
多
彩
な
人
物
を
登
場
さ
せ
見
事
に
絡
み
合
わ
せ
た
こ
の
作
品

は
、
ド
イ
ツ
教
養
小
説
の
最
高
峰
と
し
て
不
滅
の
輝
き
を
放
ち
続
け
る
だ
ろ
う
。

324052Ȃ9

赤405Ȃ9
赤406Ȃ0～1

ゲ

ー

テ

相

良

守

峯
訳

イ
タ
リ
ア
紀
行
全
三
冊

上
・
下
品
切

中
八
四
〇
円

詩
聖
ゲ
ー
テ
が
『
詩
と
真
実
』
の
続
編
と
し
て
意
図
し
た
こ
の
旅
行
記
に
お
い

て
、
彼
は
あ
く
ま
で
率
直
、
自
然
に
、
真
に
自
分
の
眼
で
見
、
胸
で
感
じ
た
こ
と

を
淡
々
と
し
て
物
語
り
、
口
ず
か
ら
旅
の
物
語
を
聞
く
感
じ
を
読
者
に
与
え
る
。

作
品
と
し
て
興
趣
尽
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
彼
の
生
涯
の
一
大
転
機
を
な
す
体

験
の
記
録
と
し
て
も
意
味
深
い
。

324059Ȃ6

赤406Ȃ2～3

ゲ

ー

テ

相

良

守

峯
訳

フ

ァ

ウ

ス

ト
全
二
冊

一
部
Ą一
〇
六
七
円

二
部
Ą一
三
二
〇
円

生
の
意
義
を
把
握
す
る
た
め
と
あ
ら
ば
悪
魔
に
魂
を
売
り
わ
た
す
こ
と
も
辞
さ
ぬ

フ
ァ
ウ
ス
ト
に
と
っ
て
自
己
救
済
は
い
か
に
し
て
可
能
だ
っ
た
か
。

ゲ
ー
テ

（
一
七
四
九

―
一
八
三
二

）
は
若
く
し
て
こ
の
大
作
を
書
き
は
じ
め
、
完
成
ま
で
に
ほ
と
ん

ど
全
生
涯
を
費
し
た
。
そ
し
て
脱
稿
の
あ
と
「
私
の
今
後
の
生
活
は
全
く
の
贈
物

の
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
い
っ
て
深
い
悦
び
を
語
っ
た
と
い
う
。

324062Ȃ6◆

ドイツ文学235
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赤409Ȃ1～3

エ
ッ
カ
ー
マ
ン

山

下

肇
訳

ゲ
ー
テ
と
の
対
話
全
三
冊

上
一
一
七
七
円

中
一
〇
五
六
円

下
一
二
一
〇
円

ゲ
ー
テ
を
崇
拝
し
て
や
ま
な
か
っ
た
著
者
は
、
晩
年
の
ゲ
ー
テ
に
深
く
愛
さ
れ
て

そ
の
側
近
く
に
身
を
置
い
た
。
ほ
ぼ
十
年
に
及
ぶ
両
人
の
親
し
い
語
ら
い
は
、
文

学
、
芸
術
は
も
と
よ
り
個
人
生
活
、
諸
外
国
の
文
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ

を
ま
と
め
た
本
書
は
読
者
も
ま
た
ゲ
ー
テ
と
共
に
語
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
愉
し

さ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
を
知
る
た
め
の
必
読
書
。

324091ȂX◆

赤410Ȃ4

シ

ル

レ

ル

佐

藤

通

㗨
訳

ス
ペ
イ
ン
の
太
子

ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス

九
二
四
円

最
盛
期
の
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
を
舞
台
に
太
子
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
を
中
心
と
す
る
恋
愛

悲
劇
で
あ
り
、
ま
た
人
格
に
も
と
づ
く
新
国
家
建
設
の
理
想
を
盛
る
高
遠
な
る
理

念
劇
で
あ
っ
て
、
シ
ラ
ー
は
こ
こ
に
理
想
の
お
も
か
げ
を
捉
え
得
た
建
設
的
詩
人

の
風
貌
を
示
す
。
人
類
愛
の
古
典
劇
と
し
て
ド
イ
ツ
古
典
主
義
を
代
表
す
る
名
作

で
あ
る
。

324104Ȃ5

赤410Ȃ10

シ

ル

レ

ル

佐

藤

通

㗨
訳

改
訳

オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女

八
五
八
円

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を
戯
曲
化
し
た
シ
ラ
ー
の
㑹
作
。
烈
し
い
こ
の
世
の
愛
の
煩

悩
に
う
ち
か
っ
て
も
ろ
び
と
の
愛
情
の
う
ち
に
静
か
に
喜
び
の
天
国
へ
と
急
ぐ
ジ

ャ
ン
ヌ
の
気
高
さ
に
、
過
去
数
世
紀
、
人
々
は
い
か
に
多
く
の
涙
を
流
し
て
き
た

こ
と
か
！

シ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、
い
ま
ま
で
彼
女
を
描
い
た
数
多
い
作
家
の
中

で
、
シ
ラ
ー
ほ
ど
彼
女
に
深
い
想
い
と
気
品
を
託
し
た
も
の
は
な
い
。

329400Ȃ9

赤411Ȃ1

ヘ
ル
デ
ル
リ
ー
ン

渡

辺

格

司
訳

ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン

―
希
臘
の
世
捨
人
―

八
五
八
円

主
人
公
の
青
年
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
は
、
祖
国
ギ
リ
シ
ア
の
独
立
の
た
め
露
土
戦
争

に
加
わ
る
。
激
戦
の
な
か
九
死
に
一
生
を
得
る
が
、
愛
す
る
恋
人
を
病
で
失
い
、

や
が
て
悲
し
み
の
な
か
祖
国
を
離
れ
ド
イ
ツ
へ
と
赴
く
…
…
。
主
人
公
が
友
人
や

恋
人
に
宛
て
た
書
簡
の
形
式
に
よ
っ
て
内
的
経
験
を
物
語
る
、
抒
情
性
と
省
察
に

満
ち
た
哲
学
的
教
養
小
説
。
作
者
（
一
七
七
〇

―
一
八
四
三

）
唯
一
の
長
Ἣ
作
品
。

324111Ȃ8

赤412Ȃ1

ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス

青

山

隆

夫
訳

青

い

花

一
〇
六
七
円

あ
る
夜
、
青
年
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
夢
に
あ
ら
わ
れ
た
青
い
花
。
そ
の
花
弁
の
中
に
愛

ら
し
い
少
女
の
顔
を
か
い
ま
見
た
時
か
ら
、
彼
は
や
み
が
た
い
憧
れ
に
と
ら
え
ら

れ
て
旅
に
出
る
。
そ
れ
は
彼
が
詩
人
と
し
て
の
自
己
に
め
ざ
め
て
ゆ
く
内
面
の
旅

で
も
あ
っ
た
。
無
限
な
る
も
の
へ
の
憧
憬
を
〈
青
い
花
〉
に
託
し
て
描
い
た
ド
イ

ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
（
一
七
七
二

―
一
八
〇
一

）
の
小
説
。

324121Ȃ5
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赤412Ȃ3

ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス

今

泉

文

子
訳

夜
の
讃
歌
・
サ
イ
ス
の
弟
子
た
ち
他
一
Ἣ

六
六
〇
円

夜
と
闇
を
讃
え
る
長
編
詩
『
夜
の
讃
歌
』。
自
然
と
は
何
か
を
問
う
哲
学
的
小
説

『
サ
イ
ス
の
弟
子
た
ち
』（
な
か
で
も
登
場
人
物
の
一
人
が
語
る
挿
話
「
ヒ
ヤ
シ
ン

ス
と
花
薔
㝿
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
」
は
と
り
わ
け
名
高
い
）。
そ
し
て
哲
学
的
断
章
集

『
花
粉
』。『
青
い
花
』
で
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス

（
一
七
七
二

―
一
八
〇
一

）
の
哲
学
と
詩
が
融
合
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。

324123Ȃ3

赤413Ȃ1～5

金

田

鬼

一
訳

完
訳

グ
リ
ム
童
話
集
全
五
冊

一
Ą一
〇
六
七
円

二
Ą一
〇
五
六
円

三
Ą九
四
六
円

四
Ą九
二
四
円

五
Ą八
五
八
円

比
較
言
語
学
・
説
話
学
の
分
野
に
偉
大
な
足
跡
し
る
す
グ
リ
ム
兄
弟
が
、
ド
イ
ツ

各
地
で
口
か
ら
耳
へ
と
伝
え
ら
れ
た
昔
話
の
数
々
を
あ
ま
ね
く
採
録
。
児
童
文
学

の
一
大
宝
庫
で
あ
り
、
民
間
伝
承
研
究
に
不
可
欠
の
文
献
で
あ
る
。
名
訳
を
も
っ

て
知
ら
れ
る
こ
の
金
田
訳
は
、
一
八
五
七
年
刊
の
原
著
決
定
版
か
ら
削
除
さ
れ
た

昔
話
を
も
数
多
く
収
録
す
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
番
号
を
付
記
し
た
。

324131Ȃ2◆

赤414Ȃ1

ホ

フ

マ

ン

神

品

芳

夫
訳

黄

金

の

壺
六
三
八
円

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
異
才
ホ
フ
マ
ン
（
一
七
七
六

―
一
八
二
二

）
自
ら
が
会
心
の
作
と
称

し
た
一
Ἣ
。
緑
が
か
っ
た
黄
金
色
の
小
蛇
ゼ
ル
ペ
ン
テ
ィ
ー
ナ
と
、
純
情
な
大
学

生
ア
ン
ゼ
ル
ム
ス
と
の
不
思
議
な
恋
の
物
語
は
、
読
者
を
夢
幻
と
現
実
の
織
り
な

す
妖
艶
な
詩
の
世
界
へ
と
誘
い
こ
ん
で
ゆ
く
。
芸
術
的
完
成
度
も
高
く
、
作
家
の

思
想
と
表
現
力
の
す
べ
て
は
こ
の
作
品
に
注
ぎ
こ
ま
れ
て
い
る
。

324141ȂX

赤414Ȃ2

池

内

紀
編
訳

ホ
フ
マ
ン
短
Ἣ
集

九
二
四
円

平
穏
な
日
常
の
秩
序
を
ふ
み
は
ず
し
て
我
知
ら
ず
夢
想
の
世
界
へ
ふ
み
こ
ん
で
ゆ

く
主
人
公
た
ち
。
幻
想
作
家
ホ
フ
マ
ン
は
、
現
実
と
非
現
実
を
め
ま
ぐ
る
し
く
交

錯
さ
せ
な
が
ら
、
人
間
精
神
の
暗
部
を
映
し
だ
す
不
気
味
な
鏡
を
読
者
に
つ
き
つ

け
る
。
収
録
作
は
「
ク
レ
ス
ペ
ル
顧
問
官
」「
Ｇ
町
の
ジ
ェ
ズ
イ
ッ
ト
教
会
」「
フ

ァ
ー
ル
ン
の
鉱
山
」「
砂
男
」「
廃
屋
」「
隅
の
窓
」。

324142Ȃ8

赤416Ȃ4

ク
ラ
イ
ス
ト

相

良

守

峯
訳

Ｏ

侯

爵

夫

人
他
六
Ἣ

七
四
八
円

「
ゲ
エ
テ
の
額
か
ら
詩
壇
の
月
桂
冠
を
奪
い
取
る
」
こ
と
を
熱
望
し
た
作
者
は
、

ド
イ
ツ
の
劇
作
家
中
、
そ
の
天
分
に
お
い
て
他
に
並
び
な
い
才
能
を
示
し
て
い
る

が
、
短
Ἣ
小
説
の
方
が
さ
ら
に
純
粋
に
か
つ
独
自
の
詩
才
を
発
揮
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
作
者
は
、
作
品
中
に
自
己
の
感
情
や
観
照
を
差
し
入
れ
ず
、
通
俗

小
説
の
虚
妄
を
許
さ
ず
、
す
み
ず
み
ま
で
詩
的
真
実
で
貫
き
通
し
て
い
る
。

324164Ȃ9
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赤417Ȃ1

シ
ャ
ミ
ッ
ソ
ー

池

内

紀
訳

影
を
な
く
し
た
男

五
七
二
円

「
影
を
ゆ
ず
っ
て
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
」
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
引
き
か
え
の

⾉
幸
運
の
金
袋
⾊
を
受
け
と
る
と
、
影
は
た
ち
ま
ち
地
面
か
ら
ク
ル
ク
ル
と
巻
き

と
ら
れ
て
し
ま
っ
た

。
大
金
持
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
影
が
な
い
ば
っ
か
り

に
世
間
の
冷
た
い
仕
打
ち
に
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
青
年
の
運
命
を
メ
ル
ヘ
ン
タ

ッ
チ
で
描
い
た
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
物
語
。

324171Ȃ1

赤418Ȃ6

ハ

イ

ネ

小

沢

俊

夫
訳

流
刑
の
神
々
・
精
霊
物
語

七
二
六
円

キ
リ
ス
ト
教
が
仮
借
な
い
非
寛
容
性
を
も
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
巻
し
て
い
っ
た

と
き
、
大
陸
古
来
の
民
間
信
仰
は
い
か
な
る
変
容
を
し
い
ら
れ
た
か
。
今
か
ら
一

世
紀
以
上
も
前
、
歴
史
の
暗
部
と
も
よ
ぶ
べ
き
こ
の
テ
ー
マ
に
早
く
も
着
目
し
た

ハ
イ
ネ
は
、
こ
れ
ら
二
Ἣ
の
エ
ッ
セ
ー
で
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
と
古
代
ゲ
ル
マ
ン
の

民
族
神
た
ち
の
「
そ
の
後
」
を
限
り
な
い
共
感
を
こ
め
て
描
い
て
い
る
。

324186ȂX

赤418Ȃ7

ハ

イ

ネ

井



越

㗨
訳

冬

物

語

―
ド
イ
ツ
―

七
二
六
円

な
が
ら
く
パ
リ
に
亡
命
し
て
い
た
ハ
イ
ネ
が
一
八
四
三
年
の
秋
、
故
国
ド
イ
ツ
に

帰
っ
た
時
の
感
慨
を
歌
い
上
げ
た
長
詩
。
詩
人
の
懐
旧
思
慕
の
情
は
堰
を
き
っ
て

流
る
る
が
ご
と
く
、
あ
る
い
は
辛
辣
な
諷
刺
の
中
に
、
あ
る
い
は
天
馬
空
を
行
く

空
想
の
中
に
、
あ
る
い
は
悲
憤
慷
慨
の
中
に
、
読
者
は
作
者
の
や
み
が
た
き
祖
国

愛
の
情
熱
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

324187Ȃ8

赤421Ȃ4

ワ
ー
グ
ナ
ア

北

村

義

男
訳

芸

術

と

革

命
他
四
Ἣ

四
八
四
円

ド
レ
ス
デ
ン
の
革
命
的
反
乱
の
関
係
者
と
し
て
逮
捕
状
を
発
せ
ら
れ
た
ワ
ー
グ
ナ

ー
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
亡
命
し
た
。
し
か
し
生
来
情
熱
的
な
彼
は
依
然
と
し
て
社

会
革
命
の
近
き
を
信
じ
、
自
己
の
芸
術
理
想
の
実
現
を
革
命
に
求
め
て
や
ま
な
か

っ
た
。
本
書
は
、
革
命
と
い
う
抽
象
概
念
に
詩
的
映
像
を
与
え
、
そ
れ
が
個
々
の

人
間
お
よ
び
社
会
群
に
与
え
る
影
響
を
生
き
い
き
と
描
写
し
て
い
る
。

324214Ȃ9

赤422Ȃ6

シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー

宇
多
五
郎
・
高
安
国
世
訳

ブ
リ
ギ
ッ
タ
・
森
の
泉
他
一
Ἣ

七
二
六
円

み
に
く
く
生
ま
れ
、
心
が
㑴
な
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ブ
リ
ギ
ッ
タ
。
そ
ん
な
彼
女

に
美
青
年
ム
ー
ラ
イ
は
心
ひ
か
れ
、
二
人
は
結
婚
す
る
が
…
…
。
愛
の
す
れ
違
い

と
交
わ
り
を
描
い
て
胸
打
つ
「
ブ
リ
ギ
ッ
タ
」。
少
年
少
女
に
そ
そ
が
れ
る
大
人

の
愛
情
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
子
供
た
ち
の
ま
っ
す
ぐ
な
心
を
描
く
「
荒

野
の
村
」「
森
の
泉
」。
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
の
愛
を
め
ぐ
る
物
語
三
Ἣ
。

324226Ȃ1
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赤424Ȃ1

シ
ュ
ト
ル
ム

関

泰

祐
訳

み

ず

う

み
他
四
Ἣ

五
七
二
円

月
の
光
に
浮
び
上
る
少
女
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
の
画
像
。
老
学
究
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
は
い

ま
少
年
の
昔
の
中
に
い
る
。
あ
の
こ
ろ
は
、
二
人
だ
け
で
い
る
と
よ
く
話
が
と
ぎ

れ
、
そ
れ
が
自
分
に
は
苦
し
い
の
で
、
何
と
か
し
て
そ
れ
を
未
然
に
防
ご
う
と
努

め
た
。
こ
う
し
た
若
い
日
の
は
か
な
い
恋
と
そ
の
後
日
の
物
語
「
み
ず
う
み
」
他

北
方
ド
イ
ツ
の
詩
人
の
若
々
し
く
澄
ん
だ
心
象
を
盛
っ
た
短
Ἣ
を
集
め
た
。

324241Ȃ6

赤425Ȃ5

ケ

ラ

ー

草

間

平

作
訳

村
の
ロ
メ
オ
と
ユ
リ
ア

四
六
二
円

ス
イ
ス
の
ゲ
ー
テ
と
称
せ
ら
れ
る
ケ
ラ
ー
（
一
八
一
九

―
九
〇

）
の
代
表
作
。
架
空
の
近

代
国
家
セ
ル
ト
ヴ
ィ
ラ
を
舞
台
に
、
村
の
少
年
少
女
た
ち
の
清
ら
か
な
恋
愛
と
、

世
俗
の
慾
に
か
ら
れ
て
我
執
と
淪
落
の
ぬ
か
る
み
に
あ
が
く
親
達
の
㗡
と
を
対
立

さ
せ
て
描
い
た
悲
劇
的
物
語
。
作
者
の
詩
魂
に
よ
っ
て
ロ
マ
ン
的
精
神
と
自
然
派

的
写
実
が
見
事
に
調
和
統
一
さ
れ
、
芸
術
味
ゆ
た
か
な
一
Ἣ
と
な
っ
て
い
る
。

324255Ȃ6

赤428Ȃ2

ハ
ウ
プ
ト
マ
ン

阿

部

六

郎
訳

沈

鐘
八
五
八
円

ド
イ
ツ
自
然
主
義
の
若
き
闘
将
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
が
本
来
の
詩
魂
を
抑
制
し
が
た

く
、
決
然
と
し
て
旧
套
を
脱
し
、
深
き
象
徴
の
世
界
へ
歩
み
入
っ
た
転
機
の
作

品
。
因
襲
の
谷
と
創
造
の
山
巓
と
の
間
に
引
裂
か
れ
て
流
血
す
る
芸
術
家
の
運
命

を
主
題
と
す
る
こ
の
劇
は
、
ま
た
近
代
人
悲
劇
の
代
表
的
表
現
で
あ
る
。
山
の
魔

精
の
活
躍
す
る
世
界
の
詩
情
の
豊
か
さ
は
比
類
が
な
い
。

324282Ȃ3

赤429Ȃ1

Ｆ
・
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト

岩

淵

達

治
訳

地
霊
・
パ
ン
ド
ラ
の
箱

―
ル
ル
二
部
作
―

九
二
四
円

あ
ら
ゆ
る
男
た
ち
を
魅
惑
し
惹
き
つ
け
破
滅
さ
せ
る
ル
ル
。「
地
霊
」
で
は
夫
に

な
っ
た
三
人
ま
で
も
が
彼
女
に
き
り
き
り
舞
い
し
な
が
ら
死
ん
で
ゆ
く
。
ル
ル
と

は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
。
世
紀
末
の
社
会
の
虚
偽
・
退
廃
を
、
ル
ル
を
通
し
て

描
い
た
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
（
一
八
六
四

―
一
九
一
八

）
の
戯
曲
は
今
も
驚
く
ほ
ど
新
鮮
で
あ

る
。
ル
ル
を
題
材
に
し
て
ア
ル
バ
ン
・
ベ
ル
ク
は
オ
ペ
ラ
を
作
曲
し
た
。

324291Ȃ2

赤429Ȃ2

Ｆ
・
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト

酒

寄

進

一
訳

春

の

め

ざ

め
六
三
八
円

大
人
は
な
ぜ
、
隠
そ
う
と
す
る
ん
だ
？

ド
イ
ツ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
学
ぶ
一
〇

代
半
ば
の
少
年
少
女
は
性
に
め
ざ
め
、
友
達
同
士
の
会
話
は
も
っ
ぱ
ら
そ
の
こ

と
。
し
か
し
、
大
人
は
子
ど
も
の
意
見
を
聞
き
も
せ
ず
一
方
的
に
抑
圧
し
、
や
が

て
事
態
は
悲
劇
へ
と
転
じ
て
い
く
…
…
。
既
成
の
モ
ラ
ル
の
不
条
理
を
つ
い
た
、

劇
作
家
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
（
一
八
六
四

―
一
九
一
八

）
の
出
世
作
。

324292Ȃ6

ドイツ文学239
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赤430Ȃ6

シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー

番
匠
谷
英
一
・
山
本
有
三
訳

花
・
死
人
に
口
な
し
他
七
Ἣ

七
九
二
円

十
九
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
を
体
現
す
る
愛
欲
と
情
緒
の
作
家
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
（
一
八

六
二

―
一
九
三
一

）。
彼
は
、
愛
し
、
悩
み
、
裏
切
ら
れ
、
死
ん
で
い
く
人
間
た
ち
を
᷺

む
こ
と
な
く
描
き
続
け
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
情
調
を
漂
わ
せ
て
人
生
の
儚
さ
を

強
く
印
象
づ
け
た
。
表
題
作
の
他
に
、「
わ
か
れ
」「
ギ
リ
シ
ャ
の
踊
り
子
」「
盲

目
の
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
と
そ
の
兄
」「
情
婦
殺
し
」
な
ど
九
Ἣ
を
収
録
。

324306Ȃ0

赤431Ȃ1

手

塚

富

雄
訳

ゲ

オ

ル

ゲ

詩

集
七
二
六
円

ゲ
オ
ル
ゲ
（
一
八
六
八

―
一
九
三
三

）

リ
ル
ケ
と
と
も
に
こ
の
詩
人
を
お
い
て
、
ド
イ

ツ
の
近
代
詩
は
語
り
え
な
い
。
彼
の
出
発
点
は
芸
術
至
上
主
義
で
あ
っ
た
が
、
の

ち
、
二
〇
世
紀
初
期
の
時
代
苦
を
鍛
え
ぬ
か
れ
た
言
葉
と
形
式
に
よ
っ
て
㗨
々
に

う
た
い
あ
げ
た
。
本
書
に
は
彼
の
最
も
魅
力
的
な
詩
集
「
魂
の
一
年
」
の
中
の
名

詩
を
は
じ
め
、
全
詩
集
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
八
四
Ἣ
を
収
め
る
。

324311Ȃ0

赤432Ȃ2

高

安

国

世
訳

リ

ル

ケ

詩

集
九
二
四
円

リ
ル
ケ
（
一
八
七
五

―
一
九
二
六

）
の
詩
は
、『
新
詩
集
』
の
頃
の
事
物
的
な
彫
刻
の
よ
う

な
詩
か
ら
、
後
期
の
軽
や
か
な
音
楽
の
よ
う
な
詩
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
っ
た
。

本
書
で
は
、
初
期
か
ら
晩
年
に
い
た
る
リ
ル
ケ
の
詩
作
の
歩
み
を
見
渡
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
、『
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
に
寄
せ
る
ソ
ネ
ッ
ト
』
は
全
Ἣ
を
収

録
、
後
期
の
詩
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
詩
に
も
多
く
の
紙
幅
を
割
い
た
。

324322Ȃ0

赤432Ȃ3

リ

ル

ケ

手

塚

富

雄
訳

ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌

七
二
六
円

『
ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌
』
は
、『
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
に
寄
せ
る
ソ
ネ
ッ
ト
』
と
並
ぶ
リ
ル

ケ
（
一
八
七
五

―
一
九
二
六

）
畢
生
の
大
作
で
あ
る
。〈
あ
あ
、
い
か
に
わ
た
し
が
叫
ん
だ

と
て
、
い
か
な
る
天
使
が
／
は
る
か
の
高
み
か
ら
そ
れ
を
聞
こ
う
ぞ
？
〉
と
書
き

始
め
ら
れ
た
調
べ
の
高
い
こ
の
悲
歌
は
、
全
十
Ἣ
の
完
成
に
実
に
十
年
も
の
歳
月

を
要
し
た
。
作
品
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
詳
細
な
Ḽ
解
を
付
す
。

324323Ȃ7

赤433Ȃ1～3

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

望

月

市

恵
訳

ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
家
の
人
び
と
全
三
冊

上
一
〇
一
二
円

中
・
下
各
一
〇
六
七
円

「
あ
る
家
族
の
没
落
」
と
い
う
副
題
が
示
す
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
一
ブ
ル
ジ
ョ
ア

家
庭
の
変
遷
を
四
代
に
わ
た
っ
て
描
く
。
単
純
で
生
へ
の
気
迫
に
満
ち
た
実
業
家

の
家
庭
が
代
を
追
う
に
つ
れ
、
芸
術
的
、
精
神
的
な
も
の
に
支
配
さ
れ
、
人
々
は

繊
細
複
雑
に
な
っ
て
遂
に
は
生
へ
の
意
志
力
を
も
失
っ
て
ゆ
く
。
マ
ン
（
一
八
七
五

―

一
九
五
五

）
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
は
主
に
こ
の
作
品
に
よ
る
と
い
う
。

324331Ȃ5
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赤433Ȃ4

実

吉

捷

郎
訳

ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
短
Ἣ
集

九
九
〇
円

人
間
的
な
苦
悩
を
芸
術
的
情
熱
の
火
で
浄
め
て
ゆ
く
シ
ラ
ー
の
㗡
を
浮
き
彫
り
に

し
た
「
悩
み
の
ひ
と
と
き
」。
精
神
的
に
は
優
れ
た
も
の
を
持
ち
な
が
ら
、
ど
こ

か
生
活
機
能
が
充
分
で
な
い
た
め
、
実
生
活
の
上
で
は
み
じ
め
な
ば
か
お
ど
り
を

し
て
い
る
に
す
ぎ
ぬ
「
道
化
者
」。
そ
の
他
清
新
な
創
造
意
欲
の
息
吹
き
に
み
ち

た
マ
ン
の
初
期
短
Ἣ
か
ら
十
七
Ἣ
を
集
め
た
。

324334ȂX

赤433Ȃ6～7

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

関
泰
祐
・
望
月
市
恵
訳

魔

の

山
全
二
冊

上
一
三
八
六
円

下
一
三
二
〇
円

平
凡
無
垢
な
青
年
ハ
ン
ス
・
カ
ス
ト
ル
プ
は
は
か
ら
ず
も
ス
イ
ス
高
原
の
サ
ナ
ト

リ
ウ
ム
で
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
常
世
界
か
ら
隔
離
さ
れ
、
病
気

と
死
が
支
配
す
る
こ
の
「
魔
の
山
」
で
、
カ
ス
ト
ル
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
精
神

や
思
想
を
体
現
す
る
特
異
な
人
物
た
ち
に
出
会
い
、
精
神
的
成
長
を
遂
げ
て
ゆ

く
。『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
と
並
ん
で
ド
イ
ツ
が
世
界
に
贈
っ
た
人
生
の
書
。

324336Ȃ6◆

赤434Ȃ0

ト
オ
マ
ス
・
マ
ン

実

吉

捷

郎
訳

ト
ニ
オ
・
ク
レ
エ
ゲ
ル

五
七
二
円

「
最
も
多
く
愛
す
る
者
は
、
常
に
敗
者
で
あ
り
、
常
に
悩
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
」

文
学
、
そ
し
て
芸
術
へ
の
限
り
な
い
あ
こ
が
れ
を
抱
く
一
方
で
、
世
間
と
打
ち
解

け
て
い
る
人
び
と
へ
の
羨
望
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
ト
ニ
オ
。
こ
の
作
品

は
マ
ン
（
一
八
七
五

―
一
九
五
五

）
の
若
き
日
の
自
画
像
で
あ
り
、
ほ
ろ
苦
い
味
わ
い
を
湛

え
た
〈
青
春
の
書
〉
で
あ
る
。

（
解
説

濱
川
祥
枝
）
324340Ȃ4

赤434Ȃ1

ト
オ
マ
ス
・
マ
ン

実

吉

捷

郎
訳

ヴ
ェ
ニ
ス
に
死
す

五
七
二
円

旅
先
の
ヴ
ェ
ニ
ス
で
出
会
っ
た
、
ギ
リ
シ
ャ
美
を
象
徴
す
る
よ
う
な
端
麗
無
比
な

㗡
の
美
少
年
。
そ
の
少
年
に
心
奪
わ
れ
た
初
老
の
作
家
ア
ッ
シ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
は
、

美
に
知
性
を
眩
惑
さ
れ
、
遂
に
は
死
へ
と
突
き
進
ん
で
ゆ
く
。
神
話
と
比
喩
に
満

ち
た
悪
夢
の
よ
う
な
世
界
を
冷
徹
な
筆
致
で
構
築
し
、
永
遠
と
神
秘
の
存
在
さ
え

垣
間
見
さ
せ
る
マ
ン
の
㑹
作
。

（
解
説

川
村
二
郎
）
324341Ȃ2

赤435Ȃ2

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ

実

吉

捷

郎
訳

車

輪

の

下
八
五
八
円

誇
り
と
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
首
都
の
神
学
校
に
入
学
し
た
ハ
ン
ス
が
そ
こ
で
見
い
だ

し
た
も
の
は
、
詰
め
こ
み
主
義
の
教
育
と
規
則
ず
く
め
の
寄
宿
舎
生
活
で
あ
り
、

多
感
で
反
抗
的
な
友
人
の
放
校
で
あ
っ
た
。
疲
れ
果
て
て
父
の
家
に
戻
っ
た
彼
は

機
械
工
と
し
て
再
び
人
生
を
始
め
よ
う
と
す
る
が
…
…
。
重
い
「
車
輪
の
下
」
に

あ
え
な
く
傷
つ
く
少
年
の
魂
を
描
く
ヘ
ッ
セ
の
永
遠
の
青
春
小
説
。

324352Ȃ8◆
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赤435Ȃ3

ヘ

ッ

セ

関

泰

祐
訳

青
春
は
う
る
わ
し
他
三
Ἣ

六
六
〇
円

表
題
作
の
ほ
か
に
「
秋
の
徒
歩
旅
行
」「
少
年
時
代
か
ら
」「
ラ
テ
ン
語
学
校
生
」

の
三
Ἣ
を
お
さ
め
る
。
こ
れ
ら
は
地
理
的
に
も
心
の
上
で
も
若
き
ヘ
ッ
セ
（
一
八
七
七

―
一
九
六
二

）
の
「
ふ
る
さ
と
も
の
」
と
も
い
う
べ
き
作
品
で
あ
り
、
郷
土
に
た
い
す

る
深
い
愛
と
そ
の
片
隅
に
生
き
る
細
や
か
な
魂
た
ち
の
あ
こ
が
れ
や
悩
み
や
悦
び

が
清
澄
な
リ
リ
シ
ズ
ム
で
描
き
だ
さ
れ
て
い
る
。

324353Ȃ6

赤435Ȃ4

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ

相

良

守

峯
訳

漂

泊

の

魂

―
ク
ヌ
ル
プ
―

五
〇
六
円

珠
玉
の
よ
う
な
と
い
う
言
葉
は
ま
さ
に
こ
の
小
説
の
た
め
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

初
恋
に
破
れ
て
生
涯
を
漂
泊
の
旅
に
さ
す
ら
い
、
い
ま
ク
ヌ
ル
プ
は
病
み
衰
え
た

身
を
故
郷
へ
運
ん
で
き
た
。
孤
独
の
自
由
を
守
り
、
つ
い
に
白
雪
の
野
に
倒
れ
な

が
ら
も
神
と
の
問
答
を
重
ね
る
ク
ヌ
ル
プ
に
、
や
が
て
運
命
と
の
大
い
な
る
和
解

の
時
が
訪
れ
る
。
詩
人
ヘ
ッ
セ
の
孤
高
な
魂
の
結
晶
。

324354Ȃ4

赤435Ȃ5

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ

実

吉

捷

郎
訳

デ

ミ

ア

ン
八
五
八
円

デ
ミ
ア
ン
は
、
夢
想
的
で
あ
り
な
が
ら
現
実
的
な
意
志
を
持
ち
、
輝
く
星
の
よ
う

な
霊
気
と
生
気
を
秘
め
る
Ṗ
め
い
た
青
年
像
で
あ
る
。「
人
間
の
使
命
は
お
の
れ

に
も
ど
る
こ
と
だ
」
と
い
う
命
題
を
展
開
し
た
こ
の
小
説
は
、
第
一
㗨
大
戦
直
後

の
精
神
の
危
機
を
脱
し
た
作
者
が
、
世
界
と
お
の
れ
自
身
と
の
転
換
期
に
う
ち
た

て
た
み
ご
と
な
記
念
碑
と
い
う
べ
き
名
作
。

324355Ȃ2

赤435Ȃ6

ヘ

ッ

セ

手

塚

富

雄
訳

シ

ッ

ダ

ル

タ
七
二
六
円

シ
ッ
ダ
ル
タ
は
学
問
と
修
行
を
積
み
、
聖
賢
に
な
る
道
を
順
調
に
歩
ん
で
い
た
。

だ
が
、
そ
の
心
は
一
時
と
し
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
や
が
て
俗
界
に

く
だ
っ
た
シ
ッ
ダ
ル
タ
だ
っ
た
が
…
…
。
深
い
イ
ン
ド
研
究
と
詩
的
直
観
と
が
融

合
し
て
生
み
出
さ
れ
た
〈
東
洋
の
心
〉
の
結
晶
と
も
言
う
べ
き
人
生
探
求
の
物

語
。
原
文
の
格
調
高
い
調
べ
を
見
事
な
日
本
語
に
移
し
た
達
意
の
訳
。

324356Ȃ5

赤436Ȃ2

カ

ロ

ッ

サ

高

橋

健

二
訳

ル
ー
マ
ニ
ア
日
記

五
七
二
円

第
一
㗨
大
戦
に
従
軍
し
た
カ
ロ
ッ
サ
の
軍
医
と
し
て
の
体
験
記
録
。
陰
惨
な
冬
の

ル
ー
マ
ニ
ア
戦
線
に
生
死
の
間
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
い
つ
も
柔
軟
で
素
直
な
心

を
失
わ
な
か
っ
た
詩
人

敵
兵
を
見
つ
け
て
も
、
砲
兵
隊
の
観
測
将
校
に
教
え

る
べ
き
か
否
か
に
悩
ん
で
つ
い
に
黙
っ
て
い
た
彼
で
あ
り
、
砲
煙
弾
雨
の
血
な
ま

ぐ
さ
い
᷿
に
、
自
然
と
人
生
の
意
味
を
静
か
に
見
つ
め
て
い
た
彼
で
あ
る
。

324362Ȃ5
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赤436Ȃ5

カ

ロ

ッ

サ

斎

藤

栄

治
訳

幼

年

時

代
六
六
〇
円

人
生
の
波
に
の
ま
れ
、
世
俗
に
な
ず
み
、
自
分
自
身
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
と

き
、
人
は
再
び
自
分
の
存
在
の
序
章
を
振
り
返
る
。
あ
ら
ゆ
る
㒒
間
を
全
的
に
生

き
、
無
上
の
信
頼
を
も
っ
て
生
に
直
面
し
た
幼
年
時
代
を
。
カ
ロ
ッ
サ
（
一
八
七
八

―

一
九
五
六

）
は
、
自
分
の
過
去
の
経
験
を
た
ど
り
、
そ
の
意
味
を
繰
り
返
し
問
い
直
し

な
が
ら
、
᷺
む
こ
と
な
く
自
伝
的
作
品
を
書
き
続
け
た
。

324365Ȃ7

赤436Ȃ6

カ

ロ

ッ

サ

国

松

孝

二
訳

指

導

と

信

従
七
二
六
円

自
分
を
導
き
、
共
に
歩
ん
で
く
れ
た
人
々
に
対
す
る
感
謝
と
追
憶
の
書
。
幼
年
時

代
か
ら
第
一
㗨
大
戦
の
末
期
に
か
け
て
体
験
し
た
様
々
な
出
来
事
や
忘
れ
え
ぬ
人

々
と
の
交
わ
り
を
描
く
。
カ
ロ
ッ
サ
の
詩
人
・
作
家
と
し
て
の
歩
み
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
先
達
や
仲
間
た
ち
、
中
で
も
リ
ル
ケ
と
の
出
会
い
を
述
べ
た
く
だ

り
は
本
書
の
白
眉
で
あ
り
、
鮮
や
か
な
印
象
を
残
す
に
違
い
な
い
。

324366Ȃ4

赤437Ȃ4

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ワ
イ
ク

高
橋
禎
二
・
秋
山
英
夫
訳

ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ー
シ
ェ

―
あ
る
政
治
的
人
間
の
肖
像
―一

一
二
二
円

「
サ
ン
＝
ク
ル
ー
の
風
見
」。
フ
ー
シ
ェ
に
つ
け
ら
れ
た
仇
名
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス

革
命
期
に
は
も
っ
と
も
徹
底
し
た
教
会
破
壊
者
に
し
て
急
進
的
共
産
主
義
者
。
王

制
復
古
に
際
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
こ
と
の
き
わ
め
て
篤
い
反
動
的
な
警

務
大
臣
。
フ
ー
シ
ェ
は
、
そ
の
辣
腕
を
ふ
る
っ
て
、
裏
切
り
、
変
節
を
重
ね
、
陰

謀
を
め
ぐ
ら
し
、
こ
の
大
変
動
期
を
た
く
み
に
泳
ぎ
き
る
。

324374Ȃ9

赤438Ȃ1

カ

フ

カ

山
下
肇
・
山
下
萬
里
訳

変
身
・
断
食
芸
人

五
七
二
円

あ
る
朝
目
覚
め
て
み
る
と
、
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
ザ
ム
ザ
は
一
匹
の
ば
か
で
か
い
毒
虫

と
化
し
て
い
た
。
確
た
る
理
由
も
な
く
、
と
つ
ぜ
ん
一
人
の
青
年
に
悪
夢
の
よ
う

な
〈
現
実
〉
が
襲
い
か
か
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
グ
レ
ゴ
ー
ル
へ
の
家
族
の
態
度
に

も
変
化
の
き
ざ
し
が
現
わ
れ
は
じ
め
…
…
。
カ
フ
カ
（
一
八
八
三

―
一
九
二
四

）
は
そ
の
過

程
を
即
物
的
に
た
ん
た
ん
と
描
き
切
っ
た
。
現
代
の
寓
話
二
Ἣ
。

324381Ȃ1◆

赤438Ȃ2

カ

フ

カ

⁋

䉐
訳

審

判

一
〇
六
七
円

Ｋ
に
つ
い
て
は
ご
く
平
凡
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
か
説
明
の
し
よ
う
が
な
い
。
な

ぜ
裁
判
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
何
の
裁
判
か
も
彼
に
は
全
く
訳

が
分
ら
な
い
。
そ
し
て
㗨
第
に
、
彼
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
窮
地
に
追
い
込
ま
れ

…
…
。
全
編
を
覆
う
得
体
の
知
れ
な
い
不
安
。
カ
フ
カ
は
こ
の
作
品
に
よ
っ
て
現

代
人
の
孤
独
と
不
安
と
絶
望
の
形
而
上
学
を
提
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

324382ȂX
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赤438Ȃ3

池

内

紀
編
訳

カ

フ

カ

短

Ἣ

集
八
五
八
円

実
存
主
義
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
精
神
分
析
、

。
カ
フ
カ
は
様
々
な
視
点
か
ら
論
じ

ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
意
味
を
求
め
て
解
釈
を
急
ぐ
前
に
作
品
そ
の
も
の
に
目
を

戻
し
て
み
よ
う
。
難
解
と
さ
れ
る
カ
フ
カ
の
文
学
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
た
ぐ
い
稀

な
想
像
力
が
生
ん
だ
読
ん
で
楽
し
い
「
現
代
の
お
伽
噺
」
な
の
だ
。
語
り
の
面
白

さ
を
十
二
分
に
引
き
だ
し
た
訳
文
で
お
く
る
短
Ἣ
集
。
二
十
Ἣ
を
収
録
。

324383Ȃ8◆

赤438Ȃ4

池

内

紀
編
訳

カ

フ

カ

寓

話

集
七
九
二
円

迷
路
の
よ
う
な
巣
穴
を
掘
り
つ
づ
け
、
な
お
不
安
に
苛
ま
れ
る
大
モ
グ
ラ
。
学
会

へ
や
っ
て
き
て
、
自
分
の
来
し
方
を
報
告
す
る
猿

。
死
の
直
前
の
作
「
歌
姫

ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
」
ま
で
、
カ
フ
カ
（
一
八
八
三

―
一
九
二
四

）
は
憑
か
れ
た
よ
う
に
奇
妙
な

動
物
た
ち
の
話
を
書
き
つ
づ
け
た
。
多
か
れ
少
な
か
れ
、
作
者
に
と
っ
て
の
分
身

の
役
割
を
担
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
、
哀
し
く
愛
し
い
か
れ
ら
。

324384Ȃ6◆

赤439Ȃ1

ブ

レ

ヒ

ト

岩

淵

達

治
訳

三

文

オ

ペ

ラ
八
五
八
円

俗
臭
ふ
ん
ぷ
ん
た
る
登
場
人
物
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
一
大
茶
番
劇
。
悪
党
が
恩
赦

に
よ
っ
て
処
刑
寸
前
で
唐
突
に
救
わ
れ
る
と
い
う
皮
肉
た
っ
ぷ
り
の
結
末
は
、
い

か
に
も
ブ
レ
ヒ
ト
（
一
八
九
八

―
一
九
五
六

）
ら
し
い
。
劇
中
に
挿
入
さ
れ
た
多
数
の
ソ
ン

グ
が
、
ク
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ
ル
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
、
そ
の
魅
力
と
相
ま
っ
て
ブ
レ

ヒ
ト
の
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
作
品
と
な
っ
た
。

324391Ȃ9

赤445Ȃ1

ヘ

ー

ベ

ル

木

下

康

光
編
訳

ド
イ
ツ
炉
辺
ば
な
し
集

―
カ
レ
ン
ダ
ー
ゲ
シ
ヒ
テ
ン
―

七
九
二
円

庶
民
が
使
う
暦
に
載
せ
ら
れ
た
面
白
く
て
た
め
に
な
る
短
い
お
話

カ
レ
ン
ダ

ー
ゲ
シ
ヒ
テ
ン
（
暦
話
）
と
よ
ば
れ
る
こ
の
よ
う
な
読
み
物
の
中
で
も
ヘ
ー
ベ
ル

（
一
七
六
〇

―
一
八
二
六

）
の
手
に
な
る
そ
れ
は
と
り
わ
け
広
く
ド
イ
ツ
の
人
々
に
愛
さ
れ

て
き
た
。
笑
話
・
逸
話
・
人
情
話
・
と
ん
ち
話
等
々
、
深
い
人
間
性
と
ユ
ー
モ
ア

に
あ
ふ
れ
た
彼
の
小
話
か
ら
珠
玉
の
五
十
八
Ἣ
を
集
め
る
。

324451Ȃ6

赤449Ȃ1

ル
ウ
ド
ヰ
ヒ
・
ト
オ
マ

実

吉

捷

郎
訳

悪

童

物

語
四
六
二
円

ト
ー
マ
（
一
八
七
八

―
一
九
二
一

）
の
代
表
作
。
こ
こ
に
ᷓ
れ
て
い
る
健
康
な
、
㞖
し
い
、

し
か
も
辛
辣
な
ユ
ー
モ
ア
は
、
必
ず
あ
な
た
を
満
足
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
主
人
公
の

悪
童
ぶ
り
は
、
あ
な
た
を
心
か
ら
笑
わ
せ
る
と
同
時
に
、
一
種
の
鋭
い
諷
刺
を
感

じ
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
南
ド
イ
ツ
の
、
暖
か
く
誠
実
な
人
間
愛
の
作

家
の
名
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
親
し
い
忘
れ
難
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
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赤454Ȃ1

池

内

紀
編
訳

ウ
ィ
ー
ン
世
紀
末
文
学
選

一
〇
一
二
円

学
問
・
芸
術
が
絢
爛
た
る
花
々
を
咲
か
せ
た
「
精
神
の
世
界
都
市
」
ウ
ィ
ー
ン
。

文
学
界
に
は
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
や
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
な
ど
、
い
ず
れ
も
一
筋
縄

で
は
行
か
ぬ
文
人
が
輩
出
し
才
を
競
い
あ
っ
た
。
夢
や
無
意
識
を
描
い
た
短
Ἣ
か

ら
、
市
民
社
会
の
欺
瞞
を
暴
く
辛
辣
皮
肉
な
風
刺
作
品
、
風
俗
小
説
、
パ
ロ
デ

ィ
、
Ｓ
Ｆ
ま
で
、
そ
の
多
彩
な
世
界
を
一
望
す
る
待
望
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。

324541Ȃ5

赤455Ȃ1

阿

部

謹

也
訳

テ
ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
の

愉
快
な
い
た
ず
ら

一
一
七
七
円

主
人
公
テ
ィ
ル
が
放
浪
者
・
道
化
師
あ
る
い
は
も
ぐ
り
の
職
人
と
な
っ
て
教
皇
・

国
王
か
ら
親
方
連
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
の
者
た
ち
を
欺
き
か
ら
か
い
、
そ
の
愚

か
さ
を
暴
い
て
哄
笑
を
ま
き
お
こ
す
。
五
百
年
余
も
読
み
つ
が
れ
て
き
た
こ
の
作

品
は
い
ま
も
諷
刺
の
力
を
失
っ
て
い
な
い
。
中
世
ド
イ
ツ
語
原
典
の
翻
訳
に
気
鋭

の
社
会
史
家
な
ら
で
は
の
詳
注
と
解
説
を
加
え
た
。
図
版
多
数
。

324551Ȃ2

赤457Ȃ1

ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル

檜

山

哲

彦
訳

チ
ャ
ン
ド
ス
ᷭ
の
手
紙
他
十
Ἣ

九
二
四
円

何
ご
と
か
を
語
ろ
う
に
も
「
言
葉
が
腐
れ
茸
の
よ
う
に
口
の
中
で
崩
れ
て
し
ま

う
」
思
い
に
、
チ
ャ
ン
ド
ス
ᷭ
は
詩
文
の
筆
を
放
棄
す
る
。

言
葉
と
物
と
が

乖
離
し
た
現
代
的
状
況
を
い
ち
早
く
と
ら
え
た
「
チ
ャ
ン
ド
ス
ᷭ
の
手
紙
」
こ
そ

は
、
新
し
い
表
現
を
求
め
て
苦
悩
す
る
二
○
世
紀
文
学
の
原
点
で
あ
る
。
ホ
フ
マ

ン
ス
タ
ー
ル
（
一
八
七
四

―
一
九
二
九

）
の
文
学
の
核
心
を
な
す
散
文
作
品
を
精
選
。

324571Ȃ7

赤457Ȃ2

川

村

二

郎
訳

ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
詩
集

七
二
六
円

ウ
ィ
ー
ン
生
ま
れ
の
詩
人
・
劇
作
家
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
（
一
八
七
四

―
一
九
二
九

）
は
、

早
熟
の
神
童
と
し
て
十
代
か
ら
二
十
代
に
か
け
て
詩
を
作
っ
た
が
、
若
く
し
て
詩

作
を
放
棄
し
て
本
格
的
に
劇
作
に
向
か
っ
た
。
西
欧
の
詩
的
伝
統
を
踏
ま
え
た
そ

の
詩
は
、
温
柔
で
あ
り
幽
艶
で
あ
り
典
雅
で
あ
る
。
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
〈
幻

視
的
世
界
認
識
〉
は
、
常
に
大
い
な
る
連
関
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
た
。

324572Ȃ9

赤459Ȃ2～3

ボ
ン
ゼ
ル
ス

実

吉

捷

郎
訳

イ

ン

ド

紀

行
全
二
冊

上
六
一
六
円

下
五
五
〇
円

旅
行
好
き
の
著
者
が
若
い
頃
旅
し
た
イ
ン
ド
の
地
を
ふ
り
か
え
る
。
太
陽
と
生
命

の
横
ᷓ
す
る
イ
ン
ド
と
い
う
特
異
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
魂
の
、
詩
人
的
な
冥
想

的
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
現
地
の
人
び
と
や
動
物
た
ち
へ
の
、
尊
敬
と
愛
情
の

こ
も
っ
た
語
り
口
が
す
が
す
が
し
い
。
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
酷
薄
な
支
配

に
も
鋭
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
。

324592ȂX

ドイツ文学245
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赤460Ȃ1

生
野
幸
吉
・
檜
山
哲
彦
編

ド

イ

ツ

名

詩

選

一
〇
六
七
円

ゲ
ー
テ
、
ハ
イ
ネ
、
リ
ル
ケ
を
は
じ
め
日
本
人
に
早
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
詩

人
は
も
ち
ろ
ん
、
ブ
レ
ヒ
ト
、
ツ
ェ
ラ
ン
、
エ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
な
ど
の
現

代
詩
人
ま
で
、
ド
イ
ツ
語
の
詩
の
森
か
ら
三
十
八
詩
人
八
十
二
Ἣ
を
精
選
。
原
詩

テ
ク
ス
ト
に
練
り
上
げ
ら
れ
た
日
本
語
訳
詩
を
対
照
し
て
掲
げ
、
脚
注
を
付
し

た
。
ド
イ
ツ
詩
の
魅
力
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
さ
せ
て
く
れ
る
待
望
の
一
冊
。

324601Ȃ2

赤462Ȃ2

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ロ
ー
ト

池

内

紀
訳

聖
な
る
酔
っ
ぱ
ら
い
の
伝
説
他
四
Ἣ

品
切

あ
る
春
の
宵
、
セ
ー
ヌ
の
橋
の
下
で
、
見
知
ら
ぬ
紳
士
が
飲
ん
だ
く
れ
の
宿
な
し

に
二
百
フ
ラ
ン
を
恵
む

人
生
の
喪
失
は
、
か
く
も
軽
や
か
に
美
し
く
語
ら
れ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
辺
境
に
生
ま
れ
、
パ
リ
に
客
死
し
た
放
浪
の
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
ロ

ー
ト
（
一
八
九
四

―
一
九
三
九

）
が
遺
し
た
、
と
っ
て
お
き
の
大
人
の
寓
話
。
他
に
、
ナ
チ

ス
台
頭
前
夜
を
リ
ア
ル
に
描
い
た
「
蜘
蛛
の
巣
」
な
ど
四
Ἣ
を
収
録
。

324622Ȃ1◆

赤462Ȃ3～4

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ロ
ー
ト

平

田

達

治
訳

ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲
全
二
冊

上
八
五
八
円

下
九
九
〇
円

絢
爛
の
ウ
ィ
ー
ン
、
㞳
廃
の
国
境
地
帯
、
そ
し
て
混
乱
の
東
部
戦
線

「
ソ
ル

フ
ェ
リ
ー
ノ
の
英
雄
」
一
族
三
代
の
運
命
を
通
し
て
描
か
れ
る
、
多
民
族
国
家
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
落
日
。
ナ
チ
ス
の
猛
威
迫
る
一
九
三
二
年
の
ベ
ル
リ
ン
、
放

浪
の
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
ロ
ー
ト
（
一
八
九
四

―
一
九
三
九

）
が
書
き
上
げ
た
、
緻
密
な
歴
史
叙

述
、
鋭
い
批
判
眼
、
深
い
情
感
を
あ
わ
せ
持
つ
畢
生
の
大
作
。

324623Ȃ8

赤463Ȃ1

ベ
ン
ヤ
ミ
ン

野

村

修
編
訳

暴

力

批

判

論
他
十
Ἣ

―
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
仕
事
１
―

九
二
四
円

二
○
世
紀
の
最
も
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
思
想
家
、
抜
群
の
感
受
性
と
批
評
精
神
を
あ

わ
せ
も
つ
文
学
者
、
繊
細
な
き
ら
め
き
に
満
ち
た
散
文
の
書
き
手
…
…
い
ま
最
も

注
目
を
あ
つ
め
る
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
（
一
八
九
二

―
一
九
四
〇

）
の
多
岐
に
わ
た

る
仕
事
の
な
か
か
ら
「
翻
訳
者
の
課
題
」「
認
識
批
判
的
序
説
」「
一
方
通
交
路
」

「
ベ
ル
リ
ン
の
幼
年
時
代
」
な
ど
、
亡
命
以
前
の
主
要
な
諸
Ἣ
を
収
め
る
。

324631Ȃ4

赤463Ȃ2

ベ
ン
ヤ
ミ
ン

野

村

修
編
訳

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
他
五
Ἣ

―
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
仕
事
２
―一

〇
一
二
円

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
を
読
む
こ
と
は
⾉
い
ま
⾊
を
読
む
こ
と
だ

パ
リ
に
移
っ
た
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
は
、
危
機
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
ク
リ
ー
テ
ィ
シ
ュ
な
㗡
勢
を
つ
ら
ぬ
き
、

も
つ
れ
あ
っ
た
糸
を
た
ぐ
っ
て
未
来
へ
の
夢
を
紡
ぎ
つ
づ
け
る
。
大
衆
化
時
代
の

芸
術
を
考
え
る
上
で
必
読
の
「
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
作
品
」
を
は
じ
め
、
生
涯

の
思
考
の
結
晶
と
も
い
う
べ
き
「
歴
史
の
概
念
に
つ
い
て
」
に
至
る
六
Ἣ
。

324632Ȃ2

ドイツ文学 246
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赤463Ȃ3～7

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

今
村
仁
司
・
三
島
憲
一
・
大
貫
敦
子
・
高
橋
順
一
・
塚
原
史
・
細
見
和
之
・

村
岡
晋
一
・
山
本
尤
・
横
張
誠
・
與
謝
野
文
子
・
吉
村
和
明
訳

パ
サ
ー
ジ
ュ
論
全
五
冊

一
・
二
・
三
Ą各
一
三
二
〇
円

四
・
五
Ą各
一
一
七
七
円

パ
リ
に
ナ
チ
ス
が
迫
る
間
際
ま
で
書
き
綴
ら
れ
た
膨
大
な
メ
モ
群
は
バ
タ
イ
ユ
ら

に
託
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
生
き
残
っ
た
。
一
九
世
紀
パ
リ
に
現
れ
た
パ
サ
ー
ジ
ュ

を
は
じ
め
と
す
る
物
質
文
化
に
目
を
凝
ら
し
、
人
間
の
欲
望
や
夢
、
ユ
ー
ト
ピ
ア

へ
の
可
能
性
を
考
察
し
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
畢
生
の
労
作
。
近
現
代
社
会
分
析
の
た

め
の
基
本
文
献
。

324633Ȃ7

赤466Ȃ1

ヤ

ー

コ

ブ

相

良

守

峯
訳

ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
と
日
本
人

五
七
二
円

こ
の
小
説
は
西
洋
の
芸
術
家
が
、
東
洋
精
神
へ
の
目
ざ
め
と
傾
倒
と
の
過
程
を
描

い
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
時
代
に
ベ
ル
リ
ン
の
あ
る
音
楽
家
夫
妻
が
窮
乏
の

た
め
に
日
本
の
ナ
カ
ム
ラ
な
る
教
授
に
間
貸
し
を
す
る
こ
と
か
ら
端
を
発
し
、
や

が
て
日
本
人
へ
の
理
解
、
象
徴
的
神
秘
的
な
東
洋
芸
術
や
仏
教
思
想
へ
の
憧
憬
に

進
ん
で
ゆ
く
。

（
解
説

成
瀬
無
極
）
324661Ȃ6

赤469Ȃ1

ビ
ュ
ー
ヒ
ナ
ー

岩

淵

達

治
訳

ヴ
ォ
イ
ツ
ェ
ク

ダ
ン
ト
ン
の
死

レ
ン
ツ

一
〇
六
七
円

ド
イ
ツ
の
自
然
科
学
者
・
劇
作
家
ビ
ュ
ー
ヒ
ナ
ー
（
一
八
一
三

―
一
八
三
七

）
は
、
二
三
歳

と
四
カ
月
の
短
い
生
涯
を
彗
星
の
ご
と
く
駆
け
抜
け
た
。
残
さ
れ
た
作
品
は
わ
ず

か
だ
が
、
い
ず
れ
も
ず
ば
抜
け
た
先
駆
性
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
一
切
の
規
定
を

拒
む
〈
規
格
外
〉
の
作
品
は
、
不
死
鳥
の
よ
う
に
永
遠
の
若
さ
を
保
ち
、
新
た
な

輝
き
を
放
ち
続
け
る
だ
ろ
う
。
戯
曲
二
Ἣ
と
短
Ἣ
小
説
一
Ἣ
を
収
録
。

324691Ȃ8

赤471Ȃ1

エ
ー
リ
ヒ
・
ケ
ス
ト
ナ
ー

小

松

太

郎
訳

人

生

処

方

詩

集
八
五
八
円

『
ふ
た
り
の
ロ
ッ
テ
』
や
『
飛
ぶ
教
室
』
で
お
な
じ
み
の
作
家
ケ
ス
ト
ナ
ー
（
一
八
九

九

―
一
九
七
四

）
に
よ
る
大
人
の
た
め
の
詩
集
。
現
代
人
の
ゆ
う
う
つ
を
ユ
ー
モ
ア
を

ま
じ
え
た
新
鮮
な
感
覚
と
ウ
イ
ッ
ト
で
表
現
。
即
物
的
で
あ
り
な
が
ら
抒
情
的
、

悲
し
さ
と
笑
い
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
〈
読
む
ク
ス
リ
〉。
は
か
ら
ず
も
人
生
の

苦
さ
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
す
べ
て
の
人
た
ち
に
！

（
解
説

富
士
川
英
郎
）
324711Ȃ2

赤473Ȃ1～2

ア
ン
ナ
・
ゼ
ー
ガ
ー
ス

山
下
肇
・
新
村
浩
訳

第
七
の
十
字
架
全
二
冊

上
一
〇
一
二
円

下
一
一
七
七
円

ナ
チ
の
強
制
収
容
所
か
ら
七
人
の
囚
人
が
脱
走
。
所
内
の
七
本
の
木
に
全
員
を
磔

に
す
べ
く
捜
索
が
開
始
さ
れ
た
。
年
齢
も
経
歴
も
様
々
な
囚
人
た
ち
は
生
き
延
び

ら
れ
る
の
か
？

第
二
㗨
大
戦
中
ド
イ
ツ
か
ら
亡
命
し
た
著
者
（
一
九
〇
〇

―
八
三

）

は
、
市
民
社
会
に
ナ
チ
ス
が
入
り
込
む
時
代
を
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
物
語
と

し
て
描
い
た
。
ド
イ
ツ
抵
抗
文
学
の
代
表
的
作
品
。

（
解
説

保
坂
一
夫
）
324731Ȃ0

ドイツ文学247
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赤502Ȃ1

渡

辺

一

夫
訳

ラ
ブ
レ
ー

第
一
之
書

ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ワ
物
語品

切

フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
を
代
表
す
る
大
作
家
ラ
ブ
レ
ー
の
長
Ἣ
「
ガ
ル
ガ
ン
チ

ュ
ワ
と
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
物
語
」
の
第
一
冊
。
桁
は
ず
れ
に
巨
大
な
王
ガ
ル
ガ

ン
チ
ュ
ワ
の
奔
放
自
在
な
生
涯
と
武
勲
を
豪
快
に
物
語
り
な
が
ら
、
中
世
末
期
社

会
の
権
威
と
秩
序
を
陽
気
に
笑
い
と
ば
す
規
模
雄
大
な
作
品
。

（
全
五
冊
。
第
二
之
書
以
下
は
「
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
物
語
」。）
325021Ȃ4◆

赤502Ȃ2

渡

辺

一

夫
訳

ラ
ブ
レ
ー

第
二
之
書

パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
物
語品

切

第
一
之
書
の
主
人
公
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ワ
王
は
、
そ
の
齢
五
百
二
十
四
歳
に
達
し
た

時
王
子
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
を
Ṷ
け
た
。
王
子
は
ま
だ
揺
籃
に
あ
り
な
が
ら
食
事

の
度
に
四
千
六
百
頭
の
牝
牛
の
乳
を
飲
む
ば
か
り
か
牝
牛
そ
の
も
の
さ
え
引
き
裂

い
て
食
べ
て
し
ま
う
始
末
…
…
。
こ
の
恐
る
べ
き
王
子
の
成
長
と
と
も
に
物
語
は

行
方
も
知
ら
ぬ
大
河
の
ご
と
く
果
て
し
も
な
く
展
開
し
て
ゆ
く
。

325022Ȃ2◆

赤502Ȃ3

渡

辺

一

夫
訳

ラ
ブ
レ
ー

第
三
之
書

パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
物
語

一
三
八
六
円

「
第
三
之
書
」
発
表
ま
で
に
は
十
余
年
の
歳
月
が
経
過
し
、
ラ
ブ
レ
ー
を
取
り
巻

く
社
会
情
勢
は
更
に
厳
し
く
か
つ
複
雑
化
し
た
。
本
書
で
は
家
臣
パ
ニ
ュ
ル
ジ
ュ

の
結
婚
是
非
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
と
い
う
筋
立
て
で
ラ
ブ
レ
ー

流
の
女
性
論
議
が
開
陳
さ
れ
る
。
前
二
作
の
巨
人
物
語
風
は
影
を
ひ
そ
め
、
陰
影

に
富
ん
だ
含
蓄
深
い
文
章
に
ラ
ブ
レ
ー
の
精
神
が
こ
め
ら
れ
る
。

325023Ȃ0◆

赤502Ȃ4

渡

辺

一

夫
訳

ラ
ブ
レ
ー

第
四
之
書

パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
物
語

一
三
八
六
円

パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
一
行
は
大
航
海
の
旅
へ
と
出
発
す
る
。
世
に
も
奇
怪
な
、
幻

想
に
満
ち
た
島
々
を
め
ぐ
っ
て
出
く
わ
す
人
々
や
事
件
の
な
か
に
人
間
性
圧
迫
者

た
ち
へ
の
諷
刺
や
批
判
が
ま
す
ま
す
多
彩
に
語
ら
れ
る
。
宗
教
改
革
を
め
ぐ
る
争

い
が
激
化
し
、
不
寛
容
と
思
想
弾
圧
の
荒
れ
狂
う
社
会
を
背
景
に
書
か
れ
た
こ
の

第
四
之
書
に
は
さ
ら
に
進
ん
だ
深
い
味
わ
い
と
意
味
が
あ
る
。

325024Ȃ9◆

赤502Ȃ5

渡

辺

一

夫
訳

ラ
ブ
レ
ー

第
五
之
書

パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
物
語

一
三
二
〇
円

ラ
ブ
レ
ー
の
壮
大
な
世
界
も
遂
に
本
書
で
終
幕
を
迎
え
る
。
前
書
に
引
き
続
く
島

々
め
ぐ
り
の
漂
流
㞍
で
主
従
一
行
は
枢
機
鳥
、
司
教
鳥
、
教
皇
鳥
な
ど
の
住
む
鐘

鳴
島
、
樹
木
に
鎌
や
刀
剣
が
実
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
鉄
器
具
島
、
ᷕ
痴
奇
島
な

ど
を
㗨
々
と
遍
歴
し
て
ゆ
く
。
苦
心
の
訳
文
に
周
到
綿
密
な
訳
注
・
解
説
が
付
さ

れ
た
本
書
は
、
決
定
訳
で
あ
り
比
類
の
な
い
研
究
書
で
も
あ
る
。

325025Ȃ7◆

フランス文学 248
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赤505Ȃ1

渡

辺

一

夫
訳

ピ
エ
ー
ル
・
パ
ト
ラ
ン
先
生

六
三
八
円

フ
ラ
ン
ス
中
世
の
喜
劇
的
作
品
の
中
で
も
っ
と
も
有
名
な
笑
劇
。
自
分
の
羊
を
盗

ん
だ
羊
飼
い
を
告
訴
し
た
羅
紗
屋
は
、
相
手
方
の
弁
護
士
が
以
前
自
分
の
布
地
の

代
金
を
持
ち
逃
げ
し
た
パ
ト
ラ
ン
で
あ
る
の
に
気
づ
い
て
す
っ
か
り
混
乱
す
る
。

二
つ
の
事
件
の
混
同
に
よ
っ
て
引
き
起
さ
れ
る
筋
の
面
白
さ
と
狡
猾
で
偽
善
的
な

策
士
パ
ト
ラ
ン
の
際
立
っ
た
性
格
と
に
よ
っ
て
現
在
も
た
び
た
び
上
演
さ
れ
る
。

325051Ȃ6

赤508Ȃ1

井
上
究
一
郎
訳

ロ
ン
サ
ー
ル
詩
集

六
六
〇
円

フ
ラ
ン
ス
の
詩
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
も
た
ら
し
、
近
代
抒
情
詩
の
父
と
讃
え
ら
れ

る
ロ
ン
サ
ー
ル
。
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
の
は
そ
の
数
多
い
作
品
か
ら
選
び
出
さ
れ

た
み
ず
み
ず
し
く
美
し
い
詩
四
十
五
Ἣ
で
あ
る
。
自
然
を
た
た
え
、
ミ
ュ
ー
ズ
に

呼
び
か
け
、
そ
し
て
何
よ
り
も
恋
の
嘆
き
と
歓
び
を
、
み
や
び
や
か
に
清
純
に
う

た
い
あ
げ
る
。
詩
人
の
恋
が
そ
の
恋
愛
詩
に
結
晶
し
高
い
香
り
を
放
つ
。

325081Ȃ8

赤509Ȃ1～6

モ
ン
テ
ー
ニ
ュ

原

二

郎
訳

エ

セ

ー
全
六
冊

一
・
二
・
五
Ą各
一
〇
三
四
円

三
・
六
Ą各
八
五
八
円

四
Ą九
二
四
円

興
の
赴
く
ま
ま
人
間
に
つ
い
て
語
り
続
け
る
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
（
一
五
三
三

―
九
二

）
の
筆

致
に
は
、
一
種
い
い
難
い
あ
じ
わ
い
が
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
心
を
引
き
つ
け

る
。
プ
ル
タ
ー
ク
に
傾
倒
し
『
倫
理
論
集
』
を
愛
読
し
た
彼
。
自
領
の
館
に
引
退

し
、
古
人
の
ひ
そ
み
に
倣
っ
て
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
っ
た
彼
。
読
み
進
む
に
つ

れ
て
、
そ
う
い
う
彼
の
人
柄
が
読
者
の
眼
前
に
彷
彿
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

325091Ȃ5

赤510Ȃ1

二

宮

フ

サ
訳

ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
ー
箴し
ん

言げ
ん

集し
ゅ
う

一
〇
六
七
円

「
わ
れ
わ
れ
の
美
徳
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
偽
装
し
た
悪
徳
に
過
ぎ
な
い
」
よ

く
知
ら
れ
た
こ
の
一
句
が
示
す
よ
う
に
、
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
ー
（
一
六
一
三

―
八
〇

）
の

箴
言
は
、
愛
・
友
情
・
勇
気
な
ど
美
名
の
下
に
ひ
そ
む
打
算
・
自
己
愛
と
い
う
業

を
重
い
律
動
感
の
あ
る
一
、
二
行
の
断
言
で
あ
ば
き
、
読
者
を
挑
発
す
る
。
人
間

の
真
実
を
追
求
す
る
フ
ラ
ン
ス
・
モ
ラ
リ
ス
ト
文
学
の
最
高
峰
。

325101Ȃ6◆

赤511Ȃ5

ラ

シ

ー

ヌ

渡

辺

守

章
訳

ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス

ベ
レ
ニ
ス

一
二
五
四
円

母
后
ア
グ
リ
ピ
ー
ヌ
へ
の
愛
憎
と
恋
敵
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
へ
の
嫉
妬
が
生
ん
だ
恐

る
べ
き
怪
物
ネ
ロ
ン
（
ネ
ロ
）。
世
界
を
統
べ
る
ロ
ー
マ
皇
帝
で
あ
り
な
が
ら
、

パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
女
王
ベ
レ
ニ
ス
と
引
き
裂
か
れ
る
テ
ィ
チ
ュ
ス
。
権
力
と
エ
ロ

ス
、
政
治
と
情
念
の
破
滅
的
な
絡
み
合
い
を
、
人
間
の
深
層
と
歴
史
の
深
部
を
え

ぐ
る
詩
句
で
描
き
き
っ
た
、
ラ
シ
ー
ヌ
・
ロ
ー
マ
物
悲
劇
の
頂
点
。

325115Ȃ7

フランス文学249



001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 25022/04/04 11:02  v3.60

赤512Ȃ3

モ
リ
エ
ー
ル

鈴

木

力

衛
訳

ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン

―
石
像
の
宴
―

五
七
二
円

ス
ペ
イ
ン
伝
説
の
放
蕩
貴
族
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
。
モ
リ
エ
ー
ル
は
こ
の
男
に
、
義

ᷬ
心
に
富
み
胆
の
太
い
武
人
、
徹
底
し
た
無
神
論
者
、
偽
善
者
な
ど
多
面
的
な
性

格
を
つ
け
く
わ
え
、
自
分
の
欲
望
に
限
り
を
つ
け
ら
れ
な
い
、
快
楽
の
「
永
遠
の

探
求
者
」
と
い
う
近
代
的
な
人
物
像
を
創
り
だ
し
た
。
鋭
い
人
間
洞
察
・
時
代
観

察
に
裏
打
ち
さ
れ
た
モ
リ
エ
ー
ル
の
代
表
作
。

325123Ȃ7

赤512Ȃ5

モ
リ
エ
ー
ル

鈴

木

力

衛
訳

い
や
い
や
な
が
ら
医
者
に
さ
れ

五
〇
六
円

『
ス
カ
パ
ン
の
悪
だ
く
み
』
と
な
ら
ぶ
喜
劇
。
主
人
公
ス
ガ
ナ
レ
ル
は
若
い
頃
医

者
の
家
で
働
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
は
飲
ん
だ
く
れ
の
木
こ
り
で
、
夫
婦
喧
嘩

が
絶
え
な
い
。
た
ま
た
ま
名
医
を
探
し
に
二
人
の
男
が
や
っ
て
く
る
。
女
房
マ
ル

チ
ー
ヌ
は
亭
主
に
仇
討
を
す
る
絶
好
の
機
会
と
ば
か
り
に
亭
主
を
医
者
に
仕
立
て

た
が
、
さ
て
、
く
り
拡
げ
ら
れ
る
珍
妙
な
笑
い
の
数
々
。
一
六
六
六
年
。

325125Ȃ3

赤512Ȃ7

モ
リ
エ
ー
ル

鈴

木

力

衛
訳

守

銭

奴
六
六
〇
円

親
が
け
ち
ん
坊
な
ば
か
り
に
息
子
は
人
並
み
の
身
だ
し
な
み
も
で
き
ず
、
恋
人
と

一
し
ょ
に
な
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
も
彼
の
父
親
ア
ル
パ
ゴ
ン
は
年
甲
斐
も

な
く
息
子
の
恋
人
に
想
い
を
か
け
て
い
る
。
恋
愛
す
れ
ば
金
が
か
か
る
し
、
そ
れ

が
守
銭
奴
ア
ル
パ
ゴ
ン
に
は
身
を
切
ら
れ
る
よ
り
も
つ
ら
い
。
モ
リ
エ
ー
ル
（
一
六

二
二

―
七
三

）
の
性
格
喜
劇
の
う
ち
で
最
も
上
演
回
数
の
多
い
作
品
。

325127ȂX

赤513Ȃ1

新

倉

朗

子
訳

完
訳

ペ
ロ
ー
童
話
集

八
五
八
円

ペ
ロ
ー
（
一
六
二
八

―
一
七
〇
三

）
の
『
童
話
集
』
は
、
民
間
伝
承
に
材
を
得
た
物
語
集
の

う
ち
で
も
最
も
古
い
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
よ
く
知
ら
れ
た
「
眠
れ
る
森
の
美

女
」「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」「
青
ひ
げ
」「
長
靴
を
は
い
た
猫
」「
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン

（
シ
ン
デ
レ
ラ
）」
を
始
め
、
韻
文
で
書
か
れ
た
「
ろ
ば
の
皮
」
な
ど
全
作
品
を
収

め
、
口
承
文
芸
研
究
の
視
点
か
ら
注
・
解
説
を
付
し
た
。

325131Ȃ8

赤514Ȃ1～2

ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ

今

野

一

雄
訳

ラ
・
フ
ォ
ン

テ

ー

ヌ

寓

話
全
二
冊

上
一
〇
一
二
円

下
一
一
二
二
円

我
々
が
「
舌
き
り
雀
」
や
「
カ
チ
カ
チ
山
」
の
話
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
心
に
は
美
し
い
詩
の
形
で
聞
か
さ
れ
た
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ

（
一
六
二
一

―
九
五

）
の
『
寓
話
』
が
深
く
し
み
こ
ん
で
い
る
。
ḣ
や
蟻
や
烏
や
狐
な
ど

が
自
由
に
も
の
を
言
い
行
動
し
て
人
生
の
知
恵
を
知
ら
ぬ
間
に
身
に
つ
け
さ
せ

る
。
フ
ラ
ン
ス
の
偉
大
な
古
典
で
あ
り
、
楽
し
い
教
科
書
で
あ
る
。

325141Ȃ5

フランス文学 250

001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 25122/04/04 11:02  v3.60

赤518Ȃ1

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル

植

田

祐

㗨
訳

カ
ン
デ
ィ
ー
ド
他
五
Ἣ

一
三
二
〇
円

人
を
疑
う
こ
と
を
知
ら
な
い
純
真
な
若
者
カ
ン
デ
ィ
ー
ド
。
楽
園
を
追
放
さ
れ
、

苦
難
と
災
厄
に
満
ち
た
社
会
へ
放
り
出
さ
れ
た
彼
が
、
つ
い
に
見
つ
け
た
真
理
は

…
…
。
当
時
の
社
会
・
思
想
へ
の
痛
烈
な
批
判
を
、
主
人
公
の
過
酷
な
運
命
に
託

し
た
、
啓
蒙
思
想
の
巨
人
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
（
一
六
九
四

―
一
七
七
八

）
の
代
表
作
。
作
者
の

世
界
観
の
変
遷
を
跡
づ
け
る
五
Ἣ
の
コ
ン
ト
を
併
収
。
新
訳
。

325181Ȃ4

赤518Ȃ3～6

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル

丸

山

熊

雄
訳

ル
イ
十
四
世
の
世
紀
全
四
冊

１
・
２
各
八
五
八
円

３
七
九
二
円

４
一
〇
一
二
円

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
十
八
世
紀
文
学
と
思
想
を
開
化
さ
せ
た
作
家
で
あ
り
、
政
治

史
、
英
雄
史
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
社
会
史
、
文
化
史
の
地
盤

に
移
し
た
歴
史
家
で
も
あ
っ
て
、
そ
の
名
声
は
生
存
中
す
で
に
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

及
ん
で
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
史
上
豪
華
絢
爛
を
誇
っ
た
太
陽
王
ル
イ
十
四
世
の
時
代

を
人
物
、
社
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
分
析
し
た
不
朽
の
名
著
で
あ
る
。

325183Ȃ0

赤524Ȃ1～2

ブ
リ
ア
‐
サ
ヴ
ァ
ラ
ン

関
根
秀
雄
・
戸
部
松
実
訳

美び

味み

礼ら
い

讃さ
ん

全
二
冊

上
・
下
各
八
五
八
円

本
書
の
著
者
ブ
リ
ア
‐
サ
ヴ
ァ
ラ
ン
と
い
う
人
は
世
に
も
名
だ
た
る
食
通
だ
っ
た

が
、
こ
れ
が
又
、
た
だ
の
美
食
家
と
は
わ
け
が
違
う
。
あ
ら
ゆ
る
学
問
芸
術
に
通

ぜ
ざ
る
な
く
、
そ
の
上
、
詩
も
作
曲
も
、
時
に
は
粋
な
小
唄
の
一
つ
も
歌
お
う
と

い
う
、
こ
う
い
う
人
物
が
学
殖
蘊
蓄
を
傾
け
て
語
る
⾉
料
理
の
芸
術
⾊
と
言
え

ば
、
こ
の
名
著
の
内
容
を
ほ
ぼ
御
想
像
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

325241Ȃ1

赤525Ȃ1

コ
ン
ス
タ
ン

大

塚

幸

男
訳

ア

ド

ル

フ
五
七
二
円

『
ア
ド
ル
フ
』
は
特
異
な
恋
愛
小
説
だ
。
発
端
の
一
章
は
別
と
し
て
、
続
く
二
章

だ
け
が
恋
と
誘
惑
に
当
て
ら
れ
、
残
る
七
章
は
す
べ
て
男
が
恋
を
獲
た
後
の
᷺
怠

と
、
断
と
う
と
し
て
断
ち
切
れ
ぬ
恋
の
軛
の
下
で
の
も
が
き
と
を
描
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、
物
語
は
恋
の
成
就
に
始
り
、
人
生
の
花
が
一
つ
一
つ
花
弁
を
引
き
む
し

ら
れ
、
精
細
に
解
剖
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
近
代
心
理
小
説
の
先
駆
を
な
す
作
。

325251Ȃ9

＊赤525Ȃ2

コ
ン
ス
タ
ン

堤
林
剣
・
堤
林
恵
訳

近
代
人
の
自
由
と
古
代
人
の
自
由
・

征
服
の
精
神
と
簒
奪

他
一
Ἣ

一
一
一
一
円

小
説
『
ア
ド
ル
フ
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
思
想
家
バ

ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
（
一
七
六
七

―
一
八
三
〇

）
の
政
治
論
集
。
古
代
と
近
代
の
自

由
の
違
い
を
明
確
に
し
た
有
名
な
講
演
、
強
権
的
支
配
を
批
判
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン

後
の
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
体
制
の
確
立
を
訴
え
た
著
作
と
と
も
に
、
両
著
を
支
え
る

重
要
な
小
論
「
人
類
の
改
善
可
能
性
に
つ
い
て
」
を
収
録
す
る
。

325252Ȃ9
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赤526Ȃ1～2

ス
タ
ン
ダ
ー
ル

杉

本

圭

子
訳

恋

愛

論
全
二
冊

上
一
一
二
二
円

下
一
〇
五
六
円

「
こ
の
本
は
恋
愛
と
呼
ば
れ
る
情
熱
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
感
情
の
詳
細
で
綿
密

な
記
述
な
の
で
あ
る
。」
理
論
書
か
、
批
評
か
、
告
白
か
、
創
作
か

「
結
晶

作
用
」
の
喩
え
で
も
知
ら
れ
、
古
今
東
西
に
わ
た
る
引
用
、
そ
し
て
作
家
自
身
の

恋
愛
体
験
が
織
り
な
す
無
類
の
書
物
。
上
巻
に
は
第
五
三
章
ま
で
、
下
巻
に
は
第

五
四
章
以
下
と
「
断
章
」
ほ
か
を
収
録
、
詳
細
な
訳
注
を
付
す
。

375087Ȃ2

赤526Ȃ3～4

ス
タ
ン
ダ
ー
ル

桑
原
武
夫
・
生
島
Ẁ
一
訳

赤

と

黒
全
二
冊

上
一
一
七
七
円

下
一
一
四
四
円

ナ
ポ
レ
オ
ン
没
落
後
、
武
勲
に
よ
る
立
身
の
望
み
を
失
っ
た
貧
し
い
青
年
ジ
ュ
リ

ア
ン
・
ソ
レ
ル
が
、
僧
侶
階
級
に
身
を
投
じ
、
そ
の
才
智
と
美
貌
と
で
貴
族
階
級

に
食
い
入
っ
て
、
野
望
の
た
め
に
い
か
に
戦
い
そ
し
て
恋
し
た
か
。
率
直
で
力
強

い
性
格
を
も
っ
た
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
い
う
青
年
像
を
創
出
し
、
恋
愛
心
理
の
複
雑
な

ᷤ
藤
を
描
き
出
し
た
フ
ラ
ン
ス
心
理
小
説
の
最
高
峰
。

325263Ȃ2

赤530Ȃ10

バ
ル
ザ
ッ
ク

芳

川

泰

久
訳

ゴ
プ
セ
ッ
ク
・
毬
打
つ
猫
の
店

八
五
八
円

パ
リ
の
片
隅
に
隠
棲
し
、
巨
万
の
富
で
社
会
を
牛
耳
る
高
利
貸
、
そ
の
目
に
映
っ

た
貴
族
社
会
の
深
奥
（「
ゴ
プ
セ
ッ
ク
」）。
天
使
の
よ
う
な
美
貌
で
、
天
才
画
家

に
愛
さ
れ
た
商
人
の
娘
の
苦
悩
（「
毬
打
つ
猫
の
店
」）。
私
生
活
に
隠
さ
れ
た
秘

密
、
階
級
を
超
え
る
結
婚
、
金
銭
が
つ
な
ぐ
物
語
の
構
造
。
斬
新
な
視
点
が
作
家

バ
ル
ザ
ッ
ク
の
地
位
を
築
い
た
初
期
作
品
集
『
私
生
活
情
景
』
の
二
作
。

375081Ȃ0

赤530Ȃ12～14

バ
ル
ザ
ッ
ク

石

井

晴

一
訳

艶

笑

滑

稽

ᩀ
全
三
冊

第
一
輯
・
第
三
輯
品
切

第
二
輯
一
一
二
二
円

「
未
来
に
於
け
る
私
の
最
高
の
栄
誉
」
と
な
る
作
品
と
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
自
負
し
た

『
艶
笑
滑
稽
㞍
』。
社
会
・
風
俗
へ
の
諷
刺
を
こ
め
た
、
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
で
大
ら
か

な
笑
い
の
世
界
は
、
文
豪
の
隠
れ
た
名
作
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

伝
統
の
滑
稽
話
の
形
式
と
ラ
ブ
レ
ー
等
の
語
彙
を
借
り
た
原
文
の
古
め
か
し
い
味

わ
い
を
、
流
麗
な
日
本
語
に
移
し
替
え
る
。
図
版
多
数
。

375083Ȃ4◆

赤531Ȃ1～4

ユ

ー

ゴ

ー

豊
島
与
志
雄
訳

レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
全
四
冊

一
Ą一
二
七
六
円

二
・
三
・
四
Ą各
九
九
〇
円

あ
ま
り
に
も
名
高
い
こ
の
不
朽
の
名
作
の
表
題
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
と
は
「
悲
惨
な

人
々
」
と
い
う
意
味
。
ユ
ー
ゴ
ー
（
一
八
〇
二

―
八
五

）
は
主
人
公
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ジ

ャ
ン
の
波
瀾
の
一
生
を
描
き
つ
つ
、
貧
し
い
民
衆
に
寄
せ
る
限
り
な
き
愛
情
、
そ

し
て
人
類
社
会
の
進
歩
へ
の
ゆ
る
が
ぬ
確
信
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
三
百
枚
に

及
ぶ
原
書
挿
絵
を
収
録
。

325311Ȃ6
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赤531Ȃ9

ユ

ゴ

ー

Ḇ

原

晃

三
編
訳

ラ
イ
ン
河
幻
想
紀
行

八
一
四
円

河
の
王
者
ラ
イ
ン
。
風
光
明
媚
を
誇
る
こ
の
大
河
は
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
二
千
年

の
歴
史
が
生
ん
だ
無
数
の
故
事
・
伝
説
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
神
秘
を
ひ
め
た
幻
想

的
ラ
イ
ン
の
印
象
を
、
ロ
マ
ン
派
の
巨
匠
ユ
ゴ
ー
は
周
遊
の
旅
先
か
ら
㗨
々
と
書

き
送
っ
た
。
こ
の
大
紀
行
文
『
ラ
イ
ン
河
』
か
ら
珠
玉
の
章
を
選
び
だ
し
、
ユ
ゴ

ー
自
身
の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
図
版
多
数
を
添
え
て
お
お
く
り
す
る
。

325319Ȃ1

赤532Ȃ3～4

ユ

ゴ

ー

⁋
昶
・
松
下
和
則
訳

ノ
ー
ト
ル
＝
ダ
ム
・
ド
・
パ
リ
全
二
冊

上
一
一
七
七
円

下
一
三
二
〇
円

フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
を
代
表
す
る
作
家
ユ
ゴ
ー
（
一
八
〇
二

―
八
五

）
が
、
一
四
八

二
年
の
パ
リ
を
舞
台
に
中
世
の
社
会
と
民
衆
の
風
俗
を
生
き
生
き
と
描
く
。
醜
い

鐘
番
の
カ
ジ
モ
ド
、
美
し
い
踊
り
子
エ
ス
メ
ラ
ル
ダ
、
陰
鬱
な
司
教
補
佐
ク
ロ
ー

ド
・
フ
ロ
ロ
。〈
宿
命
〉
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
登
場
人
物
た
ち
が
、
運
命
に
も
て

あ
そ
ば
れ
、
愛
や
情
熱
や
嫉
妬
と
い
っ
た
感
情
の
ド
ラ
マ
を
繰
り
ひ
ろ
げ
る
。

325327Ȃ4◆

赤533Ȃ1～7

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ

山

内

義

雄
訳

モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
全
七
冊

一
Ą一
一
二
二
円

二
・
六
・
七
Ą各
一
一
七
七
円

三
・
四
・
五
Ą各
一
一
二
二
円

二
百
年
の
長
い
間
、
世
界
各
国
で
圧
倒
的
な
人
気
を
あ
つ
め
て
き
た
『
巌
窟
王
』

の
完
訳
。
無
実
の
罪
に
よ
っ
て
投
獄
さ
れ
た
若
者
ダ
ン
テ
ス
は
、
十
四
年
間
の
忍

耐
と
努
力
の
の
ち
脱
出
に
成
功
、
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
島
の
宝
を
手
に
入
れ
て
報

恩
と
復
讐
の
計
画
を
着
々
進
め
て
ゆ
く
。
こ
の
波
瀾
に
富
ん
だ
物
語
は
世
界
大
衆

文
学
史
上
に
不
朽
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
。

325331Ȃ0◆

赤533Ȃ8～9

デ

ュ

マ

生

島

Ẁ

一
訳

三

銃

士
全
二
冊

上
一
二
一
〇
円

下
一
一
〇
〇
円

デ
ュ
マ
（
一
八
〇
二

―
七
〇

）
は
旺
盛
な
筆
力
を
も
っ
て
生
涯
に
小
説
だ
け
で
も
二
五
七

巻
に
及
ぶ
作
品
を
書
い
た
が
、『
三
銃
士
』
は
な
か
で
も
世
界
中
の
人
々
に
も
っ

と
も
愛
さ
れ
た
小
説
で
あ
る
。
個
性
豊
か
な
四
人
の
銃
士
と
彼
ら
を
結
ぶ
う
ら
や

ま
し
い
ま
で
の
友
情
、
危
機
に
の
ぞ
ん
で
男
ら
し
く
颯
爽
と
行
動
す
る
そ
の
さ
わ

や
か
さ
。
こ
の
若
々
し
い
男
性
的
ロ
マ
ン
に
は
つ
き
せ
ぬ
魅
力
が
あ
る
。

325338Ȃ8◆

赤534Ȃ1

メ

リ

メ

杉

捷

夫
訳

エ
ト
ル
リ
ヤ
の
壺
他
五
Ἣ

五
〇
六
円

『
マ
テ
オ
・
フ
ァ
ル
コ
ネ
』
は
家
名
を
汚
し
た
自
分
の
小
さ
い
男
児
を
殺
す
コ
ル

シ
カ
人
の
恐
ろ
し
い
物
語
。『
タ
マ
ン
ゴ
』
は
奴
隷
船
の
奴
隷
が
謀
Ἢ
し
て
船
長

と
乗
組
員
を
殺
し
た
が
、
船
の
操
縦
が
わ
か
ら
な
く
て
漂
流
す
る
話
。
ほ
か
に

『
シ
ャ
ル
ル
十
一
世
の
幻
想
』『
堅
塁
抜
く
』『
ト
レ
ー
ド
の
真
珠
』（
一
八
二
九

年
）『
エ
ト
ル
リ
ヤ
の
壺
』（
一
八
三
○
年
）
を
収
録
す
る
。

325341Ȃ8
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赤534Ȃ3

メ

リ

メ

杉

捷

夫
訳

カ

ル

メ

ン
五
〇
六
円

ス
ペ
イ
ン
を
旅
行
中
の
考
古
学
者
は
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
今
は
獄
中
に
い
る
山

賊
ホ
セ
を
知
る
。
彼
は
形
見
の
品
を
母
親
に
渡
し
て
く
れ
と
頼
ん
だ
の
ち
、
懺
悔

話
を
始
め
た
。
そ
れ
は
、
純
情
な
青
年
が
情
熱
の
女
カ
ル
メ
ン
に
翻
弄
さ
れ
、
闘

牛
士
や
彼
女
の
情
夫
、
果
て
は
彼
女
ま
で
殺
し
て
し
ま
っ
た
悲
し
い
話
だ
っ
た
。

歌
劇
と
は
ま
た
異
な
る
沈
痛
な
激
情
に
貫
ぬ
か
れ
た
メ
リ
メ
の
㑹
作
。

325343Ȃ4

赤535Ȃ1

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド

宮

崎

嶺

雄
訳

愛

の

妖

精

（
プ
チ
ッ
ト
・
フ
ァ
デ
ッ
ト
）一

〇
一
二
円

舞
台
は
フ
ラ
ン
ス
中
部
の
農
村
地
帯
ベ
リ
ー
州
。
野
性
の
少
女
フ
ァ
デ
ッ
ト
が
恋

に
み
ち
び
か
れ
て
真
の
女
へ
と
変
貌
を
と
げ
て
ゆ
く
。
ふ
た
ご
の
兄
弟
と
の
愛
の

ᷤ
藤
を
配
し
た
こ
ま
や
か
な
恋
愛
描
写
は
、
清
新
な
自
然
描
写
と
あ
い
ま
っ
て
こ

れ
を
サ
ン
ド
（
一
八
〇
四

―
七
六

）
の
田
園
小
説
中
、
屈
指
の
秀
作
と
し
て
い
る
。
主
人

公
は
少
女
時
代
の
作
者
自
身
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
と
い
う
。

325351Ȃ5

赤537Ȃ1

鈴
木
信
太
郎
訳

ボ
オ
ド

レ
ー
ル

悪

の

華

一
二
五
四
円

十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ボ
オ
ド
レ
ー
ル
の
代
表
的
な
詩
集
。
苦
悩
に
み
ち
た

近
代
詩
人
の
全
生
涯
、
そ
の
は
げ
し
い
精
神
的
な
煩
悶
、
比
類
な
く
完
璧
な
芸
術

こ
れ
は
近
代
詩
の
精
髄
を
な
し
た
大
古
典
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
す
べ
て
の

近
代
文
学
思
想
芸
術
に
及
ぶ
。
本
訳
書
は
、
こ
の
詩
集
の
研
究
に
専
心
、
象
徴
詩

の
真
髄
を
き
わ
め
た
訳
者
苦
心
の
邦
訳
決
定
版
。

325371ȂX

赤538Ȃ1～2

フ
ロ
ー
ベ
ー
ル

伊

吹

武

彦
訳

ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
全
二
冊

上
七
九
二
円

下
九
二
四
円

こ
れ
は
夢
と
現
実
と
の
相
剋
の
書
で
あ
り
、
空
想
と
情
熱
と
が
世
俗
の
う
ち
に
置

か
れ
た
と
き
の
不
幸
を
物
語
る
悲
劇
で
あ
る
。
作
者
の
目
的
は
飽
く
ま
で
も

「
美
」
の
追
究
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
こ
の
小
説
が
作
者
の
書
斎
の
な
か
で
美
を

枢
軸
と
し
て
自
転
し
て
い
る
間
に
、
そ
れ
は
ま
た
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
史
上

で
は
、
写
実
主
義
の
世
界
に
向
っ
て
大
き
く
公
転
し
て
い
た
。

325381Ȃ7

赤538Ȃ3～4

フ
ロ
ー
ベ
ー
ル

生

島

Ẁ

一
訳

感

情

教

育
全
二
冊

上
品
切

下
九
二
四
円

十
九
世
紀
も
半
ば
、
二
月
革
命
に
沸
く
動
乱
の
パ
リ
を
舞
台
に
多
感
な
一
青
年
の

感
情
生
活
を
描
く
。
小
説
に
描
か
れ
た
最
も
美
し
い
女
性
像
の
一
人
と
い
わ
れ
る

ア
ル
ヌ
ー
夫
人
へ
の
主
人
公
の
思
慕
を
縦
糸
と
し
、
官
能
的
な
恋
、
打
算
的
な

恋
、
様
々
な
人
間
像
と
事
件
を
簡
潔
な
筆
で
絡
ま
せ
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
は
、
歴
史

の
流
れ
と
或
る
人
間
の
精
神
の
流
れ
が
、
見
事
に
融
合
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

325383Ȃ3
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赤538Ȃ10

フ
ロ
ー
ベ
ー
ル

小

倉

孝

誠
訳

紋

切

型

辞

典品
切

こ
こ
に
編
ま
れ
た
お
よ
そ
千
の
項
目
は
、
衣
服
、
飲
食
物
や
動
植
物
に
関
す
る
も

の
、
礼
儀
作
法
の
規
範
、
身
体
と
病
気
に
つ
い
て
の
俗
説
、
芸
術
家
、
歴
史
的
人

物
の
逸
話
と
彼
ら
の
評
価
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
（
一
八
二
一

―
八

〇

）
は
そ
の
記
述
に
様
々
な
手
法
を
駆
使
し
て
、
当
時
流
布
し
て
い
た
偏
見
や
言

葉
の
惰
性
、
硬
直
し
た
紋
切
型
の
表
現
を
揶
揄
し
、
諷
刺
し
て
み
せ
た
。

375013Ȃ6◆

赤538Ȃ11～12

フ
ロ
ー
ベ
ー
ル

中

條

屋

進
訳

サ

ラ

ム

ボ

ー
全
二
冊

上
・
下
各
九
二
四
円

前
三
世
紀
の
カ
ル
タ
ゴ
の
傭
兵
反
乱
に
想
を
得
た
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
一
大
歴
史

絵
巻
。
大
国
カ
ル
タ
ゴ
の
統
領
の
娘
に
し
て
女
神
に
仕
え
る
神
官
サ
ラ
ム
ボ
ー
。

傭
兵
た
ち
の
信
望
厚
い
隊
長
マ
ト
ー
は
、
彼
女
へ
の
許
さ
れ
ぬ
情
念
を
胸
に
、
反

乱
軍
の
指
導
者
と
な
る
。「
触
れ
て
は
な
ら
ぬ
！

女
神
の
ヴ
ェ
ー
ル
で
す
！
」

東
方
の
沙
漠
に
花
開
く
、
荒
々
し
く
残
忍
な
古
代
の
夢
。

375089Ȃ6◆

赤541Ȃ1～2

ヴ
ィ
リ
エ
・
ド
・
リ
ラ
ダ
ン

渡

辺

一

夫
訳

未

来

の

イ

ヴ
全
二
冊

上
七
九
二
円

下
八
八
〇
円

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
壇
の
鬼
才
リ
ラ
ダ
ン
（
一
八
三
八

―
一
八
八
九

）
の
、
人
間
性
に
対

す
る
深
き
洞
察
と
峻
厳
な
る
批
判
と
、
そ
の
芸
術
境
か
ら
生
れ
出
る
豪
華
典
麗
な

夢
想
と
が
、
渾
然
と
し
て
融
合
し
、
絢
爛
た
る
唐
草
模
様
の
絵
巻
物
と
な
っ
た
作

品
。
読
者
は
こ
こ
に
、
マ
ラ
ル
メ
に
よ
っ
て
「
大
ヴ
ィ
リ
エ
」
と
呼
ば
れ
た
作
者

の
高
貴
な
る
魂
が
、
颯
爽
と
し
て
天
翔
け
る
の
を
仰
望
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

325411Ȃ2

赤542Ȃ1

ド

ー

デ

ー

桜

田

佐
訳

風
車
小
屋
だ
よ
り

八
五
八
円

故
郷
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
を
舞
台
に
し
た
「
ス
ガ
ン
さ
ん
の
山
羊
」「
星
」
な
ど
二
四

の
掌
Ἣ
か
ら
成
る
ド
ー
デ
ー
（
一
八
四
〇

―
九
七

）
の
出
世
作
。
中
で
も
、
の
ち
に
戯
曲

化
さ
れ
た
「
ア
ル
ル
の
女
」
は
名
高
い
。
南
フ
ラ
ン
ス
独
特
の
自
然
と
風
物
、
洗

練
さ
れ
た
ユ
ー
モ
ア
と
詩
情
。
悲
喜
こ
も
ご
も
の
人
生
模
様
に
向
け
ら
れ
た
作
者

の
眼
差
し
は
、
ど
こ
ま
で
も
繊
細
で
優
し
い
。

（
解
説

有
田
英
也
）
325429Ȃ5

赤542Ȃ4

ド

ー

デ

朝

倉

季

雄
訳

サ

フ

ォ

―
パ
リ
風
俗
―

八
一
四
円

田
舎
出
の
純
潔
な
美
青
年
と
、
男
か
ら
男
へ
と
渡
り
あ
る
く
娼
婦
、
こ
の
ふ
た
り

を
中
心
に
パ
リ
社
交
界
の
風
俗
絵
巻
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
ゆ
く
。
ド
ー
デ
ー
は

こ
れ
ら
の
愛
欲
に
Ṇ
れ
、
泥
沼
に
あ
が
く
人
び
と
の
弱
さ
を
、
さ
げ
す
む
こ
と
な

く
、
こ
の
よ
う
な
宿
命
を
せ
お
っ
た
人
々
の
悲
惨
な
㗡
を
温
い
同
情
と
あ
わ
れ
み

の
眼
を
も
っ
て
、
彼
一
流
の
生
き
い
き
と
し
た
描
写
で
書
き
つ
づ
っ
て
い
る
。

325424Ȃ4
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赤542Ȃ7

ド

ー

デ

原

千

代

海
訳

プ
チ
・
シ
ョ
ー
ズ

―
あ
る
少
年
の
物
語
―

八
三
六
円

プ
チ
・
シ
ョ
ー
ズ
（
ち
び
君
）
と
綽
名
さ
れ
て
い
る
気
立
て
の
優
し
い
少
年
が
、

一
家
の
悲
運
を
背
負
っ
た
兄
の
ジ
ャ
ッ
ク
と
共
に
、
浮
世
の
荒
波
を
の
り
こ
え
て

ゆ
く
、
涙
と
、
微
笑
と
、
そ
し
て
美
し
い
愛
の
物
語
。
ド
ー
デ
ー
（
一
八
四
〇

―
一
八
九

七

）
は
、
半
ば
自
叙
伝
的
な
こ
の
書
の
中
に
、
日
の
光
の
豊
か
な
、
砂
塵
の
多
い

南
フ
ラ
ン
ス
の
彼
の
故
郷
の
風
物
と
、
貧
し
い
パ
リ
で
の
生
活
を
描
い
て
い
る
。

325427Ȃ9

赤543Ȃ1

ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス

三

好

達

治
訳

少

年

少

女
四
四
〇
円

収
め
ら
れ
た
十
九
編
の
短
か
い
文
章
は
す
べ
て
、
あ
ど
け
な
い
子
供
た
ち
の
単
純

で
無
邪
気
な
生
活
を
描
い
た
も
の
。
こ
れ
に
よ
っ
て
作
者
は
、
童
心
の
世
界
を
見

失
っ
た
世
の
大
人
た
ち
に
は
、
さ
な
が
ら
覗
き
眼
鏡
を
み
る
よ
う
に
数
々
の
懐
し

い
思
い
出
を
思
い
お
こ
さ
せ
、
ま
た
明
日
に
生
き
よ
う
と
す
る
少
年
少
女
に
は
優

し
い
有
益
な
忠
告
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

325431Ȃ7

赤544Ȃ3

エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ

小

林

正
訳

テ
レ
ー
ズ
・
ラ
カ
ン
全
二
冊

上
・
下
各
五
七
二
円

薄
汚
な
い
パ
リ
の
裏
街
。
単
調
な
日
々
を
送
る
無
気
力
な
テ
レ
ー
ズ
だ
っ
た
が
、

彼
女
の
身
体
を
流
れ
る
ᷕ
奔
な
血
は
や
が
て
激
し
く
ほ
と
ば
し
ら
ず
に
は
い
な

い
。
夫
の
友
人
を
見
る
彼
女
の
目
は
暗
く
輝
い
た
。
ゾ
ラ
は
こ
の
小
説
を
「
感
覚

と
行
為
の
記
録
」
と
し
て
「
外
科
医
が
死
体
に
ほ
ど
こ
す
解
剖
」
の
よ
う
に
書
い

た
と
い
う
。
自
然
主
義
文
学
へ
の
第
一
歩
を
し
る
す
記
念
す
べ
き
作
品
。

325443Ȃ0

赤544Ȃ7～9

エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ

安

士

正

夫
訳

ジ
ェ
ル
ミ
ナ
ー
ル
全
三
冊

上
品
切

中
七
四
八
円

下
六
八
二
円

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
産
業
と
科
学
と
を
結
び
つ
け
、
大
工
業
の
発
達
を
促
し
、
労

働
者
を
組
織
化
せ
し
め
た
。
こ
こ
に
労
㗦
の
利
害
関
係
の
対
立
が
社
会
的
舞
台
の

前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
き
た
。
ゾ
ラ
は
、
こ
の
問
題
を
社
会
の
重
要
な
要
素
と
し

て
題
材
に
と
り
、
労
働
者
の
生
態
を
描
い
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
先
駆
を
な

す
小
説
。

325447Ȃ3

赤545Ȃ3～4

エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ

川

口

篤
訳

獣

人
全
二
冊

上
七
二
六
円

下
九
二
四
円

あ
ら
ゆ
る
偏
見
や
旧
習
を
打
破
し
、
自
然
や
人
間
を
事
実
と
し
て
観
察
分
析
し
、

実
証
主
義
的
・
科
学
的
な
文
学
を
創
造
し
よ
う
と
し
た
ゾ
ラ
は
、
本
書
に
お
い
て

「
大
地
」
と
同
様
、
人
間
の
獣
性
を
白
日
の
下
に
さ
ら
け
出
し
た
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
、

フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
い
っ
そ
う
徹
底
さ
せ
、
仮
借
す
る
と
こ
ろ
な
く

人
間
性
に
対
決
す
る
ゾ
ラ
の
㗡
は
、
今
も
読
者
の
共
感
を
呼
ぶ
で
あ
ろ
う
。

325453Ȃ8
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赤546Ȃ1

ピ
エ
ー
ル
・
ロ
チ

吉

氷

清
訳

氷

島

の

漁

夫
八
五
八
円

十
九
世
紀
末
の
北
仏
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
漁
村
。
せ
つ
な
い
長
年
の
誤
解
も
と
け
、

想
い
想
わ
れ
る
男
と
女
が
結
ば
れ
て
わ
ず
か
六
日
の
ち
、
氷
島
（
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
）
近
海
へ
と
出
漁
し
て
い
っ
た
夫
は
、
ふ
た
た
び
生
き
て
帰
る
こ
と
が
な
か
っ

た
…
…
。
大
海
に
生
き
る
人
び
と
の
苛
酷
な
宿
命
を
、
印
象
派
の
画
家
を
お
も
わ

せ
る
タ
ッ
チ
で
描
き
あ
げ
た
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
名
作
。

325461Ȃ9

赤548Ȃ1

渡

辺

守

章
訳

マ

ラ

ル

メ

詩

集

一
三
八
六
円

〈
絶
対
の
書
物
〉
を
書
く
こ
と
の
不
可
能
性
を
逆
手
に
取
り
、
定
型
韻
文
・
散
文

詩
・
批
評
詩
と
、
超
絶
技
法
の
言
語
態
を
極
限
ま
で
操
り
〈
不
可
能
性
の
怪
獣
〉

に
立
ち
向
か
っ
た
詩
人
マ
ラ
ル
メ
（
一
八
四
二

―
九
八

）。
そ
の
究
極
の
〈
劇
場
〉
の
一

つ
、
ド
マ
ン
版
『
詩
集
』
に
よ
り
、
詩
の
言
語
を
読
み
解
き
、
耳
を
澄
ま
し
、
思

考
す
る
。「
エ
ロ
デ
ィ
ア
ー
ド
」「
半
獣
神
の
午
後
」
の
異
本
も
収
録
。
新
訳
。

375086Ȃ5◆

赤550Ȃ1

モ
ー
パ
ッ
サ
ン

高

山

鉄

男
訳

脂
肪
の
か
た
ま
り

五
〇
六
円

三
十
歳
の
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
（
一
八
五
〇

―
九
三

）
が
彗
星
の
よ
う
に
文
壇
に
躍
り
出
た
記

念
す
べ
き
短
Ἣ
小
説
。
普
仏
戦
争
を
背
景
に
、
人
間
の
愚
劣
さ
と
醜
さ
に
対
す
る

憤
り
を
、
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
を
ま
じ
え
た
客
観
描
写
で
定
着
さ
せ
た
こ
の
作

品
は
、
社
会
の
縮
図
を
見
事
な
ま
で
に
描
き
切
っ
た
。
師
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
か
ら
も

絶
賛
さ
れ
、
そ
の
後
の
作
家
活
動
を
決
定
づ
け
た
作
品
。
新
訳
。

325501Ȃ1

赤550Ȃ6

モ
ー
パ
ッ
サ
ン

河

盛

好

蔵
訳

メ
ゾ
ン
テ
リ
エ
他
三
Ἣ

四
四
〇
円

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
田
舎
町
フ
ェ
カ
ン
で
、
メ
ゾ
ン
テ
リ
エ
（
テ
リ
エ
の
家
）
と

い
う
の
は
、
つ
ま
り
テ
リ
エ
夫
人
が
五
人
の
女
を
つ
か
っ
て
営
む
娼
家
で
あ
る
。

町
の
名
士
た
ち
も
毎
晩
の
よ
う
に
か
よ
う
と
い
う
繁
盛
ぶ
り
。
と
こ
ろ
が
あ
る
晩

の
こ
と
、「
初
聖
体
の
た
め
休
業
仕
候
」
と
貼
り
紙
を
出
し
て
突
然
の
休
業
…
…
。

数
あ
る
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
（
一
八
五
〇

―
九
三

）
の
中
短
Ἣ
小
説
の
う
ち
屈
指
の
名
作
。

325506Ȃ2

赤551Ȃ3

高

山

鉄

男
編
訳

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
短
Ἣ
選

八
五
八
円

鋭
い
観
察
力
に
支
え
ら
れ
た
、
的
確
で
抑
制
の
き
い
た
描
写
、
結
末
の
何
と
も
言

え
な
い
余
韻
。
師
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
教
え
を
受
け
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
十
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
文
学
を
代
表
す
る
短
Ἣ
小
説
の
名
手
と
な
っ
た
。
そ
の
三
百
Ἣ
以
上
に

も
及
ぶ
短
Ἣ
作
品
の
中
か
ら
、「
シ
モ
ン
の
パ
パ
」「
ジ
ュ
ー
ル
伯
父
さ
ん
」「
首

飾
り
」
な
ど
、
厳
選
に
厳
選
を
重
ね
た
十
五
Ἣ
を
収
録
し
た
。

325513Ȃ5
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赤551Ȃ4

モ
ー
パ
ッ
サ
ン

笠
間
直
穂
子
訳

わ
た
し
た
ち
の
心

九
二
四
円

「
彼
女
に
恋
し
て
い
た
か
ら
、
彼
は
苦
痛
だ
っ
た
」
─
─
裕
福
な
趣
味
人
マ
リ
オ

ル
は
、
心
な
ら
ず
も
パ
リ
社
交
界
の
女
王
ビ
ュ
ル
ヌ
夫
人
に
魅
惑
さ
れ
る
。
マ
リ

オ
ル
の
繊
細
な
愛
情
を
喜
び
な
が
ら
も
、
夫
人
が
な
に
よ
り
愛
す
る
の
は
自
ら
と

そ
の
自
由
…
。
独
立
心
旺
盛
な
女
と
、
女
に
振
り
回
さ
れ
る
男
の
ず
る
さ
、
す
れ

違
う
心
の
機
微
を
、
死
期
の
迫
っ
た
文
豪
が
陰
影
豊
か
に
描
く
。

325514Ȃ8

赤552Ȃ1

ラ

ン

ボ

オ

小

林

秀

雄
訳

地

獄

の

季

節
五
七
二
円

マ
ラ
ル
メ
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
と
な
ら
ぶ
フ
ラ
ン
ス
象
徴
派
の
詩
人
ラ
ン
ボ
オ
。
そ

の
文
学
へ
の
訣
別
の
辞
と
も
い
う
べ
き
『
地
獄
の
季
節
』、
言
葉
の
錬
金
術
の
実

験
室
と
い
わ
れ
る
『
飾
画
』
は
、
彼
の
特
異
の
天
禀
を
示
し
た
代
表
作
で
あ
る
。

鋭
い
叡
知
と
感
受
性
、
強
烈
な
野
性
と
独
創
的
な
技
巧
を
奔
放
に
駆
使
し
た
こ
の

天
才
詩
人
は
近
代
詩
史
上
の
明
星
と
し
て
輝
き
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。

325521Ȃ6◆

赤552Ȃ2

中

地

義

和
編

対
訳

ラ
ン
ボ
ー
詩
集

―
フ
ラ
ン
ス
詩
人
選
（
１
）
―一

一
二
二
円

一
〇
代
半
ば
で
詩
を
書
き
は
じ
め
、
二
〇
歳
で
詩
を
捨
て
た
ラ
ン
ボ
ー
（
一
八
五
四

―

九
一

）。
放
浪
と
切
り
離
せ
な
い
彼
の
詩
は
、
五
年
間
に
ど
ん
な
変
容
を
遂
げ
た
か
。

伝
説
と
Ṗ
に
包
ま
れ
た
少
年
詩
人
が
天
才
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
は
何
か
。『
地
獄

の
一
季
節
』
全
文
を
含
む
主
要
作
品
を
フ
ラ
ン
ス
語
と
訳
文
で
正
確
に
対
照
し
、

注
解
で
は
難
解
な
作
品
の
核
心
に
迫
る
。

325522Ȃ3

赤553Ȃ1

ル

ナ

ア

ル

岸

田

国

士
訳

に

ん

じ

ん
七
九
二
円

に
ん
じ
ん
色
の
髪
の
少
年
は
、
そ
ば
か
す
だ
ら
け
で
、
根
性
も
ひ
ね
く
れ
て
い
る

と
い
う
。
そ
ん
な
あ
だ
名
を
自
分
の
子
供
に
つ
け
る
母
親
、
そ
れ
が
平
気
で
通
用

し
て
い
る
一
家
。
美
し
い
田
園
生
活
を
舞
台
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
、
無
残
な
母

と
子
の
憎
み
あ
い
の
中
に
、
し
か
し
ᷓ
れ
る
ば
か
り
の
詩
情
が
漂
う
。
ル
ナ
ア
ル

（
一
八
六
四

―
一
九
一
〇

）
の
少
年
時
代
の
追
憶
が
反
響
す
る
。

325531Ȃ3

赤553Ȃ2

ル

ナ

ア

ル

岸

田

国

士
訳

ぶ
ど
う
畑
の
ぶ
ど
う
作
り

六
六
〇
円

ル
ナ
ア
ル
の
自
然
と
人
生
に
対
す
る
観
察
記
録
集
と
も
い
う
べ
き
作
品
集
。
故
郷

の
土
地
や
農
民
を
描
く
『
土
地
の
便
り
』
に
は
、
文
学
者
ル
ナ
ア
ル
の
鋭
い
観
察

の
か
げ
に
、
人
間
味
の
こ
も
っ
た
愛
情
と
共
感
が
自
然
に
に
じ
み
出
て
い
て
我
々

の
感
動
を
誘
う
。
そ
の
他
『
エ
ロ
ア
の
日
記
』、『
ぶ
ど
う
畑
の
ぶ
ど
う
作
り
』
等

ル
ナ
ア
ル
の
特
色
を
最
も
よ
く
表
わ
し
た
作
品
を
収
め
る
。

325532Ȃ1
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赤555Ȃ1～4

ロ
マ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン

豊
島
与
志
雄
訳

ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
全
四
冊

一
・
四
Ą各
一
二
一
〇
円
二
Ą一
二
七
六
円
三
Ą一
二
五
四
円

ラ
イ
ン
河
畔
の
貧
し
い
音
楽
一
家
に
生
れ
た
主
人
公
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
は
、

人
間
と
し
て
、
芸
術
家
と
し
て
、
不
屈
の
気
魄
を
も
っ
て
、
生
涯
、
真
実
を
追
求

し
つ
づ
け
る
。
こ
の
、
傷
つ
き
つ
つ
も
闘
う
こ
と
を
決
し
て
や
め
な
い
人
間
像

は
、
時
代
と
国
境
を
こ
え
て
、
人
び
と
に
勇
気
と
指
針
を
与
え
て
き
た
。
偉
大
な

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
作
家
ロ
マ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン
の
不
朽
の
名
作
。

325551Ȃ8

赤556Ȃ1

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

蛯

原

徳

夫
訳

ト
ル
ス
ト
イ
の
生
涯

九
二
四
円

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、
人
生
と
芸
術
に
悩
む
一
青
年
で
あ
っ
た
若
き
日
の
自
分
の

手
紙
に
返
事
を
寄
せ
て
励
ま
し
て
く
れ
た
老
ト
ル
ス
ト
イ
を
終
生
、
人
生
最
大
の

師
と
仰
ぎ
、
尊
敬
と
愛
情
を
抱
き
つ
づ
け
た
。
そ
の
恩
に
む
く
い
る
べ
く
著
わ
し

た
の
が
こ
の
伝
記
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
超
人
的
な
偉
人
ト
ル
ス
ト
イ
で
は
な
く
、

人
間
の
う
ち
で
も
最
も
人
間
的
な
ト
ル
ス
ト
イ
が
描
か
れ
て
い
る
。

325561Ȃ5

＊赤556Ȃ2

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

片

山

敏

彦
訳

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯

七
二
六
円

少
年
時
代
か
ら
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
を
生
活
の
友
と
し
、
そ
の
生
き
方
を
自

ら
の
生
の
戦
い
の
中
で
支
え
と
し
て
き
た
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
（
一
八
六
六

―
一
九
四
四

）
に

よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
賛
歌
。
二
十
世
紀
の
初
頭
に
あ
っ
て
、
来
る
べ
き
大
戦
の

予
感
の
中
で
、
自
ら
の
理
想
精
神
が
抑
圧
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
た
世
代
に

と
っ
て
も
ま
た
、
彼
の
音
楽
は
解
放
の
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。

325562Ȃ3

赤557Ȃ2

手

塚

伸

一
訳

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ジ
ャ
ム
詩
集

一
〇
三
四
円

フ
ラ
ン
ス
象
徴
派
の
巨
星
た
ち
が
登
場
し
た
後
の
十
九
世
紀
末
、
パ
リ
か
ら
遠
く

離
れ
た
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の
麓
か
ら
朝
露
に
も
似
た
澄
ん
だ
声
が
響
い
て
、
人
々
を

生
命
の
輝
き
に
満
ち
た
は
つ
ら
つ
と
し
た
詩
世
界
に
導
い
た
。
自
然
と
愛
の
詩
人

ジ
ャ
ム
（
一
八
六
八

―
一
九
三
八

）
で
あ
っ
た
。
素
朴
で
愛
す
べ
き
詩
「
ぼ
く
は
驢
馬
が
好

き
だ
…
…
」
な
ど
、
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
代
表
作
を
幅
広
く
収
録
。

325572Ȃ8

赤557Ȃ3

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ジ
ャ
ム

手

塚

伸

一
訳

三
人
の
乙
女
た
ち

七
二
六
円

信
心
ぶ
か
く
て
純
潔
な
ク
ラ
ラ
・
デ
レ
ブ
ー
ズ
。
情
熱
的
で
ま
っ
す
ぐ
な
ア
ル
マ

イ
ー
ド
・
デ
ー
ト
ル
モ
ン
。
愛
ら
し
く
て
傷
つ
き
や
す
い
ポ
ム
・
ダ
ニ
ス
。
三
者

三
様
に
美
し
く
清
ら
か
な
乙
女
た
ち
。「
処
女
の
ゆ
ら
め
く
美
し
さ
を
わ
た
し
ほ

ど
に
感
じ
と
っ
た
人
が
今
ま
で
に
い
た
と
は
思
え
な
い
」
と
ジ
ャ
ム
は
言
っ
た
。

自
然
と
愛
の
詩
人
が
描
く
、
散
文
詩
の
よ
う
に
美
し
い
三
つ
の
物
語
。

325573Ȃ5
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赤558Ȃ2

ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド

川

口

篤
訳

狭

き

門
七
二
六
円

叔
父
の
家
で
ア
リ
サ
と
再
会
し
た
時
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
は
突
然
、
自
分
た
ち
が
も
う

子
供
で
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
感
じ
た
。
高
ま
り
ゆ
く
二
人
の
慕
情
。
し
か
し
ア

リ
サ
に
と
っ
て
恋
は
自
分
の
信
仰
を
汚
す
感
情
と
思
わ
れ
る
の
だ
。
彼
女
は
ジ
ェ

ロ
ー
ム
の
愛
の
行
為
を
焦
れ
つ
つ
も
、
神
の
国
を
求
め
る
が
ゆ
え
に
、
彼
の
求
愛

を
拒
み
つ
づ
け
て
苦
悩
の
う
ち
に
死
ん
で
ゆ
く
…
…
。

325582Ȃ8

赤558Ȃ3

ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド

石

川

淳
訳

法
王
庁
の
抜
け
穴

九
二
四
円

無
償
の
行
為
を
実
践
し
て
意
味
な
き
殺
人
を
す
る
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
、
奇
蹟
に
よ
り

改
宗
し
た
ア
ン
テ
ィ
ム
の
破
綻
、
地
下
室
に
幽
閉
さ
れ
て
い
る
法
王
を
救
い
出
す

た
め
と
称
し
て
詐
欺
を
働
く
プ
ロ
ト
ス
…
…
。
複
雑
多
岐
な
事
件
の
発
展
の
中

に
、
人
間
の
行
為
の
底
に
ひ
そ
む
偶
然
と
必
然
の
問
題
が
明
快
に
描
き
出
さ
れ

る
。
近
代
小
説
に
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
し
た
作
品
。
一
九
一
四
年
作
。

325583Ȃ6

赤560Ȃ5

ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー

恒

川

邦

夫
訳

精
神
の
危
機
他
十
五
Ἣ

品
切

第
一
㗨
世
界
大
戦
後
「
精
神
の
危
機
」
を
書
い
た
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
は
、
西

欧
の
没
落
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
人
間
に
お
け
る
〈
精
神
〉
の
意
味
を
根
本
的
に
問

い
直
し
た
。
先
端
技
術
の
開
発
に
し
の
ぎ
を
け
ず
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
市
場

経
済
の
盲
点
を
逸
早
く
洞
察
し
、「
歴
史
」
の
見
方
に
改
変
を
せ
ま
っ
た
数
々
の

論
考
は
、
二
十
一
世
紀
の
現
代
に
通
じ
る
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

325605Ȃ3◆

赤560Ȃ6

ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー

塚

本

昌

則
訳

ド
ガ

ダ
ン
ス

デ
ッ
サ
ン

一
四
八
五
円

「〈
デ
ッ
サ
ン
〉
と
は
か
た
ち（
フ
ォ
ル
ム
）で
は
な
い
。
か
た
ち
の
見
方
な
の
だ
」

親
し
く
接
し
た
画
家
ド
ガ
の
肉
声
を
伝
え
る
美
術
論
。
そ
の
人
柄
・
技
法
・

芸
術
に
対
す
る
㗡
勢
の
素
描
と
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
独
自
の
芸
術
・
身
体
観
と
が
交

錯
。
幻
の
初
版
で
の
み
知
ら
れ
る
、
ド
ガ
の
ダ
ン
ス
の
デ
ッ
サ
ン
全
五
十
一
点
を

掲
載
。
絵
画
と
思
考
の
自
在
な
往
還
を
再
現
す
る
。［
カ
ラ
ー
版
］

325606Ȃ0

赤563Ȃ1

ロ

ス

タ

ン

辰
野
隆
・
鈴
木
信
太
郎
訳

シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク

九
二
四
円

シ
ラ
ノ
は
学
者
で
詩
人
で
軍
人
で
、
お
ま
け
に
天
下
無
双
の
剣
客
だ
が
美
男
と
は

言
い
か
ね
る
大
鼻
の
持
主
。
こ
の
豪
㑹
が
「
考
え
ま
い
と
思
う
そ
ば
か
ら
、
あ
の

命
取
り
の
美
し
さ
」
と
秘
か
に
想
い
を
か
け
る
従
妹
に
、
あ
ろ
う
こ
と
か
同
僚
の

色
男
か
ら
仲
を
と
り
も
っ
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
る
…
…
。
十
七
世
紀
の
実
在
の
人

物
シ
ラ
ノ
は
ロ
ス
タ
ン
の
劇
化
で
フ
ラ
ン
ス
一
の
人
気
者
と
な
っ
た
。
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赤569Ȃ2

ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ

朝
比
奈
弘
治
訳

地

底

旅

行

一
一
七
七
円

ド
イ
ツ
の
鉱
物
学
者
リ
ー
デ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
教
授
は
、
十
六
世
紀
の
錬
金
術
師
が
Ṗ

の
文
字
を
書
き
残
し
た
羊
皮
紙
を
発
見
、
甥
ア
ク
セ
ル
の
協
力
を
得
て
解
読
し

た
。
そ
こ
に
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
火
山
の
噴
火
口
か
ら
地
球
の
中
心
に
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
書
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
十
三
週
間
に
及
ぶ
地
球
内
部
へ
の
旅
の

始
ま
り
に
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
ヌ
（
一
八
二
八

―
一
九
〇
五

）
の
最
高
㑹
作
。
挿
絵
多
数
。

325692Ȃ1◆

赤569Ȃ3

ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ

鈴

木

啓

二
訳

八
十
日
間
世
界
一
周品

切

一
八
七
二
年
十
月
二
日
午
後
八
時
四
十
五
分
、
ロ
ン
ド
ン
の
謹
厳
な
㗦
産
家
に
し

て
知
識
人
フ
ィ
リ
ア
ス
・
フ
ォ
ッ
グ
氏
は
、
多
く
の
新
聞
が
一
斉
に
と
り
あ
げ
狂

気
の
沙
汰
と
評
し
た
、
八
十
日
間
世
界
一
周
の
旅
に
出
た
。
彼
は
ト
ラ
ン
プ
仲
間

と
、
一
秒
で
も
遅
れ
る
と
全
財
産
を
失
う
こ
と
に
な
る
Ṍ
を
し
た
の
だ
。
彼
と
忠

実
な
従
者
パ
ス
パ
ル
ト
ゥ
ー
を
待
ち
う
け
る
波
瀾
万
丈
…
…
。

325693ȂX◆

赤569Ȃ4～5

ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ

朝
比
奈
美
知
子
訳

海

底

二

万

里
全
二
冊

上
・
下
品
切

そ
の
年
一
八
八
六
年
は
、
奇
妙
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
年
だ
っ
た
。
い
く
つ
も
の

船
が
海
で
〈
何
か
巨
大
な
も
の
〉
に
出
く
わ
し
て
い
た
。
そ
れ
は
長
い
紡
錘
形
の

物
体
で
、
時
に
㜊
光
を
発
し
、
ク
ジ
ラ
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
く
、
ず
っ
と
速
か
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
海
軍
か
ら
依
頼
さ
れ
、
追
跡
行
に
加
わ
っ
た
パ
リ
博
物
館
教
授
ア

ロ
ナ
ッ
ク
ス
氏
は
、
つ
い
に
そ
の
怪
物
に
遭
遇
し
た
…
…
。

325694Ȃ7◆

赤574Ȃ1

ゴ

ー

チ

エ

田
辺
貞
之
助
訳

死
霊
の
恋
・
ポ
ン
ペ
イ
夜
話
他
三
Ἣ

七
二
六
円

フ
ラ
ン
ス
文
学
の
魔
術
師
テ
オ
フ
ィ
ル
・
ゴ
ー
チ
エ
（
一
八
一
一

―
七
二

）
の
㑹
作
短
Ἣ

五
Ἣ
を
選
び
収
め
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
っ
と
も
㑹
れ
た
吸
血
鬼
小
説
の
一
つ
と

賞
さ
れ
る
「
死
霊
の
恋
」、
青
年
の
よ
せ
る
烈
し
い
思
慕
に
古
代
ポ
ン
ペ
イ
の
麗

人
が
甦
え
る
「
ポ
ン
ペ
イ
夜
話
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
愛
と
美
と
夢
に
彩
ら
れ
た
あ

で
や
か
な
幻
想
の
世
界
へ
と
読
者
を
い
ざ
な
う
。

325741Ȃ3

赤575Ȃ2

ネ
ル
ヴ
ァ
ル

野

崎

歓
訳

火

の

娘

た

ち

一
三
八
六
円

「
そ
の
美
し
い
夏
の
朝
か
ぎ
り
、
ぼ
く
ら
は
花
婿
と
花
嫁
だ
っ
た
」
─
─
パ
リ
の

女
優
の
面
影
が
呼
び
覚
ま
す
、
故
郷
ヴ
ァ
ロ
ワ
の
日
々
。
金
髪
の
ア
ド
リ
エ
ン

ヌ
、
黒
髪
の
シ
ル
ヴ
ィ
の
回
想
は
、
過
去
と
現
在
、
夢
と
う
つ
つ
、
光
と
闇
と
を

往
還
す
る
。
小
説
・
戯
曲
・
翻
案
・
詩
を
一
つ
に
編
み
上
げ
た
、
幻
想
の
作
家
ネ

ル
ヴ
ァ
ル
珠
玉
の
作
品
集
。
そ
の
魔
術
的
魅
惑
を
爽
や
か
な
訳
文
で
伝
え
る

325752Ȃ4
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赤580Ȃ1

レ
チ
フ
・
ド
・
ラ
・
ブ
ル
ト
ン
ヌ

植

田

祐

㗨
編
訳

パ

リ

の

夜

―
革
命
下
の
民
衆
―

一
〇
一
二
円

不
気
味
な
緊
張
の
た
だ
よ
う
革
命
前
夜
の
パ
リ
、
バ
ス
チ
ー
ユ
襲
撃
に
革
命
の
火

の
手
が
燃
え
上
が
る
。「
私
の
描
く
の
は
民
衆
の
㗡
だ
」。
熱
狂
と
恐
怖
の
渦
巻
く

な
か
、
レ
チ
フ
（
一
七
三
四

―
一
八
〇
六

）
は
᷺
む
こ
と
な
く
夜
の
パ
リ
を
㓢
徊
し
、
お
の

が
眼
に
う
つ
る
民
衆
の
生
態
を
描
き
出
す
。
サ
ド
と
並
ん
で
今
世
紀
に
華
々
し
い

復
権
を
と
げ
た
フ
ラ
ン
ス
十
八
世
紀
末
の
異
色
作
家
の
代
表
作
。

325801Ȃ0

赤585Ȃ1

コ

レ

ッ

ト

工

藤

庸

子
訳

牝

猫
（
め
す
ね
こ
）

六
六
〇
円

人
間
ど
う
し
さ
な
が
ら
に
意
志
を
か
よ
わ
せ
て
睦
み
あ
う
青
年
ア
ラ
ン
と
愛
猫
サ

ア
。
ア
ラ
ン
の
愛
の
み
を
待
ち
う
け
る
新
妻
カ
ミ
ー
ユ
の
不
満
は
、
や
が
て
「
第

三
者
」
サ
ア
に
対
す
る
い
ら
だ
ち
と
嫉
妬
の
心
に
か
わ
っ
て
ゆ
く
。
二
十
世
紀
フ

ラ
ン
ス
文
壇
の
女
王
コ
レ
ッ
ト
（
一
八
七
三

―
一
九
五
四

）
が
、
一
匹
の
牝
猫
を
は
さ
ん
だ

若
い
新
婚
男
女
の
微
妙
な
心
理
を
繊
細
な
感
覚
で
と
ら
え
た
円
熟
期
の
代
表
作
。

325851Ȃ7

赤585Ȃ2

コ

レ

ッ

ト

工

藤

庸

子
訳

シ

ェ

リ
七
九
二
円

薔
㝿
色
の
レ
ー
ス
に
彩
ら
れ
た
寝
室
の
中
、
女
は
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
り
、
㗡
見
に

映
る
美
し
い
青
年
の
㗡
を
み
つ
め
て
い
る

。
五
十
歳
を
迎
え
よ
う
と
す
る
元

高
級
娼
婦
と
、
シ
ェ
リ
（
い
と
し
い
人
）
と
呼
ば
れ
る
親
子
ほ
ど
も
年
の
違
う
若

者
と
の
息
詰
ま
る
よ
う
な
恋
。
ジ
ッ
ド
が
「
一
か
所
と
し
て
軟
弱
な
と
こ
ろ
、
冗

漫
な
文
章
、
陳
腐
な
表
現
も
な
い
」
と
賛
嘆
し
た
コ
レ
ッ
ト
の
最
高
㑹
作
。

325852Ȃ5

赤585Ȃ3

コ

レ

ッ

ト

工

藤

庸

子
訳

シ

ェ

リ

の

最

後
七
二
六
円

第
一
㗨
大
戦
後
の
パ
リ
。
復
員
し
た
も
の
の
社
会
の
動
乱
に
適
応
で
き
ず
無
為
な

日
々
を
送
る
主
人
公
を
尻
目
に
、
妻
と
母
は
営
利
と
名
誉
の
獲
得
に
奔
走
し
て
い

る
。
ど
こ
に
も
自
分
の
場
所
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
彼
は
、
唯
一
の
女
性
レ

ア
の
も
と
へ
と
帰
ろ
う
と
す
る
が
…
…
。
失
わ
れ
た
時
と
永
遠
の
愛
と
の
間
を
彷

徨
す
る
魂
を
、
と
ぎ
す
ま
さ
れ
た
筆
致
で
描
く
『
シ
ェ
リ
』
の
続
Ἣ
。

325853Ȃ3

赤586Ȃ1

レ

ニ

エ

窪

田

般

彌
訳

生
き
て
い
る
過
去

八
八
〇
円

零
落
し
た
貴
族
の
館
に
あ
っ
て
ひ
た
す
ら
孤
独
と
無
為
の
日
々
を
お
く
る
青
年
ジ

ャ
ン
。
過
去
の
世
界
を
夢
見
て
生
き
つ
づ
け
よ
う
と
す
る
彼
は
、
や
が
て
深
い
血

の
つ
な
が
り
と
宿
命
に
つ
き
動
か
さ
れ
、
自
分
と
同
名
の
先
祖
が
一
五
〇
年
前
に

は
た
せ
な
か
っ
た
恋
を
受
け
継
ご
う
と
す
る
…
…
。
荷
風
が
心
酔
し
た
黄
昏
の
詩

人
レ
ニ
エ
（
一
八
六
四

―
一
九
三
六

）
の
㑹
作
小
説
。

325861Ȃ4
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赤587Ȃ1

ノ

デ

ィ

エ

篠
田
知
和
基
編
訳

ノ
デ
ィ
エ
幻
想
短
Ἣ
集

七
九
二
円

夢
と
狂
気
の
領
域
に
文
学
の
世
界
を
切
り
拓
き
、
フ
ラ
ン
ス
幻
想
文
学
の
祖
と
あ

お
が
れ
る
ノ
デ
ィ
エ
（
一
七
八
〇

―
一
八
四
四

）
の
㑹
作
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
入
れ
子
の
よ
う

に
㗨
々
と
重
な
っ
て
ゆ
く
悪
夢
を
描
い
て
読
む
者
を
感
覚
の
迷
路
へ
と
引
き
ず
り

こ
む
「
ス
マ
ラ
（
夜
の
霊
）」、
愛
す
べ
き
妖
精
と
美
し
い
人
妻
の
哀
し
い
恋
の
物

語
「
ト
リ
ル
ビ
ー
」
な
ど
六
Ἣ
を
精
選
し
て
お
く
る
。

325871Ȃ1

赤588Ȃ1

山

田

稔
編
訳

フ
ラ
ン
ス
短
Ἣ
㑹
作
選

一
〇
一
二
円

長
Ἣ
小
説
の
国
フ
ラ
ン
ス
で
も
い
ま
短
Ἣ
小
説
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
作
家
た

ち
は
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
芸
術
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」
と
よ
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現

を
目
ざ
し
て
芸
を
競
い
、
お
の
れ
の
エ
ス
プ
リ
を
証
明
す
る
場
と
し
て
短
Ἣ
を
書

く
。
本
書
所
収
の
リ
ラ
ダ
ン
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
、
デ
ュ
ラ
ス
ら
、
世
紀
末
か
ら
現

代
に
い
た
る
作
家
た
ち
の
技
の
競
演
に
、
読
者
は
堪
能
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

325881Ȃ9

赤590Ȃ1

ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン

巖

谷

國

士
訳

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
・
溶
け
る
魚

八
五
八
円

「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」
こ
そ
は
二
十
世
紀
の
芸
術
・
思
想
の
出
発
点
で
あ

る
。
夢
、
想
像
力
、
狂
気
を
擁
護
し
て
、
現
実
の
奥
深
く
に
隠
さ
れ
た
〈
超
現

実
〉
を
暴
き
だ
し
、
真
の
生
、
真
の
自
由
に
至
る
革
命
の
必
要
を
高
ら
か
に
謳
い

あ
げ
る
。
本
書
は
そ
の
原
書
初
版
の
構
成
に
基
づ
い
て
、
自
動
記
述
に
よ
る
物
語

集
「
溶
け
る
魚
」
を
併
収
し
、
綿
密
な
訳
注
を
付
し
た
新
訳
決
定
版
。

325901Ȃ7

赤590Ȃ2

ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン

巌

谷

國

士
訳

ナ

ジ

ャ

一
〇
一
二
円

「
私
は
誰
か
？
」
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
の
最
盛
期
、
一
九
二
八
年
に
発
表
さ

れ
た
ブ
ル
ト
ン
の
代
表
作
は
、
自
分
へ
の
問
い
か
け
か
ら
始
ま
る
。
実
際
に
出
会

っ
た
人
物
、
お
こ
っ
た
出
来
事
、
発
せ
ら
れ
た
言
葉
を
、
克
明
に
記
録
す
る
と
い

う
こ
の
新
し
い
「
小
説
」
は
発
表
当
初
よ
り
賛
辞
に
か
こ
ま
れ
、
三
十
五
年
後
、

「
著
者
に
よ
る
全
面
改
訂
版
」
と
し
て
ふ
た
た
び
世
に
送
り
出
さ
れ
た
。

325902Ȃ5

赤597Ȃ2

サ

ド

植

田

祐

㗨
訳

ジ
ュ
ス
チ
ー
ヌ
ま
た
は
美
徳
の
不
幸

一
三
八
六
円

孤
児
に
な
り
、
修
道
院
を
追
わ
れ
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
と
ジ
ュ
ス
チ
ー
ヌ
の
ふ
た

り
。
姉
は
美
貌
を
利
用
し
す
す
ん
で
ᷕ
蕩
に
身
を
任
せ
、
や
す
や
す
と
出
世
を
果

た
す
が
、
純
真
な
妹
ジ
ュ
ス
チ
ー
ヌ
は
、
美
徳
を
か
た
く
守
り
つ
づ
け
た
た
め

に
、
く
り
か
え
し
悪
徳
に
も
て
あ
そ
ば
れ
る
。
バ
ス
チ
ー
ユ
の
牢
獄
の
中
で
執
筆

さ
れ
、
革
命
後
パ
リ
で
刊
行
さ
れ
た
思
想
小
説
。
本
邦
初
訳
。

325972Ȃ6
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赤598Ȃ1

ユ
ル
ス
ナ
ー
ル

岩

崎

力
訳

と

ど

め

の

一

撃
六
六
〇
円

「
エ
リ
ッ
ク
！

な
ん
て
変
っ
た
ん
で
し
ょ
う
！
」
少
年
期
を
と
も
に
過
ご
し
た

館
に
帰
り
着
い
た
エ
リ
ッ
ク
、
コ
ン
ラ
ー
ト
の
ふ
た
り
を
迎
え
た
の
は
コ
ン
ラ
ー

ト
の
姉
ソ
フ
ィ
ー
だ
っ
た
。
第
一
㗨
世
界
大
戦
と
ロ
シ
ア
革
命
の
動
乱
期
、
バ
ル

ト
海
沿
岸
地
方
の
混
乱
を
背
景
に
三
人
の
男
女
の
愛
と
死
の
ド
ラ
マ
が
展
開
す

る
。
フ
ラ
ン
ス
の
女
流
作
家
ユ
ル
ス
ナ
ー
ル
（
一
九
〇
三

―
八
七

）
の
㑹
作
。

325981Ȃ5

赤N501Ȃ1

安
藤
元
雄
・
入
沢
康
夫
・
渋
沢
孝
輔
編

フ
ラ
ン
ス
名
詩
選

一
〇
六
七
円

十
五
世
紀
の
ヴ
ィ
ヨ
ン
か
ら
、
十
九
世
紀
の
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
マ
ラ
ル
メ
、
ヴ
ェ

ル
レ
ー
ヌ
、
ラ
ン
ボ
ー
、
さ
ら
に
ジ
ャ
ム
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
、
そ

し
て
現
代
に
続
く
ブ
ル
ト
ン
、
コ
ク
ト
ー
、
プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル

日
本
で
も
多
く

の
愛
好
者
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
詩
の
豊
饒
の
世
界
を
最
適
の
編
訳
者
を
得
て
一
冊
に

収
め
る
。
年
代
順
に
六
十
人
、
九
十
九
Ἣ
を
精
選
、
原
詩
と
日
本
語
訳
を
対
照
。

375011ȂX

赤N504Ȃ1～2

ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル

渡

辺

守

章
訳

繻し
ゅ

子す

の

靴
全
二
冊

上
・
下
各
一
一
四
四
円

マ
ラ
ル
メ
の
弟
子
、
彫
刻
家
カ
ミ
ー
ユ
の
弟
、
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
に
し
て
駐
日

大
使
も
務
め
た
外
交
官
。
幾
つ
も
の
顔
を
持
つ
劇
詩
人
が
そ
の
全
て
の
ベ
ク
ト
ル

を
凝
集
さ
せ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
演
劇
。
黄
金
世
紀
ス
ペ
イ
ン
を
舞
台
に
、
大
審
問
官

の
若
く
美
し
い
妻
と
新
大
陸
制
覇
の
野
望
に
燃
え
る
征
服
者
と
の
魂
の
救
済
を
か

け
た
壮
大
な
恋
が
今
幕
開
く
。
訳
注
・
解
題
・
年
譜
も
充
実
。

375041Ȃ1

赤N505Ȃ2～3

ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ラ
ル
ボ
ー

岩

崎

力
訳

Ａ
・
Ｏ
・
バ
ル
ナ
ブ
ー
ス
全
集
全
二
冊

上
一
一
二
二
円

下
一
〇
三
四
円

旅
と
書
物
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ラ
ル
ボ
ー
（
一
八
八
一

―
一
九
五
七

）
の

代
表
作
。
短
Ἣ
小
説
と
詩
と
日
記
か
ら
成
る
〈
全
集
〉
と
い
う
風
変
り
な
こ
の
作

品
は
、
い
わ
ば
〈
逆
向
き
の
教
養
小
説
〉
だ
。
幼
く
し
て
両
親
を
失
い
、
莫
大
な

遺
産
を
相
続
し
た
主
人
公
は
、
億
万
長
者
と
い
う
ば
か
げ
た
境
遇
を
捨
て
去
り
、

一
個
の
人
間
と
し
て
生
き
る
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
放
浪
す
る
。

375052Ȃ0◆

赤N506Ȃ1

ミ
シ
ェ
ル
・
ビ
ュ
ト
ー
ル

清

水

徹
訳

心

変

わ

り

一
二
五
四
円

「
き
み
」
は
早
朝
の
列
車
に
乗
り
込
む
。
ロ
ー
マ
に
住
む
愛
人
と
離
婚
し
て
パ
リ

で
同
棲
し
よ
う
と
申
し
出
る
た
め
に
。
二
人
で
探
索
し
た
ロ
ー
マ
の
遺
跡
群
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
い
期
待
や
思
い
出
が
車
中
の
「
き
み
」
に
浮
ぶ
。
だ

が
、
旅
の
疲
労
と
と
も
に
決
意
は
暗
く
変
わ
り
…
…

一
九
五
〇
年
代
フ
ラ
ン
ス

文
壇
に
二
人
称
の
語
り
で
颯
爽
と
登
場
し
た
ル
ノ
ー
ド
ー
賞
受
賞
作
。

375061Ȃ6
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赤N509Ȃ2

ル
・
ク
レ
ジ
オ

高

山

鉄

男
訳

悪

魔

祓

い

一
三
二
〇
円

イ
ン
デ
ィ
オ
の
世
界
を
は
じ
め
て
眼
に
し
た
と
き
の
驚
き
と
、
無
文
字
社
会
に
生

き
な
が
ら
も
、
あ
ら
ゆ
る
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に
先
行
す
る
叡
智
を
保
持
し
、
近
代

人
の
病
で
あ
る
〈
所
有
〉
と
い
う
概
念
に
抵
抗
す
る
イ
ン
デ
ィ
オ
社
会
の
宇
宙

観
。
西
欧
文
明
と
イ
ン
デ
ィ
オ
社
会
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
対
立
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
描

く
、
ル
・
ク
レ
ジ
オ
の
記
念
碑
的
著
作
。
現
代
文
明
批
判
の
書
。
（
カ
ラ
ー
版
）
375108Ȃ4

赤N511Ȃ0

プ
ル
ー
ス
ト

岩

崎

力
訳

楽

し

み

と

日

々

一
〇
三
四
円

プ
ル
ー
ス
ト
（
一
八
七
一

―
一
九
二
二

）
が
二
十
代
前
半
に
書
い
た
短
Ἣ
小
説
・
散
文
・
詩

を
ま
と
め
た
第
一
作
品
集
。
鋭
敏
で
繊
細
な
感
受
性
、
細
部
に
わ
た
る
緻
密
な
観

察
、
情
熱
や
嫉
妬
と
い
っ
た
心
理
の
微
妙
か
つ
執
拗
な
探
究
、
ス
ノ
ビ
ス
ム
へ
の

こ
だ
わ
り
な
ど
、
大
作
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
の
数
々

が
本
書
に
は
す
で
に
現
れ
て
い
る
。
作
家
プ
ル
ー
ス
ト
の
原
点
。

375130Ȃ5◆

赤N511Ȃ1～14

プ
ル
ー
ス
ト

吉

川

一

義
訳

失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
全
十
四
冊

一
・
五
・
六
Ą各
九
九
〇
円

二
・
三
Ą各
一
〇
三
四
円

四
・
一
二
・
一
三
Ą各
一
三
八
六
円

七
・
八
Ą各
一
一
八
八
円

九
Ą一
三
二
〇
円

十
Ą一
一
二
二
円

一
一
Ą一
一
七
七
円

一
四
Ą一
六
五
〇
円

ひ
と
か
け
ら
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
を
口
に
し
た
と
た
ん
襲
わ
れ
る
戦
慄
。「
こ
の
歓
び

は
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
？
」

日
本
の
水
中
花
の
よ
う
に
芯
ひ
ら

く
想
い
出

サ
ン
ザ
シ
の
香
り
、
鐘
の
音
、
コ
ン
ブ
レ
ー
で
の
幼
い
日
々
。
プ

ル
ー
ス
ト
研
究
で
仏
ア
カ
デ
ミ
ー
学
術
大
賞
受
賞
の
第
一
人
者
が
精
確
清
新
な
訳

文
で
い
ざ
な
う
、
重
層
す
る
世
界
の
深
み
。
当
時
の
図
版
を
多
数
収
録
。

375109Ȃ1

赤N514Ȃ1～2

ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
ス

朝
比
奈
弘
治
訳

子

ど

も
全
二
冊

上
・
下
各
八
五
八
円

「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
学
校
で
死
ぬ
ほ
ど
い
や
な
思
い
を
し
、
家
で
泣
か
さ
れ
た
す

べ
て
の
者
に
、
わ
た
し
は
こ
の
本
を
捧
げ
る
」

教
師
の
家
に
生
ま
れ
た
ジ
ャ

ッ
ク
は
、
父
母
の
厳
し
さ
に
傷
つ
き
な
が
ら
も
、
町
や
野
山
を
駆
け
回
り
日
々
騒

動
を
引
き
起
こ
す
。
歓
び
と
痛
み
に
満
ち
た
子
ど
も
の
世
界
を
描
き
、
パ
リ
・
コ

ミ
ュ
ー
ン
の
闘
士
ヴ
ァ
レ
ス
（
一
八
三
二

―
八
五

）
の
文
名
を
高
め
た
自
伝
的
作
品
。

375126Ȃ8

赤N515Ȃ2

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
グ
ラ
ッ
ク

安

藤

元

雄
訳

シ

ル

ト

の

岸

辺

一
二
五
四
円

著
者
最
大
の
長
Ἣ
か
つ
最
も
劇
的
な
迫
力
に
富
む
代
表
作
。
一
九
五
一
年
度
の
ゴ

ン
ク
ー
ル
賞
に
選
ば
れ
た
が
、
グ
ラ
ッ
ク
は
受
賞
を
拒
否
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん

だ
。「
こ
の
小
説
は
、
そ
の
最
後
の
章
ま
で
、
決
し
て
火
ぶ
た
の
切
ら
れ
な
い
一

つ
の
海
戦
に
向
か
っ
て
カ
ノ
ン
を
進
行
す
る
」

宿
命
を
主
題
に
、
言
葉
の
喚

起
機
能
を
極
限
ま
で
駆
使
し
、
予
感
と
不
安
と
を
暗
示
的
に
表
現
し
て
見
せ
た
。

375129Ȃ9
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赤N516Ȃ1

サ
ン
＝

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

内

藤

濯
訳

星

の

王

子

さ

ま
五
七
二
円

「
お
と
な
は
、
だ
れ
も
、
は
じ
め
は
子
ど
も
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
忘

れ
ず
に
い
る
お
と
な
は
、
い
く
ら
も
い
な
い
」

。
サ
ハ
ラ
砂
漠
に
不
時
着
し

た
孤
独
な
飛
行
士
と
、「
ほ
ん
と
う
の
こ
と
」
し
か
知
り
た
が
ら
な
い
純
粋
な
星

の
王
子
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い
を
描
い
た
永
遠
の
名
作
を
、
一
九
五
三
年
以
来
、
日

本
じ
ゅ
う
の
読
者
を
魅
了
し
て
き
た
、
内
藤
濯
氏
に
よ
る
歴
史
的
名
訳
で
。

375131Ȃ2

赤N517Ȃ1

小
笠
原
豊
樹
訳

プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル
詩
集

九
二
四
円

「
天
井
桟
敷
の
人
々
」「
霧
の
波
止
場
」
な
ど
恋
愛
映
画
の
名
脚
本
家
で
あ
り
、
シ

ャ
ン
ソ
ン
「
枯
葉
」
の
作
詞
家
で
も
あ
る
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
詩
人
ジ
ャ
ッ
ク
･

プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル
（
一
九
〇
〇

―
七
七

）。
恋
人
た
ち
の
歓
喜
と
悲
哀
の
み
な
ら
ず
、
戦
争

や
日
々
の
労
働
の
あ
り
さ
ま
を
、
ユ
ー
モ
ア
と
諷
刺
に
つ
つ
ん
で
う
た
い
あ
げ

た
、
こ
と
ば
の
魔
術
師
の
エ
ッ
セ
ン
ス
。（
解
説

小
笠
原
豊
樹
、
谷
川
俊
太
郎
）
375171Ȃ8

赤N518Ȃ1

カ

ミ

ュ

三

野

博

司
訳

ペ

ス

ト

一
三
二
〇
円

一
九
四
＊
年
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
オ
ラ
ン
に
ペ
ス
ト
が
発
生
し
た
。
市
門
は
閉
ざ

さ
れ
、
疫
病
が
猛
威
を
振
る
う
。
絶
望
と
混
乱
と
不
正
が
満
ち
る
中
、
医
師
リ
ユ

ー
は
治
療
に
奔
走
し
、
そ
れ
を
助
け
る
保
険
隊
も
結
成
さ
れ
る
。
理
不
尽
な
悪
に

抗
う
人
び
と
の
心
理
と
言
動
を
描
き
、
巨
大
な
災
禍
の
た
び
に
読
み
直
さ
れ
る
㑹

作
。
国
際
的
な
カ
ミ
ュ
研
究
者
に
よ
る
新
訳
が
、
作
品
の
衝
撃
を
蘇
ら
せ
る
。

375132Ȃ9
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赤604Ȃ1

プ
ー
シ
キ
ン

池
田
健
太
郎
訳

オ

ネ

ー

ギ

ン
七
二
六
円

純
情
可
㜐
な
少
女
タ
チ
ヤ
ー
ナ
の
切
々
た
る
恋
情
を
無
残
に
も
踏
み
に
じ
っ
た
オ

ネ
ー
ギ
ン
。
彼
は
後
に
タ
チ
ヤ
ー
ナ
へ
の
愛
に
目
覚
め
る
が
、
時
す
で
に
遅
く
、

つ
い
に
彼
の
愛
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
…
…
。
バ
イ
ロ
ン
的
な
主

人
公
オ
ネ
ー
ギ
ン
は
、
ロ
シ
ア
文
学
に
特
徴
的
な
〈
余
計
者
〉
の
原
型
と
な
っ

た
。
ロ
シ
ア
文
学
史
上
に
燦
然
と
輝
く
韻
文
小
説
の
金
字
塔
。

326041Ȃ4

赤604Ȃ2

プ
ー
シ
キ
ン

神

西

清
訳

ス
ペ
ー
ド
の
女
王
・
ベ
ー
ル
キ
ン
物
語

八
五
八
円

西
欧
文
学
を
貪
欲
に
摂
取
し
、
近
代
ロ
シ
ア
文
学
の
基
礎
を
う
ち
立
て
た
プ
ー
シ

キ
ン
（
一
七
九
九

―
一
八
三
七

）。
簡
潔
明
快
な
文
章
と
構
成
で
、
現
実
と
幻
想
の
交
錯
を

完
璧
に
描
い
て
み
せ
た
『
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
』。
五
Ἣ
の
多
彩
な
短
Ἣ
か
ら
成
り
、

ロ
シ
ア
散
文
小
説
の
出
発
点
と
な
っ
た
『
ベ
ー
ル
キ
ン
物
語
』。
本
書
は
、
名
訳

者
と
謳
わ
れ
た
神
西
清
の
訳
筆
に
成
る
、
プ
ー
シ
キ
ン
㑹
作
短
Ἣ
集
で
あ
る
。

326042Ȃ2

赤605Ȃ3

ゴ

ー

ゴ

リ

平

井

肇
訳

外

套

・

鼻
五
七
二
円

あ
る
日
、
鼻
が
顔
か
ら
抜
け
出
し
て
ひ
と
り
歩
き
を
始
め
た

。
写
実
主
義
的

筆
致
で
描
か
れ
る
奇
妙
き
て
れ
つ
な
ナ
ン
セ
ン
ス
㞍
『
鼻
』。
運
命
と
人
に
辱
め

ら
れ
る
一
人
の
貧
し
き
下
級
官
吏
へ
の
限
り
な
き
㜐
憫
の
情
に
満
ち
た
『
外
套
』。

ゴ
ー
ゴ
リ
（
一
八
〇
九

―
一
八
五
二

）
の
名
翻
訳
者
と
し
て
知
ら
れ
る
平
井
肇
（
一
八
九
六

―
一
九

四
六

）
の
訳
文
は
、
ゴ
ー
ゴ
リ
の
魅
力
を
伝
え
て
や
ま
な
い
。

326053Ȃ8

赤606Ȃ1

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ

井

上

満
訳

日

本

渡

航

記

―
フ
レ
ガ
ー
ト
「
パ
ル
ラ
ダ
」
号
よ
り
―

一
一
二
二
円

本
書
は
、
ロ
シ
ア
軍
艦
「
パ
ル
ラ
ダ
」
号
の
提
督
秘
書
と
な
っ
た
作
家
ゴ
ン
チ
ャ

ロ
フ
の
世
界
周
航
記
の
一
部
、
こ
と
に
日
本
に
関
係
あ
る
部
分
を
抄
訳
し
た
も

の
。
香
港
、
上
海
、
琉
球
諸
島
、
小
笠
原
等
の
風
俗
、
幕
末
日
本
の
政
情
や
日
本

人
の
慣
習
を
鋭
く
観
察
し
て
い
る
が
、
弱
小
国
日
本
へ
の
優
越
感
と
、
故
国
へ
の

郷
愁
と
の
か
ら
み
合
い
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
興
味
深
い
紀
行
文
で
あ
る
。

326061Ȃ9

赤608Ȃ3

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ

中

村

融
訳

ル

ー

ヂ

ン
七
二
六
円

二
葉
亭
四
迷
訳
「
う
き
草
」
の
題
名
に
よ
っ
て
明
治
以
来
わ
が
国
で
知
ら
れ
て
き

た
名
作
。
女
地
主
ダ
ー
リ
ヤ
の
邸
に
現
わ
れ
た
一
人
の
男
ル
ー
ヂ
ン
。
人
々
の
前

で
は
博
学
多
識
を
ふ
り
廻
す
が
、
し
ょ
せ
ん
は
意
志
の
弱
い
冷
淡
な
知
識
人
に
過

ぎ
ず
、
の
ち
に
革
命
の
理
想
だ
け
を
抱
い
て
あ
え
な
く
も
死
ん
で
行
く
。
今
日
で

も
な
お
み
ら
れ
る
知
識
人
の
一
タ
イ
プ
を
示
す
。
一
八
五
五
年
作
。

326083ȂX

ロシア文学267
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赤613Ȃ1

ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
イ

原

久

一

郎
訳

貧

し

き

人

々
八
五
八
円

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
う
ら
ぶ
れ
た
ア
パ
ー
ト
に
暮
ら
す
貧
し
い
老
官
吏
と
、
そ
の
窓

の
向
う
に
住
む
薄
幸
の
少
女
が
交
わ
し
た
愛
と
尊
敬
に
み
ち
あ
ふ
れ
る
往
復
書

簡
。
当
時
二
十
四
歳
の
作
者
は
ひ
ど
い
貧
窮
の
中
に
あ
っ
て
、
心
あ
た
た
ま
る
こ

の
処
女
作
品
を
完
成
し
、
ネ
ク
ラ
ー
ソ
フ
、
ベ
リ
ン
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
、
若
き
天

才
の
出
現
と
激
賞
さ
れ
た
。

326131Ȃ3

赤613Ȃ2

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

小

沼

文

彦
訳

二

重

人

格
九
二
四
円

主
人
公
は
小
心
で
引
っ
込
み
思
案
の
典
型
的
小
役
人
。
家
柄
も
才
能
も
な
い
が
、

栄
達
を
望
む
野
心
だ
け
は
人
一
倍
強
い
。
そ
の
内
心
の
相
克
が
こ
う
じ
た
あ
ま

り
、
つ
い
に
も
う
一
人
の
自
分
と
い
う
幻
覚
が
現
わ
れ
た
。

精
神
の
平
衡
を

失
い
発
狂
し
て
ゆ
く
主
人
公
の
㗡
を
通
し
て
、
管
理
社
会
の
重
圧
に
お
し
ひ
し
が

れ
る
都
市
人
間
の
心
理
の
内
奥
を
え
ぐ
っ
た
巨
匠
の
第
二
作
。

326132Ȃ1

赤613Ȃ5～7

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

江

川

卓
訳

罪

と

罰
全
三
冊

上
一
一
二
二
円

中
一
〇
一
二
円

下
一
一
七
七
円

そ
の
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
。
大
学
を
除
籍
に
な
り
、
ぎ
り
ぎ
り
の
貧
乏
暮
ら
し
の

青
年
に
、
郷
里
の
母
と
妹
の
期
待
と
犠
牲
が
重
く
の
し
か
か
る
。
こ
の
悲
惨
な
境

遇
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
、
彼
は
あ
る
「
計
画
」
を
決
行
す
る
が
…
閉
塞
し
た
社
会

状
況
の
な
か
で
く
す
ぶ
る
人
間
性
回
復
へ
の
強
烈
な
願
望
を
描
い
て
世
界
文
学
史

に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
名
を
刻
み
つ
け
た
不
朽
の
作
品
。

326135Ȃ6◆

赤613Ȃ8～9

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ

米

川

正

夫
訳

白

痴
全
二
冊

上
一
三
二
〇
円

下
一
一
八
八
円

「
こ
の
小
説
の
意
図
は
、
完
全
に
美
し
い
人
間
を
描
く
こ
と
で
す
。
こ
の
世
に
こ

れ
以
上
む
ず
か
し
い
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
」

素
直
さ
と
純
粋
さ
、
そ
し
て

深
い
共
感
能
力
と
愛
の
心
を
も
っ
た
主
人
公
ム
イ
シ
ュ
キ
ン
公
爵
は
、
す
べ
て
の

人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
情
念
の
渦
巻
く
現
実
の
世
界
に
あ
っ
て
、
は

た
し
て
彼
は
、
和
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

326138Ȃ0

赤614Ȃ9
赤615Ȃ0～2

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ

米

川

正

夫
訳

カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
全
四
冊

一
Ą一
一
七
七
円
二
Ą一
〇
一
二
円
三
・
四
Ą各
九
九
〇
円

暴
力
を
否
定
し
、
調
和
的
な
愛
を
強
調
す
る
こ
の
作
品
は
、
作
者
最
後
の
か
つ
最

高
の
㑹
作
で
雄
大
な
構
想
、
複
雑
で
緻
密
な
構
成
、
人
間
精
神
の
深
刻
な
把
握
、

ま
た
人
類
の
苦
悩
に
対
す
る
深
い
理
解
と
愛
情
と
を
も
つ
。
ᷕ
蕩
な
フ
ョ
ー
ド
ル

を
父
に
持
つ
三
人
の
兄
弟
を
主
人
公
に
、
悪
夢
の
よ
う
な
一
家
の
形
成
か
ら
破
滅

に
至
る
ま
で
の
複
雑
多
岐
な
内
容
を
短
時
日
の
事
件
の
中
に
描
き
出
す
。

326149Ȃ6◆

ロシア文学 268

001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 26922/04/04 11:02  v3.60

赤617Ȃ1～3

ト
ル
ス
ト
イ

中

村

融
訳

ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
全
三
冊

上
一
一
七
七
円

中
一
一
六
六
円

下
一
二
五
四
円

こ
の
作
品
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
ア
ン
ナ
で
あ
る
。
し
か
し
作
者
が
描
い
た
の
は
ア
ン
ナ

の
悲
劇
だ
け
で
は
な
い
。
彼
女
の
夫
カ
レ
ー
ニ
ン
、
彼
ら
と
対
照
的
な
レ
ー
ヴ
イ

ン
夫
婦
、
そ
し
て
オ
ブ
ロ
ン
ス
キ
イ
夫
婦
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
を
配
し
な
が
ら

微
細
に
描
写
す
る
。
読
み
進
む
う
ち
に
読
者
は
、
愛
と
は
、
結
婚
と
は
、
生
活
と

は
、
と
い
っ
た
問
い
を
、
自
ら
に
発
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

326171Ȃ2

赤617Ȃ8

ト
ル
ス
ト
イ

藤

沼

貴
訳

幼

年

時

代
七
二
六
円

「
し
あ
わ
せ
な
、
し
あ
わ
せ
な
二
度
と
か
え
ら
ぬ
幼
年
時
代
！

ど
う
し
て
そ
の

思
い
出
を
愛
し
、
い
つ
く
し
ま
ず
に
い
ら
れ
よ
う
」。
文
豪
ト
ル
ス
ト
イ
の
生
涯

の
出
発
点
に
は
ど
の
よ
う
な
苗
床
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
伝
小
説

『
幼
年
時
代
』
は
、
と
り
わ
け
心
理
描
写
と
人
物
の
性
格
づ
け
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。

豊
富
な
天
分
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
巨
匠
の
処
女
作
。

326178ȂX

赤618Ȃ1～6

ト
ル
ス
ト
イ

藤

沼

貴
訳

戦

争

と

平

和
全
六
冊

一
・
三
Ą各
一
二
五
四
円
二
・
四
・
五
Ą各
一
二
一
〇
円
六
Ą一
三
二
〇
円

十
九
世
紀
初
頭
。
英
雄
か
恐
怖
の
征
服
者
か
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
襲
来
に
震
憾
す
る

ロ
シ
ア
社
会
。
一
八
〇
五
年
、
一
二
年
の
戦
闘
二
つ
を
軸
に
、
社
交
界
・
軍
隊
・

家
族
の
年
代
記
が
重
奏
し
展
開
す
る
。
ピ
エ
ー
ル
、
ア
ン
ド
レ
イ
、
ナ
タ
ー
シ
ャ

ら
貴
族
か
ら
農
民
や
放
浪
者
ま
で
、
登
場
人
物
五
五
〇
人
余
。
破
格
の
ス
ケ
ー
ル

で
描
く
人
間
の
運
命
。
不
朽
の
世
界
文
学
新
訳
。
地
図
・
コ
ラ
ム
・
年
表
付
。

326181ȂX◆

赤619Ȃ1

中

村

白

葉
訳

ト
ル
ス
ト
イ

民

話

集
人
は
な
ん
で
生
き
る
か
他
四
Ἣ

六
三
八
円

本
書
に
収
め
ら
れ
た
五
つ
の
短
編
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
晩
年
の
執
筆
に
な
る
民
話
で

あ
る
。
こ
の
頃
作
者
は
、
宗
教
的
・
道
徳
的
傾
向
を
著
し
く
深
め
て
い
た
。
そ
し

て
苦
悩
に
満
ち
た
実
生
活
を
代
価
と
し
て
購
っ
た
か
け
が
え
の
な
い
真
実
が
、
幾

多
の
民
話
と
な
っ
て
結
晶
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
素
朴
な
人
間
の

善
意
に
対
す
る
信
頼
と
安
ら
か
な
息
吹
き
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

326191Ȃ7

赤619Ȃ2

中

村

白

葉
訳

ト
ル
ス
ト
イ

民

話

集

イ
ワ
ン
の
ば
か
他
八
Ἣ

七
二
六
円

こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
「
イ
ワ
ン
の
ば
か
と
そ
の
ふ
た
り
の
兄
弟
」
を
は
じ
め
九
Ἣ

の
民
話
に
は
、
愛
す
べ
き
ロ
シ
ア
の
大
地
の
に
お
い
が
す
る
。
そ
し
て
民
話
の
素

朴
な
美
し
さ
の
中
に
、
厳
し
い
試
練
に
耐
え
ぬ
い
た
ト
ル
ス
ト
イ
の
人
生
観
・
国

家
観
・
道
徳
観
等
そ
の
全
思
想
の
深
み
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は

こ
の
作
品
を
「
芸
術
以
上
の
芸
術
」「
永
遠
な
る
も
の
」
と
絶
賛
し
た
。

326192Ȃ5◆

ロシア文学269
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赤619Ȃ3

ト
ル
ス
ト
イ

米

川

正

夫
訳

イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の
死

四
四
〇
円

一
官
吏
が
不
治
の
病
に
か
か
っ
て
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
恐
ろ
し
い
苦
痛
を
な

め
、
死
の
恐
怖
と
孤
独
に
さ
い
な
ま
れ
な
が
ら
諦
観
に
達
す
る
ま
で
を
描
く
。
題

材
に
は
何
の
変
哲
も
な
い
が
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
透
徹
し
た
観
察
と
生
き
て
鼓
動
す

る
よ
う
な
感
覚
描
写
は
、
非
凡
な
英
雄
偉
人
の
生
涯
に
も
ま
し
て
、
こ
の
一
凡
人

の
小
さ
な
生
活
に
ず
し
り
と
し
た
存
在
感
を
あ
た
え
て
い
る
。

326193Ȃ3◆

赤619Ȃ7～8

ト
ル
ス
ト
イ

藤

沼

貴
訳

復

活
全
二
冊

上
一
一
七
七
円

下
一
一
八
八
円

殺
人
事
件
の
陪
審
員
と
し
て
法
廷
に
出
た
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
は
、
容
疑
者
の
娼
婦

を
見
て
驚
く
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
自
分
が
恋
を
し
、
誘
惑
し
た
の
ち
に
捨
て
去
っ

た
叔
母
の
家
の
小
間
使
い
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
で
あ
っ
た
…
…
。
老
ト
ル
ス
ト
イ
は
世

の
中
に
は
び
こ
る
虚
偽
と
悪
に
鋭
く
厳
し
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
、
痛
み
と
苦
し
み

を
経
て
愛
に
よ
っ
て
よ
み
が
え
る
人
間
の
内
面
の
復
活
を
ひ
た
む
き
に
問
う
。

357005Ȃ0◆

赤619Ȃ9

ト
ル
ス
ト
イ

中

村

融
訳

人

生

論品
切

人
生
と
は
善
へ
の
希
求
で
あ
り
、
そ
の
努
力
に
こ
そ
人
生
の
真
の
意
義
が
あ
る
。

善
こ
そ
は
人
生
の
目
的
な
の
だ
。
だ
が
、
こ
の
目
的
は
何
に
よ
っ
て
達
成
し
う
る

の
だ
ろ
う
か
。
ト
ル
ス
ト
イ
は
こ
う
断
ず
る
、
そ
れ
は
人
間
に
の
み
与
え
ら
れ
た

あ
の
理
性
の
働
き
、
即
ち
愛
に
よ
っ
て
で
あ
る
、
と
。『
人
生
論
』
に
は
、
こ
の

偉
大
な
「
人
生
の
教
師
」
晩
年
の
思
索
と
体
験
の
す
べ
て
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

326199Ȃ2◆

赤622Ȃ1

チ
ェ
ー
ホ
フ

浦

雅

春
訳

か

も

め
六
三
八
円

作
家
志
望
の
ト
レ
ー
プ
レ
フ
と
女
優
を
志
す
ニ
ー
ナ
。
美
し
い
湖
を
背
景
に
さ
ま

ざ
ま
な
恋
が
織
り
な
す
人
生
模
様
。
や
が
て
恋
人
た
ち
の
道
は
す
れ
違
い
、
新
進

作
家
と
な
っ
た
ト
レ
ー
プ
レ
フ
の
前
に
現
れ
た
ニ
ー
ナ
は
Ṗ
め
い
た
言
葉
を
洩
ら

す
─
─
「
私
は
か
も
め
」。
そ
れ
ぞ
れ
が
心
に
秘
め
る
「
か
も
め
」
は
飛
翔
で
き

る
の
か
？

演
劇
史
に
燦
然
と
輝
く
名
作
を
清
新
な
訳
で
。
新
訳
。

326221Ȃ4◆

赤622Ȃ2

チ
ェ
ー
ホ
フ

小

野

理

子
訳

ワ
ー
ニ
ャ
お
じ
さ
ん

五
七
二
円

静
か
な
田
舎
屋
敷
に
、
退
職
し
た
教
授
夫
妻
が
も
ど
っ
て
き
た
。
尊
大
で
身
勝
手

の
教
授
と
無
為
に
日
を
送
る
美
貌
の
妻
は
、
人
び
と
の
暮
ら
し
に
波
紋
を
呼
び
お

こ
す

苦
悩
と
絶
望
に
と
ら
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
ひ
た
す
ら
生
き
て
行
く
こ
と

を
決
意
す
る
主
人
公
た
ち
の
㗡
は
、
時
代
の
閉
塞
状
況
に
悩
む
人
々
の
心
に
強
く

訴
え
か
け
、
初
演
以
来
観
客
を
魅
了
し
つ
づ
け
て
き
た
。

326222Ȃ0
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赤622Ȃ5

チ
ェ
ー
ホ
フ

小

野

理

子
訳

桜

の

園
五
七
二
円

南
ロ
シ
ア
の
五
月
、
美
し
く
咲
い
た
桜
の
園
に
五
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
当
主
ラ

ネ
ー
フ
ス
カ
ヤ
夫
人
。
思
い
出
に
浸
る
彼
女
を
喜
び
迎
え
る
屋
敷
の
人
び
と
。
し

か
し
、
広
大
な
領
地
は
す
で
に
抵
当
に
入
り
、
ま
も
な
く
競
売
に
か
け
ら
れ
る
運

命
に
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
の
交
錯
す
る
な
か
、
い
よ
い
よ
そ
の
日
が
や
っ
て

来
た
…
…
チ
ェ
ー
ホ
フ
最
後
の
、
そ
し
て
最
も
愛
さ
れ
て
き
た
戯
曲
。
新
訳
。

326225Ȃ5

赤623Ȃ3～4

湯

浅

芳

子
訳

チ
ェ
ー
ホ
フ

妻
へ
の
手
紙
全
二
冊

上
・
下
各
八
五
八
円

四
〇
歳
近
く
な
っ
て
女
優
ク
ニ
ッ
ペ
ル
と
初
め
て
の
結
婚
を
し
た
チ
ェ
ー
ホ
フ

は
、
し
か
し
そ
の
頃
す
で
に
健
康
を
害
し
て
い
て
、
モ
ス
ク
ワ
芸
術
座
の
舞
台
に

立
つ
妻
と
離
れ
ク
リ
ミ
ヤ
で
療
養
生
活
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
地
か

ら
愛
す
る
妻
に
宛
て
た
数
多
く
の
手
紙
は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
人
柄
と
、
創
作
や
演

劇
に
関
す
る
意
見
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

326233Ȃ6

赤627Ȃ1

上
田
進
・
横
田
瑞
穂
訳
編

ゴ
ー
リ
キ
ー
短
Ἣ
集

一
〇
六
七
円

「
イ
ゼ
ル
ギ
リ
婆
さ
ん
」「
秋
の
一
夜
」「
鷹
の
歌
」「
零
落
者
の
群
」
等
本
書
に
収

め
ら
れ
た
七
つ
の
短
Ἣ
は
、
す
べ
て
ゴ
ー
リ
キ
ー
（
一
八
六
八

―
一
九
三
六

）
の
放
浪
生
活

の
中
で
育
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
日
傭
い
人
夫
や
浮
浪
者
た
ち

の
㗡
に
は
、
社
会
の
ど
ん
底
に
喘
ぎ
な
が
ら
も
自
由
を
求
め
て
や
ま
な
い
若
き
ゴ

ー
リ
キ
ー
の
㗡
が
、
み
ず
み
ず
し
く
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。

326271Ȃ9

赤627Ȃ2

ゴ
ー
リ
キ
イ

中

村

白

葉
訳

ど

ん

底
五
七
二
円

こ
の
一
編
は
周
知
の
如
く
ゴ
ー
リ
キ
イ
の
名
を
永
遠
に
光
輝
あ
ら
し
め
た
名
作
で

あ
り
、
一
貫
し
た
筋
は
も
た
ぬ
が
木
賃
宿
の
内
外
を
舞
台
と
し
て
社
会
の
い
わ
ゆ

る
ど
ん
底
に
う
ご
め
く
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
零
落
者
を
描
く
四
幕
劇
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
死
が
あ
り
、
恋
が
あ
り
、
殺
人
が
あ
る
。
温
情
、
ᷤ
藤
、
嫉
妬
等
あ
ら

ゆ
る
人
生
の
要
素
が
あ
り
、
人
間
生
活
の
い
た
い
た
し
い
断
面
が
あ
る
。

326272Ȃ7

赤641Ȃ2

ソ
ロ
グ
ー
プ

中
山
省
三
郎
・
昇
曙
夢
訳

か
く
れ
ん
ぼ
・
毒
の
園
他
五
Ἣ

七
二
六
円

ロ
シ
ア
前
期
象
徴
主
義
を
代
表
す
る
詩
人
・
作
家
ソ
ロ
グ
ー
プ
（
一
八
六
三

―
一
九
二
七

）。

影
絵
や
か
く
れ
ん
ぼ
に
夢
中
に
な
る
少
年
少
女
た
ち
…
…
。
汚
濁
に
染
ま
ら
な
い

者
た
ち
は
美
し
い
ま
ま
醜
い
現
実
に
よ
っ
て
死
ん
で
い
く
。
夢
と
現
実
の
交
錯
、

美
と
醜
、
生
と
死
の
対
立
の
中
に
、
妖
し
く
も
に
ぶ
い
光
が
立
ち
の
ぼ
る
。
表
題

作
の
他
に
、「
白
い
母
」「
光
と
影
」「
死
の
勝
利
」
等
を
収
録
。

326412Ȃ6

ロシア文学271
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赤642Ȃ1～2

中

村

喜

和
編
訳

ア
フ
ァ
ナ

ー
シ
エ
フ

ロ
シ
ア
民
話
集
全
二
冊

上
・
下
各
一
〇
六
七
円

ロ
シ
ア
の
グ
リ
ム
と
称
え
ら
れ
る
民
俗
学
者
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
エ
フ
（
一
八
二
六

―
七
一

）

編
纂
の
民
話
集
か
ら
え
り
す
ぐ
り
の
七
八
Ἣ
を
お
お
く
り
す
る
。
イ
ワ
ン
の
ば
か

と
そ
の
兄
弟
、
蛙
の
王
子
、
火
の
鳥
や
灰
色
狼
な
ど
、
ロ
シ
ア
民
話
に
お
な
じ
み

の
人
物
・
動
物
は
み
な
こ
こ
に
登
場
す
る
。
ロ
マ
ン
・
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
の
解
説
「
ロ

シ
ア
の
昔
話
に
つ
い
て
」
を
付
載
。

326421Ȃ5

赤645Ȃ1

ザ
ミ
ャ
ー
チ
ン

川
端
香
男
里
訳

わ

れ

ら

一
〇
六
七
円

ザ
ミ
ャ
ー
チ
ン
（
一
八
八
四

―
一
九
三
七

）
の
代
表
作
で
、
一
九
二
○
年
代
初
期
の
作
。
ロ

シ
ア
の
政
治
体
制
が
こ
の
ま
ま
進
行
し
、
西
欧
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
こ
れ
に
加
わ

っ
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
未
来
図
絵
を
描
い
て
み
せ
た
、
ア
ン
チ
・
ユ
ー
ト
ピ

ア
小
説
で
あ
る
。
最
も
悪
質
な
反
ソ
宣
伝
の
書
と
さ
れ
、
長
く
文
学
史
か
ら
抹
殺

さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
八
八
年
に
初
め
て
本
国
で
も
公
刊
さ
れ
た
。

326451Ȃ7

赤648Ȃ1

ブ
ル
ガ
ー
コ
フ

水

野

忠

夫
訳

悪
魔
物
語
・
運
命
の
卵

八
五
八
円

一
九
二
〇
年
代
モ
ス
ク
ワ
。
単
調
な
日
々
が
突
如
崩
壊
し
、
運
命
が
Ἕ
を
む
く
。

現
実
？

そ
れ
と
も
幻
想
？

何
か
途
方
も
な
く
奇
怪
な
事
が
起
こ
っ
て
る
…

ブ
ル
ガ
ー
コ
フ
（
一
八
九
一

―
一
九
四
〇

）
の
作
品
は
、
神
学
者
の
息
子
が
医
師
免
状
を
捨

て
文
学
に
Ṍ
け
た
ソ
ヴ
ェ
ト
社
会
へ
の
生
涯
の
挑
戦
で
あ
る
。
ザ
ミ
ャ
ー
チ
ン
が

激
賞
し
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
映
画
的
㑹
作
と
Ｓ
Ｆ
中
Ἣ
を
収
め
る
。

326481Ȃ9

赤648Ȃ2～3

ブ
ル
ガ
ー
コ
フ

水

野

忠

夫
訳

巨
匠
と
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
全
二
冊

上
一
一
七
七
円

下
一
一
二
二
円

「
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
も
悪
魔
は
存
在
し
な
い
と
言
う
の
で
す
か
？
」
首
は
転

が
り
、
黒
猫
は
し
ゃ
べ
り
、
ル
ー
ブ
ル
札
が
雨
と
降
る
。
黄
色
い
花
を
抱
え
た
運

命
の
女
、
ゴ
ル
ゴ
タ
を
焼
く
Ḑ
熱
の
太
陽
…
…
春
の
モ
ス
ク
ワ
を
舞
台
に
ブ
ル
ガ

ー
コ
フ
（
一
八
九
一

―
一
九
四
〇

）
が
描
く
、
二
〇
世
紀
ロ
シ
ア
最
大
の
奇
想
小
説
。
物
語

の
る
つ
ぼ
の
底
で
待
つ
の
は
何
か
？

「
私
に
つ
づ
け
、
読
者
よ
。」

326482Ȃ9◆
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赤701Ȃ4

山
川
丙
三
郎
訳

ダ
ン
テ

新

生
六
一
六
円

「
新
生
」
は
ダ
ン
テ
（
一
二
六
五

―
一
三
二
一

）
の
若
き
時
代
の
詩
三
一
Ἣ
を
骨
子
と
し
、

そ
の
由
来
を
述
べ
た
散
文
を
加
え
た
も
の
で
、
イ
タ
リ
ア
文
学
に
お
い
て
文
学
史

的
見
地
か
ら
重
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
純
化
し
た
愛
の
観
念
、
表
現
上
の

多
く
の
独
自
性
、
全
Ἣ
を
通
じ
て
の
若
々
し
い
い
ぶ
き
、
詩
の
由
来
に
お
け
る
清

新
な
響
き
な
ど
が
作
品
そ
の
も
の
に
独
立
し
た
価
値
を
与
え
て
い
る
。

327014Ȃ2

赤703Ȃ2

ゴ
ル
ド
ー
ニ

平

川

㑏

弘
訳

珈
㓼
店
・
恋
人
た
ち

九
二
四
円

コ
ー
ヒ
ー
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
飲
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
十
八
世
紀
中
葉
の
風

俗
を
活
写
し
つ
つ
、
Ṍ
博
屋
の
主
人
、
偽
伯
爵
、
給
仕
頭
な
ど
、
人
間
類
型
と
し

て
特
徴
的
な
登
場
人
物
の
会
話
の
応
酬
が
面
白
い
「
珈
㓼
店
」。
愛
し
合
う
男
女

の
嫉
妬
心
が
惹
き
起
こ
す
疑
惑
と
激
昂
、
不
安
と
絶
望
な
ど
、
傷
つ
け
合
う
恋
人

同
士
の
㗡
を
描
い
た
「
恋
人
た
ち
」。
十
八
世
紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
喜
劇
。

327032Ȃ5

赤706Ȃ1

タ

ブ

ッ

キ

和

田

忠

彦
訳

夢

の

な

か

の

夢
五
九
四
円

現
代
イ
タ
リ
ア
文
学
の
鬼
才
タ
ブ
ッ
キ
（
一
九
四
三

―
二
〇
一
二

）
が
、
敬
愛
す
る
芸
術
家

た
ち
の
夢
を
夢
想
す
る

。
ラ
ブ
レ
ー
は
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
と
食
事
を
し
、

ゴ
ヤ
は
自
ら
描
い
た
絵
の
中
を
㗨
つ
ぎ
と
通
り
抜
け
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
少
年

は
、
将
来
自
分
が
書
く
小
説
を
山
の
頂
で
発
見
す
る
。
夢
と
夢
が
呼
び
交
わ
し
、

二
重
写
し
の
不
思
議
な
映
像
を
作
り
だ
す
、
幻
想
の
極
北
。
一
九
九
二
年
刊
。

327061Ȃ5

赤707Ȃ1

Ｇ
・
ヴ
ェ
ル
ガ

河

島

英

昭
訳

カ
ヴ
ァ
レ
リ
ー
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
他
十
一
Ἣ

八
五
八
円

荒
涼
た
る
風
土
。
原
始
的
本
能
の
ま
ま
に
生
き
る
人
間
。
斬
新
な
目
で
故
郷
シ
チ

リ
ア
を
捉
え
直
し
、
社
会
の
底
辺
で
あ
え
ぐ
人
び
と
を
、
そ
の
人
間
的
な
優
し
さ

を
、
酷
薄
な
ま
で
に
簡
潔
な
文
体
で
描
い
た
ヴ
ェ
ル
ガ
。「
事
実
を
示
し
、
事
実

に
真
実
を
語
ら
せ
る
」
と
い
う
彼
の
文
学
は
、
ヴ
ェ
リ
ズ
モ
（
真
実
主
義
）
と
呼

ば
れ
て
い
る
。「
田
舎
流
騎
士
道
」
の
意
の
表
題
作
な
ど
㑹
作
十
二
Ἣ
。

327071Ȃ1

赤709Ȃ1～2

河

島

英

昭
編
訳

カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

イ
タ
リ
ア
民
話
集
全
二
冊

上
一
〇
六
七
円

下
一
一
二
二
円

『
グ
リ
ム
童
話
集
』
に
匹
敵
す
る
民
話
集
を
と
い
う
熱
意
か
ら
、
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

は
他
の
作
家
活
動
の
一
切
を
な
げ
う
ち
、
膨
大
な
㗦
料
を
あ
さ
り
異
校
を
つ
き
合

せ
て
、
イ
タ
リ
ア
全
土
か
ら
典
型
的
な
民
話
二
百
Ἣ
を
選
ん
で
世
に
問
う
た
。
本

書
に
は
、
そ
の
中
よ
り
、
七
十
五
Ἣ
を
え
り
す
ぐ
っ
て
収
め
る
。（
上
＝
北
イ
タ

リ
ア
編
、
下
＝
南
イ
タ
リ
ア
編
）。
上
巻
末
に
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
民
話
論
を
付
す
。
327091Ȃ6

南北ヨーロッパ文学 その他273
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赤709Ȃ3

カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

和

田

忠

彦
訳

む

ず

か

し

い

愛
七
二
六
円

ち
ょ
っ
と
し
た
ず
れ
が
、
日
常
の
風
景
を
一
変
さ
せ
る
。
と
き
め
き
と
居
心
地
の

悪
さ
。
ど
こ
か
ら
か
洩
れ
て
く
る
忍
び
笑
い
。
そ
れ
は
㗡
の
見
え
な
い
相
手
と
の

鬼
ご
っ
こ
に
似
て
い
る
。
兵
士
が
、
人
妻
が
、
詩
人
が
、
会
社
員
が
、
も
ど
か
し

く
も
奮
闘
す
る
、
十
二
の
短
Ἣ
。
こ
の
連
作
が
書
か
れ
た
一
九
五
〇
年
代
は
カ
ル

ヴ
ィ
ー
ノ
の
作
風
の
転
回
点
に
あ
た
り
、
そ
の
意
味
で
も
興
味
ぶ
か
い
。

327093Ȃ2

赤709Ȃ4

カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

和

田

忠

彦
訳

パ

ロ

マ

ー
六
三
八
円

中
年
男
性
、
職
業
不
詳
、
妻
と
娘
一
人
、
パ
リ
と
ロ
ー
マ
に
ア
パ
ー
ト
を
所
有
。

そ
れ
が
パ
ロ
マ
ー
氏
だ
。
彼
は
世
界
に
じ
っ
と
目
を
凝
ら
す
。
観
察
に
徹
し
よ
う

と
す
る
彼
は
、
し
か
し
…
…
。
視
覚
的
・
文
化
的
・
思
索
的
経
験
と
い
う
三
種
の

主
題
領
域
が
そ
れ
ぞ
れ
記
述
的
・
物
語
風
・
瞑
想
的
に
書
き
あ
ら
わ
さ
れ
、
三
層

に
三
重
に
積
み
重
な
っ
て
二
十
七
の
短
Ἣ
が
響
き
合
う
、
不
連
続
な
連
作
小
説
。

327094Ȃ0

赤709Ȃ5

米
川
良
夫
・
和
田
忠
彦
訳

カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

ア
メ
リ
カ
講
義

―
新
た
な
千
年
紀
の
た
め
の
六
つ
の
メ
モ
―

九
二
四
円

こ
れ
か
ら
の
文
学
に
必
要
な
も
の
、
そ
れ
は
「
軽
さ
」「
速
さ
」「
正
確
さ
」「
視

覚
性
」「
多
様
性
」
…
で
あ
る
。
神
話
や
古
今
の
名
著
名
作
、
さ
ら
に
は
科
学
者

や
宗
教
家
の
文
献
ま
で
を
も
考
察
の
対
象
に
収
め
な
が
ら
、
自
ら
が
作
家
と
し
て

目
指
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
示
し
つ
つ
、
紀
元
三
千
年
に
い
た
る
ま
で
の
長
大
な
未

来
を
視
野
に
入
れ
、
疲
弊
し
た
現
代
文
学
を
甦
ら
せ
る
処
方
を
語
る
遺
著
。

327095Ȃ0◆

赤709Ȃ6

カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

河

島

英

昭
訳

ま
っ
ぷ
た
つ
の
子
爵

五
七
二
円

ぼ
く
の
叔
父
さ
ん
テ
ッ
ラ
ル
バ
の
メ
ダ
ル
ド
子
爵
は
、
ト
ル
コ
軍
の
大
砲
の
前

に
、
剣
を
抜
い
て
立
ち
は
だ
か
り
、
左
右
ま
っ
ぷ
た
つ
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。
奇

跡
的
に
助
か
っ
た
子
爵
の
右
半
身
と
左
半
身
は
そ
れ
ぞ
れ
極
端
な
〈
悪
〉
と

〈
善
〉
と
な
っ
て
故
郷
に
帰
り
、
幸
せ
に
暮
ら
す
人
び
と
の
生
活
を
ひ
っ
く
り
か

え
す
。
イ
タ
リ
ア
の
国
民
的
作
家
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
に
よ
る
、
㑹
作
メ
ル
ヘ
ン
。

327096Ȃ7

赤709Ȃ7

カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

和

田

忠

彦
訳

魔
法
の
庭
・
空
を
見
上
げ
る
部
族
他
十
四
Ἣ

七
九
二
円

ま
だ
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
作
家
と
し
て
よ
り
は
編
集
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
時
期

の
初
期
短
Ἣ
集
。
子
ど
も
た
ち
の
海
遊
び
、
戦
争
ご
っ
こ
や
冒
険
、
憎
み
き
れ
な

い
菓
子
泥
棒
、
空
を
行
き
交
う
ミ
サ
イ
ル
を
見
上
げ
る
原
始
部
族
な
ど
、
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
寓
話
世
界
が
㗨
つ
ぎ
と
語
ら
れ
る
。
速
さ
、
透
明
性
、
具
体
性
、
簡
潔

性
、
軽
さ

カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
文
学
の
特
質
の
す
べ
て
が
こ
こ
に
あ
る
！

327097Ȃ4
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赤712Ȃ1

近

藤

恒

一
編
訳

ペ
ト
ラ
ル
カ

ル
ネ
サ
ン
ス
書
簡
集

九
二
四
円

イ
タ
リ
ア
文
学
の
三
巨
星
の
一
人
で
、
ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
の
首
唱
者
で
あ
っ
た
ペ

ト
ラ
ル
カ
（
一
三
〇
四

―
一
三
七
四

）
は
、
偉
大
な
詩
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
常
に
自
己
自

身
を
問
い
つ
つ
哲
学
す
る
モ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
収
録
し
た
二
三
Ἣ
の

手
紙
は
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
が
親
し
く
同
時
代
人
や
古
代
人
、
後
世
の
人
に
呼
び
か
け

た
も
の
で
モ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
真
骨
頂
を
浮
彫
り
に
す
る
。
本
邦
初
訳
多
数
。

327121Ȃ1

赤712Ȃ4

近

藤

恒

一
訳

ペ
ト
ラ
ル
カ

無
知
に
つ
い
て品

切

善
良
だ
が
無
知
な
人
間
、
と
同
時
代
知
識
人
に
批
判
さ
れ
た
ペ
ト
ラ
ル
カ
。
神
と

み
る
べ
き
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
自
然
哲
学
に
暗
い
と
は
、
と
謗
る
敵
陣
を
、
人
間

主
義
・
反
権
威
主
義
で
迎
撃
し
、
古
典
文
献
収
集
と
言
語
研
究
の
必
要
を
説
い
た

著
者
。
雄
弁
の
復
権
、
プ
ラ
ト
ン
再
読
な
ど
の
基
本
構
想
を
具
体
的
包
括
的
に
述

べ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
（
ユ
マ
ニ
ス
ム
）
最
初
の
宣
言
書
。
晩
年
の
主
著
。

327124Ȃ7◆

赤714Ȃ2

パ
ヴ
ェ
ー
ゼ

河

島

英

昭
訳

美

し

い

夏
六
六
〇
円

都
会
で
働
く
一
六
歳
の
ジ
ー
ニ
ア
と
一
九
歳
の
ア
メ
ー
リ
ア
。
二
人
の
女
の
孤
独

な
青
春
を
描
い
た
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
下
の
一
九
四
〇
年
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
三
一
歳

の
作
品
。
一
九
四
九
年
に
よ
う
や
く
『
丘
の
上
の
悪
魔
』『
孤
独
な
女
た
ち
』
と

と
も
に
刊
行
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
最
高
の
文
学
賞
ス
ト
レ
ー
ゼ
を
受
賞
。
そ
し
て
そ

の
翌
年
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
は
自
殺
す
る
こ
と
に
な
る
。

327142Ȃ4

赤714Ȃ3

パ
ヴ
ェ
ー
ゼ

河

島

英

昭
訳

流

刑
七
二
六
円

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
活
動
の
理
由
で
逮
捕
さ
れ
た
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
（
一
九
〇
八

―
五
〇

）
が
南
イ

タ
リ
ア
の
僻
村
に
流
刑
さ
れ
た
と
き
の
体
験
を
色
濃
く
映
し
た
自
伝
的
小
説
。
背

後
に
峨
々
た
る
山
々
が
聳
え
立
ち
、
眼
前
に
は
渺
々
た
る
イ
オ
ニ
ア
海
が
広
が
る

逃
げ
道
な
し
の
自
然
の
牢
獄
の
中
で
築
か
れ
た
村
び
と
た
ち
と
の
静
か
で
穏
や
か

な
交
流
の
日
々
を
背
景
に
、
流
刑
囚
の
孤
独
な
暗
い
心
の
裡
を
描
き
出
す
。

327143Ȃ8◆

赤714Ȃ4

パ
ヴ
ェ
ー
ゼ

河

島

英

昭
訳

祭

の

夜
九
九
〇
円

裏
切
り
と
復
讐
、
自
殺
と
自
由
、
不
条
理
な
争
い
、
暴
力
、
弾
圧
、
階
級
の
差
異

。
均
斉
の
と
れ
た
構
造
の
う
ち
に
複
雑
な
内
容
が
秘
め
ら
れ
た
、
パ
ヴ
ェ
ー

ゼ
文
学
の
原
質
を
な
す
《
詩
・
物
語
》
全
十
Ἣ
。
当
時
エ
イ
ナ
ウ
デ
ィ
社
で
働
い

て
い
た
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
が
遺
稿
か
ら
編
み
上
げ
た
生
前
未
発
表
の
短
Ἣ
集
で
、
い

ず
れ
の
作
品
も
詩
的
想
像
力
に
満
ち
ᷓ
れ
、
完
成
度
が
き
わ
め
て
高
い
。

327144Ȃ5◆
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赤714Ȃ5

パ
ヴ
ェ
ー
ゼ

河

島

英

昭
訳

月

と

Ἵ

火品
切

イ
タ
リ
ア
の
寒
村
に
育
っ
た
私
生
児
の
〈
ぼ
く
〉
は
、
下
男
か
ら
身
を
起
こ
し
、

ア
メ
リ
カ
を
彷
徨
っ
た
す
え
、
故
郷
の
丘
へ
帰
っ
て
き
た

。
戦
争
の
惨
禍
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
、
死
ん
で
い
っ
た
人
々
、
生
き
残
っ
た
貧
し
い
者

た
ち
…
…
そ
こ
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
惨
劇
や
痛
ま
し
い
現
実
を
描
き
な
が
ら
も
美

し
い
、
パ
ヴ
ェ
ー
ゼ
（
一
九
〇
八

―
五
〇

）
最
後
の
長
Ἣ
小
説
に
し
て
最
高
㑹
作
。

327145Ȃ2◆

赤717Ȃ1

プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ

竹

山

博

英
訳

休

戦

一
〇
六
七
円

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
奇
跡
的
に
生
き
延
び
た
主
人
公
＝
作
者
（
一
九
一
九

―
八
七

）

が
、
故
郷
ト
リ
ー
ノ
に
戻
る
ま
で
の
約
九
カ
月
の
旅
の
記
録
。
帰
還
の
旅
を
通
し

て
、
愛
、
友
情
、
そ
し
て
自
分
自
身
を
再
発
見
し
、
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
、
世
界
の
美
し
さ
に
気
づ
き
は
じ
め
る
主
人
公
。
死
の
世
界
を
体
験
し
た
者

は
、
い
か
に
し
て
一
度
失
っ
た
生
を
新
た
に
獲
得
し
て
い
く
の
か
。

327171Ȃ1

赤718Ȃ1

和

田

忠

彦
訳

ウ
ン
ベ
ル
ト
・

エ

ー

コ

小
説
の
森
散
策

一
〇
一
二
円

作
家
で
あ
り
記
号
論
学
者
で
あ
る
著
者
が
、
読
者
は
小
説
を
い
か
に
読
む
べ
き

か
、
作
者
は
読
者
に
ど
う
よ
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
の
か
を
、
記
号
論
の
概

念
を
駆
使
し
て
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
つ
つ
解
説
す
る
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ノ
ー

ト
ン
詩
学
講
義
（
一
九
九
二
─
九
三
）
の
記
録
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は
一
体
何
な

の
か
？

虚
構
の
森
（
＝
小
説
）
を
散
策
す
る
楽
し
み
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

327181Ȃ0

赤718Ȃ2～3

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ

堤

康

徳
訳

バ
ウ
ド
リ
ー
ノ
全
二
冊

上
・
下
各
一
〇
一
二
円

時
は
中
世
、
十
字
軍
の
時
代

。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
養
子
と

な
っ
た
農
民
の
子
バ
ウ
ド
リ
ー
ノ
が
語
る
数
奇
な
生
涯
。
驚
異
に
満
ち
た
東
方
世

界
で
出
会
う
一
本
足
の
俊
足
ス
キ
ア
ポ
デ
ス
、
一
角
獣
を
連
れ
た
美
女
、
胸
に
顔

が
あ
る
ブ
レ
ミ
エ
ス
族
、
大
耳
を
広
げ
て
滑
空
す
る
パ
ノ
ッ
テ
ィ
族
な
ど
、
史
実

と
伝
説
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
織
り
ま
ぜ
て
紡
ぎ
だ
す
破
天
荒
な
冒
険
ロ
マ
ン
。

327182Ȃ7

赤719Ȃ1

ブ
ッ
ツ
ァ
ー
テ
ィ

脇

功
訳

タ
タ
ー
ル
人
の
砂
漠

一
〇
一
二
円

辺
境
の
砦
で
い
つ
来
襲
す
る
と
も
わ
か
ら
な
い
敵
を
待
ち
な
が
ら
、
緊
張
と
不
安

の
中
で
青
春
を
浪
費
す
る
将
校
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ド
ロ
ー
ゴ

。
神
秘
的
、
幻

想
的
な
作
風
で
、
カ
フ
カ
の
再
来
と
称
さ
れ
、
二
十
世
紀
の
現
代
イ
タ
リ
ア
文
学

に
独
自
の
位
置
を
占
め
る
作
家
デ
ィ
ー
ノ
・
ブ
ッ
ツ
ァ
ー
テ
ィ
（
一
九
〇
六

―
七
二

）
の

代
表
作
に
し
て
、
二
十
世
紀
幻
想
文
学
の
世
界
的
古
典
。
一
九
四
〇
年
刊
。

327191Ȃ9
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赤719Ȃ2

ブ
ッ
ツ
ァ
ー
テ
ィ

脇

功
訳

七
人
の
使
者
・
神
を
見
た
犬
他
十
三
Ἣ

九
二
四
円

閉
ざ
さ
れ
た
状
況
の
な
か
で
し
だ
い
に
募
っ
て
く
る
不
安
、
け
っ
し
て
叶
え
ら
れ

る
こ
と
の
な
い
期
待
、
断
じ
て
到
達
で
き
な
い
目
標

。
不
条
理
な
世
界
の
罠

に
絡
め
取
ら
れ
た
人
間
の
不
安
と
苦
悩
、
人
生
と
い
う
時
の
流
れ
の
残
酷
さ
、
死

や
破
滅
へ
の
憧
憬
な
ど
、
人
間
を
取
り
巻
く
状
況
の
不
可
知
性
を
、
象
徴
的
・
寓

意
的
な
手
法
で
描
い
た
十
五
の
短
Ἣ
。
イ
タ
リ
ア
幻
想
文
学
の
精
華
。

327192Ȃ6

赤720Ȃ1

会

田

由
訳

ラ
サ
リ
ー
リ
ョ
・
デ
・
ト
ル
メ
ス
の
生
涯

五
七
二
円

少
年
ラ
ー
サ
ロ
が
、
悪
知
恵
に
た
け
た
盲
人
や
欲
深
坊
主
、
貧
乏
な
く
せ
に
気
位

は
高
い
従
士
や
い
ん
ち
き
免
罪
符
売
り
な
ど
、
㗨
々
に
主
人
を
わ
た
り
歩
い
て
は

な
め
る
さ
ん
ざ
ん
な
苦
労
の
数
々
。
十
六
世
紀
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
の
社
会
や
下
層

民
の
生
活
が
風
刺
鋭
く
、
簡
潔
な
描
写
で
赤
裸
々
に
写
し
だ
さ
れ
て
ゆ
く
。
ピ
カ

レ
ス
ク
小
説
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
行
さ
せ
る
さ
き
が
け
と
な
っ
た
㑹
作
。

327201Ȃ3

赤721Ȃ1～3

セ
ル
バ
ン
テ
ス

牛

島

信

明
訳

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
前
Ἣ

全
三
冊

一
Ą一
一
〇
〇
円

二
Ą一
〇
六
七
円

三
Ą一
一
二
二
円

騎
士
道
物
語
を
読
み
過
ぎ
て
妄
想
に
と
ら
わ
れ
た
初
老
の
紳
士
が
、
古
ぼ
け
た
甲

冑
に
身
を
固
め
、
や
せ
馬
ロ
シ
ナ
ン
テ
に
ま
た
が
っ
て
旅
に
出
る
。
決
定
的
な
時

代
錯
誤
と
肉
体
的
㘴
弱
さ
で
、
行
く
先
々
で
ẍ
笑
の
的
と
な
る
が
…
…
。
主
人
公

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
を
は
じ
め
登
場
す
る
誰
も
彼
も
が
と
め
ど
も
な
く
饒
舌
な
、
お

な
じ
み
セ
ル
バ
ン
テ
ス
（
一
五
四
七

―
一
六
一
六

）
の
代
表
作
。
新
訳
。

327211Ȃ0◆

赤721Ȃ4～6

セ
ル
バ
ン
テ
ス

牛

島

信

明
訳

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
後
Ἣ

全
三
冊

一
Ą九
九
〇
円

二
・
三
Ą各
一
一
七
七
円

後
Ἣ
で
は
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
狂
気
は
大
き
く
様
変
り
す
る
。
こ
こ
で
は
、
も

は
や
彼
は
自
ら
の
狂
気
に
欺
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
旅
籠
は
城
で
は
な
く
旅
籠
に

見
え
、
田
舎
娘
は
粗
野
で
醜
い
娘
で
し
か
な
い
。
こ
こ
に
い
る
の
は
、
自
ら
の
妄

想
に
で
は
な
く
、
と
り
ま
く
者
た
ち
に
欺
か
れ
る
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
、
現
実
と
の

相
克
に
悩
み
思
索
す
る
、
懐
疑
的
な
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
で
あ
る
。

327214Ȃ5◆

赤732Ȃ1

モ
ラ
テ
ィ
ン

佐

竹

謙

一
訳

娘
た
ち
の
空
返
事
他
一
Ἣ

九
二
四
円

ス
ペ
イ
ン
新
古
典
主
義
演
劇
を
代
表
す
る
劇
作
家
モ
ラ
テ
ィ
ン
（
一
七
六
〇

―
一
八
二
八

）

の
代
表
作
二
Ἣ
。「
娘
た
ち
の
空
返
事
」
は
、
親
の
言
い
つ
け
に
従
順
に
し
た
が

い
老
人
と
の
結
婚
を
承
諾
す
る
も
、
愛
す
る
若
者
と
の
未
来
を
捨
て
き
れ
な
い
娘

の
ᷤ
藤
を
描
く
。『
娘
た
ち
の
「
は
い
」』
の
新
訳
。
併
収
す
る
「
新
作
喜
劇
」

は
、
当
時
の
腐
敗
し
た
演
劇
界
を
皮
肉
る
モ
ラ
テ
ィ
ン
に
よ
る
一
種
の
演
劇
論
。

377005Ȃ4◆
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赤733Ȃ1

Ｊ
・
Ｒ
・
ヒ
メ
ー
ネ
ス

長

南

実
訳

プ
ラ
テ
ー
ロ
と
わ
た
し品

切

真
っ
青
な
空
と
真
っ
白
な
家
が
目
に
い
た
い
ほ
ど
明
る
い
、
太
陽
の
町
モ
ゲ
ー

ル
。
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
で
健
康
を
害
し
た
ヒ
メ
ー
ネ
ス
（
一
八
八
一

―
一
九
五
八

）
は
、
ア

ン
ダ
ル
シ
ア
の
故
郷
の
田
園
生
活
の
中
で
、
読
書
と
瞑
想
と
詩
作
に
没
頭
し
た
。

月
の
よ
う
に
銀
色
の
、
や
わ
ら
か
い
毛
並
み
の
驢
馬
プ
ラ
テ
ー
ロ
に
優
し
く
語
り

か
け
な
が
ら
過
ご
し
た
日
々
を
、
一
三
八
編
の
散
文
詩
に
描
き
出
す
。

327331Ȃ1◆

赤734Ȃ1

ロ
ペ
・
デ
・
ベ
ガ

長

南

実
訳

オ
ル
メ
ー
ド
の
騎
士品

切

黄
金
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
頂
点
に
燦
然
と
輝
く
不
世
出
の
劇
作
家
ロ
ペ
・
デ
・
ベ
ガ

（
一
五
六
二

―
一
六
三
五

）。
新
し
い
演
劇
「
コ
メ
デ
ィ
ア
」
を
創
出
し
た
「
才
知
の
不
死

鳥
」
は
、
生
涯
に
二
二
〇
〇
編
の
作
品
を
残
し
た
。
本
作
は
中
で
も
屈
指
の
名

作
。
オ
ル
メ
ー
ド
の
騎
士
ド
ン
・
ア
ロ
ン
ソ
と
ド
ニ
ャ
・
イ
ネ
ー
ス
と
の
悲
恋
の

物
語
は
、
不
気
味
で
妖
し
い
美
し
さ
を
た
た
え
る
。

（
解
説

福
井
千
春
）
327341Ȃ8◆

赤737Ȃ1

テ
ィ
ル
ソ
・
デ
・
モ
リ
ー
ナ

佐

竹

謙

一
訳

セ
ビ
ー
リ
ャ
の
色
事
師
と
石
の
招
客
他
一
Ἣ

九
二
四
円

一
七
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
に
生
ま
れ
、
漁
色
放
蕩
の
典
型
的
人
物
と
し
て
世
界
文
学

に
籍
を
得
た
「
ド
ン
・
フ
ア
ン
」
は
、
モ
リ
エ
ー
ル
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
バ
イ
ロ

ン
…
…
な
ど
、
多
く
の
芸
術
家
に
よ
っ
て
変
奏
さ
れ
て
き
た
。
表
題
作
は
、
ス
ペ

イ
ン
黄
金
世
紀
の
劇
作
家
に
よ
る
、
そ
の
文
学
的
源
泉
。
筋
立
て
が
よ
り
複
雑
な

代
表
作
の
一
つ
「
緑
色
の
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
ド
ン
・
ヒ
ル
」
を
併
収
。

327371Ȃ5◆

赤738Ȃ1～4

Ｊ
・
マ
ル
ト
ゥ
レ
イ
、
Ｍ
・
Ｊ
・
ダ
・
ガ
ル
バ

田

澤

耕
訳

テ
ィ
ラ
ン
・
ロ
・
ブ
ラ
ン
全
四
冊

一
Ą一
一
七
七
円

二
・
三
・
四
Ą各
一
二
五
四
円

セ
ル
バ
ン
テ
ス
が
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
中
で
、「
世
界
一
の
本
」
と
絶
讃
す

る
、
騎
士
道
小
説
の
最
高
㑹
作
。
騎
士
テ
ィ
ラ
ン
・
ロ
・
ブ
ラ
ン
の
地
中
海
を
巡

る
冒
険
と
、
絶
世
の
美
姫
と
の
愛
の
日
々
が
、
絢
爛
豪
華
な
宮
廷
生
活
を
背
景
に

驚
く
ほ
ど
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
る
。
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ
に
よ
る
〈
日
本
語
版

へ
の
序
文
〉
を
付
す
。

327381Ȃ4

赤739Ȃ1

マ
ル
セ
ー
・
ル
ド
ゥ
レ
ダ

田

澤

耕
訳

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
広
場

八
五
八
円

三
十
以
上
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
、
世
界
的
に
よ
く
知
ら
れ
た
名
作
。
現
代

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
文
学
の
至
宝
と
言
わ
れ
る
。
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
混
乱
に
翻
弄
さ
れ

る
よ
う
に
生
き
た
ひ
と
り
の
女
性
の
愛
の
ゆ
く
え
を
、
散
文
詩
の
よ
う
な
美
し
い

文
体
で
綴
る
。「
こ
の
作
品
は
、
私
の
意
見
で
は
、
内
戦
後
に
ス
ペ
イ
ン
で
出
版

さ
れ
た
最
も
美
し
い
小
説
で
あ
る
」（
Ｇ
・
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
）。

327391Ȃ3
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赤740Ȃ1～7

大

畑

末

吉
訳

完
訳

ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
全
七
冊

一
・
二
・
五
Ą各
九
二
四
円

三
Ą八
五
八
円

四
Ą七
七
〇
円

六
Ą七
九
二
円

七
Ą八
八
〇
円

ア
ン
デ
ル
セ
ン
（
一
八
〇
五

―
七
五

）
の
童
話
は
、
決
し
て
口
あ
た
り
よ
い
砂
糖
菓
子
の

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。「
私
が
書
い
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
私
自
身
の
映
像
で

あ
る
」
と
『
自
伝
』
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
空
想
的
な
話

の
な
か
に
も
、
作
者
の
生
き
た
波
瀾
の
人
生
の
一
片
が
封
じ
こ
め
ら
れ
て
い
て
、

お
と
な
で
あ
れ
子
ど
も
で
あ
れ
、
読
む
者
の
心
を
強
く
ゆ
さ
ぶ
る
。

327401Ȃ6

赤741Ȃ1～2

ア
ン
デ
ル
セ
ン

大

畑

末

吉
訳

即

興

詩

人
全
二
冊

上
品
切

下
一
〇
一
二
円

歌
姫
ア
ヌ
ン
ツ
ィ
ア
ー
タ
に
思
い
を
寄
せ
る
青
年
詩
人
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
。
南
国
イ

タ
リ
ア
の
自
然
と
人
物
を
背
景
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
愛
の
物

語
『
即
興
詩
人
』
は
、
永
遠
の
青
春
文
学
と
し
て
、
い
つ
の
時
代
に
も
読
み
つ
が

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
流
麗
明
快
な
デ
ン
マ
ー
ク
語
か
ら
の
原
典
訳
に
、
作
者
自
身

の
イ
タ
リ
ア
旅
行
ス
ケ
ッ
チ
を
そ
え
て
お
お
く
り
す
る
。

327411Ȃ3

赤741Ȃ4

大

畑

末

吉
訳

ア
ン
デ
ル
セ
ン
自
伝

一
〇
六
七
円

『
自
伝
』
を
ひ
も
と
い
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
波
瀾
に
富
む
生
涯
を
た
ど
る
と
き
、

例
え
ば
あ
の
「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」
を
想
い
浮
か
べ
ぬ
で
あ
ろ
う
か
。
事

実
、
彼
自
身
も
こ
う
い
っ
て
い
る
。「
私
が
書
い
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
私
自
身

の
映
像
で
あ
る
」
と
。
ま
た
、『
自
伝
』
は
「
私
の
す
べ
て
の
作
品
の
最
上
の
注

釈
と
な
る
」
だ
ろ
う
と
。『
童
話
集
』
を
愛
す
る
す
べ
て
の
人
の
必
読
書
。

327414Ȃ8

赤742Ȃ1

ヤ
コ
ブ
セ
ン

矢
崎
源
九
郎
訳

こ
こ
に
薔
㝿
あ
り
せ
ば
他
五
Ἣ

五
七
二
円

イ
エ
ン
ス
・
ペ
ー
タ
ー
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン
（
一
八
四
七

―
一
八
八
五

）
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
植
物

学
者
・
作
家
。
そ
の
短
い
生
涯
に
書
い
た
繊
細
に
し
て
色
彩
豊
か
な
六
つ
の
短
Ἣ

を
収
め
る
。「
創
作
の
本
質
と
か
、
ま
た
そ
の
深
さ
や
永
遠
性
に
つ
い
て
教
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
人
は
、
ヤ
コ
ブ
セ
ン
と
ロ
ダ
ン
の
た
だ
ふ
た
り
だ
け
で
あ

る
」
と
リ
ル
ケ
は
言
っ
て
い
る
。

327421Ȃ0

赤745Ȃ1～2

リ
ョ
ン
ロ
ッ
ト
編

小

泉

保
訳

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

叙

事

詩

カ
レ
ワ
ラ
全
二
冊

上
品
切

下
一
二
五
四
円

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
各
地
で
、
カ
ン
テ
レ
（
竪
琴
）
に
乗
せ
て
歌
い
継
が
れ
て
き
た
一

大
民
族
叙
事
詩
カ
レ
ワ
ラ
。
十
九
世
紀
初
頭
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
覆
っ
た
民
族
主
義

的
気
運
の
な
か
で
、
リ
ョ
ン
ロ
ッ
ト
に
よ
り
採
集
・
編
纂
さ
れ
た
原
典
版
か
ら

の
、
平
明
な
口
語
に
よ
る
完
訳
で
あ
る
。
本
文
中
い
た
る
と
こ
ろ
に
豊
富
な
暗
喩

が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
晴
朗
な
想
像
力
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。

327451Ȃ2
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赤746Ȃ1

イ
ェ
ン
セ
ン

長

島

要

一
訳

王

の

没

落

一
一
二
二
円

デ
ン
マ
ー
ク
の
作
家
イ
ェ
ン
セ
ン
（
一
八
七
三
─
一
九
五
〇
）
に
よ
る
㑹
作
歴
史

小
説
。
凶
暴
な
王
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
二
世
と
破
滅
的
な
傭
兵
ミ
ッ
ケ
ル
。
二
人
の
運

命
を
中
心
に
一
六
世
紀
北
欧
の
激
動
を
描
く
。
視
覚
、
聴
覚
、
幻
覚
の
イ
メ
ー
ジ

を
巧
み
に
駆
使
し
た
生
々
し
い
筆
致
が
胸
に
刺
さ
る
。「
二
〇
世
紀
最
高
の
デ
ン

マ
ー
ク
小
説
」
と
し
て
読
み
つ
が
れ
る
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
代
表
作
で
あ
る
。

327461Ȃ3

赤750Ȃ1

原

千

代

海
訳

イ
プ
セ
ン

人

形

の

家
六
六
〇
円

「
あ
た
し
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
人
間
よ
」
ノ
ー
ラ
は
夫
に
そ
う
言
い
お
い
て
家
を

出
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
戯
曲
家
イ
プ
セ
ン
（
一
八
二
八

―
一
九
〇
六

）
は
、
こ
の
愛
と
結
婚

に
つ
い
て
の
物
語
の
な
か
で
、
自
分
自
身
が
何
者
な
の
か
を
ま
ず
確
か
め
る
の
が

人
間
の
務
め
で
は
な
い
か
、
と
問
い
か
け
る
。
清
新
な
台
詞
と
緻
密
な
舞
台
構
成

が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
原
典
か
ら
の
新
訳
で
い
き
い
き
と
再
現
さ
れ
る
。

327501Ȃ2◆

赤750Ȃ3

原

千

代

海
訳

イ
プ
セ
ン

野

鴨
七
二
六
円

人
間
は
ど
れ
だ
け
「
真
実
」
に
耐
え
得
る
の
か
。
う
そ
偽
り
の
上
に
幸
福
は
築
け

な
い
と
考
え
る
グ
レ
ー
ゲ
ル
ス
は
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
平
穏
な
生
活
を
お
く
る
エ

ク
ダ
ル
家
に
「
真
実
」
を
つ
き
つ
け
る
。
一
家
の
幸
せ
は
揺
ら
ぎ
、
一
人
娘
ヘ
ド

ヴ
ィ
ク
は
父
の
愛
を
取
り
戻
そ
う
と
大
切
に
し
て
い
る
ノ
ガ
モ
を
犠
牲
に
す
る
決

意
を
す
る
。
詩
情
あ
ふ
れ
る
象
徴
的
写
実
の
技
巧
で
描
か
れ
た
㑹
作
。

327503Ȃ9

赤755Ȃ1

ス
ト
リ
ン
ト
ベ
ル
ク

茅

野

蕭

々
訳

令

嬢

ユ

リ

エ
四
四
〇
円

「
私
の
悲
劇
が
多
く
の
者
に
悲
し
い
印
象
を
与
え
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
多
く
の

者
の
罪
で
あ
る
」
と
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
は
本
書
の
自
序
で
い
う
。
実
際
に
こ
の

悲
劇
は
人
び
と
に
深
い
悲
し
い
印
象
を
与
え
る
。
簡
単
な
「
め
で
た
し
」
を
排
し

た
と
い
う
だ
け
で
、
あ
ま
り
に
本
当
だ
と
い
う
だ
け
で
、
悲
劇
が
か
く
も
深
ま
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。

327551Ȃ9

赤756Ȃ2

ラ
ー
ゲ
ル
レ
ー
ヴ

イ
シ
ガ
オ
サ
ム
訳

ポ
ル
ト
ガ
リ
ヤ
の
皇
帝
さ
ん

九
二
四
円

ス
エ
ー
デ
ン
の
片
田
舎
。
貧
し
い
農
夫
ヤ
ン
は
、
あ
る
日
突
然
、
一
人
娘
の
グ
ッ

ラ
を
出
稼
ぎ
に
出
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
帰
っ

て
来
な
い
グ
ッ
ラ
…
…
。
最
愛
の
娘
の
帰
郷
を
ひ
た
す
ら
待
ち
続
け
る
ヤ
ン
の
心

は
、
い
つ
し
か
女
王
様
の
帰
還
を
待
ち
わ
び
る
ポ
ル
ト
ガ
リ
ヤ
の
皇
帝
に
な
り
変

っ
て
い
っ
た
。
ラ
ー
ゲ
ル
レ
ー
ヴ
が
お
く
る
父
と
子
の
愛
の
物
語
。

327562Ȃ4
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赤760Ȃ1～4

河

野

与

一
訳

ア
ミ
エ
ル
の
日
記
全
四
冊

一
Ą一
一
七
七
円
二
Ą一
一
二
二
円
三
・
四
Ą各
一
〇
一
二
円

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学
で
美
学
と
哲
学
を
講
じ
た
ス
イ
ス
の
哲
学
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

ア
ミ
エ
ル
（
一
八
二
一

―
一
八
八
一

）
は
、
学
問
的
業
績
よ
り
も
む
し
ろ
こ
の
日
記
で
親
し

い
。
一
八
四
七
年
よ
り
約
三
〇
年
に
わ
た
り
綴
ら
れ
た
内
省
的
な
人
生
記
録
は
、

感
傷
を
排
し
て
冷
酷
な
ま
で
の
自
己
観
察
に
貫
ぬ
か
れ
、
思
想
と
芸
術
、
自
然
と

人
生
の
諸
相
の
多
彩
な
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
し
て
一
大
偉
観
を
な
し
て
い
る
。

327601Ȃ9

赤770Ȃ1～3

シ
ェ
ン
キ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ

木

村

彰

一
訳

ク
オ
・
ワ
デ
ィ
ス
全
三
冊

上
・
下
品
切

中
一
〇
一
二
円

暴
君
ネ
ロ
の
気
紛
れ
さ
え
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
楽
し
む
、
美
と
快
楽
の
信
奉
者
ペ
ト

ロ
ニ
ウ
ス
。
一
本
気
な
そ
の
甥
ウ
ィ
ニ
キ
ウ
ス
は
、
リ
ギ
族
の
王
女
へ
の
恋
か
ら

キ
リ
ス
ト
教
に
心
を
開
き
、
や
が
て
そ
の
こ
と
が
ペ
ト
ロ
ニ
ウ
ス
の
運
命
を
も
変

え
て
い
く
。
爛
熟
期
の
帝
政
ロ
ー
マ
を
舞
台
に
、
愛
と
暴
力
、
信
仰
と
㞳
廃
が
入

り
乱
れ
て
織
り
な
す
壮
大
な
歴
史
ロ
マ
ン
。
新
訳
。

（
解
説

⁋
邦
生
）
327701Ȃ5

赤774Ȃ1

カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク

栗

栖

継
訳

山

椒

魚

戦

争

一
二
五
四
円

赤
道
直
下
の
タ
ナ
・
マ
サ
島
「
魔
の
入
江
」
に
は
二
本
足
で
子
供
の
よ
う
な
手
を

持
っ
た
真
黒
な
怪
物
が
沢
山
棲
ん
で
い
た
。
無
気
味
な
㗡
に
似
ず
お
と
な
し
い
彼

等
は
、
や
が
て
人
間
の
指
図
の
ま
ま
に
様
々
な
労
働
を
肩
替
り
し
始
め
る
…
…
。

奇
抜
な
着
想
の
こ
の
諷
刺
小
説
で
、
作
者
は
現
代
に
お
け
る
人
類
の
愚
行
を
鋭
く

衝
き
、
科
学
・
技
術
の
発
達
が
人
類
に
何
を
齎
す
か
、
と
問
い
か
け
る
。

327741Ȃ4

赤774Ȃ2

チ
ャ
ペ
ッ
ク

千

野

栄

一
訳

ロ

ボ

ッ

ト
（
Ｒ
・
Ｕ
・
Ｒ
）

七
二
六
円

ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
言
葉
は
こ
の
戯
曲
で
生
ま
れ
て
世
界
中
に
広
ま
っ
た
。
舞
台
は

人
造
人
間
の
製
造
販
売
を
一
手
に
ま
か
な
っ
て
い
る
工
場
。
人
間
の
労
働
を
肩
代

わ
り
し
て
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
が
団
結
し
て
反
乱
を
起
こ
し
、
人
類
抹
殺
を
開
始

す
る
。
機
械
文
明
の
発
達
が
は
た
し
て
人
間
に
幸
福
を
も
た
ら
す
か
否
か
を
問
う

た
チ
ャ
ペ
ッ
ク
（
一
八
九
〇

―
一
九
三
八

）
の
予
言
的
作
品
。

327742Ȃ2

赤774Ȃ3

カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク

阿

部

賢

一
訳

白

い

病
六
三
八
円

戦
争
目
前
の
世
界
で
、
突
如
「
雪
崩
の
よ
う
に
」
流
行
り
始
め
た
未
知
の
疫
病
。

大
理
石
の
よ
う
な
白
い
斑
点
が
体
の
ど
こ
か
に
で
き
た
が
最
後
、
人
は
生
き
な
が

ら
腐
敗
し
て
ゆ
く
。
そ
こ
へ
特
効
薬
を
発
見
し
た
と
い
う
貧
し
い
町
医
者
が
現
れ

た
の
だ
が

。
死
に
至
る
病
を
前
に
、
人
び
と
は
何
を
選
ぶ
の
か
？

一
九
三

七
年
刊
行
の
名
作
Ｓ
Ｆ
戯
曲
が
、
現
代
の
我
々
に
鋭
く
問
い
か
け
る
。

327743Ȃ0◆
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赤778Ȃ1～2

ア
ン
ジ
ェ
イ
ェ
フ
ス
キ

川

上

洸
訳

灰
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
全
二
冊

上
八
五
八
円

下
九
二
四
円

焦
土
と
化
し
た
戦
後
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
混
沌
と
し
た
状
況
を
四
日
間
の
出
来
事
に
凝

縮
し
た
長
Ἣ
小
説
（
一
九
四
六

）。
政
権
側
要
人
の
暗
殺
命
令
を
一
人
で
引
き
う
け
て

射
殺
さ
れ
る
一
青
年
の
悲
劇
を
中
心
に
、
社
会
各
層
の
混
乱
と
矛
盾
が
鮮
や
か
に

描
き
だ
さ
れ
る
。
作
者
（
一
九
〇
九

―
八
三

）
が
脚
本
に
参
加
し
た
ワ
イ
ダ
の
同
名
の
映

画
の
原
作
。
題
名
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
詩
人
ノ
ル
ヴ
ィ
ッ
ド
の
詩
の
一
節
に
よ
る
。

327781Ȃ3

赤779Ȃ1

シ
ョ
レ
ム
・
ア
レ
イ
ヘ
ム

西

成

彦
訳

牛
乳
屋
テ
ヴ
ィ
エ

九
九
〇
円

ユ
ダ
ヤ
の
伝
統
と
信
仰
を
墨
守
し
て
つ
ま
し
く
暮
ら
す
牛
乳
屋
の
テ
ヴ
ィ
エ
。
だ

が
彼
の
娘
た
ち
は
旧
弊
な
考
え
方
の
父
に
逆
ら
い
、
㗨
々
と
親
元
を
離
れ
て
ゆ

く
。
ユ
ダ
ヤ
人
集
落
の
し
き
た
り
を
破
っ
て
伝
統
の
枠
か
ら
飛
び
出
し
て
ゆ
く
娘

た
ち
の
㗡
に
民
族
離
散
（
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
）
の
主
題
を
重
ね
た
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

文
学
の
金
字
塔
。『
屋
根
の
上
の
バ
イ
オ
リ
ン
弾
き
』
の
原
作
。

327791Ȃ1◆

赤780Ȃ1～9
赤781Ȃ0～3

豊
島
与
志
雄
・
渡
辺
一
夫
・
佐
藤
正
彰
・
岡
部
正
孝
訳

完
訳

千
一
夜
物
語
全
十
三
冊

一
・
二
・
九
Ą品
切

三
・
四
・
五
・
六
・
七
Ą各
一
〇
六
七
円

八
・
一
〇
・
一
一
・
一
二
・
一
三
Ą各
一
一
七
七
円

イ
ス
ラ
ム
世
界
の
民
話
・
伝
説
が
奔
放
不
羈
な
空
想
の
翼
に
の
っ
て
燦
然
と
花
開

い
た
説
話
の
ἠ
宴
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
。
恋
と
不
思
議
と
冒
険
の
物
語
は
も
ち

ろ
ん
、
笑
話
、
寓
話
、
艶
笑
㞍
、
武
勇
談
に
史
話
、
逸
話
、
ピ
カ
レ
ス
ク
か
ら
箴

言
警
句
ま
で
、
物
語
の
愉
し
み
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
文
学
的
香
気
豊
か
な
マ

ル
ド
リ
ュ
ス
版
の
全
訳
。
カ
バ
ー
は
ヴ
ァ
ン
・
ド
ン
ゲ
ン
の
絵
。

327801Ȃ1

赤783Ȃ1

オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム

小

川

亮

作
訳

ル

バ

イ

ヤ

ー

ト
五
七
二
円

過
去
を
思
わ
ず
未
来
を
怖
れ
ず
、
た
だ
「
こ
の
一
㒒
を
愉
し
め
」
と
哲
学
的
刹
那

主
義
を
強
調
し
、
生
き
る
こ
と
の
嗟
嘆
や
懐
疑
、
苦
悶
、
望
み
、
憧
れ
を
、
平
明

な
言
葉
・
流
麗
な
文
体
で
歌
っ
た
四
行
詩
の
数
々
。
十
一
世
紀
ペ
ル
シ
ア
の
科
学

者
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム
の
こ
れ
ら
の
詩
は
、
形
式
の
簡
潔
な
美
し
さ
と
内
容
の

豊
か
さ
か
ら
ペ
ル
シ
ア
詩
の
最
も
美
し
い
作
品
と
し
て
広
く
愛
読
さ
れ
て
い
る
。

327831Ȃ3◆

赤784Ȃ1

サ
ァ
デ
ィ
ー

沢

英

三
訳

ゴ

レ

ス

タ

ー

ン

一
〇
六
七
円

「
花
は
四
、五
日
し
か
も
た
ぬ
が
、
わ
が
培
っ
た
薔
㝿
園
（
ゴ
レ
ス
タ
ー
ン
）
は
永

遠
に
咲
き
誇
ろ
う
」
と
い
わ
れ
る
サ
ァ
ー
デ
ィ
ー
（
一
二
一
三

頃
―
一
二
九
二

）
の
代
表

作
。
ペ
ル
シ
ア
本
国
、
北
部
イ
ン
ド
や
西
パ
キ
ス
タ
ン
で
も
広
く
読
ま
れ
て
フ
ラ

ン
ス
啓
蒙
主
義
者
の
中
に
も
多
く
の
支
持
を
得
た
。
古
来
ペ
ル
シ
ア
語
界
の
模
範

と
い
わ
れ
る
流
麗
な
詩
句
は
、
日
本
語
に
移
さ
れ
て
も
馥
郁
と
香
る
で
あ
ろ
う
。

327841Ȃ0
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赤785Ȃ1

塙

治

夫
編
訳

ア
ブ
ー
・

ヌ
ワ
ー
ス

ア
ラ
ブ
飲
酒
詩
選

五
七
二
円

ア
ブ
ー
・
ヌ
ワ
ー
ス
は
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
ア
ッ
バ
ス
朝
イ
ス
ラ
ム
帝

国
の
最
盛
期
に
活
躍
し
、
酒
の
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
現
世
の
最
高
の
快
楽
と

し
て
こ
よ
な
く
酒
を
愛
し
た
詩
人
は
酒
の
す
べ
て
を
詩
に
よ
み
こ
ん
だ
。
そ
の
詩

は
平
明
で
機
知
と
諧
謔
に
富
み
今
も
ア
ラ
ブ
世
界
で
広
く
愛
誦
さ
れ
て
い
る
。
残

さ
れ
た
千
余
の
詩
Ἣ
か
ら
飲
酒
詩
を
中
心
に
六
十
二
Ἣ
を
選
訳
。

327851Ȃ8

赤786Ȃ1

フ
ェ
ル
ド
ウ
ス
ィ
ー

岡
田
恵
美
子
訳

王

書

古
代
ペ
ル
シ
ャ
の
神
話
・
伝
説一

〇
六
七
円

サ
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
が
ア
ラ
ブ
の
侵
攻
で
倒
れ
て
三
百
数
十
年
、
一
一
世
紀
初

め
に
ア
ラ
ブ
中
央
政
権
に
対
抗
し
て
書
か
れ
た
ペ
ル
シ
ャ
民
族
高
揚
の
叙
事
詩
―

神
話
・
伝
説
・
歴
史
時
代
の
三
部
構
成
か
ら
な
る
「
ペ
ル
シ
ャ
建
国
の
物
語
」。

今
も
、
誰
で
も
そ
の
一
節
を
暗
誦
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
イ
ラ

ン
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
『
王
書
』
か
ら
そ
の
名
場
面
を
抄
訳
。

327861Ȃ5

＊赤225Ȃ2

ブ
ル
フ
ィ
ン
チ

野
上
弥
生
子
訳

中

世

騎

士

物

語

一
〇
六
七
円

ア
ー
サ
ー
王
、
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
等
、
オ
ペ
ラ
の
主
人

公
に
も
な
っ
て
有
名
な
王
や
騎
士
、
貴
婦
人
た
ち
。
彼
ら
は
騎
士
道
の
典
型

力
、
勇
気
、
謙
譲
、
忠
誠
、
㜐
憫
、
貞
淑
等
の
諸
徳
を
具
備
し
た
人
間
と
し
て
登

場
す
る
。『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
』
で
神
々
の
世
界
を
い
き
い
き
と
伝
え
た

作
者
は
、
本
書
で
中
世
の
人
々
を
も
鮮
や
か
に
現
出
さ
せ
て
い
る
。

322252Ȃ0

赤790Ȃ1

木

村

榮

一
訳

コ
ル
タ
サ
ル

短

Ἣ

集

悪
魔
の
涎よ

だ
れ

・

追
い
求
め
る
男
他
八
Ἣ

八
五
八
円

夕
暮
れ
の
公
園
で
何
気
な
く
撮
っ
た
一
枚
の
写
真
か
ら
、
現
実
と
非
現
実
の
交
錯

す
る
不
可
思
議
な
世
界
が
生
ま
れ
る
「
悪
魔
の
涎
」。
薬
物
へ
の
耽
Ṇ
と
ジ
ャ
ズ

の
即
興
演
奏
の
な
か
に
彼
岸
を
垣
間
見
る
サ
ッ
ク
ス
奏
者
を
描
い
た
「
追
い
求
め

る
男
」。
斬
新
な
実
験
性
と
幻
想
的
な
作
風
で
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
界
に
独
自

の
位
置
を
占
め
る
コ
ル
タ
サ
ル
（
一
九
一
四

―
八
四

）
の
代
表
作
十
Ἣ
を
収
録
。

327901Ȃ8

赤790Ȃ2

コ
ル
タ
サ
ル

木

村

榮

一
訳

遊

戯

の

終

わ

り
七
九
二
円

肘
掛
け
椅
子
に
座
っ
て
小
説
を
読
み
ふ
け
る
男
が
、
ナ
イ
フ
を
手
に
し
た
小
説
中

の
も
う
一
人
の
男
に
背
後
を
襲
わ
れ
る
「
続
い
て
い
る
公
園
」、
意
識
だ
け
が
山

椒
魚
に
乗
り
移
っ
て
し
ま
っ
た
男
の
変
身
㞍
「
山
椒
魚
」
な
ど
、
崩
壊
す
る
日
常

世
界
を
、
意
識
下
に
潜
む
狂
気
と
正
気
、
夢
と
覚
醒
の
不
気
味
な
緊
張
の
う
ち
に

描
き
だ
す
㑹
作
短
Ἣ
小
説
集
。
コ
ル
タ
サ
ル
の
、
夢
と
狂
気
の
幻
想
㞍
。

327902Ȃ1
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赤790Ȃ3

コ
ル
タ
サ
ル

木

村

榮

一
訳

秘

密

の

武

器
九
二
四
円

悪
夢
、
幻
想
、
狂
気

本
書
は
言
語
化
さ
れ
た
コ
ル
タ
サ
ル
自
身
の
オ
ブ
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
読
む
者
を
そ
の
妖
し
い
魔
力
で
呪
縛
し
て
読
後
に
烈
し
い
恐
怖

と
戦
慄
を
も
た
ら
す
、
不
気
味
で
完
璧
な
オ
ニ
リ
ス
ム
の
結
晶
で
あ
る
。
幻
想
小

説
の
至
高
点
を
求
め
続
け
た
短
Ἣ
の
名
手
コ
ル
タ
サ
ル
の
、
㑹
作
「
追
い
求
め
る

男
」
ほ
か
に
、
息
詰
ま
る
緊
張
感
を
は
ら
ん
で
展
開
す
る
四
短
Ἣ
を
収
録
。

327903Ȃ8

赤791Ȃ1

フ
ア
ン
・
ル
ル
フ
ォ

杉
山
晃
・
増
田
義
郎
訳

ペ
ド
ロ
・
パ
ラ
モ

七
二
六
円

ペ
ド
ロ
・
パ
ラ
モ
と
い
う
名
の
、
顔
も
知
ら
ぬ
父
親
を
探
し
て
「
お
れ
」
は
コ
マ

ラ
に
ḷ
り
つ
く
。
し
か
し
そ
こ
は
、
ひ
そ
か
な
さ
さ
め
き
に
包
ま
れ
た
死
者
ば
か

り
の
町
だ
っ
た
…
…
。
生
者
と
死
者
が
混
交
し
、
現
在
と
過
去
が
交
錯
す
る
前
衛

的
な
手
法
に
よ
っ
て
紛
れ
も
な
い
メ
キ
シ
コ
の
現
実
を
描
き
出
し
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
文
学
ブ
ー
ム
の
先
駆
け
と
な
っ
た
古
典
的
名
作
。

（
解
説

杉
山
晃
）
327911Ȃ5

赤791Ȃ2

フ
ア
ン
・
ル
ル
フ
ォ

杉

山

晃
訳

燃

え

る

平

原
八
五
八
円

現
代
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
に
お
け
る
最
重
要
作
家
フ
ア
ン
・
ル
ル
フ
ォ
（
一
九
一
八

―
八
六

）
の
㑹
作
短
Ἣ
集
。
焼
け
つ
く
よ
う
な
陽
射
し
が
照
り
つ
け
砂
塵
が
舞
い
上

が
る
メ
キ
シ
コ
の
荒
涼
と
し
た
大
地
を
舞
台
に
、
革
命
前
後
の
騒
乱
で
殺
伐
と
し

た
世
界
に
あ
え
ぐ
貧
し
い
農
民
た
ち
の
寡
黙
な
力
強
さ
や
愛
憎
、
暗
い
情
念
の
噴

出
か
ら
生
じ
る
暴
力
や
欲
望
を
、
強
い
喚
起
力
に
富
む
文
体
で
描
く
。

327912Ȃ0

赤792Ȃ1

Ｊ
・
Ｌ
・
ボ
ル
ヘ
ス

鼓

直
訳

伝

奇

集
八
五
八
円

夢
と
現
実
の
あ
わ
い
に
浮
び
上
が
る
「
迷
宮
」
と
し
て
の
世
界
を
描
い
て
現
代
文

学
の
最
先
端
に
位
置
す
る
ボ
ル
ヘ
ス
（
一
八
九
九

―
一
九
八
六

）。
わ
れ
わ
れ
人
間
の
生
と

は
、
他
者
の
夢
見
て
い
る
幻
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
「
円
環
の
廃

墟
」、
宇
宙
の
隠
喩
で
あ
る
図
書
館
の
物
語
「
バ
ベ
ル
の
図
書
館
」
な
ど
、
東
西

古
今
の
神
話
や
哲
学
を
題
材
と
し
て
精
緻
に
織
り
な
さ
れ
た
魅
惑
の
短
Ἣ
集
。

327921Ȃ2

赤792Ȃ2

Ｊ
・
Ｌ
・
ボ
ル
ヘ
ス

鼓

直
訳

創

造

者
七
二
六
円

〈
迷
宮
の
作
家
〉
ボ
ル
ヘ
ス
（
一
八
九
九

―
一
九
八
六

）
が
も
っ
と
も
愛
し
、
も
っ
と
も
自

己
評
価
の
高
い
代
表
的
詩
文
集
。
寓
話
ふ
う
の
も
の
、
断
想
ふ
う
の
も
の
、
ス
ト

ー
リ
ー
性
の
高
い
も
の
な
ど
、
内
的
必
然
に
か
ら
れ
て
書
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
の
随
所
に
、
作
者
の
等
身
の
影
ら
し
き
も
の
や
肉
声
め
い
た
も
の
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
、
ボ
ル
ヘ
ス
の
《
文
学
大
全
》。

327922Ȃ9

南北ヨーロッパ文学 その他 284

001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 28522/04/04 11:02  v3.60

赤792Ȃ3

Ｊ
・
Ｌ
・
ボ
ル
ヘ
ス

中

村

健

二
訳

続

審

問

一
〇
五
六
円

エ
ッ
セ
イ
の
代
表
作
。
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
遠
く
離
れ
た
作
家
や
文
学
作
品

を
途
方
も
な
い
博
識
と
思
い
も
及
ば
ぬ
驚
異
的
な
連
想
力
で
結
び
つ
け
、
作
家
を

つ
う
じ
て
現
れ
た
文
学
表
現
の
総
体
も
し
く
は
伝
統
を
論
じ
る
、
巨
匠
だ
け
が
な

し
う
る
批
評
の
冒
険
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
エ
ッ
セ
イ
の
あ
わ
い
を
な
す
、
底
知
れ

ぬ
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
る
ボ
ル
ヘ
ス
文
学
の
も
う
一
つ
の
核
。

327923Ȃ6

赤792Ȃ4

Ｊ
・
Ｌ
・
ボ
ル
ヘ
ス

野

谷

文

昭
訳

七

つ

の

夜
七
九
二
円

一
九
七
七
年
七
十
七
歳
の
著
者
が
七
夜
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
七
つ
の
テ
ー
マ

（「
神
曲
」「
悪
夢
」「
千
一
夜
物
語
」「
仏
教
」「
詩
に
つ
い
て
」「
カ
バ
ラ
」「
盲
目

に
つ
い
て
」）
に
よ
る
講
演
。
ボ
ル
ヘ
ス
と
い
う
Ṗ
、
そ
の
秘
密
を
そ
っ
と
打
ち
明

け
る
、
格
好
の
ボ
ル
ヘ
ス
入
門
。「
悪
く
な
い
。
さ
ん
ざ
ん
私
に
付
き
ま
と
っ
て

き
た
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
こ
の
本
は
、
ど
う
や
ら
私
の
遺
言
書
に
な
り
そ
う
だ
」

327924Ȃ3◆

赤792Ȃ5

Ｊ
・
Ｌ
・
ボ
ル
ヘ
ス

鼓

直
訳

詩
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て

七
二
六
円

二
十
世
紀
文
学
の
巨
人
ボ
ル
ヘ
ス
に
よ
る
知
的
刺
激
に
満
ち
た
文
学
入
門
。
誰
も

が
知
っ
て
い
る
古
今
東
西
の
名
著
・
名
作
を
例
に
あ
げ
、
物
語
の
起
源
、
メ
タ
フ

ァ
ー
の
使
わ
れ
方
の
歴
史
と
実
際
、
そ
し
て
詩
の
翻
訳
に
つ
い
て
な
ど
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
の
本
質
を
め
ぐ
る
議
論
を
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
展
開
す
る
。
ハ
ー
ヴ
ァ

ー
ド
大
学
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ノ
ー
ト
ン
詩
学
講
義
の
全
記
録
。

327925Ȃ0◆

赤792Ȃ6

Ｊ
・
Ｌ
・
ボ
ル
ヘ
ス

中

村

健

二
訳

汚

辱

の

世

界

史
五
九
四
円

「
無
法
請
負
人
」
モ
ン
ク
・
イ
ー
ス
ト
マ
ン
、「
動
機
な
き
殺
人
者
」
ビ
リ
ー
・

ザ
・
キ
ッ
ド
、「
女
海
賊
」
Ṅ
夫
人
、「
傲
慢
な
式
部
官
長
」
吉
良
上
野
介
な
ど
、

読
者
に
は
先
刻
お
馴
染
み
の
悪
党
や
無
法
者
に
つ
い
て
の
史
実
や
原
話
を
本
歌
取

り
し
た
ボ
ル
ヘ
ス
の
最
初
の
短
Ἣ
集
。「
他
人
の
書
い
た
も
の
を
偽
り
歪
め
る
こ

と
で
自
分
を
愉
し
ま
せ
て
い
た
」
ボ
ル
ヘ
ス
に
よ
る
悪
党
列
伝
。

327926Ȃ7

赤792Ȃ7

Ｊ
・
Ｌ
・
ボ
ル
ヘ
ス

鼓

直
訳

ブ
ロ
デ
ィ
ー
の
報
告
書

五
九
四
円

「
鬼
面
ひ
と
を
脅
か
す
よ
う
な
バ
ロ
ッ
ク
的
な
ス
タ
イ
ル
は
捨
て
…
…
や
っ
と
自

分
の
声
を
見
い
だ
し
え
た
」
ボ
ル
ヘ
ス
後
期
の
代
表
作
。
未
開
部
族
ヤ
フ
ー
族
の

世
界
を
ラ
テ
ン
語
で
記
し
た
宣
教
師
の
手
記
の
翻
訳
と
い
う
構
え
の
表
題
作
の
ほ

か
に
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
舞
台
に
し
た
直
截

的
で
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
短
Ἣ
十
一
Ἣ
を
収
め
る
。
一
九
七
〇
年
刊
。

327927Ȃ4◆
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赤792Ȃ8

Ｊ
・
Ｌ
・
ボ
ル
ヘ
ス

鼓

直
訳

ア

レ

フ
七
九
二
円

途
方
も
な
い
博
識
と
巧
緻
を
き
わ
め
た
プ
ロ
ッ
ト
、
極
度
に
凝
縮
さ
れ
た
文
体
ゆ

え
に
、〈
知
の
工
匠
〉〈
迷
宮
の
作
家
〉
と
呼
ば
れ
る
Ｊ
・
Ｌ
・
ボ
ル
ヘ
ス
（
一
八
九
九

―
一
九
八
六

）
に
よ
る
、『
伝
奇
集
』
と
な
ら
ぶ
代
表
的
短
Ἣ
集
。
表
題
作
の
ほ
か
、

「
不
死
の
人
」「
神
の
書
跡
」「
ア
ヴ
ェ
ロ
エ
ス
の
探
求
」「
二
人
の
王
と
二
つ
の
迷

宮
」「
戦
士
と
囚
わ
れ
の
女
の
物
語
」
な
ど
を
収
録
。

（
解
説

内
田
兆
史
）
327928Ȃ1

赤792Ȃ9

Ｊ
・
Ｌ
・
ボ
ル
ヘ
ス

木

村

榮

一
訳

語

る

ボ

ル

ヘ

ス

―
書
物
・
不
死
性
・
時
間
ほ
か
―六

三
八
円

一
九
七
八
年
六
月
に
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
ベ
ル
グ
ラ
ー
ノ
大
学
で
行
わ
れ
た

連
続
講
演
の
記
録
。
ボ
ル
ヘ
ス
が
選
ん
だ
テ
ー
マ
は
、「
書
物
」「
不
死
性
」「
エ

マ
ヌ
エ
ル
・
ス
ヴ
ェ
ー
デ
ン
ボ
リ
」「
探
偵
小
説
」、
そ
し
て
「
時
間
」。

「
こ
の
五
つ
の
テ
ー
マ
は
わ
た
し
の
内
面
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で

自
分
が
思
念
を
凝
ら
し
て
き
た
も
の
な
の
で
す
」（
ボ
ル
ヘ
ス
）。

327929Ȃ8◆

赤793Ȃ1

野

谷

文

昭
編
訳

20
世
紀
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
短
Ἣ
選

一
一
二
二
円

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
前
衛
、
熱
帯
の
自
然
、
土
着
の
魔
術
と
神
話
が
渾
然
一
体
と
な
っ

て
蠱
惑
的
な
夢
を
紡
ぎ
だ
す
大
地
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

。
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ

ス
、
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
、
パ
ス
な
ど
の

先
行
世
代
、
ア
ジ
ェ
ン
デ
、
ア
レ
ナ
ス
な
ど
の
ポ
ス
ト
・
ブ
ー
ム
の
作
家
ま
で
、

二
十
世
紀
後
半
に
世
界
的
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
南
米
文
学
の
佳
Ἣ
十
六
Ἣ
。

327931Ȃ1

赤794Ȃ1

木

村

榮

一
訳

フ
エ
ン
テ
ス

短

Ἣ

集

ア
ウ
ラ
・
純
な
魂
他
四
Ἣ

七
九
二
円

「
…
月
四
千
ペ
ソ
」。
新
聞
広
告
に
ひ
か
れ
て
ド
ン
セ
ー
レ
ス
街
を
訪
ね
た
青
年
フ

ェ
リ
ー
ペ
が
、
永
遠
に
現
在
を
生
き
る
コ
ン
ス
エ
ロ
夫
人
の
な
か
に
迷
い
込
む
、

幽
冥
界
神
話
「
ア
ウ
ラ
」。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
と
の
遍
歴
か
ら
メ
キ
シ
コ
へ
の
逃

れ
よ
う
の
な
い
回
帰
を
兄
妹
の
愛
に
重
ね
て
描
く
「
純
な
魂
」。
メ
キ
シ
コ
の
代

表
的
作
家
フ
エ
ン
テ
ス
が
、
不
気
味
で
幻
想
的
な
世
界
を
作
り
あ
げ
る
。

327941Ȃ7

赤794Ȃ2

フ
エ
ン
テ
ス

木

村

榮

一
訳

ア
ル
テ
ミ
オ
・
ク
ル
ス
の
死

一
三
二
〇
円

大
地
主
の
私
生
児
と
し
て
生
ま
れ
、
混
血
の
伯
父
に
育
て
ら
れ
、
革
命
軍
に
参
加

し
、
政
略
結
婚
に
よ
っ
て
財
産
の
基
礎
を
つ
く
り
、
政
治
を
巧
み
に
利
用
し
て
、

マ
ス
コ
ミ
を
含
む
多
く
の
企
業
を
所
有
す
る

。
メ
キ
シ
コ
革
命
の
動
乱
を
生

き
抜
い
て
経
済
界
の
大
立
者
に
成
り
上
が
っ
た
男
ア
ル
テ
ミ
オ
・
ク
ル
ス
の
栄
光

と
悲
惨
。
現
代
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
最
重
要
作
。

327942Ȃ7
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赤795Ȃ1

Ｍ
・
Ａ
・
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス

牛

島

信

明
訳

グ
ア
テ
マ
ラ
伝
説
集

七
九
二
円

マ
ヤ
の
神
話
、
イ
ン
デ
ィ
オ
世
界
へ
の
深
い
共
感
と
愛
惜
を
こ
め
て
書
き
あ
げ
ら

れ
た
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
（
一
八
九
九

―
一
九
七
四

）
に
よ
る
《
魔
術
的

リ
ア
リ
ズ
ム
》
の
代
表
作
。「「
火
山
」
の
伝
説
」「「
大
帽
子
の
男
」
の
伝
説
」

「「
花
咲
く
地
」
の
財
宝
の
伝
説
」「
春
嵐
の
妖
術
師
た
ち
」
な
ど
、
古
代
マ
ヤ
、

植
民
地
時
代
の
信
仰
と
伝
説
が
力
強
く
痙
攣
す
る
蠱
惑
的
な
夢
の
精
髄
。

327951Ȃ9

赤796Ȃ1～2

バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ

木

村

榮

一
訳

緑

の

家
全
二
冊

上
一
〇
一
二
円

下
一
二
五
四
円

イ
ン
デ
ィ
オ
を
手
下
に
従
え
て
他
部
族
の
略
奪
を
繰
り
返
す
日
本
人
、
ア
マ
ゾ
ン

奥
地
の
村
の
尼
僧
院
で
暮
ら
す
イ
ン
デ
ィ
オ
の
少
女
、
砂
の
降
り
し
き
る
町
に
流

れ
着
き
、
娼
館
〈
緑
の
家
〉
を
建
て
る
盲
目
の
ハ
ー
プ
弾
き
…
…
。
広
大
な
ペ
ル

ー
・
ア
マ
ゾ
ン
を
舞
台
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
た
ち
の
㗡
と
現
実
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
、
物
語
の
壮
大
な
交
響
楽
。
現
代
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
㑹
作
。

327961Ȃ8

赤796Ȃ3

バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ

西
村
英
一
郎
訳

密

林

の

語

り

部

一
〇
一
二
円

都
会
を
捨
て
、
ア
マ
ゾ
ン
の
密
林
の
中
で
未
開
部
族
の
「
語
り
部
」
と
し
て
転
生

す
る
一
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
青
年
…
…
。
イ
ン
デ
ィ
オ
の
生
活
や
信
条
、
文
明
が
侵
す

こ
と
の
で
き
な
い
未
開
の
人
々
の
心
の
砦
を
描
き
な
が
ら
、「
物
語
る
」
と
い
う

行
為
の
も
っ
と
も
始
原
的
な
形
で
あ
る
語
り
部
の
㗡
を
通
し
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
「
物
語
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
問
う
㑹
作
。

327963Ȃ2◆

赤796Ȃ4～5

バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ

旦

敬

介
訳

ラ
・
カ
テ
ド
ラ
ル
で
の
対
話
全
二
冊

上
一
四
五
二
円

下
一
三
八
六
円

独
裁
者
批
判
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
批
判
、
父
と
子
の
確
執
、
同
性
愛

。
居
酒

屋
ラ
・
カ
テ
ド
ラ
ル
に
お
け
る
二
人
の
人
物
の
会
話
を
と
お
し
て
、
独
裁
政
権
下

ペ
ル
ー
の
腐
敗
し
き
っ
た
社
会
の
現
実
を
描
く
初
期
の
代
表
作
。「
こ
れ
ま
で
に

書
い
た
す
べ
て
の
作
品
の
中
か
ら
一
冊
だ
け
、
火
事
場
か
ら
救
い
出
せ
る
の
だ
と

し
た
ら
、
私
は
こ
の
作
品
を
救
い
出
す
だ
ろ
う
」（
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ
）。

327964Ȃ9

赤797Ȃ1

オ
ク
タ
ビ
オ
・
パ
ス

牛

島

信

明
訳

弓

と

竪

琴

一
三
二
〇
円

「
詩
」
と
は
何
か
？

ポ
エ
ジ
ー
と
は
何
か
？

「
詩
的
な
る
も
の
」
と
は
何
な

の
か
？

詩
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
言
語
、
リ
ズ
ム
、
韻
文
・
散
文
の
弁
別
特

徴
、
そ
し
て
イ
メ
ー
ジ
と
は
？

驚
嘆
す
べ
き
博
識
と
犀
利
な
知
性
、
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
た
詩
的
直
観
と
洞
察
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
詩
人
パ
ス
（
一
九
一
四

―
九
八

）
畢
生
の
一
大
詩
論
。

（
解
説

松
浦
寿
輝
、
補
論

山
口
昌
男
）
327971Ȃ7

南北ヨーロッパ文学 その他287



001-293_IWBKA100[本組並び替え]_再校_初校再処理_初校.smd  Page 28822/04/04 11:02  v3.60

赤798Ȃ1

カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル

牛

島

信

明
訳

失

わ

れ

た

足

跡

一
一
二
二
円

大
都
会
で
虚
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
音
楽
家
が
、
イ
ン
デ
ィ
オ
の
幻
の
原
始

楽
器
を
探
し
に
行
く
よ
う
依
頼
さ
れ
、
オ
リ
ノ
コ
川
上
流
へ
と
旅
立
つ
。
大
河
を

舟
で
Ḫ
る
空
間
の
旅
は
、
二
〇
世
紀
の
都
会
か
ら
中
世
風
の
町
へ
、
さ
ら
に
は
旧

石
器
時
代
に
も
等
し
い
集
落
へ
と
時
間
を
Ḫ
る
旅
で
も
あ
っ
た
。《
魔
術
的
リ
ア

リ
ズ
ム
》
の
創
始
者
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ル
（
一
九
〇
四

―
八
〇

）
の
代
表
作
。

327981Ȃ6

赤799Ȃ1

三

原

幸

久
編
訳

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
民
話
集

一
〇
一
二
円

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
広
く
分
布
し
代
表
的
な
も
の
、
日
本
の
昔
話
に
関
係
が
あ
り

そ
う
な
も
の
を
中
心
に
三
七
話
を
精
選
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
話
が
世
界
の
他
地
域
で

ど
の
よ
う
に
変
奏
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
簡
略
適
確
な
解
説
を
付
す
。

内
容
に
よ
り
、
動
物
㞍
、
本
格
民
話
、
笑
話
、
形
式
㞍
に
分
類
。
ス
ペ
イ
ン
語
文

化
圏
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
南
西
部
旧
メ
キ
シ
コ
領
で
採
話
さ
れ
た
民
話
も
含
め
た
。

327991Ȃ5◆

赤801Ȃ1

エ
イ
モ
ス
・
チ
ュ
ツ
オ
ー
ラ

土

屋

哲
訳

や

し

酒

飲

み
七
二
六
円

「
わ
た
し
は
、
十
に
な
っ
た
子
供
の
頃
か
ら
、
や
し
酒
飲
み
だ
っ
た
」

。
や

し
酒
を
飲
む
こ
と
し
か
能
の
な
い
男
が
、
死
ん
だ
自
分
専
属
の
や
し
酒
造
り
の
名

人
を
呼
び
戻
す
た
め
「
死
者
の
町
」
へ
と
旅
に
出
る
。
そ
の
途
上
で
出
会
う
、
頭

ガ
イ
骨
だ
け
の
紳
士
、
指
か
ら
生
ま
れ
た
赤
ん
坊
、
不
帰
（
か
え
ら
じ
）
の
天
の

町
…
…
。
神
話
的
想
像
力
が
豊
か
に
息
づ
く
、
ア
フ
リ
カ
文
学
の
最
高
峰
。

328011Ȃ9

赤801Ȃ2

エ
イ
モ
ス
・
チ
ュ
ツ
オ
ー
ラ

土

屋

哲
訳

薬

草

ま

じ

な

い

一
〇
一
二
円

一
人
の
若
い
狩
人
が
不
妊
の
妻
に
子
宝
を
授
け
て
く
れ
る
妙
薬
を
求
め
て
旅
に
出

る
。
目
ざ
す
は
〈
女
薬
草
ま
じ
な
い
師
〉
の
住
む
〈
さ
い
果
て
の
町
〉。
旅
の
途

上
若
者
は
、
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
蹲
踞
の
㗡
勢
の
男
、
頭
の
取
り
は
ず
し
の
き
く
凶

暴
な
野
性
の
男
な
ど
、
お
そ
ろ
し
い
悪
鬼
や
怪
物
ど
も
に
出
合
い
、
襲
わ
れ
、
戦

っ
て
、
め
で
た
く
薬
を
手
に
入
れ
る
の
だ
が
…
…
。

（
解
説

旦
敬
介
）
328012Ȃ6

赤803Ȃ1

Ｊ
・
Ｍ
・
ク
ッ
ツ
ェ
ー

く
ぼ
た
の
ぞ
み
訳

マ

イ

ケ

ル
・
Ｋ

九
二
四
円

内
戦
下
の
南
ア
フ
リ
カ
。
手
押
し
車
に
病
気
の
母
親
を
乗
せ
て
、
騒
乱
の
ケ
ー
プ

タ
ウ
ン
か
ら
内
陸
の
農
場
を
め
ざ
す
マ
イ
ケ
ル
。
内
戦
の
火
の
粉
が
飛
び
か
う
荒

野
を
ひ
た
す
ら
歩
き
つ
づ
け
る
彼
は
、
キ
ャ
ン
プ
に
収
容
さ
れ
て
も
逃
走
す
る
。

…
…
国
家
の
運
命
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
、
精
神
の
自
由
を
求
め
て
放
浪
す
る

一
個
の
人
間
の
す
が
た
を
描
く
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
代
表
作
。

328031Ȃ7
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赤820Ȃ1

Ｖ
・
Ｓ
・
ナ
イ
ポ
ー
ル

小
沢
自
然
・
小
野
正
嗣
訳

ミ
ゲ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト

一
〇
一
二
円

「
名
前
の
な
い
モ
ノ
」
ば
か
り
作
る
大
工
、「
世
界
で
も
っ
と
も
偉
大
な
詩
」
を
書

い
て
い
る
詩
人
、
父
親
が
違
う
七
人
の
子
ど
も
を
生
ん
だ
お
っ
母
さ
ん
─
─
少
年

の
眼
を
通
し
て
語
ら
れ
る
、「
ミ
ゲ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
」
で
生
ま
れ
た
十
七
の
人

生
の
物
語
は
、
み
な
風
変
わ
り
で
、
そ
し
て
ち
ょ
っ
と
切
な
い
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
作

家
ナ
イ
ポ
ー
ル
の
実
質
上
の
処
女
作
に
し
て
、
必
読
の
一
作
。

328201Ȃ4

赤N701Ȃ1

カ
ル
ロ
・
レ
ー
ヴ
ィ

竹

山

博

英
訳

キ
リ
ス
ト
は
エ
ボ
リ
で
止
ま
っ
た

一
一
二
二
円

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
活
動
の
罪
で
政
治
囚
と
し
て
一
僻
村
に
流
刑
に
処
さ
れ
た
作
者
＝

主
人
公
カ
ル
ロ
・
レ
ー
ヴ
ィ
（
一
九
〇
二

―
七
五

）
が
目
の
あ
た
り
に
し
た
、
南
イ
タ
リ

ア
の
苛
烈
な
現
実
。
現
代
文
明
か
ら
隔
絶
し
た
、
キ
リ
ス
ト
以
前
か
ら
変
わ
る
こ

と
の
な
い
、
呪
術
や
神
話
が
息
づ
く
寒
村
で
の
生
活
を
透
徹
し
た
視
線
で
描
き
だ

す
、
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
文
学
を
代
表
す
る
㑹
作
。

377011Ȃ5

赤N702Ȃ1

河

島

英

昭
訳

ク
ァ
ジ
ー
モ
ド
全
詩
集

一
一
七
七
円

一
九
五
九
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
、
二
〇
世
紀
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す

る
詩
人
ク
ァ
ジ
ー
モ
ド
（
一
九
〇
一

―
六
八

）
の
全
詩
集
。
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
に
身
を

投
じ
、
人
間
を
蹂
躙
す
る
現
実
へ
の
激
し
い
怒
り
を
表
現
し
、
戦
後
は
冷
戦
や
核

の
恐
怖
を
見
据
え
た
強
ἣ
な
社
会
詩
を
書
き
続
け
た
詩
人
に
よ
る
、
社
会
の
悲

惨
、
歴
史
の
苦
悩
に
対
峙
す
る
こ
と
ば
を
、
詩
心
あ
ふ
れ
る
名
訳
で
！

377021Ȃ4

赤N703Ȃ1

河

島

英

昭
訳

ウ
ン
ガ
レ
ッ
テ
ィ
全
詩
集

一
三
八
六
円

二
十
世
紀
イ
タ
リ
ア
最
高
の
詩
人
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ウ
ン
ガ
レ
ッ
テ
ィ
（
一
八
八
八

―
一
九

七
〇

）。
第
一
㗨
大
戦
に
従
軍
し
最
前
線
の
塹
壕
の
中
で
死
に
取
り
囲
ま
れ
な
が
ら

書
き
留
め
た
、
生
命
の
結
晶
の
ご
と
き
初
期
の
前
衛
的
な
短
詩
群
か
ら
、
ペ
ト
ラ

ル
カ
へ
と
溯
る
イ
タ
リ
ア
の
詩
的
伝
統
に
回
帰
し
て
、
詩
想
を
深
め
た
後
年
の
韻

律
詩
群
ま
で
の
全
詩
Ἣ
を
収
録
。
卓
抜
な
詩
論
「
詩
の
必
要
」
を
併
収
。

377006Ȃ1

赤N704Ȃ1

デ
・
ア
ミ
ー
チ
ス

和

田

忠

彦
訳

ク

オ

ー

レ

一
二
五
四
円

ジ
ェ
ノ
バ
の
少
年
マ
ル
コ
が
母
親
を
捜
し
て
遠
く
ア
ン
デ
ス
の
麓
の
町
ま
で
旅
す

る
「
母
を
た
ず
ね
て
三
千
里
」
の
原
作
を
収
録
。
ど
こ
の
国
で
も
、
い
つ
の
時
代

で
も
変
わ
ら
な
い
親
子
の
愛
や
家
族
の
絆
、
あ
る
い
は
博
愛
の
精
神
を
、
心
あ
た

た
ま
る
筆
致
で
描
く
、
デ
・
ア
ミ
ー
チ
ス
（
一
八
四
六

―
一
九
〇
八

）
の
代
表
作
。
世
界
中

の
人
び
と
に
愛
読
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
イ
タ
リ
ア
文
学
の
古
典
的
名
作
の
新
訳
。

377007Ȃ8◆
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赤N706Ȃ1～2

ズ
ヴ
ェ
ー
ヴ
ォ

堤

康

徳
訳

ゼ
ー
ノ
の
意
識
全
二
冊

上
・
下
各
一
〇
六
七
円

「
お
書
き
な
さ
い
。
自
分
の
㗡
が
見
え
て
き
ま
す
よ
」。
医
師
の
勧
め
で
回
想
録
を

書
き
始
め
た
主
人
公
ゼ
ー
ノ
。
嫉
妬
、
虚
栄
心
、
背
徳
感
、
己
を
苛
ん
だ
感
情
を

ま
ざ
ま
ざ
と
蘇
ら
せ
な
が
ら
も
、
精
神
分
析
医
の
ご
と
く
自
身
の
人
生
を
淡
々
と

語
る
。
ジ
ョ
イ
ス
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
も
つ
ら
な
る
「
意
識
の
流
れ
」
を
精
緻
に

描
き
出
し
た
、
ズ
ヴ
ェ
ー
ヴ
ォ
（
一
八
六
一

―
一
九
二
八

）
の
代
表
作
。

377009Ȃ2

赤N770Ȃ1

ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ

西

永

良

成
訳

冗

談

一
三
二
〇
円

絵
葉
書
に
冗
談
で
書
い
た
文
章
が
、
前
途
有
望
な
青
年
の
人
生
を
狂
わ
せ
る
。
十

数
年
後
、
苦
し
み
に
耐
え
抜
い
た
す
え
、
男
は
復
讐
を
も
く
ろ
む
が
…
…
。
政
治

に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
た
一
人
の
男
の
流
転
の
人
生
と
愛
の
悲
喜
劇
を
軸
に
し
て
、

四
人
の
男
女
の
独
白
が
重
層
的
に
綾
を
な
す
、
ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ
（
一
九
二
九

―
）

の
最
高
㑹
作
。
作
家
自
ら
が
全
面
的
に
改
訂
し
た
決
定
版
か
ら
の
新
訳
。

377001Ȃ6

赤N770Ȃ2

ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ

西

永

良

成
訳

小

説

の

技

法
八
五
八
円

セ
ル
バ
ン
テ
ス
、
カ
フ
カ
、
プ
ル
ー
ス
ト
な
ど
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
名
著
名
作

の
作
者
た
ち
と
そ
の
作
品
に
言
及
し
な
が
ら
、「
小
説
と
は
何
か
」「
小
説
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
」
を
論
じ
る
ク
ン
デ
ラ
独
自
の
小
説
論
。
二
〇
一
一
年
刊
行
の
改
訂

版
を
底
本
と
し
た
新
訳
決
定
版
。
存
命
の
、
世
界
で
最
も
著
名
な
作
家
の
一
人
、

ク
ン
デ
ラ
（
一
九
二
九

―
）
に
よ
る
知
的
刺
激
に
満
ち
た
文
学
入
門
。

377002Ȃ3

赤N771Ȃ1

西

成

彦
編
訳

世
界
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
短
Ἣ
選

一
〇
一
二
円

東
欧
に
移
り
住
ん
だ
ユ
ダ
ヤ
人
の
日
常
言
語
「
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
」。
イ
デ
ィ
ッ
シ

ュ
作
家
の
ほ
と
ん
ど
は
、
出
生
地
に
安
住
で
き
ず
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
や
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
を
逃
れ
て
世
界
各
地
を
転
々
と
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
拠
り
所
で
あ

る
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を
創
作
言
語
と
し
て
選
び
取
っ
た
。
世
界
各
地
に
根
を
張
っ
た

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
作
家
た
ち
に
よ
る
十
三
の
短
Ἣ
。

377004Ȃ7
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別冊1

渡
辺
一
夫
・
鈴
木
力
㑦

増
補

フ
ラ
ン
ス
文
学
案
内

九
九
〇
円

フ
ラ
ン
ス
文
学
は
人
間
学
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
と
は
即
ち
こ
の
人
間
学
の
連

続
講
演
に
他
な
ら
ぬ
、
と
い
う
発
想
か
ら
本
書
は
執
筆
さ
れ
三
十
年
に
わ
た
っ
て

幅
広
い
読
者
に
む
か
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
間
に
も
む
ろ
ん
フ
ラ
ン
ス
で
は
い
く

た
の
名
著
名
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
た
び
二
十
世
紀
の
部
を
大
幅

に
増
補
し
て
ア
ッ
プ
・
ト
ゥ
・
デ
イ
ト
な
内
容
と
し
た
。

350001Ȃ6

別冊3

手
塚
富
雄
・
神
品
芳
夫

増
補

ド
イ
ツ
文
学
案
内

一
〇
六
七
円

た
ん
な
る
ド
イ
ツ
文
学
史
に
留
ま
ら
ず
、
個
々
の
文
学
作
品
に
即
し
つ
つ
ド
イ
ツ

文
学
の
性
格
と
ゲ
ル
マ
ン
的
精
神
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
し
た
本
書
は
、
刊
行
以
来

三
十
年
に
わ
た
っ
て
数
多
く
の
読
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
て
き
た
。
そ
し
て
東
西

ド
イ
ツ
の
統
一
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
た
い
ま
、
戦
後
文
学
を
詳
述
す
る
一

章
を
加
え
、
同
時
代
の
文
学
史
と
し
て
読
者
の
要
望
に
応
え
う
る
内
容
と
し
た
。

350003Ȃ2

別冊5

岩
波
文
庫
編
集
部
編

こ

と

ば

の

花

束

―
岩
波
文
庫
の
名
句
３
６
５
―

七
九
二
円

す
ぐ
れ
た
個
性
、
経
験
豊
か
な
精
神
が
遺
し
た
書
物
は
、
と
ぎ
す
ま
さ
れ
た
思

想
、
奥
ぶ
か
い
表
現
を
、
短
い
こ
と
ば
の
う
ち
に
凝
縮
さ
せ
て
い
ま
す
。
岩
波
文

庫
の
名
著
群
か
ら
、
そ
う
し
た
鮮
烈
な
き
ら
め
き
を
放
つ
こ
と
ば
た
ち
を
選
り
だ

し
ま
し
た
。
本
格
派
の
た
め
の
こ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
は
、
古
典
の
宝
庫
へ
の
ま
た

と
な
い
鍵
と
な
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
本
文
二
色
刷
）
350005Ȃ9

別冊6

岩
波
文
庫
編
集
部
編

こ

と

ば

の

贈

物

―
岩
波
文
庫
の
名
句
３
６
５
―

七
七
〇
円

ど
ん
な
に
短
か
い
章
句
で
も
、
作
品
か
ら
直
接
選
り
だ
し
た
一
句
は
、
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
で
は
味
わ
い
え
な
い
生
き
た
魅
力
を
伝
え
ま
す
。
好
評
の
『
こ
と
ば
の
花

束
』
に
つ
づ
く
第
二
集
『
こ
と
ば
の
贈
物
』
が
で
き
ま
し
た
。
限
り
な
い
古
典
の

沃
野
へ
む
け
て
、
あ
な
た
の
読
書
の
地
平
は
さ
ら
に
い
っ
そ
う
拡
が
っ
て
ゆ
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

（
本
文
二
色
刷
）
350006Ȃ7

別冊8

岩
波
文
庫
編
集
部
編

愛

の

こ

と

ば

―
岩
波
文
庫
か
ら
―

六
六
〇
円

「
愛
」

こ
の
一
語
を
め
ぐ
っ
て
今
ま
で
幾
千
幾
万
の
こ
と
ば
が
つ
い
や
さ
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
岩
波
文
庫
の
名
著
名
作
か
ら
、
愛
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
ば
二
五
○
句
を
抜
き
だ
し
て
編
ん
だ
こ
の
一
冊
は
、
ち
い
さ
な
「
愛
の
エ
ン
サ

イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
」
で
す
。
あ
な
た
の
た
め
の
あ
な
た
だ
け
の
愛
の
一
句
を
み
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
版
で
お
贈
り
し
ま
す
。

（
本
文
二
色
刷
）
350008Ȃ3
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別冊12

大
岡
信
・
奥
本
大
三
郎
・
川
村
二
郎
・
小
池
滋
・
沼
野
充
義
編

世
界
文
学
の
す
す
め

八
八
〇
円

創
刊
以
来
七
十
年
、
岩
波
文
庫
に
収
録
さ
れ
て
い
る
約
千
点
の
外
国
文
学
書
の
中

か
ら
、『
唐
詩
選
』『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
』『
白
鯨
』『
グ

リ
ム
童
話
集
』『
千
一
夜
物
語
』
等
三
十
点
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
語
る

エ
ッ
セ
イ
を
収
め
る
。
執
筆
者
＝
秋
山
駿
、
五
木
寛
之
、
落
合
恵
子
、
加
賀
乙

彦
、
河
合
隼
雄
、
木
下
順
二
、
串
田
孫
一
、
田
辺
聖
子
、
⁋
邦
生
、
等
。

350016Ȃ4

別冊13

大
岡
信
・
加
賀
乙
彦
・
菅
野
昭
正
・
曾
根
博
義
・
十
川
信
介
編

近
代
日
本
文
学
の
す
す
め

八
九
一
円

岩
波
文
庫
に
収
録
さ
れ
て
い
る
約
五
百
点
の
近
代
日
本
文
学
の
書
目
の
中
か
ら
、

浮
雲
、
に
ご
り
え
／
た
け
く
ら
べ
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
、
啄
木
歌
集
、
銀
の
匙
、
渋
江

抽
斎
、
萩
原
朔
太
郎
詩
集
、
或
る
女
、
風
の
又
三
郎
、
夜
明
け
前
、
暗
夜
行
路
、

墨
東
綺
㞍
、
迷
路
等
三
十
点
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
語
る
エ
ッ
セ
イ
と
編

者
に
よ
る
座
談
会
を
収
め
る
。『
世
界
文
学
の
す
す
め
』
の
姉
妹
編
。

350017Ȃ2

別冊14

鹿

野

政

直

近
代
日
本
思
想
案
内

一
一
一
一
円

幕
末
維
新
か
ら
戦
後
ま
で
、
近
代
日
本
百
年
の
間
に
日
本
人
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ

れ
た
思
想
と
そ
れ
を
担
っ
た
思
想
家
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
た
近
代
日
本
思
想
入

門
。
福
沢
諭
吉
の
啓
蒙
思
想
か
ら
自
由
民
権
思
想
、
国
粋
主
義
、
人
権
思
想
、
民

主
主
義
、
民
族
思
想
、
科
学
思
想
、
社
会
主
義
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
ま
で
主
な
思
想

潮
流
を
整
理
し
、
主
要
な
著
作
を
紹
介
す
る
。
索
引
を
付
す
。

350018Ȃ0

別冊19

十

川

信

介

近
代
日
本
文
学
案
内

九
四
六
円

（
一
）
時
代
の
主
流
を
形
成
し
て
き
た
立
身
出
世
の
欲
望
、（
二
）
現
実
社
会
に
飽

き
た
ら
ぬ
、
ま
た
そ
こ
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
人
び
と
が
紡
い
だ
別
世
界
（
他
界
・

異
界
）
の
願
望
、（
三
）
こ
の
時
期
に
新
た
に
登
場
し
た
交
通
機
関
、
通
信
手
段

と
文
学
と
の
関
わ
り
─
─
三
つ
の
切
り
口
に
よ
っ
て
文
明
開
化
か
ら
第
二
㗨
大
戦

の
敗
戦
ま
で
の
日
本
文
学
を
分
析
し
紹
介
す
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な
文
学
案
内
。

350022Ȃ4

別冊21

中

村

邦

生
編

ポ
ケ
ツ
ト

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

こ
の
愛
の
ゆ
く
え

一
〇
三
四
円

愛
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
。
恋
愛
ば
か
り
が
愛
で
は
な
い
。
作
家
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
の
視
角
か
ら
愛
に
光
を
当
て
、
愛
の
諸
相
を
垣
間
見
さ
せ
て
く
れ
る
。
愛
を
描

く
こ
と
は
人
生
を
描
く
こ
と
だ
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
、
坂
口
安
吾
、
プ
ラ
ト
ー
ノ

フ
、
岡
本
か
の
子
、
Ｄ
・
レ
ッ
シ
ン
グ
、
三
島
由
紀
夫
、
Ｒ
・
ギ
ャ
リ
、
吉
田
知

子
、
ユ
ル
ス
ナ
ー
ル
な
ど
、
粒
選
り
の
二
十
六
Ἣ
が
交
錯
す
る
。

350024Ȃ8
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別冊23

佐

竹

謙

一

ス
ペ
イ
ン
文
学
案
内

一
一
二
二
円

日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
ス
ペ
イ
ン
文
学
の
豊
饒
な
世
界
を
案
内

す
る
ハ
ン
デ
ィ
ー
な
文
庫
版
文
学
史
。
全
体
を
二
部
構
成
と
し
、
Ｉ
「
ス
ペ
イ
ン

文
学
の
動
向
」
で
は
文
学
史
の
流
れ
を
簡
潔
に
概
説
し
、
Ⅱ
「
主
要
な
作
家
と
作

品
」
で
は
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
、
ケ
ベ
ー
ド
、
カ
ル
デ
ロ
ン
、
ガ
ル
シ
ア
・
ロ
ル
カ

等
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
と
魅
力
を
伝
え
る
。

350026Ȃ2◆

別冊24

木

田

元
編

一

日

一

文
英
知
の
こ
と
ば

一
二
一
〇
円

古
今
東
西
の
思
想
家
・
作
家
・
科
学
者
な
ど
、
大
き
な
仕
事
を
な
し
と
げ
た
人
た

ち
が
残
し
た
こ
と
ば
は
、
深
く
、
厳
し
く
、
温
か
く
、
明
晰
で
あ
り
、
時
に
底
知

れ
ぬ
苦
悩
を
湛
え
ま
す
。
そ
う
し
た
先
人
た
ち
の
こ
と
ば
を
一
年
三
六
六
日
に
配

列
し
ま
し
た
。
短
い
章
句
で
す
が
、
ど
れ
も
生
き
生
き
と
し
た
力
で
読
む
者
に
迫

り
、
私
た
ち
の
人
生
に
潤
い
や
生
き
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
（
二
色
刷
）
350027Ȃ9

別冊25

大
岡
信
・
谷
川
俊
太
郎
編

声
で
た
の
し
む

美
し
い
日
本
の
詩

一
二
一
〇
円

詩
は
本
来
、
朗
唱
さ
れ
る
も
の
で
す
。
焦
が
れ
る
恋
の
思
い
を
訴
え
、
人
の
死
を

悼
み
、
自
然
の
美
し
さ
を
ほ
め
、
こ
と
ば
遊
び
を
た
の
し
む
。
万
葉
集
か
ら
現
代

詩
ま
で
、
ど
の
詩
歌
も
魂
は
声
と
な
っ
て
人
の
心
と
心
を
つ
な
い
で
き
ま
し
た
。

意
味
が
わ
か
り
や
す
く
、
日
本
語
が
も
つ
深
い
調
べ
と
美
し
い
リ
ズ
ム
を
そ
な
え

た
珠
玉
の
作
品
だ
け
を
選
び
ま
し
た
。
声
に
だ
し
て
お
た
の
し
み
く
だ
さ
い
。

350028Ȃ6
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ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫

Ｂ
６
判
・
並
製
・
カ
バ
ー

本
文
は
10
ポ
組
み
相
当

〔
日
本
思
想
〕

新
渡
戸
稲
造
／
矢
内
原
忠
雄
訳

35
武
士
道

1100
円



内
村
鑑
三
／
鈴
木
範
久
訳

164
代
表
的
日
本
人

1210
円



日
本
戦
没
学
生
記
念
会
編

248
新
版

第
二
集

き
け

わ
だ
つ
み
の
こ
え

1540
円



―
日
本
戦
没
学
生
の
手
記
―

吉
野
源
三
郎

268
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か

1540
円



宮
本
常
一

160
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人

1430
円



長
田
新
編

327・8
原
爆
の
子
上
下

品切れ
1320
円



―
広
島
の
少
年
少
女
の
う
っ
た
え
―

〔
東
洋
思
想
〕

金
谷
治
訳
注

169
論
語

1650
円



蜂
屋
邦
夫
訳
注

349
老
子

1760
円



金
谷
治
訳
注

170
新
訂
孫
子

1210
円



司
馬
遷
／
小
川
環
樹
・
今
鷹
真
・
福
島
吉
彦
訳

392～6
史
記
列
伝
全
五
冊

品切れ
1430
1320
1430
1320
円
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〔
仏
教
〕

中
村
元
訳

7
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば

1760
円



―
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
―

中
村
元
訳

40
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
・

感
興
の
こ
と
ば

1650
円



中
村
元
・
紀
野
一
義
訳
Ḽ

171
般
若
心
経
・
金
剛
般
若
経

1210
円



中
村
元
・
早
島
鏡
正
・
紀
野
一
義
訳
Ḽ

73・4
浄
土
三
部
経
上
下

品切れ
1320
円



名
畑
應
順
校
注

184
親
鸞
和
讃
集

1540
円



懐
奘
編
／
和
⁋
哲
郎
校
訂

10
正
法
眼
蔵
随
聞
記

1100
円



中
村
元
訳

194
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅

1540
円



―
大
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
経
―

〔
哲
学
・
教
育
・
宗
教
〕

高
田
三
郎
訳

346・7
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス

ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
上
下

各
1540
円



松
本
仁
助
・
岡
道
男
訳

351
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス

ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス

詩
学
詩
論

1540
円



375
文
語
訳

新
約
聖
書
詩
Ἣ
付

2530
円



〔
日
本
文
学
（
古
典
）〕

倉
野
憲
司
校
注

48
古
事
記

1540
円



佐
佐
木
信
綱
校
訂

388
新
訂
梁
塵
秘
抄

1210
円



西
尾
実
・
安
良
岡
康
作
校
注

16
新
訂
徒
然
草

1760
円



外
間
守
善
校
注

390・1
お
も
ろ
さ
う
し
上
下

各
1870
円



萩
原
恭
男
校
注

79
芭
蕉
お
く
の
ほ
そ
道

1430
円



付
曾
良
旅
日
記
奥
細
道
菅
菰
抄

〔
現
代
日
本
文
学
〕

夏
目
漱
石

215
吾
輩
は
猫
で
あ
る

1870
円



夏
目
漱
石

204
こ
こ
ろ

1320
円



夏
目
漱
石

352
明
暗

1980
円



高
浜
虚
子
選

387
子
規
句
集

1430
円



芥
川
竜
之
介

359
地
獄
変
・
邪
宗
門
・

好
色
・
藪
の
中
他
七
Ἣ

1100
円
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芥
川
竜
之
介

361
河
童
他
二
Ἣ

880
円



芥
川
竜
之
介

360
侏
儒
の
言
葉
・
文
芸
的
な
、

余
り
に
文
芸
的
な

1210
円



宮
沢
賢
治
／
谷
川
徹
三
編

370
童
話
集

銀
河
鉄
道
の
夜
他
十
四
Ἣ

1540
円



柴
田
宵
曲

24
古
句
を
観
る

1430
円



〔
法
律
・
政
治
〕

ト
ク
ヴ
ィ
ル
／
松
本
礼
二
訳

382～5
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

全
四
冊
1540
1870
1320
1430
円

〔
経
済
・
社
会
〕

ケ
イ
ン
ズ
／
間
宮
陽
介
訳

353・4
雇
用
、
利
子

お
よ
び
貨
幣
の
一
般
理
論
上
下

1650
1430
円



〔
東
洋
文
学
〕

小
川
環
樹
・
金
田
純
一
郎
訳

335～42
完
訳

三
国
志

全
八
冊
1430
1540
1430
1430
1430
1430
1430
1430
円

今
村
与
志
雄
訳

373・4
唐
宋
伝
奇
集
上
下

1320
1430
円



蒲
松
齢
／
立
間
祥
介
編
訳

321・2
聊
斎
志
異
上
下

品切れ
1650
円



〔
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
文
学
〕

中
村
善
也
訳

313・4
オ
ウ
ィ

デ
ィ
ウ
ス

変
身
物
語
上
下

各
1430
円



〔
イ
ギ
リ
ス
文
学
〕

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
／
野
島
秀
勝
訳

304
リ
ア
王

1430
円



〔
ア
メ
リ
カ
文
学
〕

ホ
ー
ソ
ー
ン
／
八
木
敏
雄
訳

319
完
訳
㒶
文
字

1540
円



マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
／
西
田
実
訳

371・2
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ン

の
冒
険

上
下

各
1210
円



亀
井
俊
介
・
川
本
皓
嗣
編

116
ア
メ
リ
カ
名
詩
選

1430
円



〔
フ
ラ
ン
ス
文
学
〕

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
／
桑
原
武
夫
・
生
島
Ẁ
一
訳

343・4
赤
と
黒
上
下

1650
1980
円



ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ
／
山
内
義
雄
訳

363～9
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯

全
七
冊

品切れ
1540
1540
1540
1540
1540
1650
円
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〔
ロ
シ
ア
文
学
〕

ト
ル
ス
ト
イ
／
藤
沼
貴
訳

376～81
戦
争
と
平
和
全
六
冊

1760
1980
1760
1980
1980
1980
円



チ
ェ
ー
ホ
フ
／
小
野
理
子
訳

307
桜
の
園

990
円



〔
南
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学

そ
の
他
〕

シ
ェ
ン
キ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
／
木
村
彰
一
訳

289～91
ク
オ
・
ワ
デ
ィ
ス
上
中
下

1430
1430
1320
円



297



298-312_IWBUNCHO[著作者名索引]_再校_初校.smd  Page 1522/04/18 12:54  v3.60

ルドゥレダ 278

ル ナ ア ル 258

れ

蓮 如 45

レヴィナス 89

レーヴィóC. 289

レーヴィóP. 276

レーヴィット 89

レ ー ニ ン 192

レオナルド・ダ・ヴィンチ 61

レチフ・ド・ラ・ブルトンヌ 262

レ ニ エ 262

ろ

老 子 37ó294

魯 迅 199

ロ ー ト 246

ロ ス タ ン 260

ロセッティ 225

ロ ダ ン 62

ロ チ 257

ロ ッ ク 182ó183

ロ ラ ン 61ó259

ロングフェロー 228

ロンサール 249

ロ ン ド ン 232

わ

若 山 牧 水 141

渡 辺 一 夫 29ó291

和 ⁋ 哲 郎 18ó19

ワーグナー 238

ワーグマン 62

ワーズワス 211

ワ イ ル ド 216ó217
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ユクスキュル 99

ユ ゴ ー 252ó253

ユルスナール 264

ユ ン テ ン 201

よ

横 光 利 一 149

横山源之助 6

与 謝 蕪 村 110

与謝野晶子 135

与 謝 野 寛 167

吉川幸㗨郎 21

吉 田 健 一 30

吉 田 松 陰 2

吉 田 光 由 3

吉野源三郎 22ó294

吉 野 作 造 13

吉 野 弘 178

ら

ラーゲルレーヴ 280

ラ ー フ ラ 48

ライプニッツ 73

ラ カ ン 95

ラ シ ー ヌ 249

ラシュディ 225

ラス・カサス 52

ラ ッ セ ル 84

ラ バ ッ ク 98

ラ・フォンテーヌ 250

ラ プ ラ ス 97

ラ ブ レ ー 248

ラ ム 212

ラ・メトリ 74

ラ ル ボ ー 264

ラ・ロシュフコー 249

ラ ン ガ ー 95

ラ ン ケ 50

ラ ン ボ ー 258

り

李 白 198

梁 啓 超 40

臨 済 42

リーウィウス 58

リップマン 196

リ ュ テ ィ 197

リ ラ ダ ン 255

リ ル ケ 167ó240

リンカーン 184

リ ン ス 186

る

ルクセンブルク 192

ルクレーティウス 69

ル・クレジオ 265

ル ソ ー 74ó75ó183

ル タ ー 93
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宮 本 武 蔵 1

三 好 達 治 151

ミッチェル 234

ミルóJ.S. 188ó189

ミ ル ト ン 209

ミ レ ー ル 95

む

武者小路実篤 140

陸 奥 宗 光 7

無 門 慧 開 42

村 井 弦 斎 166

室 生 犀 星 145

ム ー ア 197

め

メ リ メ 253ó254

メルヴィル 229

メ ル シ エ 55

メンヒェン＝ヘルフェン 57

も

孟 子 37

本 居 宣 長 111

森 ᷞ 外 116ó117ó118

森 銑 三 164

森 崎 和 江 179

モ ア 71ó207

モーゲンソー 185

モースóE.S. 52

モースóM. 196ó197

モーツァルト 61

モーパッサン 257ó258

モ ー ム 218ó219

モリエール 250

モ リ ス 194

モンテーニュ 249

モンテスキュー 182

や

柳 生 宗 矩 3

柳 宗 悦 24ó25ó44

柳 田 国 男 15ó16ó17

山 川 菊 栄 22ó23ó51

山川登美子 171

山 崎 弁 栄 33

山 路 愛 山 9ó10

山田盛太郎 193

山 之 口 貘 175

山辺健太郎 13

山 本 常 朝 1

ヤ ー コ ブ 247

ヤコブセン 279

ゆ

唯 円 43

尹 東 柱 202

ユウェナーリス 206
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ほ

蒲 㒕 齢 200ó296

細井和喜蔵 14ó15ó165

細木原青起 65

穂 積 陳 重 20

ポアンカレ 96

ホイットマン 229ó230

ポ オ 228

ホーソーン 227ó296

ボードレール 254

ホ ー ル 54

ホ カ ー ト 196

ホ ッ ケ 64

ホ ッ ブ ズ 181ó182

ホ ブ ス ン 191

ホ フ マ ン 237

ホフマンスタール 245

ホ メ ロ ス 203

ホラーティウス 69ó295

ホルクハイマー 89

ボ ル ヘ ス 284ó285ó286

ボンゼルス 245

ま

前 田 利 鎌 26

正 岡 子 規 123ó124ó125ó126ó295

正 宗 白 鳥 135

まど・みちお 175

松 尾 芭 蕉 108ó109ó110ó295

松 田 道 雄 32

松 平 定 信 111

真 山 青 果 155ó156

丸 山 眞 男 31

マ ー ル 63

マキアヴェッリ 181

マ ヌ 40

マ ラ ル メ 257

マ ル ク ス 189ó190

マルクス・アウレーリウス 70

マ ル サ ス 188

マルトゥレイ 278

マンóT. 240ó241

み

三 浦 周 行 23

三 木 清 21

三島由紀夫 177

南 方 熊 楠 17

水上滝太郎 158

美濃部達吉 186

宮 ṥ 二 161

三宅周太郎 167

宮 崎 市 定 14

宮 崎 滔 天 10

宮 沢 賢 治 149ó296

宮 沢 俊 義 33

宮 本 常 一 23ó294
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フェルドウスィー 283

フエンテス 286

フォイエルバッハ 79

フォークナー 232

フォースター 223

フッサール 82

ブ ッ ダ 41ó46ó47ó295

ブッツァーティ 276ó277

ブラウニング 223

ブ ラ ッ ク 87

ブラッドリóH. 86

プ ラ ト ン 67ó68

プ ラ ン ク 100

フランクリン 226

フ ラ ン ス 256

ブリア‐サヴァラン 251

プルースト 265

ブルガーコフ 272

プルタルコス 86

ブ ル ト ン 263

ブルフィンチ 206ó226ó283

ブ レ イ ク 211

プレヴェール 266

フレーベル 91

プレハーノフ 50

ブ レ ヒ ト 244

ブレンターノ 87

フ ロ イ ス 55

フローベール 254ó255

フ ロ ス ト 234

ブロンテóC. 214

ブロンテóE. 214

へ

ベイトソン 95

ベ イ ン 221

ペ イ ン 187

ヘ ー ゲ ル 78

ヘーシオドス 205

ヘ ー ベ ル 244

ベ ガ 278

ヘシオドス 204

ベッカリーア 184

ヘ ッ セ 241ó242

ペ テ ィ 187

ヘ デ ィ ン 55

ペトラルカ 275

ヘミングウェイ 233

ベ ラ ー 57

ヘ リ ゲ ル 86

ベルクソン 83

ペルシウス 206

ヘルダーリン 236

ベ ル ツ 51

ベルンハイム 50

ペ ロ ー 250

ヘロドトス 49

ベンヤミン 246ó247
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林 達 夫 21

林 芙 美 子 166

葉 山 嘉 樹 148

原 民 喜 157ó158

伴 蒿 蹊 111

バ ー ク リ 73

ハ ー デ ィ 215

ハーバーマス 95

バ ー リ ン 87ó88

バ ー ル 65

ハ ー ン 216

バーンズóJ. 90

ハイシッヒ 58

ハイデガー 84

ハ イ ネ 238

パヴェーゼ 275ó276

パウサニアス 56

ハウプトマン 239

バ ザ ン 64

パ ス 287

パ ス カ ル 72

ハックスリóT.H. 97

ハ ッ ブ ル 99

バルガス＝リョサ 287

バルザック 252

ひ

氷 上 英 廣 35

Ṥ 口 一 葉 130

久 生 十 蘭 169

平 田 篤 胤 3

平塚らいてう 25

平 福 百 穂 64

ビ ア ス 231

ビ ゴ ー 62

ヒメーネス 278

ヒュースケン 54

ビューヒナー 247

ヒ ュ ー ム 73ó74

ビュトール 264

ヒ ル テ ィ 80

ふ

福 沢 諭 吉 4ó5

福 田 英 子 10

福 地 桜 痴 28

藤 原 定 家 106

二葉亭四迷 118

文 暁 113

ファーブル 97

ファラデー 96

フアン・ルルフォ 284

フィールディング 210

フィッツジェラルド 233

フ ィ ヒ テ 77

フィンリー 56

プーシキン 267

ブ ー バ ー 85
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298-312_IWBUNCHO[著作者名索引]_再校_初校.smd  Page 922/04/18 12:54  v3.60

な

内 藤 湖 南 32

中 勘 助 141

中 井 正 一 30

永 井 荷 風 135ó136ó137

中 江 兆 民 7

中 島 敦 162

中 野 重 治 151

中 原 中 也 155

中谷宇吉郎 159ó160

夏 目 漱 石 118ó 119ó 120ó 121ó 122ó

123ó295

成 島 柳 北 159

南 原 繁 24

ナイポール 289

ナ ド 58

ナ ボ コ フ 234

ナポレオン 53

に

新 島 襄 6

新 美 南 吉 163

西 川 如 見 2

西田幾多郎 10ó11ó12

西 村 茂 樹 5

西脇順三郎 160

日 蓮 41

新渡戸稲造 8ó294

ニ ー チ ェ 80ó81

ニコライ・カサートキン 59

ニュートン 96

ね

ネルヴァル 261

の

野上弥生子 140

野 田 又 夫 32

野呂栄太郎 15

ノヴァーリス 236

ノ ー マ ン 53

ノ デ ィ エ 263

ノ リ ス 232

は

萩原朔太郎 143ó144

巴 金 200

白 居 易 201

橋 本 進 吉 21

長谷川時雨 156

長谷川如是閑 26

長谷部恭男 186

波多野精一 19

花 田 清 輝 29

羽 仁 五 郎 18

馬 場 文 英 59

濱 田 耕 作 33
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チェーホフ 270ó271ó297

チャペック 281

チュツオーラ 288

チョーサー 207

チョムスキー 89

つ

塚原渋柿園 176

⁋ 征 夫 173

津田左右吉 17

壺 井 栄 176

坪 内 逍 遥 116

ツルゲーネフ 267

ツ ワ イ ク 243

て

手 塚 富 雄 291

寺 田 寅 彦 134

デ・アミーチス 289

ディーツゲン 87

ディキンソン 230

ディケンズ 213ó214

デ ィ ド ロ 76

ティルソ・デ・モリーナ 278

ディルタイ 80

デ カ ル ト 72

デ フ ォ ー 210

デ ュ ー イ 84

デューラー 63

デュボイス 233

デ ュ マ 253ó296

と

峠 三 吉 175

道 元 43ó44

遠 山 茂 樹 34

十 川 信 介 292

時 枝 誠 記 32

徳 田 秋 声 128

徳 富 蘇 峰 21

徳 冨 蘆 花 126

徳 永 直 150

戸 坂 潤 18

杜 甫 198

朝永振一郎 164

トウェイン 230ó231ó296

トゥキュディデス 49

ド ー デ ー 255ó256

ト ー ニ ー 196

ト ー マ 244

ド ー ミ エ 63

ド・クインシー 221

トクヴィル 183ó296

ドストエフスキー 268

トマス・ア・ケンピス 92

トルストイóL. 269ó270ó297

トロツキー 191
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スティーヴンスン 215ó216

ストリンドベリ 280

ス ノ ウ 100

ス ピ ノ ザ 73

スミスóA. 187

せ

世 阿 弥 1

清 少 納 言 103

瀬 川 如 皐 114

ゼーガース 247

セ ネ カ 70

セプールベダ 60

セルバンテス 277

そ

宋 希 璟 55

荘 子 38

曹 植 201

曹 操 201

曹 丕 201

孫 子 38ó294

ソポクレス 204

ゾ ラ 256

ソ ロ ー 229

た

高 木 貞 治 98

高 杉 一 郎 27

高 橋 貞 樹 29

高 浜 虚 子 133

高村光太郎 139

田 口 卯 吉 7

武 田 泰 淳 161

竹 久 夢 二 175

太 宰 治 153

立 原 道 造 159

田 中 正 造 31

田 部 重 治 162

谷川俊太郎 171ó176

谷崎潤一郎 142

種田山頭火 176

為 永 春 水 113

田 山 花 袋 127ó128

㞍 嗣 同 39

丹 下 健 三 66

ダーウィン 97

ダヴィッド＝ネール 201

ダ・ガルバ 278

タキトゥス 49ó50

タ ブ ッ キ 273

ダランベール 76

ダ ン 223

ダ ン テ 273

ち

近松門左衛門 110

張 文 成 200
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式 亭 三 馬 113

十返舎一九 112

篠 田 鉱 造 57

篠 田 仙 果 177

司 馬 遷 38ó294

柴 田 宵 曲 156ó157ó164ó296

渋 沢 栄 一 25

島 崎 藤 村 128ó129ó130

島 津 斉 彬 2

下 村 湖 人 179

釈 宗 演 34

荀 子 38

章 炳 麟 40

聖 徳 太 子 43

沈 復 199

親 鸞 43ó295

シ ィ エ ス 182

ジ イ ド 260

シェイクスピア 207ó208ó209ó296

ジェイムズóH. 231

ジェイムズóW. 81ó82

シ ェ リ ー 214

シェリダン 220

シェンキェーヴィチ 281ó297

シャミッソー 238

ジ ャ ム 259

シャンカラ 40

シュヴァイツェル 93ó94

シューマン 61

ジュエット 234

シュタイナー 90

シュティフター 238

シュトルム 239

シュニッツラー 240

シュミットóC. 185

シュムペーター 192ó193

シュライエルマッハー 78

シュリーマン 51

シュレーディンガー 100

ジ ョ イ ス 219

シ ョ ー 217

ショーペンハウエル 79

ジョンソン 211

シ ラ ー 236

ジ ン メ ル 82ó83

す

末 広 鉄 腸 161

菅原孝標女 103

杉 田 玄 白 2

鈴 木 大 拙 45ó46

鈴木三重吉 138

鈴 木 力 㑦 291

スウィフト 210

スエトニウス 54

ス コ ッ ト 211

ス タ ー ン 210

スタンダール 252ó296
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ケ ル ゼ ン 184

こ

小 泉 三 申 179

洪 自 誠 199

神 品 芳 夫 291

幸 田 文 156

幸 田 露 伴 124

幸 徳 秋 水 12ó13

河 野 与 一 166

小金井喜美子 165

小 島 烏 水 161

小島政二郎 162

小 杉 天 外 158

小 林 一 茶 112

小林多喜二 152

小 宮 豊 隆 152

今 和 㗨 郎 26

近藤浩一路 64ó65

近 藤 義 郎 35

ゴ ー ゴ リ 267

ゴ ー チ エ 261

ゴーリキー 271

ゴールドスミス 211

コセリウóE. 90

ゴ ッ ホ 61

ゴ ヤ 66

コ リ ン ズ 223

コルタサル 283ó284

コ レ ッ ト 262

コロンブス 52

コンスタン 184ó251

ゴンチャロフ 267

コンドルセ 90

コンラッド 218

さ

西 行 103

西 郷 隆 盛 4

西 條 八 十 171

斎 藤 茂 吉 138

坂 口 安 吾 168ó169

坂口謹一郎 99

坂 崎 紫 瀾 171

佐 竹 謙 一 293

佐 藤 進 一 36

佐 藤 春 夫 148

里 見 ℂ 143

三遊亭円朝 116

サァディー 282

サ ト ウ 51

ザミャーチン 272

サルスティウス 60

サ ン ソ ム 56

サ ン ド 254

し

志 賀 直 哉 138ó139
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ガンディー 40

カ ン ト 76ó77

き

菊 池 寛 144

岸 田 劉 生 163

北 畠 親 房 106

北 原 白 秋 139ó140

紀 貫 之 102

木 下 真 弘 29

木 下 順 二 155

木 下 利 玄 165

木 村 荘 八 162

清 河 八 郎 56

曲 亭 馬 琴 112

キ ー ツ 221

キ ケ ロ ー 71

ギッシング 217

キプリング 212

キ ャ パ 65

キルケゴール 79ó80

キングドン‐ウォード 58

く

陸 羯 南 6

九 鬼 周 造 20

串 田 孫 一 163

国木田独歩 127

窪 田 空 穂 164

久保田万太郎 144ó145

久 米 正 雄 179

倉 田 百 三 146

栗 本 鋤 雲 159

桑 原 隲 蔵 31

クァジーモド 289

クセノポン 68

クッツェー 288

クライスト 237

クラウゼヴィッツ 188

グ ラ ッ ク 265

クリサート 99

グリフィスóW.E. 56

グ リ ム 237

クレッチュマー 85

クローデル 264

クロポトキン 12

ク ン デ ラ 290

け

兼 好 105ó295

源 信 43

建礼門院右京大夫 104

ケ イ ン ズ 192ó296

ゲ ー テ 235

ゲ ー デ ル 99

ゲ オ ル ゲ 240

ケストナー 247

ケ ラ ー 239

著作者名索引（か―け）66
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大 岡 信 174ó176

大 隈 重 信 33

大 杉 栄 14

大 塚 久 雄 194

岡 義 武 34ó35

岡 倉 覚 三 8

岡本カノ子 144

岡 本 綺 堂 130

小 川 未 明 163

小 熊 秀 雄 155

尾 崎 翠 172

尾 崎 一 雄 165

尾 崎 紅 葉 126

尾 﨑 士 郎 175

尾 崎 放 哉 167

尾 佐 竹 猛 27

織田作之助 169ó170

折 口 信 夫 170

オウィディウス 206ó296

オ ウ エ ン 188

オーウェル 220

オースティン 212

オー・ヘンリー 233

オールコック 51

オ コ ナ ー 224

オストワルド 96

オマル・ハイヤーム 282

オルテガ・イ・ガセット 197

か

開 高 健 178

貝 原 益 軒 1

風巻景㗨郎 25

梶井基㗨郎 152

片 山 潜 13

勝 海 舟 4

ᷤ 飾 北 斎 65

桂 川 甫 周 55

金 子 文 子 34

金 子 光 晴 160

鹿 野 政 直 292

鴨 長 明 105

河 上 肇 13ó14

河 鍋 暁 斎 62

川 端 康 成 150ó151

蒲 原 有 明 133

㕾 非 38

カ ー 185

カヴァリエ 59

カ エ サ ル 49

ガ ス ケ 64

カッシーラー 86ó87

カ フ カ 243ó244

カ ミ ュ 266

カリエール 185

カルヴィーノ 273ó274

カ ロ ッ サ 242ó243
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井 上 井 月 115

井 原 西 鶴 108

Ἒ木のり子 172

井 伏 Ṵ 二 149ó150

イーグルトン 225

イ ェ イ ツ 218

イェーリング 184

イェンセン 280

イ ソ ッ プ 203

イ プ セ ン 280

イブン＝ハルドゥーン 58

う

上 田 敏 134

内 田 百 ⇭ 160

内 田 魯 庵 152

内 村 鑑 三 8ó9ó294

宇 野 弘 蔵 193

宇 野 千 代 178ó179

ヴァールブルク 63

ヴ ァ ッ ラ 90

ヴ ァ レ ス 265

ヴァレリー 260

ウィークリー 86

ウィーナー 100

ウィトゲンシュタイン 88

ヴィンデルバント 85

ウィンパー 215

ヴ ェ イ ユ 88

ヴェーゲナー 96

ヴェーバー 194ó195

ウェールズ 54

ヴェデキント 239

ウェブスター 231

ヴ ェ ル ガ 273

ウ エ ル ズ 222

ヴ ェ ル ヌ 261

ウ ォ ー 222

ヴォルテール 251

ウッドベリー 99

ウ ル フ 224

ウンガレッティ 289

え

江戸川乱歩 168

エウリーピデース 204

エ ー コ 276

エッカーマン 236

エックハルト 94

エピクテトス 70

エ マ ソ ン 227

エラスムス 71

エリオットóT.S. 220

エンゲルス 189ó190ó191

お

大江健三郎 172

大 岡 昇 㚻 159

著作者名索引（い―お）64
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著作者名索引

あ

会 津 八 一 164

芥川竜之介 146ó147ó148ó295ó296

Ἑ 田 均 186

安 部 公 房 176

新 井 白 石 111

荒 畑 寒 村 15

有 島 武 郎 134

有吉佐和子 167

安楽庵策伝 114

アーヴィング 226ó227

アープレーイユス 205

アーレニウス 97

アイスキュロス 203

アインシュタイン 98

アウエハントóC. 196

アウグスティヌス 93

アストゥリアス 287

ア ド ル ノ 89

アナスóJ. 90

アファナーシエフ 272

アブー・ヌワース 283

アポロドーロス 205

ア ミ エ ル 281

ア ラ ン 85

アリストテレス 69ó295

アリストパネース 205

アレイヘム 282

アンジェイェフスキ 282

アンデルセン 279

い

井 伊 直 弼 4

飯 島 虚 心 62

池 田 亀 鑑 27

石 垣 り ん 173

石 川 淳 154

石 川 Ḳ 木 142

石 黒 忠 悳 22

石田英一郎 29

石 橋 湛 山 24

石 母 田 正 53

泉 鏡 花 131ó132ó133

井 筒 俊 彦 27ó28

一 遍 44

伊藤左千夫 118

伊 藤 整 154

伊 藤 野 枝 35

伊 藤 博 文 7
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和俗童子訓 →養生訓・和俗童子訓
〔325514Ȃ8〕 赤551Ȃ4 わたしたちの心258
〔310383Ȃ8◆〕緑38Ȃ3 私の生い立ち135
〔331448Ȃ4〕 青144Ȃ8 和⁋哲郎随筆集19
〔336453Ȃ8◆〕青645Ȃ3 笑 い83
〔331211Ȃ2〕 青121Ȃ1 妾の半生涯10
〔322601Ȃ1〕 赤260Ȃ1 悪 口 学 校220
〔336551Ȃ8〕 青655Ȃ1 我と汝・対話85
〔326451Ȃ7〕 赤645Ȃ1 わ れ ら272
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〔326421Ȃ5〕 赤642Ȃ1～2 ロシア民話集272
〔320258Ȃ9〕 赤25Ȃ8 魯迅評論集199
〔335541Ȃ5〕 青554Ȃ1 ロダンの言葉抄62
〔335801Ȃ6〕 青580Ȃ1 ロバート・キャパ写真集65
〔322293Ȃ8〕 赤229Ȃ3 炉辺のこほろぎ213
〔322081Ȃ1◆〕赤208Ȃ1～2 ロビンソン・クルーソー210
〔327742Ȃ2〕 赤774Ȃ2 ロ ボ ッ ト281
〔322056Ȃ0◆〕赤205Ȃ6 ロミオとジューリエット208
〔332021Ȃ2◆〕青202Ȃ1 論 語37
〔007169Ȃ6〕 ワイド版169 論 語294
〔325081Ȃ8〕 赤508Ȃ1 ロンサール詩集249
〔319001Ȃ7◆〕緑11Ȃ11 倫敦塔・幻影の盾122
〔331762Ȃ9〕 青176Ȃ2 倫敦！倫敦？26
〔336891Ȃ6◆〕青689Ȃ1 論理哲学論考88

ワ
〔335591Ȃ1〕 青559Ȃ1 ワーグマン日本素描集62
〔322182Ȃ6〕 赤218Ȃ2 ワーズワス詩集211
〔326222Ȃ0〕 赤622Ȃ2 ワーニャおじさん270
〔322428Ȃ0〕 赤242Ȃ8 若い人々のために216
〔324051Ȃ0◆〕赤405Ȃ1 若きウェルテルの悩み235
〔310101Ȃ4◆〕緑10Ȃ1 吾輩は猫である118
〔007215Ȃ3〕 ワイド版215 吾輩は猫である295
〔311853Ȃ5◆〕緑185Ȃ3 わが町・青春の逆説170
〔310521Ȃ4〕 緑52Ȃ1 若山牧水歌集141
〔322462Ȃ0〕 赤246Ȃ2 分らぬもんですよ217
〔312192Ȃ4〕 緑219Ȃ2 若人よ蘇れ・黒蜥蜴177
〔331641ȂX◆〕青164Ȃ1 忘れられた日本人23
〔007160Ȃ2〕 ワイド版160 忘れられた日本人294
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〔334811Ȃ7〕 青481Ȃ1～4 歴 史 序 説58
〔336299Ȃ3〕 青629Ȃ9

青630Ȃ0
歴史哲学講義78

〔336544Ȃ5〕 青654Ȃ4 歴史と自然科学・道徳の原理に就て・
聖85

〔331662Ȃ2〕 青166Ȃ2 歴史と人物23
〔334141Ȃ4〕 青414Ȃ1 歴史とは何ぞや50
〔334163Ȃ5〕 青416Ȃ3 歴史における個人の役割50
〔325311Ȃ6〕 赤531Ȃ1～4 レ・ミゼラブル252
〔310871ȂX〕 緑87Ȃ1 檸檬・冬の日152
〔375087Ȃ2〕 赤526Ȃ1～2 恋 愛 論252

レンツ →ヴォイツェク ダントンの
死 レンツ

〔333222Ȃ9〕 青322Ȃ2 蓮如上人御一代聞書45
〔333221Ȃ0〕 青322Ȃ1 蓮 如 文 集45

ロ
老妓抄 →河明り 老妓抄

〔332051Ȃ8◆〕青205Ȃ1 老 子37
〔007349Ȃ3〕 ワイド版349 老 子294
〔334541ȂX〕 青454Ȃ1 老松堂日本行録55
〔312222Ȃ8〕 緑222Ȃ2 老女マノン・脂粉の顔179
〔339091Ȃ7◆〕青909Ȃ1 ロウソクの科学96
〔336112Ȃ1◆〕青611Ȃ2 老年について71
〔334901Ȃ4〕 青490Ȃ1 ローマ建国史58
〔334401Ȃ4〕 青440Ȃ1～2 ローマ皇帝伝54
〔340055Ȃ0〕 白5Ȃ5 ローマ人盛衰原因論182
〔321251Ȃ6〕 赤125Ȃ1 ローマ諷刺詩集206
〔341274Ȃ5〕 白127Ȃ4～8 ロシア革命史191
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〔332341Ȃ0〕 青234Ȃ1 梁啓超文集40
〔320401Ȃ8〕 赤40Ȃ1～2 聊 斎 志 異200
〔007321Ȃ9〕 ワイド版321･2 聊 斎 志 異296
〔311521ȂX〕 緑152Ȃ1 量子力学と私164
〔007388Ȃ2〕 ワイド版388 梁 塵 秘 抄295

旅順入城式 →冥途・旅順入城式
李陵 →山月記・李陵

〔324322Ȃ0〕 赤432Ȃ2 リルケ詩集240
〔311791Ȃ0〕 緑179Ȃ1 リルケ詩抄167
〔340121Ȃ2〕 白12Ȃ1 リンカーン演説集184
〔331791Ȃ2〕 青179Ȃ1 臨済・荘子26
〔333101ȂX〕 青310Ȃ1 臨 済 録42
〔331449Ȃ4〕 青144Ȃ9～12 倫 理 学19

ル
〔325183Ȃ0〕 赤518Ȃ3～6 ルイ十四世の世紀251
〔326083ȂX〕 赤608Ȃ3 ル ー ヂ ン267
〔324362Ȃ5〕 赤436Ȃ2 ルーマニア日記242
〔327143Ȃ8◆〕赤714Ȃ3 流 刑275
〔324186ȂX〕 赤418Ȃ6 流刑の神々・精霊物語238
〔327121Ȃ1〕 赤712Ȃ1 ルネサンス書簡集275
〔327831Ȃ3◆〕赤783Ȃ1 ルバイヤート282

琉璃玉の耳輪 →第七官界彷徨・琉璃
玉の耳輪

レ
〔327551Ȃ9〕 赤755Ȃ1 令嬢ユリエ280
〔335501Ȃ6〕 青550Ȃ1～2 レオナルド・ダ・ヴィンチの手記61
〔334051Ȃ5◆〕青405Ȃ1～3 歴 史49
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〔312213Ȃ6〕 緑221Ȃ3 夜 と 陽 炎178
〔324123Ȃ3〕 赤412Ȃ3 夜の讃歌・サイスの弟子たち237
〔342221ȂX〕 白222Ȃ1～2 世 論196
〔302531Ȃ8〕 黄253Ȃ1 与話情浮名横ᷱ114

ラ
来訪者 →花火・来訪者

〔325319Ȃ1〕 赤531Ȃ9 ライン河幻想紀行253
〔327964Ȃ9〕 赤796Ȃ4～5 ラ・カテドラルでの対話287
〔327201Ȃ3〕 赤720Ȃ1 ラサリーリョ・デ・トルメスの生涯277
〔310701Ȃ2◆〕緑70Ȃ1 羅生門･鼻･芋粥･偸盗 146
〔336492Ȃ9〕 青649Ȃ2 ラッセル教育論84
〔324623Ȃ8〕 赤462Ȃ3～4 ラデツキー行進曲246
〔327991Ȃ5◆〕赤799Ȃ1 ラテンアメリカ民話集288
〔325101Ȃ6◆〕赤510Ȃ1 ラ・ロシュフコー箴言集249
〔330201ȂX◆〕青20Ȃ1 蘭 学 事 始2
〔334122Ȃ8〕 青412Ȃ2 ランケ自伝50
〔310972Ȃ4◆〕緑97Ȃ2 ランボオ詩集155
〔325522Ȃ3〕 赤552Ȃ2 ランボー詩集258

リ
〔322051ȂX◆〕赤205Ȃ1 リ ア 王208
〔007304Ȃ2〕 ワイド版304 リ ア 王296
〔340041Ȃ0〕 白4Ȃ1～4 リヴァイアサン181
〔311851Ȃ1◆〕緑185Ȃ1 六白金星・可能性の文学169
〔322057Ȃ9◆〕赤205Ȃ7 リチャード三世209
〔320051Ȃ9〕 赤5Ȃ1 李 白 詩 選198
〔311171Ȃ0〕 緑117Ȃ1 柳 橋 新 誌159
〔311512Ȃ0〕 緑151Ȃ2 劉 生 日 記163
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学批判序説189
〔327971Ȃ7〕 赤797Ȃ1 弓 と 竪 琴287
〔310119Ȃ7◆〕緑11Ȃ9 夢 十 夜122
〔327061Ȃ5〕 赤706Ȃ1 夢のなかの夢273
〔323064Ȃ0〕 赤306Ȃ4 ユ リ イ カ228

ヨ
〔310242Ȃ8〕 緑24Ȃ2～5 夜 明 け 前129
〔301331ȂX〕 黄133Ȃ1 謡 曲 選 集107
〔330101Ȃ3〕 青10Ȃ1 養生訓・和俗童子訓1
〔310555Ȃ9〕 緑55Ȃ5 幼 少 時 代142
〔324365Ȃ7〕 赤436Ȃ5 幼 年 時 代（カロッサ）243
〔326178ȂX〕 赤617Ȃ8 幼 年 時 代（トルストイ）269

遙拝隊長 →山椒魚･遙拝隊長
〔342291Ȃ5〕 白229Ȃ1 ヨーロッパの昔話197
〔335651Ȃ9〕 青565Ȃ1～2 ヨーロッパのキリスト教美術63
〔334591Ȃ6◆〕青459Ȃ1 ヨーロッパ文化と日本文化55
〔310381Ȃ5〕 緑38Ȃ1 与謝野晶子歌集135
〔310382Ȃ3〕 緑38Ȃ2 与謝野晶子評論集135
〔310622Ȃ9〕 緑62Ȃ2 与 謝 蕪 村143
〔331541Ȃ3〕 青154Ȃ1 吉 田 松 陰21
〔330212Ȃ5〕 青21Ȃ2 吉田松陰書簡集2
〔310553Ȃ2〕 緑55Ȃ3 吉野ᷤ・蘆刈142
〔331311Ȃ9〕 青131Ȃ1 吉野作造評論集13
〔312201Ȃ3〕 緑220Ȃ1 吉野弘詩集178
〔381512Ȃ0◆〕青119Ȃ2 余はいかにしてキリスト信徒となりし

か8
〔338014Ȃ2◆〕青801Ȃ4 ヨ ブ 記91
〔381511Ȃ3◆〕青119Ȃ10 ヨブ記講演9
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〔312212Ȃ9〕 緑221Ȃ2 破 れ た 繭178
〔381264Ȃ8〕 青N126Ȃ4 山 県 有 朋35
〔311881Ȃ8◆〕緑188Ȃ1 山川登美子歌集171
〔311421Ȃ3〕 緑142Ȃ1 山 と 渓 谷162
〔330102Ȃ1〕 青10Ȃ2 大 和 俗 訓1
〔310814Ȃ0〕 緑81Ȃ4 山 の 音151
〔312051Ȃ4◆〕緑205Ȃ1 山之口貘詩集175

山の人生 →遠野物語・山の人生
〔311701Ȃ8〕 緑170Ȃ1～2 山 の 旅166
〔311481Ȃ7〕 緑148Ȃ1 山のパンセ163
〔331991Ȃ5〕 青199Ȃ1 山びこ学校30
〔322481Ȃ7◆〕赤248Ȃ1 闇 の 奥218

ṹの権三重帷子 →国性爺合戦･ṹの
権三重帷子

ユ
〔327902Ȃ1〕 赤790Ȃ2 遊戯の終わり283
〔310504Ȃ4〕 緑50Ȃ4 友 情140
〔336113ȂX◆〕青611Ȃ3 友情について71
〔320351Ȃ8〕 赤35Ȃ1 遊 仙 窟200
〔311002Ȃ1〕 緑100Ȃ2 夕鶴 彦市ばなし155
〔322021Ȃ8◆〕赤202Ȃ1 ユートピア207
〔359031Ȃ7◆〕白201Ȃ1 ユートピアだより194
〔311242Ȃ3◆〕緑124Ȃ2 雪160
〔310813Ȃ2〕 緑81Ȃ3 雪 国150

ゆく年 →大寺学校 ゆく年
〔334991Ȃ5〕 青499Ȃ1 ユグルタ戦争 カティリーナの陰謀60
〔312716Ȃ1〕 緑27Ȃ16 湯 島 詣132
〔341241Ȃ9〕 白124Ȃ1 ユダヤ人問題によせて・ヘーゲル法哲
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〔372502Ȃ3〕 赤254Ȃ11～12 モーム短Ἣ選219
〔336169Ȃ6〕 青616Ȃ1 モナドロジー73
〔336051Ȃ6〕 青605Ȃ1 物の本質について69
〔331383Ȃ6〕 青138Ȃ3 木綿以前の事16
〔310941Ȃ4〕 緑94Ȃ1 森 ᷞ 外154
〔311612Ȃ7〕 緑161Ȃ2 森ᷞ外の系族165

森の泉 →ブリギッタ・森の泉
〔323071ȂX◆〕赤307Ȃ1～2 森 の 生 活229

モルグ街の殺人事件 →黒猫・モルグ
街の殺人事件

〔310108Ȃ1◆〕緑10Ȃ8 門120
〔375013Ȃ6◆〕赤538Ȃ10 紋切型辞典255
〔334801ȂX〕 青480Ȃ1 モンゴルの歴史と文化58
〔320451Ȃ1〕 赤45Ȃ1～6 文 選201
〔325331Ȃ0◆〕赤533Ȃ1～7 モンテ・クリスト伯253
〔007363Ȃ9〕 ワイド版363

～9
モンテ・クリスト伯296

ヤ
〔328012Ȃ6〕 赤801Ȃ2 薬草まじない288
〔328011Ȃ9〕 赤801Ȃ1 やし酒飲み288
〔310273Ȃ8〕 緑27Ȃ3 夜叉ケ池・天守物語131
〔331388Ȃ6◆〕青138Ȃ8 野草雑記・野鳥雑記16

野鳥雑記 →野草雑記・野鳥雑記
〔331373Ȃ9〕 青137Ȃ3 谷中村滅亡史15
〔302721Ȃ3〕 黄272Ȃ1～2 柳多留名句選114
〔331695Ȃ9〕 青169Ȃ5 柳宗悦民藝紀行25

藪の中 →地獄変・邪宗門・好色・藪
の中
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〔377005Ȃ4◆〕赤732Ȃ1 娘たちの空返事277
〔327124Ȃ7◆〕赤712Ȃ4 無知について275
〔338241Ȃ7◆〕青824Ȃ1 ムハンマドのことば94
〔310157ȂX〕 緑15Ȃ7 謀 Ἢ 論126
〔333121Ȃ4〕 青312Ȃ1 無 門 関42
〔324255Ȃ6〕 赤425Ȃ5 村のロメオとユリア239
〔310662Ȃ8〕 緑66Ȃ2 室生犀星詩集145

メ
〔310114Ȃ6◆〕緑11Ȃ4 明 暗121
〔007352Ȃ3〕 ワイド版352 明 暗295
〔335751Ȃ4〕 青575Ȃ1～2 迷宮としての世界64
〔381641Ȃ7◆〕青N124Ȃ1 明 治 維 新34
〔331431ȂX〕 青143Ȃ1 明治維新史研究18
〔381261Ȃ7〕 青N126Ȃ1～2 明治政治史34
〔331951Ȃ6〕 青195Ȃ1 明治東京下層生活誌30
〔334692Ȃ0〕 青469Ȃ2～3 明 治 百 話57
〔311271Ȃ7〕 緑127Ȃ1 冥途・旅順入城式160
〔311852Ȃ8◆〕緑185Ȃ2 夫 婦 善 哉170
〔325851Ȃ7〕 赤585Ȃ1 牝 猫262
〔325506Ȃ2〕 赤550Ȃ6 メゾンテリエ257
〔311341Ȃ1〕 緑134Ȃ1 滅亡について161
〔336016Ȃ8◆〕青601Ȃ6 メ ノ ン68

モ
〔332041Ȃ7〕 青204Ȃ1～2 孟 子37
〔327912Ȃ0〕 赤791Ȃ2 燃える平原284
〔335041Ȃ3〕 青504Ȃ1～2 モーツァルトの手紙61
〔325513Ȃ5〕 赤551Ȃ3 モーパッサン短Ἣ選257
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〔312191Ȃ7〕 緑219Ȃ1 三島由紀夫紀行文集177
〔312193Ȃ1〕 緑219Ȃ3 三島由紀夫スポーツ論集177
〔324241Ȃ6〕 赤424Ȃ1 み ず う み239
〔322196Ȃ6〕 赤219Ȃ6 湖 の 麗 人211
〔338123Ȃ8〕 青812Ȃ3 水と原生林のはざまで94
〔311041Ȃ2〕 緑104Ȃ1 みそっかす156
〔310113Ȃ8◆〕緑11Ȃ3 道 草121
〔322482Ȃ5〕 赤248Ȃ2 密 偵218
〔327963Ȃ2◆〕赤796Ȃ3 密林の語り部287
〔327961Ȃ8〕 赤796Ȃ1～2 緑 の 家287
〔322409Ȃ4〕 赤240Ȃ9 緑 の 木 蔭215
〔310522Ȃ2◆〕緑52Ȃ2 みなかみ紀行141
〔322474Ȃ4〕 赤247Ȃ4 南イタリア周遊記217
〔310761Ȃ6◆〕緑76Ȃ1 宮沢賢治詩集149
〔311381Ȃ0〕 緑138Ȃ1 宮ṥ二歌集161
〔310821Ȃ3〕 緑82Ȃ1 三好達治詩集151
〔325411Ȃ2〕 赤541Ȃ1～2 未来のイヴ255
〔341168Ȃ4〕 白116Ȃ8 ミ ル 自 伝188
〔342012Ȃ8〕 白201Ȃ2 民衆の芸術194
〔336523Ȃ2〕 青652Ȃ3～4 民主主義と教育84
〔390001Ȃ7〕 白16Ȃ1 民主主義の本質と価値184
〔340341Ȃ9〕 白34Ȃ1 民主体制の崩壊186

ム
〔310069Ȃ1〕 緑6Ȃ9～11 椋 鳥 通 信118
〔310191ȂX〕 緑19Ȃ1 武 蔵 野127

虫のいろいろ →暢気眼鏡 虫のいろ
いろ

〔327093Ȃ2〕 赤709Ȃ3 むずかしい愛274

書名索引（ミ―ム） 53

313-374_IWBUNSYO[書名索引]_再校_初校.smd  Page 5222/04/18 12:58  v3.60

〔322052Ȃ8◆〕赤205Ȃ2 マ ク ベ ス208
〔300161Ȃ3◆〕黄16Ȃ1 枕 草 子103
〔326131Ȃ3〕 赤613Ȃ1 貧しき人々268
〔334941Ȃ0〕 青494Ȃ1 マゼラン 最初の世界一周航海59
〔312261Ȃ7〕 緑226Ȃ1 ま っ く ら179
〔327096Ȃ7〕 赤709Ȃ6 まっぷたつの子爵274
〔327144Ȃ5◆〕赤714Ȃ4 祭 の 夜275
〔312091Ȃ0〕 緑209Ȃ1 まど・みちお詩集175
〔332601Ȃ6〕 青260Ȃ1 マヌの法典40
〔324336Ȃ6◆〕赤433Ȃ6～7 魔 の 山241
〔327097Ȃ4〕 赤709Ȃ7 魔法の庭・空を見上げる部族274

幻影の盾 →倫敦塔・幻影の盾
眉かくしの霊 →高野聖・眉かくしの
霊

〔372514Ȃ6◆〕赤N206Ȃ1～2 真夜中の子供たち225
〔375086Ȃ5◆〕赤548Ȃ1 マラルメ詩集257

毬打つ猫の店 →ゴプセック・毬打つ
猫の店

〔335791Ȃ0〕 青579Ȃ1 漫画 坊っちゃん64
〔335792Ȃ7〕 青579Ȃ2 漫画 吾輩は猫である65
〔310554Ȃ0〕 緑55Ȃ4 卍142
〔322227Ȃ0〕 赤222Ȃ7～8 マンスフィールド・パーク212
〔300051Ȃ9〕 黄5Ȃ1～5 万 葉 集101
〔351013Ȃ1〕 黄5Ȃ6～7 万 葉 集101

ミ
〔334681Ȃ5〕 青468Ȃ1 ミ カ ド56
〔360027Ȃ6〕 緑70Ȃ15 蜜柑・尾生の信147
〔328201Ȃ4〕 赤820Ȃ1 ミゲル・ストリート289
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〔324631Ȃ4〕 赤463Ȃ1 暴力批判論246
〔311693Ȃ7◆〕緑169Ȃ3 放 浪 記166
〔323062Ȃ0〕 赤306Ȃ2 ポ ー 詩 集228
〔324632Ȃ2〕 赤463Ȃ2 ボードレール246
〔323065Ȃ7◆〕赤306Ȃ5 ポオ評論集228
〔302261Ȃ0〕 黄226Ȃ1 北 越 雪 譜112
〔334561Ȃ4〕 青456Ȃ1 北 槎 聞 略55
〔310134Ȃ0〕 緑13Ȃ4 墨 汁 一 滴125
〔310415Ȃ3◆〕緑41Ȃ5 㰣 東 綺 ᩀ136
〔333041Ȃ2◆〕青304Ȃ1～3 法 華 経41
〔375131Ȃ2〕 赤N516Ȃ1 星の王子さま266
〔334311Ȃ5〕 青431Ȃ1 戊 辰 物 語52
〔322294Ȃ6〕 赤229Ȃ4～5 ボズのスケッチ213
〔310031ȂX◆〕緑3Ȃ1 牡 丹 燈 籠116
〔311842Ȃ9◆〕緑184Ȃ2 墓地展望亭・ハムレット169
〔333151Ȃ6〕 青315Ȃ1～2 法 華 義 疏43
〔310103Ȃ0◆〕緑10Ȃ3 坊っちゃん119
〔310151Ȃ3◆〕緑15Ȃ1 不 如 帰126
〔324572Ȃ9〕 赤457Ȃ2 ホフマンスタール詩集245
〔324142Ȃ8〕 赤414Ȃ2 ホフマン短Ἣ集237
〔327562Ȃ4〕 赤756Ȃ2 ポルトガリヤの皇帝さん280

ポンペイ夜話 →死霊の恋・ポンペイ
夜話

マ
〔328031Ȃ7〕 赤803Ȃ1 マイケル・K 288
〔310060Ȃ3◆〕緑6Ȃ0 舞姫・うたかたの記117
〔311141Ȃ9〕 緑114Ȃ1～2 魔 風 恋 風158
〔336843Ȃ5〕 青684Ȃ3 マキアヴェッリの独創性88
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〔325562Ȃ3〕 赤556Ȃ2 ベートーヴェンの生涯61ó259
ベールキン物語 →スペードの女王・
ベールキン物語

〔333111Ȃ7〕 青311Ȃ1～3 碧 巌 録42
〔375132Ȃ9〕 赤N518Ȃ1 ペ ス ト266
〔327911Ȃ5〕 赤791Ȃ1 ペドロ・パラモ284
〔335721Ȃ7〕 青572Ȃ1 蛇 儀 礼63
〔334261Ȃ5〕 青426Ȃ1～2 ベルツの日記51

ベレニス →ブリタニキュス ベレニ
ス

〔325131Ȃ8〕 赤513Ȃ1 ペロー童話集250
〔324381Ȃ1◆〕赤438Ȃ1 変身・断食芸人243
〔321201Ȃ0〕 赤120Ȃ1～2 変 身 物 語206
〔007313Ȃ4〕 ワイド版313･4 変 身 物 語296
〔322471ȂX〕 赤247Ȃ1 ヘンリ・ライクロフトの私記217
〔336114Ȃ8〕 青611Ȃ4～5 弁論家について71
〔336048Ȃ6◆〕青604Ȃ8 弁 論 術69

ホ
〔323097Ȃ3〕 赤309Ȃ7 ホイットマン詩集230
〔323094Ȃ9〕 赤309Ȃ4～5 ホイットマン自選日記229
〔325381Ȃ7〕 赤538Ȃ1～2 ボヴァリー夫人254
〔325583Ȃ6〕 赤558Ȃ3 法王庁の抜け穴260
〔341058Ȃ0〕 白105Ȃ8 法 学 講 義187
〔301001Ȃ9◆〕黄100Ȃ1 方 丈 記105
〔312271Ȃ6〕 緑227Ȃ1 北條民雄集180
〔340051Ȃ8〕 白5Ȃ1～3 法 の 精 神182
〔336302Ȃ7〕 青630Ȃ2～3 法 の 哲 学78
〔336131Ȃ8◆〕青613Ȃ1 方 法 序 説72
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〔325115Ȃ7〕 赤511Ȃ5 ブリタニキュス ベレニス249
〔322172Ȃ9〕 赤217Ȃ2 ブレイク詩集211
〔323025Ȃ1◆〕赤302Ȃ5 ブレイスブリッジ邸227
〔375171Ȃ8〕 赤N517Ȃ1 プレヴェール詩集266
〔337043Ȃ0〕 青704Ȃ3 フレーベル自伝91
〔310487Ȃ3〕 緑48Ȃ7 フレップ・トリップ140
〔323431Ȃ0〕 赤343Ȃ1 フロスト詩集234
〔336019Ȃ2〕 青601Ȃ9 プロタゴラス68
〔327927Ȃ4◆〕赤792Ȃ7 ブロディーの報告書285
〔342093Ȃ4◆〕白209Ȃ3 プロテスタンティズムの倫理と㗦本主

義の精神195
〔336263Ȃ2〕 青626Ȃ3 プロレゴメナ77
〔341272Ȃ9〕 白127Ȃ2～3 文学と革命191
〔372041Ȃ7◆〕赤N204Ȃ1～2 文学とは何か225
〔310117Ȃ0◆〕緑11Ȃ7～8 文 学 評 論121
〔360014Ȃ6◆〕緑11Ȃ17～18 文 学 論123

文芸的な、余りに文芸的な →侏儒の
言葉・文芸的な、余りに文芸的な

〔338034Ȃ5◆〕青803Ȃ4～7 文語訳 旧約聖書92
〔338033Ȃ8◆〕青803Ȃ3 文語訳 新約聖書92
〔007375Ȃ2〕 ワイド版375 文語訳 新約聖書295
〔331021Ȃ7◆〕青102Ȃ1 文明論之概略4
〔311761Ȃ1〕 緑176Ȃ1～2 文楽の研究167

ヘ
〔331411Ȃ5〕 青141Ȃ1～5 米欧回覧実記18
〔301131Ȃ7〕 黄113Ȃ1～4 平 家 物 語106
〔330261Ȃ3〕 青26Ȃ1 兵法家伝書3
〔336932Ȃ6〕 青693Ȃ2～3 ヘーゲルからニーチェへ89
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〔333251Ȃ2◆〕青325Ȃ1 ブッダ最後の旅46
〔007194Ȃ7〕 ワイド版194 ブッダ最後の旅295
〔333011Ȃ0◆〕青301Ȃ1 ブッダのことば41
〔007007ȂX〕 ワイド版7 ブッダのことば295
〔333021Ȃ8◆〕青302Ȃ1 ブッダの真理のことば・感興のことば41
〔007040Ȃ1〕 ワイド版40 ブッダの真理のことば・感興のことば295
〔333271Ȃ7〕 青327Ȃ1 仏弟子の告白47
〔324331Ȃ5〕 赤433Ȃ1～3 ブッデンブローク家の人びと240
〔302047Ȃ2〕 黄204Ȃ7 武道伝来記108
〔325532Ȃ1〕 赤553Ȃ2 ぶどう畑のぶどう作り258
〔310211Ȃ8〕 緑21Ȃ1 蒲団・一兵卒127
〔322912Ȃ5〕 赤291Ȃ2～3 船 出224

冬の日 →檸檬・冬の日
〔324187Ȃ8〕 赤418Ȃ7 冬 物 語238
〔322901Ȃ0〕 赤290Ȃ1 ブラウニング詩集223
〔336401Ȃ5◆〕青640Ȃ1 プラグマティズム81
〔327331Ȃ1◆〕赤733Ȃ1 プラテーロとわたし278
〔336781Ȃ2〕 青678Ȃ1 プラトン入門87
〔322991Ȃ0〕 赤299Ȃ1 フランク・オコナー短Ἣ集224
〔323011Ȃ6◆〕赤301Ȃ1 フランクリン自伝226
〔323012Ȃ4〕 赤301Ȃ2 フランクリンの手紙226
〔325572Ȃ8〕 赤557Ȃ2 フランシス・ジャム詩集259
〔325881Ȃ9〕 赤588Ȃ1 フランス短Ἣ㑹作選263
〔334921Ȃ2〕 青492Ȃ1 フランス・プロテスタントの反乱59
〔350001Ȃ6〕 別冊1 フランス文学案内291
〔375011ȂX〕 赤N501Ȃ1 フランス名詩選264
〔310429Ȃ3〕 緑42Ȃ9 ふらんす物語137
〔331881Ȃ1〕 青188Ȃ1 フランス・ルネサンスの人々29
〔324226Ȃ1〕 赤422Ȃ6 ブリギッタ・森の泉238
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〔325429Ȃ5〕 赤542Ȃ1 風車小屋だより255
〔333441Ȃ6〕 青344Ȃ1 ブータンの瘋狂聖 ドゥクパ・クンレ

ー伝48
〔331442Ȃ5◆〕青144Ȃ2 風 土18
〔311801Ȃ6〕 緑180Ȃ1 ぷえるとりこ日記167
〔322833Ȃ2〕 赤283Ȃ3 フォースター評論集223
〔335811Ȃ5〕 青581Ȃ1 富嶽三十六景65
〔310901Ȃ5◆〕緑90Ȃ1 富嶽百景・走れメロス153
〔339441Ȃ0〕 青944Ȃ1 不完全性定理99
〔323262Ȃ3〕 赤326Ȃ2～3 武器よさらば233
〔338031Ȃ2◆〕青803Ȃ1 福 音 書92
〔331022Ȃ5◆〕青102Ȃ2 福 翁 自 伝4
〔331025ȂX〕 青102Ȃ5 福沢諭吉家族論集5
〔331024Ȃ1〕 青102Ȃ4 福沢諭吉教育論集5
〔331026Ȃ8〕 青102Ȃ6 福沢諭吉の手紙5
〔381041Ȃ4〕 青N104Ȃ1 福沢諭吉の哲学31
〔331473Ȃ5〕 青147Ȃ3 復讐と法律20
〔331621Ȃ5〕 青162Ȃ1 武家の女性22ó51
〔323111Ȃ2◆〕赤311Ȃ1 不思議な少年230
〔331181Ȃ7◆〕青118Ȃ1 武 士 道8
〔007035Ȃ5〕 ワイド版35 武 士 道294
〔320241Ȃ4〕 赤24Ȃ1 浮 生 六 記199
〔302103Ȃ7〕 黄210Ȃ3 蕪村七部集110
〔302101Ȃ0〕 黄210Ȃ1 蕪村俳句集110
〔302104Ȃ0〕 黄210Ȃ4 蕪 村 文 集110
〔325427Ȃ9〕 赤542Ȃ7 プチ・ショーズ256
〔357005Ȃ0◆〕赤619Ȃ7～8 復 活270
〔389013Ȃ4〕 青645Ȃ8 物質と記憶83
〔333431Ȃ7〕 青343Ȃ1 ブッダが説いたこと48
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〔325752Ȃ4〕 赤575Ȃ2 火の娘たち261
〔323234Ȃ7〕 赤323Ȃ4～5 響きと怒り232

日々の断想 →愛の断想・日々の断想
〔340046Ȃ3◆〕白4Ȃ6 ビ ヒ モ ス182
〔327903Ȃ8〕 赤790Ȃ3 秘密の武器284
〔325241Ȃ1〕 赤524Ȃ1～2 美 味 礼 讃251
〔323041Ȃ8〕 赤304Ȃ1 㒶 文 字227
〔007319Ȃ6〕 ワイド版319 㒶 文 字296
〔322841Ȃ3〕 赤284Ȃ1～3 白 衣 の 女223

百姓Ṛ →町人Ṛ・百姓Ṛ・長崎夜話
草

〔336241Ȃ1〕 青624Ȃ1 百 科 全 書76
〔334491ȂX〕 青449Ȃ1 ヒュースケン 日本日記54
〔324111Ȃ8〕 赤411Ȃ1 ヒュペーリオン236
〔360039Ȃ9〕 緑13Ȃ2 病 牀 六 尺125
〔325461Ȃ9〕 赤546Ȃ1 氷島の漁夫257
〔324354Ȃ4〕 赤435Ȃ4 漂 泊 の 魂242
〔331721Ȃ1〕 青172Ȃ1 平塚らいてう評論集25
〔323084Ȃ1〕 赤308Ȃ4 ビリー・バッド229
〔331321Ȃ6◆〕青132Ȃ1 貧 乏 物 語13

フ
〔339191Ȃ8〕 青919Ȃ1～9

青920Ȃ0
ファーブル昆虫記97

〔324062Ȃ6◆〕赤406Ȃ2～3 ファウスト235
〔336352Ȃ3〕 青635Ȃ2 不安の概念79
〔323341Ȃ7〕 赤334Ȃ1 フィッツジェラルド短Ἣ集233
〔340032Ȃ6◆〕白3Ȃ2～3 フィレンツェ史181
〔330011Ȃ4◆〕青1Ȃ1 風 㗡 花 伝1
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〔310233Ȃ9〕 緑23Ȃ3 春129
〔324292Ȃ6〕 赤429Ȃ2 春のめざめ239

春は馬車に乗って →日輪・春は馬車
に乗って

〔327094Ȃ0〕 赤709Ȃ4 パ ロ マ ー274
〔339421Ȃ6〕 青942Ȃ1～2 パロマーの巨人望遠鏡99
〔336842Ȃ8〕 青684Ȃ2 反啓蒙思想87
〔340101Ȃ8〕 白10Ȃ1 犯罪と刑罰184
〔336142Ȃ9◆〕青614Ȃ2～4 パ ン セ72
〔325022Ȃ2◆〕赤502Ȃ2～5 パンタグリュエル物語248
〔336257Ȃ8〕 青625Ȃ7～8 判断力批判77

パンドラの箱 →地霊・パンドラの箱
〔333031Ȃ5◆〕青303Ȃ1 般若心経・金剛般若経41
〔007171Ȃ8〕 ワイド版171 般若心経・金剛般若経295
〔331253Ȃ8〕 青125Ȃ3 ṵὄの略取12
〔310463Ȃ3〕 緑46Ȃ3 万 暦 赤 絵138

ヒ
〔325051Ȃ6〕 赤505Ȃ1 ピエール・パトラン先生249
〔310109ȂX◆〕緑10Ȃ9 彼 岸 過 Ἤ120
〔336391Ȃ4〕 青639Ȃ1 悲劇の誕生80

彦市ばなし →夕鶴 彦市ばなし
〔335561ȂX〕 青556Ȃ1 ビゴー日本素描集62
〔311841Ȃ2◆〕緑184Ȃ1 久生十㜄短Ἣ選169
〔331911Ȃ7〕 青191Ȃ1 被差別部落一千年史29

尾生の信 →蜜柑・尾生の信
〔310367ȂX〕 緑36Ȃ7 一房の葡萄134

独ごと →鬼貫句選・独ごと
〔326191Ȃ7〕 赤619Ȃ1 人はなんで生きるか269
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〔302063Ȃ4〕 黄206Ȃ3 芭蕉俳句集109
〔302069Ȃ3〕 黄206Ȃ9～10 芭蕉俳文集109
〔302068Ȃ5〕 黄206Ȃ8 芭 蕉 文 集109
〔302066Ȃ9〕 黄206Ȃ6 芭蕉連句集109

走れメロス →富嶽百景・走れメロス
〔331491Ȃ3〕 青149Ȃ1 パスカルにおける人間の研究21
〔323238Ȃ5〕 赤323Ȃ8～9 八 月 の 光232
〔325693ȂX◆〕赤569Ȃ3 八十日間世界一周261
〔321063Ȃ5◆〕赤106Ȃ3 バ ッ カ イ204
〔323115Ȃ5◆〕赤311Ȃ5～6 ハックルベリー・フィンの冒険231
〔007371Ȃ4〕 ワイド版371･2 ハックルベリー・フィンの冒険296

鼻 →外套・鼻
鼻 →羅生門･鼻･芋粥･偸盗

〔324306Ȃ0〕 赤430Ȃ6 花・死人に口なし240
〔331921Ȃ4〕 青192Ȃ1 花田清輝評論集29

花冷え →春泥・花冷え
〔360035Ȃ1〕 緑42Ȃ12 花火・来訪者137
〔302841Ȃ4〕 黄284Ȃ1 花見車・元禄百人一句115
〔302461Ȃ3〕 黄246Ȃ1 花 屋 日 記113

母の手鞠歌 →こども風土記・母の手
毬歌

〔322049Ȃ8◆〕赤204Ȃ9 ハムレット207
ハムレット日記 →野火・ハムレット
日記

〔331551Ȃ0〕 青155Ȃ1 林達夫評論集21
〔310723Ȃ2〕 緑72Ȃ3 葉山嘉樹短Ἣ集148
〔311082Ȃ9◆〕緑108Ȃ2 原民喜全詩集158
〔325801Ȃ0〕 赤580Ȃ1 パ リ の 夜262
〔322622Ȃ4◆〕赤262Ȃ2 パリ・ロンドン放浪記220
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ハ
〔302255Ȃ6〕 黄225Ȃ5～6 俳諧歳時記栞草112
〔311064Ȃ1〕 緑106Ȃ4 俳諧博物誌157
〔310282Ȃ7〕 緑28Ȃ2 俳句はかく解しかく味う133
〔327781Ȃ3〕 赤778Ȃ1～2 灰とダイヤモンド282
〔336015ȂX◆〕青601Ȃ5 パイドロス67
〔336022Ȃ2◆〕青602Ȃ2 パ イ ド ン68
〔336182Ȃ5〕 青618Ȃ2 ハイラスとフィロナスの三つの対話73
〔327182Ȃ7〕 赤718Ȃ2～3 バウドリーノ276
〔310232Ȃ0◆〕緑23Ȃ2 破 戒128
〔320681Ȃ9◆〕赤68Ȃ1 バガヴァッド・ギーター201
〔330081Ȃ5〕 青8Ȃ1～3 葉 隠1
〔310621Ȃ0◆〕緑62Ȃ1 萩原朔太郎詩集143
〔323081Ȃ7◆〕赤308Ȃ1～3 白 鯨229
〔326138Ȃ0〕 赤613Ȃ8～9 白痴（ドストエフスキー）268

白痴 →桜の森の満開の下・白痴
〔311172Ȃ7〕 緑117Ȃ2 幕末維新パリ見聞記159
〔331822Ȃ5〕 青182Ȃ2 幕末遣外使節物語27
〔331861Ȃ7〕 青186Ȃ1 幕末政治家28
〔312131Ȃ3〕 緑213Ȃ1 幕末の江戸風俗176
〔331624ȂX〕 青162Ȃ4 幕末の水戸藩23
〔334691Ȃ2〕 青469Ȃ1 幕 末 百 話57
〔320441Ȃ2〕 赤44Ȃ1～2 白楽天詩選201
〔310706Ȃ3◆〕緑70Ȃ6 歯 車146
〔324633Ȃ7〕 赤463Ȃ3～7 パサージュ論247
〔302061Ȃ8〕 黄206Ȃ1 芭蕉紀行文集108
〔302067Ȃ7〕 黄206Ȃ7 芭蕉書簡集109

芭蕉雑談 →獺祭書屋俳話・芭蕉雑談
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〔381104Ȃ7〕 青144Ȃ13 人間の学としての倫理学19
〔322546Ȃ5〕 赤254Ȃ6～8 人 間 の 絆218
〔337041Ȃ4〕 青704Ȃ1～2 人間の教育91
〔336771Ȃ5〕 青677Ȃ1 人間の頭脳活動の本質87
〔336232Ȃ2〕 青623Ȃ2 人間不平等起原論74
〔325531Ȃ3〕 赤553Ȃ1 に ん じ ん258

ヌ
〔322099Ȃ3〕 赤209Ȃ2 奴 婢 訓210

ネ
〔310623Ȃ7〕 緑62Ȃ3 猫 町144
〔323139Ȃ2〕 赤313Ȃ9 ねじの回転 デイジー・ミラー231
〔339491Ȃ5〕 青949Ȃ1 熱輻射論講義100
〔336381Ȃ7〕 青638Ȃ1～2 眠られぬ夜のために80
〔336902Ȃ9〕 青690Ȃ2～3 根をもつこと88
〔334082Ȃ5◆〕青408Ȃ2～3 年 代 記50
〔360029Ȃ0〕 緑70Ȃ16 年末の一日・浅草公園148

ノ
〔325327Ȃ4◆〕赤532Ȃ3～4 ノートル＝ダム・ド・パリ253
〔310499Ȃ4〕 緑49Ȃ9 野上弥生子随筆集140
〔310490Ȃ0〕 緑49Ȃ0 野上弥生子短Ἣ集140
〔327503Ȃ9〕 赤750Ȃ3 野 鴨280
〔310091Ȃ3〕 緑9Ȃ1 野 菊 の 墓118
〔325871Ȃ1〕 赤587Ȃ1 ノディエ幻想短Ἣ集263
〔311231Ȃ8〕 緑123Ȃ1 野火・ハムレット日記159

野分 →二百十日・野分
〔311571Ȃ6◆〕緑157Ȃ1 暢気眼鏡 虫のいろいろ165
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〔310921ȂX〕 緑92Ȃ1 日本唱歌集154
〔300041Ȃ2〕 黄4Ȃ1～5 日 本 書 紀101
〔330182ȂX〕 青18Ȃ2 日本水土考・水土解弁・増補華夷通商

考2
〔333231Ȃ8◆〕青323Ȃ1 日本的霊性45
〔331031Ȃ4〕 青103Ȃ1 日本道徳論5
〔310931Ȃ7〕 緑93Ȃ1 日本童謡集154
〔326061Ȃ9〕 赤606Ȃ1 日本渡航記267
〔334372Ȃ7〕 青437Ȃ2 日本における近代国家の成立53
〔331091Ȃ8〕 青109Ȃ1 日本の下層社会6
〔334362Ȃ3◆〕青436Ȃ2 日本の古代国家53
〔339451Ȃ9◆〕青945Ȃ1 日 本 の 酒99
〔312023Ȃ1◆〕緑202Ȃ3 日本の詩歌174
〔381283Ȃ9◆〕青N130Ȃ1 日本の中世国家36
〔331751Ȃ3〕 青175Ȃ1 日本の民家26
〔331291Ȃ0〕 青129Ȃ1 日本の労働運動13
〔310277Ȃ0〕 緑27Ȃ7 日 本 橋132

日本文化私観 →堕落論・日本文化私
観

〔335821Ȃ4〕 青582Ȃ1 日本漫画史65
〔302381Ȃ1〕 黄238Ȃ1 日本民謡集113
〔335761Ȃ3〕 青576Ȃ1 日本洋画の曙光64
〔381105Ȃ4〕 青144Ȃ14～17 日本倫理思想史19
〔327501Ȃ2◆〕赤750Ȃ1 人 形 の 家280
〔336735Ȃ9〕 青673Ȃ5 人 間86
〔336201Ȃ2〕 青620Ȃ1 人間機械論74
〔310904ȂX◆〕緑90Ȃ4 人間失格 グッド・バイ153
〔337022Ȃ8〕 青702Ȃ2～3 人間精神進歩史90
〔323113Ȃ9◆〕赤311Ȃ3 人間とは何か230
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〔336041Ȃ9◆〕青604Ȃ1～2 ニコマコス倫理学69
〔007346Ȃ2〕 ワイド版346･7 ニコマコス倫理学295
〔334931Ȃ1〕 青493Ȃ1～3 ニコライの日記59
〔310251Ȃ7◆〕緑25Ȃ1 にごりえ・たけくらべ130
〔331248Ȃ3〕 青124Ȃ8 西田幾多郎歌集12
〔331249Ȃ0◆〕青124Ȃ9 西田幾多郎講演集12
〔381284Ȃ6〕 青124Ȃ10 西田幾多郎書簡集12
〔331244Ȃ9〕 青124Ȃ4 西田幾多郎哲学論集Ⅰ11
〔331245Ȃ7〕 青124Ȃ5 西田幾多郎哲学論集Ⅱ11
〔331246Ȃ5〕 青124Ȃ6 西田幾多郎哲学論集Ⅲ11
〔312121Ȃ4◆〕緑212Ȃ1 二十四の瞳176
〔326132Ȃ1〕 赤613Ȃ2 二 重 人 格268
〔327931Ȃ1〕 赤793Ȃ1 20世紀ラテンアメリカ短Ἣ選286
〔311301Ȃ2〕 緑130Ȃ1 西脇順三郎詩集160
〔333272Ȃ5〕 青327Ȃ2 尼僧の告白47
〔310751Ȃ9〕 緑75Ȃ1 日輪・春は馬車に乗って149
〔333051ȂX〕 青305Ȃ1 日 蓮 文 集41
〔336611Ȃ5◆〕青661Ȃ1 日本の弓術86
〔310145Ȃ6〕 緑14Ȃ5 二人比丘尼色懺悔126
〔360024Ȃ5◆〕緑11Ȃ21 二百十日・野分124
〔311351Ȃ9〕 緑135Ȃ1 日本アルプス161
〔331421Ȃ2〕 青142Ȃ1 日本イデオロギー論18
〔331131Ȃ0〕 青113Ȃ1 日本開化小史7
〔312031Ȃ6〕 緑203Ȃ1～3 日本近代随筆選174
〔311911Ȃ2〕 緑191Ȃ1～6 日本近代短Ἣ小説選171
〔340331Ȃ0◆〕白33Ȃ1 日本国憲法186
〔311431Ȃ0◆〕緑143Ȃ1～2 日本児童文学名作集162
〔331361Ȃ5〕 青136Ȃ1～2 日本㗦本主義発達史15
〔341481Ȃ0〕 白148Ȃ1 日本㗦本主義分析193

書名索引（ニ―ニ）40



313-374_IWBUNSYO[書名索引]_再校_初校.smd  Page 3922/04/18 12:58  v3.60

ナ
〔331981Ȃ8〕 青198Ȃ1 中井正一評論集30
〔331102Ȃ7〕 青110Ȃ2 中江兆民評論集7

長崎夜話草 →町人Ṛ・百姓Ṛ・長崎
夜話草

〔310831Ȃ0〕 緑83Ȃ1 中野重治詩集151
〔310971Ȃ6◆〕緑97Ȃ1 中原中也詩集155
〔311241Ȃ5〕 緑124Ȃ1 中谷宇吉郎随筆集159
〔338251Ȃ6〕 青825Ȃ1 ナグ・ハマディ文書抄94
〔325902Ȃ5〕 赤590Ȃ2 ナ ジ ャ263
〔311081Ȃ1〕 緑108Ȃ1 夏 の 花157
〔310851Ȃ5◆〕緑85Ȃ1～3 夏 目 漱 石152
〔327924Ȃ3◆〕赤792Ȃ4 七 つ の 夜285
〔381231Ȃ0〕 青N123Ȃ1 何が私をこうさせたか34
〔334351Ȃ4〕 青435Ȃ1 ナポレオン言行録53
〔342271Ȃ7〕 白227Ȃ1 鯰 絵196
〔331694Ȃ0〕 青169Ȃ4 南無阿弥陀仏25ó44
〔322427Ȃ2〕 赤242Ȃ7 南海千一夜物語216
〔330271Ȃ0〕 青27Ȃ1 南 方 録3

ニ
〔331062Ȃ5◆〕青106Ȃ2 新島襄 教育宗教論集6
〔331063Ȃ2◆〕青106Ȃ3 新島襄自伝6
〔331061Ȃ6〕 青106Ȃ1 新島襄の手紙6
〔381271Ȃ6〕 青N127Ȃ1 ニーチェの顔35
〔337001Ȃ8〕 青700Ȃ1 ニーチェ みずからの時代と闘う者90
〔324011Ȃ1〕 赤401Ȃ1～2 ニーベルンゲンの歌235
〔311501Ȃ5〕 緑150Ȃ1 新美南吉童話集163
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毒の園 →かくれんぼ・毒の園
〔336282Ȃ9〕 青628Ȃ2 独 白78

溶ける魚 →シュルレアリスム宣言・
溶ける魚

〔300131Ȃ1〕 黄13Ȃ1 土 左 日 記102
杜子春 →蜘蛛の糸・杜子春・トロッ
コ

〔381221Ȃ1◆〕青138Ȃ11 都市と農村17
〔330321Ȃ0〕 青32Ȃ1 どちりな きりしたん3
〔325981Ȃ5〕 赤598Ȃ1 とどめの一撃264
〔324340Ȃ4〕 赤434Ȃ0 トニオ・クレエゲル241
〔320049Ȃ7〕 赤4Ȃ9 杜 甫 詩 選198
〔331205Ȃ8〕 青120Ȃ5～6 豊 臣 秀 吉10
〔322459Ȃ5◆〕赤245Ȃ1 ドリアン・グレイの肖像216
〔322121Ȃ4◆〕赤212Ȃ1～2 トリストラム・シャンディ210
〔310512Ȃ5〕 緑51Ȃ2 鳥 の 物 語141
〔310123Ȃ5◆〕緑12Ȃ3 努 力 論124
〔325561Ȃ5〕 赤556Ȃ1 トルストイの生涯259
〔331352Ȃ7〕 青135Ȃ2 奴 隷15ó165

トロッコ →蜘蛛の糸・杜子春・トロ
ッコ

〔360036Ȃ8〕 緑42Ȃ13 問はずがたり・吾妻橋137
〔323441Ȃ9〕 赤344Ȃ1 とんがりモミの木の郷234
〔324104Ȃ5〕 赤410Ȃ4 ドン・カルロス236
〔327211Ȃ0◆〕赤721Ȃ1～3 ドン・キホーテ（前Ἣ）277
〔327214Ȃ5◆〕赤721Ȃ4～6 ドン・キホーテ（後Ἣ）277
〔325123Ȃ7〕 赤512Ȃ3 ドン・ジュアン250
〔326272Ȃ7〕 赤627Ȃ2 ど ん 底271
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〔320091Ȃ8〕 赤9Ȃ1～3 唐 詩 選198
藤十郎の恋 →父帰る・藤十郎の恋

〔336952Ȃ4〕 青695Ȃ2 統辞理論の諸相89
〔310042Ȃ5〕 緑4Ȃ2 当世書生気質116
〔320381ȂX〕 赤38Ȃ1～2 唐宋伝奇集200
〔007373Ȃ8〕 ワイド版373･4 唐宋伝奇集296
〔310231Ȃ2〕 緑23Ȃ1 藤 村 詩 抄128
〔310246Ȃ0〕 緑24Ȃ6 藤村文明論集130
〔322911Ȃ8〕 赤291Ȃ1 灯 台 へ224
〔340077Ȃ7◆〕白7Ȃ7 統 治 二 論183
〔341056Ȃ4〕 白105Ȃ6～7 道徳感情論187
〔336251Ȃ9〕 青625Ȃ1 道徳形而上学原論76
〔336457Ȃ0〕 青645Ȃ7 道徳と宗教の二源泉83
〔336394Ȃ9〕 青639Ȃ4 道徳の系譜81

道徳の原理について →歴史と自然科
学・道徳の原理に就て・聖

〔334711Ȃ0〕 青471Ȃ1 トゥバ紀行57
〔322624Ȃ7◆〕赤262Ȃ4 動 物 農 場220
〔333232Ȃ6〕 青323Ȃ2 東洋的な見方45
〔331381ȂX◆〕青138Ȃ1 遠野物語・山の人生15
〔324334ȂX〕 赤433Ȃ4 トオマス・マン短Ἣ集241
〔335681Ȃ0〕 青568Ȃ1 ドーミエ諷刺画の世界63
〔325606Ȃ0〕 赤560Ȃ6 ドガ ダンス デッサン260
〔331203Ȃ1〕 青120Ȃ3～4 徳 川 家 康10
〔334721Ȃ8〕 青472Ȃ1 徳川時代の宗教57
〔334961Ȃ8〕 青496Ȃ1～3 徳 川 制 度59
〔334964Ȃ9〕 青496Ȃ4 徳 川 制 度（補遺）60
〔342301Ȃ1〕 白230Ȃ1～2 独裁と民主政治の社会的起源197
〔336322Ȃ1◆〕青632Ȃ2 読書について79
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〔336298Ȃ5〕 青629Ȃ8 哲学史序論78
〔381141Ȃ2◆〕青N114Ȃ1 哲学の三つの伝統32
〔324355Ȃ2〕 赤435Ȃ5 デ ミ ア ン242
〔310371Ȃ8〕 緑37Ȃ1～5 寺田寅彦随筆集134
〔325443Ȃ0〕 赤544Ȃ3 テレーズ・ラカン256
〔381211Ȃ2◆〕青N121Ȃ1 転回期の政治33
〔381263Ȃ1〕 青N126Ȃ3 転換期の大正34
〔327921Ȃ2〕 赤792Ȃ1 伝 奇 集284
〔336741Ȃ3〕 青674Ȃ1 天 才・悪87
〔336581ȂX〕 青658Ȃ1 天才の心理学85

天守物語 →夜叉ケ池・天守物語
デンマルク国の話 →後世への最大遺
物・デンマルク国の話

ト
〔341243Ȃ5◆〕白124Ȃ3 ドイツ・イデオロギー189
〔350003Ȃ2〕 別冊3 ドイツ文学案内291
〔324601Ȃ2〕 赤460Ȃ1 ドイツ名詩選246
〔324451Ȃ6〕 赤445Ȃ1 ドイツ炉辺ばなし集244
〔324323Ȃ7〕 赤432Ȃ3 ドゥイノの悲歌240
〔302271Ȃ8〕 黄227Ȃ1～2 東海道中膝栗毛112
〔301361Ȃ1〕 黄136Ȃ1 東関紀行・海道記107
〔334661Ȃ0〕 青466Ȃ1 東京に暮す56
〔311272Ȃ5〕 緑127Ȃ2 東 京 日 記160
〔311391Ȃ8〕 緑139Ȃ1 東京繁昌記162
〔312171Ȃ9〕 緑217Ȃ1～3 東京百年物語177
〔333196Ȃ6〕 青319Ȃ6 道元禅師清規44
〔310607Ȃ5〕 緑60Ȃ7 道元禅師の話143
〔336951Ȃ7〕 青695Ȃ1 統辞構造論89
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〔322542Ȃ2〕 赤254Ȃ2 月と六ペンス218
〔311981Ȃ5◆〕緑198Ȃ1 ⁋征夫詩集173
〔331409Ȃ3〕 青140Ȃ9 津田左右吉歴史論集17
〔300211Ȃ3〕 黄21Ȃ1 堤中納言物語103
〔326233Ȃ6〕 赤623Ȃ3～4 妻への手紙271
〔326135Ȃ6◆〕赤613Ȃ5～7 罪 と 罰268
〔310414Ȃ5〕 緑41Ȃ4 つゆのあとさき135
〔301121ȂX◆〕黄112Ȃ1 徒 然 草105
〔007016Ȃ9〕 ワイド版16 徒 然 草295

テ
〔358002Ȃ8◆〕青601Ȃ4 テアイテトス67
〔372051Ȃ6〕 赤N205Ȃ1 D・G・ロセッティ作品集 225
〔322281Ȃ4◆〕赤228Ȃ1～5 デイヴィッド・コパフィールド213
〔301272Ȃ0〕 黄127Ȃ2～3 定家八代抄106
〔336564ȂX◆〕青656Ȃ4 定 義 集85
〔323101Ȃ5〕 赤310Ȃ1 ディキンソン詩集230
〔331251Ȃ1〕 青125Ȃ1 帝 国 主 義（幸徳秋水）12
〔341341Ȃ5〕 白134Ȃ1 帝 国 主 義（レーニン）192
〔341331Ȃ8〕 白133Ȃ1～2 帝国主義論191

デイジー・ミラー →ねじの回転 デ
イジー・ミラー

〔327381Ȃ4〕 赤738Ȃ1～4 ティラン・ロ・ブラン278
〔324551Ȃ2〕 赤455Ȃ1 ティル・オイレンシュピーゲルの愉快

ないたずら245
〔336433Ȃ3〕 青643Ȃ3 デカルト的省察82
〔331692Ȃ4◆〕青169Ȃ2 手仕事の日本24
〔322401Ȃ9〕 赤240Ȃ1～2 テ ス215
〔336133Ȃ4〕 青613Ȃ3 哲 学 原 理72
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〔310454Ȃ4〕 緑45Ȃ4 千 鳥138
〔331151Ȃ5◆〕青115Ȃ1 茶 の 本8
〔330501Ȃ0〕 青50Ȃ1 茶湯一会集・閑夜茶話4
〔324571Ȃ7〕 赤457Ȃ1 チャンドスᷭの手紙245
〔381171Ȃ9〕 青N117Ȃ1 中国近世史32
〔331333Ȃ6〕 青133Ȃ3～4 中 国 史14
〔331331Ȃ3〕 青133Ȃ1 中国文明論集14
〔370001Ȃ3◆〕赤33Ȃ1～3 中国名詩選200
〔322252Ȃ0〕 赤225Ȃ2 中世騎士物語226ó283
〔334361Ȃ1〕 青436Ȃ1 中世的世界の形成53
〔301301Ȃ8〕 黄130Ȃ1 中世なぞなぞ集107
〔331711Ȃ4〕 青171Ȃ1 中世の文学伝統25

偸盗 →羅生門･鼻･芋粥･偸盗
中庸 →大学・中庸

〔381043Ȃ9◆〕青N104Ȃ3 超国家主義の論理と心理31
超人ニコラ →少年探偵団・超人ニコ
ラ

〔320711Ȃ4〕 赤71Ȃ1 朝鮮民謡選202
〔334391Ȃ3〕 青439Ȃ1 朝鮮・琉球航海記54
〔330181Ȃ1〕 青18Ȃ1 町人Ṛ・百姓Ṛ・長崎夜話草2
〔324291Ȃ2〕 赤429Ȃ1 地霊・パンドラの箱239
〔341248Ȃ6〕 白124Ȃ8 賃銀・価格および利潤190
〔324282Ȃ3〕 赤428Ȃ2 沈 鐘239
〔341246ȂX〕 白124Ȃ6 賃労働と㗦本190

ツ
〔336392Ȃ2◆〕青639Ȃ2～3 ツァラトゥストラはこう言った81
〔381201Ȃ3〕 青N120Ȃ1 通論考古学33
〔327145Ȃ2◆〕赤714Ȃ5 月 と Ἵ 火276
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〔310602Ȃ4〕 緑60Ȃ2～3 多 情 仏 心143
〔327191Ȃ9〕 赤719Ȃ1 タタール人の砂漠276

忠直ᷭ行状記 →恩讐の彼方に・忠直
ᷭ行状記

〔311211Ȃ3〕 緑121Ȃ1 立原道造詩集159
〔360025Ȃ2◆〕緑13Ȃ11 獺祭書屋俳話・芭蕉雑談125
〔381071Ȃ6〕 青N107Ȃ1～2 田中正造文集31
〔311921Ȃ1◆〕緑192Ȃ1 谷川俊太郎詩集171
〔310557Ȃ5〕 緑55Ȃ7 谷崎潤一郎随筆集142
〔375130Ȃ5◆〕赤N511Ȃ0 楽しみと日々265
〔322551Ȃ1〕 赤255Ȃ1 ダブリンの市民219
〔300091Ȃ9〕 黄9Ȃ1 玉造小町子壮衰書102
〔311821Ȃ4◆〕緑182Ȃ1 堕落論・日本文化私観168
〔335851Ȃ1〕 青585Ȃ1 丹下健三建築論集66
〔335852Ȃ8〕 青585Ȃ2 丹下健三都市論集66
〔331682Ȃ7〕 青168Ȃ2 湛 山 回 想24

断食芸人 →変身・断食芸人
〔310420ȂX〕 緑42Ȃ0～1 断腸亭日乗136

ダントンの死 →ヴォイツェク ダン
トンの死 レンツ

〔333182Ȃ6◆〕青318Ȃ2 㙛 異 抄43

チ
〔310236Ȃ3〕 緑23Ȃ6 千曲川のスケッチ129
〔336153Ȃ9〕 青615Ȃ3 知性改善論73
〔336323ȂX〕 青632Ȃ3 知性について79
〔310634Ȃ1〕 緑63Ȃ4 父帰る・藤十郎の恋144
〔302234Ȃ3〕 黄223Ȃ4 父の終焉日記・おらが春112
〔325692Ȃ1◆〕赤569Ȃ2 地 底 旅 行261
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〔332221Ȃ5◆〕青222Ȃ1 大学・中庸39
〔334241Ȃ0〕 青424Ȃ1～3 大 君 の 都51
〔336374Ȃ4〕 青637Ȃ4～5 体験と創作80
〔340061Ȃ6〕 白6Ȃ1 第三身分とは何か182
〔372011Ȃ0〕 赤N201Ȃ1 たいした問題じゃないが224
〔342311Ȃ0◆〕白231Ȃ1 大衆の反逆197
〔333081Ȃ1〕 青308Ȃ1 大乗起信論42
〔333234Ȃ4◆〕青323Ȃ4 大乗仏教概論46
〔322771Ȃ9〕 赤277Ȃ1 大 転 落222
〔311961Ȃ7◆〕緑196Ȃ1 第七官界彷徨・琉璃玉の耳輪172
〔324731Ȃ0〕 赤473Ȃ1～2 第七の十字架247
〔340311Ȃ2〕 白31Ȃ1～2 第二㗨世界大戦外交史186
〔331572Ȃ3◆〕青157Ȃ2 第二集 きけ わだつみのこえ22
〔007248ȂX〕 ワイド版248 第二集 きけ わだつみのこえ294
〔334971Ȃ7〕 青497Ȃ1 第二のデモクラテス60
〔331193Ȃ0◆〕青119Ȃ3 代表的日本人9
〔007164Ȃ5〕 ワイド版164 代表的日本人294
〔301431Ȃ8〕 黄143Ȃ1～6 太 平 記107
〔322761Ȃ1〕 赤276Ȃ1 タイム・マシン222
〔327391Ȃ3〕 赤739Ȃ1 ダイヤモンド広場278
〔310791Ȃ1〕 緑79Ȃ1 太陽のない街150
〔339071Ȃ7〕 青907Ȃ1～2 大陸と海洋の起源96

対話 →我と汝・対話
高瀬舟 →山椒大夫・高瀬舟

〔310471Ȃ4◆〕緑47Ȃ1 高村光太郎詩集139
〔310541Ȃ9〕 緑54Ȃ1 Ḳ 木 歌 集142

たけくらべ →にごりえ・たけくらべ
〔300071Ȃ4◆〕黄7Ȃ1 竹 取 物 語101
〔312081Ȃ1〕 緑208Ȃ1 竹久夢二詩画集175
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〔311110Ȃ9◆〕緑11Ȃ10 漱石文明論集122
〔327922Ȃ9〕 赤792Ȃ2 創 造 者284
〔320461Ȃ0〕 赤46Ȃ1 曹操・曹丕・曹植詩文選201
〔339341Ȃ4◆〕青934Ȃ1 相対性理論98
〔339342Ȃ0◆〕青934Ȃ2 相対論の意味98

増補華夷通商考 →日本水土考・水土
解弁・増補華夷通商考

〔342281Ȃ6◆〕白228Ȃ1 贈 与 論196
『続思索と体験』以後 →続思索と体
験・『続思索と体験』以後

〔331243Ȃ0〕 青124Ȃ3 続思索と体験・『続思索と体験』以後 11
〔327923Ȃ6〕 赤792Ȃ3 続 審 問285
〔336011Ȃ7◆〕青601Ȃ1 ソクラテスの弁明・クリトン67
〔331328Ȃ3〕 青132Ȃ8 祖国を顧みて14
〔320019Ȃ3〕 赤1Ȃ1 楚 辞198
〔341474Ȃ8〕 白147Ȃ4 租税国家の危機193
〔327411Ȃ3〕 赤741Ȃ1～2 即 興 詩 人279
〔322055Ȃ2〕 赤205Ȃ5 ソネット集208
〔320751Ȃ2〕 赤75Ȃ1 空と風と星と詩202

空を見上げる部族 →魔法の庭・空を
見上げる部族

〔310107Ȃ3◆〕緑10Ȃ7 そ れ か ら119
〔336514Ȃ4〕 青651Ȃ1～4 存在と時間84
〔332071Ȃ9◆〕青207Ȃ1 孫 子38
〔007170ȂX〕 ワイド版170 孫 子294

タ
〔339381Ȃ3〕 青938Ȃ1 ダーウィニズム論集98
〔391011Ȃ5◆〕白116Ȃ10 大学教育について189
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〔330463Ȃ2〕 青46Ȃ3 仙境異聞・勝五郎再生記聞3
〔310363Ȃ7〕 緑36Ȃ3 宣 言134
〔334282Ȃ4◆〕青428Ȃ2 全航海の報告52
〔334061Ȃ2〕 青406Ȃ1～3 戦 史49
〔332201Ȃ0〕 青220Ȃ1 千 字 文39
〔326181ȂX◆〕赤618Ȃ1～6 戦争と平和269
〔007376Ȃ9〕 ワイド版376

～81
戦争と平和297

〔341151ȂX◆〕白115Ȃ1～3 戦 争 論188
〔336911Ȃ4〕 青691Ȃ1～2 全体性と無限89
〔333233Ȃ7〕 青323Ȃ3 禅 堂 生 活45
〔331241Ȃ4◆〕青124Ȃ1 善 の 研 究10
〔333237Ȃ5〕 青323Ȃ7 禅 の 思 想46
〔381282Ȃ2〕 青N129Ȃ1 前方後円墳の時代35
〔333411Ȃ9〕 青341Ȃ1 禅 林 句 集47

ソ
〔332061Ȃ1〕 青206Ȃ1～4 荘 子38

宋書倭国伝 →魏志倭人伝・後漢書倭
伝・宋書倭国伝・隋書倭国伝

〔338011Ȃ8◆〕青801Ȃ1 創 世 記91
〔360023Ȃ8◆〕緑11Ȃ20 漱石紀行文集123
〔311116Ȃ8◆〕緑11Ȃ16 漱石・子規往復書簡集123
〔331522Ȃ7◆〕青152Ȃ2 漱 石 詩 注21
〔319003Ȃ3◆〕緑11Ȃ13 漱石書簡集122
〔312011Ȃ8◆〕緑201Ȃ1 漱 石 追 想173
〔319002Ȃ5◆〕緑11Ȃ12 漱 石 日 記122
〔319004Ȃ1◆〕緑11Ȃ14 漱石俳句集123
〔310100Ȃ6◆〕緑10Ȃ0 漱石文芸論集120
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〔302471Ȃ0〕 黄247Ȃ1～2 醒 睡 笑114
〔331811Ȃ0〕 青181Ȃ1 『青鞜』女性解放論集26

青銅の魔人 →怪人二十面相・青銅の
魔人

〔324622Ȃ1◆〕赤462Ȃ2 聖なる酔っぱらいの伝説246
〔360026Ȃ9◆〕緑5Ȃ4 青 年117
〔336071Ȃ2◆〕青607Ȃ1 生の短さについて70

征服の精神と簒奪 →近代人の自由と
古代人の自由・征服の精神と簒奪

〔339431Ȃ3◆〕青943Ȃ1 生物から見た世界99
〔339461Ȃ8◆〕青946Ȃ1 生命とは何か100

精霊物語 →流刑の神々・精霊物語
〔377009Ȃ2〕 赤N706Ȃ1～2 ゼーノの意識290
〔377004Ȃ7〕 赤N771Ȃ1 世界イディッシュ短Ἣ選290
〔340021Ȃ0〕 白2Ȃ1 世界憲法集181
〔334121ȂX〕 青412Ȃ1 世界史概観50
〔350016Ȃ4〕 別冊12 世界文学のすすめ292

世間知らず →お目出たき人・世間知
らず

〔335731Ȃ6〕 青573Ȃ1 セ ザ ン ヌ64
〔311371Ȃ3〕 緑137Ȃ1 雪 中 梅161
〔327371Ȃ5◆〕赤737Ȃ1 セビーリャの色事師と石の招客278
〔325582Ȃ8〕 赤558Ȃ2 狭 き 門260
〔336395Ȃ7◆〕青639Ȃ5 善悪の彼岸81
〔327801Ȃ1〕 赤780Ȃ1～9

赤781Ȃ0～3
千一夜物語282

〔381251Ȃ8〕 青N125Ȃ1 禅海一瀾講話34
一九二八・三・一五 →蟹工船 一九
二八・三・一五

書名索引（セ―セ） 29

313-374_IWBUNSYO[書名索引]_再校_初校.smd  Page 2822/04/18 12:58  v3.60

伝・宋書倭国伝・隋書倭国伝
水土解弁 →日本水土考・水土解弁・
増補華夷通商考

〔311014Ȃ5〕 緑101Ȃ4 随筆滝沢馬琴156
〔373001Ȃ0◆〕赤302Ȃ0～1 スケッチ・ブック226
〔310455Ȃ2〕 緑45Ȃ5 鈴木三重吉童話集138

西班Ἕ犬の家 →美しき町・西班Ἕ犬
の家

〔350026Ȃ2◆〕別冊23 スペイン文学案内293
〔326042Ȃ2〕 赤604Ȃ2 スペードの女王・ベールキン物語267
〔310422Ȃ6〕 緑42Ȃ2 すみだ川･新橋夜話 136

セ
聖 →歴史と自然科学・道徳の原理に
就て・聖

〔335831Ȃ3〕 青583Ȃ1 世紀末ウィーン文化評論集65
〔302821Ȃ6〕 黄282Ȃ1 井 月 句 集115
〔336234Ȃ9〕 青623Ȃ4 政治経済論75
〔341012Ȃ2〕 白101Ȃ2 政 治 算 術187
〔381042Ȃ2◆〕青N104Ȃ2 政治の世界31

青春の逆説 →わが町・青春の逆説
〔324353Ȃ6〕 赤435Ȃ3 青春はうるわし242

聖書への序言 →キリスト者の自由・
聖書への序言

〔336296Ȃ9〕 青629Ȃ6～7 政治論文集78
〔336134Ȃ2◆〕青613Ȃ4 精神指導の規則72
〔386018Ȃ2〕 青N604Ȃ1 精神と自然95
〔325605Ȃ3◆〕赤560Ȃ5 精神の危機260
〔386016Ȃ8〕 青N603Ȃ1～2 精神分析の四基本概念95
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〔311941Ȃ9〕 緑194Ȃ1 白 孔 雀171
詩論 →詩学詩論

〔310823ȂX〕 緑82Ȃ3 詩を読む人のために151
〔332321Ȃ1〕 青232Ȃ1 仁 学39

新橋夜話 →すみだ川･新橋夜話
〔360031Ȃ3〕 緑91Ȃ1 真 空 地 帯153
〔310032Ȃ5〕 緑3Ȃ2 真景累ケ淵116
〔340011Ȃ9〕 白1Ȃ1 人権宣言集181
〔330241Ȃ9〕 青24Ȃ1 塵 劫 記3
〔301011Ȃ6◆〕黄101Ȃ1 新古今和歌集105

新釈諸国噺 →お伽草紙･新釈諸国噺
〔310238ȂX〕 緑23Ȃ8～9 新 生（島崎藤村）129
〔327014Ȃ2〕 赤701Ȃ4 新 生（ダンテ）273
〔324711Ȃ2〕 赤471Ȃ1 人生処方詩集247
〔336083Ȃ5〕 青608Ȃ1～2 人 生 談 義70
〔381191Ȃ7〕 青N119Ȃ1 人生の帰趣33
〔326199Ȃ2◆〕赤619Ȃ9 人 生 論270
〔331162Ȃ2〕 青116Ȃ2 新Ḥ讃美歌8
〔321071Ȃ9〕 赤107Ȃ1 神 統 記204
〔301161Ȃ9〕 黄116Ȃ1 神皇正統記106
〔324382ȂX〕 赤438Ȃ2 審 判243
〔333236Ȃ8〕 青323Ȃ6 神 秘 主 義46
〔331853Ȃ9〕 青185Ȃ3 神 秘 哲 学28
〔386015Ȃ1〕 青N602Ȃ1 シンボルの哲学95
〔336446Ȃ8〕 青644Ȃ6 ジンメル宗教論集83
〔007184ȂX〕 ワイド版184 親鸞和讃集295

ス
隋書倭国伝 →魏志倭人伝・後漢書倭

書名索引（シ―ス） 27

313-374_IWBUNSYO[書名索引]_再校_初校.smd  Page 2622/04/18 12:58  v3.60

二代目
〔310965Ȃ1〕 緑96Ȃ5 小説の認識154
〔327181Ȃ0〕 赤718Ȃ1 小説の森散策276
〔322115Ȃ0〕 赤211Ȃ5～6 ジョウゼフ・アンドルーズ210
〔377001Ȃ6〕 赤N770Ȃ1 冗 談290
〔333235Ȃ1◆〕青323Ȃ5 浄土系思想論46
〔333061Ȃ7〕 青306Ȃ1～2 浄土三部経42
〔007073Ȃ8〕 ワイド版73・4 浄土三部経295
〔325431Ȃ7〕 赤543Ȃ1 少 年 少 女256
〔311813Ȃ9〕 緑181Ȃ3 少年探偵団・超人ニコラ168
〔336135Ȃ1〕 青613Ȃ5 情 念 論72
〔332331Ȃ9〕 青233Ȃ1 章 炳 麟 集40
〔333190Ȃ7〕 青319Ȃ0～3 正 法 眼 蔵43
〔333194ȂX〕 青319Ȃ4 正法眼蔵随聞記44
〔007010ȂX〕 ワイド版10 正法眼蔵随聞記295
〔311062Ȃ5〕 緑106Ȃ2 蕉門の人々157
〔336333Ȃ7〕 青633Ȃ3 将来の哲学の根本命題79
〔342095Ȃ0◆〕白209Ȃ5 職業としての学問195
〔390003Ȃ1◆〕白209Ȃ7 職業としての政治195
〔334781Ȃ1〕 青478Ȃ1 植 物 巡 礼58
〔331351Ȃ8〕 青135Ȃ1 女 工 哀 史14
〔324374Ȃ9〕 赤437Ȃ4 ジョゼフ・フーシェ243
〔311531Ȃ7〕 緑153Ȃ1 書 物164
〔322821Ȃ9〕 赤282Ȃ1 ジョン・ダン詩集223
〔325631ȂX〕 赤563Ȃ1 シラノ・ド・ベルジュラック260
〔325741Ȃ3〕 赤574Ȃ1 死霊の恋・ポンペイ夜話261
〔375129Ȃ9〕 赤N515Ȃ2 シルトの岸辺265
〔327743Ȃ0◆〕赤774Ȃ3 白 い 病281
〔312251Ȃ8◆〕緑225Ȃ1～5 㗨 郎 物 語179
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〔336904Ȃ3〕 青690Ȃ4 重力と恩寵88
〔390002Ȃ4〕 白116Ȃ6 自 由 論188

修行録 →宇下人言 修行録
〔310222Ȃ3〕 緑22Ȃ2 縮 図128
〔360013Ȃ4〕 緑70Ȃ11 侏儒の言葉・文芸的な、余りに文芸的

な147
〔007360Ȃ8〕 ワイド版360 侏儒の言葉・文芸的な、余りに文芸的

な296
〔325972Ȃ6〕 赤597Ȃ2 ジュスチーヌまたは美徳の不幸263
〔375041Ȃ1〕 赤N504Ȃ1～2 繻 子 の 靴264
〔310261Ȃ4〕 緑26Ȃ1 修禅寺物語 正雪の二代目130
〔325127ȂX〕 赤512Ȃ7 守 銭 奴250
〔338012Ȃ6〕 青801Ȃ2 出エジプト記91
〔310671Ȃ7◆〕緑67Ȃ1 出家とその弟子146
〔339124Ȃ1◆〕青912Ȃ4～5 種 の 起 原97
〔325901Ȃ7〕 赤590Ȃ1 シュルレアリスム宣言・溶ける魚263
〔332081Ȃ6〕 青208Ȃ1～2 荀 子38
〔332161Ȃ8〕 青216Ȃ1～3 春秋左氏伝39
〔336406Ȃ6〕 青640Ȃ6 純粋経験の哲学82
〔336431Ȃ7〕 青643Ȃ1～2 純粋現象学及現象学的哲学考案82
〔336253Ȃ5〕 青625Ȃ3～5 純粋理性批判76

春昼後刻 →春昼・春昼後刻
〔310275Ȃ4〕 緑27Ȃ5 春昼・春昼後刻131
〔310651Ȃ2〕 緑65Ȃ1 春泥・花冷え144

純な魂 →アウラ・純な魂
〔310041Ȃ7〕 緑4Ȃ1 小 説 神 髄116
〔336641Ȃ7〕 青664Ȃ1 饒舌について86
〔377002Ȃ3〕 赤N770Ȃ2 小説の技法290

正雪の二代目 →修禅寺物語 正雪の
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〔341521Ȃ4〕 白152Ȃ1 㗦本主義と市民社会194
〔341251Ȃ6◆〕白125Ȃ1～9 㗦 本 論190
〔330231Ȃ1〕 青23Ȃ1 島津斉彬言行録2
〔336195Ȃ4〕 青619Ȃ5～6 市民の国について73
〔323073Ȃ6〕 赤307Ȃ3 市民の反抗229
〔310506Ȃ1◆〕緑50Ȃ6 釈 ᷟ141
〔342092Ȃ6〕 白209Ȃ2 社会科学と社会政策にかかわる認識の

「客観性」 194
〔342096Ȃ9〕 白209Ȃ6 社会学の根本概念195
〔336233Ȃ0〕 青623Ȃ3 社会契約論75ó183
〔310861Ȃ2〕 緑86Ȃ1～2 社会百面相152
〔324661Ȃ6〕 赤466Ȃ1 ジャクリーヌと日本人247

邪宗門 →地獄変・邪宗門・好色・藪
の中

〔310903Ȃ1〕 緑90Ȃ3 斜 陽153
〔324352Ȃ8◆〕赤435Ȃ2 車 輪 の 下241
〔325551Ȃ8〕 赤555Ȃ1～4 ジャン・クリストフ259
〔300289Ȃ6〕 黄28Ȃ1 拾遺和歌集104
〔331199Ȃ8◆〕青119Ȃ9 宗 教 座 談9
〔336402Ȃ3〕 青640Ȃ2～3 宗教的経験の諸相82

宗教哲学 →宗教哲学序論・宗教哲学
〔331453Ȃ1〕 青145Ȃ3 宗教哲学序論・宗教哲学19
〔342111Ȃ6〕 白211Ȃ1～2 宗教と㗦本主義の興隆196

十三夜 →大つごもり・十三夜
〔325453Ȃ8〕 赤545Ȃ3～4 獣 人256
〔336901Ȃ7〕 青690Ȃ1 自由と社会的抑圧88
〔331391Ȃ7〕 青139Ȃ1～2 十 二 支 考17
〔322048ȂX〕 赤204Ȃ8 十 二 夜207
〔334551Ȃ7〕 青455Ȃ1～2 十八世紀パリ生活誌55
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〔321072Ȃ7〕 赤107Ȃ2 仕 事 と 日205
〔331242Ȃ2〕 青124Ȃ2 思索と体験11
〔336321Ȃ3〕 青632Ȃ1 自殺について79
〔311862Ȃ7◆〕緑186Ȃ2 死者の書・口ぶえ170
〔312024Ȃ8◆〕緑202Ȃ4 詩人・菅原道真174
〔336101Ȃ6◆〕青610Ȃ1 自 省 録70
〔336197Ȃ9〕 青619Ȃ7 自然宗教をめぐる対話74
〔339361Ȃ9〕 青936Ȃ1 自然美と其驚異98
〔310428Ȃ5〕 緑42Ȃ8 下 谷 叢 話137
〔327192Ȃ6〕 赤719Ȃ2 七人の使者・神を見た犬277
〔311541Ȃ4〕 緑154Ȃ1 自Ḽ鹿鳴集164
〔336256ȂX◆〕青625Ȃ6 実践理性批判77
〔324356Ȃ5〕 赤435Ȃ6 シッダルタ242
〔322062Ȃ5〕 赤206Ȃ2～3 失 楽 園209
〔339301Ȃ5〕 青930Ȃ1 史的に見たる科学的宇宙観の変遷97
〔335712Ȃ5〕 青571Ȃ2 自伝と書簡63
〔327925Ȃ0◆〕赤792Ȃ5 詩という仕事について285
〔324366Ȃ4〕 赤436Ȃ6 指導と信従243
〔336353Ȃ1◆〕青635Ȃ3 死に至る病80

死人に口なし →花・死人に口なし
〔323161Ȃ9〕 赤316Ȃ1～2 死 の 谷232
〔312151Ȃ1◆〕緑215Ȃ1 詩 の 誕 生176
〔321043Ȃ3〕 赤104Ȃ3 縛られたプロメーテウス203
〔310058Ȃ1◆〕緑5Ȃ8 渋 江 抽 斎117
〔310942Ȃ2〕 緑94Ȃ2 至 福 千 年154
〔360038Ȃ2◆〕緑12Ȃ18 渋沢栄一伝124

脂粉の顔 →老女マノン・脂粉の顔
〔338021Ȃ5〕 青802Ȃ1 詩 Ἣ92
〔325501Ȃ1〕 赤550Ȃ1 脂肪のかたまり257
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〔324391Ȃ9〕 赤439Ȃ1 三文オペラ244

シ
〔322422Ȃ1◆〕赤242Ȃ2 ジーキル博士とハイド氏215
〔322058Ȃ7〕 赤205Ȃ8 シェイクスピア詩集209
〔322232Ȃ4◆〕赤223Ȃ2～3 シェイクスピア物語212
〔357002Ȃ9◆〕赤232Ȃ1～2 ジェイン・エア214
〔322226Ȃ1〕 赤222Ȃ6 ジェイン・オースティンの手紙212
〔325852Ȃ5〕 赤585Ȃ2 シ ェ リ262
〔325853Ȃ3〕 赤585Ȃ3 シェリの最後262
〔325447Ȃ3〕 赤544Ȃ7～9 ジェルミナール256
〔336049Ȃ4◆〕青604Ȃ9 詩学・詩論69
〔007351Ȃ6〕 ワイド版351 詩学・詩論295
〔310466Ȃ8〕 緑46Ȃ6 志賀直哉随筆集139
〔300319Ȃ0〕 黄31Ȃ1 詞花和歌集104
〔336459Ȃ7〕 青645Ȃ9 時間と自由83
〔331464Ȃ7◆〕青146Ȃ4 時 間 論20
〔310133Ȃ2〕 緑13Ȃ3 子 規 歌 集125
〔360037Ȃ5◆〕緑13Ȃ12 子規紀行文集126
〔310131Ȃ6〕 緑13Ȃ1 子 規 句 集124
〔007387Ȃ5〕 ワイド版387 子 規 句 集295
〔311066Ȃ9〕 緑106Ȃ6 子規居士の周囲157
〔360012Ȃ6◆〕緑28Ȃ10 子規・漱石133
〔332141Ȃ3◆〕青214Ȃ1～5 史 記 列 伝38
〔007392Ȃ9〕 ワイド版392

～6
史 記 列 伝294

〔325521Ȃ6◆〕赤552Ȃ1 地獄の季節258
〔310702Ȃ0◆〕緑70Ȃ2 地獄変・邪宗門・好色・藪の中146
〔007359Ȃ2〕 ワイド版359 地獄変・邪宗門・好色・藪の中295
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〔339481Ȃ6〕 青948Ȃ1 サイバネティックス100
〔320201Ȃ5◆〕赤20Ȃ1～9

赤21Ȃ0
西 遊 記199

〔334621Ȃ1〕 青462Ȃ1 西 遊 草56
〔326225Ȃ5〕 赤622Ȃ5 桜 の 園271
〔007307Ȃ3〕 ワイド版307 桜 の 園297
〔360033Ȃ7〕 緑23Ȃ7 桜の実の熟する時129
〔311822Ȃ1◆〕緑182Ȃ2 桜の森の満開の下・白痴169
〔311753Ȃ0〕 緑175Ȃ3 酒 道 楽166
〔325424Ȃ4〕 赤542Ȃ4 サ フ ォ255
〔334523Ȃ1〕 青452Ȃ3～4 さまよえる湖55
〔372501Ȃ6〕 赤254Ȃ10 サミング・アップ219
〔300181Ȃ8◆〕黄18Ȃ1 更 級 日 記103
〔375089Ȃ6◆〕赤538Ȃ11～12 サラムボー255
〔322452Ȃ3◆〕赤245Ȃ2 サ ロ メ216
〔311451Ȃ5◆〕緑145Ȃ1 山月記・李陵162
〔320121Ȃ3〕 赤12Ȃ1～8 三 国 志198
〔007335Ȃ6〕 ワイド版335

～42
三 国 志296

三尺角 →化鳥・三尺角
〔331221ȂX〕 青122Ȃ1 三十三年の夢10
〔325338Ȃ8◆〕赤533Ȃ8～9 三 銃 士253
〔327741Ȃ4〕 赤774Ȃ1 山椒魚戦争281
〔310771Ȃ3〕 緑77Ȃ1 山椒魚･遙拝隊長 149
〔310057Ȃ3◆〕緑5Ȃ7 山椒大夫・高瀬舟117
〔310106Ȃ5◆〕緑10Ȃ6 三 四 郎119
〔331101Ȃ9〕 青110Ȃ1 三酔人経綸問答7
〔312111Ȃ5〕 緑211Ȃ1 山頭火俳句集176
〔325573Ȃ5〕 赤557Ȃ3 三人の乙女たち259
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〔331384Ȃ4〕 青138Ȃ4 こども風土記・母の手毬歌16
〔350024Ȃ8〕 別冊21 この愛のゆくえ292
〔336396Ȃ5◆〕青639Ȃ6 この人を見よ81
〔375081Ȃ0〕 赤530Ȃ10 ゴプセック・毬打つ猫の店252
〔302361Ȃ7◆〕黄236Ȃ1 こぶとり爺さん・かちかち山113
〔300261ȂX〕 黄26Ȃ1 古本説話集104
〔341061Ȃ0〕 白106Ȃ1 コモン・センス187
〔335841Ȃ2〕 青584Ȃ1～2 ゴヤの手紙66
〔341451Ȃ4◆〕白145Ȃ1～2 雇用、利子および貨幣の一般理論192
〔007353Ȃ0〕 ワイド版353･4 雇用、利子および貨幣の一般理論296
〔330021Ȃ1◆〕青2Ȃ1 五 輪 書1
〔336012Ȃ5◆〕青601Ȃ2 ゴルギアス67
〔327841Ȃ0〕 赤784Ȃ1 ゴレスターン282
〔339501Ȃ1〕 青950Ȃ1 コレラの感染様式について100
〔321053Ȃ0〕 赤105Ȃ3 コロノスのオイディプス204
〔381220Ȃ4◆〕青138Ȃ10 婚 姻 の 話17

金剛般若経 →般若心経・金剛般若経
〔310141Ȃ3〕 緑14Ȃ1～2 金 色 夜 叉126
〔300191Ȃ5〕 黄19Ȃ1～4 今昔物語集103

サ
〔302049Ȃ9〕 黄204Ȃ9 西鶴文反古108
〔300232Ȃ2◆〕黄23Ȃ2 西行全歌集103
〔331011ȂX〕 青101Ȃ1 西郷南洲遺訓4
〔320231Ȃ7◆〕赤23Ȃ1 菜 根 ᩀ199

サイスの弟子たち →夜の讃歌・サイ
スの弟子たち

〔310663Ȃ6〕 緑66Ȃ3 犀星王朝小品集145
〔310442Ȃ0〕 緑44Ȃ2 斎藤茂吉歌集138
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〔327421Ȃ0〕 赤742Ȃ1 ここに薔㝿ありせば279
〔310111Ȃ1◆〕緑11Ȃ1 こ こ ろ120
〔007204Ȃ8〕 ワイド版204 こ こ ろ295
〔375061Ȃ6〕 赤N506Ȃ1 心 変 わ り264
〔300011Ȃ0◆〕黄1Ȃ1 古 事 記101
〔007048Ȃ7〕 ワイド版48 古 事 記295
〔331441Ȃ7◆〕青144Ȃ1 古 寺 巡 礼18
〔300299Ȃ5〕 黄29Ȃ1 後拾遺和歌集104
〔310121Ȃ9◆〕緑12Ȃ1 五 重 塔124
〔331855Ȃ3〕 青185Ȃ5 コスモスとアンチコスモス28
〔310462Ȃ5◆〕緑46Ȃ2 小僧の神様138
〔311771Ȃ2〕 緑177Ȃ1 五 足 の 靴167
〔336981Ȃ4〕 青698Ȃ1 古代懐疑主義入門90
〔331511Ȃ1〕 青151Ȃ1 古代国語の音韻に就いて21
〔334201Ȃ1◆〕青420Ȃ1 古代への情熱51
〔342098Ȃ5〕 白209Ȃ8～9

白210Ȃ0
古代ユダヤ教195

蝴蝶 →いちご姫・蝴蝶
〔336017Ȃ6◆〕青601Ȃ7～8 国 家68
〔341342Ȃ3〕 白134Ȃ2 国家と革命192
〔331672Ȃ6◆〕青167Ȃ2 国家と宗教24
〔336736Ȃ0〕 青673Ȃ6～7 国家と神話87
〔335531Ȃ8〕 青553Ȃ1～3 ゴッホの手紙61
〔331841Ȃ2〕 青184Ȃ1 古典学入門27
〔319009Ȃ2〕 緑60Ȃ13～14 今 年 竹143
〔350006Ȃ7〕 別冊6 ことばの贈物291
〔350005Ȃ9〕 別冊5 ことばの花束291
〔336711Ȃ1〕 青671Ȃ1 ことばのロマンス86
〔375126Ȃ8〕 赤N514Ȃ1～2 子 ど も265
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〔336562Ȃ3◆〕青656Ȃ2 幸 福 論（アラン）85
〔336383Ȃ3〕 青638Ȃ3～5 幸 福 論（ヒルティ）80
〔336493Ȃ7〕 青649Ȃ3 幸 福 論（ラッセル）84
〔322221Ȃ0◆〕赤222Ȃ1～2 高慢と偏見212
〔323151Ȃ1〕 赤315Ȃ1 荒野の呼び声232
〔310271Ȃ1〕 緑27Ȃ1 高野聖・眉かくしの霊131
〔390004Ȃ8〕 白116Ȃ11 功 利 主 義189
〔372401Ȃ9◆〕赤229Ȃ11～14 荒 涼 館214
〔331389Ȃ3◆〕青138Ȃ9 孤 猿 随 筆17
〔327032Ȃ5〕 赤703Ȃ2 珈㓼店・恋人たち273
〔338131Ȃ9◆〕青813Ȃ1～3 コ ー ラ ン94
〔326271Ȃ9〕 赤627Ȃ1 ゴーリキー短Ἣ集271

後漢書倭伝 →魏志倭人伝・後漢書倭
伝・宋書倭国伝・隋書倭国伝

〔300121Ȃ4〕 黄12Ȃ1 古今和歌集102
〔381504Ȃ5◆〕青N110Ȃ4 国 語 学 史32
〔340281Ȃ8◆〕白28Ȃ1～3 国 際 政 治185
〔323331ȂX〕 赤333Ȃ1 黒人のたましい233
〔302112Ȃ6〕 黄211Ȃ2 国性爺合戦･ṹの権三重帷子 110
〔332611Ȃ4◆〕青261Ȃ1 獄中からの手紙（ガンディー）40
〔341403Ȃ9〕 白140Ȃ3 獄中からの手紙（R.ルクセンブルク）192
〔338051Ȃ7〕 青805Ȃ1～2 告 白（アウグスティヌス）93
〔336228Ȃ4〕 青622Ȃ8～9

青623Ȃ0
告 白（ルソー）74

〔341051Ȃ3〕 白105Ȃ1～4 国 富 論187
〔342282Ȃ3〕 白228Ȃ2 国 民 論197
〔311061Ȃ7〕 緑106Ȃ1 古句を観る156
〔007024ȂX〕 ワイド版24 古句を観る296
〔300351Ȃ9〕 黄35Ȃ1 古 語 拾 遺105
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〔340301Ȃ3〕 白30Ȃ1 現代議会主義の精神史的状況185
〔312061Ȃ3◆〕緑206Ȃ1 原 爆 詩 集175
〔331771Ȃ8〕 青177Ȃ1～2 原 爆 の 子26
〔007327Ȃ1〕 ワイド版327･8 原 爆 の 子294
〔331119Ȃ6〕 青111Ȃ1 憲 法 義 解7
〔340321Ȃ1◆〕白32Ȃ1 憲 法 講 話186
〔340131ȂX〕 白13Ȃ1 権利のための闘争184
〔300251Ȃ2〕 黄25Ȃ1 建礼門院右京大夫集104
〔311011Ȃ0〕 緑101Ȃ1～2 元禄忠臣蔵155

元禄百人一句 →花見車・元禄百人一
句

〔322061Ȃ0〕 赤206Ȃ1 言論・出版の自由209

コ
恋人たち →珈㓼店・恋人たち

〔339041Ȃ5〕 青904Ȃ1 光 学96
〔386014Ȃ4◆〕青N601Ȃ1 後期㗦本主義における正統化の問題95
〔331693Ȃ2〕 青169Ȃ3 工 藝 文 化24
〔332022Ȃ0〕 青202Ȃ2 孔 子 家 語37
〔381031Ȃ7〕 青N103Ȃ1 考 史 遊 記31
〔331353Ȃ4〕 青135Ȃ3 工 場15ó165

好色 →地獄変・邪宗門・好色・藪の
中

〔302044Ȃ8〕 黄204Ȃ4 好色五人女108
〔310110Ȃ3◆〕緑11Ȃ0 行 人120
〔331194Ȃ3◆〕青119Ȃ4 後世への最大遺物・デンマルク国の話9
〔360019Ȃ1◆〕緑11Ȃ19 坑 夫123
〔322455Ȃ7◆〕赤245Ȃ5 幸福な王子217
〔322144Ȃ0〕 赤214Ȃ4 幸福の探求211
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黒蜥蜴 →若人よ蘇れ・黒蜥蜴
〔323061Ȃ2◆〕赤306Ȃ1 黒猫・モルグ街の殺人事件228
〔340031Ȃ3◆〕白3Ȃ1 君 主 論181

ケ
〔341473ȂX〕 白147Ȃ3 経 済 学 史193
〔341242Ȃ7〕 白124Ȃ2 経済学・哲学草稿189
〔341074Ȃ2〕 白107Ȃ4 経済学における諸定義188
〔341250Ȃ8〕 白125Ȃ0 経済学批判190
〔341512Ȃ2〕 白151Ȃ2 経 済 原 論193
〔341471Ȃ3〕 白147Ȃ1～2 経済発展の理論192
〔336043Ȃ5◆〕青604Ȃ3～4 形 而 上 学69
〔324214Ȃ9〕 赤421Ȃ4 芸術と革命238
〔336252Ȃ7〕 青625Ȃ2 啓蒙とは何か76
〔336921Ȃ0〕 青692Ȃ1 啓蒙の弁証法89
〔324091ȂX◆〕赤409Ȃ1～3 ゲーテとの対話236
〔324311Ȃ0〕 赤431Ȃ1 ゲオルゲ詩集240
〔312712Ȃ9〕 緑27Ȃ12 外科室・海城発電132
〔333451Ȃ5〕 青345Ȃ1～3 華厳経入法界品48
〔320621Ȃ8〕 赤62Ȃ1 ケサル王物語201
〔311692Ȃ5〕 緑169Ȃ2 下駄で歩いた巴里166
〔312718Ȃ6◆〕緑27Ȃ18 化鳥・三尺角133
〔312141Ȃ2〕 緑214Ȃ1 けものたちは故郷をめざす176
〔334081Ȃ7〕 青408Ȃ1 ゲルマーニア49
〔331141Ȃ8〕 青114Ȃ1 蹇 蹇 録7
〔336237Ȃ2〕 青623Ȃ7 言語起源論75
〔336961Ȃ6〕 青696Ȃ1 言語変化という問題90
〔351015Ȃ5〕 黄15Ȃ10～18 源 氏 物 語102
〔334911Ȃ3〕 青491Ȃ1 元治夢物語59

書名索引（ク―ケ）16



313-374_IWBUNSYO[書名索引]_再校_初校.smd  Page 1522/04/18 12:58  v3.60

ク
〔377021Ȃ4〕 赤N702Ȃ1 クァジーモド全詩集289
〔327951Ȃ9〕 赤795Ȃ1 グアテマラ伝説集287
〔331463Ȃ0◆〕青146Ȃ3 偶然性の問題20
〔341287Ȃ7〕 白128Ȃ7 空想より科学へ191
〔325141Ȃ5〕 赤514Ȃ1～2 寓 話250
〔377007Ȃ8◆〕赤N704Ȃ1 ク オ ー レ289
〔327701Ȃ5〕 赤770Ȃ1～3 クオ・ワディス281
〔007289Ȃ2〕 ワイド版289

～91
クオ・ワディス297

〔331462ȂX◆〕青146Ȃ2 九鬼周造随筆集20
〔310104Ȃ9◆〕緑10Ȃ4 草 枕119
〔310274Ȃ6〕 緑27Ȃ4 草 迷 宮131
〔322301Ȃ2〕 赤230Ȃ1 鎖を解かれたプロメテウス214

口ぶえ →死者の書・口ぶえ
グッド・バイ →人間失格 グッド・
バイ

〔310105Ȃ7◆〕緑10Ȃ5 虞 美 人 草119
〔311553Ȃ8〕 緑155Ȃ3 窪田空穂歌集164
〔311551Ȃ1〕 緑155Ȃ1 窪田空穂随筆集164
〔310654Ȃ9〕 緑65Ȃ4 久保田万太郎俳句集145
〔312241Ȃ9〕 緑224Ȃ1 久米正雄作品集179
〔310707Ȃ1◆〕緑70Ȃ7 蜘蛛の糸・杜子春・トロッコ147
〔334371Ȃ9〕 青437Ȃ1 クリオの顔53

クリトン →ソクラテスの弁明・クリ
トン

〔324131Ȃ2◆〕赤413Ȃ1～5 グリム童話集237
〔310802Ȃ4〕 緑80Ȃ2 黒島伝治作品集150
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〔321101Ȃ4◆〕赤110Ȃ1 ギリシア神話205
〔321141Ȃ3〕 赤114Ȃ1 ギリシア・ローマ抒情詩選205
〔322251Ȃ2◆〕赤225Ȃ1 ギリシア・ローマ神話206ó226
〔321231Ȃ2◆〕赤123Ȃ1 ギリシア・ローマ名言集206
〔338122ȂX〕 青812Ȃ2 キリスト教と世界宗教93
〔340079Ȃ1〕 白7Ȃ9 キリスト教の合理性183
〔338081Ȃ9〕 青808Ȃ1 キリスト者の自由・聖書への序言93
〔381513Ȃ7〕 青119Ȃ1 キリスト信徒のなぐさめ8
〔338041ȂX〕 青804Ȃ1 キリストにならいて92
〔377011Ȃ5〕 赤N701Ȃ1 キリストはエボリで止まった289
〔331255Ȃ4〕 青125Ȃ5 基督抹殺論13
〔311973Ȃ0〕 緑197Ȃ3 キルプの軍団172
〔310763Ȃ2◆〕緑76Ȃ3 銀河鉄道の夜149
〔007370Ȃ7〕 ワイド版370 銀河鉄道の夜296
〔339411Ȃ9〕 青941Ȃ1 銀河の世界99
〔311103Ȃ1◆〕緑110Ȃ3 銀 座 復 興158
〔331081Ȃ0〕 青108Ȃ1 近時政論考6
〔302171Ȃ1〕 黄217Ȃ1 近世畸人伝111
〔339391Ȃ0〕 青939Ȃ1 近世数学史談98
〔325252Ȃ9〕 赤525Ȃ2 近代人の自由と古代人の自由・征服の

精神と簒奪184ó251
〔350018Ȃ0〕 別冊14 近代日本思想案内292
〔381265Ȃ5〕 青N126Ȃ5 近代日本の政治家35
〔350022Ȃ4〕 別冊19 近代日本文学案内292
〔350017Ȃ2〕 別冊13 近代日本文学のすすめ292
〔335661Ȃ6〕 青566Ȃ1 近代日本漫画百選63
〔311032Ȃ3〕 緑103Ȃ2～3 近代美人伝156
〔310511Ȃ7◆〕緑51Ȃ1 銀 の 匙141
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〔336117Ȃ2〕 青611Ȃ7 キケロー書簡集71
〔331571Ȃ5◆〕青157Ȃ1 きけ わだつみのこえ22
〔311511Ȃ2〕 緑151Ȃ1 岸田劉生随筆集163
〔334011Ȃ6〕 青401Ȃ1 魏志倭人伝・後漢書倭伝・宋書倭国

伝・隋書倭国伝49
〔310484Ȃ6〕 緑48Ȃ4 北原白秋歌集139
〔310485Ȃ9◆〕緑48Ȃ5～6 北原白秋詩集139
〔311631Ȃ3〕 緑163Ȃ1 木下利玄全歌集165
〔322202Ȃ4〕 赤220Ȃ2 キプリング短Ἣ集212
〔331581Ȃ2〕 青158Ȃ1 君たちはどう生きるか22
〔007268Ȃ4〕 ワイド版268 君たちはどう生きるか294
〔334381Ȃ6〕 青438Ȃ1～2 旧事㗤問録54
〔327171Ȃ1〕 赤717Ȃ1 休 戦276
〔327791Ȃ1◆〕赤779Ȃ1 牛乳屋テヴィエ282
〔311031Ȃ5〕 緑103Ȃ1 旧聞日本橋156
〔340075Ȃ5〕 白7Ȃ5 教育に関する考察182
〔336013Ȃ3◆〕青601Ȃ3 ἠ 宴67
〔312719Ȃ3◆〕緑27Ȃ19 鏡花紀行文集133
〔312717Ȃ9◆〕緑27Ȃ17 鏡花随筆集132
〔310276Ȃ2〕 緑27Ȃ6 鏡花短Ἣ集132
〔333181Ȃ8〕 青318Ȃ1 教 行 信 証43
〔341511Ȃ5〕 白151Ȃ1 恐 慌 論193
〔341245Ȃ1◆〕白124Ȃ5 共産党宣言190

狂人日記（魯迅） →阿Ｑ正伝・狂人
日記

〔341522Ȃ1〕 白152Ȃ2 共同体の基礎理論194
〔326482Ȃ9◆〕赤648Ȃ2～3 巨匠とマルガリータ272
〔331831Ȃ5〕 青183Ȃ1 極光のかげに27
〔334601Ȃ7〕 青460Ȃ1～2 ギリシア案内記56
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〔372509Ȃ2◆〕赤205Ȃ10 か ら 騒 ぎ209
〔310112ȂX◆〕緑11Ȃ2 硝子戸の中121
〔326149Ȃ6◆〕赤614Ȃ9

赤615Ȃ0～2
カラマーゾフの兄弟268

〔334071ȂX◆〕青407Ȃ1 ガリア戦記49
〔322093Ȃ5◆〕赤209Ȃ3 ガリヴァー旅行記210
〔325021Ȃ4◆〕赤502Ȃ1 ガルガンチュワ物語248
〔325343Ȃ4〕 赤534Ȃ3 カ ル メ ン254
〔327451Ȃ2〕 赤745Ȃ1～2 カ レ ワ ラ279
〔310641Ȃ5〕 緑64Ȃ1 河明り 老妓抄144
〔331327Ȃ5〕 青132Ȃ7 河上肇評論集13
〔335601Ȃ2〕 青560Ȃ1 河鍋暁斎戯画集62
〔310815Ȃ4◆〕緑81Ȃ5 川端康成随筆集151

感興のことば →真理のことば・
感興のことば

〔311871Ȃ9〕 緑187Ȃ1 汗血千里の駒171
〔325383Ȃ3〕 赤538Ȃ3～4 感 情 教 育254
〔302562Ȃ8〕 黄256Ȃ2 勧 進 帳114
〔322031Ȃ5〕 赤203Ȃ1～3 カンタベリー物語207
〔311471ȂX〕 緑147Ȃ1 眼 中 の 人162
〔325181Ȃ4〕 赤518Ȃ1 カンディード251
〔332101Ȃ4◆〕青210Ȃ1～4 㕾 非 子38

閑夜茶話 →茶湯一会集・閑夜茶話
〔340078Ȃ4〕 白7Ȃ8 寛容についての手紙183

キ
〔322654Ȃ4〕 赤265Ȃ4 キーツ詩集221
〔322652Ȃ6〕 赤265Ȃ2 キーツ詩集（対訳）221
〔340221Ȃ4◆〕白22Ȃ1 危機の二十年185
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〔312161Ȃ0〕 緑216Ȃ1 鹿児島戦争記177
〔323421Ȃ1◆〕赤342Ȃ1～6 風と共に去りぬ234
〔311823Ȃ8◆〕緑182Ȃ3 風と光と二十の私と・いずこへ169
〔310762Ȃ4◆〕緑76Ȃ2 風の又三郎149
〔327929Ȃ8◆〕赤792Ȃ9 語るボルヘス286

かちかち山 →こぶとり爺さん・かち
かち山

〔336522Ȃ4〕 青652Ȃ2 学校と社会84
勝五郎再生記聞 →仙境異聞・勝五郎
再生記聞

〔335621Ȃ7〕 青562Ȃ1 ᷤ飾北斎伝62
〔310703Ȃ9◆〕緑70Ȃ3 河 童146
〔007361Ȃ5〕 ワイド版361 河 童296
〔331931Ȃ1〕 青193Ȃ1 河童駒引考29

カティリーナの陰謀 →ユグルタ戦争
カティリーナの陰謀

〔310881Ȃ7◆〕緑88Ȃ1 蟹工船 一九二八・三・一五152
〔311321Ȃ7〕 緑132Ȃ1 金子光晴詩集160

可能性の文学 →六白金星・可能性の
文学

〔310417ȂX〕 緑41Ȃ7～8 荷風随筆集136
〔312013Ȃ2〕 緑201Ȃ3 荷 風 追 想173
〔324384Ȃ6◆〕赤438Ȃ4 カフカ寓話集244
〔324383Ȃ8◆〕赤438Ȃ3 カフカ短Ἣ集244
〔333291Ȃ1〕 青329Ȃ1 神々との対話47
〔338053Ȃ3〕 青805Ȃ3～7 神 の 国93

神を見た犬 →七人の使者・神を見た
犬

〔326221Ȃ4◆〕赤622Ȃ1 か も め270
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〔331611Ȃ8〕 青161Ȃ1 懐旧九十年22
〔312211Ȃ2〕 緑221Ȃ1 開高健短Ἣ選178
〔340191Ȃ3〕 白19Ȃ1 外交談判法185
〔331001Ȃ2〕 青100Ȃ1 海 舟 座 談4
〔331386Ȃ0◆〕青138Ȃ6 海 上 の 道16

海城発電 →外科室・海城発電
〔311812Ȃ2〕 緑181Ȃ2 怪人二十面相・青銅の魔人168
〔322772Ȃ5〕 赤277Ȃ2～3 回想のブライズヘッド222
〔322441Ȃ8〕 赤244Ȃ1 怪 談216
〔325694Ȃ7◆〕赤569Ȃ4～5 海底二万里261

海道記 →東関紀行・海道記
〔326053Ȃ8〕 赤605Ȃ3 外 套・鼻267
〔322766Ȃ2〕 赤276Ȃ6 解放された世界222
〔336971Ȃ5〕 青697Ȃ1 快楽について90
〔327071Ȃ1〕 赤707Ȃ1 カヴァレリーア・ルスティカーナ273
〔339311Ȃ2〕 青931Ȃ1 科 学 談 義97
〔339029Ȃ0〕 青902Ȃ1 科学と仮説96
〔310377Ȃ7◆〕緑37Ȃ7 柿 の 種134
〔331387Ȃ9〕 青138Ȃ7 蝸 牛 考16
〔331642Ȃ8〕 青164Ȃ2 家 郷 の 訓23
〔336276Ȃ4〕 青627Ȃ6 学者の使命・学者の本質77

学者の本質 →学者の使命・学者の本
質

〔336235Ȃ7〕 青623Ȃ5 学問芸術論75
〔331023Ȃ3◆〕青102Ȃ3 学問のすゝめ5
〔311641Ȃ0〕 緑164Ȃ1 学問の曲り角166
〔339251Ȃ5〕 青925Ȃ1 確率の哲学的試論97
〔326412Ȃ6〕 赤641Ȃ2 かくれんぼ・毒の園271
〔324171Ȃ1〕 赤417Ȃ1 影をなくした男238
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〔322050Ȃ1〕 赤205Ȃ0 オ セ ロ ウ208
〔321024Ȃ7◆〕赤102Ȃ4～5 オデュッセイア203
〔334641Ȃ6〕 青464Ȃ1 オデュッセウスの世界56
〔301261Ȃ5〕 黄126Ȃ1～2 御 伽 草 子106
〔310906Ȃ6〕 緑90Ȃ6 お伽草紙･新釈諸国噺 153

踊子 →浮沈・踊子
〔302811Ȃ7〕 黄281Ȃ1 鬼貫句選・独ごと115
〔326041Ȃ4〕 赤604Ȃ1 オネーギン267
〔310501ȂX〕 緑50Ȃ1 お目出たき人・世間知らず140
〔310116Ȃ2◆〕緑11Ȃ6 思い出す事など121
〔310864Ȃ7〕 緑86Ȃ4 思い出す人々152
〔301421Ȃ9〕 黄142Ȃ1～2 おもろさうし107
〔007390Ȃ5〕 ワイド版390･1 おもろさうし295

おらが春 →父の終焉日記・おらが春
〔311864Ȃ1◆〕緑186Ȃ4 折口信夫古典詩歌論集170
〔302121Ȃ5〕 黄212Ȃ1 折たく柴の記111
〔322711Ȃ5〕 赤271Ȃ1 オルノーコ 美しい浮気女221
〔327341Ȃ8◆〕赤734Ȃ1 オルメードの騎士278
〔329400Ȃ9〕 赤410Ȃ10 オルレアンの少女236
〔335021Ȃ9◆〕青502Ȃ1 音楽と音楽家61
〔310631Ȃ8〕 緑63Ȃ1 恩讐の彼方に・忠直ᷭ行状記144

温泉宿 →伊豆の踊子・温泉宿
〔321088Ȃ3〕 赤108Ȃ8 女 の 議 会205
〔310664Ȃ8◆〕緑66Ȃ4 女 ひ と145
〔334694Ȃ7〕 青469Ȃ4～5 女 百 話57

カ
〔336247Ȃ0〕 青624Ȃ7 絵画について76
〔311101ȂX〕 緑110Ȃ1 貝殻追放抄158
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〔333161Ȃ3〕 青316Ȃ1～2 往 生 要 集43
〔300361Ȃ6〕 黄36Ȃ1 王朝漢詩選105
〔301271Ȃ2〕 黄127Ȃ1 王朝秀歌選106
〔327461Ȃ3〕 赤746Ȃ1 王 の 没 落280
〔372507Ȃ8〕 赤229Ȃ9～10 大いなる遺産214
〔322621Ȃ6◆〕赤262Ȃ1 オーウェル評論集220
〔311971Ȃ6〕 緑197Ȃ1 大江健三郎自選短Ἣ172
〔312021Ȃ7〕 緑202Ȃ1 大岡信詩集174
〔381181Ȃ8◆〕青N118Ȃ1 大隈重信演説談話集33
〔381182Ȃ5◆〕青N118Ȃ2 大隈重信自叙伝33
〔324164Ȃ9〕 赤416Ȃ4 O侯爵夫人237
〔331661Ȃ4〕 青166Ȃ1 大 阪 と 堺23
〔331342Ȃ9〕 青134Ȃ2 大杉栄評論集14
〔310252Ȃ5〕 緑25Ȃ2 大つごもり・十三夜130
〔331821Ȃ8〕 青182Ȃ1 大 津 事 件27
〔311331Ȃ4〕 緑133Ȃ1 大手拓㗨詩集161
〔310653Ȃ9〕 緑65Ȃ3 大寺学校 ゆく年145
〔381131Ȃ3〕 青N113Ȃ1～3 大西祝選集32
〔323301Ȃ8◆〕赤330Ȃ1 オー・ヘンリー㑹作選233
〔334321Ȃ2〕 青432Ȃ1 大 森 貝 塚52
〔372505Ȃ4〕 赤254Ȃ14 お菓子とビール219
〔311491Ȃ4〕 緑149Ȃ1 小川未明童話集163
〔302062Ȃ6◆〕黄206Ȃ2 おくのほそ道108
〔007079Ȃ7〕 ワイド版79 おくのほそ道295
〔351024Ȃ7〕 黄206Ȃ11 奥 の 細 道110
〔310991Ȃ0〕 緑99Ȃ1 小熊秀雄詩集155
〔312041Ȃ5〕 緑204Ȃ1 尾﨑士郎短Ἣ集175
〔311781Ȃ1〕 緑178Ȃ1 尾崎放哉句集167
〔327926Ȃ7〕 赤792Ȃ6 汚辱の世界史285
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〔336154Ȃ7◆〕青615Ȃ4～5 エ チ カ73
〔338161Ȃ0〕 青816Ȃ1 エックハルト説教集94
〔302571Ȃ7〕 黄257Ȃ1～3 江戸怪談集114
〔311814Ȃ6〕 緑181Ȃ4～6 江戸川乱歩作品集168
〔311811Ȃ5◆〕緑181Ȃ1 江戸川乱歩短Ἣ集168
〔302851Ȃ3〕 黄285Ȃ1～2 江戸漢詩選115
〔325341Ȃ8〕 赤534Ȃ1 エトルリヤの壺253
〔339034Ȃ2〕 青903Ȃ4 エネルギー96
〔336061Ȃ3〕 青606Ȃ1 エピクロス70
〔323031Ȃ0〕 赤303Ȃ1～2 エマソン論文集227
〔336221Ȃ7◆〕青622Ȃ1～3 エ ミ ー ル74
〔311972Ȃ3〕 緑197Ȃ2 M／Tと森のフシギの物語172
〔336123Ȃ8◆〕青612Ȃ3 エラスムス＝トマス・モア往復書簡71
〔336236Ȃ5〕 青623Ȃ6 演劇について75
〔375083Ȃ4◆〕赤530Ȃ12～14 艶笑滑稽ᩀ252
〔332181Ȃ2〕 青218Ȃ1 塩 鉄 論39

オ
〔310248Ȃ7〕 緑24Ȃ8 生ひ立ちの記130
〔321052Ȃ2◆〕赤105Ȃ2 オイディプス王204

追い求める男 →悪魔の涎・追い求め
る男

〔341082Ȃ3◆〕白108Ȃ2 オウエン自叙伝188
〔310068Ȃ9◆〕緑6Ȃ8 ᷞ外随筆集118
〔342261Ȃ8〕 白226Ȃ1 王 権196
〔324141ȂX〕 赤414Ȃ1 黄 金 の 壺237
〔357001Ȃ2〕 赤118Ȃ1 黄金の驢馬205
〔323112Ȃ0◆〕赤311Ȃ2 王子と乞食230
〔327861Ȃ5〕 赤786Ȃ1 王 書283
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うたかたの記 →舞姫・うたかたの記
〔312022Ȃ4◆〕緑202Ȃ2 うたげと孤心174

歌の円寂する時 →歌の話・歌の円寂
する時

〔311861Ȃ0◆〕緑186Ȃ1 歌の話・歌の円寂する時170
〔310136Ȃ7〕 緑13Ȃ6 歌よみに与ふる書125
〔311065ȂX〕 緑106Ȃ5 団 扇 の 画157

美しい浮気女 →オルノーコ 美しい
浮気女

〔327142Ȃ4〕 赤714Ȃ2 美 し い 夏275
〔350028Ȃ6〕 別冊25 美しい日本の詩293
〔310715Ȃ2〕 緑71Ȃ5 美しき町・西班Ἕ犬の家148
〔332641Ȃ5〕 青264Ȃ1 ウパデーシャ・サーハスリー40
〔310721Ȃ7〕 緑72Ȃ1 海に生くる人々148
〔302321Ȃ8〕 黄232Ȃ1～2 梅 暦113
〔377006Ȃ1〕 赤N703Ȃ1 ウンガレッティ全詩集289
〔310199Ȃ5〕 緑19Ȃ3 運 命127

運命の卵 →悪魔物語・運命の卵

エ
〔336259Ȃ4◆〕青625Ȃ9 永遠平和のために77
〔335781Ȃ1〕 青578Ȃ1～2 映画とは何か64
〔331943Ȃ5〕 青194Ȃ3 英国の近代文学30
〔331941Ȃ9〕 青194Ȃ1 英国の文学30
〔372001Ȃ1〕 赤N203Ȃ1 英国ルネサンス恋愛ソネット集224
〔336591Ȃ7〕 青659Ȃ1 英語発達小史86
〔323051Ȃ5〕 赤305Ȃ1 エヴァンジェリン228
〔332011Ȃ5〕 青201Ȃ1～2 易 経37
〔325091Ȃ5〕 赤509Ȃ1～6 エ セ ー249
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〔321021Ȃ2◆〕赤102Ȃ1～2 イ リ ア ス203
〔310392Ȃ0〕 緑39Ȃ2 入江のほとり135
〔312221Ȃ1〕 緑222Ȃ1 色 ざ ん げ178
〔326193Ȃ3◆〕赤619Ȃ3 イワン・イリッチの死270
〔326192Ȃ5◆〕赤619Ȃ2 イワンのばか269
〔334272Ȃ5◆〕青427Ȃ2～8 インディアス史52
〔358001Ȃ1◆〕青427Ȃ1 インディアスの破壊についての簡潔な

報告52
〔324592ȂX〕 赤459Ȃ2～3 インド紀行245

ウ
〔324541Ȃ5〕 赤454Ȃ1 ウィーン世紀末文学選245
〔360040Ȃ5〕 緑5Ȃ3 ウィタ・セクスアリス116
〔324052Ȃ9〕 赤405Ȃ2～4 ヴィルヘルム・マイスターの修業時代235
〔322131Ȃ0◆〕赤213Ȃ1 ウェイクフィールドの牧師211
〔310341Ȃ6〕 緑34Ȃ1 上田敏全訳詩集134
〔324341Ȃ2〕 赤434Ȃ1 ヴェニスに死す241
〔322043Ȃ9◆〕赤204Ȃ3 ヴェニスの商人207
〔324691Ȃ8〕 赤469Ȃ1 ヴォイツェク ダントンの死 レンツ247
〔323024Ȃ8〕 赤302Ȃ4 ウォルター・スコット邸訪問記227
〔302212Ȃ2〕 黄221Ȃ2 宇下人言 修行録111
〔310071Ȃ9〕 緑7Ȃ1 浮 雲118
〔360034Ȃ4〕 緑42Ȃ11 浮沈・踊子137
〔302301Ȃ3〕 黄230Ȃ1 浮 世 床113
〔302203Ȃ0◆〕黄220Ȃ3 雨 月 物 語111
〔327981Ȃ6〕 赤798Ȃ1 失われた足跡288
〔375109Ȃ1〕 赤N511Ȃ1～14 失われた時を求めて265
〔322453Ȃ1〕 赤245Ȃ3 Ἓから出た誠217
〔360028Ȃ3〕 緑27Ȃ2 歌 行 燈131
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〔331681Ȃ9〕 青168Ȃ1 石橋湛山評論集24
〔331891Ȃ9〕 青189Ȃ1 維新旧幕比較論29

いずこへ →風と光と二十の私と・い
ずこへ

〔310811Ȃ6◆〕緑81Ȃ1 伊豆の踊子・温泉宿150
〔331851ȂX◆〕青185Ȃ1 イスラーム文化27
〔300081Ȃ1〕 黄8Ȃ1 伊 勢 物 語102
〔321031ȂX◆〕赤103Ȃ1 イソップ寓話集203

石上私淑言 →排蘆小船・石上私淑言
〔324059Ȃ6〕 赤405Ȃ9

赤406Ȃ0～1
イタリア紀行235

〔322298Ȃ0〕 赤229Ȃ8 イタリアのおもかげ213
〔327091Ȃ6〕 赤709Ȃ1～2 イタリア民話集273
〔334251Ȃ8〕 青425Ȃ1～2 一外交官の見た明治維新51
〔311092Ȃ8◆〕緑109Ȃ2 いちご姫・蝴蝶158
〔350027Ȃ9〕 別冊24 一 日 一 文293
〔302231Ȃ9〕 黄223Ȃ1 一茶俳句集112

一兵卒 →蒲団・一兵卒
〔310215Ȃ0〕 緑21Ȃ5 一兵卒の銃殺128
〔333211Ȃ3〕 青321Ȃ1 一遍上人語録44
〔333212Ȃ1〕 青321Ȃ2 一 遍 聖 絵44
〔381281Ȃ5〕 青N128Ȃ1 伊藤野枝集35
〔360032Ȃ0〕 緑21Ȃ2 田 舎 教 師127
〔323121ȂX〕 赤312Ȃ1 いのちの半ばに231
〔311951Ȃ8◆〕緑195Ȃ1 Ἒ木のり子詩集172
〔310774Ȃ8◆〕緑77Ȃ4 井伏Ṵ二全詩集150
〔331854Ȃ6〕 青185Ȃ4 意味の深みへ28

芋粥 →羅生門･鼻･芋粥･偸盗
〔325125Ȃ3〕 赤512Ȃ5 いやいやながら医者にされ250
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新世帯 →あらくれ・新世帯
〔327851Ȃ8〕 赤785Ȃ1 アラブ飲酒詩選283
〔310321Ȃ1〕 緑32Ȃ1 有 明 詩 抄133
〔334431Ȃ6〕 青443Ȃ1 アリランの歌54
〔334751ȂX〕 青475Ȃ1 ある出稼石工の回想58
〔327942Ȃ7〕 赤794Ȃ2 アルテミオ・クルスの死286
〔323022Ȃ1◆〕赤302Ȃ2～3 アルハンブラ物語227
〔322391Ȃ8◆〕赤239Ȃ1～2 アルプス登攀記215
〔322582Ȃ0〕 赤258Ȃ2 荒 地220
〔327928Ȃ1〕 赤792Ȃ8 ア レ フ286
〔357004Ȃ3◆〕赤105Ȃ1 アンティゴネー204
〔322393Ȃ4〕 赤239Ȃ3～4 アンデス登攀記215
〔327414Ȃ8〕 赤741Ȃ4 アンデルセン自伝279
〔327401Ȃ6〕 赤740Ȃ1～7 アンデルセン童話集279
〔326171Ȃ2〕 赤617Ȃ1～3 アンナ・カレーニナ269
〔310464Ȃ1〕 緑46Ȃ4～5 暗 夜 行 路139

イ
〔320281Ȃ3〕 赤28Ȃ1～2 家200
〔322512Ȃ7〕 赤251Ȃ2 イェイツ詩集218
〔338121Ȃ1〕 青812Ȃ1 イエスの生涯93
〔336072Ȃ9◆〕青607Ȃ2 怒りについて70
〔325861Ȃ4〕 赤586Ȃ1 生きている過去262
〔331461Ȃ1◆〕青146Ȃ1 「いき」の構造20
〔341290Ȃ7〕 白129Ȃ0～1 イギリスにおける労働者階級の状態191
〔322731ȂX〕 赤273Ȃ1 イギリス名詩選221
〔381111Ȃ5◆〕青N111Ȃ1～3 育児の百科32
〔312001Ȃ9〕 緑200Ȃ1 石垣りん詩集173
〔331852Ȃ8◆〕青185Ȃ2 意識と本質28
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〔327901Ȃ8〕 赤790Ȃ1 悪魔の涎・追い求める男283
〔375108Ȃ4〕 赤N509Ȃ2 悪 魔 祓 い265
〔326481Ȃ9〕 赤648Ȃ1 悪魔物語・運命の卵272
〔312231Ȃ0〕 緑223Ȃ1 明 智 光 秀179

浅草公園 →年末の一日・浅草公園
〔372504Ȃ7〕 赤254Ȃ13 アシェンデン219
〔331202Ȃ3〕 青120Ȃ2 足 利 尊 氏9

蘆刈 →吉野ᷤ・蘆刈
〔323141Ȃ4〕 赤314Ȃ1 あしながおじさん231
〔351011Ȃ9〕 黄219Ȃ10 排蘆小船・石上私淑言111

吾妻橋 →問はずがたり・吾妻橋
〔325251Ȃ9〕 赤525Ȃ1 ア ド ル フ251
〔336032ȂX〕 青603Ȃ2 アナバシス68
〔323236Ȃ1〕 赤323Ȃ6～7 アブサロム、アブサロム！232
〔310056Ȃ1◆〕緑5Ȃ6 阿 部 一 族117
〔322671Ȃ1〕 赤267Ȃ1 阿片常用者の告白221
〔331701Ȃ7◆〕青170Ȃ1 雨 夜 㞍25
〔327601Ȃ9〕 赤760Ȃ1～4 アミエルの日記281
〔322296Ȃ2〕 赤229Ȃ6～7 アメリカ紀行213
〔327095Ȃ0◆〕赤709Ȃ5 アメリカ講義274
〔340261Ȃ0〕 白26Ȃ1 アメリカの黒人演説集185
〔340092Ȃ5◆〕白9Ȃ2～5 アメリカのデモクラシー183
〔007382Ȃ0〕 ワイド版382

～5
アメリカのデモクラシー296

〔323351Ȃ4〕 赤335Ȃ1 アメリカ名詩選233
〔007116Ȃ5〕 ワイド版116 アメリカ名詩選296
〔310426Ȃ9〕 緑42Ȃ6 あめりか物語136
〔310227Ȃ5〕 緑22Ȃ7 あらくれ・新世帯128
〔322331Ȃ4◆〕赤233Ȃ1～2 嵐 が 丘214
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書 名 索 引
（書名の前にある数字は著者別番号とワイド版番号です）

ISBN4Ȃ00
ア

〔375052Ȃ0◆〕赤N505Ȃ2～3 A・O・バルナブース全集 264
〔322774Ȃ9〕 赤277Ȃ4 愛されたもの222
〔310195Ȃ2〕 緑19Ȃ5 愛 弟 通 信127
〔320801Ȃ3◆〕赤80Ȃ1 アイヌ神謡集202
〔320811Ȃ0〕 赤81Ȃ1 アイヌ民㞍集202
〔350008Ȃ3〕 別冊8 愛のことば291
〔336441Ȃ4〕 青644Ȃ1 愛の断想・日々の断想82
〔325351Ȃ5〕 赤535Ȃ1 愛 の 妖 精254
〔322871Ȃ5〕 赤287Ȃ1 アイルランド短Ἣ選223
〔327941Ȃ7〕 赤794Ȃ1 アウラ・純な魂286
〔324121Ȃ5〕 赤412Ȃ1 青 い 花236
〔323411Ȃ2〕 赤341Ȃ1 青 白 い 炎234
〔325263Ȃ2〕 赤526Ȃ3～4 赤 と 黒252
〔007343Ȃ1〕 ワイド版343･4 赤 と 黒296
〔321041Ȃ7〕 赤104Ȃ1 アガメムノーン203
〔320252ȂX◆〕赤25Ȃ2 阿Q正伝・狂人日記199

悪 →天才・悪
〔312012Ȃ5〕 緑201Ȃ2 芥 川 追 想173
〔360030Ȃ6〕 緑70Ȃ17 芥川竜之介紀行文集148
〔360020Ȃ7◆〕緑70Ȃ14 芥川竜之介随筆集147
〔360017Ȃ7〕 緑70Ȃ13 芥川竜之介俳句集147
〔324491Ȃ5〕 赤449Ȃ1 悪 童 物 語244
〔325371ȂX〕 赤537Ȃ1 悪 の 華254
〔333292ȂX〕 青329Ȃ2 悪魔との対話47
〔323122Ȃ8◆〕赤312Ȃ2 悪魔の辞典231
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